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はじめに

このドキュメントでは、Oracle Secure Backupコマンドの構文および意味に関する情報を示します。


対象読者

このマニュアルは、Oracle Secure Backupをインストール、構成または使用するシステム管理者およびデータベース管理者を対象としています。このマニュアルを使用するには、Oracle Secure Backupを使用する予定のオペレーティング・システム環境についてよく理解している必要があります。




	
注意:

Oracleデータベースのバックアップおよびリストア操作を実行するには、Recovery Manager (RMAN)を含め、Oracleにおけるバックアップおよびリカバリの概念についても熟知している必要があります。











ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクル社のアクセシビリティへの取組みの詳細は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

Oracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoまたはhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs (聴覚障害者向け)を参照してください。





関連ドキュメント

Oracle Secure Backupの詳細は、オラクル社の次の資料を参照してください。

	
『Oracle Secure Backup管理者ガイド』

このマニュアルでは、Oracle Secure Backupを使用してバックアップおよびリストア操作を実行する方法について説明しています。このマニュアルは、WebベースのGUIインタフェースであるOracle Secure Backup Webツールを中心に扱っています。


	
『Oracle Secure Backupインストレーションおよび構成ガイド』

このマニュアルでは、Oracle Secure Backupのインストール方法および管理ドメインの管理方法について説明します。ファイルシステムおよびデータベースのバックアップとリストア操作に関連しています。


	
『Oracle Databaseバックアップおよびリカバリ・アドバンスト・ユーザーズ・ガイド』

このマニュアルでは、バックアップおよびリカバリの概要を示し、バックアップおよびリカバリ計画について説明しています。Recovery Manager (RMAN)を使用して、データベースの基本的なバックアップおよびリカバリを行う手順を示しています。また、RMANを使用しないユーザー向けに、ユーザー管理によるバックアップおよびリカバリの実行など、データベースのバックアップおよびリカバリについてのさらに高度な内容も説明しています。




Oracle Secure Backup製品のダウンロード・サイトには、次に示すURLのOracle Secure Backup製品のWebサイトからアクセスできます。

http://www.oracle.com/technetwork/products/secure-backup/overview/index.html





表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















1 obtoolについて

この章では、obtoolコマンドライン・インタフェースの使用方法について説明します。内容は次のとおりです。

	
obtoolの起動


	
obtoolオンライン・ヘルプ


	
obtoolコマンド・カテゴリ


	
obtoolの字句規則


	
obtoolの終了コード






obtoolの起動

この項では、Oracle Secure Backupへのコマンドライン・インタフェースであるobtoolユーティリティの起動方法について説明します。obtoolの起動オプションについてのオンライン・ヘルプを表示するには、オペレーティング・システムのプロンプトで次のコマンドを実行します。


% obtool help invocation


次の出力が表示されます。


obtool invocation:
Usage: To enter interactive mode:
       obtool [<cl-option>]...
Usage: To execute one command and exit:
       obtool [<cl-option>]... <command> [<option>]... [<argument>]...
Usage: To display program version number and exit:
       obtool --version/-V


次の各項では、obtool起動オプションについて詳細を説明します。


obtoolへのログイン

obtoolユーティリティの初回起動時には、Oracle Secure Backupユーザーとしてのアイデンティティを設定する必要があります。Oracle Secure Backupユーザー・アイデンティティが未設定の場合、次の例に示すように、ユーザー名およびパスワードの入力を要求されます。


% obtool
Oracle Secure Backup 10.4.0.3.0
login:


インストール時にadminユーザーが自動的に作成され、パスワードの入力を要求されます。




	
注意:

パスワードは、コマンドラインまたはコマンド・スクリプトにクリアテキストで指定しないでください。セキュリティ上の脆弱性となります。Oracle Secure Backupユーザーにパスワードの入力を要求する方法をお薦めします。










	
関連項目:

	
Oracle Secure Backupユーザー・アイデンティティの設定方法の詳細は、「ユーザー用コマンド」を参照してください。


	
security/logindurationポリシーの詳細は、「ポリシー用コマンド」を参照してください。













ログインおよび事前認可

obtoolにログインすると、アイデンティティが/admin/config/userサブディレクトリにあるログイン・トークンに保存されます。各Oracle Secure Backupユーザーの情報は個別のファイルに保存されます。ログイン・トークンの存続期間は、logindurationセキュリティ・ポリシーによって制御されます。

Oracle Secure Backupコマンドライン・ツールがユーザーを認証する方法には、明示的ログインと事前認可があります。事前認可の場合は、アクセスは指定ホストの指定オペレーティング・システム・ユーザーにのみ認可されます。事前認可を作成するには、mkuserコマンドで--preauthを指定します。

Oracle Secure Backupコマンドライン・ツールを起動すると、次の優先順位ルールに従ってユーザーIDが検索されます。

	
明示的ユーザーIDを指定した場合は、明示的ユーザーIDがログイン操作で使用されます。このユーザーIDの正確なパスワードを指定する必要があります。


	
ユーザーIDを指定せず、このユーザーが永続的な明示的ログインを持っていることを示す適用可能なログイン・トークンが存在する場合は、このトークンに関連付けられたユーザーIDがログイン操作に使用されます。事前認可されたセッションには永続トークンが作成されませんので、注意してください。


	
ユーザーIDを指定せず、適用可能で永続的なログイン・トークンが存在しない場合は、一致する事前認可が検索されます。事前認可が存在しない場合、ユーザーIDの入力を求めるコマンドライン・ツールもありますが、失敗して終了するコマンドライン・ツールもあります。




一致する事前認可を検索するルールは、コマンドライン操作とRecovery Manager(RMAN)のバックアップおよびリストア操作との間で共通です。一致する事前認可が2つ以上ある場合は、表1-1に示すように一致の間での優先度が決定されます。


表1-1 事前認可一致の優先度

	優先度	ホスト名	ユーザーID	ドメイン
	
1

	
明示的に指定

	
明示的に指定

	
明示的に指定


	
2

	
*


	
明示的に指定

	
明示的に指定


	
3

	
*


	
明示的に指定

	
指定しない


	
4

	
*


	
指定しない

	
指定しない














obtoolの対話型モード

obtoolを対話型モードで使用するには、オペレーティング・システムのコマンドラインでobtoolと入力してください。



obtoolの対話型モードの構文

obtoolを対話型モードで起動するには、次の構文を使用します。


obtool [ cl-option ]...


表1-2は、cl-optionプレースホルダに該当する適正なオプションを示しています。


表1-2 cl-option

	オプション	意味
	
--longerrors/-E

	
エラー・メッセージを長い書式で表示する。「errors」も参照してください。


	
--norc/-n

	
.obtoolrcからコマンドを実行しない。このファイルに一連のobtoolコマンドを入力して、obtoolを起動するたびに実行することができます。

デフォルトでは、現行ディレクトリ内の.obtoolrcが自動的に検索されます。このファイルが見つからず、かつHOME環境変数が定義されている場合は、同名のファイルがHOMEディレクトリ内から検索されます。ファイルが見つかると、obtoolは、対話型モードに入る前にそのファイルを読み取ります。


	
--verbose/-v

	
追加の情報メッセージを表示する。「verbose」も参照してください。












対話型モードでのコマンド実行

obtoolへのログインが成功すると、次のプロンプトが表示されます。


ob>


このobtoolプロンプトには、第2章「obtoolコマンド」に記載されているコマンドを入力できます。コマンドによっては、--nqオプションが用意され、コマンドの実行後に確認メッセージを表示しないように指定できます。これらのコマンドに--nqオプションを指定しない場合は、確認を要求されます。確認プロンプトには、表1-3に示した値を1つ入力する必要があります。


表1-3 確認メッセージの値

	値	意味
	
y

	
問合せに指定したオブジェクトに対して操作を実行する。


	
n

	
問合せに指定したオブジェクトに対する操作を実行せずに、次の選択に進む(ある場合)。


	
q

	
問合せに指定したオブジェクトに対する操作を実行せずに、このコマンドの処理を即時停止する。すでにyと応答しているオブジェクトは影響を受けません。


	
a

	
問合せに指定したオブジェクト、および問合せのコマンドに未指定のすべてのオブジェクトに対して、操作を実行する。すでにnと応答しているオブジェクトは影響を受けません。


	
?

	
簡単なヘルプ・テキストを表示し、次に、プロンプトを再表示する。








プロンプトにおいて大カッコ([...])で囲まれた項目は、プロンプトに特に入力しない場合のデフォルトを示します。





対話型モードでの入力リダイレクション

対話型モードでは、複数のobtoolコマンドを含むスクリプトに入力をリダイレクトできます。この方法は、同じ一連のobtoolコマンドを定期的に実行する必要がある場合に役立ちます。構文は次のとおりです(pathnameは、obtoolコマンドが含まれているファイルのパス名)。


ob> pathname


たとえば、次の内容でmycommands.txtというファイルを作成します。


# begin mycommands.txt
lsdev --long
lshost --long
# end


obtoolの入力をこのスクリプトにリダイレクトするには、次を実行します。


ob> < /home/mycommands.txt





obtoolの終了

obtoolを終了するには、次の例に示すようにexitコマンドを使用します。


ob> exit







obtoolの非対話型モード

コマンドラインでobtoolにコマンドを渡すには、次の構文を使用します。


obtool  [ cl-option ]... command-name [ option ]... [ argument ]...


次の例では、obtool lsdevコマンドを実行し、オペレーティング・システムのプロンプトに戻ります。


% obtool lsdev
library    lib1             in service
  drive 1  tape1            in service
library    lib2             in service
  drive 1  tape2            in service



obtoolコマンドラインでの特殊文字のエスケープ

あらゆるコマンドラインと同様に、obtoolを起動するコマンドライン・インタプリタまたはシェルに対して意味を持つ文字を、場合によっては引用符で囲む必要があります。次に、例を示します。

	
セミコロンを含むobtoolコマンドをコマンドラインから実行するとき、セミコロンをシェルで解釈されないようにするには、引用符が必要な場合があります。コマンドラインでのセミコロンの使用の詳細は、「複数のobtoolコマンドの非対話的な実行」を参照してください。


	
obtoolのエスケープ文字がアンパサンド(&)文字に設定されていて(「escape」を参照)、obtoolコマンドを非対話的に実行する際に&をファイル名の一部として指定する場合は、ファイル名を一重引用符で囲みます。次に、例を示します。


obtool cd -h phred '/home/markb&patti'


アンパサンド文字は、一重引用符内にあるため、解釈されずにファイル名の一部とみなされます。









複数のobtoolコマンドの非対話的な実行

複数のobtoolコマンドを非対話型モードで実行するには、コマンドをセミコロンで区切ります。この方法で使用すると、各obtoolコマンドの出力の前に、処理されるコマンドを示すテキスト行が出力されます。次に、Linux bashシェルで2つのコマンドを使用する例を示します。


oblin1$ obtool lsmf -s ';' lsh -s
Output of command : lsmf -s
RMAN-DEFAULT

Output of command : lsh -s
brhost2
brhost3
stacb40


各コマンドは、コマンドの出力が他にない場合でも、Output of command :およびコマンド名を返します。





入力ファイルからのobtoolコマンドのリダイレクト

非対話型モードでは入力をobtoolにリダイレクトすることもできます。たとえば、次の内容でmycommands.txtというファイルを作成します。


# begin mycommands.txt
lsdev --long
lshost --long
# end


obtoolの入力をこのスクリプトにリダイレクトするには、次を実行します。


obtool < /home/mycommands.txt


また、リダイレクション・ファイルをネストすることもできます。たとえば、2つ目のコマンド・ファイルmycommands2.txtを作成し、次のようにmycommands2.txtから入力をリダイレクトするように、mycommands.txtを編集できます。


# begin mycommands.txt
lsdev --long
lshost --long
# redirect input to second command file
< /home/mycommands2.txt
# end







obtoolの終了

obtoolセッションを終了するには、exitコマンドまたはquitコマンドのいずれかを使用するか、logoutコマンドを使用します。

exitコマンドは、obtoolセッションを終了しますが、ログイン・トークンはユーザーの資格証明を保持するため、ユーザーはobtoolの次回実行時にユーザー名またはパスワードの入力を要求されません。quitコマンドは、exitと同様です。





obtoolからのログアウト

logoutコマンドは、ログイン・トークンを破棄するため、ユーザーは次のobtoolセッション中に資格証明を要求されます。

次に、例を示します。


[root@osblin1 ~]# obtool
Oracle Secure Backup 10.4.0.3.0
login: admin
Password:
ob> quit
[root@osblin1 ~]# obtool
ob> logout
[root@osblin1 ~]# obtool
Oracle Secure Backup 10.4.0.3.0
login:


logoutコマンドは、obtoolを非対話型モードで起動する際にも使用できます。次に、例を示します。


[root@osblin1 ~]# obtool logout
[root@osblin1 ~]# obtool
Oracle Secure Backup 10.4.0.3.0
login:





特定のユーザーとしてのobtoolの起動: obtool -u

obtoolを起動して既存のログイン・トークンを破棄する際に、異なる資格証明を強制的に使用させることができます。そのためには、obtoolで-uオプションを使用し、Oracle Secure Backupユーザーの名前をそのセッションに対して指定します。次に、例を示します。


[root@osblin1 ~]# obtool -u admin
Password:
ob> 





obtoolのバージョン番号

プログラムのバージョン番号の表示のみ行い終了する場合は、次の構文を使用します。


obtool --version/-V





obtoolの日時情報

obtoolコマンドでは、レポートされる日付が6か月より前の過去または2か月より後の未来の場合は、yyyy/mm/ddの書式でレポートされます。日付が6か月以内の過去および2か月以内の未来の場合は、mm/dd.hh:mmの書式でレポートされます。








obtoolオンライン・ヘルプ

表1-4に、obtoolユーティリティのオンライン・ヘルプのオプションを示します。


表1-4 オンライン・ヘルプのオプション

	ヘルプ・トピック	コマンド
	
ヘルプ・トピックのリスト

	
help topics


	
特定のトピックのヘルプ

	
help topic-name


	
特定のコマンドの使用方法

	
help command-name


	
特定のトピックに関連するすべてのコマンドの使用方法

	
help topic-name usage


	
用語集の単一の用語

	
help term


	
特定のトピックに使用されるすべての用語の用語集

	
help topic-name glossary








たとえば、ヘルプ・トピックを表示するには、次のコマンドを入力します。


ob> help topics


オンライン・ヘルプが用意されているトピックを表1-5にリストします。


表1-5 Oracle Secure Backupのコマンド・トピック

	トピック	説明
	
advanced

	
まれに使用される拡張コマンド


	
バックアップ

	
データ・バックアップ操作


	
backupwindow

	
バックアップ・ウィンドウ定義


	
browser

	
ファイル・システム参照


	
checkpoint

	
チェックポイント管理


	
クラス

	
ユーザー・クラス権限


	
daemon

	
デーモン(サービス)の表示と制御


	
データセット

	
データセットの説明


	
device

	
デバイス構成


	
fs

	
ネットワーク接続ストレージ(NAS)デバイスに対するファイルシステム操作


	
host

	
ホスト構成


	
invocation

	
obtool起動オプション


	
job

	
スケジューラによるジョブ管理


	
library

	
テープ・ライブラリおよびボリュームの管理操作


	
mediafamily

	
メディア・ファミリ構成


	
miscellany

	
その他のコマンド


	
piece

	
バックアップ・ピースの表示


	
ポリシー

	
デフォルトおよびポリシーの構成


	
ssel

	
データベース・バックアップ記憶域セレクタ


	
restores

	
データ・リストア操作


	
スケジュール

	
スケジュール構成


	
section

	
バックアップ・セクション・データベース用コマンド


	
スナップショット

	
ネットワーク接続ストレージ(NAS)デバイスに対するスナップショット管理


	
summary

	
サマリー・レポートのスケジューリングの構成


	
user

	
ユーザー構成


	
変数

	
obtoolの操作に影響を与える変数









obtoolのトピック

特定のトピックに関するコマンドのリストを表示するには、helpに続いてトピック名を入力します。たとえば、クラスのコマンドについてのヘルプを表示するには、次のコマンドを実行します。


ob> help class


次の出力が表示されます。


Class definition commands:
chclass             change the attributes of a user class
lsclass             list the names and attributes of one or more user classes
mkclass             define a user class
renclass            assign a new name to a user class
rmclass             remove a user class from the administrative domain





obtoolコマンドの構文

特定のコマンドの構文を表示するには、helpに続いてコマンド名を入力します。たとえば、lssectionコマンドのヘルプを表示するには、次のコマンドを入力します。


ob> help lssection


次の出力が表示されます。


Usage: lssection [ --long | --short ] [ --noheader/-H ] [ --incomplete/-i ]
                 [ --oid/-o oid-list ]...
                 [ { { --vid/-v vid-list } | { --void/-V oid-list } }
                 [ --file/-f filenumber-list ]...]


また、この構文内のプレースホルダについてもヘルプを表示できます。たとえば、vid-listプレースホルダのヘルプを表示するには、次を実行します。


ob> help vid-list


次の出力が表示されます。


vid-list          one or more volume IDs (vids), each separated by a comma





obtoolの用語集

特定のトピックに関する用語の用語集を表示するには、キーワードhelp、トピック名およびキーワードglossaryを入力します。たとえば、次のコマンドでは、スナップショット用コマンドに関するキーワード用語集が表示されます。


ob> help snapshot glossary


次の出力が表示されます。


<filesystem-name>   the logical or physical name of a file system that is
                    logically connected to a host
<hostname>          a name of a host assigned by the user via mkhost or renhost
<numberformat>      the format in which to display large numbers, one of:
                        friendly      displays large values in "KB", "MB", ...
                        precise       shows precise values (with commas)
                        plain         like precise, but eschews commas
                        (unspecified) uses "numberformat" variable or, if
                                      unset, "friendly"


これより後の項では、obtoolの各コマンドについて説明します。








obtoolコマンド・カテゴリ

第2章「obtoolコマンド」には、obtoolの各コマンドがアルファベット順にまとめられています。この項では各コマンドを次のカテゴリに分類しています。

	
バックアップ用コマンド


	
バックアップ・ピース用コマンド


	
バックアップ・ウィンドウ用コマンド


	
参照用コマンド


	
チェックポイント用コマンド


	
クラス用コマンド


	
デーモン用コマンド


	
データベース・バックアップ記憶域セレクタ用コマンド


	
データセット用コマンド


	
デバイス用コマンド


	
オンデマンド複製用コマンド


	
複製ウィンドウ用コマンド


	
ファイルシステム用コマンド


	
ホスト用コマンド


	
ジョブ用コマンド


	
ライブラリ用コマンド


	
メディア・ファミリ用コマンド


	
その他のコマンド


	
ポリシー用コマンド


	
優先ネットワーク・インタフェース用コマンド


	
リストア用コマンド


	
スケジュール用コマンド


	
セクション用コマンド


	
スナップショット用コマンド


	
サマリー用コマンド


	
ユーザー用コマンド


	
ボリューム・ローテーション用コマンド


	
ボリューム複製用コマンド






バックアップ用コマンド

このカテゴリのコマンドは、ファイルシステム・バックアップ・リクエストを作成、表示および削除する場合に使用できます。

obtoolユーティリティには、次のファイルシステム・バックアップ用コマンドが用意されています。

	
backup


	
lsbackup


	
rmbackup









バックアップ・ピース用コマンド

このカテゴリのコマンドは、Recovery Manager(RMAN)バックアップ・ピースをリストおよび削除する場合に使用できます。バックアップ・ピースは、Oracle固有形式の物理的ファイルです。RMANバックアップ・ピースはバックアップ・イメージとしてテープに作成されます。

obtoolユーティリティには、次のバックアップ・ピース用コマンドが用意されています。

	
lspiece


	
rmpiece









バックアップ・ウィンドウ用コマンド

このカテゴリのコマンドは、バックアップ・ウィンドウを構成する場合に使用できます。バックアップ・ウィンドウとは、スケジュール済バックアップを実行する期間を定義するものです。すべての平日(デフォルトのバックアップ・ウィンドウ)に適用する単一バックアップ・ウィンドウを指定するか、または特定の日数または日付に基づいてバックアップ・ウィンドウを微調整できます。




	
注意:

バックアップ・ウィンドウを指定しないと、スケジュール済バックアップは実行されません。デフォルトのバックアップ・ウィンドウは日次で00:00から24:00です。







obtoolユーティリティには、次のバックアップ・ウィンドウ用コマンドが用意されています。

	
addbw


	
chkbw


	
lsbw


	
rmbw


	
setbw









参照用コマンド

このカテゴリのコマンドは、Oracle Secure Backupカタログを参照する場合に使用できます。Oracle Secure Backupは、スケジュール済バックアップまたはオンデマンド・バックアップを実行するたびに、バックアップする各ファイルシステム・オブジェクトの名前および属性を記録します。このデータは、管理サーバーのファイルシステムに保存されているリポジトリ(Oracle Secure Backupカタログ)に書き込まれます。管理ドメイン内のクライアントごとに個別のバックアップ・カタログが保持されます。

バックアップ・カタログを参照すると、データが、バックアップ元となったクライアントで表示されているものと同じファイルシステム・ツリーの形式で表示されます。たとえば、myhostにある/home/myfile.fファイルをバックアップすると、myhostのバックアップ・カタログには、バックアップ・イメージのコンテンツが/home/myfile.fと表示されます。

バックアップ・カタログ内のファイルシステムのルートには、最上位のファイルシステム・レベルから保存されたすべてのファイルおよびディレクトリが含まれるスーパー・ディレクトリが表示されます。スーパー・ディレクトリは、バックアップ・カタログに保存されている、すべてのトップレベルのファイルシステム・オブジェクトにアクセスする開始ポイントとなります。

obtoolユーティリティには、次の参照用コマンドが用意されています。

	
cd


	
ls


	
lsbu


	
pwd









チェックポイント用コマンド

このカテゴリのコマンドは、チェックポイントをリストおよび削除する場合に使用できます。チェックポイントとは、ネットワーク接続ストレージ(NAS)への再開可能バックアップ中に定期的に作成される位置マーカーで、中断されたバックアップが戻って再開できるテープ上の位置です。

バックアップは、次の条件を満たしている場合に再開可能です。

	
バックアップ・クライアントが、Data ONTAP 6.4以上を実行するNetwork Appliance Filerである。


	
バックアップ・イメージが、ネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)サーバーのバージョン3以上で制御されるテープ・ドライブに保存される。


	
restartablebackups操作ポリシーが有効である。


	
バックアップが、再開できるポイントの1つにまで到達済である。




各バックアップ・ジョブの開始時に、Oracle Secure Backupは、バックアップを途中から再開できるかを自動的に判定します。再開できる場合は、後でバックアップの再開に使用できるチェックポイントが定期的に設定されます。チェックポイントが新たに記録されるたびに、直前のチェックポイントが破棄されます。チェックポイントの動作を制御するには、fullbackupcheckpointfrequency、incrbackupcheckpointfrequencyおよびmaxcheckpointrestarts操作ポリシーを使用します。




	
注意:

再開可能バックアップ機能を使用する場合は、管理サーバー上の/tmpディレクトリが1GB以上の空き領域を持つパーティション上にあることを確認してください。







obtoolユーティリティには、次のチェックポイント用コマンドが用意されています。

	
lscheckpoint


	
rmcheckpoint









クラス用コマンド

このカテゴリのコマンドは、クラスを構成する場合に使用できます。クラスとは、Oracle Secure Backupユーザーに付与される一連の権限を定義するものです。クラスには複数のユーザーを割り当てることができますが、各ユーザーは1つのクラスのみのメンバーになります。クラスはUNIXのグループに似ていますが、クラスでは、Oracle Secure Backupの要件に合うように調整された、より詳細なアクセス権が定義されます。

Oracle Secure Backupでは、自動的に複数のクラスが事前定義されます(詳細は付録7「クラスおよび権限」を参照)。これらのクラスに対しては、ユーザー定義クラスに対するのと同様の操作を実行できます。

obtoolユーティリティには、次のクラス用コマンドが用意されています。

	
chclass


	
lsclass


	
mkclass


	
renclass


	
rmclass









デーモン用コマンド

このカテゴリのコマンドは、Oracle Secure Backupデーモンを構成する場合に使用できます。デーモンとは、バックグラウンドで稼働し、事前定義された時刻に、または特定のイベントに応じて、指定の操作を実行するプロセスまたはサービスです。

obtoolユーティリティには、次のデーモン用コマンドが用意されています。

	
ctldaemon


	
lsdaemon









データベース・バックアップ記憶域セレクタ用コマンド

このカテゴリのコマンドは、Oracle構成データを管理する場合に使用できます。

Oracle構成データはデータベース・バックアップ記憶域セレクタに保存されます。記憶域セレクタの作成、命名、変更は、構成の変更権のあるクラスに属するOracle Secure Backupユーザーによって行われます。ホスト、テープ・デバイスおよびユーザーなどの他の構成オブジェクトと同様に、記憶域セレクタは管理サーバーに保存されます。

記憶域セレクタにより、Oracle Secure Backupユーザーはデータベース・バックアップ操作を詳細に制御できます。Oracle Secure Backupでは、記憶域セレクタ内にカプセル化されている情報を使用して、Recovery Manager(RMAN)とやりとりします。付録C「RMANメディア管理パラメータ」の説明にあるように、RMANにメディア管理パラメータを指定することで、記憶域セレクタを上書きすることができます。

obtoolユーティリティには、次のOracle構成コマンドが用意されています。

	
chssel


	
lsssel


	
mkssel


	
renssel


	
rmssel









データセット用コマンド

このカテゴリのコマンドは、Oracle Secure Backupデータセットを作成および構成する場合に使用できます。データセット・ファイルとは、Oracle Secure Backupのバックアップ対象となるホストおよびパスを記述する編集可能なファイルです。

データセット・ファイルは、管理サーバーのファイルシステム上で保存および管理されます。WindowsおよびUNIXのファイルシステムと同様に、Oracle Secure Backupのデータセットは、ネーミング・ツリー内に編成されます。必要に応じてデータセット・ディレクトリを作成することで、データ定義を編成することができます。ディレクトリをネストできる最深レベルは10個です。

データセット・ファイルのサンプルは、Oracle Secure Backupホームのsamplesサブディレクトリにあります。データセットを定義し始める前にこれらのデータセット・ファイルを参照することで、独自のデータセットの構成計画を決定する方法がわかります。

データセットの詳細は、『Oracle Secure Backup管理者ガイド』を参照してください。

obtoolユーティリティには、次のデータセット用コマンドが用意されています。

	
catds


	
cdds


	
chkds


	
edds


	
lsds


	
mkds


	
pwdds


	
rends


	
rmds









デバイス用コマンド

このカテゴリのコマンドは、テープ・デバイスをOracle Secure Backupで使用するために構成する場合に使用できます。テープ・デバイスとは、ユーザー定義のデバイス名によって識別されるテープ・ドライブまたはテープ・ライブラリです。

obtoolユーティリティには、次のデバイス用コマンドが用意されています。

	
borrowdev


	
chdev


	
discoverdev


	
dumpdev


	
lsdev


	
mkdev


	
mountdev


	
pingdev


	
rendev


	
resdev


	
returndev


	
rmdev


	
unmountdev


	
unresdev


	
vfylibs









オンデマンド複製用コマンド

このカテゴリのコマンドは、オンデマンドでボリュームを複製する場合に使用できます。

obtoolユーティリティには、次のオンデマンド複製用コマンドが用意されています。

	
dupvol









複製ウィンドウ用コマンド

このカテゴリのコマンドは、複製ウィンドウ(日時の範囲)を管理する場合に使用できます。

obtoolユーティリティには、次の複製ウィンドウ用コマンドが用意されています。

	
adddw


	
chkdw


	
lsdw


	
rmdw


	
setdw









ファイルシステム用コマンド

lsfsコマンドは、ネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)でアクセスされるネットワーク接続ストレージ(NAS)デバイス上のファイルシステムをリストする場合に使用できます。






ホスト用コマンド

このカテゴリのコマンドは、1つ以上のホストを構成する場合に使用できます。ホストとは、Oracle Secure Backup管理サーバー・ネットワークでTCP/IP (Transmission Control Protocol/Internet Protocol)を介してアクセス可能なコンピュータです。ホストは、ホスト名とIPアドレスのペアで識別されます。

obtoolユーティリティには、次のホスト用コマンドが用意されています。

	
chhost


	
lshost


	
mkhost


	
pinghost


	
renhost


	
rmhost


	
updatehost









ジョブ用コマンド

このカテゴリのコマンドは、backupまたはrestoreコマンドで定義したバックアップまたはリストア操作のジョブを管理する場合に使用できます。

obtoolユーティリティには、次のジョブ用コマンドが用意されています。

	
canceljob


	
catxcr


	
lsjob


	
rmjob


	
rpyjob


	
runjob









ライブラリ用コマンド

このカテゴリのコマンドは、テープ・ライブラリのコンテンツを管理する場合に使用できます。テープ・ライブラリとは、Small Computer System Interface(SCSI)コマンドを受け入れて保管場所とテープ・ドライブの間でメディアを移動するメディア・チェンジャです。

大部分のテープ・ライブラリ用コマンドでは、リクエストされた操作に応じて、--library/-Lまたは--drive/-Dオプションを使用できます。これらのオプションは次の方法で対話します。

	
コマンドにテープ・ライブラリを指定する必要がある場合、テープ・ライブラリはテープ・ドライブのアイデンティティにより一意に識別されるため、指定するのはテープ・ライブラリまたはテープ・ドライブのいずれでもかまいません。


	
コマンドにテープ・ドライブを指定する必要がある場合、テープ・ライブラリ名ではテープ・ドライブを一意に識別するには不十分な場合があるため、必ずテープ・ドライブを指定します。




テープ・ライブラリおよびテープ・ドライブを指定しない場合は、libraryおよびdrive変数が使用されます(付録4「obtoolの変数」を参照)。

obtoolユーティリティには、次のテープ・ライブラリ用コマンドが用意されています。

	
clean


	
closedoor


	
exportvol


	
extractvol


	
identifyvol


	
importvol


	
insertvol


	
inventory


	
labelvol


	
loadvol


	
lsvol


	
movevol


	
opendoor


	
reusevol


	
unlabelvol


	
unloadvol









場所用コマンド

このカテゴリのコマンドは、場所を管理する場合に使用できます。

obtoolユーティリティには、次の場所用コマンドが用意されています。

	
chloc


	
lsloc


	
mkloc


	
renloc


	
rmloc









メディア・ファミリ用コマンド

このカテゴリのコマンドは、メディア・ファミリを構成する場合に使用できます。メディア・ファミリとは、次の特性を共有するバックアップ・ボリュームの、名前付きの分類です。

	
ボリュームID順序


	
有効期限ポリシー


	
ボリューム書込みウィンドウと呼ばれる、書込み可能期間




書込みウィンドウおよび有効期限ポリシーを使用することで、テープのリサイクルを制御できます。これらの設定のデフォルトでは、テープに無期限に書き込め、テープを無期限に保存できます。制限を設定すると、事前に定義した間隔でテープを自動的に上書きできるようになります。

Oracle Secure Backupは、RMAN-DEFAULTという名前のコンテンツ管理されたデフォルトのメディア・ファミリとともにインストールされます。Recovery Manager (RMAN)ジョブにメディア・ファミリが未指定で、一致するバックアップ記憶域セレクタが存在しない場合、RMANではRMAN-DEFAULTが使用されます。このデフォルトのメディア・ファミリは削除も名前変更もできませんが、指定した属性をchmfで変更することはできます。

obtoolユーティリティには、次のメディア・ファミリ用コマンドが用意されています。

	
chmf


	
lsmf


	
mkmf


	
renmf


	
rmmf









その他のコマンド

obtoolユーティリティに用意されているその他のコマンドは、次のとおりです。

	
exit


	
id


	
logout


	
quit









ポリシー用コマンド

このカテゴリのコマンドは、ポリシーを作成および管理する場合に使用できます。Oracle Secure Backupのデフォルトおよびポリシーは、管理ドメイン内でのOracle Secure Backupの動作を制御する構成データです。ポリシーを使用することで、Oracle Secure Backupの多数の特性を調整できます。ポリシーおよびポリシー・クラスの詳細なリストは、付録6「デフォルトおよびポリシー」を参照してください。

ポリシー・クラスとはポリシーをグループ化したものです。各ポリシー・クラスには、特定分野のOracle Secure Backup操作を記述したポリシーが含まれます。クラスおよびポリシーのリストを表示するには、lspコマンドを使用します。

obtoolユーティリティには、次のポリシー用コマンドが用意されています。

	
addp


	
cdp


	
lsp


	
pwdp


	
resetp


	
rmp


	
setp









優先ネットワーク・インタフェース用コマンド

このカテゴリのコマンドは、優先ネットワーク・インタフェース(PNI)を構成する場合に使用できます。ネットワークでは、クライアントとそのクライアントのかわりに操作を実行するサーバーとの間に複数の物理接続を保持できます。たとえば、2つのホストの間で、イーサネット接続と光ファイバ分散データ・インタフェース(FDDI)接続の両方を使用できます。PNIコマンドは、各クライアントにデータを送信するサーバーのネットワーク・インタフェースを指定する場合に使用できます。

ネットワーク・ロード・バランシングでは、使用可能なすべてのネットワーク・インタフェースにデータ転送負荷を分散することにより、ネットワーク・インタフェースの利用を最適化します。PNIが構成されると、ロード・バランシングは無効になり、PNIが優先されます。




	
関連項目:

ネットワーク・ロード・バランシングの詳細は、『Oracle Secure Backupインストレーションおよび構成ガイド』を参照してください。







obtoolユーティリティには、次のPNI用コマンドが用意されています。

	
lspni


	
mkpni


	
rmpni









レポート用コマンド

このカテゴリのコマンドは、メディア管理レポートを表示およびリストする場合に使用できます。

obtoolユーティリティには、次のレポート用コマンドが用意されています。

	
catrpt


	
lsrpt









リストア用コマンド

このカテゴリのコマンドは、リストア・ジョブを管理する場合に使用できます。

obtoolユーティリティには、次のリストア用コマンドが用意されています。

	
lsrestore


	
restore


	
rmrestore









ローテーション・ポリシー用コマンド

このカテゴリのコマンドは、ローテーション・ポリシーを管理する場合に使用できます。

obtoolユーティリティには、次のローテーション・ポリシー用コマンドが用意されています。

	
chrot


	
lsrot


	
mkrot


	
renrot


	
rmrot









スケジュール用コマンド

このカテゴリのコマンドは、ファイルシステム・データをバックアップするタイミングをOracle Secure Backupに指示するバックアップ・スケジュールを構成する場合に使用できます。バックアップ・スケジュールには次を記述します。

	
バックアップを実行するタイミングを指定するトリガー。バックアップを実行する日時として、特定の曜日、毎月の日付、四半期ごとの日付または1年に1回の日付、および時刻を指定します。


	
バックアップ対象のデータを記述する各データセット・ファイルの名前。Oracle Secure Backupは、各データセット・ファイル内のホスト名、パス名、除外ルールおよびその他の情報を使用します。


	
使用するメディア・ファミリの名前。Oracle Secure Backupは、メディア・ファミリを使用して、選択された特性をバックアップに割り当てます。




obtoolユーティリティには、次のスケジュール用コマンドが用意されています。

	
chsched


	
lssched


	
mksched


	
rensched


	
rmsched









セクション用コマンド

このカテゴリのコマンドは、バックアップ・セクションを管理する場合に使用できます。Oracle Secure Backupは、ファイルシステムまたはデータベースのバックアップ時に、バックアップ・イメージを1つ以上のテープに作成します。バックアップ・セクションとは、1つの物理ボリュームを占有しているバックアップ・イメージを構成する部分のことです。単一ボリューム全体を占有するバックアップ・イメージに含まれるバックアップ・セクションは、1つです。

obtoolユーティリティには、次のスケジュール用コマンドが用意されています。

	
lssection


	
rmsection


	
unrmsection









スナップショット用コマンド

このカテゴリのコマンドは、スナップショットを管理する場合に使用できます。スナップショットとは、ボリュームまたはファイルシステムの整合性のあるコピーです。スナップショットは、Data ONTAP 6.4以上を実行するNetwork Appliance Filerに対してのみサポートされています。

obtoolユーティリティには、次のスナップショット用コマンドが用意されています。

	
lssnap


	
mksnap


	
rensnap


	
rmsnap









サマリー用コマンド

このカテゴリのコマンドは、ジョブ・サマリーを構成する場合に使用できます。ジョブ・サマリーとは、バックアップおよびリストア操作が成功したかどうかを示すために生成されるテキスト・ファイル形式のレポートです。ジョブ・サマリー・スケジュールは、Oracle Secure Backupがジョブ・サマリーを生成するためのユーザー定義のスケジュールです。

Oracle Secure Backupは、バックアップおよびリストア・ジョブのステータスを列挙したジョブ・サマリーを生成し、電子メールで送信できます。これらのサマリーを1つ以上生成するようにOracle Secure Backupを構成できます。サマリーごとに次を選択できます。

	
Oracle Secure Backupがサマリーを作成するスケジュール


	
サマリーが対象とする期間の開始時間(終了時間は常にサマリー生成時間になります)


	
サマリーの電子メール送信先とするOracle Secure Backupユーザー




各ジョブ・サマリーには次のセクションがあります。

	
保留中のジョブ


	
準備完了および実行中のジョブ


	
成功したジョブ


	
失敗したジョブ




obtoolユーティリティには、次のジョブ・サマリー用コマンドが用意されています。

	
chsum


	
lssum


	
mksum


	
rensum


	
rmsum









ユーザー用コマンド

このカテゴリのコマンドは、Oracle Secure BackupにログインしてOracle Secure Backupを使用できるようにOracle Secure Backupユーザー・アカウントを構成する場合に使用できます。Oracle Secure Backupユーザーを構成するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権のあるクラスに属している必要があります。

obtoolユーティリティには、次のユーザー用コマンドが用意されています。

	
chuser


	
lsuser


	
mkuser


	
renuser


	
rmuser









ボリューム・ローテーション用コマンド

このカテゴリのコマンドは、メディア・ライフサイクル管理の一環としてボリューム・ローテーションを管理する場合に使用できます。

obtoolユーティリティには、次のボリューム・ローテーション用コマンドが用意されています。

	
chvol


	
recallvol


	
releasevol


	
rmvol


	
vault









ボリューム複製用コマンド

このカテゴリのコマンドは、メディア・ライフサイクル管理の一環としてボリューム複製を管理する場合に使用できます。

obtoolユーティリティには、次のボリューム複製用コマンドが用意されています。

	
chdup


	
lsdup


	
mkdup


	
rendup


	
rmdup











obtoolの字句規則

この項では、このマニュアルのobtoolコマンドの構文図とコード例で使用される表記規則について説明します。この項の内容は次のとおりです。

	
構文図の表記規則


	
コード例の表記規則






構文図の表記規則

構文図は、Oracle Secure Backupコマンドに正当な構文を示します。構文図は、等幅(固定幅)フォントで表示され、次の例で示すヘッダーがその前に置かれます。


clean::=


clean [ --drive/-D drivename ] [ --force/-f ] [ --use/-u element-spec ]


次の表は、構文図に使用される印刷上の表記規則です。


	規則	意味	例
	

[ ]

	大カッコにはオプションの項目が囲まれています。ここから0または1つのオプションを選択することができます。
見やすくするため、開始の大カッコの後と終了の大カッコの前にはスペースが挿入されています。コマンド・オプションに続く、カンマで区切ったトークンのリストは、文字列全体が引用符で囲まれていないかぎり、スペースで分離することはできません。

	

cancel•job [ --quiet/-q | --verbose/-v ]
[ --tag/-t tag[,tag]... ]


	

{ }

	中カッコは必須の項目であり、囲まれた値の1つを選択する必要があります。各値は縦線(|)で分離されます。
見やすくするため、開始の中カッコの後と終了の中カッコの前にはスペースが挿入されています。コマンド・オプションに続く、カンマで区切ったトークンのリストは、文字列全体が引用符で囲まれていないかぎり、スペースで分離することはできません。

	

disc•overdev { --host/-h hostname }...
{ * | dbname[,dbname]... }


	

|



	縦線は、大カッコまたは中カッコ内に2つ以上のオプションの選択肢があることを表します。正確に1つのオプションのみを選択してください。	

ls [ --long/-l | --short/-s ]


	

--text/-text

	スラッシュは、2つのフラグを分離するもので、それぞれの前に1つまたは2つのダッシュが置かれ、意味的に同等なオプションの二者択一を示します。たとえば、--in/-iは、--inと-iのいずれかのフラグの選択を表します。	

[ --level/-l backup-level ]


	

...

	省略記号を表す水平に並んだ点は、先行する構文の項目を繰り返して使用できることを示しています。カンマで区切られた項目間にスペースは許されません。	

sho•w [ variable-name ]...


	

•



	コマンド構文内の黒丸は、この黒丸と末尾の余白との間の文字を便宜上省略できることを示します。	

inv•entory


	

Italics

	イタリック体のテキストは、プレースホルダまたは変数を示しており、ここに特定の値を入力する必要があります。	

chkds dataset-file-name ...












コード例の表記規則

コード例は、Oracle Secure Backupのコマンドライン文を示しています。これらは、この例で示すように等幅(固定幅)フォントで表示され、通常のテキストと分離されています。


ob> backup --dataset homedir.ds --go


次の表は、例で使用される印刷上の表記規則について説明しています。


	規則	意味	例
	

courier

	クーリエ体は、コマンドライン入力、システム出力の表示、入力するオプションと引数、実行可能ファイル、ファイル名、およびディレクトリ名を示します。	

ob> cdds /mydatasets


	

Bold

	太字体は、例の中でユーザー入力とコマンド出力の見分けがつかない場合にユーザー入力を識別するものです。	

ob> mkds --nq --input mydataset.ds
Input the new dataset contents.  Terminate
with an EOF or a line containing just a
dot (".").
include host brhost2
include path /home
.


	

.
.
.

	例の中の省略記号を表す垂直に並んだ点は、例に直接関連しない情報が省略されていることを示します。	

ob> lsvol --library lib1
Inventory of library lib1:
.
.
.
    in    dte:           vacant














obtoolの終了コード

obtoolでエラーが発生すると、終了コードが簡単な説明とともにレポートされます。obexit.hという終了コード・ファイルが/usr/local/oracle/backup/samplesにあります。それには、obtoolのすべての終了コードと説明がリストされています。obtoolスクリプトの作成時にエラーを予想し、それに応じて分岐させる場合に使用すると便利です。












2 obtoolコマンド

この章では、各obtoolコマンドについてアルファベット順に説明します。





addbw


用途

addbwコマンドは、既存のバックアップ・ウィンドウのリストに日時の範囲のバックアップ・ウィンドウを追加する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「バックアップ・ウィンドウ用コマンド」を参照してください。











前提条件

addbwコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


addbw::=


addbw { --times/-t time-range[,time-range]... }
day-specifier[,day-specifier]...





意味

	--times/-t time-range
	
時刻の範囲を定義します。time-rangeプレースホルダの詳細は、「time-range」を参照してください。


	day-specifier
	
バックアップ・ウィンドウの日付の範囲を定義します。day-specifierプレースホルダの詳細は、「day-specifier」を参照してください。








例


例2-1 バックアップ・ウィンドウの追加

この例では、バックアップ・ウィンドウが作成され、週末の午前8時から午後8時、および平日の午前8時から午後8時を除く時間帯でバックアップが実行されるようになっています。


ob> addbw --times 08:00-20:00 weekend
ob> addbw --times 00:00-08:00 mon-fri
ob> addbw --times 20:00-24:00 mon-fri
ob> lsbw
weekend 08:00-24:00
weekday 00:00-08:00,20:00-24:00












adddw


用途

adddwコマンドは、既存の複製ウィンドウ(日時の範囲)のリストに複製ウィンドウを追加する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「複製ウィンドウ用コマンド」を参照してください。











前提条件

adddwコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


adddw::=


adddw { --times/-t time-range[,time-range]... } day-specifier[,day-specifier]...





意味

	--times/-t time-range
	
複製ウィンドウの時刻の範囲を定義します。time-rangeプレースホルダの詳細は、「time-range」を参照してください。


	day-specifier
	
複製ウィンドウの日付の範囲を定義します。day-specifierプレースホルダの詳細は、「day-specifier」を参照してください。













addp


用途

addpコマンドは、ポリシーに変数の名前/値ペアを追加する場合に使用します。




	
関連項目:

	
関連コマンドについては、「ポリシー用コマンド」を参照してください。


	
ポリシーおよびポリシー・クラスの詳細なリストについては、付録6「デフォルトおよびポリシー」を参照してください。
















前提条件

addpコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


addp::=


addp policy-name { member-name member-value }...





意味

	policy-name
	
ポリシーまたはポリシー・クラスの名前を指定します。


	member-name
	
ポリシーのユーザー指定名を指定します。通常は環境変数名です。


	member-value
	
ポリシーのユーザー指定値を指定します。通常は環境変数の値です。








例


例2-2 NDMPデータ・サービスからの詳細出力の有効化

この例では、addpコマンドを使用して、ndmpクラスのbackupevポリシーに対してVERBOSE環境変数が設定されています。


ob> pwdp
/
ob> lsp ndmp
authenticationtype               negotiated                  [default]
backupev                         (none)                      [default]
backuptype                       (host type specific)        [default]
password                         (not set)                   [default]
port                             10000                       [default]
protocolversion                  (as proposed by server)     [default]
restoreev                        (none)                      [default]
username                         root                        [default]
ob> addp  ndmp/backupev VERBOSE y
ob> lsp ndmp/backupev
backupev                         VERBOSE        y












バックアップ


用途

backupコマンドは、ファイルシステム・バックアップ・リクエストを作成する場合に使用します。ファイルシステム・バックアップは、Recovery Manager(RMAN)によって開始されるデータベースのバックアップとは異なります。

バックアップ・リクエストは、--goオプション付きでbackupコマンドを実行するまで、obtoolでローカルに保持されます。Oracle Secure Backupにより、リクエストがスケジューラに転送され、転送されると同時にジョブになり、実行できるようになります。

backupコマンドで行うバックアップを、オンデマンド・バックアップと呼びます。オンデマンド・バックアップは、即時または指定された未来の時間に1回のみ実行されます。これとは対照的に、スケジュール済バックアップは、mkschedコマンドで作成するユーザー指定のスケジュールに従って実行されます。

Oracle Secure Backupは、バックアップを実行するたびに、バックアップ対象の各ファイルシステム・オブジェクトの名前および属性を記録します。このデータは、管理サーバーに保存されているOracle Secure Backupカタログに書き込まれます。Oracle Secure Backupでは、管理ドメイン内のクライアントごとに個別のバックアップ・カタログを保持します。

バックアップの暗号化の有無と使用される暗号化アルゴリズムおよびキーは、現行のグローバル・バックアップ・ポリシー(「バックアップ暗号化ポリシー」を参照)、mkhostおよびchhostコマンドにより設定されるクライアント・バックアップ・ポリシーおよびこのコマンドに対する--encryptionオプションの値(使用する場合)によって決まります。




	
関連項目:

不明瞭化ウォレットのバックアップの詳細は、「include path」を参照してください。










	
関連項目:

	
オンデマンド・バックアップに関連するコマンドについては、「バックアップ用コマンド」を参照してください。


	
スケジュール済バックアップに関連するコマンドについては、「スケジュール用コマンド」を参照してください。


	
任意のクライアントのバックアップ・カタログのコンテンツを参照するためのコマンドについては、「参照用コマンド」を参照してください。


	
データセットのファイルおよびディレクトリを作成、管理する方法については、「データセット用コマンド」を参照してください。


	
バックアップ・ジョブの表示および管理方法については、「ジョブ用コマンド」を参照してください。


	
メディア・ファミリの作成および管理方法については、「メディア・ファミリ用コマンド」を参照してください。
















前提条件

--privilegedオプションを指定する場合は、特権ユーザーとしてのファイルシステム・バックアップ実行(perform file system backups as privileged user)権を備えている必要があります。そうでない場合は、自分によるファイルシステム・バックアップ実行(perform file system backups as self)権を備えている必要があります。





構文


backup::=


backup [ --level/-l backup-level ] [ --priority/-p schedule-priority ]
[ --at/-a date-time ] [ --family/-f media-family-name ]
[ --restrict/-r restriction[,restriction]... ]
[ --privileged/-g | --unprivileged/-G ]
[ --encryption/-e { yes | no | forcedoff | transient } ]
[ --algorithm/-L {AES128 | AES192 | AES256 } ]
[ --passphrase/-P string ][ --querypassphrase/-Q ]
[ --storekey/-s ]
[ - disablehardwareencryption /-e ]
[ --expires/-x duration] [ --quiet/-q ]
{ --dataset/-D dataset-name... | --go }





意味

	--level/-l backup-level
	
バックアップ・レベルを指定します。デフォルトのレベルは0(ゼロ)です。backup-levelプレースホルダの詳細は、「backup-level」を参照してください。


	--priority/-p schedule-priority
	
バックアップにスケジュールの優先度を割り当てます。デフォルトの優先度は100です。schedule-priorityプレースホルダの詳細は、「schedule-priority」を参照してください。


	--at/-a date-time
	
バックアップを実行する日付と、オプションで時刻を指定します。デフォルトでは、バックアップはただちに実行対象になります。将来の日付を指定すると、バックアップは、即時にではなく指定した日時に実行できるようになります。date-timeプレースホルダの詳細は、「date-time」を参照してください。


	--family/-f media-family-name
	
バックアップに使用するメディア・ファミリを定義します。メディア・ファミリを定義しなかった場合は、Oracle Secure Backupにより、デフォルトでnullメディア・ファミリに設定されます。この場合、ボリュームには有効期限がなく、その書込みウィンドウは無期限に開いたままになります。デフォルトでは、VOLがボリュームIDの接頭文字として使用されます(例: ボリュームID VOL000002)。


	--restrict/-r restriction
	
バックアップに使用可能な1つ以上のテープ・デバイスを識別する管理ドメインで、テープ・デバイス、ホスト、またはテープ・デバイスとホストのペアを定義します。restrictionプレースホルダの詳細は、「restriction」を参照してください。

テープ・デバイス制限がない場合は、バックアップは最初に利用可能なテープ・デバイスで実行されます。制限は、テープ・デバイス名(mkdevまたはchdevによって割当て)として、またはテープ・デバイスのアタッチメントとして指定できます。


	--privileged/-g
	
特権モードでバックアップが実行されるようにリクエストします。

LinuxおよびUNIXのホストでは、特権バックアップはrootオペレーティング・システム・アイデンティティで実行されます。たとえば、Oracle Secure Backupユーザーjoebloggは、オペレーティング・システム・アカウントrootを使用してこの操作を実行します。Windowsシステムでは、Windowsクライアント上のOracle Secure Backupサービスと同じアカウントで実行されます。


	--unprivileged/-G
	
非特権モード(デフォルト)でバックアップが実行されるようにリクエストします。

mkuserコマンドでOracle Secure Backupユーザーを作成するか、chuserコマンドでユーザーを変更するときは、オペレーティング・システム・ユーザーをOracle Secure Backupユーザーに関連付けます。Oracle Secure Backupユーザーが非特権バックアップまたはリストアをホストに対して実行する場合、そのホストはOracle Secure Backupユーザーに関連付けられたオペレーティング・システム・ユーザー・アイデンティティを使用してアクセスされます。たとえば、LinuxユーザーjbloggがOracle Secure Backupユーザーjoebloggに関連付けられているとします。obtoolにjoebloggとしてログオンし、Linuxホストの非特権バックアップを行うと、バックアップはオペレーティング・システム・アカウントjbloggで実行され、jbloggからアクセス可能なファイルのみがバックアップされます。


	
	--encryption/-e {yes | no | forcedoff | transient}
	
このバックアップ・ジョブに暗号化を使用するかどうかを指定します。値は次のとおりです。

	
yes

このバックアップ・ジョブに暗号化を使用します。使用される暗号化アルゴリズムおよびキーは、各ホストに適用される現行のグローバル・ポリシーおよびクライアント・ポリシーの設定によって決まります。


	
no

このバックアップ・ジョブに暗号化は使用しません。これがデフォルトです。

グローバル・バックアップ・ポリシーまたはクライアント・バックアップ・ポリシーがrequiredに設定されている場合、これらのポリシーはこの値に優先し、暗号化が使用されます。暗号化が使用される場合、使用される暗号化アルゴリズムおよびキーは、各ホストに適用される現行のグローバル・ポリシーおよびクライアント・ポリシーの設定によって決まります。


	
forcedoff

グローバル・バックアップ・ポリシーまたはクライアント・バックアップ・ポリシーに関係なく、このバックアップ・ジョブに暗号化は使用しません。




	
関連項目:

バックアップ管理者がこのオプションを選択できる場合の例は、『Oracle Secure Backup管理者ガイド』を参照してください。








	
transient

一時パスフレーズ(backupに対する--passphraseまたは--querypassphraseオプションにより指定)およびグローバル暗号化ポリシーの設定によって指定された暗号化アルゴリズムを使用して、このジョブで作成されたバックアップを暗号化します。

このオプションは、Oracleウォレットが使用できない別の場所でのリストア操作用にバックアップ・ファイルを作成する際に使用するためのものです。




	
関連項目:

一時バックアップの詳細は、『Oracle Secure Backup管理者ガイド』を参照してください。











	
	--algorithm/-L
	
このバックアップで使用する暗号化アルゴリズムを指定します。値には、AES128、AES192およびAES256があります。デフォルトはAES192です。


	--passphrase/-p string
	
--encryption transientオプションで使用する一時パスフレーズを指定します。指定する値は、引用符で囲んだユーザー入力による文字列です。


	--querypassphrase/-Q
	
--encryption transientオプションで使用する一時パスフレーズの入力をオペレータに要求するように指定します。


	--storekey/-s
	
このバックアップの一時パスフレーズを適切なキー・ストアに追加するように指定します。デフォルトの動作では、一時パスフレーズはどのキー・ストアにも保存されません。


	--disablehardwareencryption /-e
	
ハードウェアベースの暗号化を無効にします。暗号化が指定されている場合、Oracle Secure Backupは、ハードウェアベースの暗号化が可能なテープ・ドライブ上でバックアップが行われる場合であってもソフトウェアベースの暗号化を使用します。


	--expires/-x duration
	
バックアップ・ジョブが最初に実行できるようになってから、durationで指定された期間処理されない場合、そのジョブは削除されます。--atオプションを指定した場合は、--atで指定された日時がその期間の開始になります。--atオプションを指定しなかった場合は、backupコマンドが実行された時点がその期間の開始になります。

durationプレースホルダの詳細は、「duration」を参照してください。


	--quiet/-q
	
バックアップ・ジョブがスケジューラにディスパッチされたとき、ジョブIDまたはステータス情報が表示されません。このオプションは、--goオプションとともに使用します。


	--dataset/-D dataset-name
	
データセット・ファイル(バックアップするデータまたはデータセット・ディレクトリを定義したファイル)を指定します。データセット・ディレクトリの名前を指定すると、そのディレクトリ・ツリー内に含まれているすべてのデータセット・ファイルを指定したことと同じです。--datasetと--goオプションは、相互排他的ではありません。

デフォルトでは、obtoolによって開始されたファイルシステム・バックアップは、複数のマウント・ポイントを横断しません。ただし、データセット・ファイル内でマウント・ポイント文を使用すれば、マウント・ポイントを横断できます。




	
関連項目:

	
「cross all mountpoints」


	
「cross local mountpoints」


	
「cross remote mountpoints」












リモート・マウント・ポイントを横断するもう1つの方法は、setpコマンドを使用して、operations/backupoptionsポリシーを設定することです(例2-159「ファイルシステムのバックアップ時にマウント・ポイントを横断するポリシーの設定」を参照)。


	--go
	
リクエスト・キューに入っているすべてのバックアップ・リクエストが、Oracle Secure Backupスケジューラに送信されます。バックアップ・リクエストは、--goオプション付きでbackupを実行するか、obtoolを終了するまで、obtoolでローカルに保持されます。--goを指定しないでobtoolを終了すると、キューに入っているバックアップ・リクエストはすべて破棄されます。リクエストの削除前に、警告が表示されます。

2人のユーザーが同じOracle Secure Backupユーザーとしてobtoolにログインしたが、そのうち1人のユーザーがバックアップ・リクエストを作成(ただし、--goを指定しない)した場合、lsbackupを発行する際に、もう1人のユーザーにはそのリクエストは表示されません。

バックアップ・リクエストがスケジューラに転送されると、スケジューラではバックアップ・リクエストごとにジョブを作成し、ジョブ・リストに追加します。ジョブはこの時点で実行できるようになります。ジョブに対して--atオプションを指定した場合は、このジョブは指定の時刻になるまで実行できません。

Oracle Secure Backupは各オンデマンド・バックアップ・ジョブに、ログインしているユーザーのユーザー名、スラッシュおよび一意の数値IDからなる識別子を割り当てます。オンデマンド・バックアップのジョブIDの例はsbt/233などです。








例


例2-3 全体バックアップの実行

この例に示すのは、優先度10の特権バックアップです。バックアップするデータは、home.dsファイルによって定義されます。このファイルの内容は次のエントリであり、brhost2の/homeディレクトリをバックアップするように指定したものだとします。


include host brhost2
include path /home


バックアップは、6月14日の午後10時に実行するようスケジュールされています。


ob> backup --level full --at 2008/06/14.22:00 --priority 10 --privileged 
--dataset home.ds --go
Info: backup request 1 (dataset home.ds) submitted; job id is admin/6.





例2-4 個別デバイスへのバックアップの制限

この例では、2つのオンデマンド・バックアップ・リクエスト(1つはデータセットdatadir.ds用、もう1つはデータセットdatadir2.ds用)を作成し、それぞれを個別のテープ・ドライブに制限しています。backup --goコマンドでは、リクエストをスケジューラに転送します。lsjobコマンドでは、ジョブに関する情報を表示します。


ob> backup --level 0 --restrict tape1 --dataset datadir.ds
ob> backup --level 0 --restrict tape2 --dataset datadir2.ds
ob> backup --go
Info: backup request 1 (dataset datadir.ds) submitted; job id is admin/8.
Info: backup request 2 (dataset datadir2.ds) submitted; job id is admin/9.
ob> lsjob --long admin/8 admin/9
admin/8:
    Type:                   dataset datadir.ds
    Level:                  full
    Family:                 (null)
    Scheduled time:         none
    State:                  completed successfully at 2008/05/17.16:30
    Priority:               100
    Privileged op:          no
    Run on host:            (administrative server)
    Attempts:               1
admin/9:
    Type:                   dataset datadir2.ds
    Level:                  full
    Family:                 (null)
    Scheduled time:         none
    State:                  completed successfully at 2008/05/17.16:30
    Priority:               100
    Privileged op:          no
    Run on host:            (administrative server)
    Attempts:               1












borrowdev


用途

borrowdevコマンドは、テープ・ドライブを流用する場合に使用します。

borrowdevコマンドは、バックアップ・ジョブまたはリストア・ジョブが支援をリクエストしている場合に使用します。入力リクエストにはrpyjobコマンドで応答できますが、obtoolでは各コマンドの後にプロンプトが発行されるため、この手法は複数のコマンドに対しては煩雑になります。borrowdevコマンドは、リクエスト・ジョブで作成されたテープ・デバイス予約を一時的に上書きし、任意のテープ・ライブラリ用コマンドまたはテープ・ドライブ用コマンドを実行できるようにします。テープ・ドライブを解放するにはreturndevコマンドを使用し、ジョブを再開するにはcatxcrまたはrpyjobコマンドを使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「デバイス用コマンド」を参照してください。











前提条件

borrowdevコマンドを使用するには、デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)権を備えている必要があります。





構文


borrowdev::=


borrowdev drive-name...





意味

	drive-name
	
流用するテープ・ドライブの名前を指定します。








例


例2-5 ハングしているバックアップの記録の表示

この例では、バックアップ・ジョブadmin/6は停止しています。catxcrコマンドの実行により、Oracle Secure Backupがバックアップに使用可能なテープを見つけられないでいることが表示されています。


End of tape has been reached.  Please wait while I rewind and unload the tape. The Volume ID of the
next tape to be written is VOL000007. The tape has been unloaded.
 
obtar: couldn't perform auto-swap - can't find usable volume in library (OB device mgr)
   Enter a command from the following list:
       load <n>     .. load the tape from element <n> into the drive
       unload <n>   .. unload the tape from the drive into element <n>
       help         .. display other commands to modify drive's database
       go           .. to use the tape you selected
       quit         .. to give up and abort this backup or restore
:





例2-6 テープ・ドライブの流用

[Enter]キーを押してobtoolプロンプトに戻ると仮定します。この例では、テープ・ライブラリのスロット2に新しいテープを挿入して、テープ・ドライブを流用し、スロット2内のボリュームをテープ・ドライブにロードしてから、returndevコマンドでテープ・ドライブを解放します。


ob> lsvol --long
Inventory of library lib1:
    in    mte:           vacant
    in    1:             volume VOL000006, barcode ADE201, oid 116, full
    in    2:             vacant
    in    3:             vacant
    in    4:             vacant
    in    dte:           vacant
ob> insertvol unlabeled 2
ob> borrowdev tape1
ob> loadvol 2
ob> returndev tape1





例2-7 デバイス流用後のジョブの再開

この例では、ジョブに対してcatxcrコマンドを実行し、プロンプトでgoを入力してバックアップを再開しています。


ob> catxcr admin/6.1
admin/6.1: 2008/04/11.18:36:44 ______________________________________________________________________
admin/6.1: 2008/04/11.18:36:44
admin/6.1: 2008/04/11.18:36:44         Transcript for job admin/6.1 running on brhost2
.
.
.
admin/6.1: Backup started on Mon Apr 11 2008 at 18:36:44
admin/6.1: Volume label:
admin/6.1:    Enter a command from the following list:
admin/6.1:        load <n>     .. load the tape from element <n> into the drive
admin/6.1:        unload <n>   .. unload the tape from the drive into element <n>
admin/6.1:        help         .. display other commands to modify drive's database
admin/6.1:        go           .. to use the tape you selected
admin/6.1:        quit         .. to give up and abort this backup or restore
admin/6.1: :
admin/6.1: : go












canceljob


用途

canceljobコマンドは、保留中または実行中のジョブを取り消す場合に使用します。これらのジョブを表示するには、lsjobコマンドで--pendingまたは--activeオプションを指定します。

ジョブを取り消すと、実行中の場合は強制終了され、そのジョブ記録にはcanceledと記録されます。Oracle Secure Backupでは、取り消されたジョブは再実行できないものとみなされます。下位ジョブを持つジョブを取り消すと、各下位ジョブも取り消されます。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「ジョブ用コマンド」を参照してください。











前提条件

別のユーザーのジョブを取り消すには、所有者を問わないジョブの変更(modify any job, regardless of its owner)権を備えている必要があります。自身のジョブを取り消すには、ユーザーが所有するジョブの変更(modify any jobs owned by user)権を備えている必要があります。





構文


canceljob::=


canceljob [ --quiet/-q | --verbose/-v ] job-id...





意味

	--quiet/-q
	
出力を抑止します。


	--verbose/-v
	
詳細出力を表示します。


	job-id
	
取り消すジョブのジョブIDを指定します。ジョブIDを表示するには、lsjobコマンドを使用します。








例


例2-8 バックアップ・ジョブの取消し

この例では、保留中のジョブを表示して取り消します。


ob> lsjob --pending
Job ID           Sched time  Contents                       State
---------------- ----------- ------------------------------ ----------------------
sbt/8            03/21.18:00 dataset fullbackup.ds          future work
ob> canceljob sbt/8
Info: canceled job sbt/8.
ob> lsjob --pending
ob>












catds


用途

catdsコマンドは、mkdsコマンドで作成されたデータセット・ファイルのコンテンツをリストする場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「データセット用コマンド」を参照してください。











前提条件

catdsコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の表示(display administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


catds::=


catds dataset-file-name...





意味

	dataset-file-name
	
データセット・ファイルの名前を指定します。dataset-file-nameプレースホルダの詳細は、「dataset-file-name」を参照してください。








例


例2-9 データセットのコンテンツの表示

この例では、basicsummary.dsという名前のデータセット・ファイルのコンテンツを表示します。これは、Oracle Secure Backupに付属のデータセット・ファイルのサンプルです。


ob> catds basicsummary.ds
#  SAMPLES/basicsummary, pfg, 03/01/02
#  review of basic dataset statements

#  This dataset ties together all of the features introduced
#  thus far. It describes the root file systems and a couple of
#  specific directories on the /home file system of each host.
#  For each directory tree, it excludes any file ending in
#  ".a" and ".o".

include dataset admin/default_rules # get domain defaults from
                                    # this file

include host sporky                 # back up these 3 hosts,
include host sparky
include host spunky

include path /                      # saving these file systems and
include path /home/software         # directories on each host
include path /home/doc

include optional pathlist /pl.qr    # read additional names from
                                    # this pathlist file on each
                                    # named host, if it exists

exclude name *.a                    # but in each tree, don't save
                                    # files ending
exclude name *.o                    # in these suffixes












catrpt




	
関連項目:

関連コマンドについては、「レポート用コマンド」を参照してください。








用途

catrptコマンドは、メディアの移動に関連する1つ以上のレポートを表示する場合に使用します。これらのレポートを使用すると、メディア・ライフ・サイクルを容易に管理できます。

多くの場合、ある場所から別の場所にメディアを移動する際に、その管理を印刷されたレポートに頼る必要があります。catrptコマンドには、次のレポート・タイプが用意されています。

	
選択リスト

現在の場所から次の場所に移動する必要があるメディアのリスト。メディアをテープ・ライブラリまたはスタンドアロンのテープ・ドライブから削除する際に、チェックリストとして使用すると便利です。


	
配布リストまたは梱包リスト

現在の場所から次の場所に移動するメディアのリスト。別の場所に発送するメディアに添える印刷されたリストとして使用すると便利です。また、メディアが保管場所から返却される予定の時期をオフサイト保管ベンダーに送付するのにも役立ちます。


	
インベントリ・リスト

メディアとその現在の場所のリスト


	
例外

失われたボリューム、正しいテープ・ライブラリに保存されていないボリューム、ローテーションに残っている期限切れのボリュームなど、ローテーション・ポリシーによって指定された正しい場所にないメディアのリスト。








前提条件

catrptコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文1

ボリュームの選択または配布レポートを表示する場合は、次の構文を使用します。


catrpt::=


catrpt --type/-t { pick | distribution } job-id...





意味1

	--type /-t
	
指定されたジョブについて表示するレポート・タイプ(選択または配布)を指定します。


	job-id
	
メディア移動ジョブまたはボリューム複製ジョブのジョブID。








構文2

ボリュームの場所レポートを表示する場合は、次の構文を使用します。


catrpt::=


catrpt --type/-t location [ --location/-L location_name ] [ --intransit/-I ]





意味2

	--type/-t location
	
指定された場所について表示するレポート・タイプを指定します。


	--location location_name
	
場所レポートが必要な場所を指定します。


	--intransit/-I
	
ある場所から別の場所に移動中のボリュームのみをリストするように指定します。ボリュームは、メディア移動ジョブの一環としてある場所から除去された時点から、次の場所にロードされてその場所のOracle Secure Backupインベントリに現れるまで、移動中とみなされます。








構文3

例外レポートまたは欠落レポートを表示する場合は、次の構文を使用します。


catrpt::=


catrpt --type/-t { exception | missing } [ --location/-L location_name ]





意味3

	--type/-t
	
指定された場所について表示するレポート・タイプを指定します。


	--location location_name
	
例外レポートまたは欠落レポートが必要な場所を指定します。








構文4

ボリュームのスケジュール・レポートを表示する場合は、次の構文を使用します。


catrpt::=


catrpt 
{ --type/-t schedule } [ --from/-F from_date ] [ --to/-T to_date ]
[ --location/-L location_name ]





意味4

	--type /-t schedule
	
指定された場所について表示するレポート・タイプを指定します。


	--from
	
表示する最も古いスケジュール日付を指定します。--to optionが指定されていない場合、Oracle Secure Backupは--fromの日付から現在までのすべてのスケジュールを表示します。


	--to
	
表示する最も新しいスケジュール日付を指定します。--from日付が指定されていない場合、Oracle Secure Backupは--toの日付より古いすべてのスケジュールを表示します。


	--location
	
ボリュームのスケジュール・レポートが必要な場所を指定します。













catxcr


用途

catxcrコマンドは、1つ以上のジョブ記録を表示する場合に使用します。Oracle Secure Backupでは、各ジョブの実行中の記録が保持されます。記録には、ジョブ操作の詳細が記述されます。Oracle Secure Backupでは、初めてジョブがディスパッチされるときにこの記録が作成され、ジョブの進捗に伴い更新されます。ジョブでオペレータの支援が必要とされるときには、この記録を使用して支援がリクエストされます。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「ジョブ用コマンド」を参照してください。











前提条件

別のユーザーのジョブをリストするには、所有者を問わないジョブのリスト(list any job, regardless of its owner)権を備えている必要があります。自身のジョブをリストするには、ユーザーが所有するジョブのリスト(list any jobs owned by user)権を備えている必要があります。

別のユーザーのジョブに応答するには、所有者を問わないジョブの変更(modify any job, regardless of its owner)権を備えている必要があります。自身のジョブに応答するには、ユーザーが所有するジョブの変更(modify any jobs owned by user)権を備えている必要があります。





構文


catxcr::=


catxcr [ --level/-l msglevel ] [ --noinput/-N ] [ --msgno/-m ]
[ --start/-s msgno | --head/-h nlines | --tail/-t nlines ]
[ --follow/-f ] job-id...





意味

	--level /-l msglevel
	
msglevel以上のメッセージ・レベルを持つ行のみを表示します。msglevelは数値または名前で指定できます。デフォルトのレベルは4(request)で、Oracle Secure Backupによって生成される通常のメッセージです。

Oracle Secure Backupによって記録に書き込まれる各メッセージには、メッセージ番号およびメッセージ・レベルが付けられます。メッセージ番号は、記録内でのメッセージの位置を示します。




	
注意:

メッセージ番号は物理的な行番号に対応しないことがあります。特定のメッセージが複数の物理行にわたることがあるためです。







メッセージ・レベルは、メッセージの内容を、表2-1に示す順序カテゴリにあるものとして識別したものです。


表2-1 メッセージ・レベル

	メッセージ番号	メッセージ名	メッセージの説明
	
0

	
debug2

	
デバッグ(追加出力)メッセージ


	
1

	
debug1

	
デバッグ・メッセージ


	
2

	
verbose

	
詳細モード出力


	
3

	
info

	
情報メッセージ


	
4

	
request

	
ユーザーによってリクエストされたメッセージ


	
5

	
summary

	
操作のサマリー・メッセージ


	
6

	
warning

	
警告メッセージ


	
7

	
error

	
エラー・メッセージ(操作は続行)


	
8

	
abort

	
エラー・メッセージ(操作は取消)


	
9

	
fatal

	
エラー・メッセージ(プログラムは停止)








	--noinput/-N
	
入力リクエストが抑止されます。デフォルトでは、入力リクエストが認識されると、catxcrが一時停止し、ユーザーがプロンプトに応答できるようになります。このオプションを指定すると、このアクションが抑止されます。


	--msgno/-m
	
各行に接頭辞としてメッセージ番号を付けます。


	--start/-S msgno
	
メッセージ番号がmsgnoの行から表示を開始します。


	--head/-h nlines
	
記録の最初のnlines行が表示されます。--levelを指定しなかった場合は、デフォルトとして--level 4が使用されるので、nlinesはデフォルトのレベル(またはそれ以上)の行の行数になります。--levelを指定した場合、nlinesは指定したレベルまたはそれ以上の行の行数になります。


	--tail nlines
	
記録の最後のnlines行が表示されます。--levelを指定しなかった場合は、デフォルトとして--level 4が使用されるので、nlinesはデフォルトのレベル(またはそれ以上)の行の行数になります。--levelを指定した場合、nlinesは指定したレベルまたはそれ以上の行の行数になります。


	--follow/-f
	
記録の追加を継続的に監視し、行が記録されると表示します。デフォルトでは、catxcrコマンドは、リクエストされた行数を表示し、停止します。--followモードを終了するには、[Ctrl]キーを押しながら[C]を押します。


	job-id
	
記録を表示するジョブのジョブIDを指定します。依存ジョブを持つジョブをjob-idに指定した場合は、obtoolにより、すべての依存ジョブの記録が表示されます。catxcrでは、複数の記録を表示する場合、各行にjob-idを接頭辞として付けます。ジョブIDを表示するには、lsjobコマンドを実行します。








例


例2-10 ジョブ記録の表示

この例では、IDがsbt/1.1であるジョブの記録を表示しています。


ob> catxcr sbt/1.1
2008/03/21.10:19:39 ______________________________________________________________________
2008/03/21.10:19:39
2008/03/21.10:19:39         Transcript for job sbt/1.1 running on osbsvr1
2008/03/21.10:19:39
Volume label:
    Volume tag:         ADE202
    Volume ID:          RMAN-DEFAULT-000001
    Volume sequence:    1
    Volume set owner:   root
    Volume set created: Mon Mar 21 10:19:39 2008
    Media family:       RMAN-DEFAULT
    Volume set expires: never; content manages reuse





例2-11 ハングしているバックアップの記録の表示

例2-5では、バックアップ・ジョブadmin/6は停止しています。この例では、catxcrコマンドの実行により、Oracle Secure Backupがバックアップに使用可能なテープを見つけられないでいることが表示されています。この問題の最も一般的な原因は、テープ・ライブラリ内に適格なテープがないことです。

この状況に対応するには、[Enter]キーを押してobtoolプロンプトに戻るか、新たにウィンドウを開きます。テープ・ドライブを制御するには、borrowdevコマンドを使用します。unlabelvolまたはinsertvolコマンドでテープを使用可能にしたら、catxcr、次にgoを実行してジョブを完了します。


End of tape has been reached.  Please wait while I rewind and unload the tape. The Volume ID of the
next tape to be written is VOL000007. The tape has been unloaded.
 
obtar: couldn't perform auto-swap - can't find usable volume in library (OB device mgr)
   Enter a command from the following list:
       load <n>     .. load the tape from element <n> into the drive
       unload <n>   .. unload the tape from the drive into element <n>
       help         .. display other commands to modify drive's database
       go           .. to use the tape you selected
       quit         .. to give up and abort this backup or restore
:





例2-12 ジョブの継続的表示

この例は、ジョブsbt/1.1の記録を継続的に表示するものです。この例では、入力リクエストを無効にして、すべてのメッセージ・レベルを表示します。


ob> catxcr --noinput --follow --level 0 sbt/1.1





例2-13 ジョブの警告の表示

この例2-13では、ジョブadmin/1.1およびadmin/2のエラーおよび警告をすべて表示します。


ob> catxcr --level warning admin/1.1 admin/2












cd


用途

cdコマンドは、Oracle Secure Backupカタログ内で参照しているディレクトリを変更する場合に使用します。cdコマンドのオプションは、後続のlsおよびrestoreコマンドに影響します。

カタログを参照することは、バックアップ・イメージのコンテンツを参照することと同じです。obtoolユーティリティでは、各イメージのコンテンツが、ライブ・ファイルシステムと同じようなディレクトリ構造として表示されます。参照できるのは、コンテンツがバックアップ済のディレクトリのみです。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「参照用コマンド」を参照してください。











前提条件

cdコマンドを実行するために必要な権限は、そのクラスに対する、このアクセスによるバックアップ・カタログの参照(browse backup catalogs with this access)の設定によって異なります。





構文


cd::=


cd [ --host/-h hostname ] [ --viewmode/-v viewmode ]
[ --select/-s data-selector[,data-selector]... ] 
[ pathname ]





意味

	--host/-h hostname
	
mkhostまたはrenhostコマンドで割り当てられるホスト・コンピュータの名前を定義します。Oracle Secure Backupカタログ内でホストのファイルシステムを参照するには、先にそのホストを設定する必要があります。ホストは、set hostコマンドを使用して設定することもできます。


	--viewmode/-v viewmode
	
Oracle Secure Backupカタログ内のディレクトリのコンテンツを表示するモードを指定します。cdコマンドのモードは、異なる設定に変更するまでは、viewmodeのままです。

viewmodeの有効な値は次のとおりです。

	
exact: データ・セレクタに一致するディレクトリ・エントリのみが表示されます。


	
inclusive: 現在のデータ・セレクタに関係なくすべてのエントリが表示されます(デフォルト)。





	--select/-s data-selector
	
操作に適用されるOracle Secure Backupカタログ・データを指定します。data-selectorプレースホルダの詳細は、「data-selector」を参照してください。




	
注意:

cdに指定したデータ・セレクタ値は、lsbuコマンドには影響しません。lsbuコマンドでは、data-selectorを指定した場合を除いて、すべてのバックアップがリストされます。








	pathname
	
Oracle Secure Backupカタログ内を参照するパス名を指定します。








例


例2-14 ディレクトリの変更

この例では、ホストをbrhost2に設定し、Oracle Secure Backupカタログのルート・ディレクトリに移動し、そのコンテンツを表示します。


ob> cd --host brhost2
ob> cd /
ob> ls
/home












cdds


用途

cddsコマンドは、管理サーバー上のデータセット・ディレクトリを変更する場合に使用します。このコマンドにより、データセット・ディレクトリ・ツリーを上下に移動できます。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「データセット用コマンド」を参照してください。











前提条件

cddsコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の表示(display administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


cdds::=


cdds [ dataset-dir-name ]





意味

	dataset-dir-name
	
移動先のデータセット・ディレクトリの名前を指定します。dataset-dir-nameプレースホルダの詳細は、「dataset-dir-name」を参照してください。








例


例2-15 データセット・ディレクトリの作成

この例では、トップレベルのディレクトリのコンテンツをリストし、mydatasetsサブディレクトリに移動して、現行ディレクトリの名前を表示します。


ob> lsds
Top level dataset directory:
mydatasets/
ob> cdds /mydatasets
ob> pwdds
/mydatasets












cdp


用途

cdpコマンドは、現行のポリシーまたはポリシー・クラスに対してアイデンティティを設定する場合に使用します。ディレクトリ構造において、ポリシーはルートとしてのスラッシュ(/)で、ポリシー・クラスはサブディレクトリで表されます。この構造内を移動するにはcdpを使用し、ポリシー情報を表示するにはpwdpおよびlspを使用します。




	
関連項目:

	
関連コマンドについては、「ポリシー用コマンド」を参照してください。


	
ポリシーおよびポリシー・クラスの詳細なリストについては、付録6「デフォルトおよびポリシー」を参照してください。
















前提条件

cdpコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の表示(display administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


cdp::=


cdp [ policy-name ]





意味

	policy-name
	
ポリシーまたはポリシー・クラスの名前を指定します。省略した場合は、現行ポリシーがスラッシュ(/)に設定されます。








例


例2-16 ポリシー情報の参照

この例では、pwdp、lspおよびcdpコマンドを使用してポリシーを参照し、デーモン・ポリシーwebautostartの値を検出しています。


ob> pwdp
/
ob> lsp
daemons              daemon and service control policies
devices              device management policies
index                index catalog generation and management policies
local                Oracle Secure Backup configuration data for the local machine
logs                 log and history management policies
media                general media management policies
naming               WINS host name resolution server identification
ndmp                 NDMP Data Management Agent (DMA) defaults
operations           policies for backup, restore and related operations
scheduler            Oracle Secure Backup backup scheduler policies
security             security-related policies
testing              controls for Oracle Secure Backup's test and debug tools
ob> cdp daemons
ob> lsp
auditlogins                      no                          [default]
obixdmaxupdaters                 2                           [default]
obixdrechecklevel                structure                   [default]
obixdupdaternicevalue            0                           [default]
webautostart                     yes
webpass                          (set)
windowscontrolcertificateservice no                          [default]
ob> cdp webautostart
ob> lsp
webautostart                     yes












chclass


用途

chclassコマンドは、ユーザー・クラスの属性を変更する場合に使用します。





前提条件

chclassコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。




	
関連項目:

	
関連コマンドについては、「クラス用コマンド」を参照してください。


	
Oracle Secure Backupのデフォルトのクラスおよび権限の詳細は、付録7「クラスおよび権限」を参照してください。
















構文


chclass::=


chclass [ --modself/-m { yes | no } ] [ --modconfig/-M { yes | no } ]
[ --backupself/-k { yes | no } ] [ --backuppriv/-K { yes | no } ]
[ --restself/-r { yes | no } ] [ --restpriv/-R { yes | no } ]
[ --listownjobs/-j { yes | no } ] [ --modownjobs/-J { yes | no } ]
[ --listanyjob/-y { yes | no } ] [ --modanyjob/-Y { yes | no } ]
[ --mailinput/-i { yes | no } ] [ --mailerrors/-e { yes | no } ]
[ --mailrekey/-g{ yes | no } ] 
[ --querydevs/-q { yes | no } ] [ --managedevs/-d { yes | no } ]
[ --listconfig/-L { yes | no } ] [ --browse/-b browserights ]
[ --orauser/-o { yes | no } ] [ --orarights/-O oraclerights ]
classname...





意味

各オプションの詳細は、「mkclass」を参照してください。

	classname
	
変更するクラスの名前。クラス名は大/小文字が区別され、英数字で始める必要があります。使用できるのは文字、数字、ダッシュ、アンダースコアおよびピリオドのみです(空白は不可)。最大127文字までです。








例


例2-17 クラスの変更

この例では、管理者権限でバックアップを実行できるユーザーをすべてリストし、この権限をuserに付与し、付与が正常に終了したことを確認します。


ob> lsclass --backuppriv yes
admin
operator
ob> chclass --backuppriv yes user
ob> lsclass --backuppriv yes
admin
operator
user












chdev


用途

chdevコマンドは、構成済のテープ・ドライブまたはテープ・ライブラリの属性を変更する場合に使用します。テープ・デバイスを構成する場合は、mkdevコマンドを使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「デバイス用コマンド」を参照してください。











前提条件

chdevコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





使用方法

ACSLSライブラリまたはACSLSライブラリに内包されるテープ・ドライブでchdevを使用する場合、obacslibdの実行中は、ライブラリ操作に影響を与える特定のデバイス属性は変更できません。このような属性は、obacslibdが停止している場合にのみ変更可能です。




	
関連項目:

obacslibdの実行中に変更できない属性の詳細は、次を参照してください。
	
「意味3」(ACSLSライブラリに内包されるテープ・ドライブの詳細)


	
「意味4」(ACSLSテープ・ライブラリの詳細)


	
「意味5」(ACSLSライブラリ内のACSカートリッジ・アクセス・ポート(CAP)の詳細)
















構文1

テープ・ドライブを再構成する場合は、次の構文を使用します。


chdev::=


chdev [ --attach/-a aspec[,aspec]... ]
[ --addattach/-A aspec[,aspec]... ] [ --rmattach/-R aspec[,aspec]... ]
[ --inservice/-o | --notinservice/-O ] [ --wwn/-W wwn ]
[ --library/-l devicename ] [ --dte/-d dte ]
[ --ejection/-j etype ]  
[ --minwriteablevolumes/-m n ]  
[ --blockingfactor/-f bf ] [ --maxblockingfactor/-F maxbf ]
[ --automount/-m { yes | no }  ] [ --erate/-e erate ]
[ --current/-T se-spec ] [ --uselist/-u se-range ]
[ --usage/-U duration ] [ --queryfreq/-q queryfrequency ]
[ --serial/-N serial-number ] [ --updateserialnumber/-S ]
[ --model/-L model-name ]
devicename...





構文2

テープ・ライブラリを再構成する場合は、次の構文を使用します。


chdev::=


chdev [ --attach/-a aspec[,aspec]... ]
[ --addattach/-A aspec[,aspec]... ][ --class/-x vtl ]
[ --rmattach/-R aspec[,aspec]... ]
[ --inservice/-o | --notinservice/-O ][ --wwn/-W wwn ]
[ --autoclean/-C { yes | no } ][ --cleanemptiest/-E { yes | no } ]
[ --cleaninterval/-i { duration | off } ]
[ --barcodereader/-B { yes | no | default } ]
[ --barcodesrequired/-b { yes | no } ] [ --unloadrequired/-Q { yes | no } ]
[ --serial/-N serial-number ] [ --model/-L model-name ]
devicename...





意味1および2

次のオプションは、テープ・ドライブまたはテープ・ライブラリを再構成する場合に使用できます。ここに記載されていないオプションについては、「mkdev」を参照してください。

	--addattach/-A aspec
	
テープ・ドライブまたはテープ・ライブラリのデバイスのアタッチメントを追加します。aspecプレースホルダの詳細は、「aspec」を参照してください。


	--class/-x vtl
	
VTLとしてライブラリ・クラスを指定します。


	--rmattach/-R aspec
	
テープ・ドライブまたはテープ・ライブラリのデバイスのアタッチメントを削除します。aspecプレースホルダの詳細は、「aspec」を参照してください。


	--uselist/-u se-range
	
このデバイスが使用できる記憶域要素の範囲を指定します。このオプションが適用されるのは、テープ・ライブラリに搭載されているテープ・ドライブのみです。

デフォルトでは、テープ・ライブラリ内のすべてのテープ・ドライブからテープ・ライブラリ内のすべてのテープにアクセスすることが可能になります。バックアップを同時実行する複数のテープ・ドライブを搭載するライブラリでは、複数のテープの使用をパーティション化する必要があります。

たとえば、記憶域要素の前半にある各テープを1番目のテープ・ドライブで使用し、後半にある各テープを2番目のテープ・ドライブで使用する場合です。あるいは、単一のテープ・ドライブ上で様々なタイプのバックアップ用にいろいろな使用リストを設定する場合です。

テープ・デバイスのuselist値に対する変更は、chdevコマンドを入力したときに実行されるジョブでは認識されません。たとえば、ジョブが使用可能なボリューム不足のため保留されている場合に、chdev --uselistコマンドで記憶域要素を追加することによってジョブを再開することはできません。chdev操作は成功しますが、ジョブは保留されたままです。chdevの変更を有効にするには、ジョブを取り消して再起動する必要があります。

se-rangeプレースホルダの詳細は、「se-range」を参照してください。


	--usage/-U duration
	
テープ・ドライブが最後にクリーンアップされてから使用されてきた期間を指定します。durationプレースホルダの詳細は、「duration」を参照してください。

特定の間隔のクリーンアップ・サイクルをリクエストする場合は、mkdevコマンドを使用します。構成済の間隔を初期化し、最後のクリーンアップ以降のテープ・ドライブの使用状況を反映するには、chdevに--usageオプションを指定します。


	--ejection/-j etype
	
テープを取り出す方法を指定します。値は、automatic、ondemandまたはmanualです。


	--minwriteablevolumes/-m n
	
Oracle Secure Backupが初期のボリューム・ローテーションを開始するまでの、書込み可能なボリュームの最小数に対するしきい値を指定します。


	--serial/-N serial-number
	
テープ・デバイスのシリアル番号を指定します。

明示的にシリアル番号をmkdevコマンドで入力した場合、Oracle Secure Backupはこのシリアル番号をデバイス・オブジェクトに保存します。シリアル番号の引数をNULL('')に指定した場合、Oracle Secure Backupはデバイスを開いて、デバイスからシリアル番号を読み取ってデバイス・オブジェクトにこの番号を保存します。

checkserialnumbersポリシーが有効である場合、テープ・ライブラリ内の故障したテープ・ドライブを交換するときなど、テープ・デバイスのハードウェアを変更したときには必ず、chdev --serialコマンドとともにシリアル番号を入力する必要があります。デバイス・オブジェクトが作成されたときにシリアル番号が入力されていない場合でも、番号を入力する必要があります。




	
関連項目:

「checkserialnumbers」








	--updateserialnumber/-S
	
引数がNULLの--serialと意味的に同等です。Oracle Secure Backupはデバイスを開いて、デバイスからシリアル番号を読み取ってデバイス・オブジェクトにこのシリアル番号を保存します。


	devicename
	
再構成するテープ・ライブラリまたはテープ・ドライブの名前を指定します。テープ・デバイス名の命名規則については、「devicename」を参照してください。








構文3

ACSLSテープ・ライブラリに内包されるテープ・ドライブの構成を変更する場合は、次の構文を使用します。


chdev::=


chdev [ --attach/-a aspec ] [ --inservice/-o | --notinservice/-O ] 
[ --addattach/-A aspec[,aspec]... ] [ --rmattach/-R aspec[,aspec]... ]
[ --wwn/-W wwn ] [ --library/-l devicename ] 
[ --lsm/s lsm_id ] [ --panel/p panel_id ] [ --drive/r drive_id ] 
[ --blockingfactor/-f bf ] [ --maxblockingfactor/-F maxbf ] 
[ --erate/-e erate ] [ --queryfreq/-q queryfrequency ]
devicename...





意味3

ACSLSテープ・ライブラリに内包されるテープ・ドライブの構成を変更する場合は、次の意味を使用します。ここに記載されていないオプションについては、「意味1および2」を参照してください。

obacslibdの実行中は、ACSLSライブラリに内包されるテープ・ドライブの次の属性は変更できません。

	
--lsm/s lsm_id


	
--panel/p panel_id


	
--drive/r drive_id




	--addattach/-A aspec
	
ACSLSライブラリに内包されるテープ・ドライブのデバイスのアタッチメントを追加します。aspecプレースホルダの詳細は、「aspec」を参照してください。


	--rmattach/-R
	
ACSLSライブラリに内包されるテープ・ドライブのデバイスのアタッチメントを削除します。aspecプレースホルダの詳細は、「aspec」を参照してください。


	--lsm/-s lsm_id
	
このオプションは、ACSLSライブラリに内包されるテープ・ドライブに対してのみ使用します。このテープ・ドライブが存在するACSライブラリ・ストレージ・モジュールのIDを定義します。


	--panel-p panel_id
	
このオプションは、ACSLSライブラリに内包されるテープ・ドライブに対してのみ使用します。このテープ・ドライブが存在するパネルのIDを定義します。


	--drive -r drive_id
	
このオプションは、ACSLSライブラリに内包されるテープ・ドライブに対してのみ使用します。このテープ・ドライブが存在するドライブのIDを定義します。








構文4

ACSLSテープ・ライブラリを再構成する場合は、次の構文を使用します。


chdev::=


chdev [ --attach/-a aspec ] [ --inservice/-o | --notinservice/-O ]
[ --userid/-n acs-userid ] [ --acsid/-g acs_id ] [ --port/-P port_num ]
[ --ejection/-j etype ] [ --minwritablevolumes/-V minvols ]
library_devicename...





意味4

ACSLSテープ・ライブラリを再構成する場合は、次の構文を使用します。ここに記載されていないオプションについては、「意味1および2」を参照してください。

obacslibdの実行中は、ACSLSテープ・ライブラリの次の属性は変更できません。

	
--attach/-a aspec


	
--userid/-n acs-userid


	
--acsid/-g acs_id


	
--port/-P port_num




	--attach/-a aspec...
	
ACSLSテープ・ライブラリに対するOracle Secure Backupメディア・サーバーおよびACSLSサーバーを指定します。aspecの書式は、mediaservhostname:acslshostです。


	--userid/-n acs_userid
	
ACSLSアクセス制御ユーザー名を指定します。この値はオプションです。指定した場合、ACSLSサーバーとのやりとりにはすべてこのアクセス名が前に付きます。


	--acsid/-g acs_id
	
制御するACSLSテープ・ライブラリのASC ID値を指定します。


	--port/-P port_num
	
ACSLSサーバー・ソフトウェアのリスニング・ポートを指定します。通常、この値は0か、または指定しません。このオプションを指定する必要があるのは、ACSLSサーバーがファイアウォールの内側にある場合のみです。








構文5

シンボリック名をACSLSテープ・ライブラリ内のACSカートリッジ・アクセス・ポート(CAP)と関連付ける場合は、次の意味を使用します。


chdev::=


chdev [ --library/-L devicename ] 
[ --lsm/s lsm_id ] [ --capid/-c cap_id ]
capname 





意味5

シンボリック名をACSLSテープ・ライブラリ内のACSカートリッジ・アクセス・ポート(CAP)と関連付ける場合は、次の意味を使用します。

obacslibdの実行中は、ACSLSテープ・ライブラリ内にあるACS CAPの次の属性は変更できません。

	
--lsm/s lsm_id


	
--capid/-c cap_id




	--library/-L devicename
	
CAPが存在するテープ・ライブラリの名前を指定します。省略した場合は、library変数が使用されます。library変数が見つからない場合や指定されていない場合は、エラー・メッセージが表示されます。


	--capid/-c cap_id
	
選択されたテープ・ライブラリ内のCAPのハードウェアの場所を指定します。


	--lsm/-s lsm_id
	
選択されたテープ・ライブラリ内のCAPのACSライブラリ・ストレージ・モジュールを指定します。


	capname
	
作成されるOracle Secure Backup CAPオブジェクトの名前。








例


例2-18 テープ・ドライブの再構成

この例では、ライブラリlib1のテープ・ドライブtape1を再構成します。このchdevコマンドには次が指定されています。

	
このテープ・ドライブがサービス中であること。


	
エラー率は16であること(デフォルトは8)。


	
ブロッキング・ファクタは256である(つまり、サイズが128KBのブロックが書き込まれる)こと。


	
テープは自動マウントできること。




コマンドラインはページに収まるようにあらかじめ折り返されています。


ob> lsdev --long tape1
tape1:
    Device type:            tape
    Model:                  [none]
    Serial number:          06667256
    In service:             yes
    Library:                lib1
    DTE:                    1
    Automount:              yes
    Error rate:             8
    Query frequency:        [undetermined]
    Debug mode:             no
    Blocking factor:        (default)
    Max blocking factor:    (default)
    Current tape:           [unknown]
    Use list:               all
    Drive usage:            none
    Cleaning required:      no
    UUID:                   15ec3d48-8b97-102d-94d5-080020a0a249
    Attachment 1:
        Host:               brhost3
        Raw device:         /dev/obt0
ob> chdev --type tape --erate 16 --blockingfactor 256 
--maxblockingfactor 256 tape1
ob> lsd --long tape1
tape1:
    Device type:                                                   tape
    Model:                  [none]
    Serial number:          06667256
    In service:             yes
    Library:                lib1
    DTE:                    1
    Automount:              yes
    Error rate:             16    Query frequency:        [undetermined]
    Debug mode:             no
    Blocking factor:        256
    Max blocking factor:    256
    Current tape:           [unknown]
    Use list:               all
    Drive usage:            none
    Cleaning required:      no
    UUID:                   15ec3d48-8b97-102d-94d5-080020a0a249
    Attachment 1:
        Host:               brhost3
        Raw device:        /dev/obt0





例2-19 テープ・ライブラリの再構成

この例では、テープ・ライブラリlib1を再構成しています。このchdevコマンドには次が指定されています。

	
このテープ・ドライブがサービス中であること


	
バーコード・リーダーはないこと。


	
自動クリーンアップ・サイクルの間隔は30時間であること


	
obtoolでは、クリーンアップにクリーニング・テープ全体を使用すること。




コマンドラインはページに収まるようにあらかじめ折り返されています。


ob> lsdev --long --nohierarchy lib1
lib1:
    Device type:            library
    Model:                  [none]
    Serial number:          [none]
    In service:             yes
    Debug mode:             no
    Barcode reader:         default (hardware-selected)
    Barcodes required:      no
    Auto clean:             no
    Clean interval:         (not set)
    Clean using emptiest:   no
    UUID:                   f088f234-8d46-1027-90e1-000cf1d9be50
    Attachment 1:
        Host:               brhost3
        Raw device:         /dev/lib1
ob> chdev --type library --inservice --barcodereader no --barcodesrequired no
--autoclean yes --cleanemptiest no --cleaninterval 30hours lib1
ob> lsdev --long --nohierarchy lib1
lib1:
    Device type:            library
    Model:                  [none]
    Serial number:          [none]
    In service:             yes
    Debug mode:             no
    Barcode reader:         no
    Barcodes required:      no
    Auto clean:             yes
    Clean interval:         30hours
    Clean using emptiest:   yes
    UUID:                   f088f234-8d46-1027-90e1-000cf1d9be50
    Attachment 1:
        Host:               brhost3
        Raw device:         /dev/lib1












chdup


用途

ボリューム複製ポリシーの設定を変更します。




	
関連項目:

「ボリューム複製用コマンド」











前提条件

chdupコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


chdup::=


chdup
[ --comment/-c commentstring ]
[ --inputcomment/-i ]
[ --trigger/-e dupevent:duration ]
[ --restrict/-r restriction[,restriction]... ]
[ --addrestrict/-R restriction [,restriction]... ]
[ --rmrestrict/-S restriction[,restriction]... ]
[ --migrate/-m { yes | no } ]
[ --rule/-u duplicationrule[,duplicationrule]... ]
[ --addrule/-U duplicationrule[,duplicationrule]... ]
[ --rmrule/-V duplicationrule[,duplicationrule]... ]
[ --chrule/-h duplicationrule[,duplicationrule ]... ]
policyname





	
関連項目:

	
dupeventプレースホルダの詳細は、「dupevent」を参照してください。


	
durationプレースホルダの詳細は、「duration」を参照してください。


	
restrictionプレースホルダの詳細は、「restriction」を参照してください。
















意味

	--comment/-c commentstring
	
ボリューム複製ポリシーについての説明的なコメント。


	--inputcomment/-i
	
コメントの入力(オプション)を可能にします。chdup --inputcommentを実行すると、コメントの入力を要求するプロンプトが表示されます。コメントを終了するには、その行にピリオド(.)を付けます。


	--trigger/-e dupevent:duration
	
ボリュームが複製の対象になる時期を指定します。durationプレースホルダは、dupevent後にボリュームが複製の対象になる期間を指定します。


	--restrict/-r restriction...
	
この複製ポリシーに対して指定されたテープ・デバイス制限をすべて、指定された制限で置き換えます。制限を指定しない場合、このボリューム複製ポリシーはテープ・デバイス制限を受けず、任意のメディア・サーバー上にある使用可能な任意のテープ・デバイスを、Oracle Secure Backupスケジューリング・システムの判断で使用できます。デフォルトでは、ボリューム複製ポリシーに制限は定義されません。


	--addrestrict/-R restriction...
	
指定されたテープ・デバイス制限を、この複製ポリシーのテープ・デバイス制限に追加します。既存の制限は保持されます。


	--rmrestrict/-S restriction...
	
指定されたテープ・デバイス制限を、この複製ポリシーのテープ・デバイス制限から削除します。すべての制限が削除される場合、このポリシーに対するボリュームの複製は、管理ドメイン内の任意のテープ・デバイスを使用して実行できます。


	--migrate/-m
	
ボリュームを移行する必要があるかどうかを指定します。このオプションをyesに設定した場合、このボリューム複製ポリシーに指定できる複製ルールは1つのみです。


	--rule/-u duplicationrule
	
この複製ポリシーについて複製ルールを指定します。


	--addrule/-U duplicationrule
	
指定された複製ルールを、この複製ポリシーのルール・セットに追加します。


	--rmrule/-V duplicationrule
	
指定された複製ルールを、この複製ポリシーのルール・セットから削除します。


	--chrule/-h duplicationrule
	
複製ポリシーの既存ルールに関連付けられた属性を変更します。--chruleオプションに指定された複製ルールのmedia-familyフィールドは、指定された複製ポリシーのすべての複製ルールと比較されます。一致するルールについて、既存の複製ルールのnumberフィールドが--chruleオプションに指定された複製ルールのnumberフィールドで置き換えられます。













chhost


用途

chhostコマンドは、構成済Oracle Secure Backupホストの属性を変更する場合に使用します。ホストの初回構成には、mkhostコマンドを使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「ホスト用コマンド」を参照してください。











前提条件

chhostコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


chhost::=


chhost 
[ --access/-a { ob | ndmp } ] 
[ --inservice/-o | --notinservice/-O ]
[ --disablerds/-d { yes | no | systemdefault }
[ --encryption/-e { required | allowed } ] 
[ --algorithm/-l { AES128 | AES192 | AES256 } ] 
[ --keytype/-t { passphrase | transparent } ] 
[ --rekeyfrequency/-g duration ] 
[ --passphrase/-s string ]
[ --querypassphrase/-Q ]
[ --keystoreputonly/-T ] 
[ --tcpbufsize/-c bufsize  ] 
[ [ --role/-r role[,role]... ] | 
  [ --addrole/-R role[,role]... ] |
  [ --rmrole/-E role[,role]... ] ]
[ [ --ip/-i ipname[,ipname]... ] |
  [ --addip/-I ipname[,ipname]... ] |
  [ --rmip/-P ipname[,ipname]... ] ]
[ --ndmpauth/-A authtype ]
[ { --ndmppass/-p ndmp-password } | --queryndmppass/-q | --dftndmppass/-D ]
[ --ndmpport/-n portnumber ] [ --ndmppver/-v protover ]
[ --ndmpuser/-u ndmp-username ] [ --nocomm/-N ]
[ --ndmpbackuptype/-B ndmp-backup-type ]
[ [ --backupev/-w evariable-name=variable-value ]...
  { [ --addbackupev/-W evariable-name=variable-value ]... |
    [ --rmbackupev/-x evariable-name ]... } ]
[ [ --restoreev/-y evariable-name=variable-value ]... |
  { [ --addrestoreev/-Y evariable-name=variable-value ]...
    [ --rmrestoreev/-z evariable-name ]... } ]
hostname...





意味

ここに記載されていないオプションについては、「mkhost」を参照してください。

	--access/-a
	
ホストのアクセス方法を指定します。オプションは次のとおりです。

	
ob

このオプションは、ホスト(UNIX、LinuxまたはWindowsコンピュータ)にOracle Secure Backupがインストールされており、ホストがOracle Secure Backupの内部通信プロトコルを使用して通信を行う場合に使用します。


	
ndmp

このオプションは、ホスト(ファイラ/ネットワーク接続ストレージ(NAS)デバイスなど)にOracle Secure Backupがインストールされておらず、ホストがネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)を使用して通信を行う場合に使用します。





	--passphrase/-s
	
暗号化キーの生成に使用されるパスフレーズを指定します。

パスワードは、コマンドラインまたはコマンド・スクリプトにクリアテキストで指定しないでください。セキュリティ上の脆弱性となります。Oracle Secure Backupユーザーにパスワードの入力を要求する方法をお薦めします。


	--addrole/-R role
	
ホストにロールを追加します。roleプレースホルダの詳細は、「role」を参照してください。


	--keystoreputonly/-T
	
キーをアクティブ・キーにせずに、キー・ストアに追加します。


	--tcpbufsize/-c bufsize
	
TCP/IP(Transmission Control Protocol/Internet Protocol)のバッファ・サイズを指定します。デフォルト値はnot setで、その場合はグローバル・ポリシーoperations/tcpbufsizeが適用されます。TCP/IPの最大バッファ・サイズは4GB、最小バッファ・サイズは1KBです。TCP/IPのバッファ・サイズを指定どおりに設定できない場合は、警告が表示されます。これは、オペレーティング・システムのカーネル制限が指定されたTCP/IPのバッファ・サイズより小さいときに発生します。

TCP/IPのバッファ・サイズを増やすと、TCP/IPの公示ウィンドウも増えます。そのため、広域ネットワーク(WAN)を介したバックアップをチューニングするには、ラウンド・トリップ時間にバンド幅を乗算した値よりも大きな値にこのパラメータを設定する必要があります。


	--rmrole/-E role
	
ホストからロールを削除します。roleプレースホルダの詳細は、「role」を参照してください。


	--ip/-i ipname[,ipname]...
	
ホスト・コンピュータのIPアドレスを指定します。IPアドレスのかわりにホスト名も使用できます。この場合、ホスト名は基礎となるオペレーティング・システムによって解決され、IPアドレスに変換されます。

ipnameを指定した場合、Oracle Secure Backupでは、ユーザーが割り当てたホスト名を使用してホストのIPアドレスを取得することはせず、かわりに、有効なIPアドレスに解決されるホスト名が見つかるまで、指定の各ipnameを使用します。mkpniコマンドでこのホストに優先ネットワーク・インタフェース(PNI)を指定した場合は、PNIアドレスが優先的に使用されます。




	
注意:

Oracle Secure Backup管理ドメインに参加するホストに対しては、DHCPによるIPアドレスの割当てはサポートされません。すべてのホストに対して静的IPアドレスを割り当てる必要があります。静的IPアドレスを使用できない場合は、指定のホストに常に同じIPアドレスがDHCPサーバーによって割り当てられることを確認します。







ipnameを指定しない場合、Oracle Secure Backupでは、指定のhostnameを解決してIPアドレスを取得しようとします。

Oracle Secure Backupは、IPv6をサポートするすべてのプラットフォームでInternet Protocol v4(IPv4)、Internet Protocol v6(IPv6)およびIPv4とIPv6の混合環境をサポートします。


	--addip/-I ipname
	
ホスト・コンピュータにIPアドレスを追加します。

Oracle Secure Backupは、IPv6をサポートするすべてのプラットフォームでInternet Protocol v4(IPv4)、Internet Protocol v6(IPv6)およびIPv4とIPv6の混合環境をサポートします。


	--rmip/-P ipname
	
ホスト・コンピュータからIPアドレスを削除します。

Oracle Secure Backupは、IPv6をサポートするすべてのプラットフォームでInternet Protocol v4(IPv4)、Internet Protocol v6(IPv6)およびIPv4とIPv6の混合環境をサポートします。


	--nocomm/-N
	
ホスト・コンピュータとの通信を抑止します。このオプションは、ネットワークと接続できなくなったホストがあり、将来リストアできるそのホストのテープ・バックアップがある場合に使用すると便利です。




	
注意:

nocomm/-Nオプションは、NDMPホストではサポートされていません。








	--addbackupenv/-W evariable-name=variable-value
	
指定したNDMPバックアップ環境変数を追加します。


	--rmbackupenv/-x evariable-name
	
指定したNDMPバックアップ環境変数を削除します。


	--addrestoreenv/-Y evariable-name=variable-value
	
指定したNDMPリストア環境変数を追加します。


	--rmrestoreenv/-z evariable-name
	
NDMPリストア環境変数を削除します。


	--disablerds/-d { yes | no | systemdefault }
	
クライアントとメディア・サーバー間のデータ転送にReliable Datagram Socket (RDS) over Infinibandを使用するかどうかを指定します。有効な値は、次のとおりです。

	
yes

ホストとメディア・サーバー間のデータ転送にRDS for over Infinibandは使用しません。


	
no

ホストとメディア・サーバー間のデータ転送にRDS over Infinibandを使用します。


	
systemdefault

これがデフォルトの設定です。データ転送にRDSを使用する必要があるかどうかは、管理ドメイン・レベルの設定を使用して決定されます。管理レベルでRDSの使用を指定するには、操作ポリシーdisablerdsを使用します。したがって、disablerds操作ポリシーがnoに設定され、ホストに対して--disablerdsの値がsystemdefaultに設定されている場合、そのホストはRDSを使用してデータ転送を行います。




ホスト・レベルの--disablerds設定は、disblerds操作ポリシーを使用した管理ドメイン・レベルの設定に優先します。したがって、操作ポリシーdisablerdsをnoに設定し、特定のホストに対してchhostコマンドの--disablerdsオプションをyesに設定した場合、そのホストのデータ転送にRDSは使用されません。


	hostname
	
構成を変更するホスト・コンピュータの名前を指定します。








例


例2-20 ホストの変更

この例では、ホストsfserver1からmediaserverのロールを削除します。


ob> lshost
brhost2          client                            (via OB)   in service
brhost3          mediaserver,client                (via OB)   in service
sfserver1        mediaserver,client                (via OB)   in service
ndmphost1        client                            (via NDMP) in service
osbsvr1          admin,mediaserver,client          (via OB)   in service
ob> chhost --rmrole mediaserver salessvr1
ob> lshost sfserver1
sfserver1        client                            (via OB)   in service












chkbw


用途

chkbwコマンドは、バックアップ・ウィンドウの存在をチェックする場合に使用します。このコマンドにより、バックアップを実行できるバックアップ・ウィンドウが最低1つ存在しているかどうかが判別されます。

バックアップ・ウィンドウが存在する場合は、コマンドからの出力はありません。存在しない場合、コマンドにより、次の出力が表示されます。


Note: no backup windows are configured.  Scheduled backups will not run.





	
関連項目:

関連コマンドについては、「バックアップ・ウィンドウ用コマンド」を参照してください。











前提条件

chkbwコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の表示(display administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


chkbw::=


chkbw





例


例2-21 バックアップ・ウィンドウの存在のチェック

この例では、バックアップ・ウィンドウの存在をチェックします。この例では、ウィンドウは構成されていません。


ob> chkbw
Note: no backup windows are configured.  Scheduled backups will not run.












chkds


用途

chkdsコマンドは、データセット・ファイルの構文をチェックする場合に使用します。このコマンドでは、構文エラーがない場合、出力は行われません。それ以外はエラーが発行されます。空のファイルでは警告が生成されます。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「データセット用コマンド」を参照してください。











前提条件

chkdsコマンドを実行するには、管理ドメインの構成の表示(display administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


chkds::=


chkds dataset-file-name...





意味

	dataset-file-name
	
データセット・ファイルの名前を指定します。dataset-file-nameプレースホルダの詳細は、「dataset-file-name」を参照してください。








例


例2-22 ファイルの構文のチェック

この例では、誤った構文を持つデータセット・ファイルを作成してチェックします。


ob> mkds --nq --input badsyntax.ds
Input the new dataset contents.  Terminate with an EOF or a line
containing just a dot (".").
icnlude host brhost2
.
Error: the following problems were detected in dataset badsyntax.ds:
   1: icnlude host brhost2
Error: "icnlude" - unknown keyword
ob> chkds badsyntax.ds
Error: the following problems were detected in dataset badsyntax.ds:
   1: icnlude host brhost2
Error: "icnlude" - unknown keyword





例2-23 ファイルの構文のチェック

この例では、2つのデータセット・ファイルを作成してチェックします。


ob> mkds --nq --input empty.ds
Input the new dataset contents.  Terminate with an EOF or a line
containing just a dot (".").
.
ob> mkds --nq --input goodsyntax.ds
Input the new dataset contents.  Terminate with an EOF or a line
containing just a dot (".").
include host brhost2
include path /home
.
ob> chkds empty.ds goodsyntax.ds
Warning: dataset empty.ds is empty












chkdw


用途

chkdwコマンドは、1つ以上の複製ウィンドウが存在するかどうかをチェックする場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「複製ウィンドウ用コマンド」を参照してください。











前提条件

chkdwコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


chkdw::=


chkdw










chloc


用途

場所オブジェクトを変更します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「場所用コマンド」を参照してください。











前提条件

chlocコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


chloc::=


chloc
[ --comment/-c commentstring | --inputcomment/-i commentstring ]
[ --mailto/-m email-target[,email-target] ]
[ --addmailto/-a email-target[,email-target] ]
[ --rmmailto/-r email-target[,email-target] ]
[ --customerid/-I idstring ] 
[ --notification/-n ntype ]
[ --recalltime/-R duration ]
locationname...





意味

	--comment/-c commentstring
	
場所についての説明的なコメントを指定します。--commentまたは--inputcommentのいずれかを指定できますが、両方を指定することはできません。


	--inputcomment/-i
	
コメントの入力(オプション)を可能にします。chloc --inputcommentを実行すると、コメントの入力を要求するプロンプトが表示されます。コメントを終了するには、その行にピリオド(.)を付けます。--commentまたは--inputcommentのいずれかを指定できますが、両方を指定することはできません。


	--mailto/-m email-target[,email-target]
	
場所について1人以上の電子メールの受信者を指定します。


	--addmailto/-a email-target[,email-target]
	
場所に追加する1人以上の電子メールの受信者を指定します。


	--rmmailto/-r email-target[,email-target]]
	
場所から削除する1人以上の電子メールの受信者を指定します。


	--customerid/-I idstring
	
カスタマIDの文字列。保管場所に対してのみ有効です。


	--notification/-n ntype
	
--notification ntypeオプションを使用すると、保管場所に対するメディアの移動が発生する際に、オフサイト保管ベンダーに送信する電子通知タイプを指定できます。ntype値は、noneまたはimftp(Iron Mountain FTPファイル)です。


	--recalltime/-R duration
	
--recalltimeオプションを使用すると、この保管場所からデータ・センターにボリュームをリコールするのに必要な時間を指定できます。この設定は、アクティブな場所に対して使用できず、オフサイトの保管場所に対してのみ有効です。この設定は、Recovery Manager(RMAN)によって開始された、指定のリソース待機期間内に供給できなかったテープ・ボリュームを使用する必要があるリストア・リクエストが失敗したかどうかを判断する場合に使用できます。また、このパラメータは、複数のオフサイトの場所で複数のコピーを使用できる場合に、リストア操作のためにリコールするボリュームを特定するために、ボリューム・クローニング機能で使用することも可能です。


	locationname
	
保管場所の名前。




	
注意:

allは予約語であるため、場所の名前として使用できません。



















chmf


用途

chmfコマンドは、メディア・ファミリの属性を変更する場合に使用します。メディア・ファミリとは、バックアップ・ボリュームの、名前付きの分類です。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「メディア・ファミリ用コマンド」を参照してください。











前提条件

chmfコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





使用方法

メディア・ファミリの属性は、ボリュームの作成時に、メディア・ファミリ内のボリュームに適用されます。メディア・ファミリ属性は、ボリュームの属性の一部になります。最初にデータがボリュームに書き込まれた後は、ボリュームを再書込みする場合を除いて、ボリューム属性は変更できません。メディア・ファミリ属性を変更しても、その変更内容はこのファミリに作成済のボリュームには適用されません。

Oracle Secure Backupには、RMAN-DEFAULTという名前のコンテンツ管理されたデフォルトのメディア・ファミリが付属しています。このメディア・ファミリは削除も名前変更もできませんが、次を除くオプションはリセットできます。

	
--writewindow


	
--retain


	
--contentmanaged








構文


chmf::=


chmf [ --writewindow/-w duration ] [ --retain/-r duration ]
[ [ --vidunique/-u ] | [ --vidfile/-F vid-pathname ] |
  [ --viddefault/-d  | [ --vidfamily/-f media-family-name ] ]
[ [ --inputcomment/-i ] | [ --comment/-c comment ] ]
[ --contentmanaged/-C ] [ --append/-a ] [ --noappend/-A ]
[ --rotationpolicy/-R policyname ] 
[ --duplicationpolicy/-D policyname ]
[ --acsscratchid/-d acsscratch_id ]
media-family-name...





意味

ここに記載されていないオプションについては、「mkmf」を参照してください。

	--inputcomment/-i
	
メディア・ファミリに対するコメントの入力(オプション)を可能にします。chmf --inputcommentを実行すると、コメントの入力を要求するプロンプトが表示されます。コメントを終了するには、その行にピリオド(.)を付けます。


	--comment/-c comment
	
メディア・ファミリに関して保存する情報を指定します。commentに空白を含める場合は、テキストを引用符で囲みます。


	--rotationpolicy/-R
	
メディア・ファミリに対するローテーション・ポリシーを指定します。

ローテーション・ポリシーを消去するには、ポリシー名に空の文字列("")を指定します。


	--duplicationpolicy/-D
	
メディア・ファミリに対する複製ポリシーを指定します。

複製ポリシーを削除するには、ポリシー名に空の文字列を指定します。


	--acsscratchid/-d acsscratch_id
	
ACSLSライブラリの場合、ボリュームを取得するスクラッチ・プールIDを定義します。ACSLS以外のライブラリの場合、このオプションは影響しません。ボリュームのラベル付けが解除されている場合、ラベル付けが解除されたときに属していたメディア・ファミリによって定義されているスクラッチ・プールIDに戻されます。

ボリュームがスクラッチ・プールから取得されて最初にラベル付けされると、ボリュームの事前ラベル付け時に生成されるのと同じ永続メディア・ファミリを取得します。


	media-family-name
	
変更するメディア・ファミリの名前を指定します。








例


例2-24 メディア・ファミリのプロパティの変更

この例では、full_bkupという名前の時間管理されたメディア・ファミリを作成します。ボリューム内のボリューム用書込みウィンドウは7日です。保存期間は28日間であるため、メディア・ファミリのボリュームはOracle Secure Backupによる最初の書込みから35日後に期限切れになります。そのため、例では保存期間を7日から10日に変更します。


ob> mkmf --vidunique --writewindow 7days --retain 28days full_bkup
ob> lsmf --long full_bkup
full_bkup:
    Write window:           7 days
    Keep volume set:        28 days
    Appendable:             yes
    Volume ID used:         unique to this media family
ob> chmf --writewindow 10days full_bkup
ob> lsmf --long full_bkup
full_bkup:
    Write window:           10 days
    Keep volume set:        28 days
    Appendable:             yes
    Volume ID used:         unique to this media family











chpni


用途

chpniコマンドは、ホストに設定された優先ネットワーク・インタフェース(PNI)の構成を変更する場合に使用します。PNIを初めて構成する場合は、mkpniコマンドを使用します。特定のホストには複数のPNIを設定できます。





前提条件

chpniコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権が必要です。





使用方法

chpniコマンドを使用する場合は、ホストのIPアドレス以外にも、オプション--client/-c、--addclient/-aまたは--rmclient/-rのいずれかを指定する必要があります。





構文


chpni::=


chpni --interface/-i server-ipname
{[--client/-c client-hostname [,client-hostname] ...] 
 [--addclient/-a client-hostname [,client-hostname] ...]
 [--rmclient/-r client-hostname [,client-hostname] ...] }
server-hostname





意味

	--interface/-i server-ipname
	
指定したクライアントが、server-hostnameで指定したサーバーと通信を行うときに使用する必要のあるIPアドレスまたはDNSホスト名を指定します。

Oracle Secure Backupは、IPv6をサポートするすべてのプラットフォームでInternet Protocol v4(IPv4)、Internet Protocol v6(IPv6)およびIPv4とIPv6の混合環境をサポートします。


	--client/-c client-hostname [,client-hostname] ...
	
server-hostnameと通信する際にserver-ipnameを使用する1人以上のクライアントを指定します。client-hostnameには、サーバーから見えるクライアントのホスト名またはインターネット・アドレスを指定します。ホスト名はmkpniコマンドで作成したホスト名である必要があります。


	--addclient/-a client-hostname [,client-hostname] ...
	
ホスト用に構成されたPNIのリストにクライアントを追加します。


	--rmclient/-r client-hostname [,client-hostname]...
	
ホスト用に構成されたPNIのリストからクライアントを削除します。


	server-hostname
	
サーバー・ホストの名前を指定します。








例


例2-25 ホスト用のPNIの追加

この例では、ホストbrhost3がサーバーbrhost2と通信する際は、必ずIPアドレス192.0.2.1を使用するように指定するPNIを追加しています。この例では、brhost2にはすでにPNIが存在し、そのPNIにクライアントbrhost1のエントリが含まれています。


ob> chpni --interface 192.0.2.1 --addclient brhost3 brhost2
ob> lspni
brhost2:
    PNI1:
       interface:         192.0.2.1
       clients:           brhost1, brhost3












chrot


用途

ローテーション・ポリシーの設定を変更します。




	
関連項目:

	
関連コマンドについては、「ローテーション・ポリシー用コマンド」を参照してください。


	
rotationruleの詳細は、「mkrot」を参照してください。
















前提条件

chrotコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


chrot::=


chrot
[ --comment/-c commentstring | --inputcomment/-i commentstring ]
[ --rule/-u rotationrule[, rotationrule...] ]
[ --addrule/-A rotationrule [, rotationrule...] ]
[ --rmrule/-R rotationrule [, rotationrule...] ]
[ --chrule/-h rotationrule [, rotationrule...] ]
[ --position/-p n ]
policyname...





意味

	--comment/-c commentstring
	
ローテーション・ポリシーについての説明的なコメントを指定します。--commentまたは--inputcommentのいずれかを指定できますが、両方を指定することはできません。


	--inputcomment/-i
	
コメントの入力(オプション)を可能にします。chrot --inputcommentを実行すると、コメントの入力を要求するプロンプトが表示されます。コメントを終了するには、その行にピリオド(.)を付けます。--commentまたは--inputcommentのいずれかを指定できますが、両方を指定することはできません。


	--rule/-u rotationrule
	
このローテーション・ポリシーについて置換用ローテーション・ルールを指定します。

chrotコマンドに--ruleを指定すると、指定された--positionのローテーション・ルールが(新しい場所の)新しいルールに置き換えられます。--ruleを--positionとともに使用する場合、指定できるルールは1つのみです。--positionを指定しない場合は、このポリシーに定義されているローテーション・ルールはすべて指定されたルールに置き換えられます。


	--addrule/-A rotationrule
	
指定されたローテーション・ルールを、このローテーション・ポリシーのルール・セットに追加します。


	--rmrule/-R rotationrule
	
指定されたrotationruleを、このローテーション・ポリシーのルール・セットから削除します。

--rmruleを使用して既存のrotationruleをローテーション・ポリシーから削除する場合、場所のみが必須です。rotationruleのeventまたはduration部分を指定し、指定された場所の既存ルールに定義されているものと一致しない場合は、エラー・メッセージが表示されます。


	--chrule/-h
	
ローテーション・ポリシーの既存ルールに関連付けられた属性を変更します。--chruleオプションに指定されたローテーション・ルールのlocationフィールドは、指定されたローテーション・ポリシーのすべてのローテーション・ルールと比較されます。一致するルールについて、既存のローテーション・ルールのeventおよびdurationフィールドが--chruleオプションに指定されたローテーション・ルールのeventおよびdurationフィールドで置き換えられます。


	--position/-p n
	
--position値は、rotationruleがローテーション・ポリシー内の場所/期間のタプルの既存リストに追加される特定のポイントを指定します。位置には1から順に番号が付けられます。ローテーション・ルールのタプルは、nで指定された位置のタプルの直前に挿入されます。たとえば、n=1の場合、タプルはリストの1番目のタプルの前に挿入されます。n=2の場合、タプルは1番目と2番のタプルの間に、というように挿入されます。--positionパラメータを指定しない場合、場所/期間のタプルは既存リストの後に挿入されます。


	policyname
	
ローテーション・ポリシーの名前を1から31文字で指定します。








例


例2-26 ローテーション・ポリシー内のルールの変更

この例では、--ruleを--positionとともに使用して、ローテーション・ルール2を置き換え、それをもう一度置き換えます(ルール1はそのまま)。


ob> lsrot --long rp1
rp1:
    Rotation rule 1:        * : firstwrite : 2 seconds
    Rotation rule 2:        vault : arrival : 1 day
    UUID:                   f7d61560-2d53-102c-8bcf-00163e38b3e7
ob> chrot --rule imvault:arrival:1day --position 2 rp1
ob> lsrot --long rp1
rp1:
    Rotation rule 1:        * : firstwrite : 2 seconds
    Rotation rule 2:        imvault : arrival : 1 day
    UUID:                   f7d61560-2d53-102c-8bcf-00163e38b3e7
ob> chrot --rule Media_Recycle_Bin:arrival --position 2 rp1
ob> lsrot --long rp1
rp1:
    Rotation rule 1:        * : firstwrite : 2 seconds
    Rotation rule 2:        Media_Recycle_Bin : arrival : disabled
    UUID:                   f7d61560-2d53-102c-8bcf-00163e38b3e7












chsched


用途

chschedコマンドは、既存のバックアップ・スケジュール、ボリューム複製スキャンまたはボールティング・スキャンのスケジュールを変更する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「スケジュール用コマンド」を参照してください。











前提条件

chschedコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文1

既存のバックアップ・スケジュールを変更する場合は、次の構文を使用します。


chsched::=


chsched 
[ --dataset/-D dataset-name[,dataset-name]... ]
[ --adddataset/-A dataset-name[,dataset-name]... ]
[ --rmdataset/-R dataset-name[,dataset-name]... ]
[ --comment/-c comment | --inputcomment/-i ]
[ --priority/-p schedule-priority ]
[ --enabled/-z ] [ --disabled/-Z ]
[ --encryption/-e { yes | no } ]
[ --restrict/-r restriction[,restriction]... ]
[ --addrestrict/-E restriction[,restriction]... ]
[ --rmrestrict/-T restriction[,restriction]... ]
[ [ --addtrigger/-a ] |
  [ --chtrigger/-h trigger-number[,trigger-number]...] |
  [ --rmtrigger/-m trigger-number[,trigger-number]...] ]
[ [ --day/-d day-date ] [ --time/-t time ]
  [ --level/-l backup-level ] [ --family/-f media-family-name ]
  [ --expires/-x duration ] ]...
schedulename...





意味1

ここに記載されていないオプションについては、mkschedコマンドを参照してください。

	--dataset/-D dataset-name
	
バックアップ・ジョブに含めるデータセットを指定します。


	--adddataset/-A dataset-name
	
現行スケジュールにデータセットを追加します。


	--rmdataset/-R dataset-name
	
現行スケジュールからデータセットを削除します。


	--enabled/-z
	
バックアップ・スケジュールを有効にするかどうかを指定します。このオプションを使用すると、以前に無効にしたバックアップ・スケジュールを再起動することができます。


	--disabled/-Z
	
ボールティング・スキャン・スケジュールを無効にするかどうかを指定します。このオプションを使用すると、バックアップ・スケジュールを削除することなく一時停止することができます。このオプションは、ホストのサービスを一時的に停止する必要があるときに有用です。


	--encryption/-e
	
バックアップ・スケジュールまたはバックアップ・ジョブに対する暗号化フラグを指定します。有効な値は次のとおりです。

	
yes

これらのスケジュール済ジョブのバックアップは、グローバルまたはホスト固有の暗号化ポリシーの設定に関係なく、常に暗号化されます。


	
no

これがデフォルトです。

グローバルとホスト固有の両方の暗号化ポリシーがallowedに設定されている場合、これらのジョブに対して作成されるバックアップは暗号化されません。

グローバル暗号化ポリシーまたはホスト固有の暗号化ポリシーのいずれかがrequiredに設定されている場合、ポリシーがこの設定に優先し、バックアップは常に暗号化されます。暗号化アルゴリズムおよびキーは各クライアント・ホストのポリシーによって決まります。





	--addrestrict/-E restriction
	
バックアップで使用されるテープ・ドライブを新しく追加します。restrictionプレースホルダの詳細は、「restriction」を参照してください。


	--rmrestrict/-T restriction
	
スケジュールから制限を削除します。restrictionプレースホルダの詳細は、「restriction」を参照してください。


	--addtrigger/-a
	
スケジュールにトリガーを追加します。トリガーは、スケジュール済バックアップを実行する時間周期または時間セットをユーザー定義したものです。トリガーを追加するときは、--dayオプションを指定する必要があります。--dayを指定して時間を指定しない場合は、時間はデフォルトで00:00に設定されます。


	--chtrigger/-h trigger-number
	
スケジュールに含まれる指定のトリガーが編集されます。トリガー番号を取得するには、lsschedコマンドで--longオプションを指定します。


	--rmtrigger/-m trigger-number
	
スケジュールからトリガーを削除します。トリガー番号を取得するには、lsschedコマンドで--longオプションを指定します。


	schedulename
	
スケジュールの名前を指定します。








構文2

既存のボールティング・スキャン・スケジュールを変更する場合は、次の構文を使用します。


chsched::=


chsched 
[ --comment/-c comment | --inputcomment/-i ]
[ --priority/-p schedule-priority ]
[ --enabled/-z ] [ --disabled/-Z ]
[ --location/-L locationname[,locationname]... ]
[ --addlocation/-O locationname[,locationname]... ]
[ --rmlocation/-C locationname[,locationname]... ]
[ --restrict/-r vault_restriction[,vault_restriction ] ]
[ --addrestrict/-E vault_restriction[,vault_restriction ] ]
[ --rmrestrict/-T vault_restriction[,vault_restriction ] ]
[ --select/-S select_criterion[,select_criterion] ]
[ --addselect/-P select_criterion[,select_criterion] ]
[ --rmselect/-U select_criterion[,select_criterion] ]
[ [ --addtrigger/-a ] |
  [ --chtrigger/-h trigger-number[,trigger-number]... ] |
  [ --rmtrigger/-m trigger-number[,trigger-number]... ] ]
  [ [ --day/-d day-date ][ --time/-t time ][ --expires/-x duration ] ]... 
schedulename...





意味2

ここに記載されていないオプションについては、mkschedコマンドを参照してください。

	--enabled/-z
	
ボールティング・スキャン・スケジュールを有効にするかどうかを指定します。このオプションを使用すると、以前に無効にしたボールティング・スキャン・スケジュールを再起動することができます。


	--disabled/-Z
	
ボールティング・スキャン・スケジュールを無効にするかどうかを指定します。このオプションを使用すると、ボールティング・スキャン・スケジュールを削除することなく一時停止することができます。このオプションは、ホストのサービスを一時的に停止する必要があるときに有用です。


	--location/-L locationname[,locationname]…
	
ボールティング・スキャン・スケジュールに適用する、置換用の場所を指定します。現在スケジュールに定義されている場所のセット全体が置き換えられます。


	--addlocation/-O locationname[,locationname]…
	
1つまたは複数の場所をボールティング・スキャン・スケジュールに追加します。


	--rmlocation/-C locationname[,locationname]…
	
1つまたは複数の場所をボールティング・スキャン・スケジュールから除去します。




	
注意:

--location、--addlocationおよび--rmlocationオプションは、このリリースのボールティング・スキャン・スケジュールについては非推奨ですが、下位互換性のためにサポートされています。--restrict、--addrestrict、および--rmrestrictオプションを使用してボールティング・スキャンを特定の場所に制限することをお薦めします。








	--restrict/-r vault_restriction[,vault_restriction]...
	
ボールティング・スキャンを1つまたは複数の場所に制限します。場所は、次のどの書式でも設定できます。

	
location_name@cap_name

location_nameは、移動に適したボリュームのスキャン・ジョブの間にスキャンされる場所です。カートリッジ・アクセス・ポート(CAP)の名前は、場所がACSLSライブラリである場合にのみ指定することができます。


	
location_name

location_nameがACSLSライブラリで、CAP名が指定されている場合、Oracle Secure Backupは利用可能な最大CAPを選択します。


	
@cap_name

場所名が指定されていない場合、指定したCAPの場所がスキャンされます。この書式は、ACSLSライブラリにのみ適用されます。




ライブラリの取出しタイプが自動またはオンデマンドに設定されている場合、メディア移動ジョブの間、指定したCAPにボリュームがエクスポートされます。

現在スケジュールに定義されている場所のセット全体が置き換えられます。


	--addrestrict/-E vault_restriction[,vault_restriction]...
	
1つまたは複数の場所をボールティング・スキャン・スケジュールに追加します。場所は、--restrict option用にリストされたいずれの書式でも設定できます。


	--rmrestrict/-T vault_restriction[,vault_restriction]...
	
1つまたは複数の場所をボールティング・スキャン・スケジュールから除去します。場所は、--restrict option用にリストされたいずれの書式でも設定できます。


	--select/-S select_criterion[,select_criterion]...
	
ボールティング・スキャンを1つまたは複数のメディア・ファミリに制限します。現在スケジュールに定義されているメディア・ファミリのセット全体が置き換えられます。


	--addselect/-P select_criterion[,select_criterion]...
	
ボールティング・スキャンに1つまたは複数のメディア・ファミリを追加します。


	--rmselect/-U select_criterion[,select_criterion]...
	
ボールティング・スキャンから1つまたは複数のメディア・ファミリを削除します。


	--addtrigger/-a
	
スケジュールにトリガーを追加します。トリガーは、スケジュール済バックアップを実行する時間周期または時間セットをユーザー定義したものです。トリガーを追加するときは、--dayオプションを指定する必要があります。--dayを指定して時間を指定しない場合は、時間はデフォルトで00:00に設定されます。


	--chtrigger/-h trigger-number
	
スケジュールに含まれる指定のトリガーが編集されます。トリガー番号を取得するには、lsschedコマンドで--longオプションを指定します。


	--rmtrigger/-m trigger-number
	
スケジュールからトリガーを削除します。トリガー番号を取得するには、lsschedコマンドで--longオプションを指定します。


	schedulename
	
スケジュールの名前を指定します。








構文3

既存のボリューム複製スキャン・スケジュールを変更する場合は、次の構文を使用します。


chsched::=


chsched 
[ --comment/-c comment | --inputcomment/-i ]
[ --priority/-p schedule-priority ]
[ --enabled/-z ] [ --disabled/-Z ]
[ --location/-L locationname[,locationname]... ]
[ --addlocation/-O locationname[,locationname]... ]
[ --rmlocation/-C locationname[,locationname]... ]
[ [ --addtrigger/-a ] |
  [ --chtrigger/-h trigger-number[,trigger-number]... ] |
  [ --rmtrigger/-m trigger-number[,trigger-number]... ] ]
  [ [ --day/-d day-date ][ --time/-t time ][ --expires/-x duration ] ]... 
schedulename...





意味3

ここに記載されていないオプションについては、mkschedコマンドを参照してください。

	--enabled/-z
	
ボリューム複製スキャン・スケジュールを有効にするかどうかを指定します。このオプションを使用すると、以前に無効にしたボリューム複製スキャン・スケジュールを再起動することができます。


	--disabled/-Z
	
ボリューム複製スキャン・スケジュールを無効にするかどうかを指定します。このオプションを使用すると、ボリューム複製スキャン・スケジュールを削除することなく一時停止することができます。このオプションは、ホストのサービスを一時的に停止する必要があるときに有用です。


	--location/-L locationname
	
ボリューム複製スキャン・スケジュールに適用する、1つまたは複数の置換用の場所を指定します。現在スケジュールに定義されている場所のセット全体が置き換えられます。複製スキャン・スケジュールには、アクティブな場所のみを指定できます。


	--addlocation/-O locationname
	
1つまたは複数の場所をボリューム複製スキャン・スケジュールに追加します。複製スケジュールには、アクティブな場所のみを指定できます。


	--rmlocation/-C locationname
	
1つまたは複数の場所をボリューム複製スキャン・スケジュールから除去します。


	--addtrigger/-a
	
スケジュールにトリガーを追加します。トリガーは、スケジュール済バックアップを実行する時間周期または時間セットをユーザー定義したものです。トリガーを追加するときは、--dayオプションを指定する必要があります。--dayを指定して時間を指定しない場合は、時間はデフォルトで00:00に設定されます。


	--chtrigger/-h trigger-number
	
スケジュールに含まれる指定のトリガーが編集されます。トリガー番号を取得するには、lsschedコマンドで--longオプションを指定します。


	--rmtrigger/-m trigger-number
	
スケジュールからトリガーを削除します。トリガー番号を取得するには、lsschedコマンドで--longオプションを指定します。


	schedulename
	
スケジュールの名前を指定します。








例


例2-27 バックアップ・スケジュールの変更

例2-27は、毎週日曜日の午後9時に実行するようにスケジュールされた全体バックアップから始まります。最初のchschedコマンドでは、平日午前4時のトリガーを追加し、メディア・ファミリにfullを指定してバックアップの有効期限を30日後に設定しています。2番目のchschedコマンドでは、日曜日のトリガーを正午に実行するように変更しています。


ob> lssched --long
OSB-CATALOG-SCHED:
    Type:                   backup
    Dataset:                OSB-CATALOG-DS
    Priority:               50
    Encryption:             no
    Comment:                catalog backup schedule
full_backup:
    Type:                   backup
    Dataset:                datadir.ds
    Priority:               5
    Encryption:             yes
    Trigger 1:
        Day/date:           sundays
        At:                 21:00
        Backup level:       full
        Media family:       (null)
ob> chsched --addtrigger --day "mon tue wed thu fri" --family full --expires 
30days --time 04:00 full_backup
ob> lssched --long
OSB-CATALOG-SCHED:
    Type:                   backup
    Dataset:                OSB-CATALOG-DS
    Priority:               50
    Encryption:             no
    Comment:                catalog backup schedule
full_backup:
    Type:                   backup
    Dataset:                datadir.ds
    Priority:               5
    Encryption:             yes
    Trigger 1:
        Day/date:           sundays
        At:                 21:00
        Backup level:       full
        Media family:       (null)
    Trigger 2:
        Day/date:           weekdays
        At:                 04:00
        Backup level:       full
        Media family:       full
        Expires after:      30 days
ob> chsched --chtrigger 1 --time 12:00 full_backup
ob> lssched --long
OSB-CATALOG-SCHED:
    Type:                   backup
    Dataset:                OSB-CATALOG-DS
    Priority:               50
    Encryption:             no
    Comment:                catalog backup schedule
full_backup:
    Type:                   backup
    Dataset:                datadir.ds
    Priority:               5
    Encryption:             yes
    Trigger 1:
        Day/date:           sundays
        At:                 12:00
        Backup level:       full
        Media family:       (null)
    Trigger 2:
        Day/date:           weekdays
        At:                 04:00
        Backup level:       full
        Media family:       full
        Expires after:      30 days 












chssel


用途

chsselコマンドは、以前mksselコマンドで作成したデータベース・バックアップ記憶域セレクタを変更する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「データベース・バックアップ記憶域セレクタ用コマンド」を参照してください。











前提条件

chsselコマンドを実行するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


構文


chssel::=


chssel  
[ --dbname/-d { * | dbname[,dbname]...} ]
[ --adddbname/-D { * | dbname[,dbname]...} ]
[ --rmdbname/-E dbname[,dbname]... ]
[ --dbic/-i { * | dbid[,dbid]... } ]
[ --adddbid/-I { * |dbid[,dbid }... } ]
[ --rmdbid/-J { * | dbid[,dbid]... } ]
[ --host/-h { * | hostname[,hostname]... } ]
[ --addhost/-H { * | hostname[,hostname]... } ]
[ --rmhost/-K { * | hostname[,hostname]... } ]
[ --content/-c { * | content[,content]... } ]
[ --addcontent/-C { * | content[,content]... } ]
[ --rmcontent/-F { * |content[,content]... } ]
[ --restrict/-r restriction[,restriction]... ]
[ --addrestrict/-R restriction[,restriction]... ]
[ --rmrestrict/-S restriction[,restriction]... ]
[ --copynum/-n { * | 1 | 2 | 3 | 4 } ]
[ --family/-f media_family ]
[ --waittime/-w duration ]
[ --encryption/-e {off|on|forcedoff|swencryption}]
sselname...





意味

	--dbname/-d dbname
	
記憶域セレクタの現行データベース名を、指定したdbname値に置き換えます。


	--adddbname/-D dbname
	
現在記憶域セレクタに関連付けられているデータベースに、指定したdbname値を追加します。


	--rmdbname/-E dbname
	
現在記憶域セレクタに関連付けられているデータベースから、指定したdbname値を削除します。


	--dbid/-i dbid
	
記憶域セレクタの現行データベースID(DBID)を、指定したdbid値に置き換えます。


	--adddbid/-I dbid
	
現在記憶域セレクタに関連付けられているDBIDに、指定したdbid値を追加します。


	--rmdbid/-J dbid
	
指定したDBIDを記憶域セレクタから削除します。


	--host/-h hostname
	
記憶域セレクタの現行ホストを、指定したhostname値に置き換えます。


	--addhost/-H hostname
	
現在記憶域セレクタに関連付けられているホストに、指定したhostname値を追加します。


	--rmhost/-K hostname
	
現在記憶域セレクタに関連付けられているホストから、指定したhostname値を削除します。


	--content/-c content
	
記憶域セレクタの現行コンテンツ・タイプを、指定したコンテンツ・タイプに置き換えます。contentプレースホルダの詳細は、「content」を参照してください。


	--addcontent/-C content
	
現在記憶域セレクタに関連付けられているコンテンツ・タイプに、指定したコンテンツ・タイプを追加します。


	--rmcontent/-F content
	
現在記憶域セレクタに関連付けられているコンテンツ・タイプから、指定したコンテンツ・タイプを削除します。


	--restrict/-r restriction
	
記憶域セレクタの現行テープ・デバイス制限を、指定したrestriction値に置き換えます。restrictionプレースホルダの詳細は、「restriction」を参照してください。


	--addrestrict/-R restriction
	
指定したrestriction値を記憶域セレクタに追加します。


	--rmrestrict/-S restriction
	
指定したrestriction値を記憶域セレクタから削除します。


	--copynumber/-n * | 1 | 2 | 3 | 4
	
この記憶域セレクタが適用されるコピー番号を指定します。コピー番号は1から4の整数である必要があります。アスタリスク(*)を指定すると、記憶域セレクタが任意のコピー番号に適用されます。


	--family/-f media-family
	
記憶域セレクタの現行メディア・ファミリを、指定したファミリに置き換えます。メディア・ファミリは、mkmfコマンドで作成します。


	--waittime/-w duration
	
記憶域セレクタの現行のリソース可用性時間を、指定した期間に置き換えます。durationプレースホルダの詳細は、「duration」を参照してください。


	--encryption/-e {off | on | forcedoff | swencryption}
	
バックアップを暗号化するかどうかを指定します。いずれの場合でも、データがRMANによってすでに暗号化されている場合、Oracle Secure Backupはそれ以上の暗号化を実行しません。次の暗号化オプションのいずれかを設定します。

	
ON: RMANによってすでに暗号化されている場合を除き、バックアップ・データは暗号化されます。


	
OFF: ホストまたはグローバル・ポリシーがrequiredに設定されている場合を除き、バックアップ・データは暗号化されません。OFFは、暗号化の値を指定しないことと同じです。


	
FORCEDOFF: データベース・バックアップは暗号化されず、ホスト固有の暗号化設定はすべて無視されます。FORCEDOFFの設定はRMANに影響しないので、RMANでは引き続きバックアップ・データを暗号化できます。


	
SWENCRYPTION: ハードウェア暗号化ではなくソフトウェア暗号化が使用されます。このオプションは、状況によってハードウェア暗号化を使用しない場合に備えて提供されています。







	
注意:

encryptionオプションを使用できるのは、Oracle Secure Backup 10.3.0.2.0以降のみです。








	sselname
	
変更する記憶域セレクタの名前を1つ以上指定します。








例


例2-28 データベース・バックアップ記憶域セレクタへのコンテンツ・タイプの追加

この例では、データベース全体をバックアップするよう指定するバックアップ記憶域セレクタssel_fullを作成します。この例では、さらに、記憶域セレクタを変更してアーカイブREDOログを含めるようにします。


ob> mkssel --dbid 1557615826 --host brhost2 --content full --family f1 ssel_full
ob> lsssel --long
 
ssel_full:
    Content:             full
    Databases:           [all]
    Database ID:         1557615826
    Host:                brhost2
    Restrictions:        [none]
    Copy number:         [any]
    Media family:        f1
    Resource wait time:  1 hour
    UUID:                b5774d9e-92d2-1027-bc96-000cf1d9be50
ob> chssel --addcontent archivelog ssel_full
ob> lsssel --long
 
ssel_full:
    Contents:            archivelog, full
    Databases:           [all]
    Database ID:         1557615826
    Host:                brhost2
    Restrictions:        [none]
    Copy number:         [any]
    Media family:        f1
    Resource wait time:  1 hour
    UUID:                b5774d9e-92d2-1027-bc96-000cf1d9be50












chsum


用途

chsumコマンドは、ジョブ・サマリー・スケジュールを変更する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「サマリー用コマンド」を参照してください。











前提条件

chsumコマンドを実行するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


chsum::=


chsum 
  [ --days/-d produce-days[,produce-days]... ]
  [ --reporttime/-t time ]
  [ --mailto/-m email-target[,email-target]... ]
  [ --addmailto/-a email-target[,email-target]... ]
  [ --rmmailto/-r email-target[,email-target]... ]
  [ --host/-h hostname[,hostname]... ]
  [ --addhost/-H hostname[,hostname]... ]
  [ --rmhost/-h hostname[,hostname]... ]
  [ [ --covers/-c duration ] | [ --since/-s "summary-start-day[ ]time" ] ]
  [ --backup/-B { yes | no } ]
  [ --restore/-R { yes | no } ]
  [ --orabackup/-b { yes | no } ] 
  [ --orarestore/-e { yes | no } ]
  [ --scheduled/-S { yes | no } ]
  [ --user/-U { yes | no } ]
  [ --subjobs/-J { yes | no } ]
  [ --superseded/-D { yes | no } ]
  [ --duplication/-P { yes | no } ]
  [ --catalog/-C { yes | no } ]
  [ --mediamovement/-M { yes | no } ]
  summary-name...





意味

ここに記載されていないオプションについては、「mksum」を参照してください。

	--addmailto/-a email-target[,email-target]
	
ジョブ・サマリー・スケジュールに電子メール・アドレスを追加します。


	--rmmailto/-r email-target[,email-target]
	
ジョブ・サマリー・スケジュールから電子メール・アドレスを削除します。


	--addhost/-H
	
このジョブ・サマリーの制限先となるホストのリストにホストを追加します。


	--rmhost/-K
	
このジョブ・サマリーの制限先となるホストのリストからホストを削除します。


	summary-name
	
ジョブ・サマリー・スケジュールの名前を指定します。








例


例2-29 ジョブ・サマリー・スケジュールの変更

この例では、ジョブ・サマリー・スケジュールweekly_reportを編集して、電子メールID jim@example.comを追加しています。また、ジョブ・サマリーの作成日を水曜日と金曜日に、レポートする時間を12時にそれぞれ変更します。







ob> lssum
weekly_report            Wed at 12:00
ob> chsum --addmailto jim@example.com --days Wed,Fri --reporttime 12:00 
weekly_report
ob> lssu --long
weekly_report:
    Produce on:              Wed Fri at 12:00
    Mail to:                 lance@example.com jim@example.com
    In the report, include:
        Backup jobs:             yes
        Restore jobs:            yes
        Scheduled jobs:          yes
        User jobs:               yes
        Subordinate jobs:        yes
        Superseded jobs:         no










chuser


用途

chuserコマンドは、Oracle Secure Backupユーザーの属性を変更する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「ユーザー用コマンド」を参照してください。











前提条件

自分を含むOracle Secure Backupユーザーの属性を変更する必要がある場合は、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。自分のパスワードおよび名前を変更するには、自分の名前およびパスワードの変更(modify own name and password)権を備えている必要があります。





構文


chuser::=


chuser [ --class/-c userclass ]
[ --password/-p password | --querypassword/-q ]
[ --unixname/-U unix-user ] [ --unixgroup/-G unix-group ]
[ --adddomain/-d { windows-domain | * },windows-account[,windows-password ] ]...
[ --rmdomain/-r { windows-domain | * } ] [ --ndmpuser/-N { yes | no } ]...
[ --email/-e emailaddr ] [ --givenname/-g givenname ]
[ --preauth/-h preauth-spec[,preauth-spec]... ]
[ --addpreauth/-H preauth-spec[,preauth-spec]... ]
[ --rmpreauth/-X preauth-spec[,preauth-spec]... ]
username...





意味

ここに記載されていないchuserのオプションについては、「mkuser」を参照してください。

	--password/-p password
	
Oracle Secure Backupユーザーが管理ドメインにログインする場合のパスワードを指定します。入力可能な文字列は最長16文字です。パスワードを指定しない場合、パスワードはNULLになります。

最短パスワード長は、minuserpasswordlenセキュリティ・ポリシーによって決まります。デフォルト値が0の場合、NULLパスワードが許されることになります。




	
関連項目:

「minuserpasswordlen」







パスワードは、コマンドラインまたはコマンド・スクリプトにクリアテキストで指定しないでください。セキュリティ上の脆弱性となります。Oracle Secure Backupユーザーにパスワードの入力を要求する方法をお薦めします。


	--adddomain/-d { windows-domain | * },windows-account,windows-password
	
ユーザー・アカウントにWindowsドメイン情報を追加します。ドメインがユーザー・オブジェクト内の既存のドメインと異なる場合は、--adddomainにより新たなドメインのエントリが追加されます。--adddomainのドメイン名がユーザー・オブジェクト内の既存のドメインと同じ場合は、--adddomainにより既存の情報が置き換えられます。詳細は、mkuserコマンドの--domainオプションを参照してください。例2-104では、Windowsドメインにユーザーを作成する方法について説明します。


	--rmdomain/-r {windows-domain | *}
	
Windowsドメインを削除します。


	--preauth/-h preauth-spec
	
指定ホスト上の指定オペレーティング・システム・ユーザーの指定Oracle Secure Backupユーザー・アイデンティティが認可されます。preauth-specプレースホルダの詳細は、「preauth-spec」を参照してください。

--preauthオプションを指定すると、既存の事前認可データが置き換えられます。空の文字列を指定すると(たとえば--preauth "")、Oracle Secure Backupユーザーの事前認可をリセットできます。


	--addpreauth/-H preauth-spec
	
事前認可オブジェクトが追加され、Oracle Secure Backupアクセスが事前認可されますが、既存の事前認可データは置き換えられません。管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain configuration)権を備えている場合にのみ、事前認可を追加できます。通常、adminクラスのOracle Secure Backupユーザーのみがこの権限を備えています。

preauth-specプレースホルダの詳細は、「preauth-spec」を参照してください。

Windowsアカウント名としてos-usernameを指定する場合は、Windowsドメイン名をワイルドカードまたは特定の名前で明示的に指定する必要があります。事前認可の重複は許可されません。複数の事前認可が同じホスト名、ユーザーIDおよびドメインを持つ場合は、重複です。


	--rmpreauth/-X preauth-spec
	
指定ホストまたは指定オペレーティング・システム・ユーザーから指定Oracle Secure Backupユーザーへの事前認可アクセスを削除します。事前認可属性は、指定されていても無視されます。preauth-specプレースホルダの詳細は、「preauth-spec」を参照してください。

管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain configuration)権を備えている場合にのみ、事前認可を削除できます。通常、adminクラスのOracle Secure Backupユーザーのみがこの権限を備えています。


	username
	
変更するOracle Secure Backupユーザーの名前を指定します。








例


例2-30 Oracle Secure Backupユーザーの変更

この例では、Oracle Secure Backupユーザーlashdownを作成し、このユーザーをoracleクラスに再割当てしてからこのユーザーに関する情報を表示します。


ob> mkuser bkpadmin --class admin --password "x45y" --givenname "lance" --unixname
bkpadmin --unixgroup "dba" --preauth osbsvr1:bkpadmin+rman+cmdline --ndmpuser no
--email bkpadmin@example.com
ob> chuser --class oracle bkpadmin
ob> lsuser --long bkpadmin
bkpadmin:
    Password:               (set)
    User class:             oracle
    Given name:             lance
    UNIX name:              bkpadmin
    UNIX group:             dba
    Windows domain/acct:    [none]
    NDMP server user:       no
    Email address:          bkpadmin@example.com
    UUID:                   5f437cd2-7a49-1027-8e8a-000cf1d9be50
    Preauthorized access:
        Hostname:           osbsvr1
        Username:           bkpadmin
        Windows domain:     [all]
        RMAN enabled:       yes
        Cmdline enabled:    yes












chvol


用途

ボリュームおよび現在の場所に適用されるローテーション・ポリシーなど、ボリュームの属性を変更する場合に使用します。




	
関連項目:

「ボリューム・ローテーション用コマンド」











前提条件

chvolコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





使用方法

Oracle Secure Backupボリューム・カタログ内の複数のボリュームに一致するボリュームIDを指定した場合、あるいは指定したボリュームがボリューム・セットに属している場合、どのボリューム(1つまたは複数)を修正したいのかを尋ねられます。

Oracle Secure Backupからの応答の書式は、検出されたあいまいさのタイプによって異なります。ボリュームVOL000001の有効期限を延長したいと仮定します。


obtool> chvol --retain forever -v VOL000001

Your selection matches the following volumes:
  Volume ID     Barcode   Created    
1 VOL000001     SF002463  01/11.04:24
2 VOL000001     SF004011  02/05.11:20
3 VOL000001     SF009774  02/23.01:31

Please select the volume(s) that you wish to modify: 1, 2, …, a(ll), n(one), or q(uit) [a]:


この最初の例では、ボリュームIDがVOL000001に一致する3つのボリュームが特定され、修正したいボリューム(1つまたは複数)を尋ねています。デフォルトはすべてのボリュームです。

別のボリュームVOL000001の有効期限を延長するには、次のようにします。


obtool> chvol --retain forever -v VOL000008

The volume VOL000008 belongs to a volume set with the following members:
  Volume ID     Barcode   Created    
  VOL000007     SF002463  01/11.04:24
  VOL000008     SF004011  01/11.05:32
  VOL000009     SF009774  01/11.07:13

Please select the volume(s) that you wish to modify: a(ll), n(one), or q(uit) [q]:


この2番目の例では、ボリューム・セットのメンバーであるVOL000008が特定され、そのボリュームのすべてを修正するのか、あるいは修正しないのかを尋ねています。ボリューム・セットの個々のメンバーを選択することはできません。デフォルトの選択肢は「quit」(終了)です。





構文


chvol::=


chvol
{ [ --rotationpolicy/-R policyname ] |
  [ --relocate/-M [ --nomovement/-n ] | 
  [ --force/-f ] --tolocation locationname |
  [ --missing/-g { yes | no } ] |
  [ --notintransit/-O ] }
[ --duplicationpolicy/-D duplication_policy ] 
[ --vsopt/-V { ignore | prompt | all } ]
[ --expiresat/-x date-time | --retain/-r duration ]
vol-spec [vol-spec]...





意味

	--rotationpolicy/-R policyname
	
ボリュームに割り当てられているローテーション・ポリシーをpolicynameに変更します。


	--relocate/-M --tolocation/-t locationname
	
指定された場所にボリュームを再配置します。

ボリュームは、ローテーション・ポリシーの場所からこのオプションで指定した別の場所に移動できます。指定された場所は、ボリュームに対して現在割り当てられているローテーション・ポリシーに属する必要があります。--rotationpolicyオプションは、ボリュームにローテーション・ポリシーを割り当てる場合に使用します。

現在同じ場所にある複数のボリュームに同じ場所を指定した場合、すべてのボリュームに対して1つのメディア移動ジョブが作成されます。ただし、複数のchvol --relocateコマンドで指定されたボリュームは、1つのメディア移動ジョブにマージされません。


	--relocate/-M --nomovement/-J --tolocation/-t locationname
	
再配置のためのメディア移動ジョブを作成せずに、指定された場所にボリュームを再配置します。指定された場所は、ボリュームに対して現在割り当てられているローテーション・ポリシーに属する必要があります。--rotationpolicyオプションは、ボリュームにローテーション・ポリシーを割り当てる場合に使用します。


	--relocate/-M --force/-f --tolocation/-t locationname
	
指定された場所にボリュームを再配置しますが、その場所は、ボリュームに対して現在割り当てられているローテーション・ポリシーに属している必要はありません。この場所がそのボリュームに対して想定される場所と一致しない場合、ボリュームは例外レポートに記載されます。


	--missing/-g {yes | no}
	
メディア移動ジョブがボリュームを移動しないようにボリュームを欠落としてマークするか(yes)、あるいは欠落なしとしてマークします(no)。


	--notintransit/-O
	
ボールトからロボットまでの移動が完了したものとしてボリュームをマークします。ボリュームの現在の場所が更新され、ボリュームのin-transitフラグがリセットされます。


	--duplicationpolicy/-R policyname
	
ボリュームに割り当てられている複製ポリシーをpolicynameに変更します。このオプションは、複製スキャンで以前に処理したボリュームには影響しません。--duplicationpolicy ""を指定すると、複製ポリシーはNULLに設定されます。


	--vsopt/-V [ignore | prompt | all]
	
指定したボリュームがボリューム・セットに属している場合に処理が行われます。

ignoreオプションにより、ボリューム・セットのメンバーシップは無視されて、選択したボリュームのみが変更されます。promptオプションにより、ボリューム・セット内のすべてのボリュームが表示され、変更する1つまたは複数のボリュームを選択するようにプロンプトが表示されます。allオプションにより、ボリューム・セットのすべてのメンバーに変更内容が適用されます。

デフォルトの動作は、ボリューム・セットのメンバーシップは無視されて、選択したボリュームのみが変更されます。


	--expiresat/-x date-time
	
指定したすべてのボリュームの有効期限をdate-timeに変更します。ただし、現在の有効期限よりも前の時刻に有効期限を再設定できない場合があるという制約を受けます。

date-timeプレースホルダの詳細は、「date-time」を参照してください。


	--retain/-r duration
	
各ボリュームの作成時間に継続期間を追加することにより、指定したすべてのボリュームの有効期限を変更します。ただし、現在の有効期限よりも前の時刻に有効期限を再設定できない場合があるという制約を受けます。

durationプレースホルダの詳細は、「duration」を参照してください。




	
注意:

--expiresat/-xおよび--retain/-rのオプションで生成された有効期限は、ボリューム・データベースに上書きされます。ボリュームの有効期限を変更しても物理テープ・ボリュームのデータには影響しません。








	vol-spec...
	
1つまたは複数のボリュームのボリュームIDまたはバーコード値。

vol-specプレースホルダの詳細は、「vol-spec」を参照してください。













clean


用途

cleanコマンドは、テープ・ドライブをクリーンアップする場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「ライブラリ用コマンド」を参照してください。











前提条件

cleanコマンドを使用するには、デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)権を備えている必要があります。





構文


clean::=


clean [ --drive/-D drivename ] [ --force/-f ] [ --use/-u se-spec ]





意味

	--drive/-D drivename
	
クリーンアップするテープ・ドライブの名前を指定します。テープ・ドライブ名を指定しない場合は、drive変数を設定する必要があります。


	--force/-f
	
Oracle Secure Backupに強制的にテープ・ドライブをクリーンアップさせます。テープ・ドライブにテープがロードされている場合、テープをアンロードしてクリーニング・テープをロードし、テープ・ドライブをクリーンアップしてから、当初テープ・ドライブにあったテープをリロードします。


	--use/-u se-spec
	
クリーニング・テープが入った記憶域要素の番号を指定します。このオプションを省略した場合は、mkdevコマンドに指定した--cleanemptiestオプションの設定に基づいたクリーニング・テープが選択されます。se-specプレースホルダの詳細は、「se-spec」を参照してください。








例


例2-31 テープ・ドライブのクリーンアップ

この例では、テープ・ライブラリlib1の要素4に未使用のクリーニング・テープを挿入することをOracle Secure Backupに通知します。要素4のクリーニング・テープを使用してテープ・ドライブtape1をクリーンアップします。


ob> insertvol --library lib1 clean --uses 0 --maxuses 3 4
ob> clean --drive tape1 --force --use 4












closedoor


用途

closedoorコマンドは、テープ・ライブラリのインポート/エクスポート・ドアを閉める場合に使用します。このコマンドが有効なのは、それがサポートされているライブラリに対してのみです。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「ライブラリ用コマンド」を参照してください。











前提条件

closedoorコマンドを使用するには、デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)権を備えている必要があります。





構文


closedoor::=


closedoor [ --library/-L libraryname ]





意味

	--library/-L libraryname
	
ドアを閉めるテープ・ライブラリの名前を指定します。ライブラリ名を指定しない場合は、library変数を設定する必要があります。








例


例2-32 ライブラリ・ドアの閉鎖

この例では、テープ・ライブラリlib1のドアを閉めます。


ob> closedoor --library lib1












ctldaemon


用途

ctldaemonコマンドは、Oracle Secure Backupデーモンの動作を制御する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「デーモン用コマンド」を参照してください。











前提条件

ctldaemonコマンドを実行するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文1

この構文は、スケジューリングを一時停止または再開する場合に使用します。


ctldaemon::=


ctldaemon --command/-c { suspend | resume }





構文2

この構文は、1つ以上のデーモンにコマンドを送信する場合に使用します。


ctldaemon::=


ctldaemon --command/-c { dump | reinitialize | debugon | debugoff } 
[ --host/-h hostname[,hostname]... ] [ daemon-id ]...





意味

	--command/-c
	
obscheduledデーモンを一時的に停止して後で再開できるようにします(構文1)。obscheduledは、トラブルシューティングの目的で一時停止できます。


	--command/-c
	
Oracle Secure Backupデーモンに制御コマンドを送信できるようにします(構文2)。表2-2に--command値をリストします。


表2-2 --commandの値

	値	意味
	
dump

	
内部状態情報をログ・ファイルにダンプするようにデーモンに指示します。


	
reinitialize

	
構成データを再度読み込むようデーモンに指示します。


	
debugon

	
ログ・ファイルに追加デバッグ情報を生成するようにデーモンに指示します。


	
debugoff

	
デバッグ・モードを取り消します。これがデフォルトの状態です。








	--host/-h hostname
	
デーモンが実行されているホストの名前を指定します。このオプションを省略した場合は、ローカル・ホストが想定されます。


	daemon-id
	
プロセスID(PID)またはサービス名のいずれかとしてOracle Secure Backupデーモンを指定します。可能なサービス名は、observiced、obscheduled、obrobotdおよびobixdです。








例


例2-33 obscheduledデーモンの一時停止

この例では、obscheduledデーモンが通常の状態かどうかを判定してから一時停止します。


ob> lsdaemon obscheduled
Process  Daemon/                        Listen
     ID  Service      State               port  Qualifier
   9436  obscheduled  normal             42130
ob> ctldaemon --command suspend
ob> lsdaemon obscheduled
Process  Daemon/                        Listen
     ID  Service      State               port  Qualifier
   9436  obscheduled  suspended          42130












discoverdev


用途

discoverdevコマンドは、ネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)を介して接続されたテープ・デバイスを検出する場合に使用します。また、このコマンドは、NDMP接続されたテープ・デバイスの構成の変更も検出します。discoverdevは、この情報に基づいて、管理ドメインのテープ・デバイス構成を自動的に更新します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「デバイス用コマンド」を参照してください。







Oracle Secure Backupでは、次の種類の変更を検出して対処します。

	
まだ構成されていないが使用されているテープ・デバイス。このような各テープ・デバイスに対して、Oracle Secure Backupでは、一時的に割り当てた名前を付けてテープ・デバイスを作成し、それに対するテープ・デバイスのアタッチメントを構成します。


	
以前に構成済で、それに対するアタッチメントが使用されているテープ・デバイス。Oracle Secure Backupでは、既存の各テープ・デバイスにアタッチメントを追加します。


	
以前に構成済で、それに対するアタッチメントがなくなったテープ・デバイス。Oracle Secure Backupは、各テープ・デバイスからアタッチメントを削除します。




Oracle Secure Backupは、オペレーティング・システムがレポートするシリアル番号を比較することで、同じテープ・デバイスに接続する複数のホストを検出します。また、検出されたテープ・デバイスにそのシリアル番号でアクセス可能かどうかの判別も行います。検出されたテープ・デバイスにシリアル番号でアクセス可能な場合は、オペレーティング・システムによって割り当てられた論理名ではなくシリアル番号を参照するよう、各テープ・デバイスのアタッチメントを構成します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「デバイス用コマンド」を参照してください。











前提条件

discoverdevコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


discoverdev::=


discoverdev { --host/-h hostname }... [ --quiet/-q ] [ --noupdate/-U ]
[ --missing/-m ] [ --verbose/-v ]





意味

	--host hostname
	
検出を行うホスト名を指定します。


	--quiet/-q
	
検出テープ・デバイスのステータスの表示が抑止されます。


	--noupdate/-U
	
検出中に見つかった変更がレポートされますが、構成の変更は行われません。


	--missing/-m
	
以前検出されたが現在は検出されなくなったテープ・デバイスがレポートされます。


	--verbose/-v
	
検出されたテープ・デバイスに関する詳細な出力が行われます。








例


例2-34 NDMPデバイスの検出

この例では、NDMPホストfiler_ethelに関するテープ・デバイスを検出します。


ob> lshost
filer_ethel      mediaserver,client                (via NDMP) in service
linux_admin      admin,mediaserver,client          (via OB)   in service
lucy             client                            (via NDMP) in service
nt_client        client                            (via OB)   in service
w2k              client                            (via OB)   in service
ob> discoverdev --verbose --host filer_ethel
Info: beginning device discovery for filer_ethel.
Info: connecting to filer_ethel
 
Info: devices found on filer_ethel:
   Info: ATL     1500            ...
      Info: mc3  attrs= [none]
         Info: WWN: [none]
         Info: SN:  PMC13A0007
   Info: Quantum SDLT220...
      Info: nrst7a  attrs= norewind raw
         Info: WWN: [none]
         Info: SN:  CXB45H1313
   Info: Quantum SDLT220...
      Info: nrst8a  attrs= norewind raw
         Info: WWN: [none]
         Info: SN:  PKB51H0286
 
   filer_ethel_mc3_2  (new library)
      WWN: [none]
      new attach-point on filer_ethel, rawname mc3
 
   filer_ethel_nrst7a_2  (new drive)
      WWN: [none]
      new attach-point on filer_ethel, rawname nrst7a
 
   filer_ethel_nrst8a_2  (new drive)
      WWN: [none]
      new attach-point on filer_ethel, rawname nrst8a












dumpdev


用途

dumpdevコマンドは、Oracle Secure Backupによってログ記録されたテープ・デバイス・エラーを表示する場合に使用します。

エラー・ログは、管理サーバーのOracle Secure Backupホームのadmin/log/deviceサブディレクトリ・パスにあります。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「デバイス用コマンド」を参照してください。











前提条件

dumpdevコマンドを使用するには、デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)権を備えている必要があります。





構文


dumpdev::=


dumpdev [ --since/-s date-time ] [ --clear/-c [ --nq ] [ --nd ] ]
{ --dumpfile/-f path... | devicename... }





意味

	--since/-s date-time
	
date-time以降に発生したエラーに表示を限定します。date-timeプレースホルダの詳細は、「date-time」を参照してください。


	--clear/-c
	
エラー・ログは表示後削除されます。各ログの削除前に確認を求められます。


	--nq
	
確認メッセージを表示しません。このオプションを指定しない場合、コマンドは確認メッセージを表示します。確認メッセージについては、「対話型モードでのコマンド実行」を参照してください。


	--nd
	
エラー・ログの表示が抑止されます。エラー・ログをクリアして表示しない場合に便利です。


	--dumpfile/-f path
	
ダンプするファイルのパス名を指定します。このオプションは、dumpdevでは通常見つからないファイルにテープ・デバイス・エラー・ログ・ファイルを保存している場合に使用すると便利です。


	devicename
	
devicenameに関するエラー・ログ・ファイルをダンプします。テープ・デバイス名の命名規則については、「devicename」を参照してください。








例


例2-35 テープ・ドライブのエラー・ログのダンプ

この例では、10h_tape1という名前のテープ・ドライブのエラー・ログをダンプします。


ob> dumpdev 10h_tape1
 
Oracle Secure Backup hardware error log for "10h_tape1", version 1
       EXABYTE EXB-85058SQANXR1, prom/firmware id 07J0, serial number 06667256
Tue Jan 10, 2008 at 16:52:26.354 (Eastern Daylight Time) devtype: 14
    obexec: mchamber-pc://./obt0, args to wst__exec: handle=0x0
       accessed via host mchamber-pc: Windows_NT 5.1
       op=16 (eod), buf=0x00, count=1 (0x1), parm=0x00
    cdb: 11 03 00 00 00 00 space, cnt=0 to eod
    sense data:
       70 00 03 FF FF FF FF 15 00 00 00 00 14 00 00 00
       00 00 03 00 00 00 02 56 D8 2A 03 00 00
          ec=0, sk=media err, asc=14, ascq=0
          error is: unrecoverable error
          flags: (none)
    returned status: code=unrecoverable error,
       resid=0 (0x0), checks=0x0 []












dupvol


用途

dupvolコマンドは、ボリュームをオンデマンドで複製する場合に使用します。

複製する場合、オリジナル・ボリュームの書込みウィンドウは閉じられます。ボリューム移行オプションを選択していないと、新規に作成された複製の書込みウィンドウも閉じられます。

複製するボリューム自体が複製である場合は、オンデマンド複製のオリジナル・ボリュームは複製するボリュームのオリジナル・ボリュームに設定されます。

オンデマンド複製ジョブが取り消されると、複製の作成はこれ以上行われず、オリジナル・ボリュームの書込みウィンドウが再度開かれます。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「オンデマンド複製用コマンド」を参照してください。











前提条件

複製を実行するには、テープ・ドライブが2つ必要です。dupvolコマンドを使用するには、デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)権を備えている必要があります。複製に使用される対象ボリュームのサイズは、ソース・ボリュームのサイズ以上でなければなりません。





使用方法

Oracle Secure Backupボリューム・カタログ内の複数のボリュームに一致するボリュームIDを指定した場合、どのボリューム(1つまたは複数)を複製したいのかを尋ねられます。1つまたは複数のボリュームまたはそのすべてを選択するか、あるいはいずれも選択しないことも可能です。デフォルトの選択肢はすべてのボリュームです。




	
関連項目:

ボリュームIDの一致を示す2つの例については、「chvol」を参照してください。











構文


dupvol::=


dupvol 
  { --family/-f media-family }
  [ --migrate/-m { yes | no }] [ --priority/-p schedule-priority ]
  [ --quiet/-q ][ --restrict/-r restriction[,restriction]... ]
  { --volume/-v vid }[ --tag/-t tag[,tag]... ]





意味

	--family/-f media-family
	
複製ボリュームの作成に使用するメディア・ファミリを指定します。指定する各メディア・ファミリは、オリジナル・ボリュームの保存モード(時間管理またはコンテンツ管理のいずれか)と一致する必要があります。


	--migrate/-m
	
ボリュームを移行する必要があるかどうかを指定します。このオプションをyesに設定すると、制限を1つのみ指定できます。オリジナル・ボリュームは期限切れとマークされます。移行処理で、1つのボリュームのみ作成されます。


	--priority/-p schedule-priority
	
スケジュール済の複製にOracle Secure Backupユーザーによって割り当てられる0(ゼロ)より大きい数値の優先度を指定します。この値より小さいほど、優先度が高いとみなされます。


	--quiet/-q
	
複製ジョブがスケジューラにディスパッチされたとき、ジョブIDまたはステータス情報が表示されません。


	--restrict/-r restriction
	
複製に使用可能な1つ以上のテープ・デバイスを識別する管理ドメインで、テープ・デバイス、ホスト、またはテープ・デバイス/ホストのペアを定義します。restrictionプレースホルダの詳細は、「restriction」を参照してください。

テープ・デバイス制限がない場合は、複製は最初に利用可能なテープ・デバイスで実行されます。制限は、テープ・デバイス名(mkdevまたはchdevによって割当て)として、またはテープ・デバイスのアタッチメントとして指定できます。


	--volume/-v vid
	
複製するボリュームを指定します。


	--tag/-t tag
	
ボリューム・タグ(バーコード)に基づいて複製するボリュームを指定します。













edds


用途

eddsコマンドは、既存のデータセット・ファイルを編集する場合に使用します。ファイルのコンテンツ全体を置き換えるには、次のいずれかの方法を使用します。

	
コマンドラインでの--input/-iオプションの使用。ファイルはコマンドラインに入力できます。


	
--input/-iの省略。これにより、デフォルトのエディタ・ウィンドウが開くので、データの入力と変更を行えます。エディタを終了すると変更が適用されます。デフォルトのエディタは、EDITOR環境変数によって定義されます。







	
関連項目:

関連コマンドについては、「データセット用コマンド」を参照してください。











前提条件

eddsコマンドを実行するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。


構文


edds::=


edds [ --nq ] [ --nocheck/-C ] [ --input/-i ] dataset-file-name





意味

	--nq
	
確認メッセージを表示しません。このオプションを指定しない場合、コマンドは確認メッセージを表示します。確認メッセージについては、「対話型モードでのコマンド実行」を参照してください。


	--nocheck/-C
	
データセット・ファイルの構文エラー・チェックを無効にします。


	--input/-i
	
データセット・ファイルのコンテンツ全体の入力または置換えを有効にします。


	dataset-file-name
	
データセット・ファイルの名前を指定します。dataset-file-nameプレースホルダの詳細は、「dataset-file-name」を参照してください。








例


例2-36 ファイルの構文のチェック

この例では、構文エラーのあるデータセット・ファイルを開き、そのコンテンツを異なる構文に置き換えてから構文をチェックします。


ob> catds badsyntax.ds
icnlude host brhost2
ob> edds --nq --input badsyntax.ds
Input the replacement dataset contents.  Terminate with an EOF or a line
containing just a dot (".").
include host brhost2
include path /home
.
ob> catds badsyntax.ds
include host brhost2
include path /home
ob> chkds badsyntax.ds












exit


用途

exitコマンドは、obtoolを終了する場合に使用します。このコマンドは、機能的にquitコマンドと同じです。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「その他のコマンド」を参照してください。











構文


quit::=


exit [ --force/-f ]





意味

	--force/-f
	
保留中のバックアップまたはリストア・リクエストがある場合でも、obtoolを終了します。--forceを指定するということは、保留中のバックアップまたはリストア・リクエストが失われるということです。

保留中のリクエストがあるときは、通常、obtoolを終了できません。スケジューラに保留リクエストを送信するには、backupまたはrestoreコマンドに--goオプションを指定します。








例


例2-37 obtoolの終了

この例では、バックアップ・ジョブが保留中のときに、--forceオプションを使用してobtoolを終了しています。


ob> backup --dataset fullbackup.ds
ob> exit
Error: one or more backup requests are pending.  Use "quit --force" to
       quit now, or send the requests to the scheduler with "backup --go".
ob> exit --force












exportvol


用途

exportvolコマンドは、1つ以上のボリュームを、テープ・ライブラリから削除するため、インポート/エクスポート・メカニズムに移動する場合に使用します。通常、複数のボリュームを一括でエクスポートします。このコマンドは、インポート/エクスポート・スロットのあるライブラリに対してのみサポートされます。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「ライブラリ用コマンド」を参照してください。











前提条件

exportvolコマンドを使用するには、デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)権を備えている必要があります。





構文1

ボリュームをテープ・ライブラリまたはスタンドアロン・テープ・ドライブからエクスポートする場合は、次の構文を使用します。


exportvol::=


exportvol [ --library/-L libraryname | --drive/-D drivename ]
{ vol-range | se-range }





意味1

ボリュームをテープ・ライブラリまたはスタンドアロン・テープ・ドライブからエクスポートする場合は、次の意味を使用します。

	--library/-L libraryname
	
ボリュームのエクスポート元となるテープ・ライブラリの名前を指定します。テープ・ライブラリを指定する場合、エクスポート対象の記憶域要素に対する制限はありません。リクエストを実行するために十分なほど、空きのインポート/エクスポート要素がない場合は、コマンドを完全に処理できなかったことがレポートされます。

--libraryまたは--driveを指定しない場合は、libraryまたはdrive変数の値が使用されます。テープ・ライブラリとテープ・ドライブのいずれの設定も取得できない場合は、警告が発行されます。


	--drive/-D drivename
	
ボリュームのエクスポート元となるテープ・ライブラリ内のテープ・ドライブの名前を指定します。テープ・ドライブを指定する場合は、すべての要素がテープ・ドライブの使用リストに含まれている必要があります。

--libraryまたは--driveを指定しない場合は、libraryまたはdrive変数の値が使用されます。テープ・ライブラリとテープ・ドライブのいずれの設定も取得できない場合は、警告が発行されます。


	vol-range
	
エクスポート対象のボリュームを指定します。vol-rangeプレースホルダの詳細は、「vol-range」を参照してください。


	se-range
	
エクスポートするボリュームを格納する記憶域要素を指定します。se-rangeプレースホルダの詳細は、「se-range」を参照してください。








構文2

ACSテープ・ライブラリからボリュームをエクスポートする場合は、次の構文を使用します。


exportvol::=


exportvol { vol-range | se-range } cap_devicename





意味2

ACSテープ・ライブラリからボリュームをエクスポートする場合は、次の意味を使用します。

エクスポート操作の終了後にボリュームをカートリッジ・アクセス・ポートから取り外すには、オペレータの手動操作が必要になります。このようなオペレータの手動操作が行われず、ポリシー設定のmaxacsidleejectwaittimeを超える時間が経過すると、取出し操作はキャンセルされ、カートリッジはカートリッジ・アクセス・ポートに残ったままになります。この期間が切れる前にすべてのボリュームがカートリッジ・アクセス・ポートに移動していないことが判明した場合は、maxacsejectwaittimeを増やします。

	vol-range
	
エクスポート対象のボリュームを指定します。vol-rangeプレースホルダの詳細は、「vol-range」を参照してください。


	se-range
	
エクスポートするボリュームを格納する記憶域要素を指定します。se-rangeプレースホルダの詳細は、「se-range」を参照してください。


	cap_devicename
	
このオプションは、ACSテープ・ライブラリからボリュームをエクスポートする場合にのみ使用できます。ボリュームのエクスポート先となるACSカートリッジ・アクセス・ポートを定義します。








例


例2-38 ボリュームのエクスポート

この例では、VOL000003ボリュームをエクスポートしています。サンプル出力はページに収まるようにあらかじめ折り返されています。


ob> lsvol --drive tape2 --long
Inventory of library lib2:
    in    mte:           vacant
  * in    1:             volume VOL000003, barcode DEV423, oid 111, 47711360 kb 
                         remaining
  * in    2:             vacant
  * in    3:             vacant
  * in    4:             vacant
    in    iee1:          vacant
    in    iee2:          vacant
    in    iee3:          vacant
    in    dte:           vacant
 
  *: in use list
ob> exportvol --library lib2 --volume VOL000003
ob> lsvol --drive tape2 --long
Inventory of library lib2:
    in    mte:           vacant
  * in    1:             vacant
  * in    2:             vacant
  * in    3:             vacant
  * in    4:             vacant
    in    iee1:          volume VOL000003, barcode DEV423, oid 111, 47711360 kb 
                         remaining, last se 1
    in    iee2:          vacant
    in    iee3:          vacant
    in    dte:           vacant
 
  *: in use list












extractvol


用途

extractvolコマンドは、指定したテープ・ライブラリから1つ以上のボリュームを手動で削除したか削除中であることを、Oracle Secure Backupに通知する場合に使用します。抽出するボリュームのソースを指定できます。

ボリュームの削除後にinventoryコマンドを発行する場合は、extractvolコマンドを使用する必要はありません。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「ライブラリ用コマンド」を参照してください。











前提条件

extractvolコマンドを使用するには、デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)権を備えている必要があります。





構文


extractvol::=


extractvol [ --library/-L libraryname | --drive/-D drivename ]
{ vol-range | se-range }





意味

	--library/-L libraryname
	
ボリュームを抽出するテープ・ライブラリの名前を指定します。

--libraryまたは--driveを指定しない場合は、libraryまたはdrive変数の値が使用されます。テープ・ライブラリとテープ・ドライブのいずれの設定も取得できない場合は、警告が発行されます。


	--drive/-D drivename
	
ボリュームを抽出するテープ・ライブラリのテープ・ドライブの名前を指定します。

--libraryまたは--driveを指定しない場合は、libraryまたはdrive変数の値が使用されます。テープ・ライブラリとテープ・ドライブのいずれの設定も取得できない場合は、警告が発行されます。


	vol-range
	
抽出するボリュームを指定します。vol-rangeプレースホルダの詳細は、「vol-range」を参照してください。ボリューム情報を表示する場合は、lsvolコマンドを実行します。


	se-range
	
ボリュームを抽出する記憶域要素の範囲を指定します。se-rangeプレースホルダの詳細は、「se-range」を参照してください。








例


例2-39 ボリュームの抽出

この例では、テープ・ライブラリlib1の記憶域要素1にあるボリュームが手動で削除されたことをOracle Secure Backupに通知しています。lsvolのサンプル出力は、ページに収まるようにあらかじめ折り返されています。


ob> lsvol --library lib1
Inventory of library lib1:
    in    1:             volume VOL000002, barcode ADE201, 47711424 kb remaining
    in    2:             volume VOL000001, barcode ADE203, 48359360 kb remaining
    in    dte:           volume RMAN-DEFAULT-000002, barcode ADE202, 47773408 kb 
                         remaining, content manages reuse, lastse 3
ob> extractvol --library lib1 1
ob> lsvol --library lib1
Inventory of library lib1:
    in    1:             vacant
    in    2:             volume VOL000001, barcode ADE201, 48359360 kb remaining
    in    dte:           volume RMAN-DEFAULT-000002, barcode ADE202, 47773408 kb 
                         remaining, content manages reuse, lastse 3












id


用途

idコマンドは、現在ログインしているOracle Secure Backupユーザーの名前を表示する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「その他のコマンド」を参照してください。











前提条件

idコマンドの実行には権限は不要です。





構文


id::=


id [ --long/-l ] 





意味

	--long/-l
	
Oracle Secure Backupユーザーとそのクラスが表示されます。デフォルトでは、idによってクラスのみが表示されます。








例


例2-40 現行ユーザーの表示

この例では、現行のOracle Secure Backupユーザー、ログアウト、別のOracle Secure Backupユーザーとしての再ログインが表示され、次に、現行のユーザー情報が表示されます。


ob> id --long
user: admin, class: admin
ob> lsuser
admin            admin
sbt              admin
tadmin           admin
ob> logout
% obtool
Oracle Secure Backup 10.4.0.3.0
login: sbt
ob> id
sbt












identifyvol


用途

identifyvolコマンドは、テープ・ドライブに指定のボリュームをロードし、そのボリューム・ラベルを読み取り、ボリュームを元の記憶域要素に戻す場合に使用します。

このコマンドが便利なのは、inventoryコマンドによってoccupiedなどの無効なボリューム状態が表示された場合や、有効なテープはあってもそのコンテンツが不明な場合です。テープが新しくないかラベル付けされていない場合は、identifyvolを使用してボリュームのコンテンツをインベントリに移入できます。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「ライブラリ用コマンド」を参照してください。











前提条件

identifyvolコマンドを使用するには、デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)権を備えている必要があります。





構文


identifyvol::=


identifyvol [ --drive/-D drivename ] [ --import/-i ] 
[ --obtaropt/-o obtar-option ]... [ se-range ]





意味

	--drive/-D drivename
	
ボリュームを確認するテープ・ドライブの名前を指定します。テープ・ドライブ名を指定しない場合は、drive変数を設定する必要があります。


	--import/-i
	
指定したボリュームの各バックアップ・イメージ・ラベルが読み取られます。デフォルトでは、identifyvolにより、ボリュームの最初のラベルのみが読み取られます。このオプションを指定すると、その他のドメインで生成されたテープに関する情報で、管理ドメイン内のボリューム・カタログを更新できます。

identifyvol --importでは、ボリュームのバックアップ・イメージのコンテンツはカタログに追加されませんが、すべてのファイル・セクションのバックアップ・イメージ・ラベルが表示されます。obtarでバックアップ・イメージのコンテンツをカタログに追加する方法は、例B-16「ファイルシステム・バックアップ・イメージのカタログへの追加」を参照してください。


	--obtaropt/-o obtar-option
	
ボリュームの読取り時にobtarに渡されるobtarオプションを指定します。たとえば、-Jを指定すると、デバッグ・モードが有効になり、バックアップおよびリストア記録に詳細が記述されます。obtarオプションの詳細は、「obtarのオプション」を参照してください。




	
注意:

obtool --importは、内部ではobtar --zzに変換されて実行されます。したがって、--importオプションを指定した場合、--obtaroptを使用してobtar -c、-xまたは-tモードで使用されるオプションを指定することはできません。








	se-range
	
確認するボリュームが入っている記憶域要素の範囲を指定します。se-rangeを省略した場合は、指定ドライブに現在ロードされているボリュームが確認されます。se-rangeプレースホルダの詳細は、「se-range」を参照してください。








例

この例では、記憶域要素1および3のボリュームをテープ・ドライブtape1にロードして確認します。


例2-41 ボリュームの確認


ob> lsvol --library lib1
Inventory of library lib1:
    in    1:             occupied
    in    3:             occupied
ob> identifyvol --drive tape1 1,3





例2-42 バックアップ・イメージ・ラベルの表示


ob> identifyvol --drive drv1 1,3
ob>
ob> identifyvol --import --drive drv1 1,3
Seq Volume              Volume  Archive      Client      Backup     Archive  Create
#   ID                  Tag     File Sect    Host        Level      Date & Time
1   RMAN-DEFAULT-000001 NNH024  1 1 D        localhost   0          2010/07/28 15:40:17
1   RMAN-DEFAULT-000001 NNH024  2 1 D        localhost   0          2010/07/28 15:51:04
1   RMAN-DEFAULT-000001 NNH024  3 1 D        localhost   0          2010/07/28 15:51:58
1   RMAN-DEFAULT-000001 NNH024  4 1 D        localhost   0          2010/07/28 16:15:42
End of volume set.
Seq Volume              Volume  Archive      Client      Backup     Archive  Create
#   ID                  Tag     File Sect    Host        Level      Date & Time
1   my-medfam-000002    000051  1 1          localhost   0          2010/07/28 16:31:31
End of volume set.












importvol


用途

importvolコマンドは、テープ・ライブラリのインポート/エクスポート装置から記憶域要素に1つ以上のボリュームを移動する場合に使用します。このコマンドは、インポート/エクスポート・スロットのあるライブラリに対してのみサポートされます。

importvolコマンドは、次の点でmovevolコマンドと異なります。

	
テープ・ライブラリ・マネージャによって、使用される移動先の記憶域要素が決定される。


	
テープ内容を移動中に確認できる。


	
1つのコマンドで複数のテープを移動できる。







	
関連項目:

関連コマンドについては、「ライブラリ用コマンド」を参照してください。











前提条件

importvolコマンドを使用するには、デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)権を備えている必要があります。





使用方法

importvolコマンドを受け取るライブラリに正常に機能する有効なバーコードがある場合、unlabeledオプションを指定することはできません。かわりに、インポートされるボリューム上のバーコードが読み取られて、ボリューム・データベース内での検索が試みられます。

データベース内で一致するレコードが見つかれば、そのレコードがターゲットの記憶域要素に関連付けられます。データベース内でバーコードが見つからなければ、スクラッチ・レコードが作成され、関連付けられたボリュームはunknownとマークされます。





構文


importvol::=


importvol [ --library/-L libraryname | --drive/-D drivename ]
[ --identify/-i | --import/-m | --unlabeled/-u ]
[ clean --uses/-U n --maxuses/-M n]
[ --obtaropt/-o obtar-option ]... 
iee-range





意味

	--library/-L libraryname
	
テープをインポートするテープ・ライブラリの名前を指定します。テープ・ライブラリを指定すると、テープ・ライブラリ内にあるすべての空の記憶域要素が有効な移動先となります。リクエストを実行できるだけの十分な移動先がない場合は、コマンドを完全に処理できなかったことがレポートされます。

--libraryまたは--driveを指定しない場合は、libraryまたはdrive変数の値が使用されます。テープ・ライブラリとテープ・ドライブのいずれの設定も取得できない場合は、警告が発行されます。


	--drive/-D drivename
	
テープをインポートするテープ・ライブラリのテープ・ドライブの名前を指定します。テープ・ドライブを指定すると、有効な移動先はテープ・ドライブの使用リスト内の記憶域要素のみに制限されます。

--libraryまたは--driveを指定しない場合は、libraryまたはdrive変数の値が使用されます。テープ・ライブラリとテープ・ドライブのいずれの設定も取得できない場合は、警告が発行されます。


	--identify/-i
	
各ボリュームのボリュームIDが読み取られます。このオプションは、identifyvolコマンドを実行することと同じです。このオプションでは、テープ・ドライブの指定が必要です。


	--import/-m
	
すべてのボリュームのバックアップ・イメージ・ラベルが読み取られます。このオプションは、別の管理ドメイン内のボリュームをインポートする場合に使用できます。このオプションでは、テープ・ドライブの指定が必要です。

このオプションは、テープに関する情報をボリュームおよびアーカイブ・カタログにインポートします。テープに保存されているバックアップ・メタデータをインポートするには、--obtaroptを-Gオプションとともに使用します。


	--unlabeled/-u
	
インポートするすべてのボリュームをラベル付け解除済としてマークします。このオプションは、--identifyまたは--importと組み合せて使用することはできません。

importvolコマンドを受け取るライブラリに正常に機能する有効なバーコード・リーダーがある場合、unlabeledオプションを使用することはできません。




	
注意:

このオプションでは、実際にはボリュームのラベル付けは解除されません。insertvol unlabeledコマンドと同じです。








	clean
	
指定されたテープをインポートし、クリーニング・テープとしてマークします。iee-rangeで指定されたiee要素にはクリーニング・テープが入っているものとみなされます。すべてのクリーニング・テープに同じuses値およびmaxuses値が割り当てられます。このオプションは、--usesおよび--maxusesオプションとともに使用する必要があります。


	--uses/-U n
	
「--uses/-u n」を参照してください。


	--maxuses/-M n
	
「--maxuses/-m m」を参照してください。


	--obtaropt/-o obtar-option
	
ボリュームの読取り時にobtarに渡されるobtarオプションを指定します。たとえば、-Jを指定すると、デバッグ・モードが有効になり、バックアップおよびリストア記録に詳細が記述されます。obtarオプションの詳細は、「obtarのオプション」を参照してください。このオプションは、--identifyおよび--importオプションと組み合せた指定のみ有効です。


	iee-range
	
インポート対象のボリュームが入っているインポート/エクスポート要素の範囲を指定します。iee-rangeの許容値は、「iee-range」を参照してください。








例


例2-43 ボリュームのインポート

この例では、インポート要素iee1、iee2およびiee3にあるボリュームをテープ・ライブラリlib2にインポートします。


ob> lsvol --long --library lib2
Inventory of library lib2:
    in    mte:           vacant
    in    1:             vacant
    in    2:             vacant
    in    3:             vacant
    in    4:             vacant
    in    iee1:          volume VOL000003, barcode DEV423, oid 111, 47711360 kb remaining, lastse 1
    in    iee2:          unlabeled, barcode DEV424, oid 114, lastse 1
    in    iee3:          unlabeled, barcode DEV425, oid 115, lastse 2
    in    dte:           vacant
ob> importvol --library lib2 iee1-3
ob> lsvol --long --library lib2
Inventory of library lib2:
    in    mte:           vacant
    in    1:             volume VOL000003, barcode DEV423, oid 111, 47711360 kb remaining
    in    2:             unlabeled, barcode DEV424, oid 114
    in    3:             unlabeled, barcode DEV425, oid 115
    in    4:             vacant
    in    iee1:          vacant
    in    iee2:          vacant
    in    iee3:          vacant
    in    dte:           vacant












insertvol


用途

insertvolコマンドは、テープ・ライブラリ内の指定の挿入先にボリュームを手動で挿入したことをOracle Secure Backupに通知し、挿入したボリュームのプロパティを指定する場合に使用します。Oracle Secure Backupにより、インベントリが、指定した情報で更新されます。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「ライブラリ用コマンド」を参照してください。











前提条件

insertvolコマンドを使用するには、デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)権を備えている必要があります。





使用方法

insertvolコマンドを受け取るライブラリに正常に機能する有効なバーコードがある場合、vol-specまたはunlabeledオプションを指定することはできません。かわりに、挿入されるボリューム上のバーコードが読み取られて、これを使用してボリューム・データベース内での検索が試みられます。

データベース内で一致するレコードが見つかれば、そのレコードがターゲットの記憶域要素に関連付けられます。データベース内でバーコードが見つからなければ、スクラッチ・レコードが作成され、関連付けられたボリュームはunknownとマークされます。





構文1

次の構文は、不明かまたはラベルがないボリュームやクリーニング・テープを挿入したことを指定する場合に使用します。


insertvol::=


insertvol [ --library/-L libraryname | --drive/-D drivename ]
{ unknown | unlabeled | clean --uses/-u n --maxuses/-m n }
se-range





意味1

	--library/-L libraryname
	
1つ以上のボリュームを挿入するテープ・ライブラリの名前を指定します。

--libraryまたは--driveを指定しない場合は、libraryまたはdrive変数の値が使用されます。テープ・ライブラリとテープ・ドライブのいずれの設定も取得できない場合は、警告が発行されます。


	--drive/-D drivename
	
1つ以上のボリュームを挿入するテープ・ライブラリにあるテープ・ドライブの名前を指定します。

--libraryまたは--driveを指定しない場合は、libraryまたはdrive変数の値が使用されます。テープ・ライブラリとテープ・ドライブのいずれの設定も取得できない場合は、警告が発行されます。


	unknown
	
挿入するボリュームのフォーマットが不明であることを示します。


	unlabeled
	
挿入するボリュームにラベルがないかまたはそのボリュームが新しいボリュームであることを示します。

insertvolコマンドを受け取るライブラリに正常に機能する有効なバーコード・リーダーがあり、メディア・ポリシーbarcodesrequiredがyesに設定されている場合、unlabeledオプションは使用できません。


	
	clean
	
挿入するボリュームがクリーニング・テープであることを示します。このオプションは、--usesや--maxusesオプションと組み合せて指定する必要があります。


	
	--uses/-u n
	
クリーニング・テープの使用された回数を指定します。


	
	--maxuses/-m m
	
クリーニング・テープを使用できる最大回数を指定します。クリーニング・テープの残りの使用回数は、--maxusesから--usesを差し引いた差です。


	se-range
	
ボリュームを挿入する記憶域要素の範囲を指定します。insertvolコマンドの実行前のターゲットの記憶域要素のインベントリ状態は、空である必要があります。lsvolコマンドを実行することで、記憶域要素が空であることを確認できます。

se-rangeプレースホルダの詳細は、「se-range」を参照してください。








構文2

次の構文は、既知かまたはラベル付きのボリュームを挿入したことを指定する場合に使用します。


insertvol::=


insertvol [ --library/-L libraryname | --drive/-D drivename ]
[ vol-spec ] se-spec





意味2

	vol-spec
	
挿入するボリュームのボリュームIDまたはバーコードを指定します。

insertvolコマンドを受け取るライブラリに正常に機能する有効なバーコード・リーダーがある場合、このオプションを使用することはできません。




	
関連項目:

vol-specプレースホルダの詳細は、「vol-spec」を参照してください。








	se-spec
	
ボリュームを挿入した記憶域要素を指定します。insertvolコマンドの実行前のターゲットの記憶域要素のインベントリ状態は、空である必要があります。lsvolコマンドを実行することで、記憶域要素が空であることを確認できます。




	
関連項目:

se-specプレースホルダの詳細は、「se-spec」を参照してください。







次のイベントの順序は必須です。

	
ターゲットの記憶域要素が現在空ではない場合、extractvolまたはmovevolを使用して空にします。


	
lsvolコマンドで、記憶域要素が空であると認識されることを確認します。確認されない場合は、inventoryコマンドを実行します。




	
関連項目:

	
「lsvol」


	
「inventory」













	
ボリュームを手動で挿入します。

この手順は必須です。insertvolコマンドは、挿入されるボリュームからバーコードを読み取る必要があり、それにはinsertvolコマンドの実行前にボリュームが存在する必要があるためです。


	
insertvolコマンドを即時実行します。











例


例2-44 Oracle Secure Backupへの手動によるボリューム挿入の通知

この例では、テープ・ライブラリlib1の記憶域要素2にクリーニング・テープを挿入したことをOracle Secure Backupに通知します。サンプル出力はページに収まるようにあらかじめ折り返されています。


ob> lsvol --library lib1 --long
Inventory of library lib1:
    in    mte:           vacant
    in    1:             volume VOL000001, barcode ADE201, oid 102, 48359360 kb 
                         remaining
    in    2:             vacant
    in    3:             volume RMAN-DEFAULT-000002, barcode ADE202, oid 112, 
                         47773408 kb remaining, content manages reuse
    in    4:             vacant
    in    iee1:          vacant
    in    iee2:          vacant
    in    iee3:          vacant
    in    dte:           vacant
ob> insertvol --library lib1 clean --uses 0 --maxuses 3 2
ob> lsvol --library lib1 --long
Inventory of library lib1:
    in    mte:           vacant
    in    1:             volume VOL000001, barcode ADE201, oid 102, 48359360 kb 
                         remaining
    in    2:             barcode ADE203, cleaning tape: 0 uses, 3 remaining
    in    3:             volume RMAN-DEFAULT-000002, barcode ADE202, oid 112, 
                         47773408 kb remaining, content manages reuse
    in    4:             vacant
    in    iee1:          vacant
    in    iee2:          vacant
    in    iee3:          vacant
    in    dte:           vacant












インベントリ


用途

inventoryコマンドは、テープ・ライブラリのコンテンツのスキャンを開始する場合に使用します。

Oracle Secure Backupでは、テープの移動や取外しのためのテープ・ライブラリ・ドアのオープンなど、手動アクションによるテープ・ライブラリの変更は、自動的に検出されません。inventoryコマンドはそのような状況で使用してテープ・ライブラリの変更を検出します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「ライブラリ用コマンド」を参照してください。











前提条件

inventoryコマンドを実行するには、デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)権を備えている必要があります。





構文


inventory::=


inventory [ --library/-L libraryname | --drive/-D drivename ]
[ --force/-f ][ se-range ]





意味

	--library/-L libraryname
	
インベントリを更新するテープ・ライブラリの名前を指定します。

--libraryまたは--driveを指定しない場合は、libraryまたはdrive変数の値が使用されます。テープ・ライブラリとテープ・ドライブのいずれの設定も取得できない場合は、警告が発行されます。


	--drive/-D drivename
	
インベントリを更新するテープ・ライブラリのテープ・ドライブの名前を指定します。

--libraryまたは--driveを指定しない場合は、libraryまたはdrive変数の値が使用されます。テープ・ライブラリとテープ・ドライブのいずれの設定も取得できない場合は、警告が発行されます。


	--force/-f
	
強制的にテープ・ライブラリの物理インベントリを実行します。テープ・ライブラリでは、キャッシュから読み取るのではなくすべてのテープ・ライブラリ要素を物理的にスキャンして、インベントリを更新します。


	se-range
	
インベントリの更新を記憶域要素の範囲に制限します。記憶域要素の範囲を指定しない場合、すべての記憶域要素がインベントリの更新に含まれます。




	
注意:

テープ・ライブラリがInitialize Element Status with Range (指定範囲の要素ステータスの初期化)操作をサポートしていない場合は、rangeオプションは無視され、全体のInitialization Element Status (要素ステータスの初期化)操作が行われます。







記憶域要素の範囲を指定しているかどうかにかかわらず、あらゆるデータ転送要素(DTE)とインポート/エクスポート要素(IEE)がインベントリの更新に含まれます。




	
関連項目:

se-rangeプレースホルダの詳細は、「se-range」を参照してください。














例


例2-45 バーコード・リーダーを備えたテープ・ライブラリのインベントリの取得

この例では、テープ・ライブラリlib1のインベントリ操作を強制的に実行します。サンプル出力はページに収まるようにあらかじめ折り返されています。


ob> inventory --library lib1 --force
ob> lsvol --library lib1
Inventory of library lib1:
  * in    2:             volume VOL000001, barcode ADE201, 38919872 kb remaining
    in    iee1:          volume VOL000002, barcode ADE203, 38273920 kb remaining, lastse 1
    in    dte:           volume RMAN-DEFAULT-000002, barcode ADE202, 38328224 kb remaining, content 
                         manages reuse, lastse 3
 
  *: in use list





例2-46 バーコード・リーダーを備えていないテープ・ライブラリのインベントリの取得

この例では、バーコード・リーダーを備えていないテープ・ライブラリのインベントリを表示します。

ライブラリlibはバーコード・リーダーを備えていません。ライブラリのインベントリ操作を強制的に実行した後で、いくつかのボリュームを記憶域要素1、2および3に手動で追加しています。lsvolコマンドを使用してライブラリ内のボリュームのリストを表示すると、次の出力が取得されます。


ob> lsvol -L lib
Inventory of library lib:
in 4: occupied
in 8: occupied
in 9: occupied
in 10: occupied


テープ・ライブラリlibでインベントリ操作を強制的に実行すると、新たに追加されたテープが記憶域要素に表示されます(次の出力を参照)。


ob> inv --force -L lib
ob> lsvol -L lib
Inventory of library lib:
in 1: occupied
in 2: occupied
in 3: occupied
in 4: occupied
in 8: occupied
in 9: occupied
in 10: occupied












labelvol


用途

labelvolコマンドは、選択したボリュームをロードし、各ボリュームにボリューム・ラベルを書き込む場合に使用します。




	
注意:

このコマンドにより、選択されたボリューム上の既存のデータはすべて消去されます。









Oracle Secure Backupでは、ボリューム・ラベルには通常ボリュームID(たとえばlev0-0001)とボリューム・タグ(バーコード)が含まれています。この2つの属性で一意にテープを識別します。通常、Oracle Secure Backupでは、テープへの最初の書込み時にボリューム・ラベルが作成されます。次のような場合は、ボリュームに手動でラベル付けする必要があります。

	
ボリュームにはバーコードがあるが、ボリュームがバーコード・リーダーのないテープ・ライブラリにある場合。この場合は、手動でOracle Secure Backupにバーコードを通知し、ボリューム・ラベルに正しく書き込まれるようにする必要があります。


	
特定のメディア・ファミリに使用する目的でボリュームを予約する場合。この場合、ボリュームに事前にラベル付けしておくと、その使用がメディア・ファミリに制限できます。







	
関連項目:

関連コマンドについては、「ライブラリ用コマンド」を参照してください。











前提条件

labelvolコマンドを使用するには、デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)権を備えている必要があります。





構文


labelvol::=


labelvol [ --drive/-D drivename ] [ --barcode/-b barcode ] 
[ --force/-f ] [ --obtaropt/-o obtar-option ]... [ se-range ]





意味

	--drive/-D drivename
	
ボリュームのラベル付けに使用するテープ・ドライブの名前を指定します。テープ・ドライブ名を指定しない場合は、drive変数を設定する必要があります。


	--barcode/-b barcode
	
ボリュームのバーコードを指定します。


	--force/-f
	
強制的にボリュームにラベル付けします。このオプションを付けてコマンドを実行すると、labelvolコマンドが機能しなくなる可能性のある条件はすべて無視されます。このオプションにより、有効なボリュームを上書きできます。また、現在、事前に必要とされているunlabelvolコマンドの実行ステップを省略して、手動による不正なバーコード・エントリを上書きできます。


	--obtaropt/-o obtar-option
	
obtarオプションを指定します。たとえば、-Jを指定すると、デバッグ・モードが有効になり、バックアップおよびリストア記録に詳細が記述されます。obtarオプションの詳細は、「obtarのオプション」を参照してください。


	se-range
	
ラベル付けするボリュームが搭載されている記憶域要素の範囲を指定します。このオプションを省略した場合は、現在指定テープ・ドライブにロードされているボリュームがラベル付けされます。se-rangeプレースホルダの詳細は、「se-range」を参照してください。








例


例2-47 ボリュームの手動によるラベル付け

この例では、テープ・ライブラリlib1の記憶域要素4にあるテープを、メディア・ファミリmf_incrが使用するように予約します。


ob> insertvol unlabeled --library lib1 4
ob> labelvol --drive tape1 --obtaropt -Xfam:mf_incr 4












loadvol


用途

loadvolコマンドは、指定した記憶域要素から選択したテープ・ドライブにボリュームを移動する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「ライブラリ用コマンド」を参照してください。











前提条件

loadvolコマンドを使用するには、デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)権を備えている必要があります。





構文


loadvol::=


loadvol [ --drive/-D drivename ] [ --mount/-m mode ]
[ --force/-f ] [ --req/-r ] { vol-spec | element-spec }





意味

	--drive/-D drivename
	
ボリュームをロードするテープ・ドライブの名前を指定します。テープ・ドライブ名を指定しない場合は、drive変数を設定する必要があります。


	--mount/-m mode
	
テープ・ドライブに物理的にロードされるボリュームに対して、システムが使用できるモードを指定します。テープは、テープ・ドライブにマウントされると、指定されたアクションを実行するために適切な構成となるように、テープ・ドライブにおいて位置が設定されます。modeの有効な値は次のとおりです。

	
read

このモードでは、ボリュームは読取り専用でマウントされます。


	
write

このモードでは、ボリュームの最後にバックアップを追加できるように、ボリュームがマウントされます。


	
overwrite

このモードでは、ボリュームは、テープ・デバイス上にマウントされ、ボリュームの既存のコンテンツが上書きされるようにテープの先頭に位置設定されます。このオプションを使用すると、有効なボリュームを上書きする権限を付与できます。





	--force/-f
	
強制的にボリュームがロードされます。別のボリュームがテープ・ドライブにある場合、そのボリュームは自動的にアンロードされます。


	--req/-r
	
ボリュームは、テープ・ドライブにロードされていない場合にのみ、ロードされます。


	vol-spec
	
ロードするボリュームを指定します。ボリュームの指定には、ボリュームIDまたはボリューム・タイプ(unknown、unlabeled、cleanのいずれか)を使用します。vol-specプレースホルダの詳細は、「vol-spec」を参照してください。


	element-spec
	
ロードする記憶域要素の番号を指定します。se-specプレースホルダの詳細は、「element-spec」を参照してください。








例


例2-48 テープ・ドライブへのボリュームのロード

この例では、テープ・ライブラリlib1の記憶域要素1からボリュームを取り、テープ・ドライブtape1にロードします。


ob>  lsvol --library lib1 --long
Inventory of library lib1:
    in    mte:           vacant
    in    1:             volume VOL000002, barcode ADE201, oid 110, 47670368 kb remaining
    in    2:             volume VOL000001, barcode ADE203, oid 102, 48319392 kb remaining
    in    3:             volume RMAN-DEFAULT-000002, barcode ADE202, oid 112, 47725600 kb 
                         remaining, content manages reuse
    in    4:             vacant
    in    iee1:          barcode ADE204, oid 114, 47725344 kb remaining, lastse 4
    in    iee2:          vacant
    in    iee3:          vacant
    in    dte:           vacant
ob> loadvol --drive tape1 1
ob> lsvol --drive tape1
Inventory of library lib1:
  * in    2:             volume VOL000001, barcode ADE203, 48319392 kb remaining
  * in    3:             volume RMAN-DEFAULT-000002, barcode ADE202, 47725600 kb remaining, content 
                         manages reuse
    in    iee1:          barcode ADE204, 47725344 kb remaining, lastse 4
    in    dte:           volume VOL000002, barcode ADE201, 47670368 kb remaining, lastse 1
 
  *: in use list












logout


用途

logoutコマンドは、obtoolを終了してログイン・トークンを破棄する場合に使用します。obtoolを再起動すると、ユーザー名の入力を要求されます。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「その他のコマンド」を参照してください。











構文


logout::=


logout





例


例2-49 現行ユーザーの表示

この例2-44では、ログアウトを表示し、ユーザーadminとして再ログインしてから現行ユーザー情報を表示しています。


ob> logout
% obtool
Oracle Secure Backup 10.4.0.3.0
login: admin
ob> id
admin












ls


用途

lsコマンドは、Oracle Secure Backupカタログに示されているファイルシステム・オブジェクトの名前と属性をリストする場合に使用します。

Oracle Secure Backupカタログのコンテンツをリストすることは、バックアップ・イメージのコンテンツをリストすることと同じです。カタログでは、各イメージが、ライブ・ファイルシステムと同じようなディレクトリ構造として表示されます。リストできるのはコンテンツがバックアップ済のディレクトリのみです。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「参照用コマンド」を参照してください。











前提条件

lsコマンドを実行するために必要な権限は、そのクラスに対する、このアクセスによるバックアップ・カタログの参照(browse backup catalogs with this access)の設定によって異なります。





構文


ls::=


ls [ --long/-l | --short/-s ] [ --label/-L ] [ --oneperline/-1 ]
[ --reverse/-r ] [ --directory/-d ] [ --backup/-b [ --position/-p ] ] 
[ --inode/-i ] [ --nobackupid/-I ] [ --noheader/-H ] [ --notype/-T ] 
[ --noerrors/-E ] [ --numberformat/-n numberformat ] [ --viewmode/-v viewmode ]
[ --ctime/-c | --mtime/-t | --utime/-u ] [ --nosort/-X ] [ --noescape/-B ]
[ --max/-M max-entries ] [ --startat/-S starting-entry ]
pathname...





意味

	--long/-l
	
長い形式でOracle Secure Backupカタログ・データが表示されます。

バックアップ・エラーがエントリ上で発生した場合、--long表示で実際のエラー・テキストが表示されます。--longオプションも--backupオプションも指定しない場合、表示名にEが追加されます。


	--short/-s
	
短い形式でOracle Secure Backupカタログ・データが表示されます(デフォルト)。


	--label/-L
	
Oracle Secure Backupカタログのアイテムがわかりやすくなるようにラベル付けします。例については、例2-50を参照してください。


	--oneperline/-1
	
各アイテムが別個の行になります。


	--reverse/-r
	
リストの順序が逆になります。


	--directory/-d
	
Oracle Secure Backupカタログの現行ディレクトリに関する情報が表示されます。


	--backup/-b
	
バックアップ情報が表示されます。

バックアップ・エラーがエントリ上で発生した場合、--backup表示によって個々のアーカイブ・セクション行にEが追加されます。--longオプションも--backupオプションも指定しない場合、表示名にEが追加されます。


	--position/-p
	
--backupオプションとともに使用され、テープにおけるデータの物理位置が表示されます。


	--inode/-i
	
コンテンツのinodeが表示されます。このオプションがサポートされるのは、ネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)データ・サービスによって生成されたバックアップ・イメージに対してのみです。


	--nobackupid/-I
	
バックアップIDを非表示にします。


	--noheader/-H
	
ヘッダー出力なしで情報が表示されます。


	--notype/-T
	
ディレクトリを示すために/を使用しません。


	--noerrors/-E
	
ファイルシステムのエラー・メッセージが表示されません。


	--numberformat/-n numberformat
	
大きい数値の表示方法を指定します。numberformatプレースホルダの詳細は、「numberformat」を参照してください。


	--viewmode viewmode
	
Oracle Secure Backupカタログ内のディレクトリのコンテンツを表示するモードを指定します。viewmodeの有効な値は次のとおりです。

	
exact: データ・セレクタに一致するディレクトリ・エントリのみが表示されます。


	
inclusive: 現在のデータ・セレクタに関係なくすべてのエントリが表示されます(デフォルト)。





	-ctime/-c
	
--longも指定されている場合に、inodeの変更時間が表示されます。


	--mtime/-t
	
--longも指定されている場合に、ファイルの変更時間が表示されます。


	--utime/-u
	
--longも指定されている場合に、ファイルの使用された時間が表示されます。


	--nosort/-X
	
表示のための名前のソートが行われません。


	--noescape/-B
	
ファイル名の表示不能文字がエスケープされません。--noescapeは、アンパサンド文字(&)を含むファイル名を通常どおりに表示する場合に指定します。


	--max/-M max-entries
	
表示するエントリの最大数を指定します。


	--startat/-S starting-entry
	
先頭に表示するアイテムの番号を指定します。1がリストの最初のアイテムとなります。


	pathname
	
Oracle Secure Backupカタログ内でのパス名を指定します。








例


例2-50 ファイルに関する情報の表示

この例では、brhost2のバックアップ・データを短い形式でリストしてから次に長い形式でリストしています。


ob> set host brhost2
ob> ls
home/
ob> cd home
ob> ls
data/
ob> cd data
ob> ls
backup/
ob> cd backup
ob> ls
bin/  c_files/  tree/
ob> cd tree
ob> ls
file1  lev1a/  lev1b/
ob> ls --long file1
-rwx------ bkpadmin.g527       74      2011/10/02.09:51 file1              (4)
ob> ls --long --label --backup --position file1
Name:               file1
    Backup ID:          4
        Mode & protection:  -rwx------
        Last modified:      2011/10/02.09:51:33
        Size:                 74
    Backup ID:          4
        Backup date & time: 2011/10/03.12:13:16
        Volume ID:          VOL000002
        Volume tag:         DEV423
        File number:        11
        File section:       1
        Requested level:    0
        Client:             brhost2
        Device:             vt1
        Program version:    10.4.0.3.0
        Volume creation:    2011/10/02.10:02:27
        Position:           0000023A0009












lsbackup


用途

lsbackupコマンドは、backupコマンドで作成された各バックアップ・リクエストをリストする場合に使用します。このリクエストは、スケジューラへの配信待ちになります。

lsbackupコマンドでリストされるのは、まだ--goオプションによってスケジューラに送信されていないバックアップ・リクエストのみです。たとえば、バックアップ・リクエストを作成した場合に、--goを指定してからlsbackupを実行すると、obtoolではリクエストが表示されません。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「バックアップ用コマンド」を参照してください。











前提条件

バックアップの作成時に--privilegedオプションを指定した場合は、特権ユーザーとしてのファイルシステム・バックアップ実行(perform file system backups as privileged user)権を備えている必要があります。そうでない場合は、自分によるファイルシステム・バックアップ実行(perform file system backups as self)権を備えている必要があります。





構文


lsbackup::=


lsbackup [ --long/-l | --short/-s ] [ --noheader/-H ] [ backup-item ]...





意味

	--long /-l
	
データが長い形式で表示されます(各ジョブのすべての属性をラベル付きで表示)。表示されるデータのタイプについては、例2-51を参照してください。このコマンドでは、デフォルトで属性のサブセットが表形式で表示されます。


	--short /-s
	
データが短い形式で表示されます。つまり、ジョブIDのみがリストされます。


	--noheader/-H
	
データのリスト時に列ヘッダーが表示されません。


	backup-item
	
backupコマンドで作成されたバックアップにobtoolによって割り当てられたIDを指定します。IDは小さな整数です。








出力

表2-3で、lsbackupコマンドの出力について説明します。


表2-3 lsbackupの出力

	ラベル	意味
	
Dataset

	
バックアップ・ジョブで使用されるデータセット・ファイルのユーザー指定の名前。


	
Media family

	
バックアップ・ジョブで使用されるメディア・ファミリのユーザー指定の名前。


	
Backup level

	
実行するバックアップのレベル。設定は、full、1から10、incrementalまたはoffsiteです。


	
Priority

	
バックアップ・ジョブの優先度レベル。0より大きな数を指定します。1が最高の優先度です。


	
Privileged op

	
設定はyesまたはnoです。


	
Eligible to run

	
バックアップ・ジョブを開始できる日付および時間。


	
Job expires

	
バックアップ・ジョブ・リクエストが期限切れになる日付および時間。


	
Restriction

	
バックアップ・ジョブの制限先となるテープ・デバイス








lsbackupでレポートされる日付が6か月より前の過去または2か月より後の未来の場合は、yyyy/mm/ddの書式でレポートされます。日付が6か月以内の過去および2か月以内の未来の場合は、mm/dd.hh:mmの書式でレポートされます。





例


例2-51 長い形式でのバックアップのリスト

この例では、保留中のバックアップ・ジョブの詳細が表示されています。出力の先頭の1:は、バックアップ・アイテムIDです。


ob> lsbackup --long
1:
    Dataset:                brhost2.ds
    Media family:           (null)
    Backup level:           full
    Priority:               10
    Privileged op:          yes
    Eligible to run:        2008/06/14.21:00:00
    Job expires:            2008/06/19.21:00:00
    Restriction:            any device












lsbu


用途

lsbuコマンドは、カタログに追加されたバックアップをリストする場合に使用します。カタログに追加されたバックアップとは、正常にまたはエラーのある状態で終了し、Oracle Secure Backupカタログにログ記録されているバックアップのことです。

lsbuコマンドでは、バックアップの日時、ボリュームIDなどがリストされます。一方、lsコマンドでは、カタログに追加されたバックアップのコンテンツがリストされます。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「参照用コマンド」を参照してください。











前提条件

lsbuコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の表示(display administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


lsbu::=


lsbu [ --long/-l | --short/-s ] [ --noheader/-H ]  [ --reverse/-r ]
[ --level/-L backup-level | --maxlevel/-M backup-level ]
[ --inclusions/-i [ --dependencies/-d ] ] [ --host/-h hostname ]...
[ --path/-p pathname ]... [ --duplicates/-D ] [ data-selector ]... 





意味

	--long/-l
	
データを長い形式で表示します。このコマンドは、各バックアップの属性をラベル付きで表示します。デフォルトでは、属性のサブセットが表形式で表示されます。


	--short/-s
	
データを短い形式で表示します。このコマンドではバックアップIDのみが表示されます。


	--noheader/-H
	
列のヘッダーが表示されません。


	--reverse/-r
	
リストの順序が逆になります。


	--level/-L backup-level
	
バックアップ・レベル・ベースでバックアップが表示されます。backup-levelプレースホルダの詳細は、「backup-level」を参照してください。


	--maxlevel/-M backup-level
	
表示する最大バックアップ・レベルを指定します。backup-levelプレースホルダの詳細は、「backup-level」を参照してください。


	-inclusions/-i
	
set host用にバックアップされたパスが表示されます。




	
関連項目:

ホストを設定または再設定する方法は、「set」を参照してください。








	--dependencies/-d
	
リストされた各増分バックアップについて、条件バックアップへの依存性が表示されます。


	--host/-h hostname
	
クライアントhostnameのバックアップが表示されます。


	--path/-p pathname
	
ファイルシステム・オブジェクト・ベースでバックアップが表示されます。


	--duplicates/-D
	
バックアップのリスト時に、複製ボリューム上の使用可能なバックアップも表示されます。このオプションを指定しない場合、アクティブな場所または最も近い保管場所にあるボリュームのみが表示されます。


	data-selector
	
操作に適用されるOracle Secure Backupカタログ・データを指定します。




	
関連項目:

data-selectorプレースホルダの詳細は、「data-selector」を参照してください。














出力

表2-4で、lsbuコマンドの出力について説明します。


表2-4 lsbuの出力

	ラベル	意味
	
Backup ID

	
バックアップ・ジョブの一意のID番号。Oracle Secure Backupによって割り当てられます。


	
Backup date & time

	
バックアップ・ジョブの開始日時。スケジューラによって割り当てられます。


	
Volume ID

	
接尾辞として順次番号が付いた一意のボリューム名。Oracle Secure Backupによって割り当てられます。


	
Volume tag

	
ボリュームのバーコード。


	
Current location

	
ボリュームの現在の場所。


	
File number

	
複数のバックアップを格納するテープで、バックアップ・ジョブが占めるファイル番号。


	
File section

	
複数のテープにわたるバックアップ・ジョブを実行する際にテープを変更する回数。


	
Requested level

	
このディレクトリに以前のバックアップ・ジョブが存在しない場合は、デフォルトで0に設定されます。Oracle Secure Backupユーザーがバックアップ・ジョブのスケジュール時に割り当てます。


	
Client

	
バックアップされたクライアント・コンピュータの名前


	
Device

	
バックアップ先のテープ・ドライブの名前


	
Program version

	
Oracle Secure Backupのバージョン。


	
Encryption

	
暗号化の有効化または無効化(「--encryption/-e {yes | no | forcedoff | transient}」を参照)。


	
Algorithm

	
使用する暗号化のアルゴリズム(「--algorithm/-L」を参照)。


	
Volume creation

	
Oracle Secure Backupにより、バックアップ・イメージ・ファイル番号1がボリュームに書き込まれた日時。








lsbuでレポートされる日付が6か月より前の過去または2か月より後の未来の場合は、yyyy/mm/ddの書式でレポートされます。日付が6か月以内の過去および2か月以内の未来の場合は、mm/dd.hh:mmの書式でレポートされます。





例


例2-52 カタログに追加されたバックアップのリスト

この例では、カタログに追加された、ホストsales-serverのバックアップをリストしています。


ob> lsbu -l -h sales-server
Backup ID:          0
   Backup date & time: 2009/01/14.11:37:44
   Volume ID:          VOL000001
   Volume tag:         16ab82c4c4b1102a6f5000423a5a98c
   Current location:   vlib1
   File number:        2
   File section:       1
   Requested level:    0
   Client:             sales-server
   Device:             vt1
   Program version:    10.4.0.3.0
   Encryption:         on
   Algorithm:          aes192
   Volume creation:    2009/01/14.11:35:15
Backup ID:          1
   Backup date & time: 2009/01/14.11:39:09
   Volume ID:          VOL000001
   Volume tag:         16ab82c4c4b1102a6f5000423a5a98c
   Current location:   vlib1
   File number:        3
   File section:       1
   Requested level:    0
   Client:             sales-server
   Device:             vt1
   Program version:    10.4.0.3.0
   Encryption:         hardware
   Algorithm:          aes256
   Volume creation:    2009/01/14.11:35:15
Backup ID:          2
   Backup date & time: 2009/01/14.11:39:27
   Volume ID:          VOL000001
   Volume tag:         16ab82c4c4b1102a6f5000423a5a98c
   Current location:   vlib1
   File number:        4
   File section:       1
   Requested level:    0
   Client:             sales-server
   Device:             vt1
   Program version:    10.4.0.3.0
   Encryption:         off
   Volume creation:    2009/01/14.11:35:15 












lsbw


用途

lsbwコマンドは、バックアップ・ウィンドウをリストする場合に使用します。バックアップ・ウィンドウが存在しない場合は、次のメッセージが表示されます。


There are no backup windows.





	
関連項目:

関連コマンドについては、「バックアップ・ウィンドウ用コマンド」を参照してください。











前提条件

lsbwコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の表示(display administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


lsbw::=


lsbw [ --short/-s ] day-specifier[,day-specifier]...   





意味

	--short/-s
	
データを短い形式で表示します。このコマンドでは、バックアップ・ウィンドウが開いている期間の日程のみが表示されます。デフォルトでは、日程と時間帯が表示されます。


	day-specifier
	
日に関する時間範囲を指定します。day-specifierプレースホルダの詳細は、「day-specifier」を参照してください。








例


例2-53 バックアップ・ウィンドウのリスト

この例では、例2-1で作成されたバックアップ・ウィンドウが表示されています。


ob> lsbw
weekend              08:00-20:00
weekday              00:00-08:00,20:00-24:00












lscheckpoint


用途

lscheckpointコマンドは、現行チェックポイントのアイデンティティと属性をリストする場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「チェックポイント用コマンド」を参照してください。











前提条件

lscheckpointコマンドを使用するには、デバイス情報の問合せおよび表示(query and display information about devices)権を備えている必要があります。





構文


lscheckpoint::=


lscheckpoint [ --short/-s | --long/-l ] [ --host/-h hostname[,hostname]... ]...
[ job-id ]...





意味

	--short/-s
	
チェックポイントのあるジョブのIDのみを表示します。


	--long/-l
	
エントリごとに複数の行を表示します。そこでは、各チェックポイントのユーザー可視情報がすべて記述されています。


	--host/-h hostname
	
hostnameによって指定されたホストのチェックポイントのみをリストします。


	job-id
	
チェックポイント情報を表示する、Oracle Secure Backupで割り当てられたジョブIDを指定します。このオプションを指定しない場合は、すべてのチェックポイントか、または--host/-hオプションで指定された名前を持つホストに対するすべてのチェックポイントが表示されます。








出力

表2-5で、lscheckpointコマンドの出力について説明します。


表2-5 lscheckpointの出力

	ラベル	意味
	
Job ID

	
スケジュールされたバックアップ・ジョブまたはリストア・ジョブの一意のID。Oracle Secure Backupによって割り当てられます。


	
Host

	
ホストの名前。


	
Operation

	
実行される操作のタイプ。


	
Checkpoint created

	
チェックポイントが作成された日時。


	
Restartable

	
バックアップ・ジョブを再開する機能。設定はyesまたはnoです。


	
Current context ID

	
現在アクティブなチェックポイントのID。








lscheckpointでレポートされる日付が6か月より前の過去の場合は、yyyy/mm/ddの書式でレポートされます。日付が6か月以内の過去の場合は、mm/dd.hh:mmの書式でレポートされます。





例


例2-54 チェックポイント情報のリスト

この例では、ジョブadmin/8.1のジョブ情報を表示してから、このジョブのチェックポイント情報を表示しています。


ob> lsjob --long admin/8.1
admin/8.1:
    Type:                   backup br_filer
    Level:                  full
    Family:                 (null)
    Restartable:            yes
    Scheduled time:         none
    State:                  running since 2008/05/18.17:45
    Priority:               100
    Privileged op:          no
    Run on host:            (administrative server)
    Attempts:               1
ob> lscheckpoint --long admin/8.1
Job ID:             admin/8.1
    Host:               br_filer
    Operation:          backup
    Checkpoint created: 05/18.17:48
    Restartable:        yes
    Current context ID: 18












lsclass


用途

lsclassコマンドは、Oracle Secure Backupユーザー・クラスの名前と属性をリストする場合に使用します。




	
関連項目:

	
関連コマンドについては、「クラス用コマンド」を参照してください。


	
Oracle Secure Backupのデフォルトのクラスおよび権限の詳細は、付録7「クラスおよび権限」を参照してください。
















前提条件

lsclassコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の表示(display administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


lsclass::=


lsclass [ { --long/-l [ --abbreviate/-a ] } | --short/-s ]
[ --mailrekey/-g { yes | no } ] 
[ --modself/-m { yes | no } ]     [ --modconfig/-M { yes | no } ]
[ --backupself/-k { yes | no } ]  [ --backuppriv/-K { yes | no } ]
[ --restself/-r { yes | no } ]    [ --restpriv/-R { yes | no } ]
[ --listownjobs/-j { yes | no } ] [ --modownjobs/-J { yes | no } ]
[ --listanyjob/-y { yes | no } ]  [ --modanyjob/-Y { yes | no } ]
[ --mailinput/-i { yes | no } ]   [ --mailerrors/-e { yes | no } ]
[ --querydevs/-q { yes | no } ]   [ --managedevs/-d { yes | no } ]
[ --listconfig/-L { yes | no } ]  [ --browse/-b browserights ]
[ --orauser/-o { yes | no } ]     [ --orarights/-O oraclerights ]
[ classname ]...





意味

ここに記載されていないオプションについては、「mkclass」を参照してください。lsclassコマンドの場合、これらのオプションでは、指定された権限がクラスにある(yes)かない(no)かに基づいて、どのクラスをリストするかが選択されます。

	--long/-l
	
データを長い形式で表示します。このコマンドではすべてのクラスと権限が表示されます。


	--abbreviate/-a
	
--longオプションとともに使用して、短い説明を表示します。


	--short/-s
	
短い形式でデータが表示されます(デフォルト)。このコマンドではクラス名のみが表示されます。








出力

表2-6で、lsclassコマンドの出力について説明します。


表2-6 lsclassの出力

	ラベル	意味
	
browse

	
このアクセスによるバックアップ・カタログの参照(browse backup catalogs with this access)権。値は、privileged、notdenied、permitted、named、noneです。


	
oracle

	
Oracleデータベース・バックアップへのアクセス(access Oracle backups)権。値は、owner、class、allまたはnoneです。


	
listconfig

	
管理ドメインの構成の表示(display administrative domain's configuration)権。値は、yesまたはnoです。


	
modself

	
自分の名前およびパスワードの変更(modify own name and password)権。値は、yesまたはnoです。


	
modconfig

	
管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権。値は、yesまたはnoです。


	
backupself

	
自分によるファイルシステム・バックアップ実行(perform file system backups as self)権。値は、yesまたはnoです。


	
backuppriv

	
特権ユーザーとしてのファイルシステム・バックアップ実行(perform file system backups as privileged user)権。値は、yesまたはnoです。


	
listownjobs

	
ユーザーが所有するジョブのリスト(list any jobs owned by user)権。値は、yesまたはnoです。


	
modownjobs

	
ユーザーが所有するジョブの変更(modify any jobs owned by user)権。値は、yesまたはnoです。


	
restself

	
自分によるファイルシステム・リストア実行(perform file system restores as self)権。値は、yesまたはnoです。


	
restpriv

	
特権ユーザーとしてのファイルシステム・リストア実行(perform file system restores as privileged user)権。値は、yesまたはnoです。


	
mailinput

	
オペレータ支援をリクエストする電子メールの受信(receive email requesting operator assistance)権。値は、yesまたはnoです。


	
mailerrors

	
内部エラーを記述した電子メールの受信(receive email describing internal errors)権。値は、yesまたはnoです。


	
querydevs

	
デバイス情報の問合せおよび表示(query and display information about devices)権。値は、yesまたはnoです。


	
managedevs

	
デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)権。値は、yesまたはnoです。


	
listanyjob

	
所有者を問わないジョブのリスト(list any job, regardless of its owner)権。値は、yesまたはnoです。


	
modanyjob

	
所有者を問わないジョブの変更(modify any job, regardless of its owner)権。値は、yesまたはnoです。


	
oracleuser

	
Oracleデータベースのバックアップおよびリストアの実行(perform Oracle database backups and restores)権。値は、yesまたはnoです。











例


例2-55 クラスに関する情報の表示

この例では、readerクラスの属性をリストしています。


ob> lsclass --long --abbreviate reader
reader:
    browse:         named
    oracle:         none
    listconfig:     no
    modself:        yes
    modconfig:      no
    backupself:     no
    backuppriv:     no
    listownjobs:    no
    modownjobs:     no
    restself:       no
    restpriv:       no
    mailinput:      no
    mailerrors:     no
    querydevs:      no
    managedevs:     no
    listanyjob:     no
    modanyjob:      no
    oracleuser:     no












lsdaemon


用途

lsdaemonコマンドは、ホスト上で実行されているOracle Secure Backupデーモンをリストする場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「デーモン用コマンド」を参照してください。











前提条件

lsdaemonコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の表示(display administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


lsdaemon::=


lsdaemon [ --long/-l | --short/-s ] [ --all/-a ] [ --noheader/-H ]
[ --host/-h hostname[,hostname]... ] [ daemon-id ]...





意味

	--long/-l
	
長い形式でデータがリストされます。このコマンドでは、各デーモンの属性がラベル付きで表示されます(たとえば、Listen port: 43983)。lsdaemonは、デフォルトでは、このデータを表形式で表示します。


	--short/-s
	
デーモンの名前のみがリストされます。


	--all/-a
	
--longと同じデータがリストされます(ただし、ラベルではなく列ヘッダー付きの表形式で表示)。このオプションはデフォルトで有効化されています。


	--noheader/-H
	
データが--allの形式でリストされますが、列名が表示されません。


	--host/-h hostname
	
デーモンを実行している指定ホストのデーモンのデータがリストされます。このオプションを省略した場合は、ローカル・ホストが想定されます。


	daemon-id
	
プロセスID(PID)またはサービス名のいずれかとしてOracle Secure Backupデーモンを指定します。可能なサービス名は、observiced、obscheduled、obrobotdおよびobixdです。このオプションを省略した場合は、すべてのデーモンが表示されます。








出力

表2-7に、lsdaemonコマンドの出力を示します。


表2-7 lsdaemonの出力

	ラベル	意味
	
Process ID

	
デーモンを実行するプロセスを識別する番号。オペレーティング・システムによって割り当てられます。


	
Daemon/Service

	
デーモンの名前。Oracle Secure Backupによって割り当てられます。


	
State

	
デーモンの状態。設定はdebugまたはnormalです。


	
Listen port

	
デーモンまたはサービスが接続をリスニングしているTCPポート。


	
Qualifier

	
Daemon/Serviceの名前を増補するテキスト文字列。











例


例2-56 短い形式でのデーモンのリスト

この例では、すべてのデーモンの名前をリストしています。


ob> lsdaemon --short
observiced
obixd
obscheduled





例2-57 長い形式でのデーモンのリスト

この例では、長い形式でデーモンをリストしています。


ob> lsdaemon --long
Process ID:             9418
    Daemon/Service:         observiced
    State:                  debug
    Listen port:            400
    Qualifier:              (none)
Process ID:             12652
    Daemon/Service:         obixd
    State:                  normal
    Listen port:            43983
    Qualifier:              brhost2
Process ID:             9436
    Daemon/Service:         obscheduled
    State:                  normal
    Listen port:            42130
    Qualifier:              (none)





例2-58 デフォルト形式でのデーモンのリスト

この例では、デフォルトの表形式でデーモン情報をリストしています。


ob> lsdaemon
Process  Daemon/                        Listen
     ID  Service      State               port  Qualifier
   9418  observiced   debug                400
  12652  obixd        normal             43983  brhost2
   9436  obscheduled  normal             42130












lsdev


用途

lsdevコマンドは、1つ以上の構成済デバイスの名前および属性をリストする場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「デバイス用コマンド」を参照してください。











前提条件

lsdevコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の表示(display administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


lsdev::=


lsdev [ --long/-l | --short/-s ] [ --inservice/-o | --notinservice/-O ]
[ --reservations/-v | --mount/-m | --description/-d | --borrowed/-b ]
[ --nocomm/-N ] [ --reserved/-r [ --me/-e ] ] [ --nohierarchy/-H ]
[ --notype/-T ] [ --geometry/-g ] [ --verbose/-V ] 
[ --attach/-a aspec ] [ --type/-t { tape | library | cap } ]
devicename...





意味

	--long/-l
	
データを長い形式で表示します。このコマンドでは各デバイスの属性がラベル付きで表示されます。サンプル出力については、例2-59を参照してください。デフォルトでは、このコマンドにより、デバイスの名前、タイプおよびステータスが表示されます。


	--short/-s
	
データを短い形式で表示します。このコマンドでは、各デバイス名が独立した行に出力されます。


	--inservice/-o
	
Oracle Secure Backupから論理的に使用可能なデバイスのリストが表示されます。


	--notinservice/-O
	
Oracle Secure Backupから論理的に使用不可能なデバイスのリストが表示されます。


	--reservations/-v
	
デバイス予約データが表示されます(たとえば、デバイスを予約したコンポーネントの名前など)。デバイスの予約にはresdevコマンドが、その解除にはunresdevコマンドが使用できます。


	--mount/-m
	
デバイスとそのマウント・ステータスのリストが表示されます。


	--description/-d
	
詳細な説明が付いたデバイスのリストが表示されます。説明のないデバイスについては、pingdev devicenameコマンドを実行すると説明が生成されます。


	--borrowed/-b
	
デバイスとその流用ステータスのリストが表示されます。


	--nocomm/-N
	
デバイスとの通信が抑止されます。


	--reserved/-r
	
現在予約されているデバイスのみがリストされます。


	--me/-e
	
ログインしたOracle Secure Backupユーザー用に予約されているデバイスが表示されます。--reservedオプションとともに使用してください。


	--nohierarchy/-H
	
テープ・ライブラリの場合、テープ・ライブラリに搭載されているテープ・ドライブが表示されなくなります。デフォルトでは、テープ・ライブラリを表示すると、搭載されているテープ・ドライブも表示されます。


	--notype/-T
	
タイプ(テープ・ドライブまたはテープ・ライブラリ)を指定しないでデバイスのリストを表示します。


	--geometry/-g
	
テープ・ライブラリの形状やその他の特性が表示されます。

このオプションを使用すると、テープ・デバイスにInquiryコマンドが送出されます。SCSI-2規格の要件にはありませんが、最新のテープ・ドライブやライブラリのほとんどはユニット・シリアル番号照会ページ(Unit Serial Number Inquiry Page)をサポートしているため、シリアル番号についてプログラムでデバイスに問い合せることができます。デバイスはそれに応じて、ベンダー、製品ID、ファームウェアのバージョンおよびシリアル番号を返します。


	--verbose/-V
	
詳細出力を生成します(デフォルト)。各デバイスについて、デバイスのタイプ、名前およびステータスが表示されます。


	--attach/-a aspec
	
指定されたアタッチメントを持つデバイスが表示されます。aspecプレースホルダの詳細は、「aspec」を参照してください。


	--type/-t tape | library
	
指定されたタイプのデバイス(tape、libraryまたはcap)が表示されます。cap値は、ACSLSシステムにのみ適用されます。ACSLSの場合、tapeおよびcapの長い出力には、該当するacs、lsm、パネル、ID情報、アクセス・モードおよび優先度が表示されます。


	devicename
	
属性データを表示するデバイスの名前を指定します。デバイス名の命名規則については、「devicename」を参照してください。








出力

表2-8に、lsdevコマンドの出力を示します。


表2-8 lsdevの出力

	ラベル	意味
	
Device type

	
デバイスのタイプ。設定はtape driveまたはlibraryです。

デバイス・オブジェクトがmkdev --class vtlオプションで作成されていた場合、lsdevによってリストされるデバイス・タイプには(VTL)が含まれます。


	
Model

	
製造業者モデル(ある場合)。


	
Serial number

	
製造業者シリアル番号(ある場合)。


	
In service

	
デバイスの使用適格性。設定はyesまたはnoです。


	
Debug mode

	
問題のトラブルシューティングを支援します。設定はyesまたはnoです。


	
Barcode reader

	
設定は、yes、noまたはdefaultです。


	
Barcodes required

	
設定はyesまたはnoです。yesに設定した場合、バックアップ・ジョブを実行するにはテープにバーコードを付ける必要があります。


	
Auto clean

	
テープ・ドライブのヘッドが自動的にクリーンアップされます。設定はyesまたはnoです。個別に構成します。


	
Clean interval

	
クリーニング間の時間間隔です。


	
Clean using emptiest

	
クリーニングできる残りの回数が最も多いクリーニング・テープを使用します。設定はyesまたはnoです。


	
Unload required

	
設定はyesまたはnoです。


	
UUID

	
ハードウェアのUniversal Unique Identifier(UUID)。


	
Attachment #

	
1から開始し、2つ目以降のテープ・ドライブまたはライブラリへのアタッチメントに対しては1ずつ加算した値が設定されます。


	
Host

	
メディア・サーバーのホスト名。


	
Raw device

	
デバイス固有のファイル名。ライブラリの場合は/dev/rbl#、テープ・ドライブの場合は/dev/rbt#です。


	
Library

	
テープ・ライブラリに対するユーザー指定のOracle Secure Backup名。


	
DTE

	
テープ・ライブラリにおけるテープ・ドライブの番号。


	
Automount

	
テープ・デバイスが自動的にマウントされます。設定はyesまたはnoです。


	
Error rate

	
テープごとのエラーの最大数。これを超えるとバックアップ・ジョブが失敗します。


	
Query frequency

	
Oracle Secure Backupではバックアップ中、テープの位置が定期的にサンプリングされます。問合せ頻度とは、1KBのブロック数で表した、テープ位置をサンプリングする間隔です。可能な値は次のとおりです。

	
[undetermined]

--descriptionオプションが指定されなかったため、デバイスには最新の問合せ頻度が要求されませんでした。


	
[positioning unsupported]

テープ・ドライブでは位置指定がサポートされていません。


	
[positioning disabled in operations policy]

Oracle Secure Backupユーザーの操作ポリシーには、無効な位置問合せがあります。


	
frequency(操作ポリシー)

Oracle Secure Backupユーザーの操作ポリシーには、指定の問合せ頻度が指定されています。


	
frequency (オブジェクト)

テープ・ドライブには、特定の位置問合せ頻度がデバイス・オブジェクトに指定されています。


	
frequency (ドライバ)

デバイス・ドライバが指定の問合せ頻度に基づいて決定されています。





	
Blocking factor

	
デフォルトの最適値128バイトに設定します。サーバーのオペレーティング・システムによってサポートされている値より高い値が選択されると、Oracle Secure Backupがエラーで強制終了されるため、この値は任意に変更しないでください。


	
Max blocking factor

	
Oracle Secure Backupにより最適値に設定されます。この値は変更しないでください。


	
Current tape

	
現在DTEにあるテープの元の記憶域要素と、テープに関するその他の情報。


	
Use list

	
このテープ・ドライブで使用するよう割り当てられた記憶域要素内にあるテープ


	
Drive usage

	
最初に使用されてからの、または最後にクリーニングされてからの経過時間。


	
Cleaning required

	
テープ・ドライブのクリーニングの必要性。設定はyesまたはnoです。











例


例2-59 ライブラリの詳細のリスト

この例では、filer_ethel_mc3という名前のテープ・ライブラリの詳細をリストしています。


ob> lsdev --long filer_ethel_mc3
filer_ethel_mc3:
    Device type:            library
    Model:                  ATL
    In service:             yes
    Debug mode:             no
    Barcode reader:         default (hardware-selected)
    Barcodes required:      no
    Auto clean:             no
    Clean interval:         (not set)
    Clean using emptiest:   no
    Unload required:        yes
    UUID:                   8249461c-585c-1027-85c6-000103e0a9fc
    Attachment 1:
        Host:               filer_ethel
        Raw device:         mc3
filer_ethel_nrst7a:
    Device type:            tape
    Model:                  Quantum
    In service:             yes
    Library:                filer_ethel_mc3
    DTE:                    1
    Automount:              yes
    Error rate:             8
    Query frequency:        [undetermined]
    Debug mode:             no
    Blocking factor:        (default)
    Max blocking factor:    (default)
    Current tape:           1
    Use list:               all
    Drive usage:            none
    Cleaning required:      no
    UUID:                   82665aa4-585c-1027-85c6-000103e0a9fc
    Attachment 1:
        Host:               filer_ethel
        Raw device:         nrst7a
filer_ethel_nrst8a:
    Device type:            tape
    Model:                  Quantum
    In service:             yes
    Library:                filer_ethel_mc3
    DTE:                    2
    Automount:              yes
    Query frequency:        [undetermined]
    Debug mode:             no
    Blocking factor:        (default)
    Max blocking factor:    (default)
    Current tape:           [unknown]
    Use list:               all
    Drive usage:            [not set]
    Cleaning required:      [unknown]
    UUID:                   82667cdc-585c-1027-85c6-000103e0a9fc
    Attachment 1:
        Host:               filer_ethel
        Raw device:         nrst8a












lsds


用途

lsdsコマンドは、データセット・ファイルとデータセット・ディレクトリの名前をリストする場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「データセット用コマンド」を参照してください。











前提条件

lsdsコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の表示(display administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。


構文


lsds::=


lsds [ --long/l | --short/-s ] [ --recursive/-r ] [ dataset-dir-name ]





意味

	--long/-l
	
データが長い形式で、すなわち、「Top level dataset directory:」というラベルを付けて表示されます。サンプル出力については、例2-60を参照してください。デフォルトのオプションです。


	--short/-s
	
データが短い形式で、すなわち、「Top level dataset directory:」というラベルを付けずに表示されます。


	--recursive/-r
	
指定ディレクトリの下位にあるディレクトリおよびデータセット・ファイルを再帰的に表示します。


	dataset-dir-name
	
mkdsまたはrendsで割り当てられたデータセット・ディレクトリの名前を指定します。dataset-dir-nameプレースホルダの詳細は、「dataset-dir-name」を参照してください。








例


例2-60 データセット・ディレクトリのコンテンツの表示

この例では、データセット・ディレクトリ・ツリーのルートに移動し、パスを表示してからディレクトリのコンテンツを表示しています。


ob> cdds /
ob> pwdds
/ (top level dataset directory)
ob> lsds
Top level dataset directory:
mydatasets/
tbrset/
admin_domain.ds
basicsummary.ds












lsdup


用途

lsdupコマンドは、複製ポリシーに関する情報をリストする場合に使用します。




	
関連項目:

「ボリューム複製用コマンド」











前提条件

lsdupコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の表示(display administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


lsdup::=


lsdup [ --short/-s | --long/-l ] [ policyname ]...





意味

	--short/-s
	
複製ポリシーの情報が短い形式で表示されます。


	--long/-l
	
複製ポリシーの情報が長い形式で表示されます。


	policyname
	
複製ポリシーの名前を指定します。













lsdw


用途

lsdwコマンドは、複製ウィンドウをリストする場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「複製ウィンドウ用コマンド」を参照してください。











前提条件

lsdwコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


lsdw::=


lsdw [ --short/-s ] day-specifier[,day-specifier]...





意味

	--short/-s
	
複製ウィンドウの情報が短い形式で表示されます。













lsfs


用途

lsfsコマンドは、ネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)でアクセスされるネットワーク接続ストレージ(NAS)デバイス上のファイルシステムをリストする場合に使用できます。





前提条件

lsfsコマンドを使用するには、デバイス情報の問合せおよび表示(query and display information about devices)権を備えている必要があります。





構文


lsfs::=


lsfs [ --short/-s | --long/-l ] [ --noheader/-H ]
[ --host/-h hostname[,hostname]... ]
[ --logical/-L | --physical/-P ] [ filesystem-name ]...





意味

	--short/-s
	
短い形式でファイルシステムのデータが表示されます。


	--long/-l
	
長い形式でファイルシステムのデータが表示されます。


	--noheader/-H
	
ヘッダーの表示が抑止されます。


	--host/-h hostname
	
ファイルシステムのあるホストの名前を指定します。


	--logical/-L
	
filesystem-nameが論理ボリューム名であることを示します。


	--physical/-P
	
filesystem-nameが物理ボリューム名であることを示します。


	filesystem-name
	
ホスト上にあるファイルシステムの名前を指定します。








出力

表2-9で、lsfsコマンドの出力形式について説明します。


表2-9 lsfsの出力

	列	意味
	
File-system type

	
ファイルシステムのタイプ


	
File-system status

	
ファイルシステムのステータス。設定はonlineまたはofflineです。


	
Logical volume

	
オペレーティング・システムで定義したディスク・ボリュームまたはパーティション。


	
Total space

	
論理ボリュームの容量。


	
Used space

	
使用済ディスク領域の量。


	
Total inodes

	
inodeの数。


	
Used inodes

	
使用済inodeの数。











例


例2-61 NDMPホスト上のファイルシステムのリスト

この例では、NDMPアクセス・ホストbr_filer上のファイルシステムを表示しています。


ob> lshost
br_filer         client                            (via NDMP) in service 
brhost2          client                            (via OB)   in service 
brhost3          mediaserver,client                (via OB)   in service 
osbsvr1          admin,mediaserver,client          (via OB)   in service 
ob> lsfs --host br_filer --long
/vol/vol0:
    File system type:       WAFL
    File system status:     online
    Total space:                104.5 GB
    Used space:                  71.8 GB
    Available space:             32.7 GB
    Total inodes:             11,164,856
    Used inodes:               4,846,130
ob> lsfs --host br_filer --short
/vol/vol0
ob> lsfs --host br_filer
FS Type  FS Status  Logical Volume     Total Size    Used Size  % Full
WAFL     online     /vol/vol0            104.5 GB      71.8 GB    68.7












lshost


用途

lshostコマンドは、1つ以上の構成済ホストの名前および属性を表示する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「ホスト用コマンド」を参照してください。











前提条件

lshostコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の表示(display administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


lshost::=


lshost [ --long/-l | --short/-s ] [ --inservice/-o | --notinservice/-O ]
[ --noroles/-R ] [ --roles/-r role[,role]... [ hostname ]...





意味

	--long/-l
	
ホスト・データが長い形式で表示されます(すべての属性をラベル付きで表示)。デフォルトでは、これらの属性のサブセットが表形式で表示されます。


	--short/-s
	
ホスト・データが短い形式で表示されます。すなわち、ホスト名のみが表示されます。


	--inservice/-o
	
Oracle Secure Backupから論理的に使用可能なホストがリストされます。


	--notinservice/-O
	
Oracle Secure Backupから論理的に使用不可能なホストがリストされます。


	--noroles/-R
	
ロール情報の表示が抑止されます。


	--roles/-r role
	
指定されたロールを持つホストがリストされます。roleプレースホルダの詳細は、「role」を参照してください。


	hostname
	
データをリストする対象のホスト・コンピュータの名前を指定します。








出力

表2-10で、lshostコマンドの出力について説明します。


表2-10 lshostの出力

	ラベル	意味
	
Access mode

	
設定はOBまたはNDMP。NDMPは、Oracle Secure Backupクライアントとメディア・サーバーのアクセス・モードとして使用できます。管理サーバーのアクセス・モードとして使用できるのは、OBのみです。

OBは、ホスト(UNIX、LinuxまたはWindowsコンピュータ)にOracle Secure Backupがインストールされており、ホストがOracle Secure Backupの内部通信プロトコルを使用して通信しているということを示します。

NDMPは、ホスト(ファイラ/ネットワーク接続ストレージ(NAS)デバイスなど)にOracle Secure Backupがインストールされておらず、ホストがネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)を使用して通信しているということを示します。


	
IP names

	
ホスト・コンピュータのIPアドレスを示します。


	
Algorithm

	
使用された暗号化アルゴリズムを示します。


	
Encryption policy

	
暗号が必須か、可能かを示します。requiredに設定すると、このホストに対するバックアップはすべて暗号化されます。allowedに設定すると、暗号化はグローバル暗号化ポリシーおよびバックアップ・ジョブ固有の暗号化設定によって決まります。デフォルトはrequiredです。


	
Rekey frequency

	
キーが生成される頻度を示します。


	
Key type

	
暗号化キーが生成される方法を示します。


	
In service

	
ホストの使用適格性。設定はyesまたはnoです。


	
Roles

	
ロールのタイプ。設定は、client、adminまたはmedia serverです。


	
Trusted host

	
信頼できるホストかどうかを指定します。

信頼できるホストの詳細は、『Oracle Secure Backupインストレーションおよび構成ガイド』を参照してください。


	
Any network

	
Oracle Secure Backupデーモンにより、任意のネットワーク・インタフェースからの接続がリスニングされ、受け入れられるかどうかを指定します。設定は、default、yesまたはnoです。


	
Certificate key size

	
このホストのアイデンティティ証明書で使用する公開鍵/秘密鍵のペアのサイズをビット単位で指定します。


	
UUID

	
Oracle Secure Backupによって割り当てられたUniversal Unique Identifierです。


	
NDMP port

	
NDMPサーバー上でNDMP用に使用されるTCPポート番号を指定します(「port」を参照)。


	
NDMP user name

	
NDMPサーバーに対するOracle Secure Backupの認証に使用される名前を指定します(「username」を参照)。


	
NDMP password

	
NDMPサーバーに対するOracle Secure Backupの認証に使用されるパスワードを指定します(「password」を参照)。


	
NDMP backup type

	
NDMPサーバーのデフォルトのバックアップ・タイプを指定します(「backuptype」を参照)。


	
NDMP protocol version

	
NDMPサーバーのNDMPプロトコルのバージョンを指定します(「protocolversion」を参照)。


	
NDMP auth type

	
Oracle Secure Backup NDMPクライアントがNDMPサーバーに対して自身を認証する手段を指定します(「authenticationtype」を参照)。











例


例2-62 ホスト情報の表示

この例では、短い形式ですべてのホストに関する情報を表示してから、長い形式でbrhost2およびbr_filerに関する情報を表示しています。


ob> lshost
brhost2          client                            (via OB)   in service
brhost3          mediaserver,client                (via OB)   in service
br_filer         client                            (via NDMP) in service
osbsvr1          admin,mediaserver,client          (via OB)   in service
ob> lshost --long brhost2 br_filer
brhost2:
    Access mode:            OB
    IP names:               192.0.2.1
    In service:             yes
    Roles:                  client
    Any network:            default
    UUID:                   641fca34-fb32-1027-b11e-000cf1d9be50br_filer:
    Access mode:            NDMP
    IP names:               192.0.2.250
    NDMP port:              (default)
    NDMP user name:         (default)
    NDMP password:          (set)
    NDMP backup type:       (default)
    NDMP protocol version:  (default)
    NDMP auth type:         (default)
    In service:             yes
    Roles:                  client
    Any network:            default
    UUID:                   1f80ef88-fb33-1027-b11e-000cf1d9be50












lsjob


用途

lsjobコマンドは、次の種類のスケジュール済ジョブのステータスを取得する場合に使用します。

	
バックアップ


	
リストア


	
複製


	
スキャン制御


	
メディア移動




表示するジョブを、日付、ステータスおよび表示の詳細度別に選択できます。各ジョブには、ログインしたOracle Secure Backupユーザーのユーザー名、スラッシュおよび一意の数値IDで構成されるIDが割り当てられます。ジョブIDの例は、admin/15のようになります。

lsjobコマンドでは、アクティブなジョブおよび保留中のジョブがすべて、1行に1ジョブで表示されます(次を参照)。


ob> lsj -A
Job-ID      Sched time   Contents                       State
admin/1     none         dataset tbrset/entire_backup   completed successfully at 2010/08/17.07:57
admin/1.1   none         backup brhost2                 completed successfully at 2010/08/17.07:57
admin/2     none         restore 1 item to brhost2      completed successfully at 2010/08/17.07:58





	
関連項目:

関連コマンドについては、「ジョブ用コマンド」を参照してください。











前提条件

別のユーザーのジョブをリストするには、所有者を問わないジョブのリスト(list any job, regardless of its owner)権を備えている必要があります。自身のジョブをリストするには、ユーザーが所有するジョブのリスト(list any jobs owned by user)権を備えている必要があります。


構文


lsjob::=


lsjob 
[ --active/-a ][ --complete/-c ][ --pending/-p ]
[ --inputrequest/-i ][ --all/-A ]
[ { [ --from/-f date-time ] [ --to/-t date-time ] } |
  [ --today/-T ] ] 
[ --timescheduled/-e ][ --type/-Y job-type[,job-type]...]...
[ --host/-h hostname ][ --dataset/-D dataset-name ]
[ --piecename/-E piecename[,piecename]... ]
[ --dbname/-d dbname[,dbname]... ][ --dbid/-I dbid[,dbid]... ]
[ --system/-y | { --username/-u username } | --me/-m ]
[ --superseded/-S ] [ --subjobs/-j | --primary/-P ]
[ { --short/-s [ --oneperline/-1 ] } | --long/-l ] 
[ --noheader/-H ] [ --results/-r ] [ --progress/-o ] [ --requires/-R ]
[ --times/-C ] [ --log/-L ] [ --catalog/-G ]
job-id...





意味

次のオプションを使用して、表示するジョブを選択します。状態を使用するオプションを指定しなかった場合は、obtoolにより、アクティブなジョブおよび保留中のジョブのみが表示されます。追加式のオプションが複数あります。


状態を使用したジョブ・オプション

このオプションを使用して、ステータス別にジョブをフィルタ処理します。実例は例2-63を参照してください。

	--active/-a
	
アクティブ・ジョブ、すなわち、現在処理されているジョブが表示されます。デフォルトではlsjobコマンドにより、アクティブなジョブと保留中のジョブが表示されます。


	--complete/-c
	
正常終了または異常終了したジョブが表示されます。


	--pending/-p
	
保留中のジョブ、すなわち、実行されておらず将来処理されるようにスケジュールされているジョブが表示されます。デフォルトではlsjobコマンドにより、アクティブなジョブと保留中のジョブが表示されます。


	--inputrequest/-i
	
現在、入力をリクエストしているジョブが表示されます。ジョブが入力を要求するのは、たとえば、スタンドアロンのテープ・ドライブを使用しながらマルチボリュームのボリューム・セットからバックアップをリストアしようとする場合や、リストア操作に必要なボリュームがテープ・ライブラリにない場合です。


	--all/-A
	
すべての状態のジョブが表示されます。


	job-id
	
ステータスを取得するスケジュール済バックアップおよびリストア・ジョブのジョブIDを指定します。





時間を使用したジョブ・オプション

次のオプションを使用して、ジョブの状態が更新された時期かまたはジョブが実行されるようにスケジュールされていた時期によって、ジョブをフィルタ処理します。実例は例2-64を参照してください。

	--from/-f date-time
	
date-time以降に状態が更新されたジョブのみが表示されます。たとえば、昨日保留中からアクティブに更新されたジョブが表示されます。date-timeプレースホルダの詳細は、「date-time」を参照してください。


	--to/-t date-time
	
date-time以前に状態が更新されたジョブのみが表示されます。たとえば、昨日以前に保留中からアクティブに更新されたジョブが表示されます。date-timeプレースホルダの詳細は、「date-time」を参照してください。


	--today/-T
	
今日状態が更新されたジョブのみが表示されます。


	--timescheduled/-e
	
選択基準としてジョブ変更時間ではなくスケジュール時間が使用されます。date-timeの範囲を選択するには、--todayまたは--fromを使用します。どちらのオプションも指定しない場合は、date-timeの範囲には制限が適用されません。





タイプ/ホスト名/データセットを使用したジョブ・オプション

次のオプションを使用して、ジョブ・タイプ、ホスト名またはデータセットIDによってジョブをフィルタ処理します。実例は例2-65を参照してください。

	--type/-Y job-type[,job-type]...
	
指定されたタイプのジョブ・エントリのみが表示されます。デフォルトでは、すべてのタイプが表示されます。job-typeプレースホルダの詳細は、「job-type」を参照してください。


	--host/-h hostname
	
指定されたホストに関連したジョブ・エントリのみが表示されます。


	--dataset/-D dataset
	
指定されたデータセット・ファイルに関連したジョブ・エントリのみが表示されます。データセット・ファイル情報を表示するには、lsdsコマンドを実行します。




	
注意:

--datasetと--hostのオプションをどちらも指定した場合、lsjobコマンドの出力はNULLになります。その理由は、--datasetのみを指定して実行したlsjobはホスト情報を示さず、一方--hostのみを指定して実行したlsjobはデータセット情報を示さないからです。











ユーザー名を使用したジョブ・オプション

次のオプションを使用して、ジョブを開始者によってフィルタ処理します。実例は例2-66を参照してください。

	--system/-y
	
Oracle Secure Backupによってスケジュールされたジョブが表示されます。


	--username/-u username
	
usernameが所有者であるジョブが表示されます。すべてのOracle Secure Backupユーザーを表示するには、lsuserコマンドを実行します。


	--me/-m
	
現在ログインしているOracle Secure Backupユーザーが所有者となっているジョブが表示されます。現行のOracle Secure Backupユーザーを表示するには、idコマンドを実行します。





その他のジョブ・オプション

次のオプションを使用して、その他の基準によってジョブをフィルタ処理します。実例は例2-67を参照してください。

	--superseded/-S
	
実行される前に無効にされたジョブが表示されます。

最初のジョブを実行する機会があった後に同じジョブがスケジュールされていると、最初のジョブは無効になります。たとえば、毎晩午後9時に増分バックアップをスケジュールしているとします。水曜日の朝になって、火曜日の夜のバックアップが、テープ・ライブラリに使用可能なテープがなかったために実行されていなかったことがわかります。この場合、水曜日にスケジュールされている増分バックアップが前の晩のバックアップに優先します。


	--subjobs/-j
	
選択されたジョブに下位ジョブが含まれていれば表示されます(デフォルト)。たとえば、lsjob --primaryにより、sbt/25のみでなく、sbt/25.1、sbt/25.2およびsbt/25.3も表示されます。


	--primary/-P
	
各プライマリ・ジョブのみが表示されます。たとえば、lsjob --primaryにより、sbt/25.1、sbt/25.2およびsbt/25.3ではなく、sbt/25が表示されます。





形式制御ジョブ・オプション

次のオプションを使用して、ジョブ情報の表示を制御します。実例は例2-68を参照してください。

	--short/-s
	
ジョブIDのみが表示されます。


	--long/-l
	
列形式においてではなくラベル付きで情報が表示されます。


	--noheader/-H
	
列ヘッダーが表示されません。


	--oneperline/-1
	
--shortオプションとともに使用して、1行に1つのジョブIDを表示します。





コンテンツ・レベルのジョブ・オプション

次のオプションを使用して、含まれているコンテンツの量によってジョブをフィルタ処理します。実例は例2-69を参照してください。


	
	--results/-r
	
--completedオプションと組み合せて使用して、完了したジョブの結果を表示します。たとえば、結果は次のようになります。


saved 3.4 MB to VOL000003 (tag ADE202), file 12
ok:   /home





	
関連項目:

"--progress/-o"








	
	--progress/-o
	
--activeオプションと組み合せて使用して、アクティブなジョブの進捗を表示します。たとえば、進捗は次のようになります。


processed 3.1Mb, 42 files


完了したジョブの進捗情報は表示されません。--progressオプションはアクティブなジョブにのみ適用されるからです。




	
関連項目:

"--results/-r"








	--requires/-R
	
各ジョブの実行に必要なリソースが表示されます。たとえば、どのようなデバイスを使用しても実行できるジョブは、「必要なデバイスは任意です」と表示されます。


	--times/-C
	
各ジョブの関連する時間がすべて表示されます。ジョブの時間の例を次に示します。


introduced 2008/03/21.16:59, earliest exec 03/23.00:00, last update
2008/03/21.16:59, expires never


	--log/-L
	
各ジョブのログが表示されます。ログには、ジョブの作成時間、ジョブがディスパッチされたホスト、ジョブの完了時間などのデータが表示されます。


	--catalog/-G
	
カタログ・リカバリ・バックアップに関する詳細情報が表示されます。また、Oracle Secure Backupではカタログ・バックアップ障害がないかチェックし、検出された場合は管理者への電子メールを生成します。








出力

表2-11で、lsjobコマンドの出力について説明します。


表2-11 lsjobの出力

	ラベル	意味
	
Job ID

	
スケジュールされたバックアップ・ジョブまたはリストア・ジョブに割り当てられた、一意のOracle Secure Backup ID。


	
Type

	
ジョブのタイプ。設定は、dataset、backup、restore、orabackup、orarestore、scancontrol、mediamovementまたはduplicationです。詳細は、「job-type」を参照してください。


	
Level

	
バックアップ・レベルを指定します。デフォルトのレベルは0(ゼロ)です。詳細は、「backup-level」を参照してください。


	
Family

	
ジョブに使用するメディア・ファミリを指定します。


	
Encryption

	
Oracle Secure Backupによって暗号化されたバックアップではon

ユーザー指定の1回かぎりのパスフレーズを使用して、Oracle Secure Backupによって暗号化されたバックアップではtransient

ホストで必要な暗号化設定を上書きする、暗号化されなかったオンデマンド・バックアップではforcedoff

暗号化されていないバックアップではoff

暗号化対応テープ・ドライブによって暗号化されたバックアップではhardware

暗号化対応テープ・ドライブによって暗号化された一時バックアップではtransient_hardware

Recovery Manager(RMAN)によって暗号化されたバックアップではRMAN

まだ完了していないRMANバックアップ・ジョブの場合、このフィールドにはawaiting job completionと表示されます。RMANバックアップが完了して初めて、このフィールドにバックアップの暗号化状態が表示されます。

バックアップの暗号化の詳細は、『Oracle Secure Backup管理者ガイド』を参照してください。


	
Scheduled time

	
ジョブの開始がスケジュールされた時間。


	
目次

	
使用されたデータセットまたはバックアップされたホスト。


	
State

	
ジョブの状態。設定は、processed、pending、completed successfully、failedまたはwaiting for input since date-timestampです。

注意: waiting for input since date-timestamp状態は、ジョブが実行されたものの、現在ブロックされ、ユーザーの入力待ち状態であることを示します。この入力はrpyjobを使用して供給できます。


	
Priority

	
ジョブの優先度レベル。1が最も高い優先度です。


	
Privileged op

	
ジョブに対する管理者権限の必要有無。


	
Run on host

	
ジョブが実行されるホスト。


	
Attempts

	
Oracle Secure Backupによりジョブの実行が試行される回数。











例


例2-63 状態によるジョブのフィルタ処理

この例では、完了状態のジョブを表示しています。


ob> lsjob --complete
Job ID     Sched time  Contents                          State
---------- ----------- --------------------------------- ------------------------------------------
admin/1    none        dataset tbrset/entire_backup      completed successfully at 2007/06/13.10:11
admin/1.1  none        backup brhost2                    completed successfully at 2007/06/13.10:11
admin/2    none        restore 1 item to brhost2         completed successfully at 2007/06/13.10:11
sbt/1      none        database tstvw1 (dbid=1586108579) completed successfully at 2007/06/13.10:15
sbt/1.1    none        archivelog backup                 completed successfully at 2007/06/13.10:15
sbt/2      none        database tstvw1 (dbid=1586108579) completed successfully at 2007/06/13.10:16
sbt/2.1    none        controlfile autobackup            completed successfully at 2007/06/13.10:16
sbt/3      none        database tstvw1 (dbid=1586108579) completed successfully at 2007/06/13.10:16 
sbt/3.1    none        datafile backup                   completed successfully at 2007/06/13.10:16
sbt/4      none        database tstvw1 (dbid=1586108579) completed successfully at 2007/06/13.10:17
sbt/4.1    none        restore piece '03ik5p7p_1_1'      completed successfully at 2007/06/13.10:17





例2-64 時間によるジョブのフィルタ処理

この例では、今日のみアクティブなジョブおよび保留中のジョブを表示しています。


ob> lsjob --today
Job ID           Sched time  Contents                       State
---------------- ----------- ------------------------------ -----------------------------------
5                06/13.04:00 dataset datadir.ds             processed; host backup(s) scheduled





例2-65 ホストによるジョブのフィルタ処理

この例では、ホストbrhost2で実行されている、すべての状態のジョブを表示しています。


ob> lsjob --all --short --oneperline --host brhost2
admin/1.1
admin/2





例2-66 ユーザーによるジョブのフィルタ処理

この例では、Oracle Secure Backupユーザーsbtが所有者である、アクティブおよび保留中のジョブを表示しています。


ob> lsjob --user sbt
Job ID           Sched time  Contents                       State
---------------- ----------- ------------------------------ ---------------------
admin/13         06/23.00:00 dataset fullbackup.ds          future work





例2-67 無効にされたジョブの表示

この例では、無効にされたアクティブなジョブおよび保留中のジョブを表示しています。


ob> lsjob --superseded
Job ID           Sched time  Contents                       State
---------------- ----------- ------------------------------ ----------------------
admin/13         06/23.00:00 dataset fullbackup.ds          future work





例2-68 長い形式でのジョブ・データの表示

この例では、アクティブなジョブおよび保留中のジョブを長い形式で表示しています。


ob> lsjob --long
5:
    Type:                   datadir.ds
    Level:                  full
    Family:                 full
    Encryption:             on
    Scheduled time:         06/13.04:00
    State:                  processed; host backup(s) scheduled
    Priority:               5
    Privileged op:          no
    Run on host:            (administrative server)
    Attempts:               1





例2-69 すべての時間関連データの表示

この例では、アクティブなジョブおよび保留中のジョブの時間関連データをすべて表示しています。


ob> lsjob --times
Job ID           Sched time  Contents                       State
---------------- ----------- ------------------------------ ----------------------
5                06/13.04:00 dataset datadir.ds             processed; host backup(s) scheduled
    introduced 2007/06/13.13:37, earliest exec 06/13.04:00, last update 
    2007/06/13.13:37, expires 2007/07/13.04:00












lsmf


用途

lsmfコマンドは、メディア・ファミリに関する情報を表示する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「メディア・ファミリ用コマンド」を参照してください。











前提条件

lsmfコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の表示(display administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


lsmf::=


lsmf [ --long/-l | --short/-s ] [ media-family-name ]...





意味

	--long/-l
	
データを長い形式で表示します。このオプションにより、すべてのメディア・ファミリ属性がラベル付きで表示されます。lsmfコマンドのデフォルトでは、各メディア・ファミリの名前およびタイプが表示されます。


	--short/-s
	
データを短い形式で表示します。このオプションでは、メディア・ファミリ名のみが表示されます。


	media-family-name
	
リストするメディア・ファミリの名前を指定します。media-family-nameを指定しなかった場合は、すべてのメディア・ファミリが表示されます。








出力

表2-12に、lsmfコマンドの出力を示します。


表2-12 lsmfの出力

	ラベル	意味
	
Write window

	
ボリューム・セットへの書込みが許可されている時間の長さを示します。


	
Keep volume set

	
Write Windowの時間に追加される、ボリューム・セットが失効するまでの時間。デフォルトはneverです。


	
Appendable

	
このボリュームが追加可能であることを示す。設定はyesまたはnoです。


	
Volume ID used

	
ボリュームID。設定は、system default、unique to this media family、same as for media fam < >またはfrom file < >です。


	
Comment

	
このメディア・ファミリに対するユーザー指定の説明(オプション)。











例


例2-70 メディア・ファミリ情報のリスト

この例では、長い形式のメディア・ファミリ・データを表示しています。


ob> lsmf --long
RMAN-DEFAULT:
    Keep volume set:        content manages reuse
    Appendable:             yes
    Volume ID used:         unique to this media family
    Comment:                Default media family for RMAN backup jobs
content-man-family:
    Write window:           forever
    Keep volume set:        content manages reuse
    Appendable:             yes
    Volume ID used:         unique to this media family
full_bkup:
    Write window:           10 days
    Keep volume set:        28 days
    Appendable:             yes
    Volume ID used:         unique to this media family
time-man-family:
    Write window:           7 days
    Keep volume set:        28 days
    Appendable:             yes
    Volume ID used:         unique to this media family












lsloc


用途

lslocコマンドは、管理ドメイン内のすべての場所に関する情報を表示する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「場所用コマンド」を参照してください。











前提条件

lsmfコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の表示(display administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


lsloc::=


lsloc [ --short/-s | --long/-l ] location-name [ location-name ]...





意味

	--short/-s
	
データを短い形式で表示します。このオプションでは、場所名のみが表示されます。


	--long/-l
	
データを長い形式で表示します。


	location-name
	
リストする場所の名前を指定します。location-nameを指定しない場合は、すべての場所が表示されます。













lsp


用途

lspコマンドは、デフォルトおよびポリシーをリストする場合に使用します。

ポリシー・データは、/をルートとするディレクトリ・ツリーとして表示されます。ツリーをナビゲートするにはcdpを使用し、データを表示するにはlspおよびpwdpを使用します。




	
関連項目:

	
関連コマンドについては、「ポリシー用コマンド」を参照してください。


	
ポリシーおよびポリシー・クラスの詳細なリストについては、付録6「デフォルトおよびポリシー」を参照してください。
















前提条件

lspコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の表示(display administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


lsp::=


lsp [ --short/-s | --long/-l ] [ --dir/-d ] [ --fullname/-f ] [ --novalue/-V ]
[ --nodefault/-D | --defaultvalue/-v ] [ --type/-t ] [ policy-name ]...





意味

	--short/-s
	
短い形式でデータが表示されます(デフォルト)。このオプションにより、ポリシー名と設定が表示され、その設定がデフォルト値かどうかが示されます。


	--long/-l
	
データを長い形式で表示します。このオプションは、出力に各ポリシーの簡単な説明が含まれている点を除けば--shortと同じです。


	--dir/-d
	
指定されたポリシーのディレクトリが表示されます。


	--fullname/-f
	
選択されたポリシーのフルパス名が表示されます。


	--novalue/-V
	
ポリシー値の表示が抑止されます。


	--nodefault/-D
	
選択されたポリシーのデフォルト値の表示が抑止されます。


	--defaultvalue/-v
	
選択されたポリシーのデフォルト値が表示されます。


	--type/-t
	
タイプ別にポリシーが表示されます。


	policy-name
	
表示するポリシーの名前を指定します。








例


例2-71 ログ・ポリシーのリスト

この例では、ログ・ポリシーのフルパス名を表示し、ポリシーのデフォルトを非表示にしています。


ob> pwdp
/
ob> lsp --nodefault --fullname --long logs
/logs/adminlogevents                       (none)
    Names of events that are logged in the administrative server activity log.
/logs/adminlogfile                         (none)
    Pathname of the administrative server activity log.
/logs/clientlogevents                      (none)
    Names of events that are logged in each client's local log file.
/logs/jobretaintime                        30 days
    Duration for which scheduler job database records are retained.
/logs/logretaintime                        7 days
    Duration for which Oracle Secure Backup daemon log entries are retained.
/logs/transcriptretaintime                 7 days
    Duration for which backup transcripts are retained.
/logs/unixclientlogfile                    (none)
    Pathname of the local activity log file for all UNIX clients.
/logs/windowsclientlogfile                 (none)
    Pathname of the local activity log file for all Windows clients.





例2-72 タイプ別のポリシーのリスト

この例では、daemonsクラスのポリシーを表示しています。


ob> pwd
/
ob> lsp --type daemons
auditlogins                      no                          [default]
    yes-no
obixdmaxupdaters                 2                           [default]
    uint min 1
obixdrechecklevel                structure                   [default]
    enum none structure content
obixdupdaternicevalue            0                           [default]
    int
webautostart                     yes                        
    yes-no
webpass                          (set)                      
    text
windowscontrolcertificateservice no                          [default]
    yes-no












lspiece


用途

lspieceコマンドは、Recovery Manager(RMAN)バックアップ・ピースに関する情報を表示する場合に使用します。バックアップ・ピースとは、バックアップ・セットの物理メンバーのことです。1つのRMANバックアップ・ピースは、1つのOracle Secure Backupバックアップ・イメージに相当します。Oracle Secure Backupでは、各バックアップ・ピースのコンテンツに関するOracle Databaseメタデータが保存、レポートされます。

バックアップ・ピースは、異なる複製ボリューム上でも使用できるため、lspieceコマンドでは、アクティブな場所または最も近い保管場所にあるボリュームが表示されます。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「バックアップ・ピース用コマンド」を参照してください。











前提条件

lspieceコマンドを使用するには、デバイス情報の問合せおよび表示(query and display information about devices)権を備えている必要があります。





構文


lspiece::=


lspiece [ --long/-l | --short/-s ] [ --noheader/-H ] [ --section/-S ]
[ --oid/-o oid-list ]... [ --host/-h hostname[,hostname]... ]
[ --dbname/-d dbname[,dbname]... ]
[ --dbid/-i dbid[,dbid]... ]
[ --content/-c content[,content]... ]
[ { --vid/-v vid_list | --void/-V oid_list } ]
[ piecename ]...





意味

	--long/-l
	
データを長い形式で表示します。


	--short/-s
	
データを短い形式で表示します。


	--noheader/-H
	
ヘッダー行が表示されません。


	--section/-S
	
バックアップ・ピースが使用しているボリュームIDおよびバックアップ・セクションが表示されます。--sectionオプションを指定すると、ボリュームIDが--long出力に含まれます。


	--oid/-o oid-list
	
バックアップ・ピース・オブジェクト識別子を1つ以上指定します。oid-listプレースホルダの詳細は、「oid-list」を参照してください。


	--host/-h hostname
	
リストする対象のホスト・コンピュータの名前を指定します。


	--dbname/-d dbname
	
バックアップ・ピースをリストするデータベースの名前を指定します。


	--dbid/-i dbid
	
バックアップ・ピースをリストするデータベースのDBIDを指定します。


	--content/-c content
	
バックアップ・ピースに含まれているバックアップ情報のタイプを指定します。contentプレースホルダの詳細は、「content」を参照してください。


	--vid/-v vid_list | --void/-V oid_list
	
vid_listまたはoid_listで指定されたボリューム上に含まれるバックアップ・ピースのみが表示されることを指定します。他の選択基準オプションによってさらに制限することができます。


	piecename
	
リストする対象のバックアップ・ピースの名前を指定します。








出力

表2-13で、lspieceコマンドの出力について説明します。


表2-13 lspieceの出力

	ラベル	意味
	
Backup piece OID

	
バックアップ・ピース・オブジェクト識別子


	
Database

	
バックアップされたデータベースの名前


	
Database ID

	
バックアップされたデータベースのDBID


	
Content

	
バックアップのコンテンツ(「content」を参照)


	
Copy number

	
バックアップ・ピースのコピー番号


	
Created

	
バックアップ・ピースの作成日


	
Host

	
データベース・ホスト


	
Piece name

	
バックアップ・ピースの名前


	
Encryption

	
暗号化の有効化または無効化(「--encryption/-e {yes | no | forcedoff | transient}」を参照)。


	
Algorithm

	
使用する暗号化のアルゴリズム(「--algorithm/-L」を参照)。








lspieceでレポートされる日付が6か月より前の過去の場合は、yyyy/mm/ddの書式でレポートされます。日付が6か月以内の過去の場合は、mm/dd.hh:mmの書式でレポートされます。





例


例2-73 バックアップ・ピースの表示

次の例では、lspiece --longコマンドの出力を表示しています。


ob> lspiece -l
Backup piece OID:       104
   Database:               bugfix
   Database ID:            1586108579
   Content:                full
   Copy number:            0
   Created:                2009/01/14.16:34
   Host:                   sales-server
   Piece name:             05k4q4km_1_1
   Encryption:             on
   Algorithm:              aes128
Backup piece OID:       107
   Database:               bugfix
   Database ID:            1586108579
   Content:                full
   Copy number:            0
   Created:                2009/01/14.16:48
   Host:                   sales-server
   Piece name:             08k4q5dj_1_1
   Encryption:             RMAN
Backup piece OID:       108
   Database:               bugfix
   Database ID:            1586108579
   Content:                full
   Copy number:            0
   Created:                2009/01/14.16:52
   Host:                   sales-server
   Piece name:             09k4q5me_1_1
   Encryption:             forcedoff
Backup piece OID:       109
   Database:               bugfix
   Database ID:            1586108579
   Content:                full
   Copy number:            0
   Created:                2009/01/14.16:55
   Host:                   sales-server
   Piece name:             0ak4q5rm_1_1
   Encryption:             hardware
   Algorithm:              aes256





例2-74 バックアップ・ピースが使用しているボリュームIDの表示

次の例は、バックアップ・ピースが使用しているボリュームIDおよびバックアップ・セクションを示しています。


ob> lspiece -l -S
Backup piece OID:       100
    Database:               oracle
    Database ID:            1566049437
    Content:                full
    Copy number:            0
    Created:                2009/07/23.15:07
    Host:                   sales-server
    Piece name:             03kks4m5_1_1
        BSOID:              100
        Volume ID:          RMAN-DEFAULT-000001
        File:               1
        Sect:               1
    Encryption:             off












lspni


用途

lspniコマンドは、優先ネットワーク・インタフェース(PNI)定義をリストする場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「優先ネットワーク・インタフェース用コマンド」を参照してください。











前提条件

lspniコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の表示(display administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


lspni::=


lspni [ server-hostname ]...





意味

	server-hostname
	
ネットワーク・インタフェースをリストするサーバーの名前を指定します。ホスト名を指定しなかった場合は、mkpniコマンドでPNIが作成されたホストがすべて表示されます。








出力

表2-14で、lspniコマンドの出力について説明します。


表2-14 lspniの出力

	列	意味
	
PNI #

	
1から始まる連番で、PNIを識別します。


	
interface

	
インタフェースのIPアドレス。


	
clients

	
インタフェースを使用するクライアントの名前。











例


例2-75 PNIのリスト

この例では、サーバーbrhost2およびbrhost3のPNIを表示しています。各サーバーにはクライアントosbsvr1からアクセスできます。


ob> lspni
brhost2:
    PNI 1:
        interface:          192.0.2.1
        clients:            osbsvr1
brhost3:
    PNI 1:
        interface:          192.0.2.200
        clients:            osbsvr1












lsrestore


用途

lsrestoreコマンドは、リストア・リクエストをリストする場合に使用します。このリクエストは、スケジューラへの配信待ちになります。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「リストア用コマンド」を参照してください。











前提条件

リストアを特権モードで実行するように指定している場合、またはネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)でアクセスされるホストにファイルをリストアする場合、restoreコマンドを使用するには、特権ユーザーとしてのファイルシステムのリストア実行(perform file system restores as privileged user)権を備えている必要があります。それ以外の場合は、自分によるファイルシステムのリストア実行(perform restores as self)権を備えている必要があります。





構文


lsrestore::=


lsrestore [ --long/-l | --detail/-d | { --short/-s [ --oneperline/-1 ] } ]
[ --position/-x ] [ --noheader/-H ] [ --raw/-R ] [ --catalog/-C ]
[ --listrestorerequests ] [ restore-item ]...





意味

	--long/-l
	
長い形式でリストア・リクエスト・データが表示されます。


	--detail/-d
	
リストアに使用するバックアップに関する詳細なデータが表示されます。


	--short/-s
	
短い形式のリストア・リクエスト・データが表示されます。このアイテムはデフォルトです。


	--oneperline/-1
	
--shortオプションとともに使用して、1行に1つのアイテムを表示します。


	--position/-x
	
--detailオプションとともに使用して、テープにおけるバックアップの位置を表示します。


	--noheader/-H
	
データが列ヘッダーなしで表示されます。


	--raw/-R
	
RAWリストア・リクエスト、すなわち、Oracle Secure Backupカタログを利用しないリストア・リクエストのみが表示されます。デフォルトではlsrestoreにより、すべてのリストア・リクエストがリストされます。


	--catalog/-C
	
Oracle Secure Backupカタログを使用するリストア・リクエストのみが表示されます。--catalogを指定すると、RAWリストア・リクエストは表示されません。デフォルトではlsrestoreにより、すべてのリストア・リクエストがリストされます。


	--listrestorerequests
	
リコール対象のボリュームがリストされます。


	restore-item
	
リストア・リクエストのアイテム番号を指定します。リストア・リクエストのアイテム番号を表示するには、lsrestoreをオプションなしで実行します。








出力

表2-15で、lsrestoreコマンドの出力について説明します。


表2-15 lsrestoreの出力

	列	意味
	
Item #

	
1から始まる連番で、リストア・ジョブに割り当てられるもの


	
Data saved from

	
バックアップされたデータのホストとパス


	
Restore data to

	
リストアするデータのホストとパス


	
Host

	
データのバックアップ元のホストの名前、またはホストがリストア先にしようとしているホストの名前


	
Path

	
オペレーティング・システムのファイルシステムにおけるデータの位置


	
Priority

	
リストア・ジョブの優先度


	
Created

	
ボリューム・セットの作成日


	
File number

	
リストアするバックアップのファイル番号


	
Device

	
リストア操作に使用するデバイスの名前


	
Backup ID

	
リストアするバックアップのバックアップID


	
Volume ID

	
リストア操作に使用するボリュームのボリュームID


	
Volume tag

	
リストア操作に使用するボリュームのバーコード


	
File section

	
リストアするバックアップ・セクション


	
Position

	
テープにおけるバックアップ・データの位置











例


例2-76 リストア・リクエストのリスト

この例では、すべてのリストア・リクエストを長い形式で表示しています。


ob> lsrestore --long
1:
    Data saved from:
        Host:               brhost2
        Path:               /data/backup
    Restore data to:
        Host:               brhost3
        Path:               /tmp
    Priority:           100
    Created:            2008/12/02.12:37:07
    File number:        1
    Device:             tape1
    Backup ID:          1
    Volume ID:          VOL000003
    Volume tag:         ADE203
    File section:       1
    Position:           000000000009












lsrot


用途

lsrotコマンドは、ローテーション・ポリシーに関する情報をリストする場合に使用します。




	
関連項目:

「ローテーション・ポリシー用コマンド」











前提条件

lsrotコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の表示(display administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


lsrot::=


lsrot 
   [ --short/-s | --long/-l ] policyname [ policyname... ]





意味

	--short/-s
	
ポリシーの情報が短い形式で表示されます。


	--long/-l
	
ポリシーの情報が長い形式で表示されます。


	policyname
	
ローテーション・ポリシーの名前を1から31文字で指定します。













lsrpt


用途

lsrptコマンドは、メディア管理レポートをリストする場合に使用します。




	
関連項目:

「レポート用コマンド」











前提条件

lsrptコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の表示(display administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


lsrpt::=


lsrpt [ --short/-s | --long/-l ] [ --type/-t reporttype [,reporttype...] ] 
job-id ...





意味

	--short/-s
	
短い形式でリストすることを指定します。


	--long/-l
	
長い形式でリストすることを指定します。


	--type /-t reporttype
	
表示するレポートのタイプを1つ以上指定します。有効なタイプは、distributionおよびpickです。


	job-id
	
レポートをリストするジョブのジョブIDを指定します。













lssched


用途

lsschedコマンドは、バックアップ、ボールティング・スキャンおよび複製スキャンのスケジュールに関する情報を表示する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「スケジュール用コマンド」を参照してください。











前提条件

lsschedコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の表示(display administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


lssched::=


lssched [ --short/-s | --long/-l ]
[ --calendar/-c year/month
[ --trigger trigger-number[,trigger-number]... ] ]
[ --type/-Y schedule-type[,schedule-type...] ] 
[ schedulename ]...





意味

	--short/-s
	
短い形式でスケジュール・データが表示されます。


	--long/-l
	
長い形式でスケジュール・データが表示されます。


	--calendar/-c year/month
	
表示が、所定の年月のスケジュール情報に制限されます。


	--trigger trigger-number
	
トリガー番号別にバックアップ・スケジュール情報が表示されます。トリガーは、スケジュール済バックアップを実行する時間周期または時間セットをユーザー定義したものです。


	--type/-Y schedule-type
	
リストするスケジュールのタイプを指定します。有効な値は、backup、duplicationscanおよびvaultingscanです。複数のスケジュール・タイプを指定できます。


	schedulename
	
表示するスケジュールの名前を指定します。








出力

表2-16で、lsschedコマンドの出力について説明します。


表2-16 lsschedの出力

	列	意味
	
Schedule name

	
スケジュールを識別するユーザー指定の名前。


	
Type

	
スケジュール・タイプ。backup、duplicationscanまたはvaultingscanです。


	
Dataset

	
使用されるデータセット・ファイル。


	
Restrict

	
デバイス制限。


	
Priority

	
スケジュールの優先度レベル。0より大きな数を設定します。1が最も高い優先度です。


	
Encryption

	
暗号化されたバックアップを指定。バックアップの暗号化の詳細は、『Oracle Secure Backup管理者ガイド』を参照してください。


	
Comment

	
ユーザー指定のコメント。


	
Trigger #

	
このスケジュールのインスタンス番号。


	
Day/date

	
ジョブのスケジュール日。


	
At

	
ジョブのスケジュール時間。


	
Backup level

	
実行するバックアップのレベル。設定は、full、1から10、incrementalまたはoffsiteです。


	
Media family

	
使用するメディア・ファミリ。


	
Expires after

	
このトリガーが期限切れになる時期。








日付が6か月より前の過去または2か月より後の未来の場合は、yyyy/mm/ddの書式でレポートされます。日付が6か月以内の過去および2か月以内の未来の場合は、mm/dd.hh:mmの書式でレポートされます。





例


例2-77 バックアップの表示

この例では、バックアップ・スケジュールlev2、level3およびlevel3-writewindowに関する情報を表示しています。


ob> lssched --long
OSB-CATALOG-SCHED:
    Type:                   backup
    Dataset:                OSB-CATALOG-DS
    Priority:               50
    Encryption:             no
    Comment:                catalog backup schedule
full_backup:
    Type:                   backup
    Dataset:                datadir.ds
    Priority:               5
    Encryption:             yes
    Trigger 1:
        Day/date:           thursdays
        At:                 21:00
        Backup level:       full
        Media family:       (null)
    Trigger 2:
        Day/date:           weekdays
        At:                 04:00
        Backup level:       full
        Media family:       full
        Expires after:      30 days












lssection


用途

lssectionコマンドは、コマンドラインで選択した基準に一致するバックアップ・セクションをリストする場合に使用します。バックアップ・セクションとは、1つの物理ボリュームを占有しているバックアップ・イメージを構成する部分のことです。Oracle Secure Backupでは、バックアップ・セクション・カタログからバックアップ・セクションのデータを取得します。

バックアップ・セクションは、異なる複製ボリューム上でも使用できるため、lssectionコマンドでは、アクティブな場所または最も近い保管場所にあるボリュームが表示されます。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「セクション用コマンド」を参照してください。











前提条件

lssectionコマンドを使用するには、デバイス情報の問合せおよび表示(query and display information about devices)権を備えている必要があります。





構文


lssection::=


lssection 
  [ --long/-l | --short/-s ] [ --noheader/-H ] 
  [ --incomplete/-i ] [ --oid/-o oid-list ]... 
  [ { { --vid/-v vid-list } | { --void/-V oid-list } }
    [ --file/-f filenumber-list ]... ]





意味

	--long/-l
	
長い形式でセクション・データが表示されます。


	--short/-s
	
選択された各バックアップ・セクション・レコードのオブジェクトIDのみが表示されます。


	--noheader/-H
	
データが列ヘッダーなしで表示されます。


	--incomplete/-i
	
バックアップ・セクション・カタログから関連ボリューム・データが失われている場合でも、セクション情報が表示されます。


	--oid oid-list
	
oid-listで指定したオブジェクト識別子を持つバックアップ・セクションを選択します。oid-listプレースホルダの詳細は、「oid-list」を参照してください。


	--vid vid-list
	
vid-listにIDが指定されているボリュームに含まれるバックアップ・セクションが選択されます。vid-listは、カンマで区切られた1つ以上のvid値です。vidプレースホルダの詳細は、「vid」を参照してください。


	--void void-list
	
このリストに指定したボリューム・オブジェクト識別子を持ったボリュームに含まれるバックアップ・セクションが選択されます。void-listプレースホルダは、ボリュームIDのoid-listを表します。oid-listプレースホルダの詳細は、「oid-list」を参照してください。


	--file/-f filenumber-list
	
このリストに指定したファイル番号を持ったバックアップ・セクションのみが表示されます。filenumber-listプレースホルダの詳細は、「filenumber-list」を参照してください。








出力

表2-17で、lssectionコマンドの出力について説明します。


表2-17 lssectionの出力

	列	意味
	
Backup section OID #

	
バックアップ・セクションのカタログ識別子。


	
Containing volume

	
バックアップ・セクションのあるテープ・メディアのボリュームID。


	
Containing volume OID

	
ボリュームのカタログ識別子。


	
File

	
ファイル番号。複数のバックアップを格納するテープにおいて、そのセクションがどの番号のバックアップを占めるかを識別します。


	
Section

	
複数のテープにわたるバックアップに対するもの。これが複数のテープの中のどのテープであるかが識別されます。


	
Backup level

	
実行するバックアップのレベル。設定は、full、1から10、incrementalまたはoffsiteです。


	
Client

	
バックアップされたOracle Secure Backupクライアントの名前。


	
Size

	
バックアップ・セクションのサイズ。


	
Created

	
バックアップ・セクションが作成された日時。


	
Attributes

	
ボリュームの有効期限に関する情報。


	
Encryption

	
Oracle Secure Backupによって暗号化されたバックアップではon

ユーザー指定の1回かぎりのパスフレーズを使用して、Oracle Secure Backupによって暗号化されたバックアップではtransient

ホストで必要な暗号化設定を上書きする、暗号化されなかったオンデマンド・バックアップではforcedoff

暗号化されていないバックアップではoff

暗号化対応テープ・ドライブによって暗号化されたバックアップではhardware

暗号化対応テープ・ドライブによって暗号化された一時バックアップではtransient_hardware

Recovery Manager(RMAN)によって暗号化されたバックアップではRMAN

まだ完了していないRMANバックアップ・ジョブの場合、このフィールドにはawaiting job completionと表示されます。RMANバックアップが完了して初めて、このフィールドにバックアップの暗号化状態が表示されます。

バックアップの暗号化の詳細は、『Oracle Secure Backup管理者ガイド』を参照してください。








lssectionでレポートされる日付が6か月より前の過去の場合は、yyyy/mm/ddの書式でレポートされます。日付が6か月以内の過去の場合は、mm/dd.hh:mmの書式でレポートされます。





例


例2-78 バックアップ・セクションのリスト

この例では、バックアップ・セクション・カタログに含まれるすべてのバックアップ・セクションのオブジェクト識別子を表示しています。lssectionコマンドでは、次にセクション108のデータをデフォルトの標準形式で表示し、それがどのボリューム上にあるかを判断します。さらに、長い形式でこのボリューム上のすべてのバックアップ・セクションを表示しています。


ob> lssection --short
   BSOID
     100
     105
     106
     107
     108
ob> lssection --oid 108
   BSOID  Volume           File Sect  Level  Client     Created      Attributes
     108  VOL000002           2 1         0  brhost2    04/19.11:52  never expires
ob> lssection --vid VOL000002 --long
Backup section OID:    105
    Containing volume:      VOL000002
    Containing volume OID:  111
    File:                   1
    Section:                1
    Backup level:           0
    Client:                 brhost2
    Size:                   62.4 MB
    Created:                2008/04/19.11:36
    Attributes:             never expires
Backup section OID:    108
    Containing volume:      VOL000002
    Containing volume OID:  111
    File:                   2
    Section:                1
    Backup level:           0
    Client:                 brhost2
    Size:                   65.3 MB
    Created:                2008/04/19.11:52
    Attributes:             never expires












lssnap


用途

lssnapコマンドは、ネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)ホスト上のスナップショットをリストする場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「スナップショット用コマンド」を参照してください。











前提条件

lssnapコマンドを使用するには、デバイス情報の問合せおよび表示(query and display information about devices)権を備えている必要があります。





構文


lssnap::=


lssnap [ --short/-s | --long/-l ] [ --noheader/-H ] [ --reserve/-r ]
[ --host/-h hostname[,hostname]... ]
[ --fs/-f filesystem-name[,filesystem-name]... ]
[ --numberformat/-n numberformat ] [ snapshot-name ]...





意味

	--short/-s
	
短い形式でスナップショット・データが表示されます。デフォルトのオプションです。


	--long/-l
	
長い形式でスナップショット・データが表示されます。


	--noheader/-H
	
データのリスト時に列ヘッダーが表示されません。


	--reserve/-r
	
予約領域が表示されます。


	--host/-h hostname
	
NDMPホストを指定します。ホスト名を指定しない場合は、host変数の値が使用されます。


	--fs/-f filesystem-name
	
スナップショットが取得されたファイルシステムを指定します。


	--numberformat/-n numberformat
	
大きい数値の表示書式を指定します。numberformatプレースホルダの詳細は、「numberformat」を参照してください。


	snapshot-name
	
リストするスナップショットの名前を指定します。








出力

表2-18で、lssnapコマンドの出力について説明します。


表2-18 lssnapの出力

	ラベル	意味
	
File system

	
スナップショットで取得されたファイルシステム。


	
Max snapshots

	
このボリュームで許可するスナップショットの最大数。


	
Reserved space

	
すべてのスナップショットの総予約領域。


	
% reserved space

	
現在、全スナップショットによって使用されている予約領域の割合。


	
Snapshot

	
スナップショットの名前


	
Of

	
ファイルシステムの名前。


	
Taken at

	
スナップショットの日時。


	
Used %

	
当該ボリュームで使用される予約ディスク領域に対して、このスナップショットによって消費される領域が占める割合。この値は、「スナップショット・サイズ x 100% / 予約領域」で算出します。


	
Total %

	
当該ボリュームの総ディスク領域に対して、このスナップショットによって消費される領域が占める割合。この値は、「スナップショット・サイズ x 100% / ボリュームの総ディスク領域」で算出します。


	
Busy

	
スナップショットがビジーかどうか。値はyesまたはnoです。


	
Dependency

	
スナップショットに別の処理エンティティ(SnapMirrorなど)への依存性があるかどうか。値はyesまたはnoです。








lssnapでレポートされる日付が6か月より前の過去の場合は、yyyy/mm/ddの書式でレポートされます。日付が6か月以内の過去の場合は、mm/dd.hh:mmの書式でレポートされます。





例


例2-79 スナップショットの表示

この例では、NDMPでアクセスされるホストbr_filer上のスナップショットを表示しています。この例では、lucy.0スナップショットにより、/vol/vol0のスナップショットに割り当てられた領域の3%(44.8GBの3%)、ボリューム/vol/vol0の総ディスク領域の1%(104GBの1%)が使用されています。


ob> lssnap --long --host br_filer
File system /vol/vol0:
    Max snapshots:          255
    Reserved space:           44.8 GB
    % reserved space:       30
    Snapshot:               lucy.0
        Of:                 /vol/vol0
        Taken at:           2008/03/28.20:52
        Used %:               3
        Total %:              1
        Busy:               no
        Dependency:         no
    Snapshot:               myhost_snap1
        Of:                 /vol/vol0
        Taken at:           2004/08/21.11:30
        Used %:              12
        Total %:              7
        Busy:               no
        Dependency:         no












lsssel


用途

lssselコマンドは、データベース・バックアップ記憶域セレクタを表示する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「データベース・バックアップ記憶域セレクタ用コマンド」を参照してください。











前提条件

lssselコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の表示(display administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


lsssel::=


lsssel [ --long/-l | --short/-s ]
[ --dbname/-d { * | dbname[,dbname]... } ]
[ --dbid/-i  { * | dbid[,dbid]... } ]
[ --host/-h  { * | hostname[,hostname]... } ]
[ --content/-c { * | content[,content]... } ]
[ --copynum/-n { 1 | 2 | 3 | 4 } ]
sselname...





意味

	--long/-l
	
すべての記憶域セレクタのすべての属性が表示されます。


	--short/-s
	
選択された記憶域セレクタの名前のみが表示されます。


	--dbname/-d dbname
	
指定されたデータベース名に適用可能な記憶域セレクタがリストされます。


	--dbid/-i dbid
	
指定されたデータベースID(DBID)に適用可能な記憶域セレクタがリストされます。


	--host/-h hostname
	
指定されたホスト名に適用可能な記憶域セレクタがリストされます。


	--content/-c content
	
指定されたコンテンツ・タイプに適用可能な記憶域セレクタがリストされます。contentプレースホルダの詳細は、「content」を参照してください。


	--copynum/-n 1 | 2 | 3 | 4
	
指定されたコピー番号に適用可能な記憶域セレクタがリストされます。


	sselname
	
表示する記憶域セレクタの名前を1つ以上指定します。このリストは、他の選択基準(存在する場合)によってフィルタ処理されます。








出力

表2-19で、lssselコマンドの出力について説明します。


表2-19 lsselの出力

	ラベル	意味
	
Content

	
記憶域セレクタが適用されるバックアップのコンテンツ・タイプ(「content」を参照)


	
Databases

	
記憶域セレクタが適用されるデータベースの名前


	
Database ID

	
記憶域セレクタが適用されるデータベースのDBID


	
Host

	
記憶域セレクタが適用されるデータベース・ホスト


	
Restrictions

	
この記憶域セレクタによって制御されるバックアップの制限先となるデバイスの名前


	
Copy number

	
記憶域セレクタが適用されるコピー番号


	
Media family

	
この記憶域セレクタ・オブジェクトの制御下でバックアップに使用するメディア・ファミリの名前


	
Resource wait time

	
この記憶域セレクタの制御下のバックアップで必要となるリソースが使用可能になるまでの待機時間


	
UUID

	
この記憶域セレクタのユニバーサルID











例


例2-80 データベース・バックアップ記憶域セレクタの表示

この例では、記憶域セレクタを作成し、その情報を表示しています。


ob> mkssel --dbid 1557615826 --host brhost2 --content full --family f1 ssel_full
ob> lsssel --long
 
ssel_full:
    Content:             full
    Databases:           [all]
    Database ID:         1557615826
    Host:                brhost2
    Restrictions:        [none]
    Copy number:         [any]
    Media family:        f1
    Resource wait time:  1 hour
    UUID:                b5774d9e-92d2-1027-bc96-000cf1d9be50












lssum


用途

lssumコマンドは、すべてのジョブ・サマリー・スケジュールを表示する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「サマリー用コマンド」を参照してください。











前提条件

lssumコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の表示(display administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


lssum::=


lssum [ --long/-l | --short/-s ] [ summary-name ]...





意味

	--long/-l
	
長い形式でジョブ・サマリー・スケジュール・データが表示されます。


	--short/-s
	
ジョブ・サマリー名が表示されます。デフォルトでは、lssumにより、サマリー名およびレポート生成予定日時が表示されます。


	summary-name
	
リストするジョブ・スケジュール・サマリーの名前を指定します。








出力

表2-20で、lssumコマンドの出力について説明します。


表2-20 lssumの出力

	列	意味
	
Produce on

	
レポートの生成予定日時。


	
Mail to

	
レポートの送信先となる電子メール・アドレス。


	
Limit report to hosts

	
ジョブ・サマリーの限定先となるホスト


	
Backup jobs

	
バックアップ・ジョブに関する情報の挿入。設定はyesまたはnoです。


	
Restore jobs

	
リストア・ジョブに関する情報の挿入。設定はyesまたはnoです。


	
Oracle backup jobs

	
Recovery Manager(RMAN)バックアップ・ジョブに関する情報の挿入。設定はyesまたはnoです。


	
Oracle restore jobs

	
RMANリストア・ジョブに関する情報の挿入。設定はyesまたはnoです。


	
Scheduled jobs

	
スケジュール・ジョブに関する情報の挿入。設定はyesまたはnoです。


	
User jobs

	
ユーザー・ジョブに関する情報の挿入。設定はyesまたはnoです。


	
Subordinate jobs

	
下位ジョブに関する情報の挿入。設定はyesまたはnoです。


	
Superseded jobs

	
無効になったジョブに関する情報の挿入。設定はyesまたはnoです。








lssectionでレポートされる日付が2か月より後の未来の場合は、yyyy/mm/ddの書式でレポートされます。日付が2か月以内の未来の場合は、mm/dd.hh:mmの書式でレポートされます。





例


例2-81 ジョブ・サマリー・スケジュールの表示

この例では、ジョブ・サマリー・スケジュールweekly_reportに関する情報を表示しています。


ob> lssum --long
weekly_report:
    Produce on:              Wed at 12:00
    Mail to:                 lance@example.com
    In the report, include:
        Backup jobs:             yes
        Restore jobs:            yes
        Oracle backup jobs:      yes
        Oracle restore jobs:     yes
        Scheduled jobs:          yes
        User jobs:               yes
        Subordinate jobs:        yes
        Superseded jobs:         no












lsuser


用途

lsuserコマンドは、1人以上のOracle Secure Backupユーザーの名前および属性を表示する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「ユーザー用コマンド」を参照してください。











前提条件

任意のOracle Secure Backupユーザーをリストする必要がある場合は、管理ドメインの構成の表示(display administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。自分のみをリストする場合は、自分の名前およびパスワードの変更(modify own name and password)権を備えている必要があります。





構文


lsuser::=


lsuser [ --long/-l | --short/-s ] [ --class/-c userclass ]
[ --unixname/-U unix-user ] [ --unixgroup/-G unix-group ]
[ --domain/-d windows-domain ] [ --ndmpuser/-N ]
[ --email/-e emailaddr ] [ --givenname/-g givenname ]
[ username... ]





意味

	--long/-l
	
データを長い形式で表示します。


	--short/-s
	
データを短い形式で表示します。


	--class/-c userclass
	
特定のクラスに属するOracle Secure Backupユーザーを表示します。


	--unixname/-U unix-user
	
UNIX名ごとに、Oracle Secure Backupユーザーとユーザー・クラスを表示します。


	--unixgroup/-G unix-group
	
UNIXグループごとに、Oracle Secure Backupユーザーとユーザー・クラスを表示します。


	--domain/-d windows-domain
	
Windowsドメイン名ごとに、Oracle Secure Backupユーザーとユーザー・クラスを表示します。


	--ndmpuser/-N
	
ネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)サーバーへのアクセス権を持つOracle Secure Backupユーザーを表示します。


	--email/-e emailaddr
	
電子メール・アドレスごとに、Oracle Secure Backupユーザーとユーザー・クラスを表示します。


	--givenname/-g givenname
	
名前がgivennameのOracle Secure Backupユーザーを表示します。


	username
	
情報を表示するOracle Secure Backupユーザーの名前を指定します。








出力

表2-21で、lsuserコマンドの出力について説明します。


表2-21 lsuserの出力

	列	意味
	
Password

	
ユーザーのパスワード。設定は(set)または(not set)です。


	
User class

	
ユーザー・クラスの名前。


	
Given name

	
Oracle Secure Backup名。


	
UNIX name

	
/etc/passwd内のユーザーのエントリ。


	
UNIX group

	
/etc/group内のユーザーのエントリ。


	
Windows domain/acct

	
ドメイン名またはアカウント名(該当する場合)。


	
NDMP server user

	
設定はyesまたはnoです。


	
Email address

	
ユーザーの電子メール・アドレス。


	
UUID

	
ユーザーのUniversal Unique Identifier(UUID)。


	
Hostname

	
ユーザーがアクセスを事前認可された別のコンピュータ


	
Username

	
ユーザーがアクセスを事前認可された別のコンピュータでのユーザー名


	
Windows domain

	
ユーザーがアクセスを事前認可された別のコンピュータのドメイン情報(該当する場合)


	
RMAN enabled

	
ユーザーがアクセスを事前認可された別のコンピュータでのRecovery Manager(RMAN)の可用性。設定はyesまたはnoです。


	
Cmdline enabled

	
ユーザーがアクセスを事前認可された別のコンピュータのでコマンドラインの可用性。設定はyesまたはnoです(obtool)。











例


例2-82 Oracle Secure Backupユーザー情報の表示

この例では、Oracle Secure Backupユーザーlashdownに関する情報を表示しています。


ob> lsuser
admin            admin
bkpadmin         oracle
sbt              admin
ob> lsuser --long bkpadmin
bkpadmin:
    Password:               (set)
    User class:             oracle
    Given name:             lance
    UNIX name:              bkpadmin
    UNIX group:             dba
    Windows domain/acct:    [none]
    NDMP server user:       no
    Email address:          bkpadmin@example.com
    UUID:                   5f437cd2-7a49-1027-8e8a-000cf1d9be50
    Preauthorized access:
        Hostname:           osbsvr1
        Username:           bkpadmin
        Windows domain:     [all]
        RMAN enabled:       yes
        Cmdline enabled:    yes












lsvol


用途

lsvolコマンドは、テープ・ライブラリ内のボリュームまたはボリューム・カタログ内のボリュームをリストする場合に使用します。

複製ボリュームは、デフォルトでオリジナル・ボリュームごとにグループ化されます。lsvolコマンドでは、複製ボリュームごとにオリジナル・ボリュームoidが表示されます。




	
関連項目:

oidプレースホルダの詳細は、「oid」を参照してください。







Oracle Secure Backupでは、次のSmall Computer System Interface(SCSI)用語を使用してライブラリの基本コンポーネントが記述されます。

	
記憶域要素。lsvolの出力内では数値として表示されます。使用されていないときでも、ボリュームが含まれています。


	
インポート/エクスポート要素。lsvolの出力内では接頭辞ieeで識別されます。ドアを開けずにボリュームをテープ・ライブラリの内外へ移動するために使用されます(したがって、完全な物理インベントリを行うことが必要)。メール・スロットと呼ばれることもあり、物理的に特定のライブラリにのみ存在します。


	
メディア転送要素。lsvolの出力内ではmteとして表示されます。記憶域要素からテープ・ドライブなどの別の要素にボリュームを移動します。


	
データ転送要素(DTE)。lsvolの出力内ではdteとして表示されます。テープ・ドライブのことです。




各要素には、ユーザーとOracle Secure Backupが識別用に使用する名前があります。たとえば、最初の記憶域要素は通常se1、最初のテープ・ドライブはdte1と、それぞれネーミングされます。記憶域要素を参照する場合は、seの接頭辞を省略できます。ライブラリ内のテープ・ドライブはdteとして参照できます(ライブラリに内包されるドライブが1つのみの場合)。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「ライブラリ用コマンド」を参照してください。











前提条件

lsvolコマンドを使用するには、デバイス情報の問合せおよび表示(query and display information about devices)権を備えている必要があります。


構文1

ライブラリ内のボリュームをリスト(インベントリ)する場合は、次の構文を使用します。


lsvol [ --library/-L libraryname | --drive/-D drivename ] 
[ --long/-l ]





意味1

	--library/-L libraryname
	
リストするボリュームが搭載されているテープ・ライブラリの名前を指定します。

--libraryまたは--driveを指定しない場合は、libraryまたはdrive変数の値が使用されます。テープ・ライブラリとテープ・ドライブのいずれの設定も取得できない場合は、警告が発行されます。


	--drive/-D drivename
	
リストするボリュームが搭載されているテープ・ライブラリにあるテープ・ドライブの名前を指定します。

--libraryまたは--driveを指定しない場合は、libraryまたはdrive変数の値が使用されます。テープ・ライブラリとテープ・ドライブのいずれの設定も取得できない場合は、警告が発行されます。


	--long/-l
	
長い形式でボリューム情報が表示されます。lsvol --longをその他のオプションなしで指定した場合は、dte、mteおよびテープ・ライブラリの記憶域要素のインベントリが表示されます。特定のボリュームに対して--longを指定すると、OID、ボリュームID、バーコード、ボリューム順序などが表示されます。








構文2

ボリューム・カタログ内のボリュームをリストする場合は、次の構文を使用します。


lsvol [ --short/-s | --long/-l ] [ --relation/-r ] [ --members/-m ]
[ --duplicates/-d ][ --noheader/-H ] [ --contents/-c ]
{ --all/-a | 
  { [ --vid/-v vid[,vid]... ] [ --barcode/-b tag[,tag]... ]
    [ --vset/-V vsetid[,vsetid]... ] [ [ --dset/-S dsetid[,dsetid]...]
    [ --family/-f media-family-name[,media-family-name]... ]
    [ --location/-C location-name[,location-name]... ]
    [ --attribute/-A volume-attr[,volume-attr]... ]
    [ --oid/-o oid[,oid]... ] 
  }...
  [ --novid/-n | --nobarcode/-N ]
}





意味2

	--short/-s
	
短い形式でボリューム情報が表示されます。各ボリュームのボリュームIDのみが表示されます。


	--long/-l
	
長い形式でボリューム情報が表示されます。


	--relation/-r
	
指定されたその他のオプションに基づいてボリュームをグループ化します。たとえば、--familyオプションを指定している場合は、指定したメディア・ファミリに属するボリュームを基準にしてソートが行われます。


	--members/-m
	
表示される各ボリュームのボリューム・セット・メンバーがすべて表示されます。デフォルトのオプションです。


	--duplicates/-d
	
ボリューム自体と、そのボリュームの複製をリストします。


	--noheader/-H
	
ヘッダー出力なしで情報が表示されます。


	--contents/-c
	
各ボリュームのコンテンツに関する情報が表示されます。

このオプションを指定すると、例 2-84に示すように、バックアップ・セクションのサイズが表示されます。


	--all/-a
	
ボリューム・カタログ内のすべてのボリュームが表示されます。


	--vid/-v vid
	
ボリュームID vidを持つボリュームが表示されます。vidプレースホルダの詳細は、「vid」を参照してください。


	--barcode/-b tag
	
バーコードtagを持つボリュームが表示されます。


	--vset-/V vsetid
	
ボリューム・セットvsetidのメンバーであるボリュームが表示されます。vsetidは、ボリューム・セット内の最初のボリュームのvidを表します。vidプレースホルダの詳細は、「vid」を参照してください。


	--dset/-S dsetid
	
複製セット内のすべての複製をリストします。複製セットIDは、オリジナル・ボリュームvidです。


	--family/-f media-family-name
	
指定されたメディア・ファミリのすべてのボリュームが表示されます。media-family-nameプレースホルダは、mkmfまたはrenmfコマンドで割り当てられたメディア・ファミリの名前を表します。


	--location/-C location-name[, location-name]…
	
指定した1つまたは複数の場所のボリュームに表示を制限します。


	--attribute/-A volume-attr
	
属性volume-attrを持つボリュームがすべて表示されます。このプレースホルダの有効な値は次のとおりです。

	
expired

期限切れのすべてのボリューム。


	
unexpired

有効なすべてのボリューム。


	
open

書込み用に開かれたすべてのボリューム。


	
closed

書込み用に閉じられたすべてのボリューム。


	
recyclable

再利用可能なすべてのボリューム。





	--oid/-o oid
	
指定したoidを持つボリュームが表示されます。oidプレースホルダの詳細は、「oid」を参照してください。


	--novid/-n
	
ボリュームIDのないボリュームが表示されます。


	--nobarcode/-N
	
バーコードのないボリュームが表示されます。








出力

表2-22で、lsvolコマンドの出力について説明します。


表2-22 lsvolの出力

	列	意味
	
VOID

	
ボリュームのOracle Secure Backupカタログ識別子


	
OOID

	
複製ボリュームの元(親)のOracle Secure Backupカタログ識別子。複製ではないボリュームのVOIDと同一です。


	
Barcode

	
テープ・ケースに添付されたバーコード・ラベルのID


	
Volume sequence

	
ボリューム・セットにおけるテープの番号。


	
Media family

	
Oracle Secure Backupメディア・ファミリ名


	
Current location

	
テープが現在存在する場所


	
Label host

	
テープを最初にラベル付けしたメディア・サーバー


	
Size

	
バックアップ・セクションのサイズ。


	
Created

	
ボリュームに最初に書込みが行われた日付。


	
Closes

	
テープへの書込みが可能な最終時間


	
Expires

	
テープの期限が切れ、上書きまたは強制的なラベル付け解除を実行して再利用できる日付


	
Space remaining

	
テープに残存する記憶容量








lsvolでレポートされる日付が6か月より前の過去または2か月より後の未来の場合は、yyyy/mm/ddの書式でレポートされます。日付が6か月以内の過去および2か月以内の未来の場合は、mm/dd.hh:mmの書式でレポートされます。




	
注意:

各バックアップIDは、バックアップの時間順に関係なくを割り当てられます。たとえば、バックアップID 25が月曜日のバックアップを示し、バックアップID 6が次の日のバックアップを示すことがあります。











例


例2-83 ライブラリ内のボリュームの表示

この例では、テープ・ライブラリlib1のボリュームを表示します。サンプル出力はページに収まるようにあらかじめ折り返されています。


ob> lsvol --long --library lib1
Inventory of library lib1:
    in    mte:           vacant
    in    1:             volume VOL000002, barcode ADE201, oid 110, 16962752 kb remaining
    in    2:             volume VOL000001, barcode ADE203, oid 102, 17619328 kb remaining
    in    3:             vacant
    in    4:             vacant
    in    iee1:          vacant
    in    iee2:          vacant
    in    iee3:          vacant
    in    dte:           volume RMAN-DEFAULT-000002, barcode ADE202, oid 112, 17017984 kb 
                         remaining, content manages reuse, lastse 3





例2-84 ボリュームのコンテンツの表示

この例では、ボリュームOSB-CATALOG-MF-000325のコンテンツを表示しています。サンプル出力はページに収まるようにあらかじめ折り返されています。


ob> lsvol --contents --vid OSB-CATALOG-MF-000325
  VOID  OOID  Seq  Volume ID               Barcode   Family          Created
   231   231    1  OSB-CATALOG-MF-000325   NEDC2491  OSB-CATALOG-MF  10/07.21:03
     Attributes    BSOID  File Sect  Level  Host     Size        Created      
     never closes  532    1    1     0      osbsvr3  62.4 MB     10/07.21:03
     Attributes





例2-85 再利用可能なボリュームの表示

この例では、テープ・ライブラリvlib1にある再利用可能なボリュームを表示しています。このコマンド出力には、ボリュームID RMAN-DEFAULT-000001のボリュームのExpiresフィールドに「(content deleted)」と表示されています。これは、このコンテンツ管理されたボリュームのバックアップ・ピースがすべて削除されていることを意味します。


ob> lsvol -l --attribute recyclable
 Volume OID:         105
     Volume ID:          RMAN-DEFAULT-000001
     Barcode:            2f2d6cc644a2102a28000163e3e5439
     Volume sequence:    1
     Media family:       RMAN-DEFAULT
     Current location:   vlib1
     Label host:         brhost1
     Created:            2012/02/28.09:25
     Closes:             never
     Expires:            never; content manages reuse (content deleted)
     Space remaining:    90.4 GB
     Original OID:       105
 Volume OID:         108
     Volume ID:          tbrsfvmfx10_mf-000001
     Barcode:            a019ed4c44a2102931a00163e3e5439
     Volume sequence:    1
     Media family:       tbrsfvmfx10_mf
     Current location:   vlib1
     Label host:         brhost3
     Created:            2012/02/28.09:28
     Closes:             2012/02/28.09:30 (closed)
     Expires:            2012/02/28.09:32 (expired)
     Space remaining:    90.4 GB
     Original OID:       108












mkclass


用途

mkclassコマンドは、Oracle Secure Backupユーザー・クラスを定義する場合に使用します。

Oracle Secure Backupでは、複数のクラスが事前定義されます。これらのクラスの詳細は、付録7「クラスおよび権限」を参照してください。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「クラス用コマンド」を参照してください。











前提条件

mkclassコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


mkclass::=


mkclass [ --modself/-m { yes | no } ] [ --modconfig/-M { yes | no } ]
[ --backupself/-k { yes | no } ]  [ --backuppriv/-K { yes | no } ]
[ --restself/-r { yes | no } ]    [ --restpriv/-R { yes | no } ]
[ --listownjobs/-j { yes | no } ] [ --modownjobs/-J { yes | no } ]
[ --listanyjob/-y { yes | no } ]  [ --modanyjob/-Y { yes | no } ]
[ --mailinput/-i { yes | no } ]   [ --mailerrors/-e { yes | no } ]
[ --mailrekey/-g { yes | no } ] 
[ --querydevs/-q { yes | no } ]   [ --managedevs/-d { yes | no } ]
[ --listconfig/-L { yes | no } ]  [ --browse/-b browserights ]
[ --orauser/-o { yes | no } ]     [ --orarights/-O oraclerights ]
classname...





意味

yesまたはnoを要求するすべてのmkclassオプションのデフォルトは、noです。

	--mailrekey/-m {yes | no}
	
キー更新の発生時、エラーの発生時またはキーが期限切れのときに電子メールを管理クラスに送信するかどうかを指定します。


	--modself/-m { yes | no }
	
Oracle Secure Backupユーザーが自分のパスワードと名前を変更できるようにします。


	--modconfig/-M { yes | no }
	
Oracle Secure Backupユーザーが、Oracle Secure Backup管理ドメイン内のすべてのオブジェクトを変更(作成、変更、名前変更および削除)できるようにします。このような変更可能オブジェクトには、クラス、ユーザー、ホスト、デバイス、デフォルトおよびポリシーを表す各オブジェクトがあります。


	--backupself/-k { yes | no }
	
Oracle Secure Backupユーザーが、自分のユーザー・アイデンティティでバックアップを実行できるようにします。


	--backuppriv/-K { yes | no }
	
Oracle Secure Backupユーザーが、ルートまたは特権ユーザーとしてバックアップを実行できるようにします。


	--restself/-r { yes | no }
	
Oracle Secure Backupユーザーが、ユーザーのUNIX名/グループまたはWindowsドメイン/アカウントによるアクセス権の制限下で、バックアップ・イメージのコンテンツをリストアできるようにします。


	--restpriv/-R { yes | no }
	
Oracle Secure Backupユーザーが、特権ユーザーとしてバックアップ・イメージのコンテンツをリストアできるようにします。LinuxおよびUNIXのホストでは、特権リストア操作はrootオペレーティング・システム・アイデンティティで実行されます。たとえば、Oracle Secure Backupユーザーjoebloggは、オペレーティング・システム・アカウントrootを使用してこの操作を実行します。Windowsシステムでは、リストア操作は、Windowsクライアント上のOracle Secure Backupサービスと同じアカウントで実行されます。


	--listownjobs/-j { yes | no }
	
Oracle Secure Backupユーザーに次のものを表示する権限を付与します。

	
ユーザーが構成した、スケジュール済、実行中および完了済の各ジョブのステータス


	
ユーザーが構成したジョブの記録





	--modownjobs/-J { yes | no }
	
Oracle Secure Backupユーザーが構成したジョブのみを変更する権限がそのユーザーに付与されます。


	--listanyjob/-y { yes | no }
	
Oracle Secure Backupユーザーに次のものを表示する権限を付与します。

	
スケジュール済、実行中および完了済の各ジョブのステータス


	
任意のジョブの記録





	--modanyjob/-Y { yes | no }
	
すべてのジョブを変更する権限をOracle Secure Backupユーザーに付与します。


	--mailinput/-i { yes | no }
	
Oracle Secure Backupで手動による操作が必要になると、Oracle Secure Backupユーザーが電子メールを受信できるようにします。バックアップおよびリストア操作中に、オペレータの手動操作が必要になることがあります。このような状況は、必要なボリュームが見つからなかったり、バックアップを継続するためにボリュームが必要なときに発生する可能性があります。このような場合、この権限を持つクラスに属するOracle Secure Backupユーザーすべてに電子メールが送信されます。


	--mailerrors/-e { yes | no }
	
Oracle Secure Backupのアクティビティで発生したエラーが記述された電子メール・メッセージを、Oracle Secure Backupユーザーが受信できるようにします。


	--querydevs/-q { yes | no }
	
Oracle Secure Backupユーザーがデバイスの状態を問合せできるようにします。


	--managedevs/-d { yes | no }
	
Oracle Secure Backupユーザーが、obtoolコマンドを使用してデバイスの状態を制御できるようにします。


	--listconfig/-L { yes | no }
	
Oracle Secure Backupユーザーが管理ドメイン内のホスト、デバイス、ユーザーなどのオブジェクトをリストできるようにします。


	--browse/-b browserights
	
Oracle Secure Backupユーザーに参照権限を付与します。次のいずれかのbrowserights値を指定します(権限の高い値から順に表示)。

	
privilegedは、Oracle Secure Backupユーザーがすべてのディレクトリとカタログ・エントリを参照できることを意味します。


	
notdeniedは、Oracle Secure Backupユーザーがアクセスを明示的に拒否されていないカタログのエントリを参照できることを意味します。このオプションは、カタログに統計記録が保存されていないディレクトリへアクセスできるという点で、permittedとは異なります。


	
permittedは、Oracle Secure BackupユーザーがUNIXの通常の権限チェックによって規制されることを意味します(デフォルト)。特に、Oracle Secure Backupユーザーは、次の条件が最低1つあてはまる場合にのみ、ディレクトリを参照できます。

a.Oracle Secure Backupのアイデンティティで定義されているUNIXユーザーが、ディレクトリの所有者としてリストされ、その所有者に読取り権がある。

b.Oracle Secure Backupのアイデンティティで定義されているUNIXグループが、ディレクトリのグループとしてリストされ、そのグループに読取り権がある。

c.前述のいずれの条件も満たさないが、Oracle Secure Backupのアイデンティティで定義されているUNIXユーザーに、ディレクトリの読取り権がある。


	
namedは、Oracle Secure BackupユーザーがUNIXの通常の権限チェックによって規制されるが、その他のユーザーに読取り権がないことを意味します。特に、Oracle Secure Backupユーザーは、次の条件が最低1つあてはまる場合にのみ、ディレクトリを参照できます。

a.Oracle Secure Backupのアイデンティティで定義されているUNIXユーザーが、ディレクトリの所有者としてリストされ、その所有者に読取り権がある。

b.Oracle Secure Backupのアイデンティティで定義されているUNIXグループが、ディレクトリのグループとしてリストされ、そのグループに読取り権がある。


	
noneは、Oracle Secure Backupユーザーにディレクトリまたはカタログを参照する権限がないことを意味します。





	--orauser/-o { yes | no }
	
Oracle Secure BackupユーザーがOracle Databaseのバックアップおよびリストア操作を実行できるようにします(yesまたはno)。この権限により、Oracle Secure Backupユーザーは持っているその他の権限に関係なくSBT操作を実行できます。たとえば、自分によるリストア実行(perform restores as self)権がnoに設定されている場合でも、この権限を持つOracle Secure BackupユーザーはSBTリストア操作を実行できます。


	--orarights/-O oraclerights
	
指定した権限を持つOracle Secure Backupユーザーが、Oracle Databaseバックアップにアクセスできるようにします。oraclerightsプレースホルダには次のどの値でも設定できます。

	
classは、Oracle Secure Backupユーザーが、同じクラス内のどのOracle Secure Backupユーザーが作成したSBTバックアップにもアクセスできることを意味します。


	
allは、Oracle Secure BackupユーザーがすべてのSBTバックアップにアクセスできることを意味します。


	
noneは、Oracle Secure BackupユーザーにSBTバックアップへのアクセス権がないことを意味します。


	
ownerは、Oracle Secure Backupユーザーがアクセスできるのは自身が作成したSBTバックアップのみであることを意味します(デフォルト)。





	classname
	
作成するクラスの名前を指定します。クラス名は大/小文字が区別され、英数字で始める必要があります。使用できるのは文字、数字、ダッシュ、アンダースコアおよびピリオドのみです(空白は不可)。最大127文字までです。








例


例2-86 クラスの作成

この例では、backup_adminという名前のクラスを作成しています。このコマンドでは、--listownjobs、--modownjobs、--listanyjob、--modanyjob、--managedevs、--orauserおよび--orarightsについてはデフォルト値のnoを受け入れています。スペース上の制約からこの例のmkclassコマンドは、折り返されて複数行にわたっています。


ob> mkclass --listconfig yes --modself yes --modconfig yes --backupself yes
--backuppriv yes --restself yes --restpriv yes --mailinput yes --mailerrors yes
--querydevs yes --browse privileged backup_admin
ob> lsclass --long backup_admin
backup_admin:
    browse backup catalogs with this access:         privileged
    access Oracle backups:                           owner
    display administrative domain's configuration:   yes
    modify own name and password:                    yes
    modify administrative domain's configuration:    yes
    perform backups as self:                         yes
    perform backups as privileged user:              yes
    list any jobs owned by user:                     no
    modify any jobs owned by user:                   no
    perform restores as self:                        yes
    perform restores as privileged user:             yes
    receive email requesting operator assistance:    yes
    receive email describing internal errors:        yes
    query and display information about devices:     yes
    manage devices and change device state:          no
    list any job, regardless of its owner:           no
    modify any job, regardless of its owner:         no
    user can perform Oracle backups and restores:    no












mkdev


用途

mkdevコマンドは、Oracle Secure Backup用にデバイスを構成する場合に使用します。このコマンドでは、管理ドメインのデバイスにOracle Secure Backupでの名前と属性が割り当てられます。

Oracle Secure Backupで使用するためには、各デバイスが1つ以上のアタッチメント(ホストとそのデバイス間のデータ・パスを記述したもの)を備えている必要があります。アタッチメントには、デバイスの接続先であるホストと、アクセスに使用するRAWデバイス名を指定します。




	
関連項目:

	
関連コマンドについては、「デバイス用コマンド」を参照してください。


	
管理ドメインの構成の詳細は、「mkhost」を参照してください。
















前提条件

mkdevコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。

Oracle Secure Backupテープ・デバイスを構成する前に、任意のSmall Computer System Interface(SCSI)ターゲットをスキャンして開くシステム・ソフトウェアをすべて無効にしておく必要があります。Oracle Secure Backupが、テープ・ライブラリやテープ・ドライブへのアクセスのため他のシステム・ソフトウェア(監視ソフトウェアなど)との競合を余儀なくされた場合は、予期しない動作が発生することがあります。





構文1

テープ・ドライブを構成する場合は、次の構文を使用します。


mkdev::=


mkdev --type/-t tape 
[ --attach/-a aspec[,aspec]... ]
[ --inservice/-o | --notinservice/-O ] [ --wwn/-W wwn ]
[ --library/-l devicename ] [ --dte/-d dte ] 
[ --ejection/-j etype ]  
[ --minwriteablevolumes/-m n ]  
[ --blockingfactor/-f bf ] [ --maxblockingfactor/-F maxbf ]
[ --automount/-m { yes | no } ] [ --erate/-e erate ]
[ --current/-T se-spec ] [ --uselist/-u se-range ]
[ --usage/-U duration ] [ --queryfreq/-q query_frequency ]
[ --serial/-N serial-number ] [ --model/-L model-name ]
devicename...





意味1

次のオプションにより、テープ・ドライブを構成できます。

	--type/-t tape
	
このデバイスをテープ・ドライブとして指定します。


	--attach/-a aspec
	
アタッチメント(ホストへのデバイスの物理接続または論理接続)を構成します。アタッチメントはホストとデバイス間のデータ・パスを記述したもので、デバイスとは区別されます。

Oracle Secure Backupではアタッチメントを使用してデバイスにアクセスするので、デバイスにはOracle Secure Backupで使用できるアタッチメントが1つ以上必要です。ファイバ・チャネル接続されたテープ・ドライブまたはテープ・ライブラリが複数のアタッチメントを持っていて、直接アクセスできるホストごとにアタッチメントが1つずつある場合があります。aspecプレースホルダの詳細は、「aspec」を参照してください。


	--inservice/-o
	
テープ・ドライブがOracle Secure Backupから論理的に使用可能であることを指定します。


	--notinservice/-O
	
テープ・ドライブがOracle Secure Backupから論理的に使用不可能であることを指定します。


	--wwn/-W wwn
	
デバイスのWorld Wide Nameを指定します。wwnプレースホルダの詳細は、「wwn」を参照してください。


	--library/-l devicename
	
テープ・ドライブがあるテープ・ライブラリの名前を指定します。


	--dte/-d dte
	
テープ・ドライブを搭載しているテープ・ライブラリにおける、そのテープ・ドライブのデータ転送要素(DTE)番号を指定します。DTEは、テープ・ライブラリ内のテープ・ドライブに対するSCSI-2名です。DTEは、1からnの番号を付けられ、テープ・ライブラリ内のテープ・ドライブの識別に使用されます。

--libraryを指定した場合は、dte番号を指定する必要があります。スタンドアロン・テープ・ドライブの場合は、dteオプションは使用できません。

複数のドライブを搭載しているテープ・ライブラリを最初に構成する場合、Oracle Secure BackupのドライブにDTE番号を割り当てるときは、物理ライブラリの視点からDTE番号付けスキームをよく確認する必要があります。ドライブの番号は、ユーザーが割り当てできるような任意の連番ではありません。ライブラリ内での正しい順序に対応している必要があります。そうでない場合、正しく構成されていないドライブをアンロードしようとすると、エラー(エラー: コマンドを実行できません - ソースが空です)が発生します。ユーザー・インタフェースまたはライブラリのフロント・パネルでテープ・ライブラリ内のDTE番号を判別するには、各DTE番号のドライブ・シリアル番号を探して、Oracle Secure Backupの対応するドライブに正しいDTE番号が割り当てられていることを確認します。Oracle Secure Backupのドライブを構成したら、次のコマンドを使用してDTE番号が正確であることを確認します。

ob>vfylibs -v

vfylibsコマンドの出力では、各ドライブのシリアル番号およびDTE番号が、ユーザー・インタフェースまたはライブラリのフロント・パネル独自の出力と正確に一致している必要があります。


	--ejection/-j etype
	
テープを取り出す方法を指定します。値は、automatic、ondemandまたはmanualです。


	--minwriteablevolumes/-m n
	
Oracle Secure Backupが初期のボリューム・ローテーションを開始するまでの、書込み可能なボリュームの最小数に対するしきい値を指定します。


	--blockingfactor/-f bf
	
ブロッキング・ファクタを指定します。ブロッキング・ファクタは、テープに書き込まれるデータの1ブロック当たりに含めることができる512バイトのレコードの数を決定するものです。デフォルトでは、Oracle Secure Backupは64000ブロックをテープに書き込みます(ブロッキング・ファクタは128です)。


	--maxblockingfactor/-F maxbf
	
最大ブロッキング・ファクタを指定します。最大ブロッキング・ファクタにより、Oracle Secure Backupが、ブロッキング・ファクタが不明のテープから最初に読み込むデータ量が制御されます。

最大ブロッキング・ファクタに指定可能な最大値は、4096です(ブロッキング・ファクタは物理テープ・ブロック当たりに格納できる512バイト・レコードの数です)。この値は、最大テープ・ブロック・サイズが2MBであることを表します。この最大値は、デバイスとオペレーティング・システムの制限の影響を受けるため、最大ブロック・サイズが小さくなることがあります。


	--automount/-m { yes | no }
	
自動マウント・モードが設定されます。このマウント・モードは、テープ・ドライブに物理的にロードされたボリュームをOracle Secure Backupが使用する方法を示します(「mountdev」の説明を参照してください)。

この値をyes(デフォルト)に設定すると、オペレータ操作なしで、テープがバックアップおよびリストア操作用にマウントされます。このオプションをnoに設定した場合は、ボリュームは、使用可能にするには手動でマウントする必要があります。

noに設定すると有益なのは、テープ・ドライブをバックアップでなくオンデマンド・リストア操作の実行専用とする場合です。バックアップのスケジュール時にこのテープ・ドライブのautomountをyesに設定し、テープ・ドライブにアンマウントされた適格なテープがある場合は、このテープ・ドライブがバックアップに使用されます。


	--erate/-e erate
	
エラー率の割合を指定します。エラー率は、リカバリ済のエラー数を書き込まれたブロックの合計数で除算したものに100を乗算した数値です。デバイスによってレポートされたエラー率が指定した値を超えると、警告が発行されます。デフォルトは8です。

また、テープ・ドライブのエラー・カウンタを読取りまたはリセットしようとしているときにSCSIエラーが発生すると、警告が発行されます。一部のテープ・ドライブでは、このような操作を実行するために必要なSCSIコマンドがサポートされていません。このような警告を回避するには、このオプションに対してnoneを指定することでエラー率のチェックを無効にします。


	--current/-T se-spec
	
記憶域要素の番号を指定します。このオプションは、次の基準が満たされているときにのみ、テープ・ドライブに対して適用されます。

	
そのテープ・ドライブがテープ・ライブラリ内にある。


	
そのテープ・ドライブにはテープがロード済であることが認識されている。


	
ハードウェアで、そのテープ・ドライブがロードされた記憶域要素を判別できていない。




se-specプレースホルダの詳細は、「se-spec」を参照してください。


	--uselist/-u se-range
	
このデバイスが使用できる記憶域要素の範囲を指定します。このオプションが適用されるのは、テープ・ライブラリに搭載されているテープ・ドライブのみです。

デフォルトでは、テープ・ライブラリ内のすべてのテープ・ドライブからテープ・ライブラリ内のすべてのテープにアクセスすることが可能になります。バックアップを同時実行する複数のテープ・ドライブを搭載するライブラリでは、複数のテープの使用をパーティション化する必要があります。

たとえば、記憶域要素の前半にある各テープを1番目のテープ・ドライブで使用し、後半にある各テープを2番目のテープ・ドライブで使用する場合です。あるいは、単一のテープ・ドライブ上で様々なタイプのバックアップ用にいろいろな使用リストを設定する場合です。

se-rangeプレースホルダの詳細は、「se-range」を参照してください。


	--usage/-U duration
	
クリーンアップ・サイクルの間隔を指定します。たとえば、--usage 1monthにより、毎月のクリーンアップ・サイクルがリクエストされます。durationプレースホルダの詳細は、「duration」を参照してください。

構成済の間隔を初期化し、最後のクリーンアップ以降のテープ・ドライブ使用時間を反映させるには、chdevコマンドで--usageオプションを指定します。たとえば、最新のクリーンアップが1週間前であったものと設定するには、chdevコマンドで--usage 1weekオプションを指定します。


	--queryfreq/-q kb
	
問合せ頻度(テープ位置をサンプリングする間隔を1KBのブロック数で表示したもの)をkbで指定します。最大許容問合せ頻度は1048576 (1MB)で、これは1GBの問合せ頻度になります。問合せ頻度0では、位置のサンプリングが無効になります。

Oracle Secure Backupではバックアップ中、テープの位置が定期的にサンプリングされます。この位置情報は、リストア操作の速度を上げるために、obtarによってOracle Secure Backupカタログに保存されます。ただし、一部のデバイスでは、このサンプリングによってバックアップ・パフォーマンスが低下することがあります。サポート対象のすべてのテープ・ドライブ・タイプについて最適な問合せ頻度を決定しようとした結果、問合せ頻度の調整が必要なことに気付く場合があります。


	--serial/-N serial-number
	
テープ・デバイスのシリアル番号を指定します。

シリアル番号を入力した場合、Oracle Secure Backupはこのシリアル番号をデバイス・オブジェクトに保存します。シリアル番号が入力されていない場合、デバイスからシリアル番号を読み取って、最初にOracle Secure Backupがテープ・デバイスを開いたきのデバイス・オブジェクトにこのシリアル番号を保存します。




	
関連項目:

「checkserialnumbers」








	--model/-L model-name
	
テープ・デバイスのモデル名を指定します。通常、モデル番号はデバイスの構成時に検出されます。


	devicename
	
構成するテープ・ドライブの名前を指定します。アタッチメントを指定する場合は、1つのdevicenameのみを指定できます。デバイス名の命名規則については、「devicename」を参照してください。








構文2

テープ・ライブラリを構成する場合は、次の構文を使用します。


mkdev::=


mkdev --type/-t library [ --class/-x vtl ] [ --attach/-a aspec[,aspec]... ]
[ --inservice/-o | --notinservice/-O ] [ --wwn/-W wwn ]
[ --autoclean/-C { yes | no }  ] [ --cleanemptiest/-E { yes | no }  ]
[ --cleaninterval/-i { duration | off } ]
[ --barcodereader/-B { yes | no | default } ]
[ --barcodesrequired/-b { yes | no }  ]
[ --ejection/-j etype ]  
[ --minwriteablevolumes/-m n ]  
[ --unloadrequired/-Q { yes | no }  ]
[ --serial/-N serial-number ] [ --model/-L model-name ]
devicename...





意味2

次のオプションは、テープ・ライブラリを構成する場合に使用できます。ここに記載されていないオプションについては、「意味1」を参照してください。

	--type/-t library
	
このデバイスをテープ・ライブラリとして指定します。


	--class/-x vtl
	
仮想テープ・ライブラリを指定します。


	--autoclean/-C { yes | no }
	
自動テープ・クリーンアップを有効にするかどうかを指定します。クリーンアップ・サイクルは、クリーンアップが必要なことがテープ・ドライブによりレポートされたとき、または指定された使用時間が経過したときに開始されます。

Oracle Secure Backupでは、カートリッジがテープ・ドライブにロードされたかまたはドライブからアンロードされたときに、クリーンアップ要件がチェックされます。その時点でクリーンアップが必要となった場合は、Oracle Secure Backupでは次のステップを実行します。

	
クリーニング・カートリッジをロードします。


	
クリーンアップ・サイクルが完了するまで待機します。


	
クリーニング・カートリッジをその元の記憶域要素に戻します。


	
リクエストされたロードまたはアンロードを再開します。




なお、cleanコマンドを実行すると、手動でテープ・ドライブをクリーンアップできます。


	--cleanemptiest/-E { yes | no }
	
どのクリーニング・テープを使用するかを指定します。このオプションは、テープ・ライブラリに複数のクリーニング・テープを装着した場合に使用すると便利です。

デフォルト値のyesでは、最も空きのあるクリーニング・テープが指定され、これにより、クリーンアップが複数回必要な場合、各クリーニング・テープが順繰りに使用されます。

no値が指定されると、obtoolでは、最も使用されていないクリーニング・テープが使用されます。これにより、各クリーニング・テープは消耗するまで使用され、その後次のクリーニング・テープが消耗するまで使用される、というようになります。


	--cleaninterval/-i { duration | off }
	
クリーンアップ間隔があるかどうか、ある場合は間隔のdurationを指定します。デフォルトはoffです。durationは、テープ・ドライブの使用開始からクリーンアップ・サイクルの開始までの間隔です。durationプレースホルダの詳細は、「duration」を参照してください。

自動テープ・ドライブ・クリーンアップを有効にした場合は、durationにクリーンアップ・サイクルの間隔を指定します。クリーンアップ要件をレポートしていないテープ・ドライブの場合は、クリーンアップ間隔をたとえば、30daysに指定できます。


	--barcodereader/-B { yes | no | default }
	
バーコード・リーダーがあるかどうかを指定します。デバイスの多くは、バーコード・リーダーが付いているかどうかをレポートします。そのようなデバイスにはdefaultを指定できます。この情報をレポートしないデバイスの場合は、yesまたはnoを指定します。


	--barcodesrequired/-b { yes | no }
	
テープ・ライブラリのテープに読取り可能なバーコードが付いていることをOracle Secure Backupに要求させるかどうかを指定します。デフォルトはnoです。yesを指定して、テープ・ライブラリのテープに読取り可能なバーコードがない場合は、テープの使用が拒否されます。

通常、Oracle Secure Backupでは、読取り可能なバーコードのあるテープとそうでないテープを区別しません。このポリシーにより、Oracle Secure Backupでは、リストアに必要なテープを要求する際に、バーコードとボリュームIDの両方をいつでも使用できるようになります。


	--unloadrequired/-Q { yes | no }
	
テープ・ドライブから記憶域要素にテープを移動する際、事前にアンロード操作が必要かどうかを指定します。通常、このオプションはデフォルトのyesに設定したままにしておきます(つまり、外部デバイス表ob_drivesの値を使用)。ただし、問題が発生する場合、特にテープ・ドライブのアンロード中のオフライン待機中にタイムアウトが発生する場合は、この値をnoに設定してください。


	--serial/-N serial-number
	
テープ・デバイスのシリアル番号を指定します。

シリアル番号を入力した場合、Oracle Secure Backupはこのシリアル番号をデバイス・オブジェクトに保存します。シリアル番号が入力されていない場合、デバイスからシリアル番号を読み取って、最初にOracle Secure Backupがテープ・デバイスを開いたきのデバイス・オブジェクトにこのシリアル番号を保存します。


	--model/-L model-name
	
テープ・デバイスのモデル名を指定します。通常、モデル番号はデバイスの構成時に検出されます。


	devicename
	
構成するテープ・ライブラリの名前を指定します。アタッチメントを指定する場合は、1つのdevicenameのみを指定できます。デバイス名の命名規則については、「devicename」を参照してください。








構文3

ACSLSテープ・ライブラリのテープ・ドライブを構成する場合は、次の構文を使用します。


mkdev::=


mkdev --type/-t tape [ --attach/-a aspec[,aspec]... ]
[ --inservice/-o | --notinservice/-O ] [ --wwn/-W wwn ]
[ --library/-l devicename --lsm/s lsm_id --panel/p panel_id
--drive/r drive_id] [ --blockingfactor/-f bf ]
[ --maxblockingfactor/-F maxbf ] [ --erate/-e erate ]
[ --queryfreq/-q queryfrequency ] devicename...
devicename...





意味3

ACSLSテープ・ライブラリのテープ・ドライブを構成する場合は、次の意味を使用します。ここに記載されていないオプションについては、「意味1」を参照してください。

ACSLSテープ・ドライブに対してmkdevを使用できるのは、obacslibdが停止しいる場合のみです。

	--lsm/-s lsm_id
	
このオプションは、ACSLSライブラリに内包されるテープ・ドライブに対してのみ使用します。このテープ・ドライブが存在するACSライブラリ・ストレージ・モジュールのIDを定義します。


	--panel-p panel_id
	
このオプションは、ACSLSライブラリに内包されるテープ・ドライブに対してのみ使用します。このテープ・ドライブが存在するパネルのIDを定義します。


	--drive -r drive_id
	
このオプションは、ACSLSライブラリに内包されるテープ・ドライブに対してのみ使用します。このテープ・ドライブが存在するドライブのIDを定義します。








構文4

ACSLSテープ・ライブラリを構成する場合は、次の構文を使用します。


mkdev::=


mkdev --type/-t library -class/-x acsls --attach/-a aspec... --acsid/-g acs_id
[ --inservice/-o | --notinservice/-O ] [ --userid/-n acs_userid ] 
[ --port/-P port_num ] [ --ejection/-j etype ] [ --minwritablevolumes/-V minvols ]
library_devicename...





意味4

ACSLSテープ・ライブラリを構成する場合は、次の意味を使用します。ここに記載されていないオプションについては、「意味1」を参照してください。

	--class/-x acsls
	
このオプションは、このテープ・ライブラリがACSテープ・ライブラリであることを指定します。


	--attach/-a aspec...
	
ACSLSテープ・ライブラリに対するOracle Secure Backupメディア・サーバーおよびACSLSサーバーを指定します。aspecの書式は、mediaservhostname:acslshostです。


	--acsid/-g acs_id
	
制御するACSLSテープ・ライブラリのASC ID値を指定します。


	--userid/-n acs_userid
	
ACSLSアクセス制御ユーザー名を指定します。この値はオプションです。指定した場合、ACSLSサーバーとのやりとりにはすべてこのアクセス名が前に付きます。


	--port/-P port_num
	
ACSLSサーバー・ソフトウェアのリスニング・ポートを指定します。通常、この値は0か、または指定しません。このオプションを指定する必要があるのは、ACSLSサーバーがファイアウォールの内側にある場合のみです。








構文5

シンボリック名をACSLSテープ・ライブラリ内のACSカートリッジ・アクセス・ポート(CAP)と関連付ける場合は、次の構文を使用します。このコマンドでは、ACS上の物理アイテムであるCAPを作成または変更しません。


mkdev::=


mkdev --type/-t cap [ --library/-L devicename ] [ --capid/-c cap_id ] 
[ --lsm/-s lsm_id ] capname 





意味5

シンボリック名をACSLSテープ・ライブラリ内のACSカートリッジ・アクセス・ポート(CAP)と関連付ける場合は、次の意味を使用します。

	--library/-L devicename
	
CAPが存在するテープ・ライブラリの名前を指定します。省略した場合は、library変数が使用されます。library変数が見つからない場合や指定されていない場合は、エラー・メッセージが表示されます。


	--capid/-c cap_id
	
選択されたテープ・ライブラリ内のCAPのハードウェアの場所を指定します。


	--lsm/-s lsm_id
	
選択されたテープ・ライブラリ内のCAPのACSライブラリ・ストレージ・モジュールを指定します。


	capname
	
作成されるOracle Secure Backup CAPオブジェクトの名前。








例


例2-87 テープ・ドライブの構成

この例では、テープ・ドライブを構成しています。


ob> lsdev
library    lib1             in service
  drive 1  tape1            in service
library    lib2             in service
  drive 1  tape2            in service
ob> mkdev --type tape --inservice --library lib1 --erate 8 --dte 2
--blockingfactor 128 --uselist 1 --usage 4minute --automount yes hptape
ob> lsdev
library    lib1             in service
  drive 1  tape1            in service
  drive 2  hptape           in service
library    lib2             in service
  drive 1  tape2            in service





例2-88 テープ・ライブラリの構成

この例では、テープ・ライブラリを構成しています。


ob> mkdev --type library --inservice --barcodereader yes --barcodesrequired yes
--autoclean no --cleanemptiest no hplib1












mkds


用途

mkdsコマンドは、データセット・ファイルまたはデータセット・ディレクトリを作成する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「データセット用コマンド」を参照してください。











前提条件

mkdsコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


mkds::=


mkds [ --nq ] [ --dir/-d ] [ --nocheck/-C ] [ --noedit/-E ] [ --input/-i ] 
dataset-name...





意味

	--nq
	
確認メッセージを表示しません。このオプションを指定しない場合、コマンドは確認メッセージを表示します。確認メッセージについては、「対話型モードでのコマンド実行」を参照してください。


	--dir/-d
	
dataset-nameという名前のデータセット・ディレクトリが作成されます。

データセット・ディレクトリは、データセット・ファイルを格納するディレクトリです。データセット・ディレクトリは階層構造にすることができ、10レベルの深さまでサブディレクトリをネストできます。


	--nocheck/-C
	
データセット・ファイルの構文エラー・チェックを無効にします。


	--noedit/-E
	
データセット・ファイルの作成時に、デフォルトのエディタ・ウィンドウ(環境変数EDITORで定義)が開かないようにします。


	--input/-i
	
データセット・ファイルのコンテンツを入力できるようにします。


	dataset-name
	
データセット・ディレクトリまたはデータセット・ファイルの名前を指定します。mkdsコマンドでは、pwddsコマンドによって表示されたディレクトリを基準とした相対位置に、データセット・ファイルまたはデータセット・ディレクトリが作成されます。dataset-nameプレースホルダの詳細は、「dataset-name」を参照してください。








例


例2-89 データセットの作成

この例では、データセット・ディレクトリmydatasets1を作成してから、このディレクトリにデータセット・ファイルtest.dsを作成しています。


ob> pwdds
/ (top level dataset directory)
ob> mkds --dir mydatasets1
ob> mkds --nq --input mydatasets1/test.ds
Input the new dataset contents.  Terminate with an EOF or a line
containing just a dot (".").
include host brhost2
include path /home
.
ob> lsds --recursive
Top level dataset directory:
mydatasets1/
mydatasets1/test.ds





例2-90 データセット・サブディレクトリの作成

この例では、mydatasets1ディレクトリにnot_usedサブディレクトリを作成しています。


ob> pwdds
/mydatasets1
ob> mkds --dir not_used
ob> cdds ..
ob> pwdds
/ (top level dataset directory)
ob> lsds --recursive
Top level dataset directory:
mydatasets1/
mydatasets1/not_used/
mydatasets1/test.ds





例2-91 Windowsホストへのデータセットの作成

この例では、データセット・ファイルc-winhost1.dsを作成しています。このファイルでは、Windowsホストwinhost1のドライブC:\のバックアップを指定しています。


ob> pwdds
/ (top level dataset directory)
ob> mkds --nq --input c-winhost1.ds
Input the new dataset contents.  Terminate with an EOF or a line
containing just a dot (".").
include host winhost1
include path "C:\" {
exclude name *.log
}
.
ob> lsds
NEWCLIENTS
c-winhost1.ds












mkdup


用途

ボリューム複製ポリシーを作成します。




	
関連項目:

「ボリューム複製用コマンド」











 

addbwコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


mkdup::=


mkdup
[ --comment/-c commentstring] [ --inputcomment/-i ]
[ --trigger/-e dupevent:duration ]
[ --restrict/-r restriction[,restriction]...] ]
[ --migrate/-m { yes | no } ]
{ --rule/-u duplicationrule[,duplicationrule...] } 
policyname...





意味

	--comment/-c commentstring
	
lsdupの使用時に表示される説明的なコメント。


	--inputcomment/-i
	
バックアップ管理者に説明的なコメントの入力を要求します。mkdup --inputcommentを実行すると、コメントの入力を要求するプロンプトが表示されます。コメントを終了するには、その行にピリオド(.)を付けます。


	--trigger/-e dupevent:duration
	
ボリュームが複製の対象になる時期を指定します。durationプレースホルダは、dupevent後にボリュームが複製の対象になる期間を指定します。


	--restrict/-r restriction...
	
複製を管理ドメイン内の特定のデバイスに制限します。メディア・サーバー・ホストまたはこれらのホスト上の特定のデバイスを選択できます。複製対象のオリジナル・ボリュームが含まれるメディア・サーバーとは異なるメディア・サーバーにボリュームを複製するには、duplicateovernetworkポリシーをyesに設定しておく必要があります。ネットワーク帯域幅を大量に使用する必要があるため、Oracle Secure Backupはデフォルトでは、異なるメディア・サーバーに取り付けられたデバイス間での複製は行いません。

duplicateovernetworkをyesに設定せず、制限を指定しない場合(デフォルト)、このボリューム複製ポリシーはデバイス制限を受けず、任意のメディア・サーバー上にある使用可能な任意のデバイスを、Oracle Secure Backupスケジューリング・システムの判断で使用できます。




	
関連項目:

	
dupeventプレースホルダの詳細は、「dupevent」を参照してください。


	
durationプレースホルダの詳細は、「duration」を参照してください。


	
restrictionプレースホルダの詳細は、「restriction」を参照してください。


	
duplicateovernetworkポリシーの詳細は、「duplicateovernetwork」を参照してください。













	--migrate/-m {yes|no}
	
ボリュームを移行するかどうかを指定します。このオプションをyesに設定した場合、このボリューム複製ポリシーに指定できるルールは1つのみです。--migrateオプションを指定しない場合、ボリュームは移行されません。


	--rule/-u duplicationrule
	
media-family:numberの書式で複製ルールを指定します。













mkhost


用途

mkhostコマンドは、管理ドメインにホストを追加する場合に使用します。ホストは、ローカルでOracle Secure Backupを実行している、またはネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)を使用してOracle Secure Backupからアクセスできる必要があります。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「ホスト用コマンド」を参照してください。











前提条件

mkhostコマンドの実行には、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権が必要です。





使用方法

Windowsホストがファイアウォールで保護されている場合は、ホスト上のOracle Secure Backupデーモンが管理ドメイン内の他のホストと通信できるようにファイアウォールを構成する必要があります。Windows XP Service Pack 2およびWindows Server 2003にはWindows Firewallが組み込まれており、デフォルトの構成では、Oracle Secure Backupで使用するポートのインバウンド・トラフィックをブロックするようになっています。詳細は『Oracle Secure Backupインストレーションおよび構成ガイド』を参照してください。





構文1

Oracle Secure Backupをローカルで実行しているホストを管理ドメインに追加する場合は、次の構文を使用します。


mkhost::=


mkhost
[ --access/-a ob ] 
[ --inservice/-o | --notinservice/-O ]
[ --encryption/-e { required | allowed } ] 
[ --disablerds/-d { yes | no | systemdefault }]
[ --algorithm/-l { AES128 | AES192 | AES256 } ] 
[ --keytype/-t { passphrase | transparent } ] 
[ --rekeyfrequency/-g duration ] 
[ --passphrase/-s string ]
[ --querypassphrase/-Q ]
[ --tcpbufsize/-c bufsize  ] 
[ --ndmpauth/-A authtype ]
[ --roles/-r role[,role]... ] 
[ --ip/-i ipname[,ipname]... ]
[ --nocomm/-N ] 
[ --certkeysize/-k cert-key-size ]
hostname...





意味1

これらのオプションは、ホストにOracle Secure Backupがインストールされており、Oracle Secure Backupの内部通信プロトコルを使用して通信を行う場合に使用します。

	--access/-a ob
	
ホストがローカルにインストールされたOracle Secure Backupにアクセスすることを指定します。デフォルトでは、コンピュータがOracle Secure Backup RPCプロトコル(およびNDMP)でアクセスされているか、それともNDMPのみでアクセスされているかが動的に判断されます。


	--encryption/-e {required | allowed}
	
暗号が必須か、可能かを指定します。requiredに設定すると、このホストに対するバックアップはすべて暗号化されます。allowedに設定すると、暗号化はグローバル暗号化ポリシーおよびバックアップ・ジョブ固有の暗号化設定によって決まります。デフォルトはrequiredです。


	--disablerds/-d { yes | no | systemdefault }
	
クライアントとメディア・サーバー間のデータ転送にReliable Datagram Socket (RDS) over Infinibandを使用するかどうかを指定します。有効な値は、次のとおりです。

	
yes

ホストとメディア・サーバー間のデータ転送にRDS for over Infinibandは使用しません。


	
no

ホストとメディア・サーバー間のデータ転送にRDS over Infinibandを使用します。


	
systemdefault

これがデフォルトの設定です。データ転送にRDSを使用する必要があるかどうかは、管理ドメイン・レベルの設定を使用して決定されます。管理レベルでRDSの使用を指定するには、操作ポリシーdisablerdsを使用します。したがって、disablerds操作ポリシーがnoに設定され、ホストに対して--disablerdsの値がsystemdefaultに設定されている場合、そのホストはRDSを使用してデータ転送を行います。




ホスト・レベルの--disablerds設定は、disblerds操作ポリシーを使用した管理ドメイン・レベルの設定に優先します。したがって、操作ポリシーdisablerdsをnoに設定し、特定のホストに対してchhostコマンドの--disablerdsオプションをyesに設定した場合、そのホストのデータ転送にRDSは使用されません。


	--algorithm/-l {AES128 | AES192 | AES256}
	
使用される暗号化アルゴリズムを指定します。デフォルトはAES192です。


	--keytype/-t [passphrase | transparent]
	
暗号化キーが生成される方法を指定します。値は次のとおりです。

	
passphrase

バックアップ管理者が、後で暗号化キーの生成に使用されるパスフレーズを指定します。パスフレーズを使用して生成されたキーは、Oracleウォレットに保存されません。パスフレーズが失われると、これらのバックアップはリストアできません。


	
transparent

暗号化キーは、自動的に生成されてOracleウォレットに保存されます。




デフォルトはtransparentです。


	--rekeyfrequency/-g {off | N duration | systemdefault | perbackup}
	
キーが生成される頻度を指定します。値は次のとおりです。

	
off

キーは生成されません。


	
Nduration

指定された時間間隔でキーを生成します。Nが0の場合、キーは生成されません。期間の最小値は1日です。


	
systemdefault

rekeyfrequencyグローバル・ポリシーに従って、キーを生成します。


	
perbackup

バックアップごとにキーを生成します。




デフォルトは30daysです。


	--passphrase/-s
	
暗号化キーの生成に使用されるパスフレーズを指定します。

パスワードは、コマンドラインまたはコマンド・スクリプトにクリアテキストで指定しないでください。セキュリティ上の脆弱性となります。Oracle Secure Backupユーザーにパスワードの入力を要求する方法をお薦めします。


	--querypassphrase/-Q
	
暗号化キーの生成に使用されるパスフレーズを問い合せます。


	--tcpbufsize/-c bufsize
	
TCP/IP(Transmission Control Protocol/Internet Protocol)のバッファ・サイズを指定します。デフォルト値はnot setで、その場合はグローバル・ポリシーoperations/tcpbufsizeが適用されます。TCP/IPの最大バッファ・サイズは4GB、最小バッファ・サイズは1KBです。TCP/IPのバッファ・サイズを指定どおりに設定できない場合は、警告が表示されます。これは、オペレーティング・システムのカーネル制限が指定されたTCP/IPのバッファ・サイズより小さいときに発生します。

TCP/IPのバッファ・サイズを増やすと、TCP/IPの公示ウィンドウも増えます。そのため、広域ネットワーク(WAN)を介したバックアップをチューニングするには、ラウンド・トリップ時間にバンド幅を乗算した値よりも大きな値にこのパラメータを設定する必要があります。


	--inservice/-o
	
ホストがOracle Secure Backupから論理的に使用可能であることを指定します。


	--notinservice/-O
	
ホストがOracle Secure Backupから論理的に使用不可能であることを指定します。


	--roles/-r role[,role]...
	
1つ以上のロールをホストに割り当てます。roleプレースホルダの詳細は、「role」を参照してください。


	--ip/-i ipname[,ipname]...
	
ホスト・コンピュータのIPアドレスを指定します。IPアドレスのかわりにホスト名も使用できます。この場合、ホスト名は基礎となるオペレーティング・システムによって解決され、IPアドレスに変換されます。

ipnameを指定した場合、Oracle Secure Backupでは、ユーザーが割り当てたホスト名を使用してホストのIPアドレスを取得することはせず、かわりに、有効なIPアドレスに解決されるホスト名が見つかるまで、指定の各ipnameを使用します。mkpniコマンドでこのホストに優先ネットワーク・インタフェース(PNI)を指定した場合は、PNIアドレスが優先的に使用されます。




	
注意:

Oracle Secure Backup管理ドメインに参加するホストに対しては、DHCPによるIPアドレスの割当てはサポートされません。すべてのホストに対して静的IPアドレスを割り当てる必要があります。静的IPアドレスを使用できない場合は、指定のホストに常に同じIPアドレスがDHCPサーバーによって割り当てられることを確認します。







ipnameを指定しない場合、Oracle Secure Backupでは、指定のhostnameを解決してIPアドレスを取得しようとします。

Oracle Secure Backupは、IPv6をサポートするすべてのプラットフォームでInternet Protocol v4(IPv4)、Internet Protocol v6(IPv6)およびIPv4とIPv6の混合環境をサポートします。


	--nocomm/-N
	
ホスト・コンピュータとの通信を抑止します。このオプションは、ホストがまだネットワークに接続されていないときにホストをドメインに追加する場合に使用できます。


	--certkeysize/-k cert-key-size
	
このホストのアイデンティティ証明書に使用される公開鍵/秘密鍵のペアのサイズをビット単位で設定します。デフォルトでは、「certkeysize」セキュリティ・ポリシーの値が使用されます。--certkeysizeを指定すると、指定した値がセキュリティ・ポリシーの鍵のサイズより優先されます。--certkeysizeで設定した鍵のサイズはこのホストに対してのみ適用され、現在または今後使用するその他のホストの鍵のサイズには影響しません。

鍵のサイズが大きくなると、小さい鍵に比べて鍵ペアの生成のための計算に時間がかかるので、鍵サイズの設定はmkhostコマンドの処理時間に影響を与えます。mkhostコマンドの実行中、5秒ごとにステータス・メッセージが表示されます(例2-93を参照)。プロセスが完了すると、コマンド・プロンプトが表示されます。








構文2

Oracle Secure BackupがNDMP(ファイラなど)でアクセスするホストを管理ドメインに追加する場合は、次の構文を使用します。


mkhost::=


mkhost --access/-a ndmp [ --inservice/-o | --notinservice/-O ]
[ --encryption/-e { required | allowed } ] 
[ --algorithm/-l { AES128 | AES192 | AES256 } ] 
[ --keytype/-t { passphrase | transparent } ] 
[ --rekeyfrequency/-g duration ] 
[ --passphrase/-s string ]
[ --querypassphrase/-Q ]
[ --role/-r role[,role]... ] [ --ip/-i ipname[,ipname]... ]
[ --ndmpauth/-A authtype ]
[ { --ndmppass/-p ndmp-password } | --queryndmppass/-q | --dftndmppass/-D ]
[ --ndmpport/-n portnumber ] [ --ndmppver/-v protover ]
[ --ndmpuser/-u ndmp-username ] [ --nocomm/-N ]
[ --ndmpbackuptype/-B ndmp-backup-type ]
[ --backupev/-w evariable-name=variable-value ]...
[ --restoreev/-y evariable-name=variable-value ]...
hostname...





	
注意:

NDMPホストで次のmkhostオプションを使用できるのは、Oracle Secure Backup 10.3.0.2.0以降のみです。
	
encryption


	
algorithm


	
keytype


	
rekeyfrequency


	
passphrase


	
querypassphrase
















意味2

これらのオプションは、ホスト(ファイラ、ネットワーク接続ストレージ(NAS)デバイスなど)にOracle Secure Backupがインストールされておらず、ホストがNDMPを使用して通信を行う場合に使用します。

	--access/-a ndmp
	
ホストがネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)を使用して通信を行うことを指定します。NDMPホストは、NetApp、MirapointまたはDynaStoreなど、サード・パーティのベンダーから提供されるストレージ・アプライアンスです。NDMPホストはNDMPプロトコルを実装しており、(Oracle Secure Backupデーモンではなく)NDMPデーモンを使用してファイルシステムのバックアップおよびリストアを行います。


	--algorithm/-l {AES128 | AES192 | AES256}
	
使用される暗号化アルゴリズムを指定します。デフォルトはAES192です。


	--encryption/-e {required | allowed}
	
使用される暗号化アルゴリズムを指定します。デフォルトはAES192です。


	--rekeyfrequency/-g {off | N duration | systemdefault | perbackup}
	
キーが生成される頻度を指定します。値は次のとおりです。

	
off

キーは生成されません。


	
N duration

指定された時間間隔でキーを生成します。Nが0の場合、キーは生成されません。期間の最小値は1日です。


	
systemdefault

rekeyfrequencyグローバル・ポリシーに従って、キーを生成します。


	
perbackup

バックアップごとにキーを生成します。




デフォルトは30days日です。


	--keytype/-t {passphrase | transparent}
	
暗号化キーが生成される方法を指定します。値は次のとおりです。

	
passphrase

バックアップ管理者が、後で暗号化キーの生成に使用されるパスフレーズを指定します。


	
transparent

暗号化キーは、自動的に生成されてOracleウォレットに保存されます。





	--inservice/-o
	
ホストがOracle Secure Backupから論理的に使用可能であることを指定します。


	--notinservice/-O
	
ホストがOracle Secure Backupから論理的に使用不可能であることを指定します。


	--role/-r role[,role]...
	
ロールをホストに割り当てます。roleプレースホルダの詳細は、「role」を参照してください。


	--ip/-i ipname[,ipname]...
	
ホスト・コンピュータのIPアドレスを指定します。Oracle Secure Backup管理ドメインに参加するホストに対しては、DHCPによるIPアドレスの割当てはサポートされません。すべてのホストに対して静的IPアドレスを割り当てる必要があります。静的IPアドレスを使用できない場合は、指定のホストに常に同じIPアドレスがDHCPサーバーによって割り当てられることを確認します。




	
注意:

IPアドレスのかわりにホスト名を使用することができます。この場合、ホスト名は基礎となるオペレーティング・システムによって解決され、IPアドレスに変換されます。







Oracle Secure Backupは、IPv6をサポートするすべてのプラットフォームでInternet Protocol v4(IPv4)、Internet Protocol v6(IPv6)およびIPv4とIPv6の混合環境をサポートします。


	--ndmpauth/-A authtype
	
認可タイプを指定します。authtypeプレースホルダの詳細は、「authtype」を参照してください。

認可タイプは、Oracle Secure BackupがNDMPサーバーから認証を受ける際に使用するモードです。通常は、デフォルトの設定であるnegotiatedを使用してください。必要な場合、たとえば、NDMPサーバーが正常に動作しない場合は、この設定を変更してもかまいません。


	--ndmppass/-p ndmp-password
	
NDMPのパスワードを指定します。このパスワードは、このNDMPサーバーに対するOracle Secure Backupの認証に使用されます。このオプションおよび--queryndmppassを指定しない場合は、ndmp/passwordポリシーで定義されているデフォルトのNDMPパスワードが使用されます。


	--queryndmppass/-q
	
ユーザーに対してNDMPパスワードの入力を要求します。


	--dftndmppass/-D
	
ndmp/passwordポリシーで定義されているデフォルトのNDMPパスワードを使用します。


	--ndmpport/-n portnumber
	
NDMPで使用するTCPポート番号を指定します。通常、ポート10000が使用されます。このサーバーがデフォルト以外のポートを使用する場合は、別のポートを指定できます。


	--ndmppver/-v protover
	
プロトコルのバージョンを指定します。protoverプレースホルダの詳細は、「protover」を参照してください。デフォルトはNULL ("")です(「サーバーの指定」値を使用)。


	--ndmpuser/-u ndmp-username
	
ユーザー名を指定します。ユーザー名は、このNDMPサーバーによるOracle Secure Backupの認証に使用されます。指定しない場合は、ndmp/usernameポリシーに定義されているユーザー名の値が使用されます。


	--nocomm/-N
	
ホスト・コンピュータとの通信を抑止します。このオプションは、ホストがまだネットワークに接続されていないときにホストをドメインに追加する場合に使用できます。


	--ndmpbackuptype/-B ndmp-backup-type
	
デフォルトのNDMPバックアップの形式を指定します。デフォルトはクライアント上で実行されているNDMPデータ・サービスによって定義されます。ndmp-backup-typeプレースホルダの詳細は、「ndmp-backup-type」を参照してください。


	--backupev/-w evariable-name=variable-value
	
バックアップ用にホストのNDMPデータ・サービスに渡すNDMPバックアップ環境変数を宣言します。


	--restoreev/-y evariable-name=variable-value
	
リストア用にホストのNDMPデータ・サービスに渡すNDMPリストア環境変数を宣言します。


	hostname
	
管理ドメインに追加するホストの名前を指定します。IPアドレスを--ipオプションで指定している場合は、ホストを複数指定することはできません。

ホスト名は大/小文字が区別され、英数字で始める必要があります。使用できるのは文字、数字、ダッシュ、アンダースコアおよびピリオドのみです(空白は不可)。最大127文字までです。








例


例2-92 Oracle Secure Backupをローカルで実行しているホストの追加

この例では、Oracle Secure Backupをローカルで実行しているホストsfserver1を管理ドメインに追加します。


ob> lshost
brhost2          client                            (via OB)   in service
brhost3          mediaserver,client                (via OB)   in service
osbsvr1          admin,mediaserver,client          (via OB)   in service
ob> mkhost --access ob --inservice --roles mediaserver,client --nocomm sfserver1
ob> lshost
brhost2          client                            (via OB)   in service
brhost3          mediaserver,client                (via OB)   in service
sfserver1        mediaserver,client                (via OB)   in service
osbsvr1          admin,mediaserver,client          (via OB)   in service
 





例2-93 大きな鍵サイズを持つホストの追加

この例では、証明書の鍵サイズが4096のホストを追加します。サンプル出力は一定の間隔で表示されるステータス・メッセージです。


ob> mkhost --inservice --role client --certkeysize 4096 osbsvr2
Info: waiting for host to update certification status...
Info: waiting for host to update certification status...
Info: waiting for host to update certification status...
Info: waiting for host to update certification status...
ob> lshost osbsvr2
osbsvr2          client                            (via OB)   in service





例2-94 NDMPホストの追加

この例では、Oracle Secure BackupがNDMPでアクセスするホストを追加します。スペース上の制約のため、サンプル・コマンドはページに収まるようにあらかじめ折り返されています。


ob> mkhost --nocomm --access ndmp --ip 192.0.2.151 --inservice --roles client
--ndmpauth none --ndmpuser jim --ndmppass mypassword --ndmppver "" ndmphost1
ob> lshost
brhost2          client                            (via OB)   in service
brhost3          mediaserver,client                (via OB)   in service
sfserver1        mediaserver,client                (via OB)   in service
ndmphost1        client                            (via NDMP) in service
osbsvr1          admin,mediaserver,client          (via OB)   in service












mkloc


用途

場所オブジェクトを作成します。




	
注意:

mklocコマンドを使用できるのは、保管場所を作成する場合のみです。管理ドメイン内の各テープ・ライブラリおよびテープ・ドライブに対応するアクティブな場所は自動的に作成されます。










	
関連項目:

関連コマンドについては、「場所用コマンド」を参照してください。











前提条件

mklocコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


mkloc::=


mkloc
  [ --inputcomment/-i | --comment/-c comment ]
  [ --mailto/-m email-target[,email-target]... ]
  [ --customerid/-I customerid ] 
  [ --notification/-n ntype ]
  [ --recalltime/-R duration ] 
  locationname...





意味

	--inputcomment/-i
	
場所に対するコメントの入力(オプション)を可能にします。mkloc --inputcommentを実行すると、コメントの入力を要求するプロンプトが表示されます。コメントを終了するには、その行にピリオド(.)を付けます。


	--comment/-c commentstring
	
場所についての説明的なコメントを指定します。


	--customerid/-I idstring
	
カスタマIDの文字列。注意: 保管場所に対してのみ有効です。


	--mailto/-m email-target[,email-target]...
	
ここで指定した電子メール・アドレスでは、指定の場所にあるボリュームなどのメディアの移動に関する選択または配布レポートを受信します。この機能を使用するには、管理サーバー上で電子メール・システムが動作している必要があります。複数のエントリをカンマで区切ります。


	--notification/-n ntype
	
--notification ntypeオプションを使用すると、保管場所に対するメディアの移動が発生する際に、オフサイト保管ベンダーに送信する電子通知タイプを指定できます。ntype値は、noneまたはimftp(Iron Mountain FTPファイル)です。


	----recalltime/-R duration
	
--recalltimeオプションを使用すると、この保管場所からデータ・センターにボリュームをリコールするのに必要な時間を指定できます。この設定は、アクティブな場所に対して使用できず、オフサイトの保管場所に対してのみ有効です。この設定は、Recovery Manager(RMAN)によって開始された、指定のリソース待機期間内に供給できなかったテープ・ボリュームを使用する必要があるリストア・リクエストが失敗したかどうかを判断する場合に使用できます。また、このパラメータは、複数のオフサイトの場所で複数のコピーを使用できる場合に、リストア操作のためにリコールするボリュームを特定するために、ボリューム・クローニング機能で使用することも可能です。


	locationname
	
保管場所の名前。




	
注意:

allは予約語であるため、場所の名前として使用できません。



















mkmf


用途

mkmfコマンドは、メディア・ファミリ(バックアップ・ボリュームの名前付き分類)を作成する場合に使用します。メディア・ファミリによって、異なる時刻に作成されたボリュームに同様の特性を持たせることができます。たとえば、保存期間が6か月のバックアップ用メディア・ファミリを作成できます。このファミリを後続のbackupコマンドに対して指定すると、作成されるすべてのボリュームの保存期間が6か月になります。

メディア・ファミリには、コンテンツ管理(デフォルト)または時間管理という、相互に排他的な有効期限ポリシー・タイプのいずれかを指定します。コンテンツ管理されたポリシーでは、ボリュームに記録されたすべてのバックアップ・ピースが削除済とマークされた時点でのみ、そのボリュームが期限切れとなります。時間管理されたポリシーでは、有効期限(ボリューム作成時間に--writewindow時間と--retain時間を合算して算出)に達するとボリュームが期限切れになります。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「メディア・ファミリ用コマンド」を参照してください。











前提条件

mkmfコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


mkmf::=


mkmf [ --writewindow/-w duration ] [ --retain/-r duration ]
[ [ --vidunique/-u ] | 
  [ --vidfile/-F vid-pathname ] |
  [ --viddefault/-d ] | 
  [ --vidfamily/-f media-family-name ] ]
[ [ --inputcomment/-i | 
  [ --comment/-c comment ] ]
[ --contentmanaged/-C ] [ --append/-a ] [ --noappend/-A ]
[ --rotationpolicy/-R policyname ] 
[ --duplicationpolicy/-D policyname ] 
[ --acsscratchid/-d acsscratch_id ]
media-family-name...





意味

	--writewindow/-w duration
	
メディア・ファミリの書込み可能期間を指定します。durationプレースホルダの詳細は、「duration」を参照してください。デフォルトはdisabledで、ボリューム有効期限の計算時に書込みウィンドウは考慮されません。

書込みウィンドウは、更新(通常、バックアップ・イメージを最後に追加)のためにボリューム・セットがオープンのままである期間です。ファミリのすべてのボリュームは、同一のボリューム・セットの一部とみなされます。書込みウィンドウは、最初のファイルがセットの最初のボリュームに書き込まれたときに開始され、指定した期間が経過すると終了します。書込みウィンドウが終了すると、Oracle Secure Backupは次のいずれかの条件が満たされるまでボリューム・セットへの追加更新を許可しません。

	
期限切れになる。


	
再ラベル付けされる。


	
再利用される。


	
ラベル付けを解除される。


	
強制的に上書きされる。




Oracle Secure Backupがこのボリューム・セットをバックアップ操作用に使用し続けるのは、書込みウィンドウが終了するまでです。

foreverまたはdisabledをdurationとして選択すると、数値は入力できません。たとえば、書込みウィンドウを14daysに設定する、またはforeverを指定してボリューム・セットを無期限に更新可能にすることなどができます。メディア・ファミリのメンバーであるボリューム・セットはすべて、同じ期間の間、更新のためにオープンのままです。

このオプションは、自動テープ複製に使用されるメディア・ファミリには作用しません。


	--retain/-r duration
	
ボリューム・セットのボリュームを保存する時間の長さである保存期間を指定します。このオプションを指定した場合、このメディア・ファミリはコンテンツ管理ではなく時間管理になります。durationプレースホルダの詳細は、「duration」を参照してください。

ボリューム有効期限は、ボリュームが期限切れになる日時です。この時間は、バックアップ・イメージ・ファイル番号1をボリュームに書き込んだ時間に、書込みウィンドウ期間(--writewindow)が指定されている場合は書込みウィンドウ期間を加算し、さらにボリュームの保存期間(--retain)を加算して算出します。

保存期間として指定した期間が終了するまでは、このメディア・ファミリのメンバーであるボリュームの上書きは不可能になります。1つのボリュームがfullになり、Oracle Secure Backupが次のボリュームに継続してバックアップを実行する場合は、ボリューム・セットの各ボリュームに同じ保存時間が割り当てられます。

時間管理されたボリュームにはRecovery Manager(RMAN)バックアップを行うことができます。したがって、時間管理の有効期限ポリシーのボリュームには、ファイルシステム・バックアップ・ピースとRMANバックアップ・ピースが混在できます。




	
注意:

RMANバックアップを時間管理ボリュームに対して行う場合は、RMANリポジトリでバックアップ・ピースが使用可能になっている場合でも、ボリュームが期限切れになり、再利用される可能性があります。この場合は、RMANでCROSSCHECKコマンドを使用し、矛盾を解消する必要があります。







メディア・ファミリを時間管理からコンテンツ管理に変更するには、chmfコマンドで--contentmanagedを指定します。

自動テープ複製に使用されるメディア・ファミリには、関連付けられたオリジナル・ボリュームと同じ有効期限ポリシーが必要です。オリジナル・ボリュームに時間管理の有効期限ポリシーが指定されている場合、複製ボリュームも時間管理である必要があります。


	--vidunique/-u
	
このメディア・ファミリに一意のボリュームIDを作成します。ボリュームIDは、文字列media-family-name-000001から始まり、使用されるたびにボリューム順序番号が加算されます。たとえば、MYVOLUME-000001はMYVOLUMEメディア・ファミリの1番目のボリュームに対するボリュームID、MYVOLUME-000002は2番目のボリュームに対するID、という具合に続きます。


	--vidfile/-F vid-pathname
	
作成するメディア・ファミリのボリューム順序ファイルの名前を指定します。相対ファイル名または絶対ファイル名を指定し、相対ファイル名の場合、ファイルは管理サーバーの管理ディレクトリに作成されます。

このファイルは、Oracle Secure Backupによって自動作成されないため、手動で作成する必要があります。--vidfileオプションを選択した場合は、テキスト・エディタを使用してvid-接頭辞をカスタマイズします。メディア・ファミリに割り当てる最初のボリュームIDを、たとえばMYVOLUME-000001のように1行のテキストとして入力します。




	
注意:

--vidfileオプションを指定するには、ボリュームIDファイルを作成しておく必要があります。








	--viddefault/-d
	
システム・デフォルトを指定して、メディア・ファミリが割り当てられていない場合と同じボリュームID順序を使用します。デフォルトのボリュームIDはVOL000001から始まり、使用されるたびに加算されます。


	--vidfamily/-f media-family-name
	
media-family-nameによって指定されるメディア・ファミリに使用されたのと同じボリュームIDの順序を使用します。


	--inputcomment/-i
	
メディア・ファミリに対するコメントの入力(オプション)を可能にします。mkmf --inputcommentを実行すると、コメントの入力を要求するプロンプトが表示されます。コメントを終了するには、その行にピリオド(.)を付けます。


	--comment/-c comment
	
メディア・ファミリに関して保存する情報を指定します。commentに空白を含める場合は、テキストを引用符で囲みます。


	--contentmanaged/-C
	
このメディア・ファミリのボリュームが時間管理ではなくコンテンツ管理されるように指定します。この有効期限ポリシーを使用するボリュームは、RMANバックアップを対象としています。ファイルシステム・バックアップはコンテンツ管理されたボリュームに書き込めません。

コンテンツ管理されたボリュームは、すべてのバックアップ・イメージ・セクションが削除済にマークされた場合には上書きできます。バックアップ・ピースはRMANまたはobtoolのrmpieceコマンドを使用して削除できます。コンテンツ管理ボリューム・セットのボリュームは、同じセットの他のボリュームが期限切れになる前に期限切れになる場合があります。

メディア・ファミリをコンテンツ管理から時間管理に変更するには、chmfコマンドで--retainを指定します。

自動テープ複製に使用されるメディア・ファミリには、関連付けられたオリジナル・ボリュームと同じ有効期限ポリシーが必要です。オリジナル・ボリュームにコンテンツ管理の有効期限ポリシーが指定されている場合、複製ボリュームもコンテンツ管理である必要があります。


	--append/-a
	
追加バックアップ・イメージをメディア・ファミリのボリュームに追加できることを指定します(デフォルト)。このオプションは、自動テープ複製に使用されるメディア・ファミリには作用しません。

ボリュームが有効であり、テープが残っている場合でも、メディア・ファミリの最新のボリューム順序番号よりも番号の小さいボリュームには書き込まれません。バックアップでは必ず、メディア・ファミリの最新のボリュームの最後に追加しようとします。このボリュームがいっぱいの場合は、別のボリュームに書き込まれます。


	--noappend/-A
	
追加バックアップ・イメージをメディア・ファミリのボリュームに追加できないよう指定します。このオプションを指定すると、1つのボリューム・セットには1つのバックアップ・イメージのみが含まれるようになるので、全体バックアップを実行し、そのテープを使用して元のファイルシステムを再作成する場合に便利です。


	--rotationpolicy/-R
	
メディア・ファミリに対するローテーション・ポリシーを指定します。

このオプションは、自動テープ複製に使用されるメディア・ファミリには作用しません。

ローテーション・ポリシーを消去するには、ポリシー名に空の文字列("")を指定します。


	--duplicationpolicy/-D
	
メディア・ファミリに対する複製ポリシーを指定します。

複製ポリシーを消去するには、ポリシー名に空の文字列("")を指定します。


	--acsscratchid/-d acsscratch_id
	
ACSLSライブラリの場合、ボリュームを取得するスクラッチ・プールIDを定義します。ACSLS以外のライブラリの場合、このオプションは影響しません。ボリュームのラベル付けが解除されている場合、ラベル付けが解除されたときに属していたメディア・ファミリによって定義されているスクラッチ・プールIDに戻されます。


	media-family-name
	
作成するメディア・ファミリの名前を指定します。メディア・ファミリ名は大/小文字が区別され、英数字で始める必要があります。使用できるのは文字、数字、ダッシュ、アンダースコアおよびピリオドのみです(空白は不可)。最大31文字までです。








例


例2-95 時間管理メディア・ファミリの作成

この例では、time-man-familyという名前の時間管理されたメディア・ファミリを作成します。ボリューム・セットのボリュームは7日間更新可能です。保存期間は28日間であるため、メディア・ファミリのボリュームはOracle Secure Backupによる最初の書込みから35日後に期限切れになります。


ob> mkmf --vidunique --writewindow 7days --retain 28days time-man-family





例2-96 コンテンツ管理メディア・ファミリの作成

この例では、content-man-familyという名前のコンテンツ管理されたメディア・ファミリを作成します。書込みウィンドウにforeverが指定されているため、このファミリのボリュームは無期限に更新可能です。ボリュームが期限切れになるのは、RMANでボリューム上のすべてのバックアップ・ピースのステータスがDELETEDになったときです。


ob> mkmf --vidunique --writewindow forever content-man-family












mkpni


用途

mkpniコマンドは、既存ホストに優先ネットワーク・インタフェース(PNI)を定義する場合に使用します。1つのホストに対して指定可能なPNIの数に制限はありません。

PNIは、バックアップまたはリストアの対象となるデータを送信するために必要となるネットワーク・インタフェースです。ネットワークでは、クライアントとそのクライアントのかわりにバックアップまたはリストアを実行するサーバーとの間に複数の物理的な接続を持つことができます。たとえば、2つのホストの間で、イーサネット接続と光ファイバ分散データ・インタフェース(FDDI)接続の両方を使用できます。PNIを使用すると、クライアントごとに、サーバーのどのネットワーク・インタフェースが必要かを指定できます。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「優先ネットワーク・インタフェース用コマンド」を参照してください。











前提条件

mkpniコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


mkpni::=


mkpni --interface/-i server-ipname
{ --client/-c client-hostname[,client-hostname]... }
server-hostname





意味

	--interface/-i server-ipname
	
指定したクライアントが、server-hostnameで指定したサーバーと通信を行うときに使用するIPアドレスまたはDNS名を指定します。

Oracle Secure Backupは、IPv6をサポートするすべてのプラットフォームでInternet Protocol v4(IPv4)、Internet Protocol v6(IPv6)およびIPv4とIPv6の混合環境をサポートします。


	--client/-c client-hostname[,client-hostname]...
	
server-hostnameと通信を行うときにserver-ipnameを使用するクライアントを1つ以上指定します。client-hostnameには、サーバーから見たクライアントのホスト名またはインターネット・アドレスを指定します。ホスト名は、mkhostコマンドで作成したホスト名である必要があります。


	server-hostname
	
サーバー・ホストの名前を指定します。








例


例2-97 PNIの定義

この例では、クライアント・ホストosbsvr1およびbrhost3がサーバーbrhost2との通信でIPアドレス192.0.2.1を使用するよう指定するPNIを定義しています。


ob> mkpni --interface 192.0.2.1 --client osbsvr1,brhost3 brhost2
ob> lspni
brhost2:
    PNI 1:
        interface:          192.0.2.1
        clients:            osbsvr1, brhost3












mkrot


用途

ローテーション・ポリシーを作成します。




	
関連項目:

「ローテーション・ポリシー用コマンド」











前提条件

mkrotコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


mkrot::=


mkrot [ --comment/-c commentstring | --inputcomment/-i commentstring ]
--rule/-u rotationrule[,rotationrule]... 
policyname. ..





意味

	--comment/-c commentstring
	
lsrotの使用時に表示される説明的なコメント。--commentまたは--inputcommentのいずれかを指定できますが、両方を指定することはできません。


	--inputcomment/-i
	
コメントの入力(オプション)を可能にします。mkrot --inputcommentを実行すると、コメントの入力を要求するプロンプトが表示されます。コメントを終了するには、その行にピリオド(.)を付けます。--commentまたは--inputcommentのいずれかを指定できますが、両方を指定することはできません。


	--rule/-u rotationrule
	
ローテーション・ポリシーに適用される一連のローテーション・ルールを指定します。

rotationrule引数の書式はlocationname[:event[:duration]]です。

	
locationname: 既存の場所オブジェクトの名前またはワイルドカード(*)。

既存の場所オブジェクトがローテーション・ルールの最初のlocationnameとして指定されている場合、ローテーション・ルールはその場所に制限されます。ワイルドカード(*)がローテーション・ルールの最初の場所として指定されている場合、ローテーション・ルールはすべてのアクティブな場所に適用できます。ワイルドカードは、ローテーション・ルールの最初のlocationnameにのみ使用できます。

場所は、ローテーション・ポリシー内で1回しか指定できません。ローテーション・ポリシーの場所/期間のタプル・セット全体で場所を2回以上指定しようとすると、エラー・メッセージが表示され、コマンドは失敗します。


	
event: このタプルで指定される期間のカウントが開始される時点でトリガーされるボリューム固有のイベント。イベントの値は次のいずれかです。

a. firstwrite

ボリュームへの最初の書込みが行われる時点です。この値は、アクティブな場所に対してのみ有効です。

b. lastwrite

ボリュームへの最後の書込みが行われる時点です。この値は、アクティブな場所に対してのみ有効です。

c. windowclosed

書込みウィンドウが閉じる時点です。この値は、アクティブな場所に対してのみ有効です。

d. nonwritable

書込みウィンドウが閉じてしまったか、ボリュームがいっぱいであるために、ボリュームに書き込むことができなくなる時点です。この値は、アクティブな場所に対してのみ有効です。

e. arrival

ボリュームがこの場所に到着した時点です。この値は、保管場所に対してのみ有効です。

f. expiration

ボリュームが期限切れになった時点です。この値は、保管場所に対してのみ有効です。


	
duration

メディアがこのタプルに指定された場所にとどまる期間です。Oracle Secure Backupの標準の期間構文で表します。

期間の値は、一時保管場所を除いたすべての場所に対して指定する必要があります。期間の値は、整数nにseconds、minutes、hours、days、weeks、monthsまたはyearsを続けて表します。有効な値の例は、14days、3weeks、2monthsです。

期間の値としてDISABLEDを指定した場合、ボリュームは割り当てられた場所に無期限にとどまります。DISABLED値は、ローテーション・ポリシーの最終場所についてのみ許されます。





	policyname
	
ローテーション・ポリシーの名前を1から31文字で指定します。













mksched


用途

mkschedコマンドは、バックアップ、ボールティング・スキャンまたは複製スキャンの新しいスケジュールを作成する場合に使用します。

スケジュールには0個以上のトリガーを記述します。トリガーは、スケジュール済バックアップ、ボールティング・スキャンまたは複製スキャンを実行する日(--day)と時間(--time)のセットをユーザー定義したものです。1日の初めに、Oracle Secure Backupは使用可能な各スケジュール内のトリガーを検査します。

既存スケジュールにおいてトリガーを追加、変更または削除する場合は、chschedコマンドを使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「スケジュール用コマンド」を参照してください。











前提条件

mkschedコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文1

バックアップの対象、タイミングおよび方法を記述したバックアップ・スケジュールを作成するには、次の構文を使用します。バックアップ・スケジュールには、各データセットの名前とそれに関連付けられたメディア・ファミリが含まれています。

特定の日に起動する各トリガーに対して、スケジュールにリストされているデータセットごとにバックアップ・ジョブが1つずつ作成されます。backupコマンドで作成されるオンデマンド(1回かぎりの)バックアップとは異なり、スケジューラはジョブを直接作成し、最初にバックアップ・リクエストを作成しません。


mksched::=


mksched 
  [ --type/-Y backup ]
  [ --dataset/-D dataset-name[,dataset-name]... ]
  [ --comment/-c comment | --inputcomment/-i ]
  [ --priority/-p schedule-priority ]
  [ --restrict/-r restriction[,restriction]... ]
  [ --enabled/-z ] [ --disabled/-Z ]
  [ --encryption/-e  { yes | no } ]
  [ [ --day/-d day-date] [ --time/-t time ]
    [ --level/-l backup-level][ --family/-f media-family-name ]
    [ --expires/-x duration] ]...
  schedulename ...





意味1

	--type/-Y schedule-type
	
作成するスケジュールのタイプを指定します。有効な値は、backup、duplicationscanおよびvaultingscanです。


	--dataset/-D dataset-name
	
バックアップ・ジョブに含めるデータセットを指定します。

データセットがスケジュールで指定されない場合は、Oracle Secure Backupはスケジュールに基づいたバックアップを開始しません。既存のスケジュールにデータセットを追加する場合は、chschedコマンドを使用します。


	--comment/-c comment
	
スケジュールにコメントを追加します。


	--inputcomment/-i
	
コメントの入力を要求します。mkschedを実行すると、コメントの入力を要求するプロンプトが表示されます。コメントを終了するには、その行にピリオド(.)を付けます。


	--priority/-p schedule-priority
	
バックアップにスケジュールの優先度を割り当てます。schedule-priorityプレースホルダの詳細は、「schedule-priority」を参照してください。


	--restrict/-r restriction
	
バックアップを管理ドメイン内の特定のデバイスに制限します。メディア・サーバー・ホストまたはこれらのホスト上の特定のデバイスを選択できます。制限を指定しない場合(デフォルト)、現行のスケジュールはデバイスの制限を受けず、任意のメディア・サーバー上にある使用可能な任意のデバイスを、Oracle Secure Backupスケジューリング・システムの判断で使用できます。restrictionプレースホルダの詳細は、「restriction」を参照してください。


	--enabled/-z
	
作成時にバックアップ・スケジュールを有効にするように指定します。--enabled/-zまたは--disabled/-Zを指定しない場合、スケジュールは作成時に有効になります。


	--disabled/-Z
	
作成時にバックアップ・スケジュールを無効にするように指定します。このオプションを指定した場合、chschedコマンドを使用して、後でバックアップ・スケジュールを有効にすることができます。




	
関連項目:

「chsched」








	--encryption/-e {yes | no}
	
バックアップ・スケジュールまたはバックアップ・ジョブに対する暗号化フラグを指定します。有効な値は次のとおりです。

	
yes

これらのスケジュール済ジョブのバックアップは、グローバルまたはホスト固有の暗号化ポリシーの設定に関係なく、常に暗号化されます。


	
no

グローバルまたはホスト固有の暗号化ポリシーがallowedに設定されている場合、これらのジョブに対して作成されるバックアップは暗号化されません。これがデフォルトです。

グローバルとホスト固有の両方の暗号化ポリシーがallowedに設定されている場合、これらのジョブに対して作成されるバックアップは暗号化されません。

グローバル暗号化ポリシーまたはホスト固有の暗号化ポリシーのいずれかがrequiredに設定されている場合、ポリシーがこの設定に優先し、バックアップは常に暗号化されます。暗号化アルゴリズムおよびキーは各クライアント・ホストのポリシーによって決まります。





	--day/-d day-date
	
Oracle Secure Backupでスケジュール済のバックアップをトリガーする日を指定します。日または時間を指定しない場合、バックアップ・ジョブはスケジュールに基づいて実行されません。日を指定して時間を指定しない場合、時間は00:00にデフォルト設定されます。day-dateプレースホルダの詳細は、「day-date」を参照してください。


	--time/-t time
	
Oracle Secure Backupでスケジュール済のバックアップをトリガーする時刻を指定します。日を指定せずに時間のみを指定することはできません。timeプレースホルダの詳細は、「time」を参照してください。


	--level/-l backup-level
	
バックアップ・レベルを指定します。デフォルトはfullです。backup-levelプレースホルダの詳細は、「backup-level」を参照してください。


	--family/-f media-family-name
	
このスケジュール済バックアップのデータを割り当てるメディア・ファミリの名前を指定します。デフォルトはnullメディア・ファミリです。


	--expires/-x duration
	
有効期間を指定します。durationプレースホルダの詳細は、「duration」を参照してください。このオプションを指定すると、トリガーの時間からdurationが経過するまでに処理されていないバックアップ、ボールティング・スキャン、複製スキャンは期限切れになります。


	schedulename
	
作成するスケジュールの名前を指定します。スケジュール名は大/小文字が区別され、英数字で始める必要があります。使用できるのは文字、数字、ダッシュ、アンダースコアおよびピリオドのみです(空白は不可)。最大127文字までです。








構文2

ボリューム・カタログをスキャンしてボールティングの対象となるボリュームを判別するタイミングを記述したボールティング・スキャン・スケジュールを作成するには、次の構文を使用します。ボールティング・スケジュールでは、--typeオプションがvaultingscanに設定されています。ボールティング・スキャン制御ジョブ・タイプは、スケジュールに指定された時間にOracle Secure Backupのメディア・マネージャ・コンポーネントによる処理のためにキューに入れられます。

スキャンは場所ごとに行われます。スケジュールされたボールティング・ジョブは、指定されたボールティング・ウィンドウ内で、リソースが使用可能なときに実行されます。


mksched::=


mksched
[ --type/-Y vaultingscan ]
[ --comment/-c comment|--inputcomment/-i ]
[ --priority/-p schedule-priority ]
[ --restrict/-r vault_restriction[,vault_restriction]... ]
[ --location/-L location_name[,location_name]... ]
[ --enabled/-z ] [ --disabled/-Z ]
[ --select/-S select_criterion[,select_criterion]... ]
[ [ --day/-d day-date ] [ --time/-t time ][ --expires/-x duration ] ]... 
schedulename...





意味2

	--type/-Y schedule-type
	
作成するスケジュールのタイプを指定します。有効な値は、backup、duplicationscanおよびvaultingscanです。


	--comment/-c comment
	
スケジュールにコメントを追加します。


	--inputcomment/-i
	
コメントの入力を要求します。mkschedを実行すると、コメントの入力を要求するプロンプトが表示されます。コメントを終了するには、その行にピリオド(.)を付けます。


	--priority/-p schedule-priority
	
ボールティング・スキャンにスケジュールの優先度を割り当てます。schedule-priorityプレースホルダの詳細は、「schedule-priority」を参照してください。


	--restrict/-r vault_restriction[,vault_restriction]...
	
ボールティング・スキャンを1つまたは複数の場所に制限します。場所は、次のどの書式でも設定できます。

	
location_name@cap_name

location_nameは、移動に適したボリュームのスキャン・ジョブの間にスキャンされる場所です。カートリッジ・アクセス・ポート(CAP)の名前は、場所がACSLSライブラリである場合にのみ指定することができます。


	
location_name

location_nameがACSLSライブラリで、CAP名が指定されている場合、Oracle Secure Backupは利用可能な最大CAPを選択します。


	
@cap_name

場所名が指定されていない場合、指定したCAPの場所がスキャンされます。この書式は、ACSLSライブラリにのみ適用されます。




ライブラリの取出しタイプが自動またはオンデマンドに設定されている場合、メディア移動ジョブの間、指定したCAPにボリュームがエクスポートされます。


	--location/-L locationname
	
ボールティング・スキャン・スケジュールに適用する、1つまたは複数の場所を指定します。場所を指定しない場合、スケジュールはすべての場所に適用されます。




	
注意:

--locationオプションは、このリリースのボールティング・スキャン・スケジュールについては非推奨ですが、下位互換性のためにサポートされています。--restrictオプションを使用してボールティング・スキャンを特定の場所に制限することをお薦めします。








	--enabled/-z
	
作成時にボールティング・スキャン・スケジュールを有効にするように指定します。--enabled/-zまたは--disabled/-Zを指定しない場合、スケジュールはデフォルトで作成時に有効になります。


	--disabled/-Z
	
作成時にボールティング・スキャン・スケジュールを無効にするように指定します。このオプションを指定した場合、chschedコマンドを使用して、後でバックアップ・スケジュールを有効にすることができます。




	
関連項目:

「chsched」








	--select/-S select_criterion
	
ボールティング・スキャンを1つまたは複数のメディア・ファミリに制限します。


	--day/-d day-date
	
Oracle Secure Backupでスケジュール済のボールティング・スキャンをトリガーする日を指定します。日または時間を指定しない場合、ボールティング・スキャン・ジョブはスケジュールに基づいて実行されません。日を指定して時間を指定しない場合、時間は00:00にデフォルト設定されます。day-dateプレースホルダの詳細は、「day-date」を参照してください。


	--time/-t time
	
Oracle Secure Backupでスケジュール済のボールティング・スキャンをトリガーする時刻を指定します。日を指定せずに時間のみを指定することはできません。timeプレースホルダの詳細は、「time」を参照してください。


	--expires/-x duration
	
有効期間を指定します。このオプションを指定すると、トリガーの時間からdurationが経過するまでに処理されていないボールティング・スキャンは期限切れになります。

durationプレースホルダの詳細は、「duration」を参照してください。


	schedulename
	
作成するスケジュールの名前を指定します。スケジュール名は大/小文字が区別され、英数字で始める必要があります。使用できるのは文字、数字、ダッシュ、アンダースコアおよびピリオドのみです(空白は不可)。最大127文字までです。








構文3

ボリューム・カタログをスキャンして複製の対象となるボリュームを判別するタイミングを記述した複製スケジュールを作成するには、次の構文を使用します。複製スケジュールでは、--typeオプションがduplicationscanに設定されています。複製スキャン制御ジョブ・タイプは、スケジュールに指定された時間にOracle Secure Backupのメディア・マネージャ・コンポーネントによる処理のためにキューに入れられます。

スキャンは場所ごとに行われます。スケジュールされた複製ジョブは、指定された複製ウィンドウ内で、リソースが使用可能なときに実行されます。


mksched::=


mksched
[ --type/-Y duplicationscan ]
[ --comment/-c comment | --inputcomment/-i ]
[ --priority/-p schedule-priority ]
[ --enabled/-z ] [ --disabled/-Z ]
[ --location/-L locationname[,locationname]... ]
[ [ --day/-d day-date ] [ --time/-t time ] [ --expires/-x duration ] ]... 
schedulename...





意味3

	--type/-Y schedule-type
	
作成するスケジュールのタイプを指定します。有効な値は、backup、duplicationscanおよびvaultingscanです。


	--comment/-c comment
	
スケジュールにコメントを追加します。


	--inputcomment/-i
	
コメントの入力を要求します。mkschedを実行すると、コメントの入力を要求するプロンプトが表示されます。コメントを終了するには、その行にピリオド(.)を付けます。


	--priority/-p schedule-priority
	
複製スキャンにスケジュールの優先度を割り当てます。schedule-priorityプレースホルダの詳細は、「schedule-priority」を参照してください。


	--day/-d day-date
	
Oracle Secure Backupでスケジュール済の複製スキャンをトリガーする日を指定します。日または時間を指定しない場合、複製スキャン・ジョブはスケジュールに基づいて実行されません。日を指定して時間を指定しない場合、時間は00:00にデフォルト設定されます。day-dateプレースホルダの詳細は、「day-date」を参照してください。


	--time/-t time
	
Oracle Secure Backupでスケジュール済の複製スキャンをトリガーする時刻を指定します。日を指定せずに時間のみを指定することはできません。timeプレースホルダの詳細は、「time」を参照してください。


	--expires/-x duration
	
有効期間を指定します。durationプレースホルダの詳細は、「duration」を参照してください。このオプションを指定すると、トリガーの時間からdurationが経過するまでに処理されていない複製スキャンは期限切れになります。


	--enabled/-z
	
作成時に複製スキャン・スケジュールを有効にするように指定します。--enabled/-zまたは--disabled/-Zを指定しない場合、スケジュールはデフォルトで作成時に有効になります。


	--disabled/-Z
	
作成時に複製スキャン・スケジュールを無効にするように指定します。このオプションを指定した場合、chschedコマンドを使用して、後でバックアップ・スケジュールを有効にすることができます。




	
関連項目:

「chsched」








	--location/-L locationname
	
複製スケジュールに適用する、1つまたは複数の場所を指定します。複製スケジュールには、アクティブな場所のみを指定できます。場所を指定しない場合、スケジュールはすべての場所に適用されます。


	schedulename
	
作成するスケジュールの名前を指定します。スケジュール名は大/小文字が区別され、英数字で始める必要があります。使用できるのは文字、数字、ダッシュ、アンダースコアおよびピリオドのみです(空白は不可)。最大127文字までです。








例


例2-98 週次バックアップのスケジューリング

この例では、毎週木曜日の午後9時にバックアップの実行をスケジュールします。


ob> lssched --long
OSB-CATALOG-SCHED:
    Type:                   backup
    Dataset:                OSB-CATALOG-DS
    Priority:               50
    Encryption:             no
    Comment:                catalog backup schedule
ob> mksched --priority 5 --dataset datadir.ds --day thursday --time 21:00 datadir
ob> lssched --long
OSB-CATALOG-SCHED:
    Type:                   backup
    Dataset:                OSB-CATALOG-DS
    Priority:               50
    Encryption:             no
    Comment:                catalog backup schedule
datadir:
    Type:                   backup
    Dataset:                datadir.ds
    Priority:               5
    Encryption:             no
    Trigger 1:
        Day/date:           thursdays
        At:                 21:00
        Backup level:       full
        Media family:       (null)
ob> lsjob --pending
Job ID           Sched time  Contents                       State
---------------- ----------- ------------------------------ ----------------------
3                10/06.21:00 dataset datadir.ds             future work












mksnap


用途

mksnapコマンドは、新しいスナップショットを作成する場合に使用します。スナップショットとは、ボリュームまたはファイルシステムの整合性のあるコピーです。スナップショットは、Data ONTAP 6.4以上を実行するNetwork Appliance Filerに対してのみサポートされています。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「スナップショット用コマンド」を参照してください。











前提条件

mksnapコマンドを使用するには、デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)権を備えている必要があります。





構文


mksnap::=


mksnap [ --host/-h hostname ] [ --fs/-f filesystem-name ]
[ --nowait/-n ] snapshot-name...





意味

	--host/-h hostname
	
ネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)ホストの名前を指定します。ホスト名を指定しない場合は、host変数の値が使用されます。


	--fs/-f filesystem-name
	
NDMPファイルシステムの名前を指定します。--fsオプションを指定しない場合は、fs変数を設定する必要があります。


	--nowait/-n
	
スナップショット操作の完了まで待機しません。


	snapshot-name
	
スナップショットの名前を指定します。スナップショットの名前は、スナップショットが作成される環境で実施されているファイル名規則に準拠する必要があります。








例


例2-99 スナップショットの作成

この例では、ファイルシステム/vol/vol0の新しいスナップショットをlucyという名前のNDMPホスト上に作成します。


ob> mksnap --host lucy --fs /vol/vol0 lucy_snap
ob> lssnap --long lucy_snap
File system /vol/vol0:
    Max snapshots:          255
    Reserved space:           44.8 GB
    % reserved space:       30
    Snapshot:               lucy_snap
        Of:                 /vol/vol0
        Taken at:           2008/03/28.20:52
        Used %:               0
        Total %:              0
        Busy:               no
        Dependency:         no












mkssel


用途

mksselコマンドは、データベース・バックアップ記憶域セレクタを作成する場合に使用します。Oracle Secure Backupでは、記憶域セレクタ内にカプセル化されている情報をバックアップ・ジョブに使用して、Recovery Manager(RMAN)とやりとりします。記憶域セレクタはchsselコマンドで変更できます。




	
関連項目:

	
関連コマンドについては、「データベース・バックアップ記憶域セレクタ用コマンド」を参照してください。


	
記憶域セレクタとRMANメディア管理パラメータのやりとりについては、「データベース・バックアップ記憶域セレクタおよびRMANメディア管理パラメータ」を参照してください。


	
記憶域セレクタの概念については、『Oracle Secure Backup管理者ガイド』を参照してください。
















前提条件

mksselコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


mkssel::=


mkssel
{ --dbname/-d { * | dbname[,dbname]... } | --dbid/-i { * | dbid[,dbid]... } }
{ --host/-h { * | hostname[,hostname]... } }
{ --family/-f media-family }
[ --content/-c { * | content[,content]... } ]
[ --restrict/-r restriction[,restriction]... ]
[ --copynum/-n { * | 1 | 2 | 3 | 4 } ]
[ --waittime/-w  duration ]
[ --encryption/-e {off|on|forcedoff|swencryption}]
sselname





意味

	--dbname/-d dbname
	
この記憶域セレクタ・オブジェクトを適用するデータベースの名前を指定します。アスタリスク(*)を指定すると、記憶域セレクタがすべてのデータベース名に対して適用されます。アスタリスク文字(*)と個々のデータベース名を組み合せて使用することはできません。

--dbnameまたは--dbidのどちらか、または両方を指定する必要があります。データベース名を指定してデータベースID(DBID)を指定しない場合、デフォルトですべて(*)のDBIDが対象になります。


	--dbid/-i dbid
	
この記憶域セレクタ・オブジェクトを適用するデータベースのDBIDを指定します。アスタリスク(*)を指定すると、記憶域セレクタがすべてのDBIDに対して適用されます。アスタリスク文字(*)と個々のDBIDを組み合せて使用することはできません。

--dbnameまたは--dbidのどちらか、または両方を指定する必要があります。DBIDを指定してデータベース名を指定しない場合、デフォルトですべて(*)のデータベース名が対象になります。


	--host/-h hostname
	
この記憶域セレクタを適用するデータベース・ホストの名前を指定します。アスタリスク文字(*)を指定すると、記憶域セレクタがすべてのデータベース・ホストに対して適用されます。アスタリスク文字(*)と個々のホストを組み合せて使用することはできません。少なくとも1つのホスト名を指定する必要があります。


	--family/-f media-family
	
この記憶域セレクタ・オブジェクトの制御下でバックアップに使用するメディア・ファミリの名前を指定します。コンテンツ管理の有効期限ポリシーまたは時間管理の有効期限ポリシーのいずれかを使用するメディア・ファミリを指定できます。メディア・ファミリは、mkmfコマンドで作成します。


	--content/-c content
	
この記憶域セレクタを適用するバックアップ・コンテンツを指定します。contentプレースホルダの詳細は、「content」を参照してください。アスタリスク(*)を指定すると、すべてのコンテンツ・タイプが適用対象になります。


	--restrict/-r restriction
	
この記憶域セレクタで制御されるバックアップで使用可能なデバイス名を指定します。デフォルトでは、Oracle Secure Backupは、デバイス・ポーリングを使用してバックアップ操作で使用可能なデバイスを見つけます。restrictionプレースホルダの詳細は、「restriction」を参照してください。


	--copynumber/-n * | 1 | 2 | 3 | 4
	
この記憶域セレクタが適用されるコピー番号を指定します。コピー番号は1から4の整数である必要があります。アスタリスク(*)を指定すると、記憶域セレクタが任意のコピー番号に適用されます(デフォルト)。


	--waittime/-w duration
	
この記憶域セレクタの制御下のバックアップで必要となるリソースが使用可能になるまでの待機時間を指定します。デフォルトの待機時間は1時間です。durationプレースホルダの詳細は、「duration」を参照してください。


	sselname
	
データベース・バックアップ記憶域セレクタの名前を指定します。記憶域セレクタ名は大/小文字が区別され、英数字で始める必要があります。使用できるのは文字、数字、ダッシュ、アンダースコアおよびピリオドのみです(空白は不可)。最大127文字までです。


	--encryption/-e {off | on | forcedoff | swencryption}
	
バックアップを暗号化するかどうかを指定します。いずれの場合でも、データがRMANによってすでに暗号化されている場合、Oracle Secure Backupはそれ以上の暗号化を実行しません。次の暗号化オプションのいずれかを設定します。

	
ON: RMANによってすでに暗号化されている場合を除き、バックアップ・データは暗号化されます。


	
OFF: ホストまたはグローバル・ポリシーがrequiredに設定されている場合を除き、バックアップ・データは暗号化されません。OFFは、暗号化の値を指定しないことと同じです。


	
FORCEDOFF: データベース・バックアップは暗号化されず、ホスト固有の暗号化設定はすべて無視されます。FORCEDOFFの設定はRMANに影響しないので、RMANでは引き続きバックアップ・データを暗号化できます。


	
SWENCRYPTION: ハードウェア暗号化ではなくソフトウェア暗号化が使用されます。このオプションは、状況によってハードウェア暗号化を使用しない場合に備えて提供されています。







	
注意:

encryptionオプションを使用できるのは、Oracle Secure Backup 10.3.0.2.0以降のみです。














例


例2-100 データベース・バックアップ記憶域セレクタの作成

この例では、ssel_fullという名前の記憶域セレクタを作成します。作成した記憶域セレクタは、ホストbrhost2上の、DBIDが1557185567のデータベースに適用されます。


ob> mkssel --dbid 1557185567 --host brhost2 --content full --family f1 ssel_full












mksum


用途

mksumコマンドは、ジョブ・サマリー・スケジュールを作成する場合に使用します。このスケジュールは、Oracle Secure Backupでバックアップ、リストアまたは複製のジョブ・サマリー(ジョブが成功したかどうかを示すテキスト・ファイル形式のレポート)を生成するタイミングおよび状況を指定します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「サマリー用コマンド」を参照してください。











前提条件

mksumコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


mksum::=


mksum 
[ --days/-d produce-days[,produce-days]... ]
[ --reporttime/-t time ]
[ --mailto/-m email-target[,email-target]... ]
[ --host/-h hostname[,hostname]... ]
[ [ --covers/-c duration ] | [ --since/-s "summary-start-day time" ] ]
[ --backup/-B { yes | no } ]
[ --restore/-R { yes | no } ]
[ --orabackup/-b { yes | no } ]
[ --orarestore/-e { yes | no } ]
[ --scheduled/-S { yes | no } ]
[ --user/-U { yes | no } ]
[ --subjobs/-J { yes | no } ]
[ --superseded/-D { yes | no } ]
[ --duplication/-P { yes | no } ]
[ --catalog/-C { yes | no } ]
[ --mediamovement/-M { yes | no } ]
summary-name...





意味

	--days/-d produce-days
	
ジョブ・サマリーを生成する曜日を指定します。produce-daysプレースホルダの詳細は、「produce-days」を参照してください。


	--reporttime/-t time
	
ジョブ・サマリーを生成する時刻を選択します。timeプレースホルダの詳細は、「time」を参照してください。


	--mailto/-m email-target[,email-target]...
	
ジョブ・サマリーを受信するユーザーの電子メール・アドレスを指定します。この機能を使用するには、管理サーバー上で電子メール・システムが動作している必要があります。複数のエントリをカンマで区切ります。


	--host/-h hostname
	
指定のホストについてのみレポートを生成します。


	--covers/-c duration
	
レポートの対象とする時間枠を指定します。durationプレースホルダの詳細は、「duration」を参照してください。


	--since/-s "summary-start-day time"
	
レポート対象期間の開始ポイントを指定します。summary-start-dayプレースホルダの詳細は、「summary-start-day」を参照してください。timeプレースホルダの詳細は、「time」を参照してください。


	--backup/-B { yes | no }
	
バックアップ・ジョブをレポートに含めるかどうかを指定します。デフォルトはyesです。


	--restore/-R { yes | no }
	
リストア・ジョブをレポートに含めるかどうかを指定します。デフォルトはyesです。


	--orabackup/-b { yes | no }
	
Recovery Manager(RMAN)バックアップ・ジョブをレポートに含めるかどうかを指定します。デフォルトはyesです。


	--orarestore/-e { yes | no }
	
RMANリストア・ジョブをレポートに含めるかどうかを指定します。デフォルトはyesです。


	--scheduled/-S { yes | no }
	
スケジューラで処理待機中のすべてのジョブをレポートに含めるかどうかを指定します。スケジュール済ジョブはまだ実行されていないジョブです。デフォルトはyesです。


	--user/-U { yes | no }
	
ユーザーが開始したジョブをレポートに含めるかどうかを指定します。デフォルトはyesです。noに設定すると、スケジュール済のジョブのみがサマリーに表示されます。


	--subjobs/-J { yes | no }
	
下位ジョブをレポートに含めるかどうかを指定します。デフォルトはyesです。


	--superseded/-D { yes | no }
	
同一の基準を持つすべてのジョブをレポートに含めるかどうかを指定します。デフォルトはnoです。

最初のジョブを実行する機会があった後に同じジョブがスケジュールされていると、最初のジョブは無効になります。たとえば、毎晩午後9時に増分バックアップをスケジュールしているとします。水曜日の朝になって、火曜日の夜のバックアップが、テープ・ライブラリに使用可能なテープがなかったために実行されていなかったことがわかります。この場合、水曜日にスケジュールされている増分バックアップが前の晩のバックアップに優先します。


	--duplication/-P {yes | no}
	
ボリューム複製ジョブをレポートに含めるかどうかを指定します。デフォルトはyesです。


	--catalog/-C {yes | no}
	
カタログ・バックアップに関する情報をレポートに含めるかどうかを指定します。対象となる情報は次のとおりです。

	
各カタログ・バックアップのボリュームIDおよびバーコード


	
カタログ・バックアップのファイル番号


	
バックアップ・ジョブが実行されたときの検証ステップの結果







	
注意:

カタログ・バックアップは、バックアップ・ジョブに関する情報を含むサマリー・レポートにもリストされます。しかし、他のバックアップと混在し、カタログ・バックアップとしてマークは特に付けられません。--catalogオプションは、カタログ・バックアップのステータスを他のバックアップ・ジョブとは無関係に監視できるようにするためのものです。








	--mediamovement/-M {yes | no}
	
メディア移動ジョブをレポートに含めるかどうかを指定します。デフォルトはyesです。


	summary-name
	
ジョブ・サマリー・スケジュールの名前を指定します。名前は大/小文字が区別され、英数字で始める必要があります。使用できるのは文字、数字、ダッシュ、アンダースコアおよびピリオドのみです(空白は不可)。最大127文字までです。








例


例2-101 ジョブ・サマリーのスケジューリング

この例では、weekly_reportという名前のバックアップ・サマリーをスケジュールします。


ob> mksum --days wed --reporttime 12:00 --mailto lance@example.com weekly_report
ob> lssum --long
weekly_report:
    Produce on:              Wed at 12:00
    Mail to:                 lance@example.com
    In the report, include:
        Backup jobs:             yes
        Restore jobs:            yes
        Scheduled jobs:          yes
        User jobs:               yes
        Subordinate jobs:        yes
        Superseded jobs:         no





例2-102 サンプル・ジョブ・サマリー

この例では、サンプル・サマリーの一部を表示します。サンプル出力はページに収まるようにあらかじめ折り返されています。


I. Pending jobs.
 
None.
  
II. Ready and running jobs.
 
None.
 
III. Successful jobs.
 
                Scheduled or                                           Backup   File Volume IDs
Job ID         *Introduced at   Completed at     Content               Size        # (Barcodes)
-------------- ---------------- ---------------- --------------------- --------- --- -------
admin/1        *2008/03/24.09:52 2008/03/24.09:52 dataset tbrset/entire_backup
admin/1.1      *2008/03/24.09:52 2008/03/24.09:52    host brhost2      3.5 MB  1 VOL000001 (ADE202)
admin/2        *2008/03/24.09:52 2008/03/24.09:52 restore to brhost2      
 
IV. Unsuccessful jobs.
 
                   Scheduled or
Job ID            *Introduced at    Content                  Status
------------------ ---------------- ------------------------ ------------------------
admin/7           *2008/03/24.16:41 dataset homedir.ds        failed - host isn't administrative 
                                                              domain member (OB job mgr)
admin/7.1         *2008/03/24.16:41     host brhost4(DELETED) failed - host isn't administrative 
                                                              domain member (OB job mgr)












mkuser


用途

mkuserコマンドは、Oracle Secure Backupユーザーを定義する場合に使用します。各Oracle Secure Backupユーザー・アカウントは1つのクラスにのみ所属し、そのクラスでOracle Secure Backupユーザーの権限が定義されます。




	
関連項目:

	
関連コマンドについては、「ユーザー用コマンド」を参照してください。


	
「クラス用コマンド」
















前提条件

mkuserコマンドを実行するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





使用方法

Oracle Secure Backupユーザーが、デフォルトの--unprivilegedオプションが設定されているホストでbackupまたはrestore操作を実行する場合は、ホストへのアクセスにはオペレーティング・システム・アイデンティティが使用されます。

LinuxまたはUNIXホストのバックアップまたはリストアを行う場合は、Oracle Secure Backupはオペレーティング・システムのアイデンティティとして--unixnameおよび--unixgroupの値を使用します。

Windowsホストのバックアップまたはリストアを行う場合は、Oracle Secure Backupはリストの最初のドメイン・トリプレットから開始し(ドメイン名としてワイルドカード(*)を含むものはスキップ)、そのドメインおよびユーザー名でホストへのアクセスが許可されるかどうかをチェックします。




	
注意:

Oracle Secure Backupは、LookupAccountNameシステム・コールを使用して、アクセスが許可されるかどうかを判断します。チェックでは実際のログオン試行は行われず、有効なすべてのWindowsドメインの列挙も試行されません。







アクセスが許可される場合は、Oracle Secure Backupはこのログオン情報を使用してジョブを実行します。許可されない場合は、Oracle Secure Backupはリストの次のドメイン・トリプレットに進みます。Oracle Secure Backupは、ホストへのアクセスを許可するトリプレットを見つけられない場合、最後に、ドメイン名としてワイルドカード(*)を含むトリプレットが存在しているかどうかをチェックします。





構文


mkuser::=


mkuser --class/-c userclass
[ --password/-p password | --querypassword/-q ]
[ --unixname/-U unix-user ] [ --unixgroup/-G unix-group ]
[ --domain/-d { windows-domain | * },windows-account[,windows-password ] ]...
[ --ndmpuser/-N { yes | no }  ]
[ --email/-e emailaddr ] [ --givenname/-g givenname ]
[ --preauth/-h preauth-spec[,preauth-spec]... ]
username





意味

	--class/-c userclass
	
Oracle Secure Backupユーザーの所属先となるクラスの名前を指定します。事前定義されているクラスおよび権限については、表7-1「クラスおよび権限」を参照してください。


	--password/-p password
	
Oracle Secure Backupユーザーが管理ドメインにログインする場合のパスワードを指定します。入力可能な文字列は最長16文字です。パスワードを指定しない場合、パスワードはNULLになります。

最短パスワード長は、minuserpasswordlenセキュリティ・ポリシーによって決まります。デフォルト値が0の場合、NULLパスワードが許されることになります。




	
関連項目:

「minuserpasswordlen」







パスワードは、コマンドラインまたはコマンド・スクリプトにクリアテキストで指定しないでください。セキュリティ上の脆弱性となります。Oracle Secure Backupユーザーにパスワードの入力を要求する方法をお薦めします。


	--querypassword/-q
	
このオプションを指定するとパスワードの入力を促されます。入力内容は画面には表示されません。


	--unixname/-U unix-user
	
LinuxまたはUNIXホストのユーザー名を指定します。デフォルトのユーザー名は、guest、nobody、noneおよびuserのうち、最初に定義されたものです。


	--unixgroup/-G unix-group
	
LinuxまたはUNIXホストのグループを指定します。デフォルトはnoneです。


	--domain/-d { windows-domain | * },windows-account[,windows-password]
	
Windowsのドメイン名、ユーザー・アカウントおよびパスワードを指定します。Windowsパスワードを入力しない場合は、入力するように要求されます。windows-accountおよびwindows-passwordをすべてのWindowsドメインに対して適用する場合は、windows-domainにアスタリスク(*)を入力します。--domainオプションにはデフォルト値は設定されていません。

obtarが実行されるようにするには、Windowsのユーザー・アカウントは次の権限にアクセスできる必要があります。

	
SeBackupPrivilege

ユーザー権限: ファイルおよびディレクトリのバックアップ


	
SeRestorePrivilege

ユーザー権限: ファイルおよびディレクトリのリストア


	
SeChangeNotifyPrivilege

ユーザー権限: 横断チェックの省略




これらの権限をユーザー・アカウントの作成時または作成後に付与する必要があります。

例2-104では、Windowsドメインにユーザーを追加する方法について説明します。


	--ndmpuser/-N { yes | no }
	
Oracle Secure Backupユーザーのネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)サーバーへのログインを許可するかどうかを指定します。Oracle Secure BackupユーザーのNDMPサーバーへのアクセスを許可する場合はyes、アクセスを許可しない場合はnoを指定します。デフォルトはnoです。このログインは外部のクライアント・プログラムから行います。


	--email/-e emailaddr
	
Oracle Secure Backupユーザーの電子メール・アドレスを指定します。Oracle Secure Backupでは、ジョブ・サマリーの配信や、保留中の入力リクエストに関する通知など、このユーザーと通信する場合、このアドレスに電子メールを送信します。


	--givenname/-g givenname
	
Oracle Secure Backupユーザーの名前がユーザー名と異なる場合(たとえば、ユーザー名jsmithに対して名前がJim W. Smith)に、その名前を指定します。


	--preauth/-h preauth-spec
	
指定のオペレーティング・システム・ユーザーに、Oracle Secure Backupユーザーとしての管理ドメインへの事前認可アクセスを付与します。デフォルトでは事前認可はありません。

事前認可は、オペレーティング・システム・ユーザーがOracle Secure Backupに自動ログインする方法を決定するものです。アクセスは指定ホストの、指定オペレーティング・システム・ユーザーにのみ認可されます。Oracle Secure Backup管理ドメイン内の各ホストに対して、オペレーティング・システムのユーザー・アイデンティティとOracle Secure Backupユーザー・アイデンティティの1対1のマッピングを1つ以上宣言できます。たとえば、UNIXのユーザーbkpadminがobtoolにOracle Secure Backupユーザーadminとして自動ログインできるように事前認可を作成することが可能です。

preauth-specプレースホルダの詳細は、「preauth-spec」を参照してください。事前認可の重複は許可されません。複数の事前認可が同じホスト名、ユーザーIDおよびドメインを持つ場合は、重複とみなされます。


	username
	
Oracle Secure Backupユーザーの名前を指定します。ユーザー名は大/小文字が区別され、英数字で始める必要があります。使用できるのは文字、数字、ダッシュ、アンダースコアおよびピリオドのみです(空白は不可)。最大127文字までです。

ユーザー名はすべてのOracle Secure Backupのユーザー名の中で一意である必要があります。このユーザー名は、ユーザーのコンピュータ環境またはOracle Secure Backup管理ドメインで使用されるその他すべての名前とは、正規の関係はありません。








例


例2-103 Oracle Secure Backupユーザーの作成

この例では、Oracle Secure Backupの管理ユーザーとしてjanedoeを作成します。このユーザーは、LinuxおよびUNIXホスト上で、オペレーティング・システム・アカウントjdoeとして、非特権バックアップおよびリストア操作を実行します。Windowsドメインは指定されていないため、このユーザーにはWindowsホスト上でのバックアップおよびリストア操作の実行は許可されません。オペレーティング・システム・ユーザーjdoeには、ホストosbsvr1へのRecovery Manager(RMAN)バックアップの作成が事前認可されています。


ob> lsuser
admin            admin
sbt              admin
tadmin           admin
ob> mkuser janedoe --class admin --password "x45y" --givenname "jane" --unixname
jdoe --unixgroup "dba" --preauth osbsvr1:jdoe+rman+cmdline --ndmpuser no
--email jane.doe@example.com
ob> lsuser
admin            admin
janedoe          admin
sbt              admin
tadmin           admin





例2-104 Windowsドメインを使用したOracle Secure Backupユーザーの作成

この例では、Windowsドメインに対するOracle Secure Backupの管理ユーザーとしてwinadminを作成します。このユーザーのWindowsユーザーのアカウント名はbackupexecで、Windowsユーザーのパスワードはwinpwdです。アスタリスク( * )によって、Windows資格証明がすべてのWindowsドメインに適用できるようになります。このユーザーは、Windowsホスト上でバックアップおよびリストアの操作を実行できます。


ob> mkuser winadmin --class admin --domain "*,\backupexec,winpwd"
ob> lsuser --long winadmin
winadmin:
    Password:                   (not set)
    Password last changed:      2013/07/24.05:55
    Password change required:   no
    Password lifetime:          180 days (system default)
    Password grace time:        3 days (system default)
    Password reuse time:        1 year (system default)
    User class:                 admin
    Given name:                 [none]
    UNIX name:                  [none]
    UNIX group:                 [none]
    Windows domain/acct:         [all] backupexec
    NDMP server user:           no
    Email address:              [none]
    UUID:                       e4a96afa-d6c8-1030-9b32-00163e527899
    Preauthorized access:       [none]












mountdev


用途

mountdevコマンドは、すでにテープ・ドライブにロードされているテープ・ボリュームをマウントする場合に使用します。ボリュームをテープ・ドライブにマウントすると、マウントされたボリュームが使用可能になったことがOracle Secure Backupスケジューラに通知されます。ボリュームを使用する際のモードはmountdevオプションで設定できます。

このコマンドは、テープ・ドライブが推奨されるデフォルト設定のautomountに設定されていない場合に使用できます。特殊な状況下においてmountdevおよびunmountdevコマンドを使用すると、テープ・ドライブをより詳細に制御できます。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「デバイス用コマンド」を参照してください。











前提条件

mountdevコマンドを使用するには、デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)権を備えている必要があります。





構文


mountdev::=


mountdev { --read/-r | --write/-w | --overwrite/-o }
[ --unmount/-u | --norewind/-R ] devicename ...





意味

	--read/-r
	
マウント・モードを読取りに設定します。このモードでは、Oracle Secure Backupはボリュームを読取り専用でマウントします。


	--write/-w
	
マウント・モードを書込みに設定します。このモードでは、Oracle Secure Backupはボリュームの最後にバックアップを追加できるようにボリュームをマウントします。


	--overwrite/-o
	
マウント・モードを上書きに設定します。このモードでは、ボリュームがデバイスにマウントされ、テープの先頭まで巻き戻されるので、ボリュームの既存のコンテンツは上書きされます。このオプションを使用すると、ボリュームの有効期限ポリシーで上書き対象とみなされていない場合でも、ボリュームを上書きする権限を付与することになります。有効なボリュームの上書きが許可または要求された場合にのみ、このオプションを指定してください。


	--unmount/-u
	
マウント・リクエストを実行する前に、現在マウントされているテープをアンマウントします。テープがテープ・ドライブにマウントされており、--unmountを指定して先にテープをアンマウントしない場合は、mountdevコマンドが失敗します。


	--norewind/-R
	
Oracle Secure Backupがテープへの書込みを終了しても巻戻しを行わないことを指定します。このオプションを指定すると、Oracle Secure Backupが次のバックアップ・イメージを書き込む位置にとどまることが可能になります。


	devicename
	
ボリュームをマウントするデバイスを指定します。デバイス名の命名規則については、「devicename」を参照してください。








例


例2-105 テープ・ボリュームの手動マウント

この例では、自動マウントされたテープ・ボリュームをテープ・ドライブtape1から手動でアンマウントし、次に、別のテープを書込みモードで手動マウントします。lsdevのサンプル出力はページに収まるようにあらかじめ折り返されています。


ob> lsdev --long tape1
tape1:
    Device type:            tape
    Model:                  [none]
    Serial number:          [none]
    In service:             yes
    Library:                lib1
    DTE:                    1
    Automount:              yes
    Error rate:             8
    Query frequency:        3145679KB (-1073791796 bytes) (from driver)
    Debug mode:             no
    Blocking factor:        (default)
    Max blocking factor:    (default)
    Current tape:           1
    Use list:               all
    Drive usage:            14 seconds
    Cleaning required:      no
    UUID:                   b7c3a1a8-74d0-1027-aac5-000cf1d9be50
    Attachment 1:
        Host:               brhost3
        Raw device:         /dev/obt0
ob> mountdev --unmount --write tape1
ob> lsdev --mount tape1
drive        tape1        in service       write      rbtar   VOL000003     ADE203












movevol


用途

movevolコマンドは、ボリュームをテープ・ライブラリ内の要素間で移動する場合に使用します。一度に移動できるボリュームは1つのみです。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「ライブラリ用コマンド」を参照してください。











前提条件

movevolコマンドを使用するには、デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)権を備えている必要があります。





構文


movevol::=


movevol [ --library/-L libraryname | --drive/-D drivename ]
{ vol-spec | element-spec } element-spec





意味

	--library/-L libraryname
	
ボリュームを移動するテープ・ライブラリの名前を指定します。

--libraryまたは--driveを指定しない場合は、libraryまたはdrive変数の値が使用されます。テープ・ライブラリとテープ・ドライブのいずれの設定も取得できない場合は、警告が発行されます。


	--drive/-D drivename
	
ボリュームを移動するテープ・ライブラリ内のテープ・ドライブの名前を指定します。

--libraryまたは--driveを指定しない場合は、libraryまたはdrive変数の値が使用されます。テープ・ライブラリとテープ・ドライブのいずれの設定も取得できない場合は、警告が発行されます。


	vol-spec
	
移動するボリュームを指定します。vol-specプレースホルダの詳細は、「vol-spec」を参照してください。


	element-spec
	
記憶域要素、インポート/エクスポートのロケーションまたはテープ・ドライブの番号を指定します。element-specプレースホルダの詳細は、「element-spec」を参照してください。

vol-specを指定すると、element-specはボリュームの移動先となる場所を表します。element-specを2個指定すると、1個目はボリュームの移動元、2個目はボリュームの移動先を表します。








例


例2-106 ボリュームの移動

この例では、記憶域要素3のボリュームを、インポート/エクスポート要素iee3に移動します。サンプル出力はページに収まるようにあらかじめ折り返されています。


ob> lsvol --library lib1 --long
Inventory of library lib1:
    in    mte:           vacant
    in    1:             vacant
    in    2:             volume VOL000001, barcode ADE201, oid 102, 48319392 kb remaining
    in    3:             volume RMAN-DEFAULT-000002, barcode ADE202, oid 112, 47725600 kb 
                         remaining, content manages reuse
    in    4:             vacant
    in    iee1:          barcode ADE203, oid 114, 47725344 kb remaining, lastse 4
    in    iee2:          volume VOL000002, barcode ADE204, oid 110, 47670368 kb remaining, lastse 1
    in    iee3:          vacant
    in    dte:           vacant
ob> movevol --library lib1 3 iee3
ob> lsvol --library lib1 --long
Inventory of library lib1:
    in    mte:           vacant
    in    1:             vacant
    in    2:             volume VOL000001, barcode ADE201, oid 102, 48319392 kb remaining
    in    3:             vacant
    in    4:             vacant
    in    iee1:          barcode ADE203, oid 114, 47725344 kb remaining, lastse 4
    in    iee2:          volume VOL000002, barcode ADE204, oid 110, 47670368 kb remaining, lastse 1
    in    iee3:          volume RMAN-DEFAULT-000002, barcode ADE202, oid 112, 47725600 kb 
                         remaining, content manages reuse, lastse 3
    in    dte:           vacant












opendoor


用途

opendoorコマンドは、テープ・ライブラリのインポート/エクスポート・ドアを開く場合に使用します。このコマンドが有効なのは、それがサポートされているライブラリに対してのみです。

インポート/エクスポート・ドアは、オペレータがテープ・ライブラリの内外にテープを移動する際に使用する装置です。テープ・ライブラリの内部スロットにボリュームを移動するにはimportvolコマンドを、テープ・ライブラリ外にボリュームを移動するにはexportvolコマンドを実行します。このプロセスの実行中はテープ・ライブラリ自体は開かないため、再インベントリは不要です。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「ライブラリ用コマンド」を参照してください。











前提条件

opendoorコマンドを使用するには、デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)権を備えている必要があります。





構文


opendoor::=


opendoor [ --library/-L libraryname ]





意味

	--library/-L libraryname
	
インポート/エクスポート・ドアを開くテープ・ライブラリの名前を指定します。ライブラリ名を指定しない場合は、library変数を設定する必要があります。








例


例2-107 インポート/エクスポート・ドアの開放

この例では、テープ・ライブラリlib1のインポート/エクスポート・ドアを開きます。


ob> lsvol --library lib1 --long
Inventory of library lib1:
    in    mte:           vacant
    in    1:             vacant
    in    2:             volume VOL000001, barcode ADE201, oid 102, 48319392 kb remaining
    in    3:             vacant
    in    4:             vacant
    in    iee1:          barcode ADE203, oid 114, 47725344 kb remaining, lastse 4
    in    iee2:          volume VOL000002, barcode ADE204, oid 110, 47670368 kb remaining, lastse 1
    in    iee3:          volume RMAN-DEFAULT-000002, barcode ADE202, oid 112, 47725600 kb 
                         remaining, content manages reuse, lastse 3
    in    dte:           vacant
ob> opendoor --library lib1












pingdev


用途

pingdevコマンドは、すべての構成済アタッチメントを使用してOracle Secure Backupからデバイスにアクセスできるかどうかを判断する場合に使用します。

デバイスに定義されている各アタッチメントに対して、Oracle Secure Backupでは次の手順を実行します。

	
デバイスへの接続を確立します。


	
Small Computer System Interface(SCSI) inquiryコマンドを使用して、デバイスのアイデンティティを問い合せます。


	
接続をクローズします。




obtoolを実行しているホストからリモートにある各アタッチメントに対しては、リモート・メディア・サーバーを使用してネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)セッションを確立し、アタッチメントをテストします。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「デバイス用コマンド」を参照してください。











前提条件

pingdevコマンドを使用するには、デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)権を備えている必要があります。





構文


pingdev::=


pingdev [ --nohierarchy/-H ] [ --quiet/-q | --verbose/-v ]
[ --host/-h hostname ]... { --all/-a | devicename ... }





意味

	--nohierarchy/-H
	
テープ・ライブラリに内包される各テープ・ドライブへのアクセスを抑止します。デフォルトでは、テープ・ライブラリ内の各テープ・ドライブにpingします。


	--quiet/-q
	
出力を抑止します。デフォルトでは、例2-108に示す出力が表示されます。


	--verbose/-v
	
次のサンプルのような詳細出力を表示します。


ob> pingdev --verbose lib1
Info: pinging library lib1.
Info: library    lib1             accessible.
Info: pinging drive tape1.
Info:   drive  1 tape1            accessible.


デフォルトでは、例2-108に示す出力が表示されます。


	--host/-h hostname
	
pingするデバイスが接続されているホスト・コンピュータの名前を指定します。


	--all/-a
	
定義されているすべてのデバイスにpingします。


	devicename
	
pingするデバイスの名前を指定します。デバイス名の命名規則については、「devicename」を参照してください。








例


例2-108 複数のアタッチメントを持つテープ・ドライブへのping

この例では、tape3という名前のテープ・ドライブにpingします。このテープ・デバイスには、複数のホストに対するアタッチメントがあります。


ob> pingdev tape3
Info: drive      tape3            via host osbsvr1 accessible.
Info: drive      tape3            via host brhost3 accessible.
ob> pingdev --host brhost3 tape3
Info: drive      tape3            via host brhost3 accessible.












pinghost


用途

pinghostコマンドは、管理ドメイン内のホストがOracle Secure Backupからのリクエストに応答するかどうかを判断する場合に使用します。この操作は、ホストがその構成済IPアドレスすべてにおいて応答するかどうかを確認する場合に有効です。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「ホスト用コマンド」を参照してください。











前提条件

pinghostコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の表示(display administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





使用方法

このコマンドは、ホストに対して構成した各IPアドレスで、そのホストへのTCP接続の確立を試みます。Oracle Secure Backupプロトコルを使用するホストに対しては、TCPポート400を使用して接続し、ネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)を使用するホストに対しては、構成済NDMP TCPポート(通常は10000)を使用して接続します。Oracle Secure Backupにより、各接続試行のステータスがレポートされ、正常に確立された接続はただちにクローズされます。





構文


pinghost::=


pinghost [ --quiet/-q | --verbose/-v ] hostname...





意味

	--quiet/-q
	
出力を抑止します。


	--verbose/-v
	
出力を表示します。デフォルトのオプションです。


	hostname
	
pingするホスト・コンピュータの名前を指定します。








例


例2-109 ホストへのping

この例では、管理ドメイン内のホストに問い合せ、ホストbrhost2にpingします。


ob> lshost
brhost2          client                            (via OB)   in service
brhost3          mediaserver,client                (via OB)   in service
sfserver1        client                            (via OB)   in service
ndmphost1        client                            (via NDMP) in service
osbsvr1          admin,mediaserver,client          (via OB)   in service
ob> pinghost brhost2
brhost2 (address 192.0.2.1): Oracle Secure Backup and NDMP services are available












pwd


用途

pwdコマンドは、参照しているOracle Secure Backupカタログ内のディレクトリの名前を表示する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「参照用コマンド」を参照してください。











前提条件

pwdコマンドを使用するために必要な権限は、そのクラスに対する、このアクセスによるバックアップ・カタログの参照(browse backup catalogs with this access)の設定によって異なります。





構文


pwd::=


pwd [ --short/-s | --long/-l ] [ --noescape/-B ]





意味

	--short/-s
	
データを短い形式で表示します。


	--long/-l
	
データを長い形式で表示します。


	--noescape/-B
	
パス名の表示不能文字をエスケープしません。--noescapeは、アンパサンド文字(&)を含むパス名を通常どおりに表示する場合に指定します。








例


例2-110 現行ディレクトリの表示

この例では、brhost2のパス情報を表示します。


ob> cd --host brhost2
ob> pwd --long
Browsemode:         catalog
Host:               brhost2
Data selector:      latest
Viewmode:           inclusive
Pathname:           <super-dir>












pwdds


用途

pwddsコマンドは、データセット・ディレクトリ・ツリー内の現行ディレクトリの名前を表示する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「データセット用コマンド」を参照してください。











前提条件

pwddsコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の表示(display administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


pwdds::=


pwdds





例


例2-111 現行ディレクトリの表示

この例では、現行ディレクトリを表示し、新しいディレクトリに移動して、再び現行ディレクトリを表示します。


ob> pwdds
/ (top level dataset directory)
ob> lsds
Top level dataset directory:
mydatasets1/
mydatasets/
admin_domain.ds
ob> cdds mydatasets
ob> pwdds
/mydatasets












pwdp


用途

pwdpコマンドは、現行ポリシーのアイデンティティを表示する場合に使用します。

ポリシー・データは、/をルートとするディレクトリ・ツリーとして表示されます。ツリーをナビゲートするにはcdpを使用し、データを表示するにはlspおよびpwdpを使用します。




	
関連項目:

	
関連コマンドについては、「ポリシー用コマンド」を参照してください。


	
ポリシーおよびポリシー・クラスの詳細なリストについては、付録6「デフォルトおよびポリシー」を参照してください。
















前提条件

pwdpコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の表示(display administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


pwdp::=


pwdp





例


例2-112 ポリシー・ツリーの現行ディレクトリの表示

この例では、cdpを使用してポリシーを参照し、pwdpを使用してポリシー・ディレクトリ・ツリーの現行ディレクトリを表示します。


ob> pwdp
/
ob> lsp
daemons              daemon and service control policies
devices              device management policies
index                index catalog generation and management policies
local                Oracle Secure Backup configuration data for the local machine
logs                 log and history management policies
media                general media management policies
naming               WINS host name resolution server identification
ndmp                 NDMP Data Management Agent (DMA) defaults
operations           policies for backup, restore and related operations
scheduler            Oracle Secure Backup backup scheduler policies
security             security-related policies
testing              controls for Oracle Secure Backup's test and debug tools
ob> cdp daemons/auditlogins
ob> pwdp
/daemons/auditlogins
ob> lsp
auditlogins           no        [default]
ob> cdp ../..
ob> pwdp
/
ob> lsp
daemons              daemon and service control policies
devices              device management policies
index                index catalog generation and management policies
local                Oracle Secure Backup configuration data for the local machine
logs                 log and history management policies
media                general media management policies
naming               WINS host name resolution server identification
ndmp                 NDMP Data Management Agent (DMA) defaults
operations           policies for backup, restore and related operations
scheduler            Oracle Secure Backup backup scheduler policies
security             security-related policies
testing              controls for Oracle Secure Backup's test and debug tools












quit


用途

quitコマンドは、obtoolを終了する場合に使用します。このコマンドはexitコマンドと同じ機能を持ちます。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「その他のコマンド」を参照してください。











構文


quit::=


quit [ --force/-f ]





意味

	--force/-f
	
保留中のバックアップまたはリストア・リクエストがある場合でも、obtoolを終了します。--forceを指定するということは、保留中のバックアップまたはリストア・リクエストが失われるということです。

保留中のリクエストがあるときは、通常、obtoolを終了できません。スケジューラに保留リクエストを送信するには、backupまたはrestoreコマンドに--goオプションを指定します。








例


例2-113 obtoolの終了

この例では、バックアップ・ジョブが保留中のときに、--forceオプションを使用してobtoolを終了しています。


ob> backup --dataset fullbackup.ds
ob> quit
Error: one or more backup requests are pending.  Use "quit --force" to
       quit now, or send the requests to the scheduler with "backup --go".
ob> quit --force












recallvol


用途

テープ・ボリュームをオフサイトの保管場所からリコールします。




	
関連項目:

「ボリューム・ローテーション用コマンド」











前提条件

recallvolコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





使用方法

Oracle Secure Backupボリューム・カタログ内の複数のボリュームに一致するボリュームIDを指定した場合、どのボリューム(1つまたは複数)をリコールしたいのかを尋ねられます。1つまたは複数のボリュームまたはそのすべてを選択するか、あるいはいずれも選択しないことも可能です。デフォルトの選択肢はすべてのボリュームです。

ボリュームIDを指定して、そのボリュームがボリューム・セットに属している場合、そのボリューム・セット内のすべてのボリュームがリストされます。そのすべてを選択することもできれば、すべてを選択しないことも可能ですが、ボリューム・セットの個々のメンバーを選択することはできません。デフォルトの選択肢はquitで、いずれのボリュームも選択されません。




	
関連項目:

ボリュームIDの一致を示す2つの例については、「chvol」を参照してください。











構文


recallvol::=


recallvol
    [ --immediate/-I ] 
    [ --piece/-p  piecename | vol-spec ]
    [ --tolocation/-t locationname ] 





意味

	--immediate/-I
	
メディア移動ジョブを即時作成します。


	--piece/-p piecename
	
指定のバックアップ・ピースを含むボリュームをリコールします。--pieceとvol-specオプションは、相互排他的ではありません。


	vol-spec
	
ボリュームのボリュームIDまたはバーコード値。--pieceとvol-specオプションは、相互排他的ではありません。


	--tolocation/-t locationname
	
ボリュームのリコール先となる場所を指定します。recallvolumeコマンドに--tolocationオプションを指定しない場合、ボリュームのリコールはオリジナルの場所に対して行われます。













releasevol


用途

ローテーション・ポリシーで決定された場所に返却するために、リコールされたボリュームを解放します。




	
関連項目:

「ボリューム・ローテーション用コマンド」











前提条件

releasevolumeコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





使用方法

Oracle Secure Backupボリューム・カタログ内の複数のボリュームに一致するボリュームIDを指定した場合、どのボリューム(1つまたは複数)を解放したいのかを尋ねられます。1つまたは複数のボリュームまたはそのすべてを選択するか、あるいはいずれも選択しないことも可能です。デフォルトの選択肢はすべてのボリュームです。

ボリュームIDを指定して、そのボリュームがボリューム・セットに属している場合、そのボリューム・セット内のすべてのボリュームがリストされます。そのすべてを選択することもできれば、すべてを選択しないことも可能ですが、ボリューム・セットの個々のメンバーを選択することはできません。デフォルトの選択肢は「quit」(終了)です。




	
関連項目:

ボリュームIDの一致を示す2つの例については、「chvol」を参照してください。











構文


releasevolume::=


releasevol
   { --all/-a | vol-spec }





意味

	--all/-a
	
現在リコールの状態にあるボリュームをすべて解放します。


	vol-spec
	
解放するボリュームのボリュームIDまたはバーコード値。













renclass


用途

renclassコマンドは、Oracle Secure Backupユーザー・クラスの名前を変更する場合に使用します。




	
関連項目:

	
関連コマンドについては、「クラス用コマンド」を参照してください。


	
Oracle Secure Backupのデフォルトのクラスおよび権限の詳細は、付録7「クラスおよび権限」を参照してください。
















前提条件

renclassコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


renclass::=


renclass [ --nq ] { old-classname new-classname }...





意味

	--nq
	
確認メッセージを表示しません。このオプションがない場合、コマンドによって確認メッセージが表示されます。確認メッセージについては、「obtoolの対話型モード」を参照してください。


	old-classname new-classname
	
old-classnameの名前をnew-classnameに変更します。クラス名は大/小文字が区別され、英数字で始める必要があります。使用できるのは文字、数字、ダッシュ、アンダースコアおよびピリオドのみです(空白は不可)。最大127文字までです。








例


例2-114 クラスの名前の変更

この例では、クラスbackup_adminの名前をbkup_adminに変更します。


ob> renclass backup_admin bkup_admin
rename class backup_admin? (a, n, q, y, ?) [y]: a
ob> lsclass bkup_admin
bkup_admin












rendev


用途

rendevコマンドは、構成済デバイスの名前を変更する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「デバイス用コマンド」を参照してください。











前提条件

rendevコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


rendev::=


rendev [ --nq ] { old-devicename new-devicename }...





意味

	--nq
	
確認メッセージを表示しません。このオプションを指定しない場合、コマンドは確認メッセージを表示します。確認メッセージについては、「対話型モードでのコマンド実行」を参照してください。


	old-devicename
	
既存のデバイスの名前を指定します。デバイス名の命名規則については、「devicename」を参照してください。


	new-devicename
	
デバイスに対する名前を指定します。デバイス名の命名規則については、「devicename」を参照してください。








例


例2-115 デバイスの名前の変更

この例では、2つのテープ・デバイスの名前を変更しています。


ob> lsdev
library    lib1             in service
  drive 1  tape1            in service
library    lib2             in service
  drive 1  tape2            in service
ob> rendev tape1 t1 tape2 t2
rename device tape1? (a, n, q, y, ?) [y]: y
rename device tape2? (a, n, q, y, ?) [y]: y
ob> lsdev
library    lib1             in service
  drive 1  t1               in service
library    lib2             in service
  drive 1  t2               in service












rends


用途

rendsコマンドは、データセット・ファイルまたはデータセット・ディレクトリの名前を変更する場合に使用します。たとえば、次のコマンドはold_fileの名前をnew_fileに変更し、そのファイルをold_dirからnew_dirに移動します。


ob> rends old_dir/old_file new_dir/new_file


次のコマンドはnew_fileを現行ディレクトリに作成します。


ob> rends old_dir/old_file new_file





	
関連項目:

関連コマンドについては、「データセット用コマンド」を参照してください。











前提条件

rendsコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


rends::=


rends [ --nq ] { old-dataset-name new-dataset-name }...





意味

	--nq
	
確認メッセージを表示しません。このオプションを指定しない場合、コマンドは確認メッセージを表示します。確認メッセージについては、「対話型モードでのコマンド実行」を参照してください。


	old-dataset-name
	
名前を変更する既存のデータセット・ファイルまたはディレクトリの名前を指定します。dataset-nameプレースホルダの詳細は、「dataset-name」を参照してください。


	new-dataset-name
	
データセット・ファイルまたはディレクトリの名前を指定します。データセット・パスを指定するには、new-dataset-nameを使用します。dataset-nameプレースホルダの詳細は、「dataset-name」を参照してください。








例


例2-116 データセットの名前の変更

この例では、最上位レベルのディレクトリのデータセットdatadir.dsの名前をtbrset/ddir.dsに変更します。


ob> lsds
Top level dataset directory:
tbrset/
datadir.ds
ob> rends --nq datadir.ds tbrset/ddir.ds
ob> cdds tbrset
ob> lsds
Dataset directory tbrset:
ddir.ds
entire_backup
tiny_backup












rendup


用途

複製ポリシーの名前を変更します。




	
関連項目:

「ボリューム複製用コマンド」











前提条件

rendupコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


rendup::=


rendup [ --nq/--noquery ] { oldpolicyname newpolicyname }
[ oldpolicyname newpolicyname... ]





意味

	--nq/--noquery
	
確認メッセージを表示しません。このオプションを指定しない場合、コマンドは確認メッセージを表示します。確認メッセージについては、「対話型モードでのコマンド実行」を参照してください。


	oldpolicyname newpolicyname
	
複製ポリシー名のペアごとに、ペアの1番目の名前を持つポリシーは、その名前をペアの2番目の名前で変更されます。













renhost


用途

renhostコマンドは、構成済Oracle Secure Backupホストの名前を変更する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「ホスト用コマンド」を参照してください。











前提条件

renhostコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


renhost::=


renhost [ --nq ] [ --nocomm/-N ] { old-hostname new-hostname }...





意味

	--nq
	
確認メッセージを表示しません。このオプションを指定しない場合、コマンドは確認メッセージを表示します。確認メッセージについては、「対話型モードでのコマンド実行」を参照してください。


	--nocomm/-N
	
ホスト・コンピュータとの通信を抑止します。ネットワークに接続されていないコンピュータの名前を変更する場合は、このオプションを使用します。


	old-hostname
	
変更する既存のホストの名前を指定します。


	new-hostname
	
ホストの名前を指定します。ホスト名は大/小文字が区別され、英数字で始める必要があります。使用できるのは文字、数字、ダッシュ、アンダースコアおよびピリオドのみです(空白は不可)。最大127文字までです。








例


例2-117 ホストの名前の変更

この例では、構成済ホストを表示し、ndmphost1の名前をndmphostに変更します。


ob> lshost
brhost2          client                            (via OB)   in service
brhost3          mediaserver,client                (via OB)   in service
sfserver1        client                            (via OB)   in service
ndmphost1        client                            (via NDMP) in service
osbsvr1          admin,mediaserver,client          (via OB)   in service
ob> renhost --nq ndmphost1 ndmphost
ob> lshost
brhost2          client                            (via OB)   in service
brhost3          mediaserver,client                (via OB)   in service
sfserver1        client                            (via OB)   in service
ndmphost         client                            (via NDMP) in service
osbsvr1          admin,mediaserver,client          (via OB)   in service












renloc


用途

保管場所の名前を変更します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「場所用コマンド」を参照してください。











前提条件

renlocコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


renloc::=


renloc [ --nq ] oldlocationname newlocationname  
[ oldlocationname newlocationname... ]





意味

	--nq
	
確認メッセージを表示しません。このオプションを指定しない場合、コマンドは確認メッセージを表示します。確認メッセージについては、「対話型モードでのコマンド実行」を参照してください。


	oldlocationname newlocationname
	
場所名の引数のペアごとに、ペアの1番目の名前を持つ場所は、その名前をペアの2番目の名前で変更されます。













renmf


用途

renmfコマンドは、メディア・ファミリの名前を変更する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「メディア・ファミリ用コマンド」を参照してください。











前提条件

renmfコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


renmf::=


renmf [ --nq ] { old-media-family-name new-media-family-name }...





意味

	--nq
	
確認メッセージを表示しません。このオプションを指定しない場合、コマンドは確認メッセージを表示します。確認メッセージについては、「対話型モードでのコマンド実行」を参照してください。


	old-media-family-name
	
既存のメディア・ファミリの名前を指定します。ただし、メディア・ファミリRMAN-DEFAULTの名前は変更できません。


	new-media-family-name
	
メディア・ファミリの名前を指定します。メディア・ファミリ名は大/小文字が区別され、英数字で始める必要があります。使用できるのは文字、数字、ダッシュ、アンダースコアおよびピリオドのみです(空白は不可)。最大31文字までです。








例


例2-118 メディア・ファミリの名前の変更

この例では、メディア・ファミリfull_bkupの名前をfull_backupに変更します。


ob> lsmf
RMAN-DEFAULT                              content manages reuse
content-man-family write forever            content manages reuse
full_bkup        write 7 days             content manages reuse
time-man-family  write 7 days             keep 28 days
ob> renmf full_bkup full_backup
rename media family full_bkup? (a, n, q, y, ?) [y]: y
ob> lsmf
RMAN-DEFAULT                              content manages reuse
content-man-family write forever            content manages reuse
full_backup      write 7 days             content manages reuse
time-man-family  write 7 days             keep 28 days












renrot


用途

ローテーション・ポリシーの名前を変更します。




	
関連項目:

「ローテーション・ポリシー用コマンド」











前提条件

renrotコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


renrot::=


renrot [ -nq ] oldpolicyname newpolicyname  
[ oldpolicyname newpolicyname... ]





意味

	--nq
	
確認メッセージを表示しません。このオプションを指定しない場合、コマンドは確認メッセージを表示します。確認メッセージについては、「対話型モードでのコマンド実行」を参照してください。


	oldpolicyname newpolicyname
	
ポリシー名のペアごとに、ペアの1番目の名前を持つポリシーは、その名前をペアの2番目の名前で変更されます。Oracle Secure Backupのローテーション・ポリシー名は、1から31文字である必要があります。













rensched


用途

renschedコマンドは、スケジュールの名前を変更する場合に使用します。スケジュールの名前を表示するには、lsschedコマンドを実行します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「スケジュール用コマンド」を参照してください。











前提条件

renschedコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


rensched::=


rensched [ --nq ] { old-schedulename new-schedulename }...





意味

	--nq
	
確認メッセージを表示しません。このオプションを指定しない場合、コマンドは確認メッセージを表示します。確認メッセージについては、「対話型モードでのコマンド実行」を参照してください。


	old-schedulename
	
既存のスケジュールの名前を指定します。


	new-schedulename
	
スケジュールold-schedulenameに対する名前を指定します。スケジュール名は大/小文字が区別され、英数字で始める必要があります。使用できるのは文字、数字、ダッシュ、アンダースコアおよびピリオドのみです(空白は不可)。最大127文字までです。








例


例2-119 バックアップ・スケジュールの名前の変更

この例では、スケジュールfull_backupの名前をweekday_sunday_backupに変更します。


ob> lssched
full_backup         sundays, weekdays              fullbackup.ds
ob> rensched --nq full_backup weekday_sunday_backup
ob> lssched
weekday_sunday_backup sundays, weekdays              fullbackup.ds












rensnap


用途

rensnapコマンドは、スナップショットの名前を変更する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「スナップショット用コマンド」を参照してください。











前提条件

rensnapコマンドを使用するには、デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)権を備えている必要があります。





構文


rensnap::=


rensnap [ --nq ] [ --host/-h hostname ] [ --fs/-f filesystem-name ]
{ old-snapshot-name new-snapshot-name }...





意味

	--nq
	
確認メッセージを表示しません。このオプションを指定しない場合、コマンドは確認メッセージを表示します。確認メッセージについては、「対話型モードでのコマンド実行」を参照してください。


	--host/-h hostname
	
スナップショットの名前を変更するネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)ホスト・コンピュータの名前を指定します。ホスト名を指定しない場合は、host変数の値が使用されます。


	--fs/-f filesystem-name
	
スナップショットに含まれるファイルシステムの名前を指定します。--fsオプションを指定しない場合は、fs変数を設定する必要があります。


	old-snapshot-name
	
既存のスナップショットの名前を指定します。


	new-snapshot-name
	
old-snapshot-nameに対する名前を指定します。








例


例2-120 スナップショットの名前の変更

この例では、スナップショットlucy_snapの名前をlucy.0に変更します。


ob> lssnap --long lucy_snap
File system /vol/vol0:
    Max snapshots:          255
    Reserved space:           44.8 GB
    % reserved space:       30
    Snapshot:               lucy_snap
        Of:                 /vol/vol0
        Taken at:           2008/03/28.20:52
        Used %:               0
        Total %:              0
        Busy:               no
        Dependency:         no
ob> rensnap --nq --host lucy --fs /vol/vol0 lucy_snap lucy.0
ob> lssnap
File system /vol/vol0:
Snapshot Of                Taken at      %Used  %Total Snapshot Name
/vol/vol0              2008/03/28.21:00     0      0   hourly.0
/vol/vol0              2008/03/28.20:52     0      0   lucy.0
/vol/vol0              2008/03/28.17:00     0      0   hourly.1
/vol/vol0              2008/03/28.13:00     0      0   hourly.2
/vol/vol0              2008/03/28.05:00     0      0   nightly.0
/vol/vol0              2008/03/28.01:00     0      0   hourly.3
/vol/vol0              2008/03/27.21:00     0      0   hourly.4
/vol/vol0              2008/03/27.17:00     0      0   hourly.5
/vol/vol0              2008/03/27.05:00     0      0   nightly.1
/vol/vol0              2007/08/21.11:30    22      7   myhost_snap












renssel


用途

rensselコマンドは、データベース・バックアップ記憶域セレクタの名前を変更する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「データベース・バックアップ記憶域セレクタ用コマンド」を参照してください。











前提条件

rensselコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


renssel::=


renssel [ --nq ] { old-sselname new-sselname }...





意味

	--nq
	
確認メッセージを表示しません。このオプションを指定しない場合、コマンドは確認メッセージを表示します。確認メッセージについては、「対話型モードでのコマンド実行」を参照してください。


	old-sselname
	
既存のデータベース・バックアップ記憶域セレクタの名前を指定します。


	new-sselname
	
データベース・バックアップ記憶域セレクタの名前を指定します。








例


例2-121 データベース・バックアップ記憶域セレクタの名前の変更

この例では、mksselコマンドを使用して記憶域セレクタを作成し、contentをfullに指定します。chsselコマンドを使用してセレクタのコンテンツにアーカイブ・ログを追加し、次に、セレクタの名前をssel_fullからssel_full_archに変更します。


ob> mkssel --dbid 1557615826 --host brhost2 --content full --family f1 ssel_full
ob> chssel --addcontent archivelog ssel_full
ob> renssel ssel_full ssel_full_arch
rename ssel ssel_full? (a, n, q, y, ?) [y]: y
ob> lsssel --short
ssel_full_arch












rensum


用途

rensumコマンドは、ジョブ・サマリー・スケジュールの名前を変更する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「サマリー用コマンド」を参照してください。











前提条件

rensumコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


rensum::=


rensum [ --nq ] { old-summary-name new-summary-name }...





意味

	--nq
	
確認メッセージを表示しません。このオプションを指定しない場合、コマンドは確認メッセージを表示します。確認メッセージについては、「対話型モードでのコマンド実行」を参照してください。


	old-summary-name
	
既存のジョブ・サマリー・スケジュールの名前を指定します。


	new-summary-name
	
ジョブ・サマリー・スケジュールの名前を指定します。名前は大/小文字が区別され、英数字で始める必要があります。使用できるのは文字、数字、ダッシュ、アンダースコアおよびピリオドのみです(空白は不可)。最大127文字までです。








例


例2-122 ジョブ・サマリー・スケジュールの名前の変更

この例では、スケジュールweekly_reportの名前をwed_reportに変更します。


ob> lssum
weekly_report            Wed at 12:00
ob> rensum --nq weekly_report wed_report
ob> lssum
wed_report               Wed at 12:00












renuser


用途

renuserコマンドは、Oracle Secure Backupユーザーの名前を変更する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「ユーザー用コマンド」を参照してください。











前提条件

renuserコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


renuser::=


renuser [ --nq ] { old-username new-username }...





意味

	--nq
	
確認メッセージを表示しません。このオプションを指定しない場合、コマンドは確認メッセージを表示します。確認メッセージについては、「対話型モードでのコマンド実行」を参照してください。


	old-username
	
現行のOracle Secure Backupユーザー名を指定します。


	new-username
	
Oracle Secure Backupユーザーの名前を指定します。ユーザー名は大/小文字が区別され、英数字で始める必要があります。使用できるのは文字、数字、ダッシュ、アンダースコアおよびピリオドのみです(空白は不可)。最大127文字までです。








例


例2-123 Oracle Secure Backupユーザーの名前の変更

この例では、Oracle Secure Backupユーザーbkpadminの名前をbackup_adminに変更します。


ob> renuser --nq bkpadmin backup_admin












resdev


用途

resdevコマンドは、テープ・デバイスを排他使用のために予約する場合に使用します。予約している間は、Oracle Secure Backupコンポーネントはそのデバイスにアクセスしません。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「デバイス用コマンド」を参照してください。











前提条件

resdevコマンドを使用するには、デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)権を備えている必要があります。





使用方法

通常操作中は、Oracle Secure Backupのプロセスおよびジョブに共有リソースの排他使用が一時的に割り当てられます。この使用は、管理サーバーのサービス・デーモンで管理されている組込みリソース予約システムで割り当てられます。

デバイスを排他的および明示的に使用することが必要な場合があります。このような場合は、デバイスの使用を予約し、作業が終了したらunresdevコマンドで予約を解除するようにOracle Secure Backupに指示できます。予約している間は、Oracle Secure Backupコンポーネントはそのデバイスにアクセスできません。

resdevコマンドは、予約済のデバイスを予約しようとすると、エラーを表示して失敗します。テープ・ライブラリのテープ・ドライブを選択しようとして、すべてのデバイスが予約済の場合またはテープ・ドライブが構成されていない場合も、このコマンドは失敗します。





構文


resdev::=


resdev [ --nowarn/-W ] { --in/-i libraryname ... | devicename ... }





意味

	--nowarn/-W
	
稼働していないデバイスに関する警告を出しません。


	--in/-i libraryname
	
指定のライブラリから予約可能なテープ・デバイスを検索し、予約します。


	devicename
	
予約するテープ・ドライブまたはテープ・ライブラリの名前を指定します。

デバイス名の命名規則については、「devicename」を参照してください。








例


例2-124 デバイスの予約

この例では、テープ・ライブラリlib1のすべてのテープ・ドライブを予約します。この例では、lib1に含まれるテープ・ドライブは1つです。この例では、予約済テープ・ドライブを予約しようとして警告が表示されています。


ob> lsdev
library    lib1             in service
  drive 1  tape1            in service
library    lib2             in service
  drive 1  tape2            in service
ob> lsdev --reserved
ob> resdev --in lib1
Drive tape1 reserved.
ob> resdev --in lib1
Error: no drive is available in library lib1.
ob> resdev tape1
Error: you already have drive tape1 reserved.












resetp


用途

resetpコマンドは、1つ以上のポリシーの値をデフォルト値にリセットする場合に使用します。

ポリシー・データは、/をルートとするディレクトリ・ツリーとして表示されます。ツリーをナビゲートするにはcdpを使用し、データを表示するにはlspおよびpwdを使用します。




	
関連項目:

	
関連コマンドについては、「ポリシー用コマンド」を参照してください。


	
ポリシーおよびポリシー・クラスの詳細なリストについては、付録6「デフォルトおよびポリシー」を参照してください。
















前提条件

resetpコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


resetp::=


resetp [ --nq ] policy-name...





意味

	--nq
	
確認メッセージを表示しません。このオプションを指定しない場合、コマンドは確認メッセージを表示します。確認メッセージについては、「対話型モードでのコマンド実行」を参照してください。


	policy-name
	
ポリシーまたはポリシー・クラスの名前を指定します。








例


例2-125 ポリシーのデフォルト値へのリセット

この例では、logsクラスのポリシーをデフォルトにリセットします。


ob> lsp logs
adminlogevents                   all
adminlogfile                     /tmp/logs/adminevents.log
clientlogevents                  (none)                      [default]
jobretaintime                    60 days
logretaintime                    14 days
transcriptretaintime             14 days
unixclientlogfile                (none)                      [default]
windowsclientlogfile             (none)                      [default]
ob> resetp logs
Really reset ALL logs policies [no]? y
ob>












リストア


用途

restoreコマンドは、ファイルシステムのリストア・リクエストを作成する場合に使用します。ファイルシステムのリストア操作は、Recovery Manager(RMAN)によって開始されるデータベースのリストア操作とは異なります。

restoreコマンドを使用すると、カタログ・ベースのリストア操作またはRAWリストア操作を実行できます。カタログ・ベースのリストアでは、リストアするオブジェクトのカタログを参照します。オブジェクト名を特定してインスタンスを選択すると、オブジェクトをリストアできます。RAWリストアでは、バックアップの2次ストレージの場所(ボリュームIDおよびバックアップ・イメージ・ファイル番号)についての情報が別に必要になります。バックアップのすべてのデータのリストア、または個々のファイルまたはディレクトリの指定ができます。

リストア・リクエストは、restoreコマンドを--go、--gocatalogまたは--gorawオプション付きで実行するまでは、obtoolでローカルに保持されます。これらのオプション付きでコマンドを実行すると、すべてのリストア・リクエストがジョブに変換され、Oracle Secure Backupスケジューラに送信されます。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「リストア用コマンド」を参照してください。











前提条件

リストアを特権モードで実行するように指定している場合、またはネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)でアクセスされるホストにファイルをリストアする場合、restoreコマンドを使用するには、特権ユーザーとしてのファイルシステムのリストア実行(perform file system restores as privileged user)権を備えている必要があります。それ以外の場合は、自分によるファイルシステムのリストア実行(perform restores as self)権を備えている必要があります。





使用方法

obtoolは、host変数を使用して、バックアップをリストアするホストの名前を決定します。hostのデフォルト値は、obtoolが実行されているホストの名前です。host変数はsetまたはcdコマンドで設定できます。

Oracle Secure Backupボリューム・カタログ内の複数のボリュームに一致するボリュームIDを指定した場合、どのボリューム(1つまたは複数)をリコールしたいのかを尋ねられます。1つまたは複数のボリュームまたはそのすべてを選択するか、あるいはいずれも選択しないことも可能です。デフォルトの選択肢はすべてのボリュームです。

ボリュームIDを指定して、そのボリュームがボリューム・セットに属している場合、そのボリューム・セット内のすべてのボリュームがリストされます。そのすべてを選択することもできれば、すべてを選択しないことも可能ですが、ボリューム・セットの個々のメンバーを選択することはできません。デフォルトの選択肢は「quit」(終了)です。




	
関連項目:

ボリュームIDの一致を示す2つの例については、「chvol」を参照してください。











構文1

次の構文は、Oracle Secure Backupのカタログを参照してデータをリストアする場合に使用します。


restore::=


restore 
[ --tohost/-h hostname ] 
[ --device/-d drivename ]
[ --privileged/-g | --unprivileged/-G ]
[ --replaceexisting/-e | --keepexisting/-E ]
[ --replaceinuse/-u | --keepinuse/-U ] 
[ --incremental/-i ]
[ --noposition/-X ] 
[ --priority/-p schedule-priority ]
[ --select/-s data-selector[,data-selector]... ]
[ --passphrase/-P string | --querypassphrase/-Q  ]
[ --algorithm/-l ] 
[ --ignoremismatch/-w]
[ --obtaropt/-o obtar-option ]... 
[ --preview/-y [ --recall/-r ] | --go | --gocatalog | --goraw ]
{ pathname [ --aspath/-a pathname ] }...





意味1

	--tohost/-h hostname
	
データのリストア先となるホスト・コンピュータの名前を指定します。


	--device/-d drivename
	
リストア操作の実行に使用するテープ・ドライブを指定します。テープ・ドライブ名は有効なデバイス名である必要があります。デバイス名の命名規則については、「devicename」を参照してください。


	--privileged/-g
	
リストア操作を特権モードで実行することを指定します。

UNIXシステム上では、権限付きのリストア・ジョブはユーザー・アイデンティティrootによって実行できます。Windowsシステムでは、このジョブは、Windowsクライアント上のOracle Secure Backupサービスと同じアカウント・アイデンティティで実行されます。


	--unprivileged/-G
	
リストア操作を非特権モードで実行することを指定します(デフォルト)。

非特権リストア・ジョブは、mkuserコマンドで指定したUNIXユーザーまたはWindowsアカウント・アイデンティティで実行できます。ファイルシステム・データへのアクセスは、このアイデンティティを持つUNIXユーザーまたはWindowsアカウントの権限によって制限されます。


	--replaceexisting/-e
	
既存のファイルを上書きします(デフォルト)


	--keepexisting/-E
	
既存のファイルを上書きしません。


	--replaceinuse/-u
	
使用中のファイルをバックアップ・イメージからのファイルで置き換えます。Windowsは、使用中の各ファイルを、最後に使用していたユーザーがクローズした時点で削除します。このオプションはWindowsでのみ使用可能です。


	--keepinuse/-U
	
使用中のファイルを変更せずに残します(デフォルト)。このオプションはWindowsでのみ使用可能です。


	--incremental/-i
	
増分リストア・ルールを適用するようにネットワーク接続ストレージ(NAS)データ・サーバーに指示します。このオプションは、この機能を実装しているNASデータ・サーバーにのみ適用されます。このオプションは、obtarを使用して作成されたファイルシステム・バックアップには適用されません。

通常、リストア操作は追加的に実行されます。つまり、全体バックアップまたは増分バックアップからリストアされる各ファイルおよびディレクトリは、リストア先のディレクトリに追加されていきます。最新のOracle Secure Backupのバックアップ後にファイルがディレクトリに追加された場合、リストア操作では新たに追加されたファイルは削除されません。

--incrementalを指定すると、NASデータ・サーバーは各ディレクトリを最後の増分バックアップ時の状態にリストアします。最後の増分バックアップ前に削除されたファイルは、この増分バックアップのリストア時にはNASデータ・サービスによって削除されます。

たとえば、file1およびfile2が保存されている/homeの増分バックアップを作成したと仮定します。file1を削除し、/homeの増分バックアップをもう1つ作成します。/homeの通常リストアを実行すると、ディレクトリにはfile1およびfile2が含まれます。/homeのNDMP増分リストアを実行すると、ディレクトリにはfile2のみが含まれます。


	--noposition/-X
	
リストア操作の速度向上のため、Oracle Secure Backupが使用可能な位置データを使用しないことを指定します。このオプションは位置データが破損している場合に使用します。


	--priority/-p schedule-priority
	
リストアに割り当てるスケジュールの優先度を指定します。

schedule-priorityプレースホルダの詳細は、「schedule-priority」を参照してください。


	--select/-s data-selector
	
指定されたdata-selectorに基づいて、データをフィルタ処理します。

data-selectorプレースホルダの詳細は、「data-selector」を参照してください。


	--passphrase/-p
	
バックアップ・ボリューム・セット全体をリストアするための、パスフレーズから生成された復号化キーを指定します。


	--querypassphrase/-Q
	
バックアップ・ボリューム・セット全体をリストアするための復号化キーを生成する際に使用するパスフレーズをオペレータに問い合せます。


	--algorithm/-l
	
リストア時の復号化に使用するバックアップ・アルゴリズムを指定します。--passphraseを使用する場合は、必須です。


	--ignoremismatch/-w
	
--algorithmまたは--passphraseオプションによって供給される暗号化のアルゴリズムやパスフレーズの不一致を、失敗ではなく警告として取り扱うようにします。このオプションは、テープ上のヘッダーが破損しているが、できるだけ多くの暗号化データをリカバリしたい場合を想定したものです

不一致の暗号化パラメータは、リストアのタイプに応じて異なるレベルで処理されます。RAWリストアの場合、ジョブが作成された後、テープがロードされた後、およびテープからヘッダーが読み取られた後に、不一致が検出されて処理されます。RAWリストアのジョブ記録に暗号化パラメータの不一致が反映されます。しかし、カタログベースのリストアの場合、ただちに不一致が識別され、ジョブは作成されません。




	
注意:

不正な--algorithmまたは--passphraseを使用してデータをリストアするリスクは、リストアされたデータがディスク上で崩れた状態になることです。








	--obtaropt/-o obtar-option
	
obtarのオプションを指定します。たとえば、-Jを指定すると、デバッグ・モードが有効になり、リストア記録に詳細が記述されます。

obtarオプションの詳細は、「obtarのオプション」を参照してください。


	--preview/-y
	
リストアに必要なボリュームをリストし、各ボリュームのステータス(onsiteまたはoffsite)を取得します。onsiteのステータスは、ボリュームがライブラリまたはドライブにあることを示します。offsiteのステータスは、ボリュームが保管場所にあってリコールが必要であることを示します。

このオプションはカタログ・リストア操作でのみ利用可能です。RAWリストア操作では利用できません。


	--recall/-r
	
ボリュームがoffsiteの場合、リストアで必要なあらゆるボリュームについてリコールを開始します。

このオプションはカタログ・リストア操作でのみ利用可能です。RAWリストア操作では利用できません。


	--go
	
キュー内のすべてのリストア・リクエストをOracle Secure Backupスケジューラにリリースします。


	--gocatalog
	
バックアップ・カタログのキュー内のリストア・リクエストをOracle Secure Backupスケジューラにリリースします。


	--goraw
	
キュー内のRAWリストア・リクエストをOracle Secure Backupスケジューラにリリースします。RAWリストア・リクエストはバックアップ・カタログ・データを使用しません。


	pathname
	
バックアップしたファイルのバックアップ・カタログを参照して取得したパス名を指定します。--aspathを指定しない場合、Oracle Secure Backupはバックアップを同じパスにリストアします。pathnameがリストア先のホスト上に見つからない場合は、そのパスがOracle Secure Backupによって作成されます。

たとえば、brhost2のバックアップ・カタログを参照し、/homeディレクトリをリストア元として特定したと仮定します。restore /homeコマンドを実行すると、バックアップはbrhost2の/homeディレクトリにリストアされます。


	--aspath/-a pathname
	
Oracle Secure Backupがファイルをリストア可能な代替パス名を指定します。たとえば、/homeのバックアップを/tmp/homeにリストアする場合は、restore /home --aspath /tmp/homeと指定します。

pathnameがリストア先のホスト上に存在しない場合、そのパスはOracle Secure Backupによって作成されます。








構文2

次の構文は、RAWリストア操作を実行する場合に使用します。


restore::=


restore --raw/-R [ --tohost/-h hostname ] [ --device/-d drivename ]
[ --privileged/-g | --unprivileged/-G ]
[ --passphrase/-P string ]
[ --querypassphrase/-Q ]
[ --algorithm/-l  ]
{ --filenumber/-F filenumber }
{ --vid/-v vid[,vid ]... } [ --tag/-t tag[,tag]... ]
[ --replaceexisting/-e | --keepexisting/-E ]
[ --replaceinuse/-u | --keepinuse/-U ] [ --incremental/-i ]
[ --priority/-p schedule-priority ]
[ --obtaropt/-o obtar-option ]... [ --go | --gocatalog | --goraw ]
{ --all/-A pathname | {[ --aspath/-a pathname ] [ --position/-x position ] ... }}





意味2

この項では、構文2で使用された他のオプションについて説明します。構文1でも使用されたオプションはこの項では説明しません。

	--raw/-R
	
Oracle Secure Backupカタログを使用しないリストア操作であるRAWリストア操作を指定します。ファイルシステム・オブジェクトがバックアップされているテープ・ボリュームのアイデンティティ(ボリュームIDまたはバーコード)と、保存先のバックアップ・イメージ・ファイル番号を指定する必要があります。


	--filenumber/-F filenumber
	
バックアップが配置されているテープ上のファイル番号を指定します。filenumberプレースホルダの詳細は、「filenumber」を参照してください。


	--vid/-v vid
	
ボリュームIDを使用してバックアップを選択します。vidプレースホルダの詳細は、「vid」を参照してください。


	--tag tag
	
ボリューム・タグ(バーコード)に基づいてバックアップを選択します。


	--all/-A
	
バックアップのすべてのデータをリストアします。


	pathname
	
バックアップしたファイルまたはディレクトリの絶対パス名を指定します。バックアップされたファイルの絶対パス名が不明の場合は、obtar -tvfを使用して検索するか、またはバックアップ・イメージ全体をリストアします。--aspathを指定しない場合、Oracle Secure Backupはバックアップを同じパスにリストアします。

Oracle Secure Backupでは、リストアのパス名にワイルドカード文字を使用できません。バックアップのインクルード・パスには、ワイルドカード文字*、?、[および]を使用できます。リストアするパス名に、これらのワイルドカード文字のいずれかが含まれていても、restoreコマンドで特殊文字のエスケープは不要です。

pathnameがリストア先のホスト上に存在しない場合、そのパスはOracle Secure Backupによって作成されます。


	--aspath/-a pathname
	
Oracle Secure Backupがファイルをリストア可能な代替パス名を指定します。たとえば、/private/bkpadminのバックアップを/tmp/private/bkpadminにリストアする場合は、次のように指定します。


ob> restore /private/bkpadmin --aspath /tmp/private/bkpadmin


pathnameがリストア先のホスト上に存在しない場合、そのパスはOracle Secure Backupによって作成されます。


	--position/-x position
	
テープにおけるデータの位置を指定します。








例


例2-126 Oracle Secure Backupカタログのリストアの実行

この例では、Oracle Secure Backupカタログに保存された、/home/dataディレクトリの最新のバックアップ・イメージを表示します。restoreコマンドは、リクエストを優先度1でスケジューラに提出します。Oracle Secure Backupはジョブを実行し、データをリストアします。


ob> set host brhost2
ob> cd /home/data
ob> ls
bin/  c_files/  tree/
ob> lsbackup latest
      Backup       Backup  Volume            Volume       File Sect Backup
   Date and Time       ID  ID                Tag             #    #  Level
2008/03/28.11:17:02     2  VOL000003         ADE201          1    1      0
ob> restore --select latest --priority 1 --go /home/data
Info: 1 catalog restore request item submitted; job id is admin/16.
ob> lsjob admin/16
Job ID           Sched time  Contents                       State
---------------- ----------- ------------------------------ ---------------------------------------
admin/16          none        restore 1 item to brhost2      completed successfully at 
                                                            2008/03/29.16:34





例2-127 RAWリストア操作の実行

この例では、RAWリストア・リクエストをスケジューラに提出します。このリクエストでは、/home/dataディレクトリをボリュームVOL000003からリストアするよう指定しています。Oracle Secure Backupはジョブを実行し、データをリストアします。


ob> restore --raw --filenumber 1 --vid VOL000003 /home/data
ob> restore --go
Info: raw restore request 1 submitted; job id is admin/76.
ob> lsjob admin/7
Job ID           Sched time  Contents                       State
---------------- ----------- ------------------------------ ---------------------------------------
admin/7          none        restore 1 item to brhost2      completed successfully at
                                                            2008/03/29.17:00












returndev


用途

returndevコマンドは、borrowdevコマンドを使用して流用したテープ・ドライブを返却する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「デバイス用コマンド」を参照してください。











前提条件

returndevコマンドを使用するには、デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)権を備えている必要があります。





構文


returndev::=


returndev { drivename... | --all/-a }





意味

	drivename
	
返却するテープ・ドライブの名前を指定します。


	--all/-a
	
現在流用しているすべてのテープ・ドライブを返却します。








例


例2-128 流用しているデバイスの返却

この例では、流用しているすべてのデバイスを返却します。


ob> returndev --all












reusevol


用途

reusevolコマンドは、選択したボリュームを再利用する場合に使用します。Oracle Secure Backupは選択されたボリュームをロードし、そのバックアップ・イメージを削除します。

各ボリュームには、テープ始端(BOT)に格納されるボリューム・ラベルがあります。ラベルはボリュームID、バーコード・タグ(存在する場合)およびボリュームに関するその他の情報で構成されます。reusevolコマンドはunlabelvolコマンドと似ていますが、reusevolは、既存のボリューム・ラベルを保持するようにOracle Secure Backupに指示する点が異なります。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「ライブラリ用コマンド」を参照してください。











前提条件

reusevolコマンドを使用するには、デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)権を備えている必要があります。





構文


reusevol::=


reusevol [ --drive/-D drivename ] [ --force/-f ]
[ --obtaropt/-o obtar-option ]... se-range





意味

	--drive/-D drivename
	
ボリュームの再ラベル付けに使用するテープ・ドライブの名前を指定します。テープ・ドライブ名を指定しない場合は、drive変数を設定する必要があります。


	--force/-f
	
強制的にボリュームを再利用します。Oracle Secure Backupは、ボリューム・ラベルに有効期限が指定されている場合でも、その指定を無視します。--forceオプションを指定しない場合は、ボリュームが有効であればreusevolは失敗します。


	--obtaropt/-o obtar-option
	
obtarオプションを指定します。たとえば、-Jを指定すると、デバッグ・モードが有効になり、バックアップおよびリストア記録に詳細が記述されます。obtarオプションの詳細は、「obtarのオプション」を参照してください。


	se-range
	
再利用するボリュームが搭載されている記憶域要素の範囲を指定します。省略した場合は、現在テープ・ドライブにロードされているボリュームが再利用されます。se-rangeプレースホルダの詳細は、「se-range」を参照してください。








例


例2-129 ボリュームの再利用

この例では、テープ・ライブラリlib1の記憶域要素2にあるテープに関する情報を表示しています。この記憶域要素のボリュームは空ではありません。reusevolコマンドで強制的にボリュームを再利用した結果、コンテンツとボリュームIDが削除されています。ボリュームのバーコードは保持されます。サンプル出力はページに収まるようにあらかじめ折り返されています。


ob> lsvol --long --library lib1
Inventory of library lib1:
    in    mte:           vacant
    in    1:             barcode ADE202, oid 117, 47447360 kb remaining, content manages reuse
    in    2:             volume VOL000004, barcode ADE204, oid 120, 47420448 kb remaining
    in    3:             barcode ADE201, oid 116, 47462976 kb remaining
    in    4:             volume VOL000001, barcode ADE200, oid 102, 47424064 kb remaining
    in    iee1:          barcode ADE203, oid 114, 47725344 kb remaining, 
                         lastse 4
    in    iee2:          vacant
    in    iee3:          vacant
    in    dte:           vacant
ob> lsvol --barcode ADE204 --content
    VOID Seq Volume ID          Barcode     Family                Created     Attributes
     120   1 VOL000004          ADE204   04/01.09:16 never closes
        BSOID  File Sect  Level  Host             Created     Attributes
          172     1 1         0  brhost2          04/01.09:16
ob> reusevol --drive tape1 --force 2
ob> lsvol --barcode ADE204 --content
    VOID Seq Volume ID          Barcode     Family      Created     Attributes
     122                        ADE204











revhost


用途

revhostコマンドは、ホストのアイデンティティ証明書を取り消す場合に使用します。




	
関連項目:

	
ホストのアイデンティティ証明書を取り消す方法は、『Oracle Secure Backupインストレーションおよび構成ガイド』を参照してください。


	
関連コマンドについては、「ホスト用コマンド」を参照してください。
















前提条件

revhostコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


revhost::=


revhost [ --nq ] hostname...





意味

	--nq
	
確認メッセージを表示しません。このオプションを指定しない場合、コマンドは確認メッセージを表示します。確認メッセージについては、「対話型モードでのコマンド実行」を参照してください。


	hostname
	
取消し対象のアイデンティティ証明書を所有するホスト名。













rmbackup


用途

rmbackupコマンドは、obtoolのキューに入れられたバックアップ・リクエストの1つ、セットまたはすべてを削除する場合に使用します。バックアップ・リクエストは、backupコマンドを--goオプション付きで実行するまで、つまり、各バックアップ・リクエストがデータセット・バックアップ・ジョブに変換され、スケジューラに転送されるときまで、obtoolでローカルに保持されます。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「バックアップ用コマンド」を参照してください。











前提条件

バックアップのリクエスト時に--privilegedオプションを指定した場合は、特権ユーザーとしてのファイルシステム・バックアップ実行(perform file system backups as privileged user)権を備えている必要があります。そうでない場合は、自分によるファイルシステム・バックアップ実行(perform file system backups as self)権を備えている必要があります。





構文


rmbackup::=


rmbackup { --all/-a | backup-item... }





意味

	--all/-a
	
キューからすべてのバックアップ・リクエストを削除します。


	backup-item
	
backupコマンドで作成されたバックアップ・リクエストにobtoolによって割り当てられたIDを指定します。IDは小さな整数です。バックアップIDを表示するには、lsbackupコマンドを--longオプション付きで実行します。








例


例2-130 バックアップ・リクエストの削除

この例では、スケジューラへの配信待ち状態のバックアップ・リクエストを問い合せ、ID2のバックアップ・リクエストを削除します。


ob> lsbackup --long
1:
    Dataset:                fullbackup.ds
    Media family:           (null)
    Backup level:           full
    Priority:               100
    Privileged op:          no
    Eligible to run:        upon "backup --go"
    Job expires:            never
    Restriction:            any device
2:
    Dataset:                partialbackup.ds
    Media family:           (null)
    Backup level:           full
    Priority:               100
    Privileged op:          no
    Eligible to run:        upon "backup --go"
    Job expires:            never
    Restriction:            any device
ob> rmbackup 2
ob> lsbackup --long
1:
    Dataset:                fullbackup.ds
    Media family:           (null)
    Backup level:           full
    Priority:               100
    Privileged op:          no
    Eligible to run:        upon "backup --go"
    Job expires:            never
    Restriction:            any device












rmbw


用途

rmbwコマンドは、バックアップ・ウィンドウまたは特定の時間範囲を削除する場合に使用します。指定した範囲内のバックアップ・ウィンドウが存在しない場合、コマンドはエラーを表示します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「バックアップ・ウィンドウ用コマンド」を参照してください。











前提条件

rmbwコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


rmbw::=


rmbw [ --times/-t time-range[,time-range]... ] day-specifier[,day-specifier]...





意味

	--times/-t time-range
	
時刻の範囲を定義します。time-rangeプレースホルダの詳細は、「time-range」を参照してください。


	day-specifier
	
バックアップ・ウィンドウの日付の範囲を定義します。day-specifierプレースホルダの詳細は、「day-specifier」を参照してください。








例


例2-131 バックアップ・ウィンドウの削除

この例では、例2-1のaddbwコマンドによって作成されたバックアップ・ウィンドウが削除されています。


ob> rmbw --times 00:00-08:00 mon-friob> rmbw --times 20:00-24:00 mon-friob> rmbw --times 08:00-20:00 weekend












rmcheckpoint


用途

rmcheckpointコマンドは、指定されたジョブのチェックポイント情報を削除する場合に使用します。このコマンドを発行すると、指定されたジョブに対する管理ホスト上のチェックポイント・データがただちに削除されます。また、ファイラの次回バックアップの開始時または24時間以内のどちらか早いタイミングで、このファイラにあるデータがクリーンアップされます。

チェックポイントが存在しない場合は、次のエラー・メッセージが表示されます。


Error: no checkpoints matched the selection criteria.





	
関連項目:

関連コマンドについては、「チェックポイント用コマンド」を参照してください。











前提条件

rmcheckpointコマンドを使用するには、デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)権を備えている必要があります。





構文


rmcheckpoint::=


rmcheckpoint [ --nq ] { { --host/-h hostname[,hostname]... }... | --all/-a | 
job-id... }





意味

	--nq
	
確認メッセージを表示しません。このオプションを指定しない場合、コマンドは確認メッセージを表示します。確認メッセージについては、「対話型モードでのコマンド実行」を参照してください。


	--host/-h hostname
	
hostnameで指定されたクライアント・ホストを記述しているすべてのチェックポイントが削除されます。


	--all/-a
	
管理ドメイン内のすべてのチェックポイントが削除されます。


	job-id
	
ジョブID job-idで識別されるチェックポイントが削除されます。








例


例2-132 チェックポイントの削除

この例では、ジョブIDで指定されたチェックポイントとホストで指定されたチェックポイントが削除されます。


ob> rmcheckpoint 1660.3
ob> rmcheckpoint --host brhost2,brhost3












rmclass


用途

rmclassコマンドは、管理ドメインからOracle Secure Backupユーザー・クラスを削除する場合に使用します。




	
関連項目:

	
関連コマンドについては、「クラス用コマンド」を参照してください。


	
Oracle Secure Backupのデフォルトのクラスおよび権限の詳細は、付録7「クラスおよび権限」を参照してください。
















前提条件

rmclassコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。削除するクラスは空、つまりOracle Secure Backupユーザーが含まれない状態である必要があります。





構文


rmclass::=


rmclass [ --nq ] classname...





意味

	--nq
	
確認メッセージを表示しません。このオプションを指定しない場合、コマンドは確認メッセージを表示します。確認メッセージについては、「対話型モードでのコマンド実行」を参照してください。


	classname
	
削除するクラスの名前を指定します。








例


例2-133 クラスの削除

この例では、bkup_adminクラスの存在確認、削除および削除確認を行っています。


ob> lsclass bkup_admin
bkup_admin
ob> rmclass --nq bkup_admin
ob> lsclass bkup_admin
Error: class bkup_admin - name not found












rmdev


用途

rmdevコマンドは、管理ドメインからデバイスを削除する場合に使用します。デバイスをOracle Secure Backupで使用するために再構成するには、mkdevコマンドを実行します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「デバイス用コマンド」を参照してください。











前提条件

rmdevコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


rmdev::=


rmdev [ --nq ] [ --migrate/-m new_devicename ]
devicename...





意味

	--nq
	
確認メッセージを表示しません。このオプションを指定しない場合、コマンドは確認メッセージを表示します。確認メッセージについては、「対話型モードでのコマンド実行」を参照してください。


	--migrate/-m new_devicename
	
devicenameに対応する場所に関係するすべてのボリュームをnew_devicenameに対応する場所に論理的に移行します。--migrateオプションでは、同時に1つのデバイス名のみを指定することができます。


	devicename
	
削除する、または別の場所に移動するデバイスの名前を指定します。デバイス名の命名規則については、「devicename」を参照してください。








例


例2-134 テープ・ドライブの削除

この例では、テープ・ドライブをテープ・ライブラリから削除します。


ob> lsdev
library    lib1             in service
  drive 1  tape1            in service
library    lib2             in service
  drive 1  tape2            in service
  drive 2  tape2a           in service
ob> rmdev tape2a
Warning: removing a device to which a job is restricted will cause the job
         to become unusable.
remove device tape2a? (a, n, q, y, ?) [n]: y
ob> lsdev
library    lib1             in service
  drive 1  tape1            in service
library    lib2             in service
  drive 1  tape2            in service












rmds


用途

rmdsコマンドは、データセット・ファイルまたはデータセット・ディレクトリを削除する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「データセット用コマンド」を参照してください。











前提条件

rmdsコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


rmds::=


rmds [ --nq ] dataset-name...





意味

	--nq
	
確認メッセージを表示しません。このオプションを指定しない場合、コマンドは確認メッセージを表示します。確認メッセージについては、「対話型モードでのコマンド実行」を参照してください。


	dataset-name
	
mkdsまたはrendsコマンドで作成したデータセット・ディレクトリまたはデータセット・ファイルの名前を指定します。dataset-nameプレースホルダの詳細は、「dataset-name」を参照してください。








例


例2-135 データセットの削除

この例では、mydatasetsという名前のデータセット・ディレクトリ、およびfull_backup.dsという名前のデータセット・ファイルを削除します。


ob> lsds
Top level dataset directory:
mydatasets/
full_backup.ds
ob> rmds --nq mydatasets
ob> lsds
Top level dataset directory:
full_backup.ds
ob> rmds --nq full_backup.ds
ob> lsds
Top level dataset directory:
ob>












rmdup


用途

1つ以上の複製ポリシーを削除します。




	
関連項目:

「ボリューム複製用コマンド」











前提条件

rmdupコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


rmdup::=


rmdup [ -nq/--noquery ] { policyname } [ policyname ]...





意味

	-nq/--noquery
	
デフォルトでは、複製ポリシーの削除前にバックアップ管理者は確認を要求されます。--nqを使用すると、確認は要求されません。


	policyname
	
指定した名前の複製ポリシーが削除されます。













rmdw


用途

rmdwコマンドは、複製ウィンドウを削除する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「複製ウィンドウ用コマンド」を参照してください。











前提条件

rmdwコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


rmdw::=


rmdw { --times/-t time-range[,time-range]... } 
day-specifier[,day-specifier]...





意味

	--times/-t time-range
	
複製ウィンドウの時刻の範囲を定義します。time-rangeプレースホルダの詳細は、「time-range」を参照してください。


	day-specifier
	
複製ウィンドウの日付の範囲を定義します。day-specifierプレースホルダの詳細は、「day-specifier」を参照してください。













rmhost


用途

rmhostコマンドは、Oracle Secure Backup管理ドメインからホストを削除する場合に使用します。ホストを削除すると、Oracle Secure Backupはホストに関連する次のような情報をすべて破棄します。

	
構成データ


	
増分バックアップの状態情報


	
バックアップ・カタログのメタデータ


	
デバイスのアタッチメント


	
優先ネットワーク・インタフェース(PNI)参照




また、UNIXまたはWindowsホストを削除すると、Oracle Secure Backupはそのホストと通信し、ホストがローカルに保存している管理ドメインのメンバーシップ情報を削除するようホストに指示します。ホストへのアクセスが不可能な場合は、この通信を抑止することができます。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「ホスト用コマンド」を参照してください。











前提条件

rmhostコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


rmhost::=


rmhost [ --nq ] [ --nocomm/-N ] hostname...





意味

	--nq
	
確認メッセージを表示しません。このオプションを指定しない場合、コマンドは確認メッセージを表示します。確認メッセージについては、「対話型モードでのコマンド実行」を参照してください。


	--nocomm/-N
	
ホスト・コンピュータとの通信を抑止します。ネットワークに接続されていないコンピュータを削除する場合は、このオプションを使用します。このオプションはネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)でのみアクセス可能なホストには適用されません。


	hostname
	
削除するホストの名前を指定します。








例


例2-136 ホストの削除

この例では、brhost4がサービス中でないことを示し、brhost4を管理ドメインから削除します。


ob> lshost
brhost2          client                            (via OB)   in service
brhost3          mediaserver,client                (via OB)   in service
brhost4          client                            (via OB)   not in service
sfserver1        client                            (via OB)   in service
osbsvr1          admin,mediaserver,client          (via OB)   in service
ob> rmhost --nq --nocomm brhost4
ob> lshost
brhost2          client                            (via OB)   in service
brhost3          mediaserver,client                (via OB)   in service
sfserver1        client                            (via OB)   in service
osbsvr1          admin,mediaserver,client          (via OB)   in service












rmjob


用途

rmjobコマンドは、ジョブを削除する場合に使用します。ジョブを削除すると、そのジョブは取り消され、それ自体の存在とその下位ジョブの存在を示すレコードがすべて削除されます。ジョブを削除できるのは、ジョブが実行中でない場合にかぎります。ジョブを削除すると、ジョブのステータスは確認できなくなります。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「ジョブ用コマンド」を参照してください。











前提条件

別のOracle Secure Backupユーザーのジョブを削除するには、所有者を問わないジョブの変更(modify any job, regardless of its owner)権を備えている必要があります。自身のジョブを削除するには、ユーザーが所有するジョブの変更(modify any jobs owned by user)権を備えている必要があります。





構文


rmjob::=


rmjob [ --nq ] [ --keepxcr/-k ] [ --quiet/-q | --verbose/-v ] job-id...





意味

	--nq
	
確認メッセージを表示しません。このオプションを指定しない場合、コマンドは確認メッセージを表示します。確認メッセージについては、「対話型モードでのコマンド実行」を参照してください。


	--keepxcr/-k
	
ジョブの記録を保存します。デフォルトではジョブの記録を削除します。


	--quiet/-q
	
何も出力せずにジョブを削除します。


	--verbose/-v
	
ジョブ削除に関する詳細な出力を表示します。


	job-id
	
削除するジョブのジョブIDを指定します。








例


例2-137 ジョブの削除

この例では、すべてのアクティブなジョブおよび保留中のジョブを表示し、これらのジョブを削除します。


ob> lsjob
Job ID           Sched time  Contents                       State
---------------- ----------- ------------------------------ ----------------------
sbt/13           03/23.00:00 dataset fullbackup.ds          future work
ob> rmjob --nq sbt/13
Info: removing job sbt/13.
ob> lsjob
ob>












rmloc


用途

rmlocコマンドは、場所を削除する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「場所用コマンド」を参照してください。











前提条件

rmlocコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


rmloc::=


rmloc [ --nq ] locationname...





意味

	--nq
	
確認メッセージを表示しません。このオプションを指定しない場合、コマンドは確認メッセージを表示します。確認メッセージについては、「対話型モードでのコマンド実行」を参照してください。


	locationname
	
削除する場所を、その場所の名前を使用して指定します。













rmmf


用途

rmmfコマンドは、メディア・ファミリを削除する場合に使用します。

メディア・ファミリを削除しても、そのメディア・ファミリを使用して最初に書き込まれたテープ上のメタデータには影響がありません。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「メディア・ファミリ用コマンド」を参照してください。











前提条件

rmmfコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


rmmf::=


rmmf [ --nq ] media-family-name...





意味

	--nq
	
確認メッセージを表示しません。このオプションを指定しない場合、コマンドは確認メッセージを表示します。確認メッセージについては、「対話型モードでのコマンド実行」を参照してください。


	media-family-name
	
削除するメディア・ファミリの名前を指定します。ただし、メディア・ファミリRMAN-DEFAULTは削除できません。








例


例2-138 メディア・ファミリの削除

この例では、content-man-familyおよびtime-man-familyという名前のメディア・ファミリを削除します。


ob> lsmf
RMAN-DEFAULT                              content manages reuse
content-man-family write forever          content manages reuse
full_backup      write 7 days             content manages reuse
time-man-family  write 7 days             keep 28 days
ob> rmmf --nq content-man-family time-man-family
ob> lsmf
RMAN-DEFAULT                              content manages reuse
full_backup      write 7 days             content manages reuse












rmp


用途

rmpコマンドは、ポリシーから変数の名前/値ペアを削除する場合に使用します。




	
関連項目:

	
関連コマンドについては、「ポリシー用コマンド」を参照してください。


	
ポリシーおよびポリシー・クラスの詳細なリストについては、付録6「デフォルトおよびポリシー」を参照してください。
















前提条件

rmpコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


rmp::=


rmp policy-name member-name...





意味

	policy-name
	
ポリシーまたはポリシー・クラスの名前を指定します。


	member-name
	
ポリシーのユーザー指定名を指定します。通常は環境変数名です。








例


例2-139 NDMPデータ・サービスからの詳細出力の有効化

この例では、rmpコマンドを使用して、ndmp/backupevポリシーに対するVERBOSE環境変数の設定を解除します。ポリシーに対する環境変数の設定方法については、例2-2を参照してください。


ob> pwdp
/
ob> lsp ndmp/backupev
backupev                         VERBOSE        y
ob> rmp ndmp/backupev VERBOSE
ob> lsp ndmp/backupev
backupev                         (none)                      [default]












rmpiece


用途

rmpieceコマンドは、Recovery Manager(RMAN)バックアップ・ピースをテープから削除する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「バックアップ・ピース用コマンド」を参照してください。











前提条件

rmpieceコマンドを使用するには、デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)権を備えている必要があります。





構文


rmpiece::=


rmpiece [ --nq ] [ --oid/-o oid-list ]... [ piecename ]...





意味

	--nq
	
確認メッセージを表示しません。このオプションを指定しない場合、コマンドは確認メッセージを表示します。確認メッセージについては、「対話型モードでのコマンド実行」を参照してください。


	--oid/-o oid-list
	
Oracle Secure Backupカタログのバックアップ・ピース識別子を1つ以上指定します。oidプレースホルダの詳細は、「oid」を参照してください。


	piecename
	
リストする対象のバックアップ・ピースの名前を指定します。バックアップ・ピースの名前は、lspiece出力のPiece nameヘッダーに示されます。








例


例2-140 バックアップ・ピースの削除

この例では、2つのRMANバックアップ・ピースに関する情報を表示し、その後で、これらのバックアップ・ピースを削除しています。


ob> lspiece
    POID Database   Content    Copy Created      Host             Piece name
     104 ob         full          0 03/18.16:25  osbsvr1          05gfkmq9_1_1
     105 ob         archivelog    0 03/18.16:32  osbsvr1          06gfkn8h_1_1
ob> rmpiece --oid 104,105
remove backup piece OID 104? (a, n, q, y, ?) [n]: y
remove backup piece OID 105? (a, n, q, y, ?) [n]: y
ob> lspiece
ob>












rmpni


用途

rmpniコマンドは、優先ネットワーク・インタフェース(PNI)定義を削除する場合に使用します。

Oracle Secure Backupは、IPv6をサポートするすべてのプラットフォームでInternet Protocol v4(IPv4)、Internet Protocol v6(IPv6)およびIPv4とIPv6の混合環境をサポートします。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「優先ネットワーク・インタフェース用コマンド」を参照してください。











前提条件

rmpniコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文1

サーバーに対して定義されているすべてのPNIを削除する場合は、次の構文を使用します。


rmpni::=


rmpni server-hostname...





構文2

すべてのPNI定義からクライアント・ホストを削除する場合は、次の構文を使用します。


rmpni::=


rmpni [ --client/-c client-hostname[,client-hostname]... ]...





構文3

サーバー上の特定のインタフェースを使用するすべてのPNIを削除する場合は、次の構文を使用します。


rmpni::=


rmpni [ --interface/-i server-ipname[,server-ipname]... ]...





構文4

指定したサーバーに対して定義されているPNIからクライアント・ホストを削除する場合は、次の構文を使用します。


rmpni::=


rmpni [ --client/-c client-hostname[,client-hostname]... ]...
server-hostname...





意味

	-client/c client-hostname[,client-hostname]...
	
PNIを削除するクライアント・ホストを1つ以上指定します。


	--interface/-i server-ipname[,server-ipname]...
	
削除するインタフェースのIPアドレスまたはDNS名を指定します。


	server-hostname
	
サーバー・コンピュータの名前を指定します。








例


例2-141 ホストに対するすべてのPNI定義の削除

この例では、構文1を使用して、ホストbrhost3のすべてのネットワーク・インタフェースを削除します。


ob> lspni
brhost2:
    PNI 1:
        interface:          192.0.2.1
        clients:            osbsvr1, brhost4, sfserver1
brhost3:
    PNI 1:
        interface:          192.0.2.200
        clients:            osbsvr1, brhost4, sfserver1
ob> rmpni brhost3
ob> lspni
brhost2:
    PNI 1:
        interface:          192.0.2.1
        clients:            osbsvr1, brhost3, sfserver1





例2-142 すべてのPNI定義からのクライアントの削除

この例では、構文2を使用して、クライアント・ホストsfserver1およびosbsvr1をすべてのネットワーク・インタフェース定義から削除します。


ob> lspni
brhost2:
    PNI 1:
        interface:          192.0.2.1
        clients:            osbsvr1, brhost4, sfserver1
brhost3:
    PNI 1:
        interface:          192.0.2.200
        clients:            osbsvr1, brhost4, sfserver1
ob> rmpni --client sfserver1,osbsvr1
ob> lspni
brhost2:
    PNI 1:
        interface:          192.0.2.1
        clients:            brhost4
brhost3:
    PNI 1:
        interface:          192.0.2.200
        clients:            brhost4





例2-143 指定したインタフェースを使用するすべてのPNI定義の削除

この例では、構文3を使用して、サーバー上のインタフェース192.0.2.1を使用するすべてのPNIを削除します。


ob> lspni
brhost2:
    PNI 1:
        interface:          192.0.2.1
        clients:            osbsvr1, brhost4, sfserver1
brhost3:
    PNI 1:
        interface:          192.0.2.200
        clients:            osbsvr1, brhost4, sfserver1
ob> rmpni --interface 192.0.2.1
ob> lspni
brhost3:
    PNI 1:
        interface:          192.0.2.200
        clients:            osbsvr1, brhost4, sfserver1





例2-144 PNI定義からのクライアントの削除

この例では、構文4を使用して、クライアントosbsvr1およびsfserver1をサーバーbrhost2のPNI定義から削除します。


ob> lspni
brhost2:
    PNI 1:
        interface:          192.0.2.1
        clients:            osbsvr1, brhost4, sfserver1
ob> rmpni --client osbsvr1,sfserver1 brhost2
ob> lspni
brhost2:
    PNI 1:
        interface:          192.0.2.1
        clients:            brhost4












rmrestore


用途

rmrestoreコマンドは、キューからリストア・リクエストを削除する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「リストア用コマンド」を参照してください。











前提条件

リストアを特権モードで実行するように指定している場合、またはネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)でアクセスされるホストにファイルをリストアする場合、restoreコマンドを使用するには、特権ユーザーとしてのファイルシステムのリストア実行(perform file system restores as privileged user)権を備えている必要があります。それ以外の場合は、自分によるファイルシステムのリストア実行(perform restores as self)権を備えている必要があります。





構文


rmrestore::=


rmrestore { --all /-a | restores-item... }





意味

	--all
	
すべてのリストア・リクエストを削除します。


	restores-item
	
削除するリストア・リクエストのアイテム番号を指定します。リストア・リクエストのアイテム番号を表示するには、lsrestoreコマンドを実行します。








例


例2-145 リストア・リクエストの削除

この例では、アイテム番号を指定することによってキューからリストア・リクエストを削除しています。


ob> lsrestore
Item     Restore data saved from...          To...
  #      Host        Path                    Host        Path
1        brhost2     /home/data/backup       brhost2     (original location)
ob> rmrestore 1
ob> lsrestore












rmrot


用途

ローテーション・ポリシーを削除します。




	
関連項目:

「ローテーション・ポリシー用コマンド」











前提条件

rmdupコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


rmrot::=


rmrot
   --noquery/-nq   
    policyname [ policyname... ]





意味

	--noquery/-nq
	
デフォルトでは、ポリシーの削除前にバックアップ管理者は確認を要求されます。--noqueryを使用すると、確認は要求されません。


	policyname
	
削除するポリシーの名前。













rmsched


用途

rmschedコマンドは、バックアップ・スケジュールを削除する場合に使用します。バックアップ・スケジュールを表示するには、lsschedコマンドを実行します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「スケジュール用コマンド」を参照してください。











前提条件

rmschedコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


rmsched::=


rmsched [ --nq ] schedulename...





意味

	--nq
	
確認メッセージを表示しません。このオプションを指定しない場合、コマンドは確認メッセージを表示します。確認メッセージについては、「対話型モードでのコマンド実行」を参照してください。


	schedulename
	
削除するスケジュールの名前を指定します。








例


例2-146 バックアップ・スケジュールの削除

この例では、incrementalという名前のバックアップ・スケジュールを削除します。


ob> lssched
full_backup         sundays                        homedir.ds
incremental         mondays tuesdays wednesdays thursdays homedir.ds
ob> rmsched --nq incremental
ob> lsschedfull_backup         sundays                        homedir.ds












rmsection


用途

rmsectionコマンドは、バックアップ・セクションが削除されたことをOracle Secure Backupに通知する場合に使用します。Oracle Secure Backupでは、セクションをボリュームから物理的に削除せず、セクションが削除されたことをバックアップ・セクション・カタログに記録します。セクションのステータスを表示するには、lssectionコマンドを実行します。通常、rmssectionは、バックアップ・セクション・カタログを手動で更新する必要がある場合にのみ使用します。




	
注意:

Recovery Manager(RMAN)バックアップ・ピースを含むバックアップ・セクションを削除すると、Oracle Secure Backupは、バックアップ・ピースに関するRMANからの問合せに対して、そのピースが存在しないと応答します。










	
関連項目:

関連コマンドについては、「セクション用コマンド」を参照してください。











前提条件

rmsectionコマンドを使用するには、デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)権を備えている必要があります。





構文


rmsection::=


rmsection [ --nq ] [ --oid/-o oid-list ]...[ --vid/-v vid { --file/-f filenumber-list }... ]





意味

	--nq
	
確認メッセージを表示しません。このオプションを指定しない場合、コマンドは確認メッセージを表示します。確認メッセージについては、「対話型モードでのコマンド実行」を参照してください。


	--oid oid-list
	
oid-listで指定したオブジェクト識別子を持つバックアップ・セクションを選択します。oid-listプレースホルダの詳細は、「oid-list」を参照してください。


	--vid vid
	
vidで指定したボリュームに含まれるバックアップ・セクションを選択します。vidプレースホルダの詳細は、「vid」を参照してください。


	--file/-f filenumber-list
	
このリストに指定したファイル番号を持つバックアップ・セクションが選択されます。filenumber-listプレースホルダの詳細は、「filenumber-list」を参照してください。








例


例2-147 バックアップ・セクションの削除

この例では、RMANバックアップ・ピースを含むセクションを削除しています。バックアップ・セクション・カタログの問合せに対しては、バックアップ・セクションの属性がdeletedであることが示されています。


ob> lssection --short
   BSOID
     106
     107
ob> rmsection --nq --oid 107
ob> lssection --long
Backup section OID:    106
    Containing volume:      VOL000003
    Containing volume OID:  110
    File:                   1
    Section:                1
    Backup level:           0
    Client:                 brhost2
    Created:                2008/04/19.11:36
    Attributes:             never expires
Backup section OID:    107
    Containing volume:      RMAN-DEFAULT-000002
    Containing volume OID:  112
    File:                   1
    Section:                1
    Backup level:           0
    Client:                 osbsvr1
    Created:                2008/04/19.11:37
    Attributes:             deleted












rmsnap


用途

rmsnapコマンドは、スナップショットを削除する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「スナップショット用コマンド」を参照してください。











前提条件

rmsnapコマンドを使用するには、デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)権を備えている必要があります。





構文


rmsnap::=


rmsnap [ --host/-h hostname ] [ --fs/-f filesystem-name ]
[ --nowait/-n ] snapshot-name...





意味

	--host/-h hostname
	
削除するスナップショットが格納されているネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)ホストの名前を指定します。ホスト名を指定しない場合は、host変数の値が使用されます。


	--fs/-f filesystem-name
	
スナップショットに含まれるファイルシステムの名前を指定します。--fsオプションを指定しない場合は、fs変数を設定する必要があります。


	--nowait/-n
	
スナップショットの削除操作の完了まで待機しません。


	snapshot-name
	
削除するスナップショットの名前を指定します。








例


例2-148 スナップショットの削除

この例では、testという名前のスナップショットを作成し、削除します。


ob> set fs /vol/vol0
ob> mksnap --host lucy
ob> lssnap test
File system /vol/vol0:
Snapshot Of                Taken at      %Used  %Total Snapshot Name
/vol/vol0              2008/03/28.21:11     0      0   test
ob> rmsnap test
ob> lssnap test
Warning: snapshot test not found on host lucy, file system /vol/vol0.





例2-149 スナップショットの削除

この例では、ホストstorabcknfs4から3つのスナップショットを削除します。


ob> lssnap -h storabcknfs4
File system /vol/vol1:
Snapshot Of  Taken at         %Used   %Total   Snapshot Name
/vol/vol1   2010/08/18.04:00  0        0        nightly.0
/vol/vol1   2010/08/18.02:47  0        0        snapshot_for_backup.8204
/vol/vol1   2010/08/18.00:00  0        0        hourly.0
/vol/vol1   2010/08/17.20:00  0        0        hourly.1
/vol/vol1   2010/08/17.16:00  0        0        hourly.2
/vol/vol1   2010/08/17.12:00  0        0        hourly.3
/vol/vol1   2010/08/17.04:00  0        0        nightly.1
/vol/vol1   2010/08/16.04:00  0        0        weekly.0
/vol/vol1   2010/08/15.04:00  0        0        nightly.2
/vol/vol1   2010/08/14.04:00  1        0        nightly.3
/vol/vol1   2010/08/13.04:00  0        0        nightly.4
/vol/vol1   2010/08/09.04:00  9        5        weekly.1
ob> rmsnap -h storabcknfs4 -f/vol/vol1 hourly.3
ob> rmsnap -h storabcknfs4 -f/vol/vol1 nightly.4
ob> rmsnap -h storabcknfs4 -f/vol/vol1 nightly.3
ob> lssnap -h storabcknfs4
File system /vol/vol1:
Snapshot Of Taken at          %Used   %Total   Snapshot Name
/vol/vol1  2010/08/18.04:00   0       0        nightly.0
/vol/vol1  2010/08/18.02:47   0       0        snapshot_for_backup.8204
/vol/vol1  2010/08/18.00:00   0       0        hourly.0
/vol/vol1  2010/08/17.20:00   0       0        hourly.1
/vol/vol1  2010/08/17.16:00   0       0        hourly.2
/vol/vol1  2010/08/17.04:00   0       0        nightly.1
/vol/vol1  2010/08/16.04:00   0       0        weekly.0
/vol/vol1  2010/08/15.04:00   0       0        nightly.2
/vol/vol1  2010/08/09.04:00   9       5        weekly.1












rmssel


用途

rmsselコマンドは、データベース・バックアップ記憶域セレクタを削除する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「データベース・バックアップ記憶域セレクタ用コマンド」を参照してください。











前提条件

rmsselコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


rmssel::=


rmssel [ --nq ] sselname...





意味

	--nq
	
確認メッセージを表示しません。このオプションを指定しない場合、コマンドは確認メッセージを表示します。確認メッセージについては、「対話型モードでのコマンド実行」を参照してください。


	sselname
	
削除するデータベース・バックアップ記憶域セレクタの名前を指定します。








例


例2-150 データベース・バックアップ記憶域セレクタの削除

この例では、ssel_full_archという名前の記憶域セレクタを削除します。


ob> lsssel --short
ssel_full_arch
ob> rmssel ssel_full_arch
remove ssel ssel_full_arch? (a, n, q, y, ?) [n]: y
ob> lsssel
ob>












rmsum


用途

rmsumコマンドは、ジョブ・サマリー・スケジュールを削除する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「サマリー用コマンド」を参照してください。











前提条件

rmsumコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


rmsum::=


rmsum [ --nq ] summary-name...





意味

	--nq
	
確認メッセージを表示しません。このオプションを指定しない場合、コマンドは確認メッセージを表示します。確認メッセージについては、「対話型モードでのコマンド実行」を参照してください。


	summary-name
	
削除するジョブ・サマリー・スケジュールの名前を指定します。








例


例2-151 ジョブ・サマリー・スケジュールの削除

この例では、ジョブ・サマリー・スケジュールweekly_reportに関する情報を削除しています。


ob> lssum
weekly_report            Wed at 12:00
ob> rmsum --nq weekly_report
ob> lssum
ob>












rmuser


用途

rmuserコマンドは、管理ドメインからOracle Secure Backupユーザーを削除する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「ユーザー用コマンド」を参照してください。











前提条件

rmuserコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


rmuser::=


rmuser [ --nq ] username...





意味

	--nq
	
確認メッセージを表示しません。このオプションを指定しない場合、コマンドは確認メッセージを表示します。確認メッセージについては、「対話型モードでのコマンド実行」を参照してください。


	username
	
削除するOracle Secure Backupユーザーの名前を指定します。








例


例2-152 Oracle Secure Backupユーザーの削除

この例では、Oracle Secure Backupユーザーbkpadminに関する情報を表示しています。


ob> lsuser
admin            admin
bkpadmin         oracle
sbt              admin
tadmin           admin
ob> rmuser --nq bkpadmin
ob> lsuser
admin            admin
sbt              admin
tadmin           admin












rmvol


用途

rmvolコマンドは、Oracle Secure Backupカタログからボリューム・レコードを永久に削除する場合に使用します。削除を元に戻す唯一の方法は、ボリュームを再度インポートして、Oracle Secure Backupカタログが再入力されるようにすることです。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「ボリューム・ローテーション用コマンド」を参照してください。











前提条件

rmvolコマンドを使用するには、カタログの変更(modify catalog)権を備えている必要があります。





構文


rmvol::=


rmvol [ --nq ] [ --force/-f ] 
{ [ --vid/-v vol-spec[,vol-spec]... ]
  [ --barcode/-b barcode_value[,barcode_value]... ]
  [ --location/-l location_name[,location_name]... ] 
}





意味

	--nq
	
確認メッセージを表示しません。このオプションを指定しない場合、ボリュームを削除する前に確認を求めるプロンプトが表示されます。この確認リクエストに対して次のいずれかで応答することができます。

	
a

すべてのボリュームの選択についてレコードを削除する。


	
n

レコードを削除しない。


	
q

レコードを削除せずにコマンドを終了する。


	
y

このボリュームについてレコードを削除する。


	
?

プロンプトを繰り返す。





	--force/-f
	
デフォルトでは、期限切れのボリュームのレコードのみを削除することができます。--forceを指定すると、この制限を無視して有効なボリュームのレコードも削除します。


	--vid/-v vol-spec
	
削除したいレコードを含んだボリュームのボリュームIDを指定します。vol-specプレースホルダの詳細は、「vol-spec」を参照してください。


	--barcode/-b barcode_value
	
削除したいレコードを含んだボリュームのバーコードを指定します。


	--location/-l location_name
	
削除したいレコードを含んだボリューム(1つまたは複数)の場所を指定します。指定した場所にあるすべてのボリュームのレコードが削除されます。







	
注意:

--vid、--barcode、または--locationを指定する必要がありますが、複数のオプションを指定できます。







指定したvol-specまたはbarcodeに一致する複数のエントリがボリューム・データベースに含まれる場合、一致するボリュームのリストが表示されるので、そのリストから削除するボリュームを選択することができます。次の例では、vol-spec VOL000001についての複数の一致を示しています。


ob> rmvol -f -v VOL000001
Your vol-spec, "VOL000001", matched the following volumes:
 
   Volume ID   Barcode                           Created
 1 VOL000001   def5768a15b710295f7000423a5cbf4   
 2 VOL000001   3f2e113415b7102a59e000423a5cbf4   06/05.15:28
 
Please select the volume(s) that you wish to modify (1, 2, ..., a(ll), n(one), q(uit): 










rpyjob


用途

rpyjobコマンドは、入力または支援をリクエストするジョブに応答する場合に使用します。このタイプのジョブを表示するには、lsjobコマンドで--inputrequestを指定します。ジョブからのリクエスト内容を確認するには、catxcrコマンドを実行します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「ジョブ用コマンド」を参照してください。











前提条件

別のOracle Secure Backupユーザーのジョブのプロンプトに応答するには、所有者を問わないジョブの変更(modify any job, regardless of its owner)権を備えている必要があります。自身のジョブのプロンプトに応答するには、ユーザーが所有するジョブの変更(modify any jobs owned by user)権を備えている必要があります。





構文


rpyjob::=


rpyjob  --reply/-r text job-id...





意味

	--reply/-r text
	
プロンプトに対する応答テキストを指定します。値に空白を含める場合は、テキストを引用符で囲みます。


	job-id
	
応答を送信するジョブのIDを指定します。








例


例2-153 支援をリクエストしているジョブに関する情報の表示

この例では、lsjobを使用して支援をリクエストしているジョブを表示し、その後で、catxcrを実行してジョブadmin/7.1の記録を表示しています。

記録では、バックアップ・ジョブに使用可能なテープがテープ・ライブラリに存在しないことを示しています。catxcrの実行後に[Enter]キーを押すと、obtoolプロンプトに戻ります。


ob> lsjob --inputrequest --long
admin/7.1:
    Type:                   backup brhost2
    Level:                  full
    Family:                 (null)
    Scheduled time:         none
    State:                  running since 2008/05/09.12:38
    Priority:               100
    Privileged op:          no
    Run on host:            brhost2
    Attempts:               1

ob> catxcr --tail 12 admin/7.1
End of tape has been reached.  Please wait while I rewind and unload the tape.
The Volume ID of the next tape to be written is VOL000005.
The tape has been unloaded.
 obtar: couldn't perform auto-swap - can't find usable volume in library (OB device
 mgr)   Enter a command from the following list:
       load <n>     .. load the tape from element <n> into the drive
       unload <n>   .. unload the tape from the drive into element <n>
       help         .. display other commands to modify drive's database
       go           .. to use the tape you selected
       quit         .. to give up and abort this backup or restore
:





例2-154 支援をリクエストしているジョブに関する情報の表示

この例では、ボリュームをテープ・ライブラリに挿入してから、rpyjobを使用して2つのコマンドload 3およびgoを返しています。lsjobに--inputrequestを指定してNULL応答が生成されているので、入力をリクエストするジョブが存在しないことを意味しています。


ob> insertvol --library lib2 unlabeled 3
ob> rpyjob --reply "load 3" admin/7.1
ob> rpyjob --reply "go" admin/7.1
ob> lsjob --inputrequest
ob> 












runjob


用途

runjobコマンドは、ジョブの処理方法を制御する場合に使用します。このコマンドを使用すると、ジョブを次のいずれかの方法で開始できます。

	
即時


	
スケジューラの順序と異なる順序


	
指定のデバイス上、またはジョブの実行の制限先となっていたデバイス上







	
関連項目:

関連コマンドについては、「ジョブ用コマンド」を参照してください。











前提条件

別のOracle Secure Backupユーザーに属するジョブの処理を制御するには、所有者を問わないジョブの変更(modify any job, regardless of its owner)権を備えている必要があります。自身のジョブの処理を制御するには、ユーザーが所有するジョブの変更(modify any jobs owned by user)権を備えている必要があります。





構文


runjob::=


runjob { --asap/-a | --now/-n | { --priority/-p schedule-priority } }
[ --device/-d device-name ] [ --mediamovement/-m ] [ --quiet/-q | --verbose/-v ]
job-id...





意味

	--asap/-a
	
ジョブの優先度を1に上げ、できるだけ早く開始します。


	--now/-n
	
ジョブを即時に開始します。ジョブを開始できない場合は、エラー・メッセージが生成されます。


	--priority/-p schedule-priority
	
ジョブの優先度をschedule-priorityに再設定します。デフォルトの優先度は100です。schedule-priorityプレースホルダの詳細は、「schedule-priority」を参照してください。


	--device/-d device-name
	
ジョブをdevice-nameで指定したデバイス上で実行します。ジョブ要件は無視します。


	--mediamovement/-m
	
job-idで指定された保留中のメディア移動ジョブを有効にします。


	--quiet/-q
	
ジョブを抑止モードで実行します。--quietは、通常stdoutに書き込むステータス・メッセージを抑止するようにobtoolに指示します。Oracle Secure Backupでは、エラー・メッセージは抑止されません。


	--verbose/-v
	
ジョブ実行時に出力を表示します。


	job-id
	
実行するジョブのID番号を指定します。ジョブIDを表示するには、lsjobコマンドを実行します。








例


例2-155 ジョブの即時実行

この例では、保留中のジョブをリストして即時に実行しています。


ob> lsjob --pending
Job ID           Sched time  Contents                       State
---------------- ----------- ------------------------------ ----------------------
sbt/23           03/22.21:00 dataset workdata.ds            future work
ob> runjob --device tape1 --now sbt/23
ob> lsjob --all sbt/23
Job ID           Sched time  Contents                       State
---------------- ----------- ------------------------------ ----------------------
sbt/23           03/22.21:00 dataset workdata.ds            completed successfully 
                                                            at 2008/03/22.18:09












set


用途

setコマンドは、現行セッションのobtool変数の値を設定または再設定する場合に使用します。




	
関連項目:

obtool変数の詳細リストは、付録4「obtoolの変数」を参照してください。











構文


set::=


set [ variable-name [ variable-value ] ]





意味

	variable-name
	
設定する変数の名前を指定します。変数名を指定しない場合、setは現在設定されている変数を表示します。


	variable-value
	
variable-nameに設定する値を指定します。








例


例2-156 変数の設定

この例では、errors変数をlongに設定し、エラーに説明テキストとobtoolコンポーネント名を含むようにしています。その後で、この変数をshortに再設定しています。


ob> show errors
errors         (not set)
ob> set errors long
ob> show errors
errors         long
ob> set errors short
ob> show errors
errors         short












setbw


用途

setbwコマンドは、バックアップ・ウィンドウの設定を変更する場合に使用します。このコマンドは、新しいバックアップ・ウィンドウを追加するaddbwコマンドとは対照的に、既存のバックアップ・ウィンドウを置換します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「バックアップ・ウィンドウ用コマンド」を参照してください。











前提条件

setbwコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


setbw::=


setbw { --times/-t { none | time-range[,time-range]... } } 
day-specifier[,day-specifier]...





意味

	--times/-t time-range
	
時刻の範囲を定義します。time-rangeプレースホルダの詳細は、「time-range」を参照してください。


	day-specifier
	
バックアップ・ウィンドウの日付の範囲を定義します。day-specifierプレースホルダの詳細は、「day-specifier」を参照してください。








例


例2-157 バックアップ・ウィンドウの変更

この例では、例2-1で作成されたバックアップ・ウィンドウの設定を変更しています。これらのバックアップ・ウィンドウでは、平日午前7時から午後9時まで、および週末の任意の時間のバックアップを許可します。


ob> setbw --times 00:00-07:00,21:00-24:00 mon-fri
ob> setbw --times 00:00-24:00 weekend
ob> lsbw
weekend 00:00-24:00
weekday 00:00-07:00,21:00-24:00












setdw


用途

setdwコマンドは、複製ウィンドウ(日時の範囲)を設定する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「複製ウィンドウ用コマンド」を参照してください。











前提条件

setdwコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


setdw::=


setdw { --times/-t none | time-range[,time-range]... } 
day-specifier[,day-specifier]...





意味

	--times/-t time-range
	
複製ウィンドウの時刻の範囲を定義します。time-rangeプレースホルダの詳細は、「time-range」を参照してください。


	day-specifier
	
複製ウィンドウの日付の範囲を定義します。day-specifierプレースホルダの詳細は、「day-specifier」を参照してください。













setp


用途

setpコマンドは、ポリシーの値を設定する場合に使用します。なお、値をリセットする場合は、resetpコマンドを使用できます。

ポリシー・データは、/をルートとするディレクトリ・ツリーとして表示されます。ツリーをナビゲートするにはcdpを使用し、データを表示するにはlspおよびpwdpを使用します。




	
関連項目:

	
関連コマンドについては、「ポリシー用コマンド」を参照してください。


	
ポリシーおよびポリシー・クラスの詳細なリストについては、付録6「デフォルトおよびポリシー」を参照してください。












setpコマンドを使用してWindows上でNDMPデーモンのポート番号を設定する場合は、ポート番号の指定以外にも、Windowsサービス・ファイルにエントリを追加する必要があります。Windowsサービス・ファイルはservicesと呼ばれ、C:\WINDOWS\system32\drivers\etcディレクトリにあります。例2-160は、Windows上でNDMPデーモンのポート番号を設定する方法を説明しています。





前提条件

setpコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


setp::=


setp policy-name policy-value





意味

	policy-name
	
ポリシーまたはポリシー・クラスの名前を指定します。


	policy-value
	
ポリシー・タイプに応じたポリシー値を指定します。








例


例2-158 ポリシーの値の設定

この例では、Webサーバーのパスワードをpandoraに設定し、Webサーバーを自動で起動するように構成します。その後で、ネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)ホストのパスワードをmehitibelに設定します。


ob> pwdp
/
ob> lsp daemons/webpass
webpass                          (set)
ob> setp daemons/webpass pandora
ob> lsp --nodefault daemons/webauto
webautostart                     no
ob> setp daemons/webauto yes
ob> lsp --nodefault ndmp/password
password                         (not set)
ob> setp ndmp/password mehitibel





例2-159 ファイルシステムのバックアップ時にマウント・ポイントを横断するポリシーの設定

この例では、backupoptionsを設定して、ファイルシステムのバックアップ時にobtarがすべてのマウント・ポイントを横断するようにしています。デフォルトでは、マウント・ポイントを横断しません。


ob> lsp operations/backupoptions
backupoptions                    (none)                      [default]
ob> setp operations/backupoptions -Xcrossmp





例2-160 NDMPデーモンのポート番号の設定

この例では、Windows上でNDMPデーモンのポート番号を9000に設定しています。Windows上でポート番号を設定する手順は次のとおりです。

	
setpコマンドを使用して、NDMPデーモンのポート番号を設定します。


	
Windowsサービス・ファイルを編集して、ポート番号のエントリを追加します。


	
observicedデーモンを再起動します。




setpコマンドを使用してポート番号を設定する手順:


ob> setp ndmp/port 9000
ob> lsp -l ndmp/port
port                        9000
    Default port number via which to connect to an NDMP server


Windowsサービス・ファイルにポート番号のエントリを追加するには、C:\WINDOWS\system32\drivers\etc\servicesファイルを編集して、次のエントリを追加します。


ndmp                     9000/tcp


ポート番号を変更したら、次のコマンドを使用してobservicedデーモンを再起動する必要があります。


net stop observiced
net start observiced












show


用途

showコマンドは、1つ以上の変数の値を表示する場合に使用します。




	
関連項目:

obtool変数の詳細リストは、付録4「obtoolの変数」を参照してください。











構文


show::=


show [ variable-name ]...





意味

	variable-name
	
値を表示する変数の名前を指定します。変数名を指定しない場合、showは現在設定されているすべての変数を表示します。








例


例2-161 変数の値の表示

この例では、drive変数を設定し、driveおよびhost変数を表示しています。


ob> show
browsemode     catalog
escape         &
host           osbsvr1
viewmode       inclusive
ob> set drive tape1
ob> show drive host
drive          tape1
host           osbsvr1












unlabelvol


用途

unlabelvolコマンドは、選択したボリュームをロードし、そのボリュームからOracle Secure Backupボリューム・ラベルおよびバックアップ・データを物理的に削除する場合に使用します。

各ボリュームには、テープ始端(BOT)に格納されるボリューム・ラベルがあります。ラベルはボリュームID、バーコード(存在する場合)およびボリュームに関するその他の情報で構成されます。通常、unlabelvolコマンドは、バックアップのすべてのトレース、およびバックアップに関連付けられたボリューム・ラベルを、有効なテープおよびOracle Secure Backupカタログから削除する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「ライブラリ用コマンド」を参照してください。











前提条件

unlabelvolコマンドを使用するには、デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)権を備えている必要があります。





構文


unlabelvol::=


unlabelvol [ --drive/-D drivename ] [ --force/-f ] 
[ --obtaropt/-o obtar-option ]... [ se-range ]





意味

	--drive/-D drivename
	
ボリュームのラベル付け解除に使用するテープ・ドライブの名前を指定します。テープ・ドライブ名を指定しない場合は、drive変数を設定する必要があります。


	--force/-f
	
ボリュームの有効期限ポリシーを強制的に無視します。--forceオプションを使用しない場合は、ボリュームが有効期限ポリシーに従って有効であればunlabelvolは失敗します。


	se-range
	
ラベル付けを解除するボリュームが搭載されている記憶域要素の範囲を指定します。このオプションを省略した場合は、現在テープ・ドライブにロードされているボリュームのラベル付けが解除されます。se-rangeプレースホルダの詳細は、「se-range」を参照してください。








例


例2-162 ボリュームのラベル付け解除

この例では、テープ・ライブラリlib1の記憶域要素1にあるボリュームのラベル付けを解除します。


ob> lsvol --library lib1 --long
Inventory of library lib1:
    in    mte:           vacant
    in    1:             volume VOL000002, barcode ADE201, oid 110, 16962752 kb remaining
    in    2:             vacant
    in    3:             volume RMAN-DEFAULT-000002, barcode ADE202, oid 112, 17017984 remaining, 
                         content manages reuse
    in    4:             vacant
    in    iee1:          vacant
    in    iee2:          vacant
    in    iee3:          vacant
    in    dte:           vacant
ob> unlabelvol --force --drive tape1 1
ob> lsvol --library lib1 --long
Inventory of library lib1:
    in    mte:           vacant
    in    1:             unlabeled
    in    2:             vacant
    in    3:             volume RMAN-DEFAULT-000002, barcode ADE202, oid 112, 17017984 remaining, 
                         content manages reuse
    in    4:             vacant
    in    iee1:          vacant
    in    iee2:          vacant
    in    iee3:          vacant
    in    dte:           vacant












unloadvol


用途

unloadvolコマンドは、テープ・ドライブからボリュームをアンロードする場合に使用します。アンロード操作を行うと、テープをストレージ・スロットに移動する前に巻き戻します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「ライブラリ用コマンド」を参照してください。











前提条件

unloadvolコマンドを使用するには、デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)権を備えている必要があります。





構文


unloadvol::=


unloadvol [ --drive/-D drivename ] [ element-spec ]





意味

	--drive/-D drivename
	
アンロードするテープ・ドライブの名前を指定します。テープ・ドライブ名を指定しない場合は、drive変数を設定する必要があります。


	element-spec
	
ボリュームのアンロード先となる記憶域要素を指定します。element-specプレースホルダの詳細は、「element-spec」を参照してください。

vacantを指定すると、Oracle Secure Backupは空いている任意の記憶域要素にボリュームをアンロードします。element-specを省略した場合は、ボリュームのロード元の記憶域要素が使用されます(特定できる場合)。ボリュームのロード元の記憶域要素は、lsvolを実行すると、dteの文字列lastseの後に表示されます。








例


例2-163 テープ・ドライブからのボリュームのアンロード

この例では、ボリュームをテープ・ドライブtape1からアンロードし、ボリュームのロード元の記憶域要素に挿入します。dte出力のテキストlastse 3は、ボリュームのロード元記憶域要素が要素3であることを示しています。サンプル出力はページに収まるようにあらかじめ折り返されています。


ob> lsvol --library lib1 --long
Inventory of library lib1:
    in    mte:           vacant
    in    1:             volume VOL000002, barcode ADE204, oid 110, 47670368 kb remaining
    in    2:             volume VOL000001, barcode ADE201, oid 102, 48319392 kb remaining
    in    3:             vacant
    in    4:             vacant
    in    iee1:          barcode ADE203, oid 114, 47725344 kb remaining, lastse 4
    in    iee2:          vacant
    in    iee3:          vacant
    in    dte:           volume RMAN-DEFAULT-000002, barcode ADE202, oid 112, 47725600 kb 
                         remaining, content manages reuse, lastse 3
ob> unloadvol --drive tape1
ob> lsvol --library lib1 --long
Inventory of library lib1:
    in    mte:           vacant
    in    1:             volume VOL000002, barcode ADE204, oid 110, 47670368 kb remaining
    in    2:             volume VOL000001, barcode ADE201, oid 102, 48319392 kb remaining
    in    3:             volume RMAN-DEFAULT-000002, barcode ADE202, oid 112, 47725600 kb 
                         remaining, content manages reuse
    in    4:             vacant
    in    iee1:          barcode ADE203, oid 114, 47725344 kb remaining, lastse 4
    in    iee2:          vacant
    in    iee3:          vacant
    in    dte:           vacant












unmountdev


用途

unmountdevコマンドは、テープ・ボリュームを手動でアンマウントする場合に使用します。テープをアンマウントすると、Oracle Secure Backupによる読取りおよび書込みはできなくなります。アンマウントしたテープをマウントするには、mountdevコマンドを使用します。

unmountdevコマンドは、テープ・ドライブが推奨されるデフォルト構成設定であるautomountに設定されていない場合に特に有効です。特殊な状況下においてunmountdevおよびmountdevコマンドを使用すると、テープ・ドライブをより詳細に制御できます。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「デバイス用コマンド」を参照してください。











前提条件

unmountdevコマンドを使用するには、デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)権を備えている必要があります。





構文


unmountdev::=


unmountdev [ --unload/-u | --norewind/-R ] devicename...





意味

	--unload/-u
	
ボリュームをテープ・ドライブからアンロードします。


	--norewind/-R
	
Oracle Secure Backupがテープへの書込みを終了しても巻戻しを行わないことを指定します。


	devicename
	
ボリュームをアンマウントするデバイスを指定します。デバイス名の命名規則については、「devicename」を参照してください。








例


例2-164 テープ・ボリュームのアンマウント

この例では、tape1という名前の自動マウントされたテープ・ドライブをアンマウントします。


ob> lsdev --long tape1
tape1:
    Device type:            tape
    Model:                  [none]
    Serial number:          [none]
    In service:             yes
    Library:                lib1
    DTE:                    1
    Automount:              yes
    Error rate:             8
    Query frequency:        3145679KB (-1073791796 bytes) (from driver)
    Debug mode:             no
    Blocking factor:        (default)
    Max blocking factor:    (default)
    Current tape:           1
    Use list:               all
    Drive usage:            14 seconds
    Cleaning required:      no
    UUID:                   b7c3a1a8-74d0-1027-aac5-000cf1d9be50
    Attachment 1:
        Host:               brhost3
        Raw device:         /dev/obt0
ob> unmountdev --norewind tape1
ob> lsdev --mount tape1
drive      tape1            in service           unmounted                                                                                 












unresdev


用途

unresdevコマンドは、resdevコマンドですでに予約したデバイスの予約を解除する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「デバイス用コマンド」を参照してください。











前提条件

unmountdevコマンドを実行するには、デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)権を備えている必要があります。





構文


unresdev::=


unresdev { --all/-a | devicename... }





意味

	--all/-a
	
現行のOracle Secure Backupユーザーが予約しているすべてのデバイスの予約を解除します。


	devicename
	
予約を解除するデバイスの名前を指定します。デバイス名の命名規則については、「devicename」を参照してください。








例


例2-165 デバイスの予約解除

この例では、テープ・ドライブ tape1を予約解除しています。


ob> lsdev --reserved
  drive 1  tape1            in service
ob> unresdev tape1
ob> lsdev --reserved
ob>












unrmsection


用途

unrmsectionコマンドは、rmsectionコマンドの実行結果を元に戻す場合に使用します。このコマンドはバックアップ・セクション・レコードの削除済フラグ(lssectionコマンドを実行すると確認可能)をリセットします。

選択したバックアップ・セクションを含むボリュームにあるすべてのバックアップ・セクションが削除された後に、このボリュームの再利用またはラベル付け解除が実行されていると、unrmsectionコマンドは失敗します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「セクション用コマンド」を参照してください。











前提条件

unrmsectionコマンドを使用するには、デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)権を備えている必要があります。


構文





構文


unrmsection::=


unrmsection [ --nq ] [ --oid/-o oid-list ]...[ --vid/-v vid { --file/-f filenumber-list }... ]





意味

	--nq
	
確認メッセージを表示しません。このオプションを指定しない場合、コマンドは確認メッセージを表示します。確認メッセージについては、「対話型モードでのコマンド実行」を参照してください。


	--oid oid-list
	
oid-listで指定したオブジェクト識別子を持つバックアップ・セクションを選択します。oid-listプレースホルダの詳細は、「oid-list」を参照してください。


	--vid vid
	
vidで指定したボリュームに含まれるバックアップ・セクションを選択します。


	--file/-f filenumber-list
	
このリストに指定したファイル番号を持つバックアップ・セクションが選択されます。filenumber-listプレースホルダの詳細は、「filenumber-list」を参照してください。








例


例2-166 バックアップ・セクションの削除を元に戻す

この例では、属性deletedを持つ2つのバックアップ・セクションの削除を取り消します。


ob> lssection
   BSOID  Volume           File Sect  Level  Client           Created     Attributes
     100  VOL000001           1 1         0  brhost2          03/24.09:52 never expires
     105  RMAN-DEFAULT-000002    1 1         0  osbsvr1          03/24.10:13 deleted
     106  VOL000002           1 1         0  brhost2          03/24.10:13 never expires
     107  VOL000003           1 1         0  brhost2          03/24.10:13 never expires
     108  RMAN-DEFAULT-000002    2 1         0  osbsvr1          03/24.10:14 deleted
     109  VOL000003           2 1         0  brhost2          03/24.11:27 never expires
     110  VOL000003           3 1         0  brhost2          03/24.11:27 never expires
ob> unrmsection --nq --oid 105,108
ob> lssection
   BSOID  Volume           File Sect  Level  Client           Created     Attributes
     100  VOL000001           1 1         0  brhost2          03/24.09:52 never expires
     105  RMAN-DEFAULT-000002    1 1         0  osbsvr1          03/24.10:13 content manages reuse
     106  VOL000002           1 1         0  brhost2          03/24.10:13 never expires
     107  VOL000003           1 1         0  brhost2          03/24.10:13 never expires
     108  RMAN-DEFAULT-000002    2 1         0  osbsvr1          03/24.10:14 content manages reuse
     109  VOL000003           2 1         0  brhost2          03/24.11:27 never expires
     110  VOL000003           3 1         0  brhost2          03/24.11:27 never expires












unset


用途

unsetコマンドは、変数を設定解除する場合に使用します。




	
関連項目:

obtool変数の詳細リストは、付録4「obtoolの変数」を参照してください。











構文


unset::=


unset variable-name...





意味

	variable-name
	
設定解除する変数の名前を指定します。








例


例2-167 変数の設定解除

この例では、drive変数を設定解除します。


ob> show drive
drive          tape1
ob> unset drive
ob> show drive
drive          (not set)












updatehost


用途

updatehostコマンドは、管理ドメインにホストを追加するようにOracle Secure Backupに指示する場合に使用します。通常、このコマンドは、最初にホストをオフラインの状態で構成した場合に使用します。

mkhostまたはchhostコマンドをホストに対して実行すると、Oracle Secure Backupは新しい状態を通知するためにそのホストとメッセージを交換します。ホストとの通信が不可能なときに、mkhostまたはchhostを--nocommオプション付きで実行すると、ホストには古い構成情報が残ります。ホストとの通信が可能になった時点でupdatehostコマンドを使用し、管理サーバーとホスト間でOracle Secure Backupの構成情報を同期化します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「ホスト用コマンド」を参照してください。











前提条件

updatehostコマンドを使用するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。





構文


updatehost::=


updatehost [ --force/-f ] [--recertify/-r] hostname...





意味

	--force/-f
	
更新を強制します。サブジェクト・ホストに保存されている内部名(UUID)と、管理サーバーに保存されているサブジェクトの内部名が一致しない場合、通常updatehostコマンドは失敗します。サブジェクト・ホストが別のドメインからこの管理ドメインに再割り当てされる場合にこのような状況が発生します。--forceは、このような状況に関係なくサブジェクト・ホストを更新する場合に使用します。


	--recertify/-r
	
以前に証明書を取り消されたクライアント・ホストを再認証し、クライアントのリストア・カタログ・データを破棄することなく、Oracle Secure Backupの管理ドメインに復帰させます。obcm decertifyコマンドを使用するか、Oracle Secure Backupを再インストールしたことで、ホストの証明書が取り消されている可能性があります。

クライアントを削除してから追加すると、カタログ・リストア・データは処理中に破棄される場合があります。




	
注意:

recertifyオプションを使用できるのは、Oracle Secure Backup 10.3.0.2.0以降のみです。








	hostname
	
更新するホストの名前を指定します。このコマンドはOracle Secure Backupプロトコルでアクセスされるホストに対してのみ有効です。NDMPホストはOracle Secure Backupの状態データを保持しないため、この機能は無効です。








例


例2-168 ホストの更新

この例では、mkhostで追加した時点ではオフラインであったホストを更新します。


ob> lshost
brhost2          client                            (via OB)   in service
brhost3          mediaserver,client                (via OB)   in service
sfserver1        client                            (via OB)   not in service
osbsvr1          admin,mediaserver,client          (via OB)   in service
ob> updatehost sfserver1
ob> pinghost sfserver1
sfserver1:               Oracle Secure Backup and NDMP services are available





例2-169 ホストの再認証

この例では、以前にobcm decertifyコマンドを使用して証明書を取り消したホストbrhost46を再認証し、Oracle Secure Backupの管理ドメインに復帰させています。管理サーバー上でobtoolユーティリティを使用して、コマンドを実行します。


ob> updatehost --recertify brhost46
 Info: waiting for host to update certification status...
 Info: waiting for host to update certification status...
ob> pinghost brhost46
 stadc46: Oracle Secure Backup and NDMP services are available 












vault


用途

vaultコマンドは、1回かぎりのオンデマンド・ボールティング・スキャンを実行する場合に使用します。




	
関連項目:

関連コマンドについては、「ボリューム・ローテーション用コマンド」を参照してください。











構文


vault::=


vault
[ --select/-S select_criterion[, select_criterion]...
[ --quiet/-q ]
[ --at/-a date-time ]
[ --priority/-p schedule-priority ]
[ --restrict/-r restriction[,restriction]... ]
[ --expires/-x duration ] ]...





意味

	--select/-S select_criterion
	
ボールティング・スキャンを1つまたは複数のメディア・ファミリに制限します。


	--quiet/-q
	
ボールティング・スキャン・ジョブがスケジューラにディスパッチされたとき、ジョブIDまたはステータス情報が表示されないように指定します。


	--at/-a date-time
	
ボールティング・スキャンを実行する日付と時刻を指定します。日付と時刻を指定しない場合、ボールティング・スキャンが即時に実行されます。

date-timeプレースホルダの詳細は、「date-time」を参照してください。


	--priority/-p schedule-priority
	
ボールティング・スキャンにスケジュールの優先度を割り当てます。

schedule-priorityプレースホルダの詳細は、「schedule-priority」を参照してください。


	--restrict/-r restriction
	
ボールティング・スキャン中にスキャンする場所を指定します。場所がACSLSライブラリに対応している場合は、メディアの取出しに使用されるカートリッジのアクセス・ポイントもこのオプションで指定します。制限は、次のどの書式でも指定できます。

	
location


	
location@capname


	
@capname





	--expires/-x duration
	
有効期間を指定します。このオプションを指定すると、トリガーの時間からdurationが経過するまでに処理されていないボールティング・スキャンは期限切れになります。

durationプレースホルダの詳細は、「duration」を参照してください。













vfylibs


用途

vfylibsコマンドは、1つまたは複数のライブラリおよびドライブの構成をチェックする場合に使用します。チェックするライブラリを指定すると、vfylibsは、これらのライブラリ内のすべてのテープ・ドライブについて定義されたすべてのライブラリとドライブIDのリストと照合しながら、指定した各ライブラリの各テープ・ドライブのドライブIDをチェックします。





前提条件

ドライブは、vfylibsコマンドを実行するときに開いて使用することができますが、アクティブなロボット・プロセスがライブラリに関連付けられている場合vfylibsは失敗します。

vfylibsコマンドは、ACSLSライブラリではサポートされていません。





使用方法

vfylibsは、指定した各ライブラリごとに次の構成チェックを行います。

	
DVCIDビットをセットしたRead Element Statusコマンドにより、ライブラリ内の各テープ・ドライブのデバイスID(DVCID)を取得します。




	
注意:

一部のライブラリ(特に古いモデル)では、DVCIDビットはサポートされていません。このタイプのライブラリが検出されると、vfylibsコマンドの精度は低下します。








	
ライブラリ内の各テープ・ドライブのドライブ・オブジェクトをフェッチします。


	
このドライブ・オブジェクトを使用して指定した各アタッチ・ポイントごとにドライブが開かれます。


	
SCSI Inquiryコマンドを使用してドライブ用のIDを構築します。


	
構築したIDと、テープ・ドライブの要素ステータスとともに返されたIDとを比較します。




vfylibsコマンドは、次の構成エラーについてチェックし、レポートします。

	
ライブラリとテープ・ドライブの番号に対応するドライブ・オブジェクトがない。


	
ライブラリとテープ・ドライブに対応するドライブ・オブジェクトが使用されていない。


	
ライブラリとテープ・ドライブに対応するドライブ・オブジェクトにアタッチ・ポイントがない。


	
アタッチ・ポイントのホストを解決できなかった(ホスト・オブジェクトが見つからない)。


	
アタッチ・ポイントのホストが稼働していない。


	
アタッチ・ポイントを通じて取得したIDがライブラリによってレポートされたIDと一致しない。







	
注意:

vfylibsがIDの不一致を検出した場合、ドライブのIDも検索し、不正なIDが他の特定のライブラリ内のテープ・ドライブのIDと一致しているかどうかを確認します。










	
関連項目:

関連コマンドについては、「デバイス用コマンド」を参照してください。











構文


vfylibs::=


vfylibs library_name [ [library_name]... | --all/-a ] [ --verbose/-v ]





意味

	library_name
	
構成をチェックしたいライブラリの名前を指定します。複数のライブラリ名を指定することができます。まったく名前を指定しない場合(これは--allの指定と同じになります)、構成内のすべてのライブラリの検証がリクエストされます。


	--verbose/-v
	
デバイスのシリアル番号を表示します。たとえば、IBM ULTRIUM-DT2ドライブのシリアル番号が1110229581の場合、vfylibsは次のように表示します。


IBM      ULTRIUM-TD2      1110229581








例


例2-170 テープ・ライブラリの構成チェック

この例では、vfylibsコマンドが正常に実行され、IDは次のように一致します。


ob> pingd l2
Info: library    l2               accessible.
Error: drive l2_t1 is in use by obt on host bkpservr04, process 5487.
Error: drive l2_t2 is in use by obt on host bkpservr04, process 5513.
 
ob> vfylib -v l2
 
collecting dte info...
   lib l2 ...
      dte 1:  l2_t1  (IBM      ULTRIUM-TD2      1110229581)
      dte 2:  l2_t2  (IBM      ULTRIUM-TD2      1110229610)
 
verifying dte definitions against drive objects...
   lib l2 ...
      dte 1  l2_t1  (IBM      ULTRIUM-TD2      1110229581) ...
         att bkpservr04:/dev/sg3 ...
            id matches
      dte 2  l2_t2  (IBM      ULTRIUM-TD2      1110229610) ...
         att bkpservr04:/dev/sg4 ...
            id matches
0 errors found





例2-171ロボット・プロセスがアクティブ時のvftlibsの実行

この例では、アクティブなロボット・プロセスがライブラリに関連付けられているため、vfylibsコマンドはエラーを返しています。


ob> pingd l2
Error: library l2 is in use by obt on host bkpservr04, process 5487.
Error: drive l2_t1 is in use by obt on host bkpservr04, process 5487.
Error: drive l2_t2 is in use by obt on host bkpservr04, process 5513.
ob> vfylib -v
 
collecting dte info...
Error: library l2 is in use by obt on host bkpservr04, process 5487.
0 errors found





例2-172 IDが一致しないときのvfylibsの実行

この例では、vfylibsコマンドは正常に実行されていますが、IDは次のように一致しません。


ob> vfylib l1 -v
 
collecting dte info...
   lib l1 ...
      dte 1  [not determined] ...
      getting DVCID: bad id type in DVCID
Error: the following requested library name(s) were not found:
   l1
1 error found


















3 obtoolのプレースホルダ

この章では、複数のobtoolコマンドで共有されるプレースホルダについて説明します。プレースホルダは、obtoolコマンドの構文図では、ユーザー指定のデータを示す斜体で表示されています。





aspec


説明

aspecプレースホルダは、テープ・デバイスの物理的なアタッチメントを表します。アタッチメントは、ホストとテープ・デバイス間のデータ・パスを記述したものです。





構文

	aspec::=
	

hostname:rawdevicename[+scsidevice=altrawdevicename][+stdevice=stdevicename]\
[+stcontroller=stcontroller][+sttarget=sttarget][+stlun=stlun]




バックスラッシュ(\)はリテラルではなく行の継続を表しています。





制限と使用方法

hostnameとrawdevicename以外の設定は、プロトコル・バージョン2を実行するネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)サーバーでのみ使用されます。これらの各オプションを設定するための要件は、サーバー固有です。

物理的なアタッチメントを作成する際、次のガイドラインに従ってください。

	
LinuxおよびUNIXシステムに接続するテープ・デバイスの場合、RAWデバイス名を、Oracle Secure Backupで使用するためにデバイスを設定したときに作成されたデバイス特殊ファイルの名前にします。この名前は、installobツールとmakedevツールで表示されたものです。


	
Windowsシステムの場合は、RAWデバイス名を、汎用命名規則(UNC)によるデバイス名にします。


	
ネットワーク接続ストレージ(NAS)システムの場合は、RAWデバイス名を、ホストのオペレーティング・システム(たとえば、Network Appliance Data ONTAP)によって割り当てられるデバイス名にします。デバイス名には、テープ・ドライブを開けたり閉じたりするときに、巻戻しやアンロードなどの補助的なテープ操作が発生しないような名前を選択する必要があります。このような名前は、通常、文字nで始まるか終わります。




基本的なRAWデバイスの命名規則は、ライブラリの場合はobln、テープ・ドライブの場合はobtnです(nは、最初のデバイスが0で、それに続くデバイスごとに1ずつ増加)。oblnの中の文字lは英字であり、数字の1ではありません。表3-1に、一般的なシステムでのRAWデバイス名を示します。


表3-1 一般的なシステムでのRAWデバイス名

	オペレーティング・システム	最初のドライブのアタッチメント	最初のライブラリのアタッチメント
	
AIX

	
/dev/obt0

	
/dev/obl0


	
Quantum NDMPサーバー

	
/dev/nst0

	
/dev/sg0


	
HP-UX

	
/dev/obt/0m

	
/dev/obl/0


	
Linux

	
/dev/obt0

	
/dev/obl0


	
SGI

	
/dev/obt2

	
/dev/obl0


	
Solaris

	
/dev/obt

	
/dev/obl0


	
Windows

	
//./obt0

	
//./obl0


	
Data ONTAP

	
nrst1a

	
mc2











意味

	hostname
	
デバイスを接続するホスト・コンピュータの名前です。


	rawdevicename
	
NDMPサーバーの実装者またはオペレーティング・システムの実装者によって割り当てられたデバイス名です。rawdevicenameは、UNIXでのデバイス特殊ファイル名と同じです(表3-1を参照)。この名前には、デバイスのWorld Wide Nameを参照するための表記$WWNを含めることができます。


	altrawdevicename
	
Oracle Secure BackupがSmall Computer System Interface(SCSI)操作をテープ・デバイスにパス・スルーするために使用する必要がある、個々のSCSIパス・スルー・インタフェースの名前です。


	stdevicename
	
Oracle Secure Backupがサーバーに対してNDMP_SCSI_SET_TARGETメッセージを発行するときに使用する等価なデバイス名です。SCSIホスト・バス・アダプタ(HBA)またはデバイスを識別するオペレーティング・システム固有の文字列を指定します。


	stcontroller
	
NDMP_SCSI_SET_TARGETを使用する際の、デバイスの、SCSIコントローラのインデックスまたはチャネル番号です。


	sttarget
	
NDMP_SCSI_SET_TARGET を使用する際の、デバイスの、SCSIバスのターゲットIDです。


	stlun
	
NDMP_SCSI_SET_TARGET を使用する際の、デバイスのSCSI LUNです。








例


例3-1 aspec

aspecのサンプル値を次に示します。


w0x0f:/dev/obt0    # a tape drive connected to Linux host w0x0f
darth:/dev/obl0    # a tape library connected to Solaris host darth
ethel:nrst0a       # a tape drive connected to NetApp filer ethel
winserv:\\.\obl0   # a tape library connected to Windows media server winserv
//winserv/obl0     # equivalent to the preceding aspec












authtype


 

authtypeプレースホルダは、認可タイプ(Oracle Secure Backupがネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)サーバーに対して自身を認可するときのモード)を指定します。通常は、デフォルトの設定であるnegotiatedを使用してください。必要な場合、たとえば、NDMPサーバーが正常に動作しない場合は、この設定を変更してもかまいません。





構文

	authtype::=
	

none | negotiated | text | md5








意味

	none
	
Oracle Secure Backupは、NDMPのnone認証モードを指定するauthorize clientメッセージをNDMPサーバーに送信します。ほとんどのサーバーでは、この認可タイプを受け入れません。


	negotiated
	
Oracle Secure Backupは、使用する最適な認証モードをNDMPサーバーとともに判別します。これは、NDMPのデフォルトおよびポリシー値のデフォルト設定です。


	text
	
Oracle Secure Backupは、暗号化されていないプレーン・テキストを使用して認証します。


	md5
	
Oracle Secure Backupは、MD5ダイジェスト・アルゴリズムを使用して認証します。













backup-level


説明

backup-levelプレースホルダは、backupコマンドで作成されるバックアップのレベルを指定します。





構文

	backup-level::=
	

full | incr_level | incr | offsite


	incr_level::=
	

1 | 2 | 3 | 4 | 5 | 6 | 7 | 8 | 9








意味

	full
	
最後にバックアップした日時に関係なく、データセットで定義されたすべてのファイルがバックアップされるように指定します。このオプションはレベル0に相当します。これがデフォルト値です。


	incr_level
	
1から9までの増分レベルを指定し、最後のバックアップ後に変更されたファイルのみを、指定した増分レベルより下位のレベルにおいてバックアップします。


	incr
	
同位またはより下位のレベルで最後の増分バックアップ後に変更されたファイルがバックアップされるように指定します。incrオプションは、レベル10に相当します。このレベルは、プラットフォーム依存であり、Netapp FilerのData ONTAPなど、一部のクライアント・オペレーティング・システムと互換性がありません。


	offsite
	
全体バックアップ(レベル0)に相当しますが、全体または増分のバックアップ・スケジュールに影響しない方法でこのバックアップの記録が保存されます。このオプションは、増分バックアップのスケジュールを妨げることなく、オフサイト保管のバックアップ・イメージを作成するときに使用すると便利です。













content


説明

contentプレースホルダは、データベース・バックアップ記憶域セレクタのバックアップ・コンテンツのタイプを表します。





構文

	content::=
	

archivelog | full | incremental | autobackup








意味

	archivelog
	
データベースによってアーカイブされたREDOログをバックアップまたはリストアします。


	full
	
最後にバックアップした日時に関係なく、データベース・ファイルをバックアップまたはリストアします。このオプションは、レベル0のバックアップと同じです。


	incremental
	
バックアップ・レベルに関係なく、最後のバックアップ後に変更されたデータのみをバックアップまたはリストアします。


	autobackup
	
制御ファイルをバックアップまたはリストアします。













data-selector


説明

data-selectorプレースホルダは、ユーザー指定の値に基づいて選択されるOracle Secure Backupカタログ・データを表します。




	
関連項目:

連日作成したバックアップに適用されるデータ・セレクタの例は、『Oracle Secure Backup管理者ガイド』を参照してください。











構文

	data-selector::=
	

latest | earliest | all | backup-id | date-time | date-range








意味

	latest
	
最新です。次の条件を満たしている場合は、先に行った全体バックアップまでを含め、増分の基準となるすべてのバックアップがOracle Secure Backupの対象になります。

	
ファイルシステム・オブジェクトがディレクトリである。


	
最新のインスタンスが増分バックアップである。





	earliest
	
最古です。ファイルシステム・オブジェクトがディレクトリの場合は、Oracle Secure Backupは、最初の全体バックアップにあるそのディレクトリのインスタンスとそのコンテンツを選択します。


	all
	
すべてのインスタンスです。


	backup-id
	
backup-idによって識別されるバックアップ・イメージ・セクションに含まれる特定のインスタンスです。バックアップIDは、obtoolによって割り当てられた小さい整数値で、参照の目的にのみ使用されます。


	date-time
	
指定のdate-time以前にバックアップに存在したファイルシステム・オブジェクトです(「date-time」を参照)。ファイルシステム・オブジェクトがディレクトリで、最新のインスタンスが増分バックアップの場合は、先行する全体バックアップまでを含む、すべての条件(増分の基準となるバックアップ)がOracle Secure Backupの対象になります。


	date-range
	
指定した2つのdate-time値の間にバックアップされたすべてのオブジェクトです(「date-range」を参照)。単一のdate-time式とは異なり、Oracle Secure Backupではディレクトリの増分バックアップを特に考慮しません。













dataset-dir-name


説明

dataset-dir-nameプレースホルダは、データセット・ディレクトリの名前を指定します。WindowsおよびUNIXのファイルシステムと同様に、Oracle Secure Backupのデータセット・ファイルは、管理サーバー上でネーミング・ツリーに編成されます。データセット・ディレクトリは、データセット・ファイルを格納するディレクトリです。データセット・ディレクトリは階層構造にすることができ、10レベルの深さまでサブディレクトリをネストできます。





構文

	dataset-dir-name::=
	

dataset-dir-name








意味

	dataset-dir-name
	
データセット・ディレクトリの名前を指定します。データセット・ディレクトリ名は大/小文字が区別され、英数字で始める必要があります。使用できるのは文字、数字、ダッシュ、アンダースコアおよびピリオドのみです(空白は不可)。最大127文字までです。

ディレクトリ・パスに関する一般的な表記法が、データセット・ディレクトリにも適用されます。たとえば、ピリオド1つ(.)は現在のディレクトリを表し、ピリオドを2つ続ける(..)と現在のディレクトリの1つ上のレベルを表します。













dataset-file-name


説明

dataset-file-nameプレースホルダは、データセット・ファイルの名前を指定します。「dataset-dir-name」で説明しているように、データセット・ファイルは、ディレクトリ・ツリーに編成されています。





構文

	dataset-file-name::=
	

dataset-file-name








意味

	dataset-file-name
	
データセット・ファイルの名前を指定します。データセット・ファイル名は大/小文字が区別され、英数字で始める必要があります。使用できるのは文字、数字、ダッシュ、アンダースコアおよびピリオドのみです(空白は不可)。最大127文字までです。













dataset-name


説明

データセット・ディレクトリまたはデータセット・ファイルの名前を指定します。





構文

	dataset-name::=
	

dataset-file-name | dataset-dir-name








意味

dataset-dir-nameプレースホルダの詳細は、「dataset-dir-name」を参照してください。dataset-file-nameプレースホルダの詳細は、「dataset-file-name」を参照してください。










date-range


説明

date-rangeプレースホルダは、data-selectorでの日付の範囲を表します。


構文

	date-range::=
	

date-time-date-time





意味

date-timeプレースホルダの詳細は、「date-range」を参照してください。date-rangeの開始と終了の書式は、対応している必要はありません。たとえば、日付範囲の開始では時間を指定しても、終了では時間を省略できます。


例

date-rangeのサンプル値を次に示します。


2008/1/1-2008/1/31
5/25.08:00:00-5/25.08:30:00
2008/03/01-05/3/2.22:00:00








date-time


説明

date-timeプレースホルダは、日付と時間を表します。





構文

	date-time::=
	

[year/]month/day[.hour][:minute][:second]








意味

	year
	
1桁、2桁または4桁の数値で年を指定します。yearを指定しない場合は、現行年が想定されます(現行年以外の年が明示的に指定されていないため)。


	month
	
1桁または2桁の数値で月を指定します。


	day
	
1桁または2桁の数値で日を指定します。


	hour
	
1桁または2桁の数値で時間を指定します。時間は24時間形式で表します。


	minute
	
1桁または2桁の数値で分を指定します。


	second
	
1桁または2桁の数値で秒を指定します。








例


例3-2 date-time

date-timeのサンプル値を次に示します。


2008/1/1
5/25.08:30:00
2/2
10/16.1:15












day-date


説明

day-dateプレースホルダは、日または日のグループを指定します。





構文

	day-date::=
	

weekday-expr | relative-weekday-expr | 
day n { each month | each quarter | each year } | year/month/day | month/day |
month/day each quarter


	weekday-expr::=
	

weekday-name | weekday-aggregate | weekday-range [ weekday-name | 
weekday-aggregate | weekday-range ]...


	weekday-name::=
	

monday[s] | tuesday[s] | wednesday[s] | thursday[s] | friday[s] |
saturday[s] | sunday[s]


	weekday-aggregate::=
	

daily | weekend[s] | weekday[s]


	weekday-range::=
	

weekday-name-weekday-name


	relative-weekday-expr::=
	

[ weekday-ordinal weekday-name ]... |
[ { weekday_name }... except weekday-ordinal ]... |
[ { weekday_name }... [ except ] { before | after } weekday-ordinal weekday-name ]...


	weekday-ordinal::=
	

first | second | third | fourth | fifth | last







	
注意:

空白を含むday-date文字列は、二重引用符で囲む必要があります。











意味

	weekday-expr
	
月に発生する1日または複数日にわたる曜日を別々に指定します。

複数の曜日表現を指定する場合は、それぞれを空白で区切り、全体を二重引用符で囲む必要があります。たとえば、月曜日、水曜日および金曜日を指定するには、"monday wednesday friday"を使用します。

表現を組み合せて指定できますが、二重引用符で囲む必要があります。たとえば、水曜日および週末を指定するには、"wednesday weekend"を使用します。

曜日の範囲指定は、週の前半から後半へ向けて指定する必要があります。たとえば、sunday-fridayは指定できますが、thursday-tuesdayは指定できません。




	
注意:

Windows用のOracle Secure Backupでは、大小文字の混在した曜日名または大文字の曜日名はサポートされていません。たとえば、曜日名としてMondayまたはMONDAYを指定すると、エラーが戻されます。








	relative-weekday-expr
	
月に発生する1日または複数日にわたる曜日を指定します。


	weekday-ordinal weekday-name
	
月の中での発生順序を付けて平日を指定します。


	weekday-name except weekday-ordinal
	
曜日を指定しますが、指定した序数の曜日は除外します。


	day-of-week [ except ] { before | after } weekday-ordinal weekday-name
	
指定日の前または後にある特定の曜日、または指定日の前または後にある特定の曜日を除いた曜日を指定します。


	day n each { month | quarter | year }
	
各月、各四半期または各年のn番目の日を指定します。四半期には92日あります。四半期が92日より少ない場合でも、92番目の日が最終日とみなされます。


	year/month/day
	
特定の日(1日かぎり)を指定します。


	month/day
	
特定の日(毎年)を指定します。


	month/day each quarter
	
カレンダの各四半期における月の相対的順序(1、2または3)と日を指定します。








例


例3-3 day-date

サンプル値を次に示します。


daily
tuesdays
"monday wednesday friday"
"monday-thursday saturday"
"wednesday weekends"
"last saturday"
"second thursday third sunday"
"thursday friday saturday except first"
"saturday except third"
"saturday sunday after first friday"
"weekdays before last saturday"
"weekends except after last friday"
"monday wednesday except before first sunday"
"day 4 each month"
"day 31 each quarter"
"day 90 each year"
2008/12/25
12/25
"3/1 each quarter"












day-specifier


説明

day-specifierプレースホルダは、日に関する時間範囲を表します。





構文

	day-specifier::=
	

year/month/day | month/day | wday | wday-wday | weekday[s] | weekend[s] | daily |
today | yesterday


	wday::=
	

sunday[s] | monday[s] | tuesday[s] | wednesday[s] | thursday[s] | friday[s] 
| saturday[s]








意味

プレースホルダのyear、monthおよびdayで可能な値については、「day-date」を参照してください。










devicename


説明

devicenameプレースホルダは、テープ・ライブラリまたはテープ・ドライブの名前を指定します。テープ・デバイス名は、すべてのOracle Secure Backupデバイス名の中で一意である必要があります。それは、ユーザーのコンピュータ環境またはOracle Secure Backup管理ドメインで使用されるその他すべての名前とは関係ありません。





構文

	devicename::=
	

devicename








意味

	devicename
	
テープ・ドライブまたはテープ・ライブラリの名前を指定します。デバイス名は大/小文字が区別され、英数字で始める必要があります。使用できるのは文字、数字、ダッシュ、アンダースコアおよびピリオドのみです(空白は不可)。最大127文字までです。













dupevent


説明

複製ポリシーに指定された期間の経過が始まる時期を特定するボリューム固有のイベントです。複製ジョブは、これらのイベントのいずれかが最初のアクティブな場所で発生した場合にのみスケジュールされます(最初のアクティブな場所でのみ複製が行われるため)。





構文

	dupevent::=
	

firstwrite | lastwrite | windowclosed | nonwritable | firstmove








意味

	firstwrite
	
ボリュームへの最初の書込みが行われる時点。


	lastwrite
	
ボリュームへの最後の書込みが行われる時点。


	windowclosed
	
書込みウィンドウが閉じる時点。


	nonwritable
	
書込みウィンドウが閉じてしまったか、ボリュームがいっぱいであるために、ボリュームに書き込むことができなくなる時点。


	firstmove
	
ボリュームが最初のアクティブな場所から移動する対象となる時点。







	
関連項目:

	
「event」


	
「duration」


	
「mkdup」




















duplicationrule


説明

media-family:numberの書式で指定する複製ルール。





構文

	duplicationrule::=
	

mediafamily: number








意味

	mediafamily
	
この複製ルールに対するメディア・ファミリを指定します。


	number
	
指定されたメディア・ファミリに対して作成される複製の数を指定します。













duration


説明

durationプレースホルダは、時間の長さを表します。





構文

	duration::=
	

forever | disabled | number{s[econds] | mi[nutes] | h[ours] | d[ays] | w[eeks] | 
mo[nths] | y[ears]}








意味

	forever
	
期間が無制限であることを指定します。


	disabled
	
期間を指定しません。これは、データベース記憶域セレクタの--waittimeオプションでは正当な値ではありません。


	number
	
期間を時間の単位の整数値で指定します。引用符を使用しない場合は、numberとそれに続く値の間に空白を入れることはできません。たとえば、3daysは正当な値ですが、3 daysは正当ではありません。3" days"という値は有効です。








例


例3-4 duration

durationのサンプル値を次に示します。


10minutes
forever
30" sec"
1y












element-spec


説明

element-specプレースホルダは、テープ・ライブラリ要素の名前を表します。





構文

	element-spec::=
	

se-spec | ieen | dten








意味

	se-spec
	
テープ・ライブラリ内の記憶域要素の番号を指定します。se-specの詳細は、「se-spec」を参照してください。


	ieen
	
インポート/エクスポート要素nを指定します。


	dten
	
テープ・ドライブnを指定します。













event


説明

ローテーション・ルールに指定された期間の経過が始まる時期を特定するボリューム固有のイベントです。イベントによっては、アクティブな場所でのみ有効なものと、保管場所でのみ有効なものがあります。





構文

	event::=
	

firstwrite | lastwrite | windowclosed | nonwritable | arrival | expiration








意味

	firstwrite
	
ボリュームへの最初の書込みが行われる時点。この値は、アクティブな場所でのみ有効です。


	lastwrite
	
ボリュームへの最後の書込みが行われる時点。この値は、アクティブな場所でのみ有効です。


	windowclosed
	
書込みウィンドウが閉じる時点。この値は、アクティブな場所でのみ有効です。


	nonwritable
	
書込みウィンドウが閉じてしまったか、ボリュームがいっぱいであるために、ボリュームに書き込むことができなくなる時点。この値は、アクティブな場所でのみ有効です。


	arrival
	
保管場所にボリュームが到着した時点。この値は、保管場所でのみ有効です。


	expiration
	
ボリュームが期限切れになる時点。この値は、保管場所でのみ有効です。







	
関連項目:

	
「dupevent」


	
「duration」


	
「rotationrule」





















filenumber


説明

filenumberプレースホルダは、ボリューム・セット内のバックアップ・イメージの序数位置を指定します。





構文

	filenumber::=
	

filenumber








意味

	filenumber
	
ファイル番号を指定します。各ボリューム・セットの最初のバックアップ・イメージのファイル番号は1です。













filenumber-list


説明

filenumber-listプレースホルダは、序数を表す1つ以上のfilenumber値を表します。





構文

	filenumber-list::=
	

filenumber[,filenumber]... | filenumber-filenumber








意味

filenumberプレースホルダの詳細は、「filenumber」を参照してください。










iee-range


説明

iee-rangeプレースホルダは、インポート/エクスポート要素の範囲を表します。要素間が連続している必要はありません。





構文

	iee-range::=
	

vacant | none | iee-subrange[,iee-subrange]...


	iee-subrange::=
	

iee-spec-iee-spec | iee-spec[,iee-spec]...








意味

iee-range構文のプレースホルダとキーワードの詳細は、「iee-spec」を参照してください。iee-spec-iee-spec内の中央のダッシュは、2つの要素の間に含まれる範囲であることを表します。





例


例3-5 iee-range

iee-rangeのサンプル値を次に示します。


iee1
iee1-iee3
iee1,iee3,iee7-iee9
vacant
none












iee-spec


説明

iee-specプレースホルダは、テープ・ライブラリ内のインポート/エクスポート記憶域要素の番号を表します。





構文

	iee-spec::=
	

[iee]n | none | vacant








意味

	[iee]n
	
nには、テープ・ライブラリ内のインポート/エクスポート要素の番号である1から最大番号までを指定できます。

要素は、その略語(iee)の後ろに要素の番号を付けた形式で参照されます(たとえば、iee2)。特定のタイプの要素が複数存在する場合、要素の番号は1から始まります。要素が1つしかないときは番号を省略できます。つまり、iee1とieeはどちらも、1番目で唯一のインポート/エクスポート要素を表すことになります。


	none
	
インポート/エクスポート要素がないことを指定します。


	vacant
	
空のインポート/エクスポート要素があればそれを指定します。













job-type


説明

Oracle Secure Backupジョブのタイプ。





構文

	job-type::=
	

dataset | backup | restore | orabackup | orarestore | scancontrol |
mediamovement | duplication | oraparent








意味

	データセット
	
データセット・ジョブは、指定したデータセットのバックアップです。データセット・ジョブには、ログインしているOracle Secure Backupユーザーのユーザー名、スラッシュおよび一意の数値IDで構成されたIDが割り当てられます。たとえば、admin/15などです。


	バックアップ
	
各データセット・ジョブについて、それに含まれるホストごとに下位のジョブが1つずつ作成されます。各バックアップ・ジョブには、接頭辞である親(データセット)ジョブIDと、それに続くドット(.)および一意の小さい数値で構成されたIDが割り当てられます。たとえば、admin/15.1などです。


	リストア
	
リストア操作を始めるときに読み取る必要のあるバックアップ・イメージごとに、リストア・ジョブが作成されます。各ジョブには、ログインしているユーザー名、スラッシュおよび一意の数値IDで構成されたIDが割り当てられます。たとえば、admin/16などです。


	orabackup
	
Recovery Manager (RMAN)のBACKUPコマンドを使用してデータベース・ファイルをバックアップすると、Oracle Secure BackupによってOracleバックアップ・ジョブが作成されます。このジョブは親ジョブに属し、親ジョブのIDは、Oracle Secure Backupユーザー名、スラッシュ、数値IDで構成されます。Oracle Secure Backupユーザー名は、オペレーティング・システム・ユーザーが使用することを事前認可されたものです(mkuserコマンドの--preauthオプションを参照)。たとえば、sbt/15などです。

Oracleバックアップ・ジョブのジョブIDは、親ジョブのジョブID、ドット、下位の各ジョブを識別する一意の数値IDから構成されます。たとえば、sbt/15.1などです。


	orarestore
	
Recovery Manager (RMAN)のRESTOREコマンドを使用してバックアップ・イメージからデータベース・ファイルをリストアすると、Oracle Secure BackupによってOracleリストア・ジョブが作成されます。このジョブは親ジョブに属し、親ジョブのIDは、Oracle Secure Backupユーザー名、スラッシュ、数値IDで構成されます。Oracle Secure Backupユーザー名は、オペレーティング・システム・ユーザーが使用することを事前認可されたものです(mkuserコマンドの--preauthオプションを参照)。たとえば、sbt/16などです。

Oracleリストア・ジョブのジョブIDは、親ジョブのジョブID、ドット、下位の各ジョブを識別する一意の数値IDから構成されます。たとえば、sbt/16.1などです。


	scancontrol
	
スキャン制御ジョブは、バックアップ管理者が指定した時間に実行され、ボリューム・カタログをスキャンして、メディア移動または複製ジョブの対象となるボリュームを特定します。スキャンは場所ごとに行われます。このようなメディア移動または複製ジョブは、指定されたメディア移動または複製ウィンドウ内で、リソースが使用可能なときに実行されます。


	mediamovement
	
メディア移動ジョブは、関連付けられたローテーション・ポリシーを満たす場合または保管場所からリコールされたときに、メディアをある場所から別の場所に移動するように指定します。


	複製
	
複製ジョブは、関連付けられた複製ポリシーに従ってメディアを複製するように指定します。


	oraparent
	
Recovery Manager (RMAN)のBACKUPコマンドを使用してデータベース・ファイルをバックアップすると、Oracle Secure BackupによってOracleバックアップ・ジョブが作成されます。親ジョブは、Oracle Secure Backupユーザー名、スラッシュおよび数値IDで識別されます。Oracle Secure Backupユーザー名は、オペレーティング・システム・ユーザーが使用することを事前認可されたものです。たとえば、sbt/16などです。

oraparentは、orabackupジョブに関連付けられている親ジョブです。













ndmp-backup-type


説明

ndmp-backup-typeプレースホルダは、特定のネットワーク接続ストレージ(NAS)デバイスのネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)バックアップのタイプを指定します。




	
注意:

ndmp-backup-typeで指定されている値は、大文字と小文字を区別します。NDMPバックアップのタイプを指定するときは、小文字を使用する必要があります。











構文

	ndmp-backup-type::=
	

dump | image | zfs








意味

	dump
	
このモードでは、バックアップは通常より低速で実行され、/usr/storeファイルシステムがtar形式でダンプされます。また、ユーザーのメールボックスを個別に選択してリストアできます。


	image
	
このモードでは、バックアップは高速で実行され、/usr/storeファイルシステム全体がダンプされます。ファイルシステム全体のリストアのみが可能です。


	zfs
	
このモードでは、Oracle ZFS Storage Applianceに固有のバックアップが実行されます。













numberformat


説明

numberformatプレースホルダは、大きい数値を表示する書式を指定します。numberformatを指定しない場合、numberformat変数の値が使用されます。この変数が設定されていない場合、デフォルトはfriendlyになります。





構文

	numberformat::=
	

friendly | precise | plain








意味

	friendly
	
このキーワードを指定すると、KB、MBなどの単位を使用した概数が表示されます。


	precise
	
このキーワードを指定すると、カンマを使用して正確な値が表示されます。


	plain
	
このキーワードを指定すると、正確な値がカンマなしで表示されます。













oid


説明

oidプレースホルダは、ボリューム、バックアップ・イメージ・セクションまたはバックアップ・ピース・レコードのカタログ識別子を表します。oidを取得するには、次の方法があります。

	
lsvolコマンドを実行して、ボリュームのボリュームID(VOID)を表示します。


	
lsbuコマンドを実行して、バックアップ・セクションのバックアップIDを表示します。


	
lspieceコマンドを--longオプション付きで実行して、バックアップ・ピースのバックアップ・ピースOIDを表示します。








構文

	oid::=
	

oid








意味

	oid
	
オブジェクト識別子を指定します。Oracle Secure Backupカタログ内では、各バックアップ・イメージ・セクションは数値のバックアップIDで識別されます。バックアップIDは、バックアップの時間的順序を顧慮せずに割り当てられます。たとえば、バックアップID 25が月曜日のバックアップを示し、バックアップID 6が次の日のバックアップを示すことがあります。













oid-list


説明

oid-listプレースホルダは、1つ以上のカタログ識別子を表します。oidプレースホルダは、1つのカタログ識別子を表します。





構文

	oid-list::=
	

oid[,oid]... | oid-oid








意味

oidプレースホルダの詳細は、「oid」を参照してください。oid-oid内のダッシュは、2つのoid間に含まれる範囲であることを表します。





例


例3-6 oid-list

次に、oid-listの有効な値の例を示します。


3,42,16
1-5












policyname


説明

Specifies複製ポリシーまたはローテーション・ポリシーの名前を指定します。




	
関連項目:

	
「ボリューム複製用コマンド」


	
「ローテーション・ポリシー用コマンド」
















構文

	policyname::=
	

string








意味

文字列は、複製ポリシーまたはローテーション・ポリシーの名前を表します。










preauth-spec


説明

preauth-specプレースホルダは、Oracle Secure Backupへのアクセスを事前認可されるオペレーティング・システム・ユーザーを定義します。





構文

	preauth-spec::=
	

hostname[:os-username[:windows-domain]]+preauth-attr[+preauth-attr]...








意味

	hostname
	
このプレースホルダでは、Oracle Secure Backupへの事前認可アクセスを付与されるオペレーティング・システム・ユーザーのホストを指定します。アスタリスク文字(*)をワイルドカードとして使用すると、管理ドメイン内のすべてのホストを指定できます。


	os-username
	
このプレースホルダでは、指定のオペレーティング・システムによって事前認可されるOracle Secure Backupへのアクセスを付与します。os-usernameをWindowsアカウント名として指定する場合は、windows-domain名をワイルドカードまたは特定の名前で明示的に指定する必要があります。アスタリスク文字(*)をワイルドカードとして使用すると、ホスト上のすべてのオペレーティング・システム・ユーザーを指定できます。デフォルトでは、指定したホスト上のすべてのユーザーが事前認可されます。


	windows-domain
	
このプレースホルダでは、hostnameのWindowsドメインを指定します。Windowsホストから事前認可されたログインに対してのみ適用できます。アスタリスク文字(*)をワイルドカードとして使用すると、すべてのWindowsドメインを指定できます。デフォルトでは、すべてのWindowsドメインに対して、指定ホスト上での事前認可アクセスが許可されます。


	preauth-attr
	
事前認可済のオペレーティング・システム・ユーザーがアクセスできるOracle Secure Backupリソースを定義します。次の値を指定できます。

	
rman

この値を指定すると、Recovery Manager(RMAN)を使用したOracle Database SBTバックアップが事前認可されます。指定のSBTリクエストについて一致する事前認可が見つからない場合は、そのリクエストは失敗します。


	
cmdline

この値を指定すると、ユーザーが起動したOracle Secure Backupコマンドライン・ユーティリティを介したログインが事前認可されます。











例


例3-7 preauth-spec


obhost1+rman
obhost2:jblogg+rman+cmdline
obhost2:*:Win-domain+rman
*:jblogg:*+cmdline












produce-days


説明

produce-daysプレースホルダは、サマリー・レポートを生成する曜日を指定します。





構文

	produce-days::=
	

weekday-name | daily | weekday | weekend


	weekday-name::=
	

monday[s] | tuesday[s] | wednesday[s] | thursday[s] | friday[s] |
saturday[s] | sunday[s]








意味

値の意味は自明です。










protover


説明

protoverプレースホルダは、ネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)プロトコルのバージョンを表します。通常は、サーバーが通信に使用できる最新のプロトコルのバージョンを、Oracle Secure Backupで自動的に選択できるようにしておきます。テストやその他の目的で必要な場合は、Oracle Secure Backupとこのサーバー間での通信に使用するNDMPプロトコルのバージョンを変更できます。NDMPサーバーが、ユーザーが選択したプロトコルのバージョンを使用して通信できない場合、Oracle Secure Backupでは、どちらの側でもサポートされるバージョンを使用することなく、エラーをレポートします。





構文

	protover::=
	

version_number








意味

	version_number
	
プロトコルのバージョン番号を指定します。有効な値は、2、3、4およびnull ("")で、nullの場合は「サーバーの指定」値が使用されます。デフォルトは指定なしです。













restriction


説明

restrictionプレースホルダは、テープ・デバイスへの操作の制限を表します。複数のテープ・デバイス制限をリストに指定すると、そのうちの1つのみが選択されます。





構文

	restriction::=
	

devicename | @hostname | devicename@hostname








意味

	devicename
	
指定されたテープ・デバイスを使用します。


	@hostname
	
hostnameという名前のホストに接続されている任意のテープ・デバイスを使用します。


	devicename@hostname
	
指定されたテープ・デバイスと指定されたホストを使用します。













role


説明

roleプレースホルダは、管理ドメイン内のホストのロールを表します。





構文

	role::=
	

admin | client | mediaserver








意味

	admin
	
管理ドメイン内のホスト・コンピュータを指定します。ホスト・コンピュータには、Oracle Secure Backupソフトウェアのコピーと、構成設定とバックアップ履歴を保存するカタログが格納されています。


	クライアント
	
Oracle Secure Backupでバックアップする、ローカル・アクセスされるデータが格納されているホスト・コンピュータを指定します。管理ドメイン内に定義されているコンピュータのほとんどは、クライアント・ホストです。


	mediaserver
	
1つ以上の2次ストレージ・デバイス(テープ・ライブラリなど)が接続されているホスト・コンピュータを指定します。













rotationrule


説明

rotationruleプレースホルダは、ボリュームが特定の場所にとどまる期間をローテーション・ポリシーの一部として指定します。





構文

	rotationrule::=
	

     locationname[:event[:duration]]








意味

	locationname
	
既存の場所オブジェクトの名前。


	event
	
ローテーション・ルールに指定された期間の経過が始まる時期を特定するボリューム固有のイベントです。




	
関連項目:

eventプレースホルダの詳細は、「event」を参照してください。








	duration
	
このローテーション・ルールに指定された場所にメディアがとどまる、イベント後の期間。




	
関連項目:

有効な値の詳細は、「duration」を参照してください。



















schedule-priority


説明

 schedule-priorityプレースホルダは、バックアップ、リストア、ボールティング・スキャンまたはボリューム複製スキャンの各ジョブについて、スケジュールの優先度を指定します。ジョブの優先度は正の数値で示されます。

(ジョブを実行できる最も早い時間が過ぎてしまった後に)ジョブを実行するためにスケジューラで使用する主な決定基準は、スケジュールの優先度です。ジョブの実行に必要なすべてのリソースが使用可能な場合、スケジューラは、優先度の低いジョブより優先度の高いジョブを先にディスパッチします。たとえば、20のジョブがスケジューラにあり、実行の用意ができている場合は、スケジュールの優先度を示す数値が最も小さいジョブから実行されます。





構文

	schedule-priority::=
	

priority_num








意味

	priority_num
	
正の数値を指定します。値が小さいほど、スケジューラによってジョブに割り当てられる優先度が高くなります。デフォルトのスケジュールの優先度は100です。優先度1は、ジョブに割り当てることができる最も高い優先度です。













se-range


説明

se-rangeプレースホルダは、記憶域要素の範囲を表します。要素間が連続している必要はありません。





構文

	se-range::=
	

all | none | se-subrange[,se-subrange]...


	se-subrange::=
	

se-spec | se-spec-se-spec








意味

se-specプレースホルダの詳細は、「se-spec」を参照してください。se-spec-se-spec内の中央のダッシュは、2つのse-spec値の間に含まれる範囲であることを表します。





例


例3-8 se-range

se-rangeのサンプル値を次に示します。


1
1-2
1,3,5,se10-se30
all
none












se-spec


説明

se-specプレースホルダは、テープ・ライブラリ内の記憶域要素の番号を表します。





構文

	se-spec::=
	

[se]n | none | vacant








意味

	[se]n
	
nには、テープ・ライブラリ内の記憶域要素の番号である1から最大番号までを指定できます。

要素は、その略語(se)の後ろに要素の番号を付けた形式で参照されます(たとえば、se5)。特定のタイプの要素が複数存在する場合、要素の番号は1から始まります。要素が1つしかないときは番号を省略できます。つまり、se1とseはどちらも、1番目で唯一の記憶域要素を表すことになります。略語を省略すると、記憶域要素とみなされます。たとえば、se4と4はどちらも、4番目の記憶域要素を指します。


	none
	
記憶域要素がないことを指定します。


	vacant
	
空の記憶域要素があればそれを指定します。テープ・ドライブがロードされることがわかっている場合にのみ、vacantを指定します。













summary-start-day


説明

summary-start-dayプレースホルダは、サマリー・データを生成する最初の曜日を指定します。





構文

	summary-start-day::=
	

weekday-name | yesterday | today


	weekday-name::=
	

monday[s] | tuesday[s] | wednesday[s] | thursday[s] | friday[s] |
saturday[s] | sunday[s]








意味

値の意味は自明です。










時間


説明

timeプレースホルダは、時刻を時間、分および秒(オプション)で指定します。時間は24時間形式で表します。





構文

	time::=
	

hhmm | h[h]:mm | h[h]:mm:ss








意味

	h
	
1桁の数値の時間を指定します。たとえば、3を指定した場合は、午前3時を表します。


	hh
	
2桁の数値で時間を指定します。たとえば、22を指定した場合は、午後10時を表します。


	mm
	
2桁の数値で分を指定します。たとえば、30などです。


	ss
	
2桁の数値で秒を指定します。たとえば、59などです。








例


例3-9 time

timeのサンプル値を次に示します。


8:00
2250
14:35:30












time-range


説明

time-rangeプレースホルダは、時刻の範囲を表します。





構文

	time-range::=
	

start-time-end-time








意味

start-timeとend-timeの書式については、「time」を参照してください。start-time-end-time内の中央のダッシュは、2つの時間の間に含まれる範囲であることを表します。





例


例3-10 time-range

時間範囲はローカル時間に基づき、自分のロケールで夏時間が適用されている場合は、夏時間を考慮します。time-rangeのサンプル値を次に示します。


08:00:00-08:30:00
1430-1530
1430-14:35:30












vid


説明

vidプレースホルダは、ボリュームにラベルが付けられたときにOracle Secure Backupによって割り当てられる一意の英数字のIDを表します。





構文

	vid::=
	

vid








意味

	vid
	
ボリュームのアイデンティティを指定します。通常、ボリュームIDはボリュームのメディア・ファミリ名、ダッシュおよび一意のボリューム順序番号で構成されます。たとえば、RMAN-DEFAULTメディア・ファミリ内のボリュームIDであればRMAN-DEFAULT-000002となります。vidは、英数字の任意の組合せで31文字まで指定できますが、最後の6文字は数字である必要があります。













vol-range


説明

vol-rangeプレースホルダは、テープ・ライブラリ内のボリュームのリストを表します。ボリュームIDリストまたはバーコード・リストを指定できます。





構文

	vol-range::=
	

--volume/-v vid[,vid]... | --barcode/-b tag[,tag]...








意味

vidプレースホルダの書式については、「vid」を参照してください。





例


例3-11 vol-range

vol-rangeのサンプル値を次に示します。


--volume VOL000001,VOL000002,VOL000005
--barcode ADE210,ADE202












vol-spec


説明

vol-specプレースホルダは、テープ・ライブラリ内のボリュームを指定します。





構文

	vol-spec::=
	

--volume/-v vid | --barcode/-b tag








意味

vidプレースホルダの書式については、「vid」を参照してください。










wwn


説明

wwnプレースホルダは、テープ・デバイスのWorld Wide Name(WWN)を表します。WWNは、ファイバ・チャネル・ネットワークのテープ・デバイスを一意に識別するために使用される64ビット・アドレスです。WWNは、通常、テープ・デバイスの製造業者によってテープ・デバイスに割り当てられますが、ネットワーク・ユーザーが後で変更することもできます。





制限と使用方法

Oracle Secure Backupでは、オペレーティング・システムを再起動するたびにオペレーティング・システムによって割り当てられる論理名が変わるテープ・デバイスがサポートされています。ネットワーク接続ストレージ(NAS)デバイスに接続し、ファイバ・チャネル接続されたテープ・ドライブとテープ・ライブラリが、このカテゴリに属します。これらのテープ・デバイスを参照するには、nrst0aなどの論理名ではなく、nr.WWN[2:000:0090a5:0003f7].aなどのWWNを使用します。論理名とは異なり、WWNは、再起動しても変わりません。

文字列$WWNである、アタッチメントのRAWデバイス名の部分文字列が、デバイスが開くたびにwwnの値で置き換えられます。たとえば、ストレージ・エリア・ネットワーク(SAN)に接続されたNetwork Appliance Filerで使用可能なRAWデバイス名はnr.$WWN.aです。この名前は、巻戻しなしの最高圧縮テープ・デバイスで、--wwn/-Wオプションを使用して指定するWorld Wide Name(たとえば、--wwn WWN[2:000:0090a5:0003f7])が付いています。





構文

	wwn::=
	

wwn








意味

	wwn
	
World Wide Nameを指定します。



















4 obtoolの変数

Oracle Secure Backupでは、操作上の様々な側面を制御するいくつかの内部変数を保持しています。この付録では、これらの変数について説明しています。変数のリストも、次のコマンドを使用してオンライン・ヘルプで利用できます。


obtool help var


この章では、次の変数について説明しています。

	
drive


	
errors


	
escape


	
host


	
level


	
library


	
maxlevel


	
namewidth


	
numberformat


	
verbose


	
viewmode


	
width








browsemode

ブラウザが動作するモードを制御します。


値

	カタログ
	
選択したバックアップのディレクトリ・コンテンツのみを表示します。


	スナップショット
	
ネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)でアクセスされるホスト上のライブ・ファイルシステム・スナップショットを表示します。













drive

drive変数は、テープ・ライブラリ操作で使用するデフォルトのテープ・ドライブを指定する場合に使用します。

Oracle Secure Backupでは、テープ・ドライブの指定が必要なテープ・ライブラリ・コマンドに--drive drive-nameオプションが指定されていない場合に、この変数の値を使用します。


値

	drivename
	
テープ・ドライブの名前を指定します。この変数を設定すると、library変数が、指定したテープ・ドライブを内包するテープ・ライブラリの名前に設定されることに注意してください。デフォルトでは、この変数は設定されていません。













エラー

errors変数は、エラー・メッセージの詳細レベルを設定する場合に使用します。この変数を設定しない場合(デフォルト)、詳細レベルはobtoolの--longerrors/-Eコマンドライン・オプションによって設定されます。コマンドライン・オプションについては、「obtoolの対話型モードの構文」を参照してください。


値

	long
	
説明テキストおよびobtoolコンポーネント名を表示します。


	short
	
説明テキストのみを表示します。













escape

escape変数は、特殊文字を引用符で囲むために使用する文字を指定する場合に使用します。エスケープ文字は、一重引用符または二重引用符などの特殊文字を引用符で囲むために、obtoolコマンドライン・パーサーによって使用されます。これらの文字を引用符で囲むと、その文字の意味は無効になります。


値

	char
	
エスケープ文字を指定します。デフォルトのエスケープ文字はアンパサンド(&)です。

エスケープ文字がアンパサンド(&)に設定されていて、コマンドラインでobtoolコマンドを実行する際に&をファイル名の一部として指定する場合は、ファイル名を一重引用符で囲んでください。次に、例を示します。


obtool cd -h phred '/home/markb&patti'


アンパサンド文字は、一重引用符内にあるため、解釈されずにファイル名の一部とみなされます。













fs

fs変数は、ブラウザ操作で使用するデフォルトのfilesystem-nameを設定する場合に使用します。

この変数の値は、--fs filesystem-nameオプションを使用する参照用コマンドにそのオプションが指定されていない場合に使用されます。








host

host変数は、ホスト操作で使用するデフォルトのホストを指定する場合に使用します。

この変数の値は、--host hostnameオプションを使用する参照用コマンドにそのオプションが指定されていない場合に使用されます。


値

	hostname
	
ホスト名を指定します。デフォルト値は、obtoolが実行されているホストの名前です。













level

level変数は、ブラウザが制約を受けるバックアップ・レベルを厳密に指定する場合に使用します。このレベルは、lsbuコマンドの--levelオプションで指定することもできます。


値

	backup-level
	
バックアップ・レベルを指定します。backup-levelプレースホルダの詳細は、「backup-level」を参照してください。デフォルトでは、この変数は設定されていません。













library

library変数は、テープ・ライブラリ操作で使用するデフォルトのテープ・ライブラリを指定する場合に使用します。

Oracle Secure Backupでは、テープ・ライブラリの指定が必要なライブラリ・コマンドに--library library_nameオプションが指定されていない場合に、この変数の値を使用します。この変数がunset varコマンドを使用してリセットされると、drive変数もリセットされます。


値

	libraryname
	
テープ・ライブラリの名前を指定します。デフォルトでは、この変数は設定されていません。













maxlevel

maxlevel変数は、ブラウザが制約を受ける最大バックアップ・レベルを設定する場合に使用します。このレベルは、lsbuコマンドの--maxlevelオプションで指定することもできます。


値

	backup-level
	
最大のバックアップ・レベルを指定します。backup-levelプレースホルダの詳細は、「backup-level」を参照してください。デフォルトでは、この変数は設定されていません。













namewidth

namewidth変数は、ls --long出力で使用する文字の通常の幅を設定する場合に使用します。各名前の後にカッコで囲まれて表示されるバックアップIDデータの列の位置合せは、この幅で制御できます(次の例を参照)。


ob> ls --long
-rwx------ bkpadmin.g527       74      2008/05/24.12:55 file1     (1)



値

	namewidth
	
10進値で名前フィールドの幅を指定します。デフォルト値は18です。正当な範囲は1から4092です。













numberformat

numberformat変数は、特定の大きい数値の表示書式を設定する場合に使用します。この設定は、lsコマンドの--numberformatオプションで制御することもできます。


値

	numberformat
	
大きい数値の表示書式を設定します。numberformatプレースホルダの詳細は、「numberformat」を参照してください。デフォルトでは、numberformat変数は設定されていません(friendlyに設定している場合と同じ)。













snapshot 

この変数の値は、--snapshot snapshot-nameオプションを使用する参照用コマンドにそのオプションが指定されていない場合に使用されます。








verbose

verbose変数は、obtool出力のレベルを設定する場合に使用します。この変数を設定しない場合(デフォルト)、詳細モードはobtoolの--verbose/-vコマンドライン・オプションで制御されます。コマンドライン・オプションについては、"「obtoolの対話型モードの構文」を参照してください。


値

	yes
	
詳細出力を表示します。


	no
	
詳細出力を抑止します。













viewmode

viewmode変数は、Oracle Secure Backupカタログ・ディレクトリの表示モードを設定する場合に使用します。この変数を設定しない場合は、inclusiveに設定しているのと同じになります。

表示モードは、lsコマンドの--viewmodeオプションで制御することもできます。


値

	exact
	
選択したバックアップのディレクトリ・コンテンツのみを表示します。


	inclusive
	
すべてのディレクトリ・コンテンツを表示します(デフォルト)。













width

width変数は、幅を調整できる出力の行幅を文字数で設定する場合に使用します。lsなどのコマンドで各行に表示される文字数は、調整可能です。width変数は、これらの行幅を可能な範囲で制御します。obtoolでは、長い名前を表示する場合は、この行幅を超過することに注意してください。


値

	width
	
10進値で名前フィールドの幅を指定します。デフォルト値は80です。正当な範囲は80から4176です。



















5 データセット言語

この章では、データセット・ファイルで使用される言語について説明します。データセット・ファイルとは、Oracle Secure Backupのバックアップ対象となるデータを記述するテキスト・ファイルです。

この章は、次の項目が含まれます。

	
データセット言語の概要


	
データセット・ファイルの例


	
下位互換性


	
データセット文







	
関連項目:

	
「データセット・コマンド」


	
Oracle Secure Backupホームのsamplesサブディレクトリにあるデータセット・ファイルのサンプル














データセット言語の概要

Oracle Secure Backupのデータセット言語により、バックアップするファイルシステム・データを定義するための簡単なテキストベースの手段が提供されます。この言語の特徴は次のとおりです。

	
コメントは、シャープ記号(#)に続けてどこにでも指定できる。


	
データセット文は、次の構文を使用する。


statement-name [ statement-argument ]


statement-nameプレースホルダは、1つのデータセット文を表します。データセット文については、「データセット文」を参照してください。


	
文によっては、ネストしたブロックを始めることができる。ブロック内の文は、ブロックを始めた文に対してのみ適用されます。ネストしたブロックの文は、次の形式になります。


statement-name [ statement-argument ] {
      statement-name [ statement-argument ]
      ...
}


	
エスケープ文字は、バックスラッシュ(\)で表され、どこにでも指定でき、この次の文字に特別な意味を持たせないようにできる。


	
空白行を無視する。




例5-1は、brhost2上の各ディレクトリをバックアップするように記述したデータセット・ファイルのサンプルです。


例5-1 データセットのサンプル


#
# A sample dataset file
#  
exclude name *.backup                    # never back up directories or files 
exclude name *~                          # matching *.backup and *~
 
include host brhost2 {                   # back up host brhost2
    include path /usr1/home {            # back up /usr1/home on brhost2,
        exclude path peter               # skip subdirectory peter (relative path)
        exclude path /usr1/home/dinesh   # also skip subdir dinesh (absolute path)
    }
    include path /usr2/home              # also back up /usr2/home, including
}                                        # all subdirectories








データセット・ファイルの例

この項では、データセット・ファイルの例を示します。

次のトピックについて説明します。

	
複数ホスト上の複数パスのバックアップ


	
データセット・ファイル内へのデータセット・ファイルのインクルード


	
バックアップの有効範囲の定義






複数ホスト上の複数パスのバックアップ

例5-2に、バックアップする4つのホスト・システムを記述した複合データセット・ファイルを示します。/home、/usrおよび/usr2の各ディレクトリ内にあるすべてのファイルとそれらのディレクトリ内のサブディレクトリにあるすべてのファイルがバックアップされるように指定しています。

/usr/tmpディレクトリのファイルはすべてデータセットから除外されます。coreという名前のファイルと.bakで終わる名前のファイルも、その存在する場所に関係なく、データセットから除外されます。


例5-2 複数ホスト上の複数パスのバックアップ


include host brhost1
include host brhost2
include host brhost3
include host brhost4
 
include path /home
include path /usr
include path /usr/usr2
 
exclude path /usr/tmp
exclude name core
exclude name *.bak








データセット・ファイル内へのデータセット・ファイルのインクルード

データセット・ファイルには、別のデータセット・ファイルのコンテンツを論理的にインクルードできます。include dataset文を使用すると、参照によって別のデータセット・ファイルのコンテンツをインクルードできます。

例5-3に示すcommon-exclusions.dsという名前のデータセット・ファイルのサンプルについて考えてみます。


例5-3 common-exclusions.ds


exclude name core
exclude name *~
exclude name *.tmp
exclude name *.temp




これらの除外をデータセット・ファイルで使用するには、例5-4に示す文を使用します。


例5-4 データセット・ファイルのインクルード


include dataset common-exclusions.ds




これらの除外を特定のパスのみに適用するには、例5-5に示すようにinclude datasetディレクティブを中カッコで囲んで指定します。


例5-5 パスへの除外の適用


include path /home/root            # do not exclude here
include path /home/frank {         # do exclude here
      include dataset common-exclusions.ds
}








バックアップの有効範囲の定義

バックアップの有効範囲を定義するには、インクルードのルールに使用する中カッコを使用できます。例5-6では、すべてのサーバーのパス/usr1および/usr2と、brhost3のみの/usr3および/usr4がバックアップされます。なお、中カッコ内のルール間の順序は、ルールに影響しません。


例5-6 中カッコを使用した有効範囲の制限


# Common trees backed up on all servers:
include path /usr1
include path /usr2
 
# Servers to back up; on brhost3, we also back up usr3 & usr4, too:
include host brhost1
include host brhost2
include host brhost3 {
      include path /usr3
      include path /usr4
}




追加の中カッコを使用して、ルールの有効範囲をさらに詳細に指定できます。例5-7では、brhost3のみの/usr4から.junkで終わるファイルを除外するように、例5-6を変更しています。


例5-7 ルール・セットの有効範囲の絞込み


# Common trees backed up on all servers:
include path /usr1
include path /usr2
 
# Servers to back up; on brhost3, back up /usr3 and /usr4, but exclude *.junk 
# files in /usr4 only:
include host brhost1
include host brhost2
include host brhost3 {
      include path /usr3
      include path /usr4 {
            exclude name *.junk
      }
 }










下位互換性

ワイルドカード・パターンをexclude pathまたはexclude name文に指定すると、Oracle Secure Backupリリース10.4では、パス・セパレータを考慮しながらパターン・マッチングが試行されます。たとえば、パターンsrc/*.plを指定すると、src/a.plは除外されますが、src/tmp/b.plは除外されません。

旧リリースのOracle Secure Backupでの除外文のワイルドカード・パターン・マッチングでは、パス・セパレータは考慮されませんでした。たとえば、同じパターンsrc/*.plを指定すると、src/a.plもsrc/tmp/b.plも除外されます。

Oracle Secure Backupを旧リリースからリリース10.4にアップグレードした場合、既存のexclude pathおよびexclude name文は引き続き使用できます。旧リリースのOracle Secure Backupでバックアップから除外されたファイルおよびディレクトリの一部は、現在では除外されません。このため、バックアップ・ファイルは若干大きくなりますが、これまでどおりデータはすべてバックアップされます。








データセット文

データセットの記述には、次のタイプの文を指定できます。

	
after backup


	
before backup


	
cross all mountpoints


	
cross local mountpoints


	
cross remote mountpoints


	
exclude dir


	
exclude file


	
exclude name


	
exclude oracle database files


	
exclude path


	
include catalog


	
include dataset


	
include host


	
include path







	
関連項目:

これらの文を使用して記述するファイルの例については、「データセット・ファイルの例」を参照してください。










after backup


用途

after backup文は、バックアップの完了後にコンピュータの実行可能ファイルまたは解析済プログラムを実行するようにOracle Secure Backupに指示する場合に使用します。before backup文を使用することで、バックアップを始める前に、after backupと同じか異なるプログラムを実行することもできます。これらの文は、データベース・サーバーをシャット・ダウンして再起動するときや、バックアップの開始または終了をユーザーに通知するときなどに役に立ちます。

デフォルトでは、指定した実行可能ファイルが存在しないか失敗した場合、つまりゼロ以外の終了コードが戻された場合、バックアップ・ジョブは停止され、ジョブは失敗したとみなされます。





構文

	after backup::=
	

after backup [ optional ] pathname




pathnameプレースホルダは、クライアント・ホスト上で実行するプログラムの名前を表します。ネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)データ・サービスを使用するバックアップの場合、プログラムは管理サーバー上で実行されます。

optionalキーワードを使用すると、Oracle Secure Backupでは、起動したプログラムから戻された状態や、このプログラムを起動できないことが無視されます。





例


例5-8 after backup文

この例では、ディレクトリ/usr2のバックアップ後に、ホストbrhost2上でプログラム/etc/local/nfyに引数/usr2 is being savedを渡すように、Oracle Secure Backupに指示しています。


include host fserver {
      include path /usr2
      after backup "/etc/local/nfy '/usr2 backup complete'"
}


Oracle Secure Backupでは、任意の指定内容に次の引数を自動的に追加します。

	
トークンafter


	
クライアントの名前


	
バックアップするディレクトリまたはファイルの名前


	
バックアップ操作の終了ステータス(ファイルOSB_HOME/samples/obexit.hに記載されている数値)




つまり、この例では、次のとおり自分で入力したかのようにbrhost2上でnfyプログラムが実行されます。


/usr/local/nfy '/usr2 backup complete' after brhost2 /usr2 exit-code











before backup


用途

before backup文は、バックアップの開始前にコンピュータの実行可能ファイルまたは解析済プログラムを実行するようにOracle Secure Backupに指示する場合に使用します。この文は、after backup文と対応しています。

デフォルトでは、指定した実行可能ファイルが存在しないか失敗した場合、つまりゼロ以外の終了コードが戻された場合に、バックアップ・ジョブは開始されず、ジョブは失敗したとみなされます。





構文

pathnameプレースホルダは、クライアント・ホスト上で実行するプログラムの名前を表します。ネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)データ・サービスを使用するバックアップの場合、プログラムは管理サーバー上で実行されます。

	before backup::=
	

before backup [ optional ] pathname




optionalキーワードを使用すると、Oracle Secure Backupでは、起動したプログラムから戻された状態や、このプログラムを起動できないことが無視されます。





例


例5-9 before backup文

この例では、ディレクトリ/usr2のバックアップ前に、ホストbrhost2上でプログラム/etc/local/nfyに引数/usr2 is being savedを渡すように、Oracle Secure Backupに指示しています。


include host brhost2 {
      include path /usr2
      before backup "/etc/local/nfy '/usr2 is being saved'"
 }


Oracle Secure Backupでは、任意の指定内容に次の引数を自動的に追加します。

	
トークンbefore


	
クライアントの名前


	
バックアップするディレクトリまたはファイルの名前




つまり、この例では、次のとおり自分で入力したかのようにbrhost2上でnfyプログラムが実行されます。


/usr/local/nfy '/usr2 is being saved' before brhost2 /usr2











cross all mountpoints


用途

cross all mountpoints文は、ローカル・マウント・ポイントおよびリモート・マウント・ポイントを横断する場合に使用します。ローカル・マウント・ポイントは、ローカル・ファイルシステムをマウントするものです。リモート・マウント・ポイントは、ネットワークを介してアクセスされるファイルシステムのローカル・マウントです。デフォルトでは、ファイルシステム・バックアップはマウント・ポイントを横断しません。

/home/usr1/loc_dataでローカル・ファイルシステムをマウントし、/home/usr1/rem_dataはネットワーク・ホスト上のファイルシステムに対するネットワーク・ファイルシステム(NFS)マウント・ポイントであると仮定します。cross all mountpointsを使用すると、ローカル、マウント済の区別なく、このディレクトリ内のすべてのファイルが/home/usr1のバックアップに含まれるように指定できます。





構文

	cross all mountpoints::=
	

cross all mountpoints








例


例5-10 グローバル・ホストのインクルード

この例では、ホストbrhost1およびbrhost2の上にあるすべてのローカル・マウント・ポイントおよびリモート・マウント・ポイントを横断しています。


cross all mountpoints
include host brhost1 {
      include path /home/usr1
}
include host brhost2 {
      include path /home/usr2
}





例5-11 グローバル・パスのインクルード

この例では、ホストbrhost1のパスに含まれるローカルおよびリモートのすべてのマウント・ポイントを横断していますが、brhost2のパスに含まれるマウント・ポイントは横断していません。


include host brhost1 {
      cross all mountpoints
      include path /home/usr1
}
include host brhost2 {
      include path /home/usr2
}





例5-12 ローカル・パスのインクルード

この例では、brhost1の/home/usr1パスに含まれるローカルおよびリモートのすべてのマウント・ポイントを横断していますが、/home/usr2パスに含まれるマウント・ポイントは横断していません。


include host brhost1 {
      include path /home/usr1 {
            cross all mountpoints
      }
      include path /home/usr2
}











cross local mountpoints


用途

cross local mountpoints文は、ローカル(リモートではなく)のマウント・ポイントを横断する場合に使用します。

/home/usr1/loc_dataでローカル・ファイルシステムをマウントし、/home/usr1/rem_dataはネットワーク・ホスト上のファイルシステムに対するネットワーク・ファイルシステム(NFS)マウント・ポイントであると仮定します。cross local mountpointsを使用すると、/home/usr1のバックアップに、/home/usr1/loc_data内のファイルは含まれるようにし、/home/usr1/rem_data内のファイルは含まれないように指定できます。





構文

	cross local mountpoints::=
	

cross local mountpoints








例


例5-13 グローバル・ホストのインクルード

この例では、ホストbrhost1およびbrhost2のファイルシステムのローカル・マウント・ポイントのみを横断しています。


cross local mountpoints
include host brhost1 {
      include path /home/usr1
}
include host brhost2 {
      include path /home/usr2
}





例5-14 グローバル・パスのインクルード

この例では、ホストbrhost1の/home/usr1パスに含まれるローカル・マウント・ポイントを横断していますが、brhost2の/home/usr2パスに含まれるマウント・ポイントは横断していません。


include host brhost1 {
      cross local mountpoints
      include path /home/usr1
}
include host brhost2 {
      include path /home/usr2
}





例5-15 ローカル・パスのインクルード

この例では、brhost1の/home/usr1パスに含まれるローカルマウント・ポイントを横断していますが、/home/usr2パスに含まれるマウント・ポイントは横断していません。


include host brhost1 {
      include path /home/usr1 {
            cross local mountpoints
      }
      include path /home/usr2
}











cross remote mountpoints


用途

cross remote mountpoints文は、リモート(ローカルではなく)のマウント・ポイントを横断する場合に使用します。

/home/usr1/loc_dataはローカル・ファイルシステムのマウント・ポイントで、/home/usr1/rem_dataはネットワーク・ホスト上のファイルシステムに対するネットワーク・ファイルシステム(NFS)マウント・ポイントであると仮定します。cross remote mountpointsを使用すると、/home/usr1のバックアップに、/home/usr1/rem_data内のファイルは含まれるようにし、/home/usr1/loc_data内のファイルは含まれないように指定できます。





構文

	cross remote mountpoints::=
	

cross remote mountpoints








例


例5-16 グローバル・ホストのインクルード

この例では、ホストbrhost1およびbrhost2のファイルシステムのリモート・マウント・ポイントのみを横断しています。


cross remote mountpoints
include host brhost1 {
      include path /home/usr1
}
include host brhost2 {
      include path /home/usr2
}





例5-17 グローバル・パスのインクルード

この例では、brhost1の/home/usr1パスに含まれるリモート・マウント・ポイントのみを横断しています。


include host brhost1 {
      cross remote mountpoints brhost3
      include path /home/usr1
}
include host brhost2 {
      include path /home/usr2
}





例5-18 ローカル・パスのインクルード

この例では、/home/usr1パスに含まれるリモート・マウント・ポイントのみと/home/usr2パスに含まれるローカル・マウント・ポイントのみを横断しています。


include host brhost1 {
      include path /home/usr1 {
            cross remote mountpoints
      }
      include path /home/usr2 {
            cross local mountpoints
      }
}











exclude dir


用途

exclude dir文は、バックアップから除外するディレクトリ(1つまたはセット)を指定する場合に使用します。それは、指定したパターンと一致するファイルを除外しないexclude nameとは異なります。





構文

	exclude dir::=
	

exclude dir pattern








意味

	pattern
	
除外するディレクトリ(1つまたはセット)を指定します。patternプレースホルダにはパスのセパレータを挿入しなくでください。それは、Oracle Secure Backupスタイルのワイルドカードの構文表現ベースのパターン・マッチングに対応しています。












exclude file


用途

exclude file文は、ファイルのディレクトリの場所に関係なく、バックアップから除外するファイルシステム・オブジェクトをファイル名により指定する場合に使用します。それは、指定したパターンと一致するディレクトリを除外しないexclude nameとは異なります。





構文

	exclude file::=
	

exclude file pattern








意味

	pattern
	
除外するファイル(1つまたはセット)を指定します。patternプレースホルダにはパスのセパレータを挿入しなくでください。それは、Oracle Secure Backupスタイルのワイルドカードの構文表現ベースのパターン・マッチングに対応しています。












exclude name


用途

exclude name文は、バックアップから除外するファイルシステム・オブジェクトを、一致するパスの右端にあるコンポーネント名(リーフ名)か、一致する相対パスまたはパターンのいずれかにより指定する場合に使用します。




	
関連項目:

「下位互換性」











構文

	exclude name::=
	

exclude name  { leafname | relative_pathname }








意味

	leafname
	
Oracle Secure Backupでは、各ファイルシステム・オブジェクトのコンポーネント名を指定のleafnameと比較します。一致する場合、そのファイルシステム・オブジェクトはバックアップされません。そのオブジェクトがディレクトリの場合は、ディレクトリのコンテンツがバックアップされません。

leafnameに*、?、[または]の特殊文字がエスケープされずに含まれる場合は、Oracle Secure Backupスタイルのワイルドカード表現として解釈されます。leafnameでこれらの文字が使用されている場合は、名前が一致するかどうかを判断するために、文字列比較ではなくワイルドカード比較が行われます。


	relative_pathname
	
Oracle Secure Backupでは、各ファイルシステム・オブジェクトのコンポーネント名を現行のinclude pathを基準とした指定のrelative_pathnameと比較します。一致する場合、そのファイルシステム・オブジェクトはバックアップされません。relative_pathnameがディレクトリを参照している場合は、ディレクトリのコンテンツがバックアップされません。

relative_pathnameに*、?、[または]の特殊文字がエスケープされずに含まれる場合は、Oracle Secure Backupスタイルのワイルドカード表現として解釈されます。relative_pathnameでこれらの文字が使用されている場合は、名前が一致するかどうかを判断するために、文字列比較ではなくワイルドカード比較が行われます。








例


例5-9 exclude name文

ディレクトリ・ツリーに次のファイルおよびディレクトリが存在するとします。


/src
/src/abc
/src/abc/a.pl
/src/tmp
/src/tmp/g.pl
/src/tmp/src/d.plaf
/src/tmp/src/a.pldir
/src/tmp/src/a.pldir/a.pl
/src/tmp/src/a.pldir/s.tmp
/src/tmp/src/a.pl
/src/a.pl
/src/b.pl


データセットは、次の内容で作成します。


exclude name d
exclude name *.tmp


データセット文は、dという名前のファイルやディレクトリを除外し、また名前が.tmpで終わるファイルを除外します。想定されたディレクトリ・ツリーに対し、次のディレクトリやファイルがバックアップ操作から除外されます。


/src/tmp/src/d.plaf
/src/tmp/src/a.pldir/s.tmp











exclude oracle database files


用途

exclude oracle database files文は、Recovery Manager(RMAN)によって通常バックアップされるOracleデータベース関連のファイル、またはバックアップが推奨されないファイルをすべて除外する場合に使用します。Oracle Secure Backupでは、除外されるファイルが既存のRMANバックアップ計画に含まれているかどうかに関係なく、そのファイルを除外します。

Oracle Secure Backupで除外するファイルのタイプは次のとおりです。

	
データファイル(本番ファイルおよび本番ファイルのイメージ・コピー)


	
制御ファイル


	
オンラインREDOログおよびアーカイブ済REDOログ


	
フラッシュバック・ログ


	
変更トラッキング・ファイル


	
バックアップ・ピース


	
一時ファイル







	
注意:

RMANを使用したデータベースのバックアップをスケジュールするには、Oracle Enterprise Managerジョブ・スケジューラを使用し、ファイルシステム・バックアップをスケジュールするには、Oracle Secure Backupジョブ・スケジューラを使用します。つまり、Oracleデータベース・ホストをOracle Secure Backupでバックアップするには、Enterprise ManagerとOracle Secure Backupの両方でスケジュールを設定する必要があります。Oracle Secure Backupのスケジュールでexclude oracle files文を使用すると、Oracleデータベース関連のファイルが2回バックアップされることがなくなります。











構文

	exclude oracle database files::=
	

exclude oracle database files








例


例5-20 exclude oracle database files文

このデータセット・ファイルでは、ホストbrhost2のバックアップからOracleデータベース関連のファイルを除外しています。


exclude name *.backup
exclude name *~
include host brhost2 {
      exclude oracle database files
      exclude path /usr1/home
}











exclude path


用途

exclude path文は、バックアップから除外するファイルシステム・オブジェクトのパス名またはワイルドカード・パターンを指定する場合に使用します。




	
関連項目:

「下位互換性」











構文

	exclude path::=
	

exclude path
   (absolute-path | relative-path)








意味

	absolute-path
	
パスあるいはパターン一致するサブディレクトリまたはサブディレクトリ内のファイルを、ファイルシステムのルートを基準として相対的に指定します。絶対パスは、Windowsプラットフォームではドライブ文字の\で、UNIXでは/で始まります。


	relative-path
	
パスまたはパターン一致するサブディレクトリまたはサブディレクトリ内のファイルを、現行のinclude pathを基準として相対的に指定します。








例


例5-21 exclude path文

ホストosblin1上に次のバックアップ対象のディレクトリおよびファイルのセットがあるとします。


/src
/src/abc
/src/abc/a.tmp
/src/tmp
/src/tmp/g.pl
/src/tmp/src/d.tmp1
/src/tmp/src/a.tmprary
/src/tmp/src/a.pldir/a.tmp
/src/tmp/src/d.tmp-out
/src/tmp/src/a.
/src/a.pl
/src/b.pl
/misc
/misc/yesterday.tmp
/misc/tmpsql.out


次のデータセットは、osblin1上の/ディレクトリのバックアップを指定していますが、/src/tmp内のファイルと、/srcディレクトリの任意のレベルにおいて拡張子が.tmpのファイルをスキップしています。


include host osblin1 {
      include path / {
            exclude path src/tmp
            exclude path recursive *.tmp
      }
}











include catalog


用途

include catalog文は、Oracle Secure Backupカタログのリストアに必要な管理サーバー上のすべてのデータをバックアップするようにOracle Secure Backupに指示する場合に使用します。このディレクティブは、データセット・パーサーによって、必要なすべてのファイルおよびデータベースのリストに内部展開されます。

このディレクティブは、別のデータセットにインクルードできます。ただし、定義上、管理サーバー・ホストにしか適用できないため、include hostブロック内では使用できません。

include path、exclude pathおよびexclude nameの各ディレクティブをinclude catalogディレクティブ直下のブロック・デリミタ内にリストすることで、管理サーバー・ホストの別のファイルおよびパスをinclude catalogでバックアップするファイルに追加できます。他のディレクティブはinclude catalogブロック内で使用できません。

カタログのバックアップは、常に全体バックアップとして作成され、増分バックアップとして作成されることはありません。増分バックアップからのリストアはカタログのコンテンツなしでは難しいため、全体バックアップとしてカタログのバックアップを作成する方が信頼性は高くなります。

カタログをリカバリする状況によっては、暗号化キーが格納されているウォレットを使用できないことがあります。そのため、展開されたcatalogディレクティブとその子は、スケジューラにより別個のジョブで処理され、各ジョブはスレージの暗号化ポリシーが無効の状態で実行されます。

一時パスフレーズによる暗号化は、ウォレットに依存しないため、このバックアップの保護に使用できます。

include pathディレクティブを使用して機密コンテンツが含まれる別のファイルをカタログのバックアップに追加する場合は、一時パスフレーズによる暗号化を使用してこれらのファイルが含まれるバックアップを保護することを検討してください。





構文

	include catalog::=
	

include catalog 
     [ { directive... } ] 








意味

	include catalog
	
後で行われるカタログのリカバリに必要なすべてのデータをインクルードします。


	directive
	
カタログ・バックアップ用にバックアップされるデータに追加するためのinclude pathディレクティブを指定します。カタログ・バックアップ用にバックアップされるデータから除外するには、exclude pathおよびexclude nameディレクティブを使用します。








例


例5-22 追加ファイルが記述されたinclude catalogディレクティブ

この例では、admin/default_rulesディレクトリのすべてのデータセット・ファイルがインクルードされます。


include catalog {
     include path /home/adminuser
   }











include dataset


用途

include dataset文は、別のデータセット・ファイルを読み取り、include dataset文を論理的にそのコンテンツに置換するように、Oracle Secure Backupに指示する場合に使用します。この文は、ほとんどのプログラミング言語に見られるinclude文に似ています。





構文

	include dataset::=
	

include dataset dataset_file_name




dataset_file_nameプレースホルダは、1つのデータセット・ファイルまたはデータセット・ディレクトリの名前を表します。データセット・ディレクトリの名前を指定すると、そのディレクトリの各メンバーがインクルードされます。





例


例5-23 include dataset文

この例では、admin/default_rulesディレクトリのすべてのデータセット・ファイルがインクルードされます。


include dataset admin/default_rules











include host


用途

include host文は、バックアップするクライアント・ホストの名前を指定する場合に使用します。include host文は、データセット・ファイル内の任意の場所に指定できます。

データセット・ファイルが使用可能であるためには、データセット・ファイル自体かまたはそれにインクルードされるデータセット・ファイルの中に、最低1つのhost文が存在する必要があります。

include host文は、次のいずれかの形式を取ります。





構文1

	include host::=
	

include host hostname








構文2

	include host::=
	

include host hostname {statements_that_apply_to_hostname}




hostnameプレースホルダは、Webツールのインタフェースか、あるいはmkhostコマンドまたはrenhostコマンドを使用して以前に定義したクライアントの名前を表します。





例


例5-24 include path文

この例では、ホストbrhost2をインクルードしています。


include host brhost2











include path


用途

include path文は、バックアップするファイルシステム・オブジェクトの名前を指定する場合に使用します。

バックアップ・パスは、バックアップするファイルシステムのパスの最大長を超えて指定することはできません。また、どのような場合でも260文字(Windowsシステム)または1024文字(それ以外のシステム)を超えることはできません。

WindowsおよびLinux/UNIXのどちらのパス名にも標準のワイルドカード(*、?、[、および])を含めることができます。パス名にこれらのワイルドカード文字のいずれかが含まれている場合、これらの文字を特別に解釈されないように、各文字の前にバックスラッシュ(\)文字を置く必要があります。

不明瞭化ウォレットへの未認可アクセスによるリスクを減らすため、Oracle Secure Backupでは、デフォルトで、不明瞭化ウォレットをバックアップしません。ただし、ファイル名と完全パスをデータセットのinclude path文に明示的にリストすれば、不明瞭化ウォレットをバックアップできます。例5-30「不明瞭化ウォレットを非暗号化バックアップでバックアップするためのデータセット・ファイル」は、不明瞭化ウォレットをデータセットにインクルードする方法を説明しています。Oracle Secure Backupの暗号化バックアップに含まれている場合は、不明瞭化ウォレットもバックアップされます。

Oracle Secure Backupの暗号化バックアップ時に、cwallet.ssoファイルが保存されているディレクトリがデータセットにインクルードされている場合、不明瞭化ウォレットはバックアップされます。たとえば、次のinclude path文が含まれているデータセットの暗号化バックアップでは、ウォレット・ディレクトリのコンテンツと、このディレクトリに保存されている不明瞭化ウォレットがバックアップされます。


include path /usr/local/apps/wallet





構文

	include path::=
	

include path absolute-pathname




absolute-pathnameプレースホルダは、バックアップするファイルシステム・オブジェクトのパス名を表し、ファイルシステムのルートで始まります。スペースを含むパス名は、一重引用符または二重引用符で囲みます。





例


例5-25 Windowsでのinclude path文

この例に、Windowsシステムでのinclude path文を示します。パスは、スペースを含んでいるため、二重引用符で囲まれています。


include path "C:\Documents and Settings"





例5-26 Linux/UNIXでのinclude path文

LinuxおよびUNIXシステムの場合は、include path文にテープ・ドライブ指定文字や引用符を使用することはできません。この例に、LinuxまたはUNIXシステムでのinclude path文を示します。


include path /space        { # include the local root directory
    exclude name core        # but no core files (for UNIX)
    exclude name *~          # and no emacs backup files
}
include path /etc





例5-27 include host文

include host文の中にinclude path文をネストできます。この例に示すデータセット文について考えてみます。

Oracle Secure Backupでは、データセット・ファイル内の各include path文が解析され、各include host文に適用されます。つまり、brhost2およびbrhost3のホストごとに/homeディレクトリおよび/projectディレクトリがバックアップされます。


include host brhost2
include host brhost3
include path /home
include path /project





例5-28 include host文およびinclude path文が記述されたデータセット・ファイル

この例では、ホストbrhost2の/homeとホストbrhost3の/projectがバックアップされます。この例の文は、例5-29の文と同じ結果になります。


include host brhost2 {
      include path /home
      include path /project
}
include host brhost3 {
      include path /home
      include path /project
}





例5-29 include host文およびinclude path文が記述されたデータセット・ファイル

この例の文は、例5-28の文と同じ結果になります。


include host brhost2 {
      include path /home
}
include host brhost3 {
      include path /project
}


複数のホストまたはパスを常にバックアップする場合にのみ、データセット・ファイルに複数のホストまたはパスを記述してください。Oracle Secure Backupのスケジューラおよびオンデマンド・バックアップ機能では、各バックアップ・ジョブを定義する際、パス名ではなくデータセット・ファイル名を使用します。





例5-30 不明瞭化ウォレットを非暗号化バックアップでバックアップするためのデータセット・ファイル

この例は、不明瞭化ウォレットを非暗号化バックアップの一部としてインクルードするために使用するデータセットを示しています。不明瞭化ウォレットcwallet.ssoは/usr/local/apps/walletディレクトリに格納されています。次のデータセットには、不明瞭化ウォレットと/usr/local/apps/walletディレクトリのコンテンツがインクルードされます。


include host brhost2 {
      include path /usr/local/apps/wallet
      include path /usr/local/apps/wallet/cwallet.sso
}


cwallet.ssoは/usr/local/apps/walletに含まれていますが、非暗号化バックアップにインクルードされるのは、include path文で明示的にリストされている場合のみです。







	
注意:

ワイルドカード文字を使用してバックアップに不明瞭化ウォレットをインクルードすることはできません。たとえば、次の文では不明瞭化ウォレットをデータセットに追加できません。

include path /usr/local/apps/wallet/cwallet.*


























6 デフォルトおよびポリシー

Oracle Secure Backupのデフォルトおよびポリシーは、管理ドメイン内でのOracle Secure Backupの動作を制御する構成データです。これらのポリシーは複数のポリシー・クラスにグループ化されます。各ポリシー・クラスには、特定分野の操作を記述したポリシーが含まれます。

ポリシー・クラスは、次のとおりです。

	
バックアップ暗号化ポリシー


	
デーモン・ポリシー


	
デバイス・ポリシー


	
索引ポリシー


	
ログ・ポリシー


	
メディア・ポリシー


	
ネーミング・ポリシー


	
NDMPポリシー


	
操作ポリシー


	
スケジューラ・ポリシー


	
セキュリティ・ポリシー


	
ボールティング・ポリシー


	
ボリューム複製ポリシー







	
関連項目:

obtoolポリシー用コマンドの詳細は、「ポリシー用コマンド」を参照してください。









バックアップ暗号化ポリシー

このポリシーは、Oracle Secure Backupでバックアップの暗号化を実行する方法を制御します。たとえば、管理ドメイン全体またはドメイン内の特定のクライアントについてバックアップを暗号化するかどうかの他に、暗号化に使用する暗号アルゴリズムや鍵の管理方法も指定できます。

デフォルト値を新規作成されたクライアントに指定するには、algorithm、keytypeおよびrekeyfrequencyグローバル・ポリシーを使用します。algorithm、keytypeおよびrekeyfrequencyの各クライアント・ポリシーは、特定のクライアントに使用される実際値を定義します。

暗号化ポリシーは、次のとおりです。

	
algorithm


	
enablehardwareencryption


	
encryption


	
keytype


	
rekeyfrequency


	
requireencryptablemedia






algorithm

algorithmポリシーは、テープに書き込まれるバックアップの暗号化で使用されるアルゴリズムを指定する場合に使用します。

管理ドメイン・レベルでは、algorithmポリシーは、すべてのバックアップに対するデフォルトのアルゴリズムを指定します。クライアント・レベルでは、このクライアントからのバックアップに対するデフォルトのアルゴリズムを指定します。


値




	
注意:

使用できるアルゴリズムは、Recovery Manager(RMAN)で使用できるものと同じです。







	AES128
	
AES 128ビット暗号化を使用します。これがデフォルトです。




	AES192
	
AES 192ビット暗号化を使用します。




	AES256
	
AES 256ビット暗号化を使用します。









enablehardwareencryption

enablehardwareencryptionポリシーは、Oracle Secure Backupでハードウェアベースの暗号化を使用するかどうかを制御する場合に使用します。

ハードウェア暗号化に対するLTO4インタフェースは、ハードウェア暗号化のためのSCSI仕様を通じて実現することができます。暗号化は、Oracle Secure Backupによるソフトウェアではなく、ハードウェアのLTO4ドライブによって行われます。

ハードウェアベースの暗号化により、既存のOracle Secure Backup暗号化モデルが変更されることはありません。ハードウェアベースの暗号化における暗号化の決定、ポリシー、鍵管理、および設定はソフトウェアベースの暗号化の場合と同じです。




	
注意:

ハードウェアベースの暗号化を使用してバックアップした後、ソフトウェアベースの暗号化を使用してリストアすることはできません。また、ソフトウェアベースの暗号化を使用してバックアップした後、ハードウェアベースの暗号化を使用してリストアすることもできません。








値

	yes
	
Oracle Secure Backupがハードウェアベースの暗号化を使用できるようにします。この値がデフォルトです。


	no
	
ハードウェアベースの暗号化ではなくソフトウェアベースの暗号化を行います。









暗号化

encryptionポリシーは、テープ・バックアップに書き込まれるデータをデフォルトで暗号化するかどうかを指定する場合に使用します。

このポリシーは、グローバル・ポリシーとして管理ドメインに設定できます。また、mkhostおよびchhostコマンドの--encryptionオプションを使用すれば、クライアント・レベルで上書きすることも可能です。




	
注意:

データベース・バックアップをRecovery Manager(RMAN)レベルで暗号化する場合、Oracle Secure Backupでは、encryptionポリシーの設定に関係なく、バックアップは常にRMANによって指定された暗号化形式でテープに書き込まれます。encryptionをrequiredに設定した場合に、データが2度暗号化されることはありません。








値

	required
	
特定のクライアントまたはジョブに対するポリシー設定に関係なく、すべてのバックアップを暗号化します。このポリシーが管理ドメイン・レベルで有効である場合、特定のクライアントに対する他のポリシーまたは特定のジョブに対する設定に関係なく、テープに書き込まれるバックアップ・データはすべて暗号化されます。このポリシーがクライアント・レベルで定義されている場合、特定のジョブに対する設定に関係なく、このクライアントからテープに書き込まれるバックアップ・データはすべて暗号化されます。


	allowed
	
クライアントに対して設定されたポリシーまたはジョブに対する設定によって暗号化が指定されないかぎり、テープへのバックアップは暗号化されません。これがデフォルトです。









keytype

keytypeポリシーは、暗号化キーの生成方法を指定する場合に使用します。


値

	transparent
	
Oracle Random Number Generatorをキーのシードとして使用して、キーをランダムに生成します。キーは、ホスト固有のキー・ストアに保存されます。これがデフォルトです。


	passphrase
	
バックアップ管理者入力によるパスフレーズに基づいて、キーを生成します。




	
注意:

	バックアップ管理者は、chhostコマンドを使用し、特定のホストに対してパスフレーズを設定する必要があります。パスフレーズが設定されていない場合、バックアップは透過モードで暗号化されます。
	
パスフレーズを失くしたり忘れた場合、そのパスフレーズを使用して作成されたバックアップはリストアできません。




















rekeyfrequency

rekeyfrequencyポリシーは、新しいキーを生成する頻度を管理する場合に使用します。古いキーは、ウォレットで保護されたキー・ストアに保存されます。

rekeyfrequencyポリシーは、管理ドメイン全体に対してグローバル・レベルで定義できます。グローバル・ポリシーは、クライアント・レベルで上書きできます。


値

	duration
	
透過モードの暗号化に対してキーを生成する頻度を指定します。durationプレースホルダの詳細は、「duration」を参照してください。

キーは、指定期間を経過する日の真夜中に自動的に生成されます。その後、このキーはウォレットに追加され、後続のバックアップ操作で使用されます。古いキーは、古いバックアップをリストアするためにウォレットに保存されます。




	
注意:

keytypeポリシーがpassphraseに設定されている場合、管理者がキーの再生成を管理する必要があります。







デフォルト値は30daysで、キーは30日後に生成されます。期間の最小値は1日です。


	perbackup
	
バックアップごとにキーを生成します。古いキーは、古いバックアップをリストアするためにウォレットに保存されます。


	off
	
一定の間隔をおいて自動的にキーを生成しません。


	systemdefault
	
このホストで最新の管理ドメイン・ポリシーを使用するように指定します。クライアントベースのポリシーの場合にのみ、有効です。









requireencryptablemedia

requireencryptablemediaポリシーは、Oracle Secure Backupでハードウェアの暗号化に対応しているテープを必要とするかどうかを制御する場合に使用します。

このポリシーは、テープ・ドライブがハードウェアの暗号化に対応できない場合、あるいは暗号化に対応しているテープを識別できない場合には無視されます。


値

	yes
	
ハードウェア暗号化に対応しているテープが利用できるようになるまで、ジョブを保留状態にします。


	no
	
ハードウェア暗号化が可能なテープのマウントを試みます。このようなテープのマウントが不能な場合、Oracle Secure Backupは、元のソフトウェア暗号化に戻ります。この値がデフォルトです。











デーモン・ポリシー

このポリシーは、様々な面でデーモンおよびサービスの動作を制御します。たとえば、ログインを監査するかどうかの指定、および索引デーモンによるカタログの更新方法の制御が可能です。

デーモン・ポリシーは、次のとおりです。

	
auditlogins


	
obixdmaxupdaters


	
obixdrechecklevel


	
obixdupdaternicevalue


	
webautostart


	
WebPass


	
windowscontrolcertificateservice






auditlogins

auditloginsポリシーは、Oracle Secure Backupへのログイン試行を監査する場合に使用します。


値

	yes
	
ポリシーを有効にします。Oracle Secure Backupへのログイン試行はすべて、管理サーバー上のobservicedによってログ・ファイルに記録されます。


	no
	
ポリシーを無効にします(デフォルト)。









obixdmaxupdaters

obixdmaxupdatersポリシーは、同時に実行できるカタログ更新プロセスの最大数を指定する場合に使用します。

Oracle Secure Backupの索引デーモン(obixd)は、各クライアントのOracle Secure Backupカタログを管理するデーモンです。Oracle Secure Backupでは、各バックアップの最後と他の各時間に索引デーモンを開始します。


値

	n
	
同時に実行できるobixd デーモンの数を指定します。デフォルトは2です。









obixdrechecklevel

obixdrechecklevelポリシーは、Oracle Secure Backupの索引デーモンによりアクションのレベルを制御して、正式のカタログにする予定のホスト・バックアップ・カタログが有効であることを確認する場合に使用します。


値

	structure
	
バックアップ・カタログの更新後にカタログの構造が正常であることを索引デーモンで検証するように指定します(デフォルト)。この検証は、セーフガード・メカニズムで、カタログの更新後に索引デーモンがそれ自体のアクションをダブルチェックするために使用されます。


	content
	
バックアップ・カタログの更新後にカタログの構造およびコンテンツが正常であることを索引デーモンで検証するように指定します。この方法は最も時間がかかり最も包括的な方法です。


	none
	
バックアップ・カタログの更新後に、カタログが正常であることを検証する追加アクションを索引デーモンが取らないように指定します。これは最も短時間で実行できますが、最も安全性の低い方法です。









obixdupdaternicevalue

obixdupdaternicevalueポリシーは、索引デーモンを実行する優先度を設定する場合に使用します。この値が高いほど、索引デーモンのかわりに他の競合プロセスがCPUのより多くの部分を占有できます。このポリシーは、Windowsホストには適用できません。


値

	n
	
索引デーモンの優先度を指定します。デフォルトは0で、システムによって割り当てられた優先度(通常のプロセスの優先度)で索引デーモンが実行されます。優先度を下げ、それにより他のプロセスで使用できるCPU時間を増加するには、正の値(1から20)を使用します。デーモンの優先度を上げるには、負の数値を入力します。









webautostart

webautostartポリシーは、observicedの再起動時にApache Webサーバーが自動的に起動されるようにするかどうかを指定する場合に使用します。


値

	yes
	
ポリシーを有効にします。




	
注意:

インストール・プロセスではwebautostartがyesに設定されますが、これはデフォルト値ではありません。








	no
	
ポリシーを無効にします(デフォルト)。









WebPass

webpassポリシーは、Webサーバーに渡すパスワードを指定する場合に使用します。

WebサーバーのSecure Sockets Layer(SSL) 証明書でパスワード(PEMパスフレーズ)が必要な場合は、このポリシーにそのパスワードを入力することで、Oracle Secure Backup Webサーバーの起動時に、observicedからOracle Secure Backup Webサーバーにパスワードを渡すことができるようになります。このパスワードは、管理サーバー上でローカルに保存された証明書データを復号化するときに使用され、コンピュータ内に保持されます。


値

	password
	
パスワードを指定します。デフォルトでは、パスワードは設定されていません。




	
注意:

webpassポリシーには、インストール・スクリプトによってパスワードが構成されます。このパスワードは変更できますが、通常の環境では変更する必要はありません。















windowscontrolcertificateservice

windowscontrolcertificateserviceは、証明書サービスのデータベースをバックアップまたはリカバリする前に、Oracle Secure BackupでWindows証明書サービスを適切なモードで実行するかどうかを指定する場合に使用します。


値

	yes
	
Oracle Secure Backupで、証明書サービスをバックアップ前に起動し、停止してからリストアのために再起動するように指定します。


	no
	
ポリシーを無効にします(デフォルト)。











デバイス・ポリシー

このポリシーは、デバイス検出時およびテープ・デバイスの書込み警告の生成時に、テープ・デバイスを自動的に検出する方法を制御します。

デバイス・ポリシーは、次のとおりです。

	
checkserialnumbers


	
discovereddevicestate


	
errorrate


	
maxdriveidletime


	
maxacsejectwaittime






checkserialnumbers

checkserialnumbersポリシーは、テープ・デバイスのシリアル番号のチェックを制御する場合に使用します。

SCSI-2規格の要件にはありませんが、実際には、最新のテープ・ドライブやライブラリはすべてユニット・シリアル番号照会ページ(Unit Serial Number Inquiry Page)をサポートしているため、シリアル番号についてプログラムでデバイスに問い合せることができます。

checkserialnumbersポリシーが有効であれば、Oracle Secure Backupはテープ・デバイスを開くと必ずそのデバイスのシリアル番号をチェックします。テープ・デバイスがシリアル番号の報告をサポートしていない場合、Oracle Secure Backupは単にテープ・デバイスを開くだけです。テープ・デバイスがシリアル番号のチェックをサポートしている場合、Oracle Secure Backupは報告されたシリアル番号とデバイス・オブジェクトに保存されているシリアル番号とを比較します。次の3つの結果が考えられます。

	
デバイス・オブジェクトにシリアル番号がない。

デバイスが作成されてから、あるいはシリアル番号のポリシーが有効になってから、Oracle Secure Backupがこのテープ・ドライブを開いたことがなければ、シリアル番号はデバイス・オブジェクトに保存されていません。この場合、シリアル番号をデバイス・オブジェクトに保存してからドライブを開きます。


	
デバイス・オブジェクトにシリアル番号があり、デバイスから読み取ったシリアル番号と一致している。

この場合、Oracle Secure Backupはテープ・デバイスを開きます。


	
デバイス・オブジェクトにシリアル番号があるが、デバイスから読み取ったシリアル番号と一致しない。

この場合、Oracle Secure Backupはエラー・メッセージを返し、テープ・デバイスを開きません。







	
注意:

Oracle Secure Backupは、obtoolのlsdevコマンドの--geometry/-gオプションの一環としてもシリアル番号のチェックを行っています。このオプションを使用すると、指定したデバイスにInquiryコマンドが送出され、lsdevがそのベンダー、製品ID、ファームウェアのバージョン、およびシリアル番号を表示します。








値

	◎
	
テープ・デバイスが開くと必ずシリアル番号をチェックするように指定します。これがデフォルト値です。


	×
	
テープ・デバイスのシリアル番号を無視するように指定します。









discovereddevicestate

discovereddevicestateポリシーは、discoverdevコマンドによって検出されたテープ・デバイスをOracle Secure Backupでただちに使用可能にするかどうかを設定する場合に使用します。


値

	in service
	
検出されたテープ・デバイスをOracle Secure Backupでただちに使用可能にするように指定します。


	not in service
	
明示的に使用可能にするまで、検出されたテープ・デバイスをOracle Secure Backupでは使用できないように指定します(デフォルト)。









errorrate

errorrateポリシーは、エラー率を設定する場合に使用します。エラー率は、バックアップ・ジョブ中に発生したリカバリ済の書込みエラー数を、書き込まれたブロックの合計数で除算し、100を乗算して算出した比率です。バックアップのエラー率がこの設定より高い場合は、バックアップ記録に警告メッセージが表示されます。


値

	n
	
テープ・デバイスで使用されるエラー率を指定します。デフォルトは8です。


	none
	
エラー率のチェックを無効にします。エラー率のチェックを無効にすると、エラー率のチェックに必要なSmall Computer System Interface(SCSI)コマンドをサポートしていないテープ・ドライブを使用しているときに、警告メッセージが表示されないようにできます。









maxdriveidletime

maxdriveidletimeポリシーは、バックアップ操作またはリストア操作の完了後に、テープをテープ・ドライブ内でアイドル状態のままにできる期間を設定する場合に使用します。この設定時間を経過すると、テープはテープ・ドライブから自動的にアンロードされます。

このパラメータは、ドライブごとに指定できません。このポリシーを変更するには、管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)権を備えている必要があります。


値

	duration
	
アンロードされるまでテープをアイドル状態のままにできる期間を指定します。durationプレースホルダの詳細は、「duration」を参照してください。デフォルトは5minutesで、5分間のアイドル状態の後、テープはアンロードされます。




	
注意:

durationプレースホルダは、seconds、minutes、hoursのみを組み合せて指定する必要があります。







指定できる最小値は0secondsです。最大値は24hoursです。期間を0に設定すると、バックアップ操作またはリストア操作の完了直後にテープはアンロードされます。


	forever
	
バックアップ操作またはリストア操作の完了後、テープをテープ・ドライブ内に残しておくように指定します。テープは自動的にアンロードされません。









maxacsejectwaittime

このポリシーは、StorageTek Automated Cartridge System Library Software(ACSLS)システムにのみ適用されます。maxacsejectwaittimeポリシーは、未処理のexportvolリクエストが、ACSカートリッジ・アクセス・ポートが空くまで待機する期間を設定する場合に使用します。


値

	duration
	
Oracle Secure Backupで、exportvolリクエストのキャンセル前に、ACSカートリッジ・アクセス・ポートが空くまで待機する期間を指定します。

ACS exportvol操作の終了後にテープをカートリッジ・アクセス・ポートから取り外すには、オペレータの手動操作が必要になります。ACSLSサーバーへのアクセスは、テープが取り外されるか、maxacsjecetwaittimeを超える時間が経過するまで拒否されます。オペレータがローカルで作業でき、エクスポート操作を一括して各exportvol操作に複数のボリュームが指定されるようにする場合にのみ、エクスポートのスケジュールを行うことをお薦めします。

durationプレースホルダの詳細は、「duration」を参照してください。デフォルトは5minutesです。




	
注意:

durationプレースホルダは、seconds、minutes、hoursのみを組み合せて指定する必要があります。







指定できる最小値は0secondsです。最大値はforeverです。


	forever
	
Oracle Secure Backupで、ACSカートリッジ・アクセス・ポートが空くまで待機している間、exportvolリクエストをキャンセルしないように指定します。











索引ポリシー

このポリシーは、Oracle Secure Backupでカタログを生成し、管理する方法を制御します。たとえば、カタログのクリーンアップ間の時間間隔を指定できます。

索引ポリシーは、次のとおりです。

	
asciiindexrepository


	
autoindex


	
earliestindexcleanuptime


	
generatendmpindexdata


	
indexcleanupfrequency


	
latestindexcleanuptime


	
maxindexbuffer


	
saveasciiindexfiles






asciiindexrepository

asciiindexrepositoryポリシーは、索引デーモンによってOracle Secure Backupカタログにインポートする前に、ASCII索引ファイルを保存するディレクトリを指定する場合に使用します。


値

	pathname
	
索引ファイルのパス名を指定します。デフォルトのパス名は、Oracle Secure Backupホームのadmin/history/host/hostnameサブディレクトリです。









autoindex

autoindexポリシーは、Oracle Secure Backupが実行するバックアップごとにバックアップ・カタログ・データを作成するかどうかを指定する場合に使用します。


値

	yes
	
バックアップごとにカタログ・データが作成されるように指定します(デフォルト)。


	no
	
バックアップごとにカタログ・データが作成されないように指定します。









earliestindexcleanuptime

earliestindexcleanuptimeポリシーは、カタログ情報をクリーンアップする最も早い時間を指定する場合に使用します。クリーンアップ・アクティビティは、管理サーバーの使用率が最も低い期間に実行されます。


値

	時間
	
時間と分を指定します。timeプレースホルダの詳細は、「time」を参照してください。デフォルト値は23:00です。









generatendmpindexdata

generatendmpindexdataポリシーは、ネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)でアクセスされるクライアントをバックアップする際に、Oracle Secure Backupでバックアップ・カタログ情報を作成するかどうかを指定する場合に使用します。


値

	yes
	
NDMPクライアントのバックアップの際にカタログ・データが作成されるように指定します(デフォルト)。


	no
	
NDMPクライアントのバックアップの際にカタログ・データが作成されないように指定します。









indexcleanupfrequency

indexcleanupfrequencyポリシーは、カタログのクリーンアップ間の時間間隔を指定する場合に使用します。

通常、定期的にカタログをクリーンアップするようにOracle Secure Backupに指示します。この技術によって、失効したデータがカタログから削除され、ディスク・スペースが再利用できます。カタログのクリーンアップは、CPUとディスクI/Oを集中的に使用するアクティビティですが、Oracle Secure Backupでは、カタログのクリーンアップの実行中でも、データのバックアップおよびリストア操作を中断することなくすべて実行します。


値

	duration
	
カタログのクリーンアップ操作の頻度を指定します。durationプレースホルダの詳細は、「duration」を参照してください。デフォルトは21daysで、カタログは3週間ごとにクリーンアップされます。









latestindexcleanuptime

latestindexcleanuptimeポリシーは、索引カタログをクリーンアップできる最も遅い時間を指定する場合に使用します。


値

	時間
	
索引カタログをクリーンアップする最も遅い時間を指定します。timeプレースホルダの詳細は、「time」を参照してください。デフォルト値は07:00です。









maxindexbuffer

maxindexbufferポリシーは、ローカルの索引バッファ・ファイルの最大ファイル・サイズを指定する場合に使用します。

他のタスクで使用中の管理サーバーに索引データが直接書き込まれると、バックアップのパフォーマンスが低下します。この問題を回避するために、Oracle Secure Backupでは、バックアップ中にクライアント上のローカル・ファイルに索引データをバッファリングすることで、管理サーバーとの間で必要となるやりとりの数を削減します。このポリシーを使用すれば、このバッファ・ファイルの最大サイズを制御できます。


値

	buffersize
	
1KBブロックの数としてバッファ・サイズを指定します。デフォルト値は6144、つまり6MBです。バッファ・サイズを0に設定すると、ローカル・バッファリングは実行されません。









saveasciiindexfiles

saveasciiindexfilesポリシーは、索引デーモンで使用される一時ASCIIファイルを保存するか削除するかを設定する場合に使用します。

Oracle Secure Backupは、バックアップを実行する際、保存した各ファイルシステム・オブジェクトを記述した索引情報を通常は生成します。具体的には、一時ASCIIファイルを、管理サーバーのOracle Secure Backupホームのadmin/history/index/clientサブディレクトリに作成します。バックアップが完了すると、索引デーモンが、索引情報を指定クライアントの索引カタログ・ファイルにインポートします。


値

	yes
	
Oracle Secure Backupがそれぞれの一時ASCII索引ファイルを保持するように指示します。このオプションは、ASCII索引ファイルを分析してサイト固有のレポートを生成するツールを作成してある場合に使用すると便利です。


	no
	
バックアップが完了したときにそれぞれの一時ASCII索引ファイルを削除するようにOracle Secure Backupに指示します(デフォルト)。











ログ・ポリシー

このポリシーは、管理ドメインのログイン履歴を制御します。たとえば、管理サーバー上のアクティビティ・ログに記録するイベント(すべて、バックアップ操作のみ、リストア操作のみなど)を指定できます。

ログ・ポリシーは、次のとおりです。

	
adminlogevents


	
adminlogfile


	
clientlogevents


	
jobretaintime


	
logretaintime


	
transcriptretaintime


	
unixclientlogfile


	
windowsclientlogfile






adminlogevents

adminlogeventsポリシーは、管理サーバー上のアクティビティ・ログに記録するイベントを指定する場合に使用します。複数のイベント・タイプがあればカンマで区切ります。デフォルトでは、このポリシーは設定されていないので、アクティビティ・ログは生成されません。


値

	バックアップ
	
すべてのバックアップ・イベントを記録します。


	backup.commandline
	
バックアップするファイルをコマンドラインで指定する、コマンドライン・バックアップを記録します。


	backup.scheduler
	
スケジュール済バックアップ操作を記録します。


	リストア
	
リストア操作を記録します。


	all
	
前述のオプションをすべて指定した場合に記録される対象を記録します。









adminlogfile

adminlogfileポリシーは、管理サーバー上のアクティビティ・ログのパス名を指定する場合に使用します。


値

	pathname
	
ログ・ファイルのパス名(たとえば、/var/log/admin_srvr.log)を指定します。デフォルトでは、このポリシーは設定されていないので、ログ・ファイルは生成されません。









clientlogevents

clientlogeventsポリシーは、クライアント・ホスト上のアクティビティ・ログに記録するイベントを指定する場合に使用します。


値

adminlogeventsポリシーの値を参照してください。デフォルトでは、このポリシーは設定されていません。






jobretaintime

jobretaintimeポリシーは、ジョブ・リストの履歴を保存する期間を設定する場合に使用します。


値

	duration
	
指定した期間の間、ジョブ履歴を保存します。デフォルトは30daysです。durationプレースホルダの詳細は、「duration」を参照してください。









logretaintime

logretaintimeポリシーは、Oracle Secure Backupのログ・ファイルを保存する期間を設定する場合に使用します。

Oracle Secure Backupの複数のコンポーネントでは、診断メッセージを含むログ・ファイルが保持されます。このオプションを使用すると、非常に大きくなりがちなこれらのファイルのサイズを制限できます。Oracle Secure Backupでは、指定した期間を過ぎたすべてのエントリを定期的に削除します。


値

	duration
	
指定した期間の間、診断ログを保存します。デフォルトは7daysです。durationプレースホルダの詳細は、「duration」を参照してください。









transcriptretaintime

transcriptretaintimeポリシーは、Oracle Secure Backupのジョブ記録を保存する期間を指定する場合に使用します。

Oracle Secure Backupスケジューラは、ジョブを実行する際、ジョブの出力を記録ファイルに保存します。記録ファイルの保存期間を指定できます。


値

	duration
	
指定した期間の間、ジョブ記録を保存します。デフォルトは7daysです。durationプレースホルダの詳細は、「duration」を参照してください。









unixclientlogfile

unixclientlogfileポリシーは、UNIXクライアント・ホスト上のログ・ファイルのパス名を指定する場合に使用します。Oracle Secure Backupでは、clientlogeventsに対して選択された各イベントを、各UNIXクライアント上にあるこのファイルに記録します。


値

	pathname
	
UNIXクライアントのログ・ファイルのパス名を指定します。デフォルトでは、このポリシーは設定されていないので、ログ・ファイルは生成されません。









windowsclientlogfile

windowsclientlogfileポリシーは、Windowsクライアント・ホスト上のログ・ファイルのパス名を指定する場合に使用します。Oracle Secure Backupでは、clientlogeventsに対して選択された各イベントを、各Windowsクライアント上にあるこのファイルに記録します。


値

	pathname
	
Windowsクライアントのログ・ファイルのパス名を指定します。デフォルトでは、このポリシーは設定されていないので、ログ・ファイルは生成されません。











メディア・ポリシー

このポリシーは、ドメイン全体のメディア管理を制御します。たとえば、nullメディア・ファミリのメンバーであるテープの保存期間を指定できます。

メディア・ポリシーは、次のとおりです。

	
barcodesrequired


	
blockingfactor


	
maxblockingfactor


	
overwriteblanktape


	
overwriteforeigntape


	
overwriteunreadabletape


	
volumeretaintime


	
writewindowtime






barcodesrequired

barcodesrequiredポリシーは、読取り可能なバーコードが各テープに必要かどうかを設定する場合に使用します。

デフォルトでは、Oracle Secure Backupでは読取り可能なバーコードの付いたテープと付いていないテープを区別しません。このポリシーにより、Oracle Secure Backupでは、リストアに必要なテープを要求する際に、バーコードとボリュームIDの両方をいつでも使用できるようになります。この機能は、すべてのテープ・ドライブが、正常に動作するバーコード・リーダーが付いたテープ・ライブラリに含まれている場合にのみ、使用します。


値

	yes
	
テープが読取り可能なバーコードを持っている必要があります。


	no
	
テープが読取り可能なバーコードを持っている必要はありません(デフォルト)。









blockingfactor

blockingfactorポリシーは、バックアップ操作またはリストア操作中に書き込まれるすべてのテープ・ブロックのサイズを定義する場合に使用します。この値は、maxblockingfactorポリシーで設定した制限以下の値に変更できます。




	
関連項目:

ブロッキング・ファクタの詳細は、『Oracle Secure Backup管理者ガイド』を参照してください。








値

	符号なしの整数
	
ブロック数(512バイト/ブロック)でブロッキング・ファクタを指定します。デフォルト値は128で、テープに64KBのブロックが書き込まれます。









maxblockingfactor

maxblockingfactorポリシーは、バックアップ操作またはリストア操作中に読み書きされるテープ・ブロックの最大サイズを定義する場合に使用します。このサイズを超えるブロックは、読み取ることができません。




	
関連項目:

ブロッキング・ファクタの詳細は、『Oracle Secure Backup管理者ガイド』を参照してください。








値

	符号なしの整数
	
512バイトのブロック数として最大ブロッキング・ファクタを指定します。デフォルト値は128、つまり最大ブロック・サイズは64KBです。最大設定は4096、つまり最大テープ・ブロック・サイズは2MBです。この最大設定は、Oracle Secure Backupの範囲外でテープ・デバイスおよびオペレーティング・システムの制限によりさらに制約を受ける可能性があります。









overwriteblanktape

overwriteblanktapeポリシーは、Oracle Secure Backupで空のテープを上書きするかどうかを指定する場合に使用します。


値

	yes
	
空のテープを上書きします(デフォルト)。


	no
	
空のテープを上書きしません。









overwriteforeigntape

overwriteforeigntapeポリシーは、Oracle Secure Backupで、認識できない形式で記録された自動マウント済のテープを上書きするかどうかを指定する場合に使用します。


値

	yes
	
認識できない形式のテープを上書きします(デフォルト)。


	no
	
認識できない形式のテープを上書きしません。









overwriteunreadabletape

overwriteunreadabletapeポリシーは、Oracle Secure Backupで、最初のブロックを読み取ることができないテープを上書きするかどうかを指定する場合に使用します。


値

	yes
	
読み取ることのできないテープを上書きします。


	no
	
読み取ることのできないテープを上書きしません(デフォルト)。









volumeretaintime

volumeretaintimeポリシーは、nullメディア・ファミリのメンバーであるテープの保存期間を指定する場合に使用します。


値

	duration
	
指定した期間の間、ボリュームを保存します。デフォルトはdisabledで、ボリュームが自動的に期限切れになることはありません。ボリュームは、いつでも上書きやラベル付け解除が可能です。durationプレースホルダの詳細は、「duration」を参照してください。









writewindowtime

writewindowtimeポリシーは、nullメディア・ファミリのメンバーであるテープの書込み可能期間を指定する場合に使用します。


値

	duration
	
指定した期間の間、ボリュームを保存します。デフォルトはdisabledで、書込みウィンドウは閉じません。durationプレースホルダの詳細は、「duration」を参照してください。











ネーミング・ポリシー

このクラスには、管理ドメイン用のWINSサーバーを指定するポリシーが1つあります。

ネーミング・ポリシーは、次のとおりです。

	
winsserver






winsserver

winsserverポリシーは、Windows Internet Name Service(WINS)サーバーのIPアドレスを指定する場合に使用します。WINSサーバーは、管理ドメイン全体で使用されます。

Oracle Secure Backupには、WINSサーバーを使用してWindowsクライアント・ホストの名前をUNIXシステムで解決する機能があります。このポリシーを設定すると、WINSによって動的にIPアドレスを割り当てられたクライアントを、Oracle Secure Backupでサポートできます。


値

	wins_ip
	
IPアドレスwins_ipを持つWINSサーバーを指定します。デフォルトでは、このポリシーは設定されていません。











NDMPポリシー

このポリシーは、ネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)データ管理アプリケーション(DMA)のデフォルトを指定します。たとえば、NDMPサーバーごとにOracle Secure Backupを認証するパスワードを指定できます。

NDMPポリシーは、次のとおりです。

	
authenticationtype


	
backupev


	
backuptype


	
password


	
port


	
protocolversion


	
restoreev


	
username






authenticationtype

authenticationtypeポリシーは、Oracle Secure Backupネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)クライアント自身のNDMPサーバーに対する認証方法を指定する場合に使用します。

各ホストの認証タイプを変更するには、mkhostコマンドおよびchhostコマンドの--ndmpauthオプションを使用します。


値

	authtype
	
認証タイプを指定します。authtypeプレースホルダの詳細は、「authtype」を参照してください。デフォルトはnegotiatedで、使用する最適な認証モードがOracle Secure Backup(とNDMPサーバー)によって判別されます。通常はデフォルト設定を使用します。









backupev

backupevポリシーは、バックアップ環境変数を指定する場合に使用します。クライアント・ホストのネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)データ・サービスがNDMPでアクセスされるデータをバックアップするたびに、各変数はこのサービスに渡されます。




	
注意:

NDMP環境変数は、各データ・サービス固有のものです。このため、データ・サービスの実装について熟知している場合のみ、この環境変数を指定してください。







また、mkhostコマンドおよびchhostコマンドの--backupevオプションと--restoreevオプションを使用して、クライアント・ホスト固有の環境変数を選択し、クライアント・ホストに対してデータがバックアップまたはリカバリされるたびに、この環境変数をNDMPデータ・サービスに送信することもできます。


値

	name=value
	
バックアップ環境変数の名前および値、たとえばVERBOSE=yを指定します。デフォルトでは、このポリシーは設定されていません。









backuptype

backuptypeポリシーは、デフォルトのバックアップ・タイプを指定する場合に使用します。バックアップ・タイプはネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)データ・サービス固有です。あるデータ・サービスで有効なバックアップ・タイプが、他のデータ・サービスでは無効な場合や不適切な場合があります。デフォルトでは、各データ・サービスに適したバックアップ・タイプが選択されます。

各ホストのバックアップ・タイプを変更するには、mkhostコマンドおよびchhostコマンドの--ndmpbackuptypeオプションを使用します。


値

	ndmp-backup-type
	
デフォルトのバックアップ・タイプを指定します。ndmp-backup-typeプレースホルダの詳細は、「ndmp-backup-type」を参照してください。









password

passwordポリシーは、各ネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)サーバーに対するOracle Secure Backupの認証に使用されるパスワードを指定する場合に使用します。

各ホストのNDMPパスワードを変更するには、mkhostコマンドおよびchhostコマンドの--ndmppassオプションを使用します。


値

	password
	
NDMP認証のパスワードを指定します。デフォルトでは、このポリシーは設定されていません(デフォルトのパスワードはNULL)。









port

portポリシーは、ネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)で使用するTCPポート番号を指定する場合に使用します。

各ホストのTCPポートを変更するには、mkhostコマンドおよびchhostコマンドの--ndmpportオプションを使用します。


値

	port_num
	
TCPポート番号を指定します。port_numのデフォルト値は10000です。









protocolversion

protocolversionポリシーは、ネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)バージョンを指定する場合に使用します。

通常は、Oracle Secure Backupと各NDMPサーバーのネゴシエーションでプロトコルのバージョンが決まります(デフォルト)。テストやその他の目的で必要な場合は、Oracle Secure Backupとこのサーバー間での通信に使用するNDMPプロトコルのバージョンを変更できます。NDMPサーバーが、ユーザーが選択したプロトコルのバージョンを使用して通信できない場合、Oracle Secure Backupでは、どちらの側でもサポートされるバージョンを使用することなく、エラーをレポートします。

各ホストのNDMPプロトコルのバージョンを変更するには、mkhostコマンドおよびchhostコマンドの--ndmppverオプションを使用します。


値

	protocol_num
	
プロトコル番号を指定します。protoverプレースホルダの詳細は、「protover」を参照してください。デフォルトは0で、「サーバーの指定」値が使用されます。









restoreev

restoreevポリシーは、リストア環境変数を指定する場合に使用します。クライアント・ホストのネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)データ・サービスがNDMPでアクセスされるデータをリカバリするたびに、各変数はこのサービスに渡されます。

また、mkhostコマンドおよびchhostコマンドの--backupevオプションと--restoreevオプションを使用して、クライアント・ホスト固有の環境変数を選択し、クライアント・ホストに対してデータがバックアップまたはリカバリされるたびに、この環境変数をNDMPデータ・サービスに送信することもできます。




	
注意:

NDMP環境変数は、各データ・サービス固有のものです。このため、データ・サービスの実装について熟知している場合のみ、これらの環境変数を指定してください。








値

	name=value
	
バックアップ環境変数の名前および値、たとえばVERBOSE=yを指定します。デフォルトでは、このポリシーは設定されていません。









username

usernameポリシーは、各ネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)サーバーに対するOracle Secure Backupの認証に使用されるユーザー名を指定する場合に使用します。

各ホストのNDMPユーザー名を変更するには、mkhostコマンドおよびchhostコマンドの--ndmpuserオプションを使用します。


値

	username
	
NDMPサーバーでの認証に使用されるユーザー名を指定します。デフォルトはrootです。











操作ポリシー

このポリシーは、様々なバックアップ操作およびリストア操作を制御します。たとえば、必要なリソースが使用可能になるまで、Recovery Manager (RMAN)バックアップ・ジョブがOracle Secure Backupスケジューラ・キュー内で待機する時間を設定できます。

操作ポリシーは、次のとおりです。

	
autohistory


	
autolabel


	
backupimagerechecklevel


	
backupoptions


	
databuffersize


	
disablerds


	
fullbackupcheckpointfrequency


	
incrbackupcheckpointfrequency


	
mailport


	
mailserver


	
mailfrom


	
maxcheckpointrestarts


	
positionqueryfrequency


	
restoreoptions


	
restartablebackups


	
rmanresourcewaittime


	
rmanrestorestartdelay


	
useloadbalance


	
tcpbufsize


	
windowsskipcdfs


	
windowsskiplockedfiles






autohistory

autohistoryポリシーは、クライアント・ホストをバックアップするたびに、Oracle Secure Backupでバックアップ履歴データを更新するかどうかを指定する場合に使用します。この履歴データは、増分バックアップのファイル選択基準を作成するときに使用します。


値

	yes
	
クライアント・ホストをバックアップするときに、バックアップ履歴データを更新します(デフォルト)。この履歴データは、増分バックアップのファイル選択基準を作成するときに使用します。


	no
	
クライアント・ホストをバックアップするときに、バックアップ履歴データを更新しません。









autolabel

autolabelポリシーは、データをバックアップするたびに、Oracle Secure Backupで新しいバックアップ・イメージ用のボリューム・ラベルおよびバックアップ・イメージ・ラベルを作成するかどうかを指定する場合に使用します。


値

	yes
	
ラベルの生成を有効にします(デフォルト)。


	no
	
ラベルの生成を無効にします。Oracleサポート・サービスから指示されないかぎり、ラベルの生成を無効にしないでください。









backupimagerechecklevel

backupimagerechecklevelポリシーは、各バックアップ・セクションの完了後、Oracle Secure Backupでブロック・レベルの検証を実行するかどうかを指定する場合に使用します。

Oracle Secure Backupでは、バックアップ・ジョブ中にテープに書き込んだ各ブロックを、必要に応じて再度読み取ることができます。つまり、バックアップ・データが読取り可能であるかどうかの再検証ができます。最初の検証は、テープ・ドライブのリードアフターライト・ロジックにより、データが書き込まれた直後に実行されます。


値

	block
	
各バックアップ・セクションの書込み後に、ブロック・レベルの検証を実行します。Oracle Secure Backupでは、バックアップ・セクションの初めにテープを巻き戻して、コンテンツを読み取り、次のアクションのいずれかを実行します。

	
バックアップの最終セクションの場合は、テープの位置をバックアップ・セクションの終わりのままにする。


	
書き込むデータがまだある場合は、ボリュームのスワップ処理を続行する。







	
注意:

blockを選択すると、データのバックアップにかかる時間がかなり長くなります。










	none
	
検証を実行しません(デフォルト)。









backupoptions

backupoptionsポリシーは、スケジューラによってディスパッチされるバックアップに適用する追加オプションを指定する場合に使用します。スケジューラがバックアップを開始するたびに、ここで指定したコマンドライン・オプションがobtarに設定されます。たとえば、この値を-Jに設定することで、obtarの診断出力モードをオンにできます。

これらのオプションは、obtoolコマンドライン・インタフェースによってでなくOracle Secure Backupスケジューラで開始されたバックアップにのみ適用されます。


値

	obtar-options
	
ユーザー入力によるobtarオプションを指定します。obtarオプションの詳細は、「obtarのオプション」を参照してください。デフォルトでは、オプションは設定されていません。




	
注意:

入力内容はすべてobtarに直接渡されるので、必ず有効なオプションを指定してください。そうしないと、バックアップ・ジョブまたはリストア・ジョブの実行が失敗します。















databuffersize

databuffersizeポリシーは、ローカル・ファイルシステムのバックアップまたはリストア操作でデータ転送に使用する共有メモリー・バッファ・サイズを制御する場合に使用します。テープ・ブロックの数で表し、デフォルト値は6です。したがって、この共有メモリーのデフォルト・サイズは現行のテープ・ブロック・サイズの6倍です。

このポリシーを使用してバックアップ・パフォーマンスをチューニングできます。クライアントおよびメディア・サーバーが配置されているファイルシステムのバックアップおよびリストア操作にのみ関連しています。




	
関連項目:

テープ・ブロック・サイズの詳細は、「blockingfactor」を参照してください。












disablerds

disablerdsポリシーは、クライアントとメディア・サーバー間の通信にReliable Datagram Socket (RDS)を使用するかどうかを指定する場合に使用します。可能な場合は、Remote Direct Memory Access (RDMA)とRDSを併用します。RDSを使用するには、クライアントとメディア・サーバーがInfiniband (インフィニバンド)を介して接続されている必要があります。

この設定は、管理ドメイン全体に適用でき、chhostまたはmkhostコマンドの--disablerdsオプションを使用すれば、ホスト・レベルでの上書きが可能です。




	
関連項目:

--disablerdsの詳細は、「chhost」および「mkhost」 を参照してください。








値

	yes
	
クライアントとメディア・サーバー間のデータ転送にRDS over Infinibandは使用しません。かわりにTCP/IPを使用して通信します。


	no
	
クライアントとメディア・サーバー間のデータ転送にRDS over Infinibandを使用します。これがデフォルトの設定です。









fullbackupcheckpointfrequency

fullbackupcheckpointfrequencyポリシーは、チェックポイントの頻度、すなわち再開可能バックアップを作成するために全体バックアップの実行中にOracle Secure Backupがチェックポイントを取得する頻度を指定する場合に使用します。


値

	nMB
	
ボリュームにnMBを転送するたびにチェックポイントを取得します。


	nGB
	
ボリュームにnGBを転送するたびにチェックポイントを取得します。デフォルトでは、Oracle Secure Backupは、ボリュームに8GBを転送するたびにチェックポイントを取得します。









incrbackupcheckpointfrequency

incrbackupcheckpointfrequencyポリシーは、チェックポイントの頻度、すなわち再開可能バックアップを作成するために増分バックアップの実行中にOracle Secure Backupがチェックポイントを取得する頻度を指定する場合に使用します。


値

	nMB
	
ボリュームにnMBを転送するたびにチェックポイントを取得します。


	nGB
	
ボリュームにnGBを転送するたびにチェックポイントを取得します。デフォルトでは、Oracle Secure Backupは、ボリュームに2GBを転送するたびにチェックポイントを取得します。




再開可能バックアップを作成するためには、Oracle Secure Backupが増分バックアップ実行中にチェックポイントを取得できる期間を選択します。この値により、転送されるバイト量を表します。(デフォルトでは、ボリュームに8GBを転送するたびにチェックポイントを取得します。)






mailport

mailportポリシーは、Oracle Secure BackupがWindowsホストからの電子メール・リクエストを送信するTCP/IP(Transmission Control Protocol/Internet Protocol)ポート番号を指定する場合に使用します。


値

	port_num
	
TCP/IPポート番号を指定します。デフォルト値は25です。









mailserver

mailserverポリシーは、Oracle Secure BackupがWindowsホストからの電子メール・リクエストを送信するホストの名前を指定する場合に使用します。


値

	hostname
	
ホスト名を指定します。デフォルト値はlocalhostです。









mailfrom

mailfromポリシーは、Oracle Secure Backupが生成する電子メールのfromアドレスを指定する場合に使用します。デフォルト値は「none」で、その場合、fromアドレスは、root@fqdnまたはSYSTEM@fqdnになります(fqdnはOracle Secure Backup管理サーバーの完全修飾ドメイン名)。

別のアドレスを指定すると、複数のバックアップ・ドメインを使用した構成に役立ちます。特定のシステムからの電子メールを許可するようにメール・サーバーを構成するための要件を最小限に抑えることができるからです。






maxcheckpointrestarts

maxcheckpointrestartsポリシーは、Oracle Secure Backupが同じチェックポイントから操作の再開を試みる最大回数を指定する場合に使用します。この制限に到達すると、Oracle Secure Backupではそのチェックポイントを破棄し、バックアップを最初から実行しなおします。


値

	n
	
再開の最大回数を指定します。デフォルト値は5です。









positionqueryfrequency

positionfrequencyポリシーは、位置レコード(バックアップ・データ・ストリーム内の相対オフセットを含む)が索引ファイルに書き込まれる頻度を指定する場合に使用します。

Oracle Secure Backupでは、後で行うリストア・ジョブ時にこの位置情報を使用して、リクエストされたファイルがあるテープ内の位置をすみやかに見つけます。


値

	n
	
転送されたKB数で位置問合せの頻度を指定します。デフォルト値は1024 (1MB)で、1MB (1024*1024)のデータがテープに書き込まれるたびにその情報が取得されます。









restartablebackups

restartablebackupsポリシーは、再開可能バックアップ機能を有効にするかどうかを指定する場合に使用します。この機能を使用すると、Oracle Secure Backupが、あるタイプの失敗したバックアップを、最初からではなく途中から再開できます。


値

	yes
	
再開可能バックアップを有効にします(デフォルト)。




	
注意:

再開可能バックアップ機能を使用する場合は、管理サーバー上の/tmpディレクトリが1GB以上の空き領域を持つパーティション上にあることを確認してください。








	no
	
再開可能バックアップを無効にします。









restoreoptions

restoreoptionsポリシーは、スケジューラによってディスパッチされるリストア操作に適用する追加オプションを指定する場合に使用します。スケジューラがリストア操作を開始するたびに、ここで指定したコマンドライン・オプションがobtarに設定されます。たとえば、この値を-Jに設定することで、obtarの診断出力モードをオンにできます。


値

	obtar-options
	
ユーザー入力によるobtarオプションを指定します。obtarオプションの詳細は、「obtarのオプション」を参照してください。デフォルトでは、restoreoptionは設定されていません。




	
注意:

入力内容はすべてobtarに直接渡されるので、必ず有効なオプションを指定してください。そうしないと、バックアップ・ジョブまたはリストア・ジョブの実行が失敗します。















rmanresourcewaittime

rmanresourcewaittimeポリシーは、リソースの待機時間を選択する場合に使用します。

Recovery Manager(RMAN)ジョブが起動後に特定のリソースを必要としたときに、そのリソースがすぐに使用できないことがあります。rmanresourcewaittimeポリシーでは、必要なリソースが使用可能になるまで、ジョブがOracle Secure Backupスケジューラ・キュー内で待機する時間を制御します。待機時間が終了してもリソースが使用できない場合は、ジョブは失敗してエラー・メッセージが表示されます。指定時間内にリソースが使用可能になった場合は、ジョブは正常に終了します。


値

	duration
	
リソースを待機する時間を指定します。durationプレースホルダの詳細は、「duration」を参照してください。disabled以外のすべての値が有効です。デフォルトはforeverです。









rmanrestorestartdelay

rmanrestorestartdelayポリシーは、リストア・リクエストを受け取ってからリストア操作を開始するまでの待機時間を選択する場合に使用します。この遅延を使用して、すべてのリクエストをキューに入れ、テープからのデータの取得を最適化できます。


値

	delay_time
	
遅延できる時間を指定します。有効値は、数値の後ろにseconds、minutesまたはhoursを付けた値です。デフォルトは10secondsです。









useloadbalance

useloadbalanceポリシーは、Oracle Secure Backupがクライアントとメディア・サーバーの間でデータを転送中に、ネットワーク・ロード・バランシングを使用する必要があるかどうかを判断する場合に使用します。

ネットワーク・ロード・バランシングにより、クライアントとメディア・サーバーの間で使用可能なすべてのネットワーク接続にわたり、複数のバックアップ・ジョブおよびリストア・ジョブのロードが配布されます。




	
関連項目:

ネットワーク・ロード・バランシングの詳細は、『Oracle Secure Backupインストレーションおよび構成ガイド』を参照してください。








値

	yes
	
データの転送中にネットワーク・ロード・バランシングを使用します。


	no
	
データの転送中にネットワーク・ロード・バランシングを使用しません(デフォルト)。









tcpbufsize

tcpbufsizeポリシーは、ネットワークを介してバックアップを実行する際に使用されるTCP/IP (Transmission Control Protocol/Internet Protocol)バッファのサイズを、mkhostまたはchhostを使用してバッファ・サイズが直接指定されていないホストに指定する場合に使用します。tcpbufsizeのデフォルト値は、システム・デフォルトです。

このポリシーは、バックアップ・パフォーマンスのチューニングに使用されます。






windowsskipcdfs

windowsskipcdfsポリシーは、Oracle Secure BackupでWindows CD-ROMファイルシステム(CDFS)をバックアップするかどうかを設定する場合に使用します。


値

	yes
	
CDFSファイルシステムをバックアップしません(デフォルト)。


	no
	
CDFSファイルシステムのコンテンツをバックアップします。









windowsskiplockedfiles

windowsskiplockedfilesポリシーは、ロックされたWindowsファイルが見つかったときに、Oracle Secure Backupでエラー・メッセージを記録するかどうかを設定する場合に使用します。ファイルがロックされるのは、他のプロセスで使用されているときです。


値

	yes
	
ロックされたファイルをスキップし、メッセージを記録またはアーカイブの索引ファイルに書き込みません。


	no
	
エラー・メッセージを記録およびアーカイブの索引ファイルに記録します(デフォルト)。











スケジューラ・ポリシー

このポリシーは、スケジューラの動作を制御します。たとえば、スケジューラがバックアップ・ジョブのディスパッチを試みる頻度を指定できます。

スケジューラ・ポリシーは、次のとおりです。

	
applybackupsfrequency


	
defaultstarttime


	
maxdataretries


	
pollfrequency


	
retainbackupmetrics






applybackupsfrequency

applybackupsfrequencyポリシーは、Oracle Secure Backupスケジューラがジョブのディスパッチを試みる頻度を指定する場合に使用します。


値

	duration
	
スケジューラがジョブをディスパッチする頻度を指定します。durationプレースホルダの詳細は、「duration」を参照してください。foreverとdisabledの値は正当な値ではありません。デフォルト値は5minutesで、5分ごとにジョブのディスパッチが試行されます。









defaultstarttime

defaultstarttimeポリシーは、新しいトリガーごとにデフォルトの開始時間を指定する場合に使用します。トリガーの詳細は、『Oracle Secure Backup管理者ガイド』を参照してください。


値

	時間
	
トリガーのデフォルトの開始時間を指定します。timeプレースホルダの詳細は、「time」を参照してください。デフォルト値は00:00(真夜中)です。









maxdataretries

maxdataretriesポリシーは、失敗したクライアントのバックアップを再試行する最大回数を指定する場合に使用します。

クライアントをバックアップしようとすると、バックアップ失敗の原因となる特定のエラーが発生することがあります。(トリガーの詳細は、『Oracle Secure Backup管理者ガイド』を参照してください)。再試行が可能な失敗には、クライアントがサービス外またはダウンしている、ネットワーク上で通信できない、または一時バックアップ・ファイルを保存するディスク領域が不十分であるという3つの理由によって使用不能になったために発生した失敗があります。


値

	n
	
再試行できる最大回数を指定します。デフォルト値は6です。









pollfrequency

pollfrequencyポリシーは、スケジューラのカタログのコンテンツに手動による変更がないかどうかをOracle Secure Backupでスキャンする頻度を指定する場合に使用します。


値

	duration
	
スケジューラのカタログを調べる頻度を指定します。durationプレースホルダの詳細は、「duration」を参照してください。ただし、foreverは、正当な値ではありません。デフォルト値は30minutesです。









retainbackupmetrics

retainbackupmetricsポリシーは、各バックアップ操作によって作成されたメトリックのサマリーを、Oracle Secure Backupでクライアントのobservicedログに保存するかどうかを指定する場合に使用します。


値

	yes
	
メトリック・サマリーを保存します。


	no
	
メトリック・サマリーを保存しません(デフォルト)。











セキュリティ・ポリシー

このポリシーは、ドメインのセキュリティの様々な面を制御します。たとえば、バックアップ・データの送信でのSecure Sockets Layer(SSL)暗号化の有効化や、各ホスト・アイデンティティ証明書の鍵のサイズの設定が可能です。

セキュリティ・ポリシーは、次のとおりです。

	
trustedhosts


	
autocertissue


	
certkeysize


	
encryptdataintransit


	
loginduration


	
securecomms


	
webinactivitytimeout


	
minuserpasswordlen






trustedhosts

trustedhostsポリシーは、Oracle Secure Backupで特定の操作を信頼できるホストにのみ限定するかどうかを制御する場合に使用します。次の操作が対象となります。

	
obtarコマンドの使用


	
物理デバイスおよび物理ライブラリへの直接アクセス


	
暗号化キーへのアクセス





値

	yes
	
制限付き操作が管理サーバーまたはメディア・サーバーからのみ実行できることを指定します。制限付き操作をクライアント・ロールのみを持つホストから試行すると、illegal request from non-trusted hostエラーが発生して失敗します。


	no
	
制限付き操作は、管理ドメイン内のどのホストからでも実行できます。







	
関連項目:

信頼できるホストの詳細は、『Oracle Secure Backupインストレーションおよび構成ガイド』を参照してください。












autocertissue

autocertissueポリシーは、管理サーバー上のobservicedで、mkhostコマンドの処理の一環としてネットワークを介して署名付き証明書(証明書レスポンス・メッセージ)を送信するかどうかを指定する場合に使用します。


値

	yes
	
ホストの作成時に、署名付き証明書をネットワーク経由で送信します(デフォルト)。


	no
	
ホストの作成時に、署名付き証明書をネットワーク経由で送信しません。









certkeysize

certkeysizeポリシーは、管理ドメイン内の各アイデンティティ証明書で使用される公開鍵/秘密鍵ペアの作成時に使用される鍵のサイズを指定する場合に使用します。認証局では、一般的に1024または2048の鍵サイズを選択します。


値

	size
	
鍵のサイズをバイト単位で指定します。有効な値は、512、768、1024 (デフォルト)、2048、3072または4096です。鍵サイズ512または768は安全とみなされません。1024または2048は安全とみなされ、3072または4096は非常に安全とみなされます。









encryptdataintransit

encryptdataintransitポリシーは、ファイルシステム・バックアップ・データおよび暗号化されていないRecovery Manager(RMAN)バックアップ・データを、ネットワーク経由での送信前にSecure Sockets Layer(SSL)で暗号化されるようにする場合に使用します。このポリシーは、送信前のデータ、つまりディスクまたはテープに保存されているデータの暗号化を有効または無効にするものではありません。

RMANバックアップ・データがRMANによって暗号化されている場合、このポリシーによってもう一度暗号化されることはありません。


値

	yes
	
ネットワーク経由で転送されるバルク・データの暗号化を有効にします。


	no
	
ネットワーク経由で転送されるバルク・データの暗号化を無効にします(デフォルト)。









loginduration

logindurationポリシーは、ログイン・トークンが作成されてからobtoolで有効であり続ける期間を指定する場合に使用します。

Oracle Secure Backupでは、obtoolを使用してログインするたびに、ログイン・トークンが作成されます。いずれかのツールを起動する際に、有効なトークンが存在する場合は、再ログインする必要はありません。


値

	duration
	
ログイン・トークンの期間を指定します。durationプレースホルダの詳細は、「duration」を参照してください。デフォルト値は15minutesです。









securecomms

securecommsポリシーは、デーモンのコンポーネントで認証とメッセージの整合性のためにSecure Sockets Layer (SSL)を使用するかどうかを指定する場合に使用します。


値

	yes
	
認証とメッセージの整合性のためのSSL暗号化を有効にします(デフォルト)。


	no
	
認証とメッセージの整合性のためのSSL暗号化を無効にします。









webinactivitytimeout

webinactivitytimeoutポリシーは、Oracle Secure Backup Webツールのセッションを非アクティブにできる期間(それを過ぎると再認証が必要)を指定する場合に使用します。デフォルト値は15分です。






minuserpasswordlen

minuserpasswordlenポリシーは、Oracle Secure Backupユーザーのパスワードに必要な最小の長さを指定する場合に使用します。有効な値は0(デフォルト値)から16の整数値です。ゼロの値はNULLのパスワードが認められることを示します。

このセキュリティ・ポリシーは、mkuserコマンドまたはchuserコマンドで作成されたユーザーのパスワードにのみ影響します。Oracle Secure Backupドメインの他のパスワード(NDMPホストのパスワードなど)は、Oracle Secure Backupの管理下にないため影響を受けません。

minuserpasswordlenセキュリティ・ポリシー値を変更するには、Oracle Secure BackupをUNIXやLinuxにインストールするときにobparametersファイルのminimum user password lengthパラメータを修正します。








ボールティング・ポリシー

このポリシーは、Oracle Secure Backupでボールティングを実行する方法を制御します。

ボールティング・ポリシーは、次のとおりです。

	
autorunmmjobs


	
autovolumerelease


	
offsitecustomerid


	
minwritablevolumes


	
reportretaintime


	
invretrydelay


	
maxinvretrytime






autorunmmjobs

autorunmmjobsポリシーは、メディア移動ジョブをスケジュールした後、このジョブを開始するのに手動による操作が必要かどうかを制御する場合に使用します。


値

	no
	
このポリシーがnoに設定されている場合、メディア移動ジョブはスケジューラによって自動的に開始されません。Oracle Secure Backupオペレータが、obtoolのrunjobコマンドを使用してジョブを実行する必要があります。これがデフォルト値です。


	yes
	
このポリシーがyesに設定されている場合、メディア移動ジョブはスケジューラによって自動的に開始されます。




	
注意:

autorunmmjobsがyesに設定されている場合でも、様々な理由により、メディア移動ジョブを完了するのに手動による操作を必要とする場合があります。















autovolumerelease

autovolumereleaseポリシーは、リコールされたボリュームを必要とするリストア・ジョブの完了後に、これらのボリュームを自動的に解放する場合に使用します。Oracle Secure Backupによって自動的にリコールされるボリュームのみが解放されます。


値

	yes
	
ポリシーを有効にします。ボリュームに依存するリストア・ジョブがすべて完了すると、ボリュームは解放され、前の場所に返却されます。


	no
	
ポリシーを無効にします(デフォルト)。









offsitecustomerid

offsitecustomeridポリシーは、Oracle Secure Backupによって生成されるレポートで使用されるデフォルトの顧客IDの文字列を定義する場合に使用します。このポリシーは、場所ごとに上書きできます。






minwritablevolumes

minwritablevolumesポリシーは、各テープ・ライブラリで常に使用可能である必要がある、書込み可能なボリュームの最小数を指定する場合に使用します。テープ・ライブラリ内の書込み可能なボリューム数がこの値を下回ると、そのテープ・ライブラリ内のボリュームの初期ローテーションが開始されます。

このポリシーは、場所ごとに上書きできます。


値

	n
	
各テープ・ライブラリの書込み可能なボリュームの最小数を指定します。









reportretaintime

reportretaintimeポリシーは、ボールティング・レポート(選択/配布)の保存期間を定義する場合に使用します。


値

	duration
	
durationプレースホルダの詳細は、「duration」を参照してください。デフォルト値は7daysです。









invretrydelay

invretrydelayポリシーは、ボリュームがライブラリから物理的に取り外されたかどうかを確認するために、エクスポート操作やインベントリ操作を再試行する前にOracle Secure Backupが待機する時間を指定する場合に使用します。

	duration
	
durationプレースホルダの詳細は、「duration」を参照してください。デフォルト値は2minutesです。









maxinvretrytime

maxinvretrytimeポリシーは、Oracle Secure Backupがエクスポート操作やインベントリ操作の再試行を続ける期間を指定する場合に使用します。この期間が終了すると、ジョブは、入力が必要な状態に置かれ、アラート電子メールが場所オブジェクトの電子メール受信者に送信され、次のプロンプトが記録内に表示されます。


go      - proceed with the volume movement
quit    - give up and abort this media movement job


	duration
	
durationプレースホルダの詳細は、「duration」を参照してください。デフォルト値は15minutesです。











ボリューム複製ポリシー

このポリシーは、Oracle Secure Backupでボリュームの複製を実行する方法を制御します。

ボリューム複製ポリシーは、次のとおりです。

	
duplicateovernetwork


	
duplicationjobpriority


	
duplicationoptions






duplicateovernetwork

duplicateovernetworkポリシーは、複製対象のオリジナル・ボリュームが含まれるメディア・サーバーとは異なるメディア・サーバーにボリュームを複製できるかどうかを制御する場合に使用します。ネットワーク帯域幅を大量に使用する必要があるため、Oracle Secure Backupはデフォルトでは、異なるメディア・サーバーに取り付けられたテープ・デバイス間での複製は行いません。


値

	yes
	
異なるメディア・サーバーに接続されたテープ・デバイス間で複製を実行できます。


	no
	
異なるメディア・サーバーに接続されたテープ・デバイス間で複製を実行できません。これがデフォルト値です。









duplicationjobpriority

duplicationjobpriorityポリシーは、他のジョブを基準として相対的に、ボリューム複製ジョブの優先度を指定する場合に使用します。


値

	n
	
ジョブの優先度を指定します。デフォルトは200です。




	
注意:

デフォルトでは、バックアップ・ジョブは優先度100でスケジュールされます。その結果、バックアップ・ジョブは、ボリューム複製ジョブにデフォルトで優先します。















duplicationoptions

duplicationoptionsポリシーは、複製時に使用するその他のオプションを指定する場合に使用します。オプションの値には、先頭にハイフン(-)を付ける必要があります。


値

	d
	
デバッグ・モードを有効にします。指定すると、複製のジョブ記録に追加情報が出力されます。このオプションは引数をとりません。


	K mask
	
デバイス・ドライバのデバッグ・オプションを指定します。maskは、表B-3にリストされた値のビット単位の包含的ORです。


	l
	
コピー操作時にボリューム・ラベルの詳細を複製のジョブ記録に表示しません。


	N
	
複製の操作時にテープ・ヘルパーは使用しません。


	n
	
NDMPを使用してボリューム複製を実行します。これがデフォルトの設定です。


	s
	
NDMPプロトコルのかわりにSCSIインタフェースを使用してボリューム複製を実行します。このオプションは-nと併用できません。

















7 クラスおよび権限

表7-1では、事前定義済obtoolクラスを定義します。権限については、「クラスの権限」を参照してください。


表7-1 クラスおよび権限

	クラスの権限	admin	operator	oracle	user	reader	monitor
	
このアクセスによるバックアップ・カタログの参照(browse backup catalogs with this access)


	
privileged

	
notdenied

	
permitted

	
permitted

	
named

	
none


	
Oracleデータベース・バックアップへのアクセス(access Oracle database backups)


	
all

	
all

	
owner

	
owner

	
none

	
all


	
ファイルシステム・バックアップへのアクセス(access file system backups)


	
all

	
all

	
all

	
owner

	
none

	
all


	
管理ドメインの構成の表示(display administrative domain's configuration)


	
yes

	
yes

	
yes

	
yes

	
no

	
yes


	
自分の名前およびパスワードの変更(modify own name and password)


	
yes

	
yes

	
yes

	
yes

	
yes

	
no


	
管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)


	
yes

	
no

	
no

	
no

	
no

	
no


	
自分によるファイルシステムのバックアップ実行(perform file system backups as self)


	
yes

	
yes

	
yes

	
no

	
no

	
no


	
特権ユーザーとしてのファイルシステムのバックアップ実行(perform file system backups as privileged user)


	
yes

	
yes

	
no

	
no

	
no

	
no


	
ユーザーが所有するジョブのリスト(list any jobs owned by user)


	
yes

	
yes

	
yes

	
yes

	
no

	
yes


	
ユーザーが所有するジョブの変更(modify any jobs owned by user)


	
yes

	
yes

	
yes

	
yes

	
no

	
no


	
カタログの変更


	
yes

	
no

	
no

	
no

	
no

	
no


	
自分によるファイルシステムのリストア実行(perform file system restores as self)


	
yes

	
yes

	
yes

	
yes

	
no

	
no


	
特権ユーザーとしてのファイルシステムのリストア実行(perform file system restores as privileged user)


	
yes

	
yes

	
no

	
no

	
no

	
no


	
オペレータ支援をリクエストする電子メールの受信(receive email requesting operator assistance)


	
yes

	
yes

	
yes

	
no

	
no

	
no


	
内部エラーを記述した電子メールの受信(receive email describing internal errors)


	
yes

	
yes

	
yes

	
no

	
no

	
no


	
期限切れのパスフレーズ・キーに関する電子メールの受信(receive email regarding expired passphrase keys)


	
yes

	
no

	
no

	
no

	
no

	
no


	
デバイス情報の問合せおよび表示(query and display information about devices)


	
yes

	
yes

	
yes

	
yes

	
no

	
yes


	
デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)


	
yes

	
yes

	
yes

	
no

	
no

	
no


	
所有者を問わないジョブのリスト(list any job, regardless of its owner)


	
yes

	
yes

	
no

	
no

	
no

	
yes


	
所有者を問わないジョブの変更(modify any job, regardless of its owner)


	
yes

	
yes

	
no

	
no

	
no

	
no


	
Oracleデータベースのバックアップおよびリストアの実行(perform Oracle database backups and restores)


	
yes

	
no

	
yes

	
no

	
no

	
no











	
関連項目:

「クラス用コマンド」









クラスの権限

この項では、Oracle Secure Backupクラスの権限について説明します。



このアクセスによるバックアップ・カタログの参照(browse backup catalogs with this access)

この権限は、Oracle Secure Backupカタログへの参照アクセスに適用されます。権限は、権限の高いものから順にリストされています。次を選択できます。

	
privilegedは、Oracle Secure Backupユーザーがすべてのディレクトリとカタログを参照できることを意味します。


	
notdeniedは、Oracle Secure Backupユーザーがアクセスを明示的に拒否されていないカタログのエントリを参照できることを意味します。このオプションは、カタログに統計記録が保存されていないディレクトリへアクセスできるという点で、permittedとは異なります。


	
permittedは、Oracle Secure BackupユーザーがUNIXの通常の権限チェックによって規制されることを意味します。特に、Oracle Secure Backupユーザーは、次の条件が最低1つあてはまる場合にのみ、ディレクトリを参照できます。

	
Oracle Secure Backupのアイデンティティで定義されているUNIXユーザーが、ディレクトリの所有者としてリストされ、その所有者に読取り権がある。


	
Oracle Secureエンティティで定義されているUNIXグループが、ディレクトリのグループとしてリストされ、そのグループに読取り権がある。


	
前述のいずれの条件も満たさないが、Oracle Secure Backupのアイデンティティで定義されているUNIXユーザーに、ディレクトリの読取り権がある。





	
namedは、Oracle Secure BackupユーザーがUNIXの通常の権限チェックによって規制されるが、その他のユーザーに読取り権がないことを意味します。特に、Oracle Secure Backupユーザーは、次の条件が最低1つあてはまる場合にのみ、ディレクトリを参照できます。

	
Oracle Secure Backupのアイデンティティで定義されているUNIXユーザーが、ディレクトリの所有者としてリストされ、その所有者に読取り権がある。


	
Oracle Secure Backupのアイデンティティで定義されているUNIXグループが、ディレクトリのグループとしてリストされ、そのグループに読取り権がある。





	
noneは、Oracle Secure Backupユーザーにディレクトリまたはカタログを参照する権限がないことを意味します。




この権限を設定するには、mkclassコマンドまたはchclassコマンドの--browseオプションを使用します。






Oracleデータベース・バックアップへのアクセス(access Oracle database backups)

この権限は、SBTインタフェースを使用して作成されたOracle Databaseバックアップへのアクセスのタイプを指定します。値は次のとおりです。

	
ownerは、Oracle Secure Backupユーザーが自分で作成したSBTバックアップにのみアクセスできることを指定します。


	
classは、Oracle Secure Backupユーザーが同じクラス内のどのOracle Secure Backupユーザーが作成したSBTバックアップにもアクセスできることを指定します。


	
allは、Oracle Secure BackupユーザーがすべてのSBTバックアップにアクセスできることを指定します。


	
noneは、Oracle Secure BackupユーザーがSBTバックアップにアクセスできないことを指定します。




この権限を設定するには、mkclassコマンドまたはchclassコマンドの--orarightsオプションを使用します。






ファイルシステム・バックアップへのアクセス(access file system backups)

この権限は、ファイルシステムのバックアップへのアクセスのタイプを指定します。値は次のとおりです。

	
ownerは、Oracle Secure Backupユーザーが自分で作成したファイルシステムのバックアップにのみアクセスできることを指定します。


	
classは、Oracle Secure Backupユーザーが同じクラス内のどのOracle Secure Backupユーザーが作成したファイルシステムのバックアップにもアクセスできることを指定します。


	
allは、Oracle Secure Backupユーザーがすべてのファイルシステムのバックアップにアクセスできることを指定します。


	
noneは、Oracle Secure Backupユーザーがファイルシステムのバックアップにアクセスできないことを指定します。




この権限を設定するには、mkclassコマンドまたはchclassコマンドの--orarightsオプションを使用します。






管理ドメインの構成の表示(display administrative domain's configuration)

この権限を使用すると、クラス・メンバーは、管理ドメインのホスト、デバイス、ユーザーなどのオブジェクトをリストできます。

この権限を設定するには、mkclassコマンドまたはchclassコマンドの--listconfigオプションを使用します。






自分の名前およびパスワードの変更(modify own name and password)

この権限を使用すると、クラス・メンバーは、自分のユーザー・オブジェクトのパスワードおよび名前の属性を変更できます。

この権限を設定するには、mkclassコマンドまたはchclassコマンドの--modselfオプションを使用します。






管理ドメインの構成の変更(modify administrative domain's configuration)

この権限を使用すると、クラス・メンバーは、Oracle Secure Backupの管理ドメインのすべての構成データを編集、つまり作成、変更、名前変更および削除することができます。構成データには次があります。

	
クラス


	
ユーザー


	
ホスト


	
デバイス


	
デフォルトおよびポリシー


	
スケジュール


	
データセット


	
メディア・ファミリ


	
サマリー


	
バックアップ・ウィンドウ


	
ローテーション・ポリシー


	
複製ポリシー


	
複製ウィンドウ




この権限を設定するには、mkclassコマンドまたはchclassコマンドの--modconfigオプションを使用します。






自分によるファイルシステムのバックアップ実行(perform file system backups as self)

この権限を使用すると、クラス・メンバーは、UNIXのユーザー名およびグループ名、またはWindowsドメイン・アカウントのいずれかを使用してアクセスできるファイルおよびディレクトリのみをバックアップできます。

この権限を設定するには、mkclassコマンドまたはchclassコマンドの--backupselfオプションを使用します。






特権ユーザーとしてのファイルシステムのバックアップ実行(perform file system backups as privileged user)

この権限を使用すると、クラス・メンバーは、特権ユーザーとして操作しているときにファイルおよびディレクトリをバックアップできます。特権ユーザーとは、UNIXのrootまたはWindowsの管理者グループのメンバーのことです。

この権限を設定するには、mkclassコマンドまたはchclassコマンドの--backupprivオプションを使用します。






ユーザーが所有するジョブのリスト(list any jobs owned by user)

この権限を使用すると、クラス・メンバーは、作成したジョブのステータス(スケジュール済、実行中、および完了済)、および作成したジョブの記録を表示することができます。

この権限を設定するには、mkclassコマンドまたはchclassコマンドの--listanyjobオプションを使用します。






ユーザーが所有するジョブの変更(modify any jobs owned by user)

この権限を使用すると、クラス・メンバーは、構成したジョブのみを変更できます。

この権限を設定するには、mkclassコマンドまたはchclassコマンドの--modanyjobオプションを使用します。






カタログの変更

この権限を使用すると、クラス・メンバーは、Oracle Secure Backupのボリューム・カタログを変更できます。






自分によるファイルシステムのリストア実行(perform file system restores as self)

この権限を使用すると、クラス・メンバーは、ユーザーのUNIX名/グループまたはWindowsドメイン/アカウントによるアクセス権の制限下で、バックアップ・イメージのコンテンツをリストアできます。

この権限を設定するには、mkclassコマンドまたはchclassコマンドの--restselfオプションを使用します。






特権ユーザーとしてのファイルシステムのリストア実行(perform file system restores as privileged user)

この権限を使用すると、クラス・メンバーは、特権ユーザーとしてバックアップ・イメージのコンテンツをリストアできます。特権ユーザーとは、UNIXのrootおよびWindowsの管理者グループのメンバーのことです。

この権限を設定するには、mkclassコマンドまたはchclassコマンドの--restprivオプションを使用します。






オペレータ支援をリクエストする電子メールの受信(receive email requesting operator assistance)

この権限を使用すると、クラス・メンバーは、Oracle Secure Backupで手動による操作が必要になると電子メールを受信できるようになります。バックアップを継続するために異なるテープが必要なときなど、バックアップおよびリストア中に、オペレータの支援が必要なときがあります。この場合、Oracle Secure Backupでは、この属性を持つクラスに属するすべてのユーザーに電子メールを送信します。

この権限を設定するには、mkclassコマンドまたはchclassコマンドの--mailinputオプションを使用します。






内部エラーを記述した電子メールの受信(receive email describing internal errors)

この権限を使用すると、クラス・メンバーは、Oracle Secure Backupのアクティビティで発生したエラーが記述された電子メール・メッセージを受信できます。

この権限を設定するには、mkclassコマンドまたはchclassコマンドの--mailerrorsオプションを使用します。






期限切れのパスフレーズ・キーに関する電子メールの受信(receive email regarding expired passphrase keys)

この権限を使用すると、クラス・メンバーは、パスフレーズ・キーの期限切れを記述した電子メール・メッセージを受信できるようになります。

この権限を設定するには、mkclassコマンドまたはchclassコマンドの--mailerrorsオプションを使用します。






デバイス情報の問合せおよび表示(query and display information about devices)

この権限を使用すると、クラス・メンバーは、管理ドメイン内で構成されたすべてのストレージ・デバイスの状態を問い合せることができます。

この権限を設定するには、mkclassコマンドまたはchclassコマンドの--querydevsオプションを使用します。






デバイスの管理およびデバイスの状態変更(manage devices and change device state)

この権限を使用すると、クラス・メンバーは、デバイスの状態を管理できます。

この権限を設定するには、mkclassコマンドまたはchclassコマンドの--managedevsオプションを使用します。






所有者を問わないジョブのリスト(list any job, regardless of its owner)

この権限を使用すると、クラス・メンバーは、ジョブのステータス(スケジュール済、実行中、および完了済)、およびジョブの記録を表示することができます。

この権限を設定するには、mkclassコマンドまたはchclassコマンドの--listanyjobオプションを使用します。






所有者を問わないジョブの変更(modify any job, regardless of its owner)

この権限を使用すると、クラス・メンバーは、すべてのジョブを変更できます。

この権限を設定するには、mkclassコマンドまたはchclassコマンドの--modanyjobオプションを使用します。






Oracleデータベースのバックアップおよびリストアの実行(perform Oracle database backups and restores)

この権限を使用すると、クラス・メンバーは、Oracleデータベースをバックアップおよびリストアできます。この権限を持つユーザーは、Oracleデータベース・インストールのオペレーティング・システム・アカウントにマップされたOracle Secure Backupユーザーです。

この権限を設定するには、mkclassコマンドまたはchclassコマンドの--orauserオプションを使用します。














A その他のプログラム

この付録では、次に示すその他のOracle Secure Backupプログラムについて説明します。

	
installhere


	
makedev


	
migrate2osb


	
obcleanup


	
obcm


	
uninstallob








installhere


用途

installhereツールは、ローカル・ホストのみにおいて(ネットワークを介さず)Oracle Secure Backupのインストールを完全実行する場合に使用します。Oracle Secure Backupソフトウェアがこのホストにすでにロードされているが、まだインストールされていない場合、インストールは未完了です。このユーティリティはrootとして実行する必要があります。





前提条件

LinuxまたはUNIXシステムでは、このユーティリティはrootとして実行する必要があります。





構文


install/installhere installtype [ -a admin-server ] [ -f ]





意味

	installtype
	
インストール時にホストに割り当てるロールを指定します。有効な値は、client、mediaserverおよびadminです。


	-a admin-server
	
このホストが属しているドメインの管理サーバーを指定します。


	-f
	
各ディレクトリのデフォルトを指定する/etc/obconfigファイルの更新を強制します。次のobconfigファイルのサンプルは、通常のデフォルト値を示します。


ob dir:                      /usr/local/oracle/backup
local db dir:                /usr/etc/ob
temp dir:                    /usr/tmp
admin dir:                   /usr/local/oracle/backup/admin


ホストの再構成中にOracle Secure Backupの各ディレクトリ・デフォルトが変更された場合に更新を強制する方法として、-fオプションが役に立ちます。








例


例A-1 クライアントのインストールの完全実行

例A-1では、installhereを使用して、このクライアント・ホストへのOracle Secure Backupのインストールを完全実行します。このコマンドでは、brhost2をドメインの管理サーバーとして指定しています。


# install/installhere client -a brhost2












makedev


用途

makedevツールは、Oracle Secure Backupで使用するためにテープ・デバイスを構成する場合に使用します。このツールの使用は、installobを使用したデバイス特殊ファイルの作成に代わるものです。





前提条件

LinuxまたはUNIXシステムでは、このユーティリティはrootとして実行する必要があります。





使用方法

makedevの使用上、次の点に注意してください。

	
makedevツールでは、UNIXメディア・サーバー用のデバイス特殊ファイルを作成します。定義するテープ・ドライブごとに特殊ファイルが1つ作成されます。定義するテープ・ライブラリごとにデバイス・ファイルが1つ作成されます。


	
コマンドラインに指定しなかった必須情報があると、makedevツールによって入力するよう求められます。詳細情報を表示するには、プロンプトに疑問符(?)を使用して応答します。








構文


install/makedev [ -u unit ] [ -d  ] [ -b bus ] [ -t target ] [ -l lun ] [ -f ]
[ -n ] [ -x ] [ -y ] [ -z ] [ -h | ? | -? ] [ -dr | -mh ]





意味

	-u unit
	
Oracle Secure Backup論理ユニット番号によって指定されたテープ・デバイスのデバイス特殊ファイルを作成します。

テープ・デバイスのOracle Secure Backup論理ユニット番号は、管理者が割り当てる数値で、メディア・サーバーに接続されたテープ・デバイスの一意のファイル名を作成するために使用されます。通常、ユニット番号は0から始まります(0でなくてもかまいません)。


	-d
	
未指定の各オプションに対して、入力を求めるかわりに、デフォルト値を使用します。このオプションを使用する場合でも、ユニット番号(-u)は常に指定する必要があります。


	-b bus
	
テープ・デバイスを接続するSCSIバス番号、アドレスまたはインスタンスを(オペレーティング・システム・タイプに応じて)指定します。

表A-1に、サポートされているオペレーティング・システム・タイプに対するデフォルトのSCSIバス指定を示します。


表A-1 デフォルトのSCSIバス指定

	オペレーティング・システム	デフォルトのSCSIバスのタイプ
	
Solaris

	
esp0(ドライブ名/インスタンス)








	-t target
	
テープ・デバイスのSCSIターゲットID(0から15)を指定します。デフォルトは、-uオプションで指定した論理ユニット番号に応じて異なります。


	-l lun
	
テープ・デバイスのSCSI LUNを指定します。ほとんどのオペレーティング・システムでは、LUN 0およびLUN 1のみをサポートしています。デフォルトのLUNは0です。

SCSI LUNをOracle Secure Backup論理ユニット番号と混同しないように注意してください。LUNはテープ・デバイスのハードウェア・アドレスの一部ですが、Oracle Secure Backup論理ユニット番号はデバイス特殊ファイル名の一部です。


	-f
	
確認を求めずに既存のファイルまたはドライバを置き換えます。デフォルトでは、既存のデバイス特殊ファイルの置換を確認するよう求められます。


	-n
	
デバイス特殊ファイルを生成するためにmakedevで処理されるコマンドを表示しますが、実際にはファイルを作成しません。


	-x
	
makedevによる処理時にすべてのコマンドを表示します。


	-y
	
入力内容をトレースし、makedevで処理されると各サブスクリプトを終了します。


	-z(AIXのみ)
	
トレース・ファイルmakedev.trcを現行ディレクトリに生成します。このファイルには、テープ・デバイスの定義および構成に使用されたメソッドの出力が含まれています。


	[ -h | | -? ]
	
makedevの使用に関するサマリーを表示します。シェルによるワイルドカードの展開を回避する必要がある場合は、-?のかわりに-\?を入力します。


	-dr
	
テープ・ドライブの特殊ファイルを作成します。これはデフォルトです。


	-mh
	
SCSIテープ・ライブラリの特殊ファイルを作成します。








例


例A-2 テープ・ドライブのデバイス特殊ファイルの作成

この例では、makedevを使用してデバイス特殊ファイルを作成しています。この例では、デフォルトのSCSIバスおよびターゲットでユニット0のテープ・ドライブの特殊ファイルを作成しています。


# install/makedev -u 0 -d












migrate2osb


用途

migrate2osbツールは、データベース・バックアップをLegato Storage ManagerおよびLegato Single Server VersionからOracle Secure Backupに移行する場合に使用します。

Legato Storage ManagerおよびLegato Single Server Versionを総称してLegatoと呼びます。LegatoからOracle Secure Backupへのデータベース・バックアップの移行を想定していますが、このツールは、データベース・バックアップをサポートされるメディア管理ソフトウェアからOracle Secure Backupに移行する場合にも使用できます。




	
注意:

migrate2osbは、Oracle Secure Backupの標準インストールに付属していません。次のURLからダウンロードしてください。
http://www.oracle.com/technetwork/products/secure-backup/overview/index.html













前提条件

次の前提条件に注意してください。

	
このツールは、Oracle Database 10gリリース2(10.2)、Oracle Secure Backup 10.4およびRecovery Manager(RMAN)と互換性があるメディア・マネージャと互換性があります。


	
migrate2osbがデータベースを識別するのに必要な環境変数ORACLE_HOME、ORACLE_SIDおよびPATHを設定する必要があります。








使用方法

migrate2osbツールは、次の相互排他モードで動作できます。

	
表示のみ


	
リストアのみ


	
バックアップのみ


	
リストアおよびバックアップ




LegatoとOracle Secure Backupの両方を同時に実行するのに十分なリソースがない場合は、バックアップを2段階で移行する必要があります。十分なリソースがある場合は、リストアおよびバックアップ・モードを使用して1段階で移行できます。


表示のみ

このモードでは、テープ上のLegatoバックアップが表示されます。--displayオプションを指定すると、ユーティリティはこのモードで実行されます。


リストアのみ

このモードでは、Legatoからディスクへのファイルのリストアのみが実行されます。--backupではなく--restoreオプションを指定すると、ユーティリティはこのモードで実行されます。


バックアップのみ

このモードでは、ディスクからOracle Secure Backupへのファイルのバックアップのみが実行されます。--restoreではなく--backupオプションを指定すると、ユーティリティはこのモードで実行されます。


リストアおよびバックアップ

このモードでは、バックアップが、まずLegatoからディスクにリストアされ、次にOracle Secure Backupにバックアップされます。--directoryオプションによってステージング領域が指定されます。このユーティリティは、--sizeオプションによってサイズを制御されるファイルのバッチ単位で移行を実行します。--backupと--restoreの両方のオプションを指定すると、ユーティリティはこのモードで実行されます。





構文


migrate2osb {
[ --restore/-r 
  { all | specific | date { [ --fromdate/-f date ] [ --todate/-t date ] } }
  { --mmparms/-m media_management_parameters }
  { --directory/-d staging_directory_name }
  [ --size/-s staging_directory_size ] ]
[ --backup/-b --osbparms/-o osb_parameters ] |
[ --display/-y { --mmparms/-m media_manager_parameters } ] 
}





意味

	--restore/-r
	
Legatoから--directoryオプションによって指定されたディレクトリにバックアップ・ピースをリストアします。restore_typeプレースホルダには、次のいずれかの値を使用します。

	
all

Legatoを使用してバックアップされたすべてのピースを、使用可能なディスク領域に基づいてリストアします。


	
specific

Legatoによってバックアップされたすべてのバックアップ・ピースを表示し、リストアするピースを指定するよう求めます。


	
date

--fromdateおよび--todateによって指定された期間内にバックアップされたピースをリストアします。





	--fromdate date
	
指定の日付以降に作成されたバックアップ・ピースのみをリストアします。デフォルトでは、最初のバックアップ・ピースからすべてのバックアップ・ピースがリストアされます。


	--todate date
	
指定の日付以前に作成されたバックアップ・ピースのみをリストアします。デフォルトでは、最後のバックアップ・ピースまでのすべてのバックアップ・ピースがリストアされます。


	--mmparms media_management_parameters
	
Legatoバックアップをリストアまたは表示するのに必要なメディア管理パラメータを指定します。これらのパラメータは、Legatoで使用したRMAN ALLOCATE CHANNELコマンドで使用されたパラメータと同一である必要があります。

たとえば、次のLegatoテープ・ライブラリをRMANスクリプトに指定するとします。


ALLOCATE CHANNEL t1 DEVICE TYPE sbt 
  PARMS 'SBT_LIBRARY=/opt/nsr/libnwora.so'


--mmparmsは、次のようにmigrate2osbに設定できます。


migrate2osb --restore all 
  --mmparms 'SBT_LIBRARY=/opt/nsr/libnwora.so' --directory /tmp


	--directory/-d staging_directory_name
	
RMANバックアップ・ピースに対するディスク上のステージングの場所を指定します。このオプションは、--restoreまたは--backupを指定する場合に必須です。


	--size/-s staging_directory_size
	
移行に使用できるディスク領域の量を指定します。staging_directory_sizeは、nB (nバイト)、nK(nKB)、nG(nGB)、nT(nTB)の形式で指定します。デフォルトでは、サイズはバイト単位とみなされます。

--sizeオプションは、--backupと--restoreの両方が指定された場合にのみ機能します。デフォルトでは、Oracle Secure Backupへのバックアップの開始前に、ディスクへの必要なすべてのバックアップのリストアが試行されます。

指定されたサイズがリストア対象のバックアップをすべて保存するのに必要な容量を下回る場合、移行はバックアップ・ピースのバッチ単位で行われます。各バッチのサイズは、指定されたサイズを超えません。1つのファイルが指定されたサイズを超える場合は、migrate2osbによってメッセージが表示され、このファイルはリストアされません。すべてのファイルが指定されたサイズを超える場合は、エラーが表示され、migrate2osbは終了します。


	--backup/-b
	
--directoryオプションによって指定されたディレクトリのバックアップ・ピースをOracle Secure Backupにリストアします。


	--osbparms/-p osb_parameters
	
ステージングされたファイルをOracle Secure Backupにバックアップするのに必要なメディア管理パラメータを指定します。これらのパラメータは、Oracle Secure Backupで使用するRMAN ALLOCATE CHANNELコマンドで使用されるパラメータと同一である必要があります。

たとえば、次のOracle Secure Backupテープ・ライブラリをRMANスクリプトに指定するとします。


ALLOCATE CHANNEL t1 DEVICE TYPE sbt 
  PARMS 'SBT_LIBRARY=usr/local/oracle/backup/lib/libobk.so'


--osbparmsは、次のようにmigrate2osbに設定できます。


migrate2osb --directory /tmp
  --backup --osbparms 'SBT_LIBRARY=usr/local/oracle/backup/lib/libobk.so'


	--display/-y
	
Legatoのバックアップ・ピースの詳細なリストを表示します。








例


例A-3 リストアおよびバックアップ・モードでのLegatoバックアップの移行

この例では、2008年11月10日から12月10日の間に作成されたLegatoバックアップをOracle Secure backupに移行しています。また、ディレクトリ/tmpにファイルをステージングし、最大サイズを10GBに設定しています。このコマンドでは、LegatoとOracle Secure backupの両方に対するメディア管理パラメータを指定しています。


migrate2osb
  --restore date --fromdate '10/nov/08' --todate '10/dec/08'
  --mmparms 'SBT_LIBRARY=/opt/nsr/libnwora.so'
  --directory /tmp --size 10G
  --backup --osbparms 'SBT_LIBRARY=/usr/local/oracle/backup/lib/libobk.so'












obcleanup


用途

obcleanupツールは、Oracle Secure Backupカタログのボリュームをリストした編集可能ファイルを生成し、不要なレコードを削除する場合に使用します。

以前に使用されたボリュームに対してラベル付けの解除または上書きが行われると、索引デーモンにより、indexcleanupfrequency索引ポリシー(デフォルト値は21日)によって設定された間隔で、期限切れのバックアップがカタログから自動的に削除されます。この場合、手動による操作は不要です。

ボリュームが期限切れになっても、ボリュームに対してラベル付けの解除または上書きが行われない場合は、obcleanupを使用してボリュームを削除しないかぎり、カタログ内にボリュームのエントリが残ります。また、obcleanupを使用して、不要になったが期限が切れるように設定されていないボリュームへの参照を削除することもできます。カタログによって大量のディスク領域が消費されることがあるため、obcleanupを定期的に実行することにより、Oracle Secure Backupホームのadminサブディレクトリを管理可能なサイズに保つことができます。





前提条件

obcleanupユーティリティは、管理サーバー上でのみ動作します。





使用方法

コマンドラインでobcleanupプログラムを実行すると、カタログのコンテンツがファイルにリストされ、このファイルがエディタで開かれます。デフォルトのテキスト・エディタは、EDITOR環境変数に設定されています。LinuxおよびUNIXでは、EDITOR環境変数が設定されていない場合、デフォルトのエディタは/bin/viです。Windowsでは、デフォルトのエディタはメモ帳です。

ファイルの各行には、カタログから消去できるボリュームへの参照が含まれています。次に、例を示します。


#Item Identification                  Created     Where Notes
#---- ---------------------------- -------------- ----- ---------------------
    1 VOL000001                  2004/06/07.15:51 IS  IX volume is full 


このファイルには、有効期限ポリシーが関連付けられているボリュームが記録されています。テープを廃棄または上書きした場合、テキスト・エディタを使用して、これらのテープに相当する行をファイルから削除し、変更したファイルを保存し、エディタを終了します。

生成されたファイルからレコードを削除してファイルを保存すると、obixdがバックグラウンドで実行され、削除したレコードがカタログから自動的に削除されます。obixdのサイクル時間は、索引ポリシーで構成できます。デフォルトのサイクル時間は21日間です。





構文


etc/obcleanup [ -a ] [ -d ] [ -s { d | v | t } ] [ -v ]...
etc/obcleanup [ -V ]





意味

	-a
	
ボリューム・レコードに加えて個々のアーカイブ・レコードを表示します。


	-d
	
以前に削除したレコードを表示します。


	-s
	
日付(d)、ボリュームID(v)またはボリューム・タグ(t)を基準としてリストをソートします。


	-v
	
詳細モードで実行します。指定する-vオプションが増えるにつれ、出力がより詳細になります。


	-V
	
obcleanupのバージョンを表示し、終了します。








例


A4-4 obcleanupの出力の例

この例では、ホストbrhost2について、obcleanupユーティリティによって生成された編集可能ファイルを表示しています。


% etc/obcleanup

# This file lists all volumes described in Oracle Secure Backup's
# "volumes" and "index" databases on brhost2.
#
# Edit this file to delete entries from Oracle Secure Backup's databases.
# Delete each line whose corresponding database entry you want
# to remove.  Do not change the contents of the undeleted lines!
#
# Once you've finished, save your changes and exit the editor.
# obcleanup will ask you to confirm these changes before applying
# them to the databases.
#
#Item Identification                  Created     Where Notes
#---- ---------------------------- -------------- ----- ---------------------
    1 tag 00000105                                IS
    2 tag 00000110                                IS
    3 tag 00000111                                IS
    4 tag 00000121                                IS
    5 tag 00000155                                IS
    6 tag 00000156                                IS
    7 tag 00000157                                IS
    8 tag 00000158                                IS
    9 tag AEA649S                                 IS
   10 tag AEA650S                                 IS
   11 tag AEA655S                                 IS
   12 tag AFX935                                  IS
   13 tag AFX936                                  IS
   14 tag AFX936                                  IS
   15 full-000001             2008/01/17.18:12    IX
   16 full-000002             2008/01/17.18:12    IX
   17 full-000003             2008/01/17.18:12    IX
   18 full-000004             2008/06/05.01:02    IX
   19 full-000005             2008/07/04.01:02    IX
   20 full-000006             2008/08/06.01:04    IX
   21 full-000007             2008/09/06.01:00    IX
   22 full-000008             2008/09/06.01:00    IX
   23 full-000009             2008/11/04.15:05    IX
   24 full-000010             2008/11/04.15:05    IX












obcm


用途

obcmツールは、アイデンティティ証明書をエクスポートおよびインポートする場合に使用します。これらの手順が必要になるのは、認証局(CA)がネットワークを介してホストそれぞれに署名付き証明書を発行するために必要となるOracle Secure Backupのデフォルトのセキュリティ動作を受け入れない場合です。

管理サーバー上のobservicedデーモンがCAとして機能します。CAには証明書に関する2つの役割があります。1つ目は、mkhostプロセスの一環として、管理ドメイン内のホストから証明書の署名リクエストを受け入れること、2つ目は、署名付き証明書をリクエスト側のホストに送り返すことです。

手動証明書プロビジョニング・モードでは、管理サーバー上でobcm export --certificateを実行し、新しく構成したホストに対して署名付き証明書をエクスポートします。この署名付き証明書は、新しく構成したホストに手動で送信する必要があります。

ホストに証明書を手動で送信した後、新しく構成したホスト上でobcm importを実行することで、署名付き証明書をホストのウォレットにインポートします。この場合、obcmはホストのウォレットに直接アクセスします。obcmは、ローカル・ウォレットを変更した後、ローカルのobservicedに通知し、ローカルのobservicedが不明瞭化ウォレットを再作成できるようにします。





前提条件

すべてのobcmコマンドは、LinuxまたはUNIXではrootとして、Windowsでは管理ユーザーとして実行する必要があります。

ウォレット・ディレクトリ(デフォルトでは、LinuxおよびUNIXの場合は/usr/etc/ob/wallet、Windowsの場合はC:\Program Files\Oracle\Backup\db\wallet)の書込み権限を持っている必要があります。obcmは、常にこの場所にあるウォレットにアクセスします。デフォルトの場所を無効にすることはできません。





構文


obcm chpass --keywallet/-k name 
  [ --newpass/-n new_psword ] [ --oldpass/-o old_psword ]
obcm decertify [ -nq ] [ --resign ]
obcm display [ --identity/-i | --keywallet/-k ] 
  [ --password/-p psword ] [ --verbose/-v ]
obcm export { --certificate/-c | --request/-r } --file/-f cert_file 
  --host/-h hostname
obcm import --file/-f signed_certificate_file
obcm mkow --keywallet/-k key_wallet [ --password/-p psword ]





意味

	chpass --keywallet/-k name [--newpass/-n new_psword [--oldpass/-o old_psword]
	
Oracle Secure Backupの暗号化キーのウォレットのパスワードを変更します。--keywallet引数は必須です。--newpassまたは--oldpassを指定しない場合は、対応するパスワードを入力するよう求められます。


	decertify [-nq] [--resign]
	
ローカル・ホスト認証データを削除します。-nqを指定した場合、コマンドは確認メッセージを表示しません。このオプションを指定しない場合、コマンドは確認メッセージを表示します。確認メッセージについては、「対話型モードでのコマンド実行」を参照してください。

ホストの証明書を適切に取り消すには、まず、そのホストで実行されているすべてのobtoolセッションおよびOracle Secure Backupプロセスを閉じるまたは中断することをお薦めします。

LinuxまたはUNIXではroot以外、Windowsでは管理ユーザー以外のユーザーとしてobcm decertifyを実行すると、エラーは表示されませんが、ホストの証明書は取り消されません。管理サーバーの証明書の取消しを試行すると、エラーが発生して失敗します。obcm decertifyコマンドは、他のホストで複数回実行できますが、実際にホストの証明書が取り消されるのは最初の操作のみです。

証明書を取り消されたホストをOracle Secure Backupドメインから削除するには、rmhost --nocomm/-N hostnameコマンドを使用します。

証明書を取り消されたホストを再認証するには、obtoolのrmhostおよびmkhostコマンドではなく、updatehostコマンドをrecertifyオプション付きで使用することをお薦めします。rmhostおよびmkhostコマンドは、ドメインからホストを削除してから追加して戻すため、Oracle Secure Backupオブジェクトの一部がdeletedとなります。また、rmhostコマンドは、そのホストのカタログのリストア・データも削除します。


	display {[-i identity] | [-k key_wallet]} [-p password] [-v]
	
アイデンティティまたは暗号化キーのウォレットのコンテンツを表示します。--identityも--keywalletも指定しない場合は、--identityとみなされます。パスワードで保護された暗号化キーのウォレットのコンテンツを表示するには、--passwordオプションを使用します。これは、暗号化キーの不明瞭化されたウォレットが失われたときに、失われたカタログからリカバリする際に使用すると便利です。


	export {--certificate/-c | --request/-r} [--file/-f cert_file] [--host/-h hostname]
	
--certificateオプションは、指定されたホストの署名付きアイデンティティ証明書を、指定されたテキスト・ファイルにエクスポートします。--requestオプションは、指定されたホストの証明書リクエストを、指定されたテキスト・ファイルにエクスポートします。--file引数と--hostname引数はどちらも必須です。


	import [--file/ -f signed_request_file]
	
指定されたテキスト・ファイルから署名付きアイデンティティ証明書をインポートします。--file引数は必須です。


	mkow [--keywallet/-k key_wallet] [--password/-p password]
	
暗号化キーの不明瞭化されたウォレットを再作成します。--passwordを指定しない場合は、パスワードを入力するよう求められます。








例


例A4-5 署名付き証明書のエクスポート

この例では、ホストnew_clientの証明書をファイルnew_client_cert.fにエクスポートしています。ユーティリティは、管理サーバー上で動作します。


obcm export -c -f /tmp/new_client_cert.f -h new_client 





例A-6 署名付き証明書のインポート

この例では、client_cert.fから署名付きアイデンティティ証明書をインポートします。ユーティリティは、管理ドメインに追加されるホスト上で動作します。


obcm import -f /tmp/new_client_cert.f












uninstallob


用途

uninstallobツールは、管理ドメイン内のホストからOracle Secure Backupをアンインストールする場合に使用します。





前提条件

LinuxまたはUNIXシステムでは、このユーティリティはrootとして実行する必要があります。





使用方法


構文





構文


install/uninstallob [ -m host ] [ -q obparmsfile ] [ -U | -UU ]





意味

	-m host
	
Oracle Secure Backupをアンインストールするホストの名前を指定します。これにより、名前の入力が求められないようになります。


	-q obparmsfile
	
obparametersファイルの名前を指定します。これにより、ファイル名の入力が求められないようになります。


	-U
	
すべてのプロンプトを抑止します。adminディレクトリは削除されません。


	-UU
	
すべてのプロンプトを抑止します。adminディレクトリは削除されます。








例


例A-7 Oracle Secure Backupのアンインストール

この例では、uninstallobを使用して、クライアントbrhost2からOracle Secure Backupをアンインストールしています。このスクリプトは非対話的に実行されます。


# install/uninstallob -m brhost2 -UU


















B obtar

ファイルシステム・バックアップおよびリストア操作の主要なユーザー・インタフェースは、Oracle Secure Backup Webツールとobtoolです。Oracle Secure Backupでデータのバックアップおよびリストアに使用される基礎となるエンジンはobtarです。obtarコマンドライン・インタフェースは直接使用できますが、これは上級ユーザーのみにお薦めします。

この付録の内容は、次のとおりです。

	
obtarの概要


	
obtarを最大限に利用する方法


	
obtar -c


	
obtar -x


	
obtar -t


	
obtar -zz


	
obtarのオプション






obtarの概要

obtarは、Berkeley UNIX tar(1)コマンドをオリジナルとする派生コマンドです。obtarコマンドライン・インタフェースは、次の点でUNIXコマンドラインのPOSIX 1003.2標準に準拠しています。

	
オプションは、先頭にダッシュが付いた単一文字です(例: -c)。


	
オプションに引数が必要な場合、引数はオプションの後ろに続き、スペースでオプションと区切られます(例: -c argument)。


	
複数のオプションが引数を必要とするのでなければ、1つのダッシュの後ろに複数のオプションをまとめて指定できます。引数を必要とするオプションが1つしかない場合、このオプションはオプションのグループの最後に配置する必要があります。たとえば、-cに引数を使用する場合、-vPZc argumentのように指定する必要があります。




表B-1では、obtarの基本モードについて説明します。各モードの説明には、最も一般的なオプションが含まれています。その他のオプションについては、「obtarのオプション」を参照してください。


表B-1 obtarのモード

	オプション	説明
	
obtar -c


	
コマンドラインに指定されたディレクトリおよびファイルのワンタイム・バックアップ・イメージを作成する。


	
obtar -x


	
ディレクトリおよびファイルをリストアする。


	
obtar -t


	
バックアップ・イメージのコンテンツをリストする。


	
obtar -zz


	
ボリュームに含まれるバックアップ・イメージのリストを表示する。








-Gオプションや-Nオプションを使用する場合など、必要なOracle Secure Backupカタログ・データが生成されるようにディレクトリおよびファイルをバックアップする場合は、obtoolまたはOracle Secure Backup Webツールを使用すると、カタログの参照やファイルのリストアが可能です。しかし、カタログ・ファイルを生成しない場合でも、RAWリストア操作を実行できます。






obtarを最大限に利用する方法

この項では、obtarを最大限に利用する方法について説明します。また、obtarのより高度なバックアップ機能の一部について情報を示します。

この項の内容は、次のとおりです。

	
obtarによって作成されたバックアップ・イメージとのtarの使用


	
RAWファイルシステムのバックアップおよびリストア


	
増分バックアップの基準の変更


	
マウント・ポイントを横断したバックアップ






obtarによって作成されたバックアップ・イメージとのtarの使用

デフォルトでは、obtarは、tarと完全な互換性があるバックアップ・イメージを生成します。この項では、obtarを使用して作成されたバックアップ・イメージとともにtarを使用するためのヒントを示します。

obtar -gを使用してバックアップ・イメージを作成すると、バックアップ・イメージに関する情報を提供する複数のファイルがバックアップ・イメージ内に作成されます。obtarでは、これらのファイルは特殊ファイルと認識され、バックアップ・イメージから実際のファイルとして抽出されることはありません。tarでは、これらのファイルは通常ファイルとして表示されます。つまり、tarを使用してバックアップ・イメージを抽出すると、接頭辞###が付いた複数のファイルが作成されます。obtar -xを使用してバックアップ・イメージをリストアすると、これらのファイルは作成されません。

次のobtarオプションはいずれも使用でき、tarとの互換性も維持されています。


-b, -B, -c, -f, -h, -l, -m, -t, -v, -x


複数のボリュームにまたがるバックアップ・イメージの抽出にtarを使用する場合は、複数のボリュームにまたがるバックアップ・イメージの各セクションが有効なtarファイルとなります。obtarでは、バックアップ・イメージのコンテンツを正しく抽出できますが、tarでは、バックアップ・イメージの最初のセクションを抽出した後、早々にend-of-file条件が検出されます。この時点で抽出されているのは、ボリューム・ブレークをまたいで続くファイルのデータの最初の部分のみです。ファイルを完全にリストアするには、次のようにします。

	
抽出を続行するため、最初のファイルの断片を上書きされない場所に移動します。


	
次のボリュームをロードして抽出を続行します。2番目のファイルの断片が抽出されます。


	
UNIXのcatコマンドを使用し、2番目のファイルの断片を最初のファイルの断片の最後に追加して完全なファイルを取得します。次に、例を示します。


cat first_frag second_frag > complete_file


	
ファイルの断片を削除します。









RAWファイルシステムのバックアップおよびリストア

通常、obtarでは、ツリーのバックアップ時に特殊ファイルが見つかると、特殊ファイルの名前および属性のみがバックアップ・イメージに書き込まれます。特殊ファイルがバックアップ・ツリーのトップ・レベルに明示的にまたはワイルドカードを使用して指定されている場合は、ファイル名、属性およびコンテンツがバックアップされます。この項では、ブロック特殊ファイルおよび文字特殊ファイルの両方を対象としています。

たとえば、次のコマンドは、/devディレクトリ内のすべての特殊ファイル名で構成されるバックアップ・イメージを作成しますが、特殊ファイルのオープンも読取りも行いません。


obtar -cvf tape0 /dev


一方、次のコマンドを実行すると、/dev/sd0a、/dev/sd13a、/dev/sd13bなどが開き、基礎となるRAWファイルシステムのコンテンツ全体がバックアップ・イメージに書き込まれます。


obtar -cvf tape0 /dev/sd0a /dev/sd13*


このようなアクセスはネイティブのLinuxまたはUNIXファイルシステムを経由しないため、LinuxまたはUNIXデータ以外のデータが格納されているRAWファイルシステム(データベースが格納されているディスク・パーティションなど)のバックアップに使用できます。

obtarでは、RAWファイルシステム上でどのブロックが使用または未使用であるかがわからないため、常にファイルシステム全体が保存されます。これは、使用中のブロックのみを保存する、ベンダー提供のLinuxまたはUNIXファイルシステムを使用するバックアップとは異なります。

データをRAWファイルシステムにリストアする場合、リストア先のファイルシステムのサイズは、バックアップされたファイルシステムのサイズ以上である必要があります。RAWファイルシステムをリストアする場合、ファイルシステム上に現存するデータはすべて失われます。バックアップ・イメージのデータによって完全に上書きされます。

RAWファイルシステムをリストアするには、RAWファイルシステムをmkfs、mkvolなどのツールを使用してフォーマットしておき、RAWファイルシステムを参照する特殊ファイルが存在している必要があります。それ以外の場合は、データは通常ファイルとしてリストアされます。




	
注意:

マウントされたファイルシステムをバックアップまたはリストアしないでください。ファイルシステムがマウントされると、バックアップまたはリストア中に他のプロセスによるアクティビティでファイルシステムが変更され、内部的な不整合が発生する原因となる可能性があります。








RAWパーティションのバックアップ

obtoolを使用すれば、ブロック・デバイス・インタフェースまたは文字デバイス・インタフェースのいずれかを使用してRAWパーティションをバックアップできます。バックアップ中にRAWファイルシステムをマウントしないでください。ブロック・デバイス・ファイルをバックアップするには、データセットにデバイス・ファイルのパスを含めます。

RAWパーティションをバックアップするには、次のようにします。

	
RAWパーティション用のデータセットを作成します。

たとえば、次のようにrawpart.dsという名前のデータセットを作成できます。


include host brhost2
{
  include path /dev/sda3
}


	
パーティションをバックアップします。

次のobtoolコマンドを実行すると、前の手順で作成したデータセットを使用してバックアップが行われます。


ob> backup -D rawpart.ds --restriction lib1 --go








RAWパーティションのリストア

obtoolを使用すれば、RAWパーティションをリストアできます。リストア操作中にRAWファイルシステムをマウントしないでください。

RAWパーティションをリストアするには、次のようにします。

	
obtoolを使用してリストア先となるホストを設定します。

たとえば、次のようにcdコマンドを実行してホストをbrhost2に設定します。


ob> cd --host brhost2


	
パーティションをリストアします。

次のobtoolコマンドは、パーティション/dev/sda3をリストアします。


ob> restore --select latest /dev/sda3 –-go











増分バックアップの基準の変更

通常、obtarでは、増分バックアップの対象にするファイルを決定する際に、ファイルのmtime (ファイルのコンテンツが最後に変更された時間)が使用されます。mvまたはcp -pを使用してファイルがディレクトリに追加されると、その変更時間が元のファイルの変更時間のままであるためにバックアップされないことがあります。この問題には、増分バックアップの対象の基準として mtimeではなくctime (ステータス変更時間)を使用するようにobtarに指示することで対処できます。ファイルのステータス変更時間とは、ファイルのinodeが最後に変更された時間です。

ctimeを使用すると、mtimeを使用して選択されたすべてのファイルと、ディレクトリに移動またはコピーされたすべてのファイルが選択されます。このオプションを指定するには、コマンドラインで-Xuse_ctimeを指定します。スケジュール済バックアップの場合は、backupoptionsポリシーに-Xuse_ctimeを指定できます。

-Xuse_ctimeの使用には、難点があります。mtime基準を使用する場合、バックアップ後に各ファイルのatimeはリセットされます。atimeとは最終アクセス時間です。ファイルのバックアップという動作では、ファイルのatimeは変更されません。ctimeを選択基準として使用する場合、最終アクセス時間はリセットできません(ファイルの変更時間がリセットされるため)。したがって、増分バックアップはすべて全体バックアップになります。つまり、-Xuse_ctimeを指定すると、-Xupdtuもオンになります。

重要な点は次のとおりです。

	
-Xuse_ctimeを指定しない場合、増分の基準はmtimeです。atimesは変更されないままで、移動されたファイルは欠落する可能性があります。


	
-Xuse_ctimeを指定する場合、増分の基準はctimeです。atimesはバックアップの時間を反映し、移動されたファイルは取得されます。









マウント・ポイントを横断したバックアップ

ローカル・マウント・ポイントはローカル・ファイルシステムをマウントします。リモート・マウント・ポイントは、ネットワークを介してアクセスされるファイルシステムのローカル・マウントです。デフォルトでは、obtarでは、マウント・ポイントを明示的に指定しないかぎり、ローカルまたはリモート・マウント・ポイントを横断しません。

マウント・ポイントの動作は、次のobtarのオプションを使用すると制御できます。

	
-Xchkmnttab

デフォルトでは、stat(2)操作を実行してファイルがマウント・ポイントであるかどうかを判別します。リモートでマウントされたファイルシステムが停止または応答しない場合、stat(2)操作が原因でobtarプロセスがハングする可能性があります。

-Xchkmnttabオプションは、これらのstat(2)操作を実行する前にローカルのマウント表/etc/mnttabを参照し、リモート・マウント・ポイントだと判明したディレクトリをスキップするようにobtarに指示します。ローカル・マウント・ポイントはスキップされません。

-Xchkmnttabは、コマンドラインまたはbackupoptionsポリシーに指定できます。-Xchkmnttabオプションは、-Xcrossmpによって無効にされます。


	
-Xcrossmp

-Xcrossmpオプションは、-Xchkmnttabオプションが指定されている場合でも、すべてのマウント・ポイントを横断するようにobtarに指示します。-Xcrossmpオプションは、コマンドラインまたはbackupoptionsポリシーに指定できます。







	
関連項目:

「backupoptions」
















obtar -c


用途

obtar -cは、単一のバックアップ・イメージを作成する場合に使用します。obtar -cを使用すると、オンデマンド・バックアップを実行することや、別のサイトに転送可能なボリュームにデータをバックアップすることが可能です。

NDMPバックアップでは、そのデータ・サービスに設定されているデフォルトのNDMPバックアップ・タイプが使用されます。この設定を上書きするには、ホスト・レベルでバックアップ・タイプを指定するか、NDMPポリシーを使用します。obtarでは、バックアップ操作で使用するデータ・サービスに対してユーザー固有のバックアップ・タイプが有効かどうかを確認します。ただし、obtarによる比較では大文字と小文字が区別され、小文字の値のみが認識されます。このため、バックアップ・タイプを大文字で指定すると、有効なバックアップ・タイプとして認識されないため、バックアップ操作にはデフォルトのNDMPバックアップ・タイプが使用されます。

バックアップ対象のファイルのユーザーID (UID)またはグループID (GID)が2097151を超える場合、tarヘッダー・ファイル内のUIDまたはGIDの値は60002で置き換えられ、警告が返されます。これは、POSIX標準によって定義されているように(拡張tar形式)、UIDおよびGIDの最大値が2097151であるからです。そのため、このバックアップをリストアする場合、リストアされたファイルのUIDまたはGIDは60002になります。





構文


obtar -c::=


obtar -c [ -f device ]
[ -H host ] [ -G ]
[ -v [ -v ]  ] [ -z ]
{ [ -C directory ] pathname... }...





意味

obtar -cには、複数のオプションを指定できます。この項では、使用する可能性が最も高いオプションについて説明します。obtar -cのその他のオプションについては、「obtarのオプション」を参照してください。

	-f device
	
テープ・デバイスの名前を指定します。-fを指定しない場合は、TAPE環境変数(定義されている場合)によって指定されたテープ・デバイスに書き込まれます。


	-H host
	
バックアップするデータが格納されているホストを指定します。-Hを指定しない場合、ローカル・ホスト上のデータが検索されます。


	-G
	
バックアップ・イメージのコンテンツの索引をカタログに書き込み、ボリューム・ラベルを生成します。カタログ・データには、バックアップ・イメージに書き込まれたすべてのファイルおよびディレクトリの名前が含まれています。obtoolはこの情報を使用して、リストアするデータが含まれるバックアップ・イメージを検索します。

obtar -cを使用してバックアップ・イメージを作成する場合、カタログ・ファイルまたはボリュームIDは通常生成されません。しかし、-Gを使用してこれらを生成することは可能です。


	-v
	
バックアップするファイルおよびディレクトリのパス名を表示します。-v -v (または-vv)を指定すると、バックアップするファイルおよびディレクトリのパス名、権限、所有者、サイズおよび最終変更日が表示されます。


	-z
	
ラベルが付いたバックアップ・イメージを作成します。


	-C directory
	
後続のファイルまたはディレクトリをバックアップする前に、指定されたディレクトリに移動します。このオプションを使用して、バックアップ・イメージに保存されるパス名情報を制御します。


	pathname
	
バックアップする1つ以上のファイルまたはディレクトリを指定します。指定したファイルのコンテンツがバックアップ時に変更されると、警告メッセージが発行されます。

作成するバックアップ・イメージには、データとパス名情報が含まれます。データをリストアする場合、リストアするデータの場所としてpathnameが使用されます。データをリストアするときに使用するobtar -xコマンドには、リストアするデータの場所として別のhostまたはdirectoryを指定するためのオプションが用意されています。

pathnameがローカルまたはリモート・ファイル・システムをマウントして使用可能になるデータを参照する場合、obtar -cは、-Xcrossmpを指定しないかぎり、このマウント・ポイントを横断しません。

また、-Cオプションを使用して、バックアップ・イメージの作成時に記録されるpathname情報を変更することもできます。








例


例B-1 ボリュームへのバックアップ

ボリュームにバックアップ・イメージを作成するには、-fオプションを使用してテープ・デバイス名を指定します。この例では、テープ・デバイスtape0にロードされたボリュームにディレクトリ/docをバックアップしています。


obtar -c -f tape0 /doc





例B-2 複数のファイルのバックアップ

一度にバックアップするディレクトリまたはファイルを複数指定できます。この例では、ファイル/jane/abcとファイル/bob/xyzをバックアップしています。


obtar -c -f my_tape /jane/abc /bob/xyz





例B-3 ディレクトリ情報の変更

-Cオプションを使用すると、バックアップ・イメージに保存されるパス名情報を制御できます。-Cを使用して、後続のパス名を含んだ上位ディレクトリを指定します。そのディレクトリは、パス名情報の一部としてバックアップ・イメージに保存されません。

この例では、ディレクトリ/home/jane/currentをバックアップしています。-vオプションを使用して、バックアップするデータのパス名を表示しています。


obtar -cv -f tape1 -C /home/jane current

current/
current/file1
current/file2


-vオプションによって表示された情報が示すように、バックアップ・イメージに記録されるパス名情報は、相対パス名currentの内容です。後でディレクトリをリストアする場合、別の指定をしないかぎり、現行ディレクトリを基準としたcurrentという名前のディレクトリにリストアされます。





例B-4 ディレクトリ情報の変更

この例では、ファイル/test/proj3/trial7/test1および/test/proj3/trial7/test2をバックアップしています。


obtar -cv -f /dev/nrwst1 -C /test/proj3 trial7/test1 trial7/test2

trial7/test1
trial7/test2 


バックアップ・イメージに記録されるパス名情報は、相対パス名のtrial7/test1およびtrial7/test2です。後でファイルをリストアする場合、別の指定をしないかぎり、それらはディレクトリtrial7内の現行の作業ディレクトリにリストアされます(trial7が存在しない場合は、最初に作成されます)。












obtar -x


用途

obtar -xは、バックアップ・イメージからファイルを抽出する場合に使用します。バックアップ・イメージのコンテンツ全体を抽出することも、バックアップ・イメージの一部のみを抽出することもできます。

独自のディレクトリにデータをリストアする場合、特別な権限は必要ありません。rootとしてディレクトリにデータをリストアする場合、rootとしてログインするか、obtarコマンドに-Rオプションを指定する必要があります。





構文


obtar -x::=


obtar -x [ -kpORvzZ ]
[ -f device ]...
[ -F { cur|file-number } ]
[ -H destination-host ]
[ -s,prefix,[replacement,] ] [ pathname ]...





意味

obtar -xには複数のオプションを指定できます。この項では、使用する可能性が最も高いオプションについて説明します。obtar -xのその他のオプションについては、「obtarのオプション」を参照してください。

	pathname
	
バックアップ・イメージから抽出するファイルまたはディレクトリのパス名を指定します。ディレクトリを指定すると、そのディレクトリのコンテンツが再帰的に抽出されます。パス名を指定しない場合は、バックアップ・イメージのコンテンツ全体が抽出されます。


	-f device
	
データが格納されているテープ・デバイスの名前を指定します。-fを指定しない場合は、TAPE環境変数(定義されている場合)によって指定されたテープ・デバイスから読み取られます。


	-F {cur|file-number}
	
ボリューム・セットにおけるバックアップ・イメージの番号を指定します。-Fを指定しない場合は、ボリュームの現在位置にあるバックアップ・イメージが抽出されます。curを指定した場合は、ボリュームの現在位置にあるバックアップ・イメージが抽出されます。これがデフォルトです。file-numberを指定した場合は、指定したファイル位置にあるバックアップ・イメージが抽出されます。


	-H destination-host
	
データのリストア先のホストを指定します。-Hを指定しない場合、データはローカル・ホストにリストアされます。


	-s,prefix,[replacement,]
	
抽出したファイルおよびディレクトリの配置先を指定します。このオプションを使用は、バックアップ・イメージからファイルを抽出し、ファイルのバックアップ元の場所とは異なる場所に配置する場合に使用します。

-sを使用すると、リストア対象のパス名のprefixがreplacement文字列で置き換えられます。prefixには、元のパス名の最初の部分を含める必要があります。たとえば、ディレクトリ/home/jane/testをバックアップし、データを/home/tmp/testにリストアする場合は、この文字列を次のように指定します。


-s,/home/jane,/home/tmp


replacement文字列を省略すると、NULL文字列だとみなされ、prefixは、検出されたすべてのpathnameから削除されます。構文内でカンマ(,)として示されているデリミタ文字は、prefixまたはreplacement文字列で使用されていない任意の文字にすることができます。

-sを使用すると、ファイルまたはディレクトリの名前はリストア時に表示されます。


	-k
	
バックアップ・イメージ内のファイルと同名の既存ファイルを上書きできないようにします。つまり、既存でないファイルのみがリストアされます。


	-O
	
リクエストしたファイルのリストア後にobtarを停止します。-Oを指定しない場合は、リクエストしたファイルの後続のコピーがないかバックアップ・イメージ全体が検索されます。


	-R
	
rootアクセス権を使用してobtarを実行します。-Rを使用するには、特権ユーザーとしてのリストア実行(perform restores as privileged user)権を備えたクラスのメンバーである必要があります。rootとしてログインしている場合は、-Rを使用する必要はありません。


	-v
	
リストアするファイルおよびディレクトリのパス名を表示します。-v -v (または-vv)を指定すると、リストアするファイルおよびディレクトリのパス名、権限、所有者、サイズおよび最終変更日が表示されます。


	-z
	
バックアップ・イメージのボリューム・ラベル(存在する場合)を表示します。


	-Z
	
-Zを使用して以前に圧縮したデータを圧縮解除できないようにします。-Zを指定しない場合は、-Zを使用して以前に圧縮したデータが圧縮解除されます。








例


例B-5 バックアップ・イメージからのファイルの抽出

この例では、テープ・デバイスtape1にロードされたボリューム上にあるバックアップ・イメージ4のコンテンツを抽出しています。


obtar -x -f tape1 -F 4





例B-6 バックアップ・イメージのコンテンツの表示

この例では、-vオプションを使用して、バックアップ・イメージのコンテンツを抽出時に表示しています。


obtar -x -v -f tape1 -F 4

doc/
doc/chap1
doc/chap2
test/
test/file1
test/file2





例B-7 ボリューム・ラベルの表示

この例では、-zオプションを使用して、抽出するボリュームのボリューム・ラベルを表示しています。


obtar -x -z -f tape1 -F 4





例B-8 別の場所へのデータの抽出

-sオプションを使用して、抽出したデータを元の場所とは異なる場所に配置します。このオプションは、データのバックアップ時に絶対パス名を指定した場合に特に役に立ちます。-sを使用しない場合は、データは元のディレクトリにリストアされ、同名の既存データは上書きされます。この例では、/docディレクトリを抽出し、/tmp/docという名前のディレクトリに配置しています。


obtar -x -f tape1 -s,/doc,/tmp/doc, /doc





例B-9 ファイルの上書きの禁止

この例では、バックアップ・イメージ内のファイルと同じ名前を持つ/docディレクトリ内のファイルを上書きできないようにしています。


obtar -x -f tape1 -k /doc





例B-10 RAWファイルシステム・パーティションのリストア

この例では、RAWファイルシステム・パーティションのコンテンツをリストアしています。このパーティションは以前にフォーマット済であり、現在はアンマウントされているものとします。


obtar -x -f tape0 /dev/rdsk/dks0d10s1












obtar -t


用途

obtar -tは、バックアップ・イメージに含まれるファイルおよびディレクトリの名前をリストする場合に使用します。バックアップ・イメージのコンテンツ全体をリストすることも、一部のみをリストすることも可能です。バックアップ・イメージをカタログに追加するには、-Gtを指定します。obtar -tでは、NDMPバックアップはリストまたはインポートされません。





構文


obtar -t::=


obtar -t [ -f device ]
[ -F { cur | file-number } ]
[ -Gvz ]
[ pathname ]...





意味

obtar -tには複数のオプションを指定できます。この項では、使用する可能性が最も高いオプションについて説明します。obtar -tのその他のオプションについては、「obtarのオプション」を参照してください。

	-f device
	
テープ・デバイスの名前を指定します。-fを指定しない場合は、TAPE環境変数(定義されている場合)によって指定されたテープ・デバイスから読み取られます。


	-F {cur | file-number}
	
ボリューム・セットにおけるバックアップ・イメージの番号を指定します。現在ロードされているものとは異なるボリューム上にファイルがある場合、必要なボリューム変更を行うように要求されます。-Fを指定しない場合は、ボリュームの現在位置にあるバックアップ・イメージが読み取られます。

curを指定した場合は、ボリュームの現在位置にあるバックアップ・イメージが読み取られます。これがデフォルトです。

file-numberを指定する場合は、指定したファイル位置にあるバックアップ・イメージが読み取られます。


	-v
	
バックアップ・イメージのコンテンツに関する追加情報を表示します。この出力は、UNIXのls -lコマンドと似ています。追加情報には、ファイルとディレクトリの権限、所有者、サイズおよび最終変更日が含まれます。


	-z
	
バックアップ・イメージのボリューム・ラベルを表示します。


	pathname
	
リストするファイルまたはディレクトリのパス名を1つ以上指定します。ディレクトリを指定すると、そのディレクトリのコンテンツが再帰的にリストされます。パス名の引数を指定しない場合は、ボリュームの現在の場所か、-Fオプションで指定した場所にあるバックアップ・イメージのコンテンツがすべてリストされます。








例


例B-6 バックアップ・イメージのコンテンツの表示

この例では、テープ・デバイスtape1にロードされたボリュームの現在位置にあるバックアップ・イメージのコンテンツを表示しています。


# obtar -t -f tape1

project/
project/file1
project/file2
project/file3





例B-12 ボリューム・セットにあるバックアップ・イメージのコンテンツの表示

ボリューム・セット上にある特定のバックアップ・イメージのコンテンツを表示するには、-Fオプションを使用します。この例では、バックアップ・イメージ4のコンテンツを表示しています。


# obtar -t -f tape1 -F 4

doc/
doc/chap1
doc/chap2
test/
test/file1
test/file2





例BF-13 バックアップ・イメージに関する追加情報の表示

バックアップ・イメージに関する追加情報を表示するには、-vオプションを使用します。この例では、-vオプションを使用して、バックアップ・イメージ4に関する追加情報に表示しています。


# obtar -t -v -f tape1 -F 4

drwxrwxr-x jane/rd       0 Feb 24 16:53 2000 doc/
-rw-r--r-- jane/rd     225 Feb 24 15:17 2000 doc/chap1
-rwxrwxr-x jane/rd     779 Feb 24 15:17 2000 doc/chap2
drwxrwxr-x jane/rd       0 Feb 24 16:55 2000 test/
-rwxrwxr-x jane/rd     779 Feb 24 16:54 2000 test/file1
-rw-r--r-- jane/rd     225 Feb 24 16:54 2000 test/file2





例B-14 イメージ内のファイルに関する情報の表示

バックアップ・イメージに含まれる特定のファイルまたはディレクトリに関する情報を表示するには、ファイルまたはディレクトリの名前をコマンドラインの最後の引数として含めます。この例では、バックアップ・イメージ4に含まれるディレクトリtestに関する情報を表示しています。


# obtar -t -f tape1 -F 4 test

test/
test/file1
test/file2





例B-15 複数のディレクトリに関する情報の表示

バックアップ・イメージに含まれているパス名を複数指定できます。この例では、ディレクトリtestおよびdocに関する情報を表示しています。各ディレクトリは、バックアップ・イメージ内と同じ順序でリストされます。


# obtar -t -f tape1 -F 4 test doc

doc/
doc/chap1
doc/chap2
test/
test/file1
test/file2





例B-16 ファイルシステム・バックアップ・イメージのカタログへの追加

-Gオプションは、バックアップ・イメージのコンテンツをカタログに追加する場合に使用します。この例では、テープ・ドライブtape1にロードされたボリューム上のバックアップ・イメージ1をカタログに追加しています(出力の一部のみ表示)。この例でイメージに含まれているのは、1つのファイルシステム・バックアップです。一度にカタログに追加できるバックアップ・イメージは1つのみです。


# obtar -f tape1 -tG -F 1

Volume label:
    Volume tag:         DEV100
    Volume ID:          VOL000001
    Volume sequence:    1
    Volume set owner:   root
    Volume set created: Tue Nov 22 15:57:36 2008

Archive label:
    File number:        1
    File section:       1
    Owner:              root
    Client host:        osbsvr2
    Backup level:       0
    S/w compression:    no
    Archive created:    Tue Nov 22 15:57:36 2008

/home/someuser/
/home/someuser/.ICEauthority
/home/someuser/.Xauthority
/home/someuser/.aliases
/home/someuser/.bash_history
/home/someuser/.bash_logout
/home/someuser/.bash_profile
/home/someuser/.bashrc
.
.
.





例B-17 RMANバックアップ・イメージのカタログへの追加

この例でも、テープ・ドライブtape1にロードされたボリューム上のバックアップ・イメージ1をカタログに追加しています。この例でイメージに含まれているのは、アーカイブREDOログ・ファイルのRMAバックアップです。


# obtar -f tape1 -tG -F 1

Volume label:
    Volume tag:         ADE202
    Volume ID:          RMAN-DEFAULT-000002
    Volume sequence:    1
    Volume set owner:   root
    Volume set created: Mon Feb 13 10:36:13 2006
    Media family:       RMAN-DEFAULT
    Volume set expires: never; content manages reuse
 
Archive label:
    File number:        1
    File section:       1
    Owner:              root
    Client host:        osbsvr1
    Backup level:       0
    S/w compression:    no
    Archive created:    Mon Feb 13 10:36:13 2006
    Backup piece name:  05hba0cd_1_1
    Backup db name:     ob
    Backup db id:       1585728012
    Backup copy number: non-multiplexed backup
    Backup content:     archivelog












obtar -zz


用途

obtar -zzは、ボリューム上のすべてのOracle Secure Backupラベルを表示する場合に使用します。





構文


obtar -zz::=


obtar -zz [ -f device ]





意味

obtar -zzには複数のオプションを指定できます。この項では、使用する可能性が最も高いオプションについて説明します。obtar -zzのその他のオプションについては、「obtarのオプション」を参照してください。

	-f device
	
バックアップ・イメージ・ファイルまたはテープ・デバイスの名前を指定します。-fオプションを省略した場合は、TAPE環境変数(定義されている場合)によって指定されたテープ・デバイスから読み取られます。








例


例B-18 ボリューム上のすべてのバックアップ・イメージのラベルの表示

例B-18に示すように、-zzを使用して、ボリューム上のすべてのバックアップ・イメージのラベルを表示できます。


obtar -zzf tape0

Seq  Volume    Volume    Backup Image    Client    Backup    Backup Image Create
#    ID        Tag       File Sect       Host      Level     Date & Time
1    VOL000003             1   1         campy       0       05/01/00 14:08:23
1    VOL000003             2   1         phred       0       05/01/00 15:37:00
1    VOL000003             3   1         mehitibel   0       05/01/00 15:38:08












obtarのオプション

obtarのオプションをアルファベット順にリストしたものが、表B-2の各行です。各列は、オプションを指定できるobtarのモードを示しています。


表B-2 obtarのオプション

	オプション	-c	-t	-x	-zz
	
-A


	
x

	
	
	

	
-b


	
x

	
x

	
x

	

	
-B


	
	
x

	
x

	

	
-C


	
x

	
	
	

	
-e


	
×脚注1

	
x

	
x

	

	
-E


	
×脚注2

	
	
	

	
-f


	
x

	
x

	
x

	
x


	
-F


	
x

	
x

	
x

	

	
-G


	
x

	
x

	
	

	
-h


	
x

	
	
	

	
-H


	
x

	
	
x

	

	
-J


	
x

	
x

	
x

	
x


	
-k


	
	
	
x

	

	
-K


	
x

	
	
x

	

	
-l
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x

	

	
-L


	
x

	
	
	

	
-m


	
	
	
x

	

	
-M


	
x

	
	
	

	
-O


	
	
	
x

	

	
-P


	
x

	
	
	

	
-q


	
	
x

	
x

	

	
-R


	
x

	
x

	
x

	
x


	
-s


	
	
	
x

	

	
-u


	
	
	
x

	

	
-U


	
x

	
	
	

	
-v


	
x

	
x

	
x

	

	
-V


	
	
	
	

	
-w


	
x

	
	
x

	

	
-Xallowdiffspldev


	
	
	
x

	

	
-Xchkmnttab


	
x

	
	
x

	

	
-Xcleara


	
x

	
	
	

	
-Xcrossmp


	
x

	
	
x

	

	
-Xdepth


	
x

	
x

	
x

	

	
-Xfamily


	
x

	
	
	

	
-Xhighlatency


	
x

	
	
	

	
-Xhome


	
x

	
	
x

	

	
-Xincrrestore


	
	
	
x

	

	
-Xkv


	
x

	
	
	

	
-Xmarkerfiles


	
x

	
	
	

	
-Xnice


	
x

	
x

	
x

	
x


	
-Xno_mod_chk


	
x

	
	
	

	
-Xnochaselinks


	
x

	
	
	

	
-Xnostat


	
x

	
	
	

	
-Xow


	
x

	
	
	

	
-Xupdtu


	
x

	
	
	

	
-Xuq


	
x

	
	
	

	
-Xuse_ctime


	
x

	
	
	

	
-Xverifyarchive


	
x

	
	
	

	
-Xww


	
x

	
	
	

	
-y


	
x

	
	
	

	
-Z


	
x

	
	
x

	







脚注1 -Gも指定されている場合

脚注2 -Gも指定されている場合

	-A
	
アクセス制御リスト(ACL)、コンテキスト依存ファイル(CDF)、およびHP社プラットフォーム(HP-UXオペレーティング・システム)でバックアップされたファイルのその他の拡張ファイルシステム属性を保存しません。デフォルトでは、各ファイルのすべてのファイルシステム属性が保存されます。HP社プラットフォームにこれらのファイルをリストアすると、拡張属性もリストアされます。

その他のプラットフォームでこれらのファイルをリストアすると、ACL情報は無視されます。Windowsプラットフォームの場合、-Aフラグを使用すると、各ファイルに関連付けられたプライマリ・データ・ストリームのみが保存されます。


	-b blocking-factor
	
blocking-factorに512バイトを乗算した値であるブロック・サイズでデータを書き込みます。デフォルトでは、blockingfactorメディア・ポリシーによって指定されたブロッキング・ファクタが使用されます。ファイルをリストアする場合、データのバックアップ時に使用されたブロック・サイズが自動的に設定されます。


	-B
	
読取りを複数回実行してブロックを埋めます。obtarをUNIXのパイプまたはソケットとともに使用している場合、UNIX read関数は、さらにデータを受け取っている場合でもデータのブロックの一部を戻すことがあります。

たとえば、Oracle Secure Backupがインストールされていないホストに接続されているテープ・デバイスからデータをリストアするとします。次のコマンドを実行すると、ホストloganに接続されているテープ・デバイスから/docディレクトリがリストアされます。


rsh logan cat /dev/nrst0 | obtar -x -B -f - /doc


-fオプションを使用してリモート・テープ・デバイスを指定する場合は、-Bを使用する必要はありません。これは、obtarのネットワーク・プロトコルによって全ブロックの読取りおよび書込みが保証されるためです。


	-C directory
	
バックアップするファイルに関連付けられたディレクトリ構造を変更します。このオプションにより、obtarの作業ディレクトリがdirectoryに変更され、関連ファイルがバックアップされます。コマンドラインで次の-Cオプションを実行するまでは、directoryが現行ディレクトリとして使用されます。ファイルをリストアする場合、これらのファイルは、directoryからの相対パスを使用してリストアされます。


	-e volume-id
	
バックアップ時にはこのバックアップ・イメージのボリューム・ラベルのvolume-idを使用し、リストア時にはボリューム・ラベルのvolume-idを検索します。ボリュームIDは、英数字の任意の組合せで31文字まで指定できますが、最後の6文字は数字である必要があります。バックアップ時にボリュームIDを指定しない場合、管理ディレクトリにあるボリューム順序ファイル内のボリュームID (デフォルト)か、-Eオプションで指定したボリュームIDが使用されます。

通常、-eを使用するのは、スクリプトからobtar -xまたはobtar -tを実行する際に、リストアするボリュームが正しいかどうかを検証するためです。obtarは、ボリュームIDとラベルのボリュームIDを突き合せ、これらが一致しない場合には終了します。索引付けまたはリストアを行うデータの元となるテープ・ドライブがテープ・ライブラリに内包されている場合、コマンドラインに-eを指定すると、操作を開始する前に、そのボリュームのテープ・ドライブへのロードが試行されます。


	-E volume-id-file
	
ボリューム・ラベルのvolume-id-file内のボリュームIDを使用します。管理サーバー上の管理ディレクトリにあるvolume-id-fileが検索されます。このオプションを指定しない場合、ボリューム順序(デフォルトのボリュームIDファイル)のボリュームIDが使用されます。


	
	-f device
	
バックアップ・イメージを作成するテープ・デバイスの名前を指定します。-fのdevice引数は、管理ドメインのテープ・ドライブに割り当てた名前です。

-fオプションを指定しない場合は、TAPE環境変数(定義されている場合)によって指定されたテープ・デバイスが使用されます。

大量のデータをバックアップする場合、obtarは、必要に応じて、あるボリュームから次のボリュームにバックアップ・イメージを引き継がせようとします。テープ・ドライブがテープ・ライブラリ内にある場合、自動的に現行のボリュームがアンロードされ、バックアップを引き継がせるために適した別のボリュームを求めてテープ・ライブラリのインベントリが検索されます。テープ・デバイスがテープ・ライブラリ内にあるとobtarが考えるかどうかは、obtarのインストールおよび構成の方法によって決定されます。

スタンドアロンのテープ・ドライブを使用している場合、ボリュームが終わっても書き込む必要があるデータがまだある場合、テープは巻き戻されてアンロードされます。オペレータ・ホストには次のようなメッセージが表示されます(vol-idは、ボリューム・セット内の次のボリュームを示す)。


End of tape has been reached. Please wait while I rewind and unload the tape. The
Volume ID of the next tape to be written is vol-id.
The tape has been unloaded.



Please insert new tape on device
and press <return> when ready:


バックアップは次のボリュームに引き継がれます。


	-F {cur | end | file-number}
	
ボリュームの現在位置(デフォルト)ではなく、ボリューム・セット内の指定位置で、バックアップ・イメージの書込みまたは読取りを行います。このオプションを使用するのは、テープ・デバイスに対して書込みまたは読取りを行う場合のみです。テープ位置は、ボリューム・セット内の指定ファイルに設定されます。このファイルがロードされていないボリューム上にある場合は、必要なボリュームをロードするように要求されます。

位置をcurと指定すると、ボリュームの現在位置でバックアップ・イメージの書込みまたは読取りが行われます。

endを指定すると、ボリューム・セットの既存の最終バックアップ・イメージの直後に新しいバックアップ・イメージが書き込まれます。

file-numberを指定すると、指定したファイル位置にバックアップ・イメージが書き込まれます。ボリューム・セット上の各バックアップ・イメージには、1から始まる番号が順に付けられます。




	
注意:

指定したボリューム位置にバックアップ・イメージを作成する場合、ボリュームに他のバックアップ・イメージがすでに含まれていても、バックアップ・イメージが最終バックアップ・イメージになります。たとえば、11のバックアップ・イメージが含まれるボリューム上で位置6にバックアップ・イメージを書き込むと、バックアップ・イメージ7から11は事実上消去されます。obtar -tおよびobtar -xを使用する場合は、このオプションのかわりに-qオプションを使用できます。








	-G
	
バックアップ・イメージのコンテンツの索引をカタログに書き込み、ボリューム・ラベルを生成します。このコンテンツには、ファイルシステム・バックアップまたはRecovery Manager (RMAN)バックアップを指定できます。この情報を使用して、リストアするデータが含まれるバックアップ・イメージが検索されます。


	-h
	
通常、バックアップ対象データにシンボリック・リンクが含まれる場合、リンク・テキストのみがバックアップされ、リンクが指し示すデータはバックアップされません。-hオプションを使用すると、リンク・テキストだけでなくデータもバックアップできます。

obtar -cを使用する際に明示的なリンク・パス名を指定すると、-hオプションの使用に関係なく、そのリンクによって指定されたデータはバックアップされます。明示的に指定されたリンクがたどられないようにするには、-Xnochaselinksを指定します。


	-H host
	
ローカル・ホスト(デフォルト)ではなく、hostに対してデータのバックアップまたはリストアが行われます。


	-J
	
実行時にデバッグ出力を作成します。


	-k
	
存在していないファイルのみがリストアされます。つまり、既存のファイルはバックアップ・イメージ内のバージョンによって上書きされません。デフォルトでは、既存のファイルはすべて上書きされます。


	-K mask
	
デバイス・ドライバのデバッグ・オプションを指定します。maskは、次の表B-3に示す値のビット単位の包含的ORです。


表B-3 maskの値

	値	意味
	
800

	
オープンする前でのデバッグ・モードの有効化


	
400

	
BOTで行う書込みの1回のみの許可


	
200

	
書込みエラーの送信


	
100

	
カーネル・ドライバのデバッグ


	
080

	
タイムアウトの有効化


	
040

	
タイムアウトの無効化


	
020

	
EOMでのデバッグの有効化


	
010

	
早期EOTの発行


	
008

	
DMAアクティビティのトレース


	
004

	
その他の情報のトレース


	
002

	
エラーのトレース


	
001

	
ドライバ・コールのトレース











	
注意:

このオプションを使用すると大量の出力が生成される可能性があるため、通常は、Oracleサポート・サービスによって指示された場合のみ使用してください。








	-l
	
バックアップまたはリストア時に、ファイル・システムのマウント・ポイントの横断を禁止します。

デフォルトでは、バックアップ記述ファイルにマウント・ポイント文を明示的に指定しないかぎり、マウント・ポイントを横断しません。-lを指定すると、この明示的な上書き設定が無視され、マウント・ポイントを横断しません。

-Xchkmnttabも指定する場合、-lを指定すると、リモート・マウント・ポイントを横断しないようにマウント表(/etc/mnttab)が参照されます。

Windows 2000でNTファイル・システム(NTFS)パーティションをバックアップまたはリストアする場合、名前のサロゲートの再解析ポイント(ディレクトリ・ジャンクションなど)がマウント・ポイントとして扱われます。

このオプションを-vオプションとともに使用すると、スキップするファイルの名前が標準エラーに書き込まれます。


	
	-L {full | incr | exincr | offsite | n | date-time}
	
全体バックアップ(デフォルト)のかわりに指定のバックアップ・レベルを使用します。

fullは、全体バックアップを指定します。この場合、obtar -cコマンドで指定されたすべてのデータが保存されます。

incrは、増分バックアップを指定します。この場合、最終バックアップ以降に変更されたデータのみが保存されます。

exincrは、拡張増分バックアップを指定します。この場合、最終の全体バックアップ以降に変更されたデータのみが保存されます。

offsiteを使用すると、全体および増分バックアップの後続のスケジュールには影響を及ぼさないオンデマンド・バックアップが生成されます。

また、数値バックアップ・レベルn (0から9の数値で、最終バックアップ以降に変更された下位レベルのデータのみを保存)を指定することもできます。バックアップ・レベル0はfullと同じレベルで、レベル1はexincrと同じレベルです。

date-time引数を使用すると、その日時以降に変更されたデータのみが保存されます。date-time引数は後続の増分バックアップの参照ポイントとしては使用できないため、この引数を使用しても正しい増分バックアップは作成されません。date-time引数は、obtarを実行するロケールに適した書式で設定する必要があります。米国の場合、次の書式でdate-timeを指定します。


mm/dd[/yy] [hh[:mm[:ss]]]


hh、hh:mmまたはhh:mm:ssをdate-timeの一部として指定する場合、date-timeを引用符で囲む必要があります。年(/yy)を指定しない場合、直前の12か月が使用されます。hh:mmは指定してもssは指定しない場合、hh:mm:59が使用されます。


	-m
	
バックアップ・イメージに保存されている時間(デフォルト)ではなく現在の時間を、最終変更時間(last time modified)のタイムスタンプとして使用します。

次の例では、/oldディレクトリ内のすべてのディレクトリおよびファイルに対するタイムスタンプが現在の日時に変更されています。


obtar -x -m -f tape0 /old


	-M parameter:value
	
-Mを使用すると、ハードウェア圧縮をサポートしているテープ・デバイスのハードウェア圧縮をオンまたはオフにできます。デフォルトでは、ハードウェア圧縮はオンに設定されます。ハードウェア圧縮を設定する場合、ハードウェア圧縮はオンにするにはonを、ハードウェア圧縮はオフにするにはoffを指定します。


-M compress:{on|off}


ハードウェア圧縮をオンにすると、データの圧縮はリストア時に自動的に解除されます。ハードウェア圧縮は-Zオプションと同時に使用しないでください。


	-O
	
リストアするファイルの初回出現後にリストア操作を終了します。通常、obtar -xでは、リストアする各ファイルの複数のコピーを探してバックアップ・イメージ全体がスキャンされます。-Oを指定すると、すべてのファイルが1回リストアされた後にリストアが停止します。


	-P
	
スパース・ファイルは、決して書き込まれることがない領域があるファイルです。通常、スパース・ファイルの特殊処理は一切行われません。obtar -cを使用してバックアップ・イメージを作成する際に-Pオプションを指定すると、バックアップ・イメージ内のスパース・ファイルはすべて圧縮されます。後でこのバックアップ・イメージをリストアする場合、スパース・ファイルは元の形式でリストアされます。




	
注意:

Windows 2000では、スパース・ファイルは常にスパース形式でバックアップおよびリストアされるため、このオプションは適用されません。








	-q position-string
	
ブロックへの直接位置指定をサポートするテープ・デバイスを使用している場合、-qオプションを使用するとボリューム上にある特定のデータを高速で探すことができます。-qに対する引数は、obtoolのls --backup --positionコマンドから取得する位置文字列です。-qを使用すると、ボリュームは指定した場所に直接位置指定されます。

たとえば、obtoolのlsコマンドを使用すると、ファイル/home/gms/output/test001の位置を特定できます。


obtool ls --backup --position /home/gms/output/test001

test001
Backup Date & Time ID  Volume ID Volume Tag File Sect  Level Position
2006/01/11.10:16:28 3  VOL000106   00000110   11    0    000045020008


位置データを取得すると、次の例に示すように-qオプションをobtar -tに指定できます。


obtar -t -f tape1 -q 000045020008


	-R
	
rootアクセス権を使用してobtarを実行します。-Rを使用するには、特権ユーザーとしてのリストア実行(perform restores as privileged user)権または特権ユーザーとしてのバックアップ実行(perform backups as privileged user)権を備えたクラスのメンバーである必要があります。rootとしてログインしている場合は、-Rを指定する必要はありません。


	-s,prefix,[replacement,]
	
リストア対象のすべてのパス名でprefixが出現するたびにreplacementで置き換えます。prefixには、元のパス名の最初の部分を含める必要があります。replacementを省略すると、リストア対象のすべてのパス名に出現するprefixがすべて削除されます。カンマ(,)のかわりにデリミタとして使用できる文字は、prefixまたはreplacement文字列のどちらにも含まれていない文字です。このオプションを使用すると、バックアップ・イメージからファイルを抽出し、バックアップ元とは異なる場所に配置できます。


	-u
	
ファイルをリストアする際に、明示的に指定されないかぎり既存のファイルは上書きされます。ファイルのロックをサポートするシステムでは、現在使用中のファイルに対してでさえ、このような既存ファイルの置換が発生します。現在使用中のファイルを上書きしないようにするには、obtarコマンドラインに-uを指定します。


	-U
	
管理ディレクトリにあるバックアップ日付ファイルを更新します。このオプションは、autohistory操作ポリシーの設定に優先します。


	-v
	
ファイルに関する詳細情報を標準出力または標準エラーに書き込みます。

このオプションをobtar -cとともに使用すると、バックアップするファイルの名前およびボリューム・ラベル(作成されている場合)が標準エラーに書き込まれます。

このオプションをobtar -tとともに使用すると、ファイル名のみ(デフォルト)でなく、ファイルに関する追加情報が、標準出力に書き込まれます。この追加情報は、ls -lコマンドの出力と似ています。

このオプションをobtar -xとともに使用すると、リストアするファイルの名前が標準出力に書き込まれます。-vvを指定すると、ファイルに関する追加情報(ls -lコマンドの出力と同様)が標準エラー(obtar -c)または標準出力(obtar -x)に書き込まれます。




	
注意:

-vオプションによってレポートされるユーザーID(UID)またはグループID(GID)は、ファイルの実際のUIDまたはGIDと一致しない場合があります。UIDおよびGIDの最大値は、POSIX標準によって定義されます(拡張tar形式)。バックアップ操作中に、tarヘッダー内に収まる最大値(2097151)を超えるUIDまたはGIDのファイルが見つかった場合、UIDまたはGIDは60002に置き換えられ、警告が返されます。このような警告の存在は、バックアップの終了ステータスに反映されます。








	-V
	
obtarのバージョンを出力し、終了します。


	-w
	
ファイルをバックアップまたはリストアする前にアドバイザ・ファイルのロックをチェックして受け入れます。ロックが設定されている場合、警告メッセージが表示され、ファイルはスキップされます。


	-Xallowdiffspldev
	
デフォルトで、RAWパーティションのリストア先として使用できるのは、パーティションのバックアップ先のブロック・デバイスと同じメジャー番号またはマイナー番号を持つブロック・デバイスのみです。パーティションのバックアップ先のブロック・デバイスとはメジャー番号またはマイナー番号が異なるブロック・デバイスにRAWパーティションをリストアするには、-Xallowdiffspldevオプションを使用します。




	
注意:

Xallowdiffspldevオプションを使用できるのは、Oracle Secure Backup 10.3.0.2.0以降のみです。








	-Xchkmnttab
	
stat(2)操作を実行する前にローカルのマウント表(/etc/mnttab)を参照し、リモート・マウント・ポイントだと判明したディレクトリをスキップします。ローカル・マウント・ポイントはスキップされません。このオプションが適用されるのはLinuxおよびUNIXのみです。

-Xchkmnttabオプションにより、停止しているかまたは応答がないリモート・ホストが原因となるハングを回避できます。-Xchkmnttabオプションは、-Xcrossmpによって無効にされます。




	
関連項目:

backupoptions操作ポリシーに-Xchkmnttabオプションを指定する手順は、「backupoptions」を参照してください。








	-Xcleara
	
正常にバックアップされた各ファイルのアーカイブ・ファイル属性ビットを消去します。このオプションを使用しない場合、アーカイブ・ファイル・ビットは変更されないまま残ります。このオプションが適用されるのはWindowsのみです。


	-Xcrossmp
	
-lまたは-Xchkmnttabオプションの指定の有無を問わず、すべてのマウント・ポイントを横断します。デフォルトでは、マウント・ポイントを横断しません。

-Xcrossmpオプションは、backupoptions操作ポリシーに指定できます。


	-Xdepth:levs
	
表示する索引レベルの最大数を指定します。


	-Xfamily[:family]
	
ラベルを付けるボリュームがメディア・ファミリfamilyに属すことを指定します。


	-Xhighlatency
	
再解析ポイントが指し示すデータをフェッチします。通常、再解析ポイントで待機時間が長いと、再解析ポイントはバックアップされますが、基礎となるデータはバックアップされません。このオプションが適用されるのはWindowsのみです。


	-Xhome:dir
	
バックアップを開始する前にクライアント・ホスト上のホーム・ディレクトリをdirに設定します。


	-Xincrrestore
	
ネットワーク接続ストレージ(NAS)デバイスに対して増分ネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)リストアを実行します。


	-Xkv:time_spec
	
ボリュームの保存時間を指定します。time_specは、disabled (保存時間なし)、foreverまたはn tuで、tuは、secs (秒)、mins (分)、hrs (時間)、days (日)、wks (週)、mos (月)またはyrs (年)のいずれかです。このオプションが有効なのは、ボリュームの最初のファイルに書き込む場合のみです。


	-Xmarkerfiles
	
バックアップ時に見つかった索引マーカー・ファイルを受け入れます。現在、定義されている索引マーカー・ファイルは.ob_no_backupのみです。-Xmarkerfilesを指定した場合、この名前のファイルがディレクトリにあると、このディレクトリまたはそのサブディレクトリはバックアップされません。


	-Xnice:val
	
バックアップまたはリストア・プロセスのnice(1)値をvalに設定します。この値は、リクエストされた操作を実行するためにobtarによって生成されたローカルおよびリモート・サブプロセスに伝播されます。

Windowsの場合、指定されたvalは次のルールに従ってWindowsプロセスの優先度の値にマップされます。

	
val >= -20かつval <= -6の場合、値はABOVE_NORMAL_PRIORITY_CLASSに変換されます。


	
val >= -5かつval <= 4の場合は、NORMAL_PRIORITY_CLASSに変換されます。


	
val >= 5かつval <= 19の場合は、BELOW_NORMAL_PRIORITY_CLASSに変換されます。


	
値が前述の範囲に当てはまらない場合は、警告が発行され、その値は無視されます。





	-Xno_mod_chk
	
ファイルのバックアップ時に変更チェックを省略します。通常は、ファイルがバックアップされた後で、バックアップ中にファイルが変更されたかどうかチェックされます。ファイルが変更されていた場合は、警告メッセージが出力されます。このオプションを設定すると、パフォーマンスが向上します。


	-Xnochaselinks
	
リンクがコマンドラインに明示的に指定されていても、リンクをたどらないようにします。


	-Xnostat
	
ファイルの状態データ(所有権、権限、サイズ)を索引ファイルに含めません。デフォルトでは、このデータは索引ファイルに書き込まれ、後でカタログにインポートされます。


	-Xow
	
ボリューム・ラベルの有効期限を無視します。有効期限がまだ切れていないボリュームを上書きしようとする場合は、-Xowを指定しないかぎり、操作が失敗します。


	-Xupdtu
	
ファイルをバックアップした後にファイルのアクセス時間をリセットしません。通常、ファイルがバックアップされた後、ファイルのアクセス時間(atime)は、バックアップ開始前のアクセス時間にリセットされます。ファイルをバックアップしても元のatimeは変更されません。バックアップでファイルのatimesが変更されてもかまわない場合、このオプションを指定すると、バックアップのパフォーマンスが若干向上します。


	-Xuq:n
	
utimeヘルパーのキューのサイズを指定します。データのバックアップ時には、ヘルパー・プロセスを使用してutime(2)コールが実行され、バックアップするファイルのアクセス時間がリセットされます。このパラメータにより、utimeヘルパーの入力キューのサイズを制御します。このオプションが適用されるのはLinuxおよびUNIXのみです。


	-Xuse_ctime
	
増分バックアップの実行時に、バックアップに含めるファイルの基準としてmtimes (変更時間)ではなくctimes (inode変更時間)を使用します。このオプションを使用することは-Xupdtuも使用することを意味します。


	-Xverifyarchive
	
バックアップ・セクションの完了時にテープをセクションの先頭に巻き戻し、コンテンツを読み取ります。


	-Xww:time_spec
	
ボリュームの書込みウィンドウの有効期限を指定します。time_specは、-Xkvオプションの場合と同じように指定します。入力した時間指定がボリュームの作成時間に加算され、ボリュームに対する追加書込みの有効期限が決定されます。このオプションが有効なのは、ボリュームの最初のファイルに書き込む場合のみです。


	-y status-file
	
バックアップ・セッションに関するステータス情報をstatus-fileに書き込みます。これらの統計は、retainbackupmetricsポリシーを設定することで、メディア・サーバーのobservicedログ・ファイルに保存できます。




	
関連項目:

「retainbackupmetrics」








	-Z
	
バックアップ時にデータを圧縮します。または、リストア時にデータを圧縮したままにします。-Zを使用してバックアップ・イメージを作成する場合、ファイルは、バックアップ・イメージに書き込まれる前に、UNIXのcompress(1)ユーティリティと同じアルゴリズムを使用して圧縮されます。ファイルがすでに圧縮されている場合や、圧縮してもファイルが縮小されない場合、obtarではファイルは圧縮しません。圧縮されているファイルをリストアすると、-Zを指定して圧縮解除を抑止しないかぎり、自動的に圧縮解除されます。




	
注意:

使用可能な場合は、テープ・ドライブのハードウェア圧縮機能を使用することをお薦めします。























C RMANメディア管理パラメータ

この付録では、Recovery Manager(RMAN)バックアップ・ジョブおよびリストア・ジョブに指定できるOracle Secure Backup固有のメディア管理パラメータについて説明します。次の方法で、RMANバックアップ・ジョブおよびリストア・ジョブにメディア管理パラメータを指定できます。

	
環境変数。環境変数を設定するには、CONFIGUREコマンドまたはALLOCATE CHANNELコマンドのPARMSオプションのENVパラメータを使用します。


	
RMANのSENDコマンド




この項では、RMANジョブで有効なOracle Secure Backupパラメータについて説明します。

次のトピックについて説明します。

	
データベース・バックアップ記憶域セレクタおよびRMANメディア管理パラメータ


	
OB_DEVICE


	
OB_ENCRYPTION


	
OB_IGNORE_NUMA


	
OB_MEDIA_FAMILY


	
OB_RESOURCE_WAIT_TIME


	
OB_RESTORE_DEVICE






データベース・バックアップ記憶域セレクタおよびRMANメディア管理パラメータ

mksselコマンドで作成するデータベース・バックアップ記憶域セレクタと、OB_DEVICEとOB_MEDIA_FAMILY Recovery Manager(RMAN)メディア管理パラメータのいずれを使用しても、テープ・デバイスおよびメディア・ファミリの制限を構成できます。

バックアップ操作時、Oracle Secure Backupではまず、テープ・デバイスまたはメディア・ファミリの制限がRMANメディア管理パラメータで指定されているかどうかを確認します。RMANパラメータが設定されていない場合は、バックアップ記憶域セレクタに指定された値をバックアップ操作に使用します。

表C-1では、RMANバックアップ・ジョブ用にメディア・ファミリおよびテープ・デバイスを選択する際にOracle Secure Backupで使用される基準について説明しています。


表C-1 メディア・ファミリおよびデバイスの設定の決定

	一致するセレクタ	セレクタでのデバイスの設定	ジョブでのOB_DEVICEの設定	ジョブでのOB_MEDIA_FAMILYの設定	結果
	
◎

	
◎

	
×

	
×

	
Oracle Secure Backupは、バックアップ記憶域セレクタでのテープ・デバイスおよびメディア・ファミリの設定を使用します。


	
◎

	
◎または×

	
◎

	
◎

	
Oracle Secure Backupは、RMANチャネル・パラメータでのテープ・デバイスおよびメディア・ファミリの設定を使用します。


	
◎

	
◎または×

	
◎

	
×

	
Oracle Secure Backupは、OB_DEVICEの設定、およびセレクタで指定したメディア・ファミリを使用します。


	
◎

	
◎

	
×

	
◎

	
Oracle Secure Backupは、セレクタでのテープ・デバイス設定、およびRMANチャネル・パラメータでのメディア・ファミリ設定を使用します。


	
◎

	
×

	
×

	
◎

	
Oracle Secure Backupは、テープ・デバイスを制限せず(すなわち、ドメイン内の任意のテープ・デバイスを選択して)、RMANチャネル・パラメータでのメディア・ファミリ設定を使用します。


	
×

	
適用外

	
◎

	
×

	
Oracle Secure Backupは、OB_DEVICEの設定、およびRMAN-DEFAULTメディア・ファミリを使用します。


	
×

	
適用外

	
×

	
×

	
Oracle Secure Backupは、テープ・デバイスを制限せず(すなわち、ドメイン内の任意のテープ・デバイスを選択して)、RMAN-DEFAULTメディア・ファミリを使用します。














OB_DEVICE


用途

OB_DEVICEパラメータは、バックアップに使用するテープ・デバイスを定義する場合に使用します。





制限と使用方法

Recovery Manager(RMAN)ジョブにOB_DEVICE[_n]を指定する場合は、次の点に留意してください。

	
このパラメータはリストア・ジョブに影響しません。


	
チャネルはテープ・ドライブのみに制限でき、テープ・ライブラリには制限できません。


	
表C-1では、RMANバックアップ・ジョブ用にメディア・ファミリおよびテープ・デバイスを選択する際にOracle Secure Backupで使用される基準について説明しています。








構文

	OB_DEVICE::=
	

OB_DEVICE[_n][=]{drive_name | [drive_name]@hostname}








意味

	_n
	
二重化バックアップのコピー番号を指定します。二重化バックアップでは、最初のコピーにはOB_DEVICE_1、2番目のコピーにはOB_DEVICE_2、というように指定します。


	drive_name
	
バックアップの制限先となるテープ・ドライブの名前を指定します。


	host_name
	
バックアップの制限先となるホストの名前を指定します。

drive_name@host_nameを指定した場合、Oracle Secure Backupは、指定されたテープ・デバイスと指定されたホストを使用します。@host_nameを指定した場合、Oracle Secure Backupは、名前がhost_nameのホストに接続された任意のテープ・デバイスを使用します。








例


例C-1 SENDコマンドによるSBTバックアップ

この例では、SENDコマンドを使用して、RMANがホストbrhost1上の任意のテープ・ドライブにバックアップするように指定しています。パラメータOB_DEVICEとテープ・ドライブ名の間に等号が挿入されていないことに注意してください。


RUN
{
  ALLOCATE CHANNEL c1 DEVICE TYPE sbt;
  SEND 'OB_DEVICE @brhost1';
  BACKUP TABLESPACE users;
}





例C-2 ENVパラメータによるSBTバックアップ

この例では、PARMSを使用して、Oracle Secure Backupメディア・ファミリおよびデバイスのパラメータを設定します。このパラメータでは、tape2という名前のデバイスにバックアップしてメディア・ファミリmy_full_backupsを使用するよう、RMANに指示します。パラメータOB_DEVICEと値tape2の間に等号が挿入されていることに注意してください。


RUN
{
   ALLOCATE CHANNEL c1 DEVICE TYPE sbt
     PARMS 'ENV=(OB_DEVICE=tape2, OB_MEDIA_FAMILY=my_full_backups)';   
   BACKUP TABLESPACE users;
}












OB_ENCRYPTION


用途

OB_ENCRYPTIONパラメータは、Oracle Secure Backupの暗号化を制御する場合に使用します。





制限と使用方法

すべてのケースで、バックアップ・データがすでにRMANによって暗号化されている場合、Oracle Secure Backupはそれ以上の暗号化を行いません。

Oracle Secure Backupが暗号化を利用する場合、その暗号化のアルゴリズムは、バックアップされたOracle Secure Backupホスト用に構成されたアルゴリズムによって異なります。





構文

	OB_ENCRYPTION::=
	

OB_ENCRYPTION[=]{ on | off | forcedoff | swencryption}








意味

	on
	
RMANによって暗号化されていないかぎり、バックアップ・データを暗号化にOracle Secure Backupを使用します。


	off
	
ホストまたはグローバル・ポリシーがrequiredに設定されていないかぎり、バックアップ・データの暗号化にOracle Secure Backupを使用しません。

OB_ENCRYPTIONをoffに設定するということは、値を指定しないことと同じです。データが暗号化形式でテープに保存されるかどうかについては、Oracle Secure Backupの暗号化に関するすべての標準ルールが適用されます。


	forcedoff
	
データベース・バックアップの暗号化にOracle Secure Backupを使用しません。ホスト固有の暗号化設定はいずれも無視されます。

forcedoffの設定はRMANには影響しません。RMANはバックアップ・データを暗号化できます。


	swencryption
	
Oracle Secure Backupがハードウェア暗号化ではなくソフトウェア暗号化を使用するようにします。








例


例C-3 SENDコマンドによるバックアップの暗号化

この例では、SENDコマンドを使用して、ユーザー表領域バックアップについてOracle Secure Backupによる暗号化を指定します。RMANがすでにusersのバックアップを暗号化している場合、Oracle Secure Backupはそれ以上の暗号化を行いません。パラメータOB_ENCRYPTIONと値onの間に等号が挿入されていないことに注意してください。


RUN
{
  ALLOCATE CHANNEL c1 DEVICE TYPE sbt;
  SEND 'OB_ENCRYPTION on';
  BACKUP TABLESPACE users;
}





例C-4 永続暗号化構成

この例では、いずれの状況においても、Oracle Secure Backupが永続的にRMANバックアップに暗号化を適用しないように構成しています。パラメータOB_ENCRYPTIONと値forcedoffの間に等号が挿入されていることに注意してください。


CONFIGURE CHANNEL DEVICE TYPE sbt PARMS  
  'ENV=(OB_ENCRYPTION=forcedoff)';












OB_IGNORE_NUMA


用途

OB_IGNORE_NUMAパラメータは、Oracle Secure Backupで不均一メモリー・アクセス(NUMA)認識を有効にする必要があるかどうかを指示するのに使用します。NUMA認識を有効にすると、NUMAマシン上で実行するOracle Databaseのバックアップとリストア操作のパフォーマンスが向上する場合があります。




	
関連項目:

NUMAの詳細は、『Oracle Secure Backup管理者ガイド』を参照してください。











制限と使用方法

None





構文

	OB_IGNORE_NUMA::=
	

OB_IGNORE_NUMA[=]{0|1}








意味

	0
	
Oracle Secure Backupでは、Oracleシャドウ・プロセスとOracle Secure Backupデータ・サービスを同じ場所には配置しません。この設定は主にテスト用に使用されます。


	1
	
Oracle Secure Backupでは、NUMAマシン上で、Oracleシャドウ・プロセスとOracle Secure Backupデータ・サービスを必ず同一のNUMAノードに配置します。これがデフォルトの設定です。








例


例C-5 NUMA認識の無効化


RUN
{
  ALLOCATE CHANNEL c1 DEVICE TYPE sbt;
  SEND 'OB_IGNORE_NUMA 1';
  BACKUP TABLESPACE users;
}












OB_MEDIA_FAMILY


用途

OB_MEDIA_FAMILYパラメータは、バックアップ・ジョブに使用するメディアを定義する場合に使用します。





制限と使用方法

Recovery Manager(RMAN)ジョブにOB_MEDIA_FAMILY[_n]を指定する場合は、次の点に留意してください。

	
このパラメータはリストア・ジョブに影響しません。


	
コンテンツ管理されたメディア・ファミリのみを指定できます。デフォルトでは、RMANはRMAN-DEFAULTメディア・ファミリを使用します。


	
表C-1では、RMANバックアップ・ジョブ用にメディア・ファミリおよびテープ・デバイスを選択する際にOracle Secure Backupで使用される基準について説明しています。








構文

	OB_MEDIA_FAMILY::=
	

OB_MEDIA_FAMILY[_n][=]media_family_name








意味

	_n
	
二重化バックアップのコピー番号を指定します。二重化バックアップでは、最初のコピーにはOB_MEDIA_FAMILY_1、2番目のコピーにはOB_MEDIA_FAMILY_2、というように指定します。


	media_family_name
	
メディア・ファミリの名前を指定します。








例


例C-6 SENDコマンドによるSBTバックアップ

この例では、SENDコマンドを使用して、RMANデータベース・バックアップでmy_full_backupsメディア・ファミリを指定しています。パラメータOB_MEDIA_FAMILYと値datafile_mfの間に等号が挿入されていないことに注意してください。


SEND 'OB_MEDIA_FAMILY datafile_mf';
BACKUP TABLESPACE users;





例C-7 ENVパラメータによるSBTバックアップ

この例では、PARMSを使用してOracle Secure Backupメディア・ファミリ・パラメータを設定している点以外は、例C-6と同じバックアップを行っています。パラメータOB_MEDIA_FAMILYと値datafile_mfの間に等号が挿入されていることに注意してください。


CONFIGURE CHANNEL DEVICE TYPE sbt PARMS  
  'ENV=(OB_MEDIA_FAMILY=datafile_mf)';
BACKUP TABLESPACE users;












OB_RESOURCE_WAIT_TIME


用途

OB_RESOURCE_WAIT_TIMEパラメータは、必要なリソースが使用可能になるまでに、バックアップ・ジョブまたはリストア・ジョブが待機する期間を指定する場合に使用します。





制限と使用方法

Recovery Manager(RMAN)のリソース待機時間は次の各場所で指定できますが、先に示された場所よりも後に示された場所の方が優先されます。

	
rmanresourcewaittimeポリシー




	
関連項目:

「rmanresourcewaittime」








	
RMANバックアップ・ジョブに対応するデータベース・バックアップ記憶域セレクタのwaittime属性


	
RMANチャネル構成パラメータOB_RESOURCE_WAIT_TIME








構文

	OB_RESOURCE_WAIT_TIME::=
	

OB_RESOURCE_WAIT_TIME=duration








意味

	duration
	
リソースとしてのテープが使用可能になるまでOracle Secure Backupが待機する時間を指定します。durationプレースホルダの有効な値は、「duration」を参照してください。








例


例C-8 SENDコマンドによるSBTリストア

この例では、SENDコマンドを使用して、リソースとしてのテープが使用可能になるまで、リストア・ジョブが最大10分間待機するように指定しています。パラメータOB_RESOURCE_WAIT_TIMEと値の間に等号が挿入されていないことに注意してください。


RUN
{
  ALLOCATE CHANNEL c1 DEVICE TYPE sbt;
  SEND 'OB_RESOURCE_WAIT_TIME 1minute';
  RESTORE ARCHIVELOG ALL;
}





例C-9 ENVパラメータによるSBTリストア

この例では、ENVパラメータを使用して、構成されたチャネルでの待機時間を指定しています。パラメータOB_RESOURCE_WAIT_TIMEと値の間に等号が挿入されていることに注意してください。


CONFIGURE CHANNEL DEVICE TYPE sbt PARMS
  'ENV=(OB_RESOURCE_WAIT_TIME=1minute)';
RESTORE ARCHIVELOG ALL;












OB_RESTORE_DEVICE


用途

OB_RESTORE_DEVICEパラメータは、リストア・ジョブに使用するテープ・ドライブを定義する場合に使用します。

このパラメータを使用すると、特定のテープ・デバイスにリストア・ジョブを制限できます。このパラメータは、Oracle Databaseのバックアップをリストアするのに使用できます。




	
注意:

OB_RESTORE_DEVICEパラメータを使用できるのは、Oracle Secure Backup 10.3.0.2.0以降のみです。











制限と使用方法

デバイス制限はボリュームの場所の上に適用されます。リストア・ジョブに必要なボリュームがdevicenameで指定したものとは別のドライブにロードされている場合、そのボリュームはドライブからアンロードされ、devicenameにロードされます。ただし、これは2つのドライブ(OB_RESTORE_DEVICEで指定されたドライブと、必要なボリュームがロードされているドライブ)が両方とも同じライブラリにある場合にのみ可能です。

OB_RESTORE_DEVICEパラメータに指定されているデバイスは、ボリュームが存在するライブラリに接続している必要があります。デバイスが接続されていないと、リストア・ジョブは失敗します。

ボリュームは、OB_RESTORE_DEVICEで指定したテープ・ドライブ内、または指定したテープ・ドライブが所属するライブラリ内に存在する必要があります。リストア・ジョブが、リストアに必要なボリュームと同じライブラリにないデバイスに制限されている場合、リストア・ジョブはリソースの可用性を待機中の状態になります。リストア・ジョブは失敗しません。

リストア・ジョブが失敗するのは、ボリュームが存在するSEスロットが、devicenameで指定されているデバイスのuselistにない場合です。uselistの詳細は、「chdev」を参照してください。





構文

	OB_RESTORE_DEVICE::=
	

OB_RESTORE_DEVICE[=]devicename








意味

	devicename
	
リストア・ジョブの使用の制限先となるテープ・デバイスの名前を指定します。

devicenameには、device_name@hostnameまたは@hostnameの形式を使用しないでください。デバイス名のみ指定する必要があります。

devicenameの詳細は、「devicename」を参照してください。

OB_RESTORE_DEVICEでは、devicenameはテープ・デバイスに制限されています。








例


例C-10 デバイス名を指定したリストア

この例では、表領域my_tbsをリストアするリストア・ジョブに対して、テープ・デバイスtape1を使用するように制限しています。


RUN
{
  ALLOCATE CHANNEL c1 DEVICE TYPE SBT;
  SEND 'OB_RESTORE_DEVICE=tape1';
  RESTORE TABLESPACE my_tbs;
  RECOVER TABLESPACE my_tbs;
}


















D Oracle Secure Backupサービスの起動と停止

Oracle Secure Backupサービスは、表D-1に示すスクリプトを使用して手動で起動または停止することができます。アクティブなバックアップまたはリストアのジョブがないときには、Oracle Secure Backupを停止することが最善の策です。


表D-1 Oracle Secure Backupサービスの停止と起動

	オペレーティング・システム	必要な権限	起動と停止のコマンド
	
Red HatおよびSuse Linux

	
root

	
/etc/init.d/observiced stop

/etc/init.d/observiced start


	
Solaris

	
root

	
/etc/init.d/OracleBackup stop

/etc/init.d/OracleBackup start


	
AIX

	
root

	
/etc/rc.d/init.d/OracleBackup stop

/etc/rc.d/init.d/OracleBackup start


	
HP-UX

	
root

	
/sbin/init.d/OracleBackup stop

/sbin/init.d/OracleBackup start


	
Windows

	
管理者グループのメンバーシップ

	
net stop observiced

net start observiced
















用語集


アクティブな場所

テープ・ライブラリまたはテープ・ドライブ内の場所。






管理ドメイン

バックアップおよびリストア操作を実行するための共通単位として管理する、ネットワーク上のコンピュータのグループ。管理ドメインには、単一の管理サーバーを含める必要があります。次のものを含めることができます。

	
1つ以上のクライアント・ホスト


	
1つ以上のメディア・サーバー・ホスト




管理ドメインは、管理サーバー、メディア・サーバーおよびクライアントのロールを担う単一のホストで構成できます。






管理サーバー

管理ドメイン内のホストに対する構成情報およびカタログ・ファイルを格納するホスト。管理ドメインごとに単一の管理サーバーが必要です。1つの管理サーバーでネットワーク上のすべてのクライアントを処理できます。管理サーバーは、管理ドメイン内でバックアップを開始および監視するスケジューラを実行します。






Apache Webサーバー

Oracle Secure BackupのWebツールで使用されるパブリック・ドメインのWebサーバー。






アタッチメント

管理ドメイン内のホストに対する、テープ・デバイスの物理的または論理的な接続(データが移動するパス)。






自動証明書プロビジョニング・モード

認証局(CA)がアイデンティティ証明書に署名し、ネットワークで新しいホストに送信する際の証明書管理モード。この証明書発行モードは、非常にまれですが可能性のある中間者攻撃に対して脆弱です。自動モードは、手動証明書プロビジョニング・モードと対照をなします。






バックアップの暗号化

復号化しないと使用できないようにバックアップ・データを不明瞭化するプロセス。データは、停止中または転送中、あるいはその両方で暗号化できます。






バックアップID

バックアップ・セクションを一意に識別する整数。






バックアップ・イメージ

バックアップ操作の作業結果。1つのバックアップ・イメージが、ボリューム・セット内の複数のボリュームにまたがることがあります。1つのボリュームに収まるバックアップ・イメージの部分を、バックアップ・セクションと呼びます。





バックアップ・イメージ・ファイル

バックアップ・イメージの論理コンテナ。バックアップ・イメージは1つのファイルで構成されます。1つのバックアップ・イメージは複数のバックアップ・セクションで構成されます。






バックアップ・イメージ・ラベル

バックアップ・イメージのファイル番号、バックアップ・セクション番号および所有者を特定するテープ上のデータ。






バックアップ・ジョブ

Oracle Secure Backupのスケジューラによる実行の対象となるバックアップ。バックアップ・ジョブは、backup --goコマンドを使用してスケジューラに転送されていないオンデマンド・バックアップであるバックアップ・リクエストと対照をなします。






バックアップ・レベル

ファイルシステム・データの増分バックアップのレベル。Oracle Secure Backupでは、ファイルシステム・バックアップについて9つの異なる増分バックアップ・レベルをサポートしています。






バックアップ操作

データが1次メディアから2次メディアにコピーされるプロセス。Oracle Secure Backupを使用すると、ファイルシステム・バックアップを作成できますが、これらはファイルシステム上のあらゆるファイルのバックアップです。また、Oracle Secure BackupのSBTライブラリをRecovery Manager(RMAN)とともに使用すると、データベースをテープにバックアップできます。





バックアップ・ピース

Recovery Manager(RMAN)によって生成されるバックアップ・ファイル。バックアップ・ピースは、バックアップ・セットと呼ばれる論理コンテナに格納されます。






バックアップ・リクエスト

--goオプションを指定したbackupコマンドを実行するまで、obtoolでローカルに保持されるオンデマンド・バックアップ。この時点で、リクエストはスケジューラに転送され、各バックアップ・リクエストはバックアップ・ジョブとなり、実行の対象となります。






バックアップ・スケジュール

Oracle Secure Backupがデータセットによって指定されたファイルをバックアップする時期と頻度の記述。バックアップ・スケジュールは、使用する各データセット・ファイルの名前およびメディア・ファミリの名前で構成されます。トリガーと呼ばれるスケジュールの部分は、バックアップが発生する日時を定義します。obtoolでは、mkschedコマンドを使用してバックアップ・スケジュールを作成します。






バックアップ・セクション

1つのテープに存在するバックアップ・イメージ・ファイルの部分。1つのバックアップ・イメージは複数のバックアップ・セクションで構成されることがあります。各バックアップ・セクションは、バックアップIDによって一意に識別されます。





バックアップ記録

Oracle Secure Backupスケジューラによってディスパッチされる特定のバックアップからの標準出力が含まれるファイル。






バックアップ・ウィンドウ

バックアップ操作を処理できる期間。






バーコード

識別のためにボリュームに物理的に適用される記号コード(タグとも呼ばれる)。Oracle Secure Backupでは、バーコードを読み取るための自動化方法を持つテープ・ライブラリの使用をサポートしています。





ブロッキング・ファクタ

各テープ・ドライブに書き込まれるデータの各ブロックに含まれる512バイトのブロック数。デフォルトでは、Oracle Secure Backupは64000ブロックをテープに書き込みます(ブロッキング・ファクタは128です)。通常、ブロッキング・ファクタが大きいほどパフォーマンスは向上するため、obtarのデフォルトより大きなブロッキング・ファクタを試してもかまいません。サーバーのオペレーティング・システムでサポートされる値より大きな値を選択すると、Oracle Secure Backupではエラーで失敗します。





CA

「認証局(CA)」を参照してください。






カタログ

Oracle Secure Backupの管理ドメイン内のバックアップを記録するリポジトリ。Oracle Secure BackupのWebツールまたはobtoolを使用すると、カタログを参照して、すでにバックアップしたファイルを確認できます。カタログは、管理サーバー上に格納されます。






証明書

認証局(CA)が発行するデジタル署名付きの文書で、別のエンティティの公開鍵(および他の情報)が値を持つことを証明するもの。X.509規格は、証明書の形式および証明書に含まれる情報の種類、すなわち証明書のバージョン、シリアル番号、アルゴリズムID、発行者、有効期間、被発行者、被発行者の公開鍵情報および鍵の用途(署名、暗号化など)などの拡張情報を指定します。証明書のエンコード、識別および格納には、様々な方法が使用されます。






認証局(CA)

公開鍵のペアをアイデンティティにバインドするという機能を実行するネットワーク内の機関。CAは、アイデンティティとそれに対応する公開鍵の記述が含まれる証明書にデジタル署名することによって、バインディングを認証します。管理サーバーは、Oracle Secure Backupの管理ドメインに対するCAです。






CIFS (Common Internet File System)

TCP/IP(Transmission Control Protocol/Internet Protocol)の最上位で稼働するインターネット・ファイルシステム・プロトコル。






クラス

Oracle Secure Backupユーザー用の名前付きの権限セット。1つのクラスは複数のユーザーを保有できますが、各ユーザーは1つのクラスにしか属することができません。






クライアント

Oracle Secure Backupがバックアップまたはリストアするファイルを所有するコンピュータまたはサーバー。






コンテンツ管理の有効期限ポリシー

このタイプの有効期限ポリシーが指定されたボリュームは、ボリューム上の各バックアップ・ピースに削除済のマークが付けられると期限切れになります。コンテンツ管理されたボリュームには、Recovery Manager(RMAN)バックアップは作成できますが、ファイルシステム・バックアップは作成できません。RMANを使用するとバックアップ・ピースを削除できます。






累積増分バックアップ

増分バックアップの一種で、より下位のバックアップ・レベルで変更されたデータのみをコピーします。たとえば、レベル3の増分バックアップは、レベル2以下の最新のバックアップ後に変更されたデータのみをコピーします。






デーモン

バックアップおよびリストア操作の実行中に、Oracle Secure Backupによってタスクが割り当てられたバックグラウンド・プロセス。デーモンには、常に稼働しているものと、必要に応じて開始および停止されるものがあります。






データ管理アプリケーション(DMA)

データ・サービスおよびテープ・サービスへの接続を通し、ネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)を介してバックアップまたはリストア操作を制御するアプリケーション。DMAはセッション・マスターであるのに対し、NDMPサービスはスレーブです。Oracle Secure Backupの管理ドメインでは、obtarがDMAの例です。






データ・サービス

クライアント上で稼働し、1次ストレージ・システム上のデータベースおよびファイルシステム・データへのネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)・アクセスを提供するアプリケーション。






データ転送要素(DTE)

テープ・ライブラリ内の2次ストレージ・デバイス。複数のテープ・ドライブが含まれるライブラリでは、データ転送要素に1から順に番号が付けられます。






データベース・バックアップ記憶域セレクタ

Recovery Manager(RMAN)のSBTバックアップの特性を指定するOracle Secure Backupの構成オブジェクト。記憶域セレクタは、データベースにアクセスするRMANと、バックアップ・メディアを管理するOracle Secure Backupソフトウェアの間のレイヤーとして機能します。






データベースID (DBID)

データベースを識別する、一意に生成された内部番号。この番号は、データベースの作成時に自動的に作成されます。






データセット

ファイルシステム・バックアップのコンテンツ。データセット・ファイルがデータセットを記述します。たとえば、データセット・ファイルmy_data.dsを作成し、ホストbrhost2上の/homeディレクトリを含むデータセットを記述することができます。






データセット・ディレクトリ

データセット・ファイルを格納するディレクトリ。ディレクトリは、共通参照用にデータセット・ファイルを1セットとしてグループ化します。






データセット・ファイル

データセットを記述するテキスト・ファイル。Oracle Secure Backupのデータセット言語により、バックアップするファイルシステム・データを定義するためのテキストベースの手段が提供されます。






デフォルトおよびポリシー

管理ドメイン内でのOracle Secure Backupの実行方法を指定する一連の構成データ。






デバイス検出

Oracle Secure Backupがネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)を介してアクセスされたデバイスと、このようなデバイスに対する構成の変更を自動的に検出するプロセス。






デバイス特殊ファイル

ハードウェア・テープ・デバイスを表す、UNIXまたはLinux上の/devファイルシステムにあるファイル名。デバイス特殊ファイルは、ディスク上のデータを指定するのではなく、ハードウェア装置とそれを処理するデバイス・ドライバを特定します。ファイルのinodeには、デバイス番号、権限、および所有権データが含まれます。アタッチメントは、ホスト名とOracle Secure Backupによるデバイスへのアクセスに使用されるデバイス特殊ファイル名で構成されます。






差分増分バックアップ

増分バックアップの一種で、同位またはより下位のバックアップ・レベルで変更されたデータのみをコピーします。このバックアップは、レベル10のバックアップとも呼ばれます。Oracle Secure Backupでは、Network Appliance Filerなどのネットワーク接続ストレージ(NAS)デバイスを含む、一部のプラットフォームにおけるレベル10のバックアップはサポートしていません。






DMA

「データ管理アプリケーション(DMA)」を参照してください。





ドメイン

共通のルールおよび手順により1つの単位として管理される、ネットワーク上のコンピュータおよびデバイスのグループ。インターネット内では、ドメインはIPアドレスによって定義されます。IPアドレスの共通部分を共有するすべてのデバイスを、同じドメイン内にあるといいます。





エラー率

リカバリされた書込みエラー数を書き込まれた合計ブロック数で割り、100倍した値。





除外文

バックアップ操作から除外するファイルまたはパスを指定します。






有効期限ポリシー

メディア・ファミリ内のボリュームがどのように期限切れになるか、すなわちいつ上書き対象となるかをOracle Secure Backupが決定する方法。メディア・ファミリには、コンテンツ管理の有効期限ポリシーまたは時間管理の有効期限ポリシーのいずれかを指定できます。






光ファイバ分散データ・インタフェース(FDDI)

デジタル・データを光ファイバ・ケーブルで送信するためのANSIプロトコルのセット。FDDIネットワークはトークンパッシング・ネットワークで、最高100Mbpsのデータ転送速度をサポートします。FDDIネットワークは、通常、広域ネットワークのバックボーンとして使用されます。






ファイバ・チャネル

ストレージ・エリア・ネットワーク(SAN)内のデバイス間で主に使用されるプロトコル。






ファイルシステム・バックアップ

Oracle Secure Backupによって開始されるファイルシステム上のファイルのバックアップ。ファイルシステム・バックアップは、Oracle Secure BackupのSBTインタフェースを介して実行されるRecovery Manager(RMAN)バックアップとは異なります。






ファイラ

データ・ストレージに使用されるネットワーク接続アプライアンス。






ファイアウォール

プライベート・ネットワークとの間で行われる不正なアクセスを防止するように設計されたシステム。






全体バックアップ

クライアントで選択されたファイルをすべてバックアップする操作。増分バックアップとは異なり、前回のバックアップ後に変更されたかどうかに関係なくファイルをバックアップします。






アイデンティティ証明書

Oracle Secure Backupの管理ドメイン内のホストを一意に識別する、認証局(CA)が署名したX.509証明書。






増分バックアップ

前回のバックアップ後に変更されたクライアント上のファイルのみをバックアップする操作。Oracle Secure Backupでは、ファイルシステム・バックアップについて9つの異なる増分バックアップ・レベルをサポートしています。累積増分バックアップは、より下位のレベルで、最新のバックアップ後に変更されたデータのみをコピーします。差分増分バックアップは、レベル10のバックアップに相当し、同位またはより下位のレベルで、増分バックアップ後に変更されたデータをコピーします。

増分バックアップは、最後に変更された時期に関係なくすべてのファイルを常にバックアップする全体バックアップと対照をなします。全体バックアップは、レベル0の増分バックアップに相当します。






ジョブ・リスト

Oracle Secure Backupによって作成および管理されるカタログで、過去、現在および保留中のバックアップ・ジョブが記述されています。






ジョブ・サマリー

Oracle Secure Backupによって生成されるテキスト・ファイルのレポートで、選択されたバックアップおよびリストア・ジョブのステータスが記述されています。このレポートは、ユーザー指定のジョブ・サマリー・スケジュールに従って生成されます。






ジョブ・サマリー・スケジュール

ジョブ・サマリーを生成するためのユーザー定義のスケジュール。ジョブ・サマリー・スケジュールは、obtoolでmksumコマンドを使用して作成します。






場所

ボリュームが物理的に存在する場所のことで、テープ・ライブラリ、データ・センターまたはオフサイトの保管施設などの名前になります。






手動証明書プロビジョニング・モード

ホストに対する署名付きのアイデンティティ証明書を管理サーバーから手動でエクスポートし、新しいホストに移して、そのホストのウォレットに証明書を手動でインポートする必要がある証明書管理モード。自動証明書プロビジョニング・モードとは異なり、このモードは、非常にまれですが可能性のある中間者攻撃に対して脆弱ではありません。






メディア・ファミリ

同じボリューム順序ファイル、有効期限ポリシーおよび書込みウィンドウを共有する、バックアップ・ボリュームの名前付き分類。






メディア・サーバー

1つ以上のテープ・デバイスが接続されたコンピュータまたはサーバー。メディア・サーバーは、接続されているテープ・デバイスとの間でデータを送信します。






マウント・モード

このモードは、テープ・ドライブに物理的にロードされたボリュームをOracle Secure Backupで使用する方法を指します。有効値は、読取り専用、書込み/追加、上書きおよびマウントなしです。





NAS

「ネットワーク接続ストレージ(NAS)」を参照してください。





ネイティブ・アクセス・モード

プライマリ・アクセス・モードのシノニム。






NDMP

「ネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)」を参照してください。






NDMPアクセス・モード

ファイラ、または管理ドメイン内の通信にネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)を使用する他のホストに対するアクセス・モード。NDMPアクセス・モードは、Oracle Secure Backupのネットワーク・プロトコルを使用するプライマリ・アクセス・モードと対照をなします。Oracle Secure Backupは、ホストへのアクセスに使用されるのがプライマリ・アクセス・モードかNDMPアクセス・モードかに関係なく、ホスト間のデータ転送にNDMPを使用します。






ネットワーク接続ストレージ(NAS)

NASサーバーは、ファイルシステムを管理するネットワーク上のコンピュータです。このサーバーは、1つ以上の標準プロトコル(通常ネットワーク・ファイルシステム(NFS)およびCIFS(Common Internet File System))を使用してファイルシステムをクライアントに公開します。






ネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)

ネットワーク上の異種ファイル・サーバーのバックアップに対する共通アーキテクチャを定義するオープン・スタンダード・プロトコル。このプロトコルにより、中央のバックアップ・アプリケーションで使用される共通エージェント(データ管理アプリケーション(DMA))を作成し、異なるオペレーティング・システムが稼働しているサーバーをバックアップできます。NDMPを使用すると、データ・パスと制御パスが分離されるため、ネットワークの混雑状態が最小限に抑えられます。バックアップはローカルに(ファイル・サーバーから直接テープ・ドライブに)行うことができる一方、管理は中央で行うことができます。






ネットワーク・ファイルシステム(NFS)

異種のコンピュータ上に格納されている共有ファイルにすべてのネットワーク・ユーザーがアクセスできるようにするクライアント/サーバー・アプリケーション。NFSは、TCP/IP(Transmission Control Protocol/Internet Protocol)の最上位で稼働する仮想ファイルシステム(VFS)と呼ばれるインタフェースを介して共有ファイルにアクセスできるようにします。ユーザーは、ローカル・ディスク上に格納されているかのように共有ファイルを操作できます。NFSを使用すると、ネットワークに接続されているコンピュータは、リモート・ファイルにアクセスしている間はクライアントとして動作し、リモート・ユーザーがローカル共有ファイルへのアクセスを提供している間はサーバーとして動作します。NFS規格は、公開されており、幅広く使用されています。






NTファイルシステム(NTFS)

Windowsオペレーティング・システム用のファイルシステムの1つ。NTFSには、ディスク障害からのリストアを支援するトランザクション・ログなど、信頼性を向上するための機能があります。





OBアクセス・モード

プライマリ・アクセス・モードのシノニム。






不明瞭化ウォレット

スクランブル・アルゴリズムが不明の場合に読取りがきわめて難しい形式にデータがスクランブル化されているウォレット。このウォレットは読取り専用ですが、パスワードによって保護されてはいません。不明瞭化ウォレットでは、シングル・サインオン(SSO)がサポートされています。






オブジェクト

クラス、Oracle Secure Backupユーザー、ホスト、テープ・デバイス、テープ・ライブラリ、バックアップ・スケジュールなど、Oracle Secure Backupによって管理されるインスタンス構成データ。オブジェクトは、Oracle Secure Backupホームのadmin/configのサブディレクトリにファイルとして格納されます。






obtar

Oracle Secure Backupの基礎となるエンジンで、テープとの間でデータをやりとりします。obtarは、オリジナルのBerkeley UNIX tar(2)コマンドから派生したものです。obtarは、通常、直接アクセスされることはありませんが、コマンドラインで指定したファイルまたはディレクトリのバックアップおよびリストアに使用できます。obtarにより、obtoolまたはWebツールを介しては公開されない機能が使用できるようになります。






obtool

Oracle Secure Backupに対する主要なコマンドライン・インタフェース。このツールを使用すると、Oracle Secure Backupの構成、バックアップとリストア、メンテナンスおよび操作の監視のすべてを実行できます。obtoolユーティリティは、Webツールにかわるものです。






オフサイト・バックアップ

全体バックアップに相当するバックアップ(ただし、全体/増分バックアップ・スケジュールに影響を与えない)。オフサイト・バックアップは、増分バックアップのスケジュールを妨害せずにオフサイト保管用のバックアップ・イメージを作成するときに使用すると便利です。






オンデマンド・バックアップ

obtoolのbackupコマンドまたはOracle Secure Backup Webツールを使用して開始されるファイルシステムのバックアップ。このバックアップは1回かぎりで、即時実行されるか、指定された未来の時間に実行されます。オンデマンド・バックアップは、Oracle Secure Backupのスケジューラによって開始されるスケジュール済バックアップと対照をなします。






オペレータ

バックアップ操作、バックアップ・スケジュールの管理、テープの交換およびエラーのチェックなどを担当する人物。






オペレータ・ホスト

obtarを使用する際の、obtarコマンドの実行対象となるホスト。






Oracle Secure Backupホーム

Oracle Secure Backupソフトウェアがインストールされるディレクトリ。Oracle Secure Backupホームは、通常、UNIXおよびLinuxでは/usr/local/oracle/backup、WindowsではC:\Program Files\Oracle\Backupです。このディレクトリには、バイナリおよび構成ファイルがあります。ディレクトリのコンテンツは、管理ドメイン内のホストに割り当てられるロールによって異なります。






Oracle Secure Backup論理ユニット番号

デバイスの構成時に一意のデバイス特殊ファイル名(/dev/obt0、/dev/obt1など)を生成するために使用される0から31の数値。必須ではありませんが、ユニット番号は通常0から始まり、特定のタイプのテープ・デバイス(テープ・ライブラリまたはテープ・ドライブ)が追加されるたびに増加します。

Oracle Secure Backup論理ユニット番号とSCSI LUNを混同しないでください。SCSI LUNはデバイスのハードウェア・アドレスの一部であるのに対し、Oracle Secure Backup論理ユニット番号はデバイス特殊ファイル名の一部です。





Oracle Secure Backupスタイルのワイルドカードの構文

UNIXおよびLinuxオペレーティング・システムでの検索に使用されるワイルドカード文字のセット。アスタリスク記号(*)は、0文字以上の任意の文字列を表します。疑問符(?)は任意の1文字を表します。大カッコ([])は1文字の文字クラスを定義します。バックスラッシュ(\)は、前述の特殊文字をすべてエスケープします。バックスラッシュと一致させるには、\\を使用します。






Oracle Secure Backupユーザー

Oracle Secure Backupの管理ドメイン内の定義済アカウント。Oracle Secure Backupユーザーは、オペレーティング・システム・ユーザーとは異なるネームスペースに存在します。






オリジナル・ボリューム

複製の作成元ボリューム。






オリジナルの場所

ボリュームが最初に書き込まれた場所。






上書き

同じファイル名を持つファイルをリストアすることによって、システム上のファイルを置換するプロセス。






PNI (Preferred Network Interface)

バックアップまたはリストアの対象となるデータを送信するために必要となるネットワーク・インタフェース。ネットワークでは、クライアントとそのクライアントのかわりにバックアップまたはリストアを実行するサーバーとの間に複数の物理的な接続を持つことができます。たとえば、2つのホストの間で、イーサネット接続と光ファイバ分散データ・インタフェース(FDDI)接続の両方を使用できます。PNIを使用すると、クライアントごとに、サーバーのどのネットワーク・インタフェースが必要かを指定できます。






事前認可

Oracle Secure Backupユーザーのオプションの属性。事前認可により、指定されたOracle Secure Backupのリソースへのアクセス権限がオペレーティング・システム・ユーザーに付与されます。






プライマリ・アクセス・モード

Oracle Secure Backupのネットワーク・プロトコルを管理ドメイン内の通信に使用するホストに対するアクセス・モード。Oracle Secure Backupは、プライマリ・アクセス・モードを使用するホストにインストールする必要があります。対照的に、NDMPアクセス・モードを使用するホストには、Oracle Secure Backupをインストールする必要がありません。Oracle Secure Backupは、ホストへのアクセスに使用されるのがプライマリ・アクセス・モードかネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)アクセス・モードかに関係なく、ホスト間のデータ転送にNDMPを使用します。






秘密鍵

特定の公開鍵に対応し、所有者のみが知っている数値。すべての公開鍵暗号システムで、秘密鍵と公開鍵はペアで存在します。RSAなどの典型的な公開鍵暗号システムでは、秘密鍵はただ1つの公開鍵に対応します。秘密鍵は、署名を計算してデータを復号化するために使用できます。






特権バックアップ

backupコマンドの--privilegedオプションによって開始されるファイルシステムのバックアップ操作。UNIXおよびLinuxシステムでは、特権バックアップはrootユーザー・アイデンティティのもとで実行されます。Windowsシステムでは、Windowsクライアント上のOracle Secure Backupサービスと同じアカウント(通常Local System)のもとで実行されます。






公開鍵

特定エンティティと信頼できるやりとりを行う必要があるすべてのユーザーが知っている、そのエンティティに関連付けられた数値。公開鍵は、対応する秘密鍵とともに使用され、通信の暗号化および署名の検証を行うことができます。





リストア操作

テープ・デバイスのボリュームから指定されたシステムにファイルをコピーします。






保存期間

ボリューム・セットのデータが上書き対象とならない期間。保存期間は、時間管理メディア・ファミリの属性です。保存期間は、書込みウィンドウのクローズ時間から始まります。たとえば、メディア・ファミリの書込みウィンドウが7日で、保存期間が14日の場合、ボリューム・セットの最初のボリュームへの最初の書込みから21日後に、データは上書き対象となります。






Recovery Manager (RMAN)

データベースのバックアップ、リストアおよびリカバリに使用される、Oracle Database付属のユーティリティ。RMANは、Oracle Secure Backupとは別個のアプリケーションです。RMANとは異なり、Oracle Secure Backupを使用すると、データベース・ファイルだけでなく、ファイルシステム上のあらゆるファイルをバックアップできます。Oracle Secure Backupには、SBTインタフェースが含まれ、RMANはそれを使用してデータベース・ファイルを直接テープにバックアップできます。






権限

クラスに割り当てられる管理ドメイン内の権限。たとえば、自分によるバックアップ実行権限(perform backup as self)は、デフォルトでoperatorクラスに割り当てられます。クラスに属するすべてのOracle Secure Backupユーザーには、そのクラスに関連付けられた権限が付与されます。






ロール

ネットワーク内のホストがバックアップおよびリストア操作中に持つことができる機能。Oracle Secure Backupのロールには、管理サーバー、メディア・サーバー、クライアントの3つがあります。ネットワーク内のホストは、これらのロールのいずれかまたはこれらを組み合せて機能します。たとえば、管理サーバーは、クライアントおよびメディア・サーバーになることもできます。






ローテーション・ポリシー

ローテーション・ポリシーは、メディア・ライフ・サイクルを通じてのバックアップ・メディアの物理的な管理を定義します。それにより、各ボリュームが、書き込まれた最初のアクティブな場所から、別の場所を通って移動し、再利用されるまでの順序やタイミングなどが決定されます。





SAN

「ストレージ・エリア・ネットワーク(SAN)」を参照してください。






SBTインタフェース

Recovery Manager(RMAN)が3次ストレージへのバックアップに使用できるメディア管理ソフトウェア・ライブラリ。SBTインタフェースは、公開されたAPIに準拠し、メディア管理ベンダーによって提供されます。Oracle Secure Backupには、RMANで使用するためのSBTインタフェースが含まれています。






スケジュール

スケジュール済バックアップ操作を実行するためのユーザー定義の期間。ファイルシステム・バックアップはスケジュール(obtoolのmkschedコマンドで作成可能)によってトリガーされます。対照的に、オンデマンド・バックアップは、backupコマンドを使用して作成される1回かぎりのバックアップです。






スケジュール済バックアップ

obtoolのmkschedコマンドまたはOracle Secure Backup Webツールを使用してスケジュールされる(またはrunjobコマンドによって変更される)ファイルシステム・バックアップ。バックアップ・スケジュールは、バックアップの対象となるファイルを記述します。スケジュールに定義されるトリガーは、バックアップ・ジョブの実行時期を指定します。






スケジューラ

管理サーバー上で稼働し、すべてのバックアップ・スケジュール・アクティビティを管理するデーモン(obscheduled)。スケジューラには、実行をスケジュールされたバックアップ・ジョブのジョブ・リストが保持されます。






サービス・デーモン

プライマリ・アクセス・モードにより通信する管理ドメイン内の各ホスト上で稼働するデーモン(observiced)。サービス・デーモンは、証明書の操作を含め、様々なサービスを提供します。






SCSI

「Small Computer System Interface(SCSI)」を参照してください。






SCSI LUN

Small Computer System Interface(SCSI)テープ・デバイスの論理ユニット番号。論理ユニット番号により、1つのSCSI IDを複数のテープ・デバイスで共有することができます。Oracle Secure Backup論理ユニット番号と混同しないでください。






Secure Sockets Layer (SSL)

セキュアなネットワーク通信を提供する暗号プロトコル。SSLは、証明書によってエンドポイント認証を提供します。SSLで送信されるデータは、盗聴、改ざんやメッセージの偽造、リプレイ攻撃から保護されます。






Small Computer System Interface (SCSI)

各種周辺機器とホスト・コンピュータとの接続を可能にするパラレルI/Oバスおよびプロトコル。SCSIバスには、ホスト・アダプタおよび周辺機器コントローラを使用して接続できます。






スナップショット

ボリュームまたはファイルシステムの整合性のあるコピー。スナップショットは、Data ONTAP 6.4以上を実行するNetwork Appliance Filerに対してのみサポートされています。






SSL

「Secure Sockets Layer(SSL)」を参照してください。






ストレージ・エリア・ネットワーク(SAN)

共有ストレージ・デバイスの高速サブネットワーク。SANは、データのバックアップおよびリストア機能を2次ネットワークに割り当てるように設計されているため、これらの機能によってサーバーの機能は妨害されません。






記憶域要素

ライブラリのロボット・アームによるボリュームの格納および取出しが可能な、テープ・ライブラリ内の物理位置。






保管場所

ボリュームを格納できる、テープ・ライブラリまたはテープ・ドライブ以外の場所。






スーパーディレクトリ

ファイルシステム・バックアップの参照時に表示される架空のディレクトリ。ファイルシステムの最上位レベルから保存されたファイルとディレクトリがすべて含まれます。






テープ・デバイス

ユーザー定義デバイス名で識別されるテープ・ドライブまたはテープ・ライブラリ。






テープ・ドライブ

テープに格納されたデータの読取りおよび書込みを行うテープ・デバイス。テープ・ドライブは順次アクセスなので、特定のデータを読み取るには、それより前のデータをすべて読み取る必要があります。テープ・ドライブは、Small Computer System Interface (SCSI)やファイバ・チャネルなど、様々なプロトコルを介してアクセスできます。テープ・ドライブは、スタンドアロンで、またはテープ・ライブラリ内に存在できます。






テープ・ライブラリ

Small Computer System Interface(SCSI)コマンドを受け入れて、記憶域要素とテープ・ドライブの間でボリュームを移動させるメディア・チェンジャ。






テープ・サービス

2次ストレージとデータをやりとりし、データ管理アプリケーション(DMA)で2次ストレージの操作およびアクセスができるようにするネットワーク・データ管理プロトコル(NDMP)サービス。






TCP/IP (Transmission Control Protocol/Internet Protocol)

ネットワークでデータを送信するために、ホストとの接続に使用されるプロトコルのスイート。






時間管理の有効期限ポリシー

ボリューム・セット内のすべてのボリュームがそれぞれのボリューム有効期限に達すると上書きできる、メディア・ファミリの有効期限ポリシー。ボリューム有効期限は、セット内の最初のボリュームに対するボリューム作成時間に、書込みウィンドウ期間および保存期間を合算して算出されます。

たとえば、メディア・ファミリの書込みウィンドウを7日、保存期間を14日に設定します。Oracle Secure Backupが、まず1月1日の正午にセット内の最初のボリュームに書き込み、その後セット内の次の20ボリュームにデータを書き込んだとします。この場合、セット内の21ボリュームはすべて1月22日の正午に期限切れとなります。

時間管理の有効期限ポリシーを使用するボリュームには、Recovery Manager(RMAN)のバックアップまたはファイルシステム・バックアップを作成できます。






トリガー

バックアップが発生する日時を指定するバックアップ・スケジュールの一部。






Universal Unique Identifier (UUID)

Oracle Secure Backupの管理ドメイン全体でオブジェクトにタグを付けるために使用される識別子。






非特権バックアップ

backupコマンドの--unprivilegedオプションを使用して作成されるファイルシステム・バックアップ。Oracle Secure Backupユーザーを作成または変更する際に、オペレーティング・システム・アカウントとそのユーザーを関連付けます。ホストの非特権バックアップは、そのバックアップを開始したOracle Secure Backupユーザーに関連付けられたオペレーティング・システム・アカウントのもとで実行されます。






ボリューム

ボリュームとは、8mmテープなどのメディアの単位を表します。ボリュームには、複数のバックアップ・イメージを含めることができます。






ボリューム作成時間

Oracle Secure Backupがバックアップ・イメージ・ファイル番号1をボリュームに書き込んだ時間。






ボリューム有効期限

ボリューム・セット内のボリュームが期限切れになる日時。この時間は、書込みウィンドウ期間(該当する場合)をセット内の最初のボリュームに対するボリューム作成時間に加算した後、保存期間を加算して算出されます。

たとえば、保存期間が14日で書込みウィンドウが7日のメディア・ファミリにボリューム・セットが属するとします。また、セット内の最初のボリュームに対するボリューム作成時間が1月1日の正午で、その後にデータがセット内の次の20ボリュームに書き込まれたとします。この場合、セット内の21ボリュームすべてに対するボリューム有効期限は1月22日の正午です。






ボリュームID

ボリュームにラベルを付ける際に、Oracle Secure Backupによって割り当てられる一意の英数字の識別子。通常、ボリュームIDは、ボリュームのメディア・ファミリ名、ダッシュ記号および一意のボリューム順序番号で構成されます。たとえば、RMAN-DEFAULTメディア・ファミリ内のボリュームIDであればRMAN-DEFAULT-000002となります。






ボリューム・ラベル

ボリュームにおける最初のバックアップ・イメージの最初のブロック。ボリュームID、所有者の名前、ボリューム作成時間などの情報が含まれます。






ボリューム順序ファイル

ボリュームにラベルを付ける際に割り当てる一意のボリュームIDが含まれるファイル。






ボリューム順序番号

ボリューム・ラベルに記録される、ボリューム・セット内のボリュームの順序を示す番号。セット内の最初のボリュームの順序番号は1です。通常、ボリュームのボリュームIDは、そのボリュームのメディア・ファミリ名、ダッシュおよび一意のボリューム順序番号で構成されます。たとえば、RMAN-DEFAULTメディア・ファミリ内のボリュームのボリュームIDであればRMAN-DEFAULT-000002となります。






ボリューム・セット

バックアップ・イメージがまたがっているボリュームのグループ。1つのボリュームに収まるバックアップ・イメージの部分が、バックアップ・セクションです。






ボリューム・タグ

ボリュームに対するバーコード識別子(ボリューム・タグともいう)を保持するために一般的に使用されるフィールド。ボリューム・タグは、ボリューム・ラベル内にあります。






ウォレット

パスワードで保護された暗号化されたファイル。Oracleウォレットは、主にX.509証明書とそれに関連付けられた公開鍵/秘密鍵のペアを格納するように設計されています。ウォレットのコンテンツは、ウォレット・パスワードを指定しないと使用できませんが、不明瞭化ウォレットの場合、パスワードは不要です。






Webツール

管理ドメインの構成、バックアップおよびリストア操作の管理、バックアップ・カタログの参照を可能にするブラウザベースのGUI。






ワイルドカード

ワイルドカードは、その他多数の文字を表すことができる文字。たとえば、アスタリスク記号(*)は、ほぼ例外なく"任意"を指すために使用されます。





書込み日付

ボリューム作成時間から始まる、ボリュームへの更新が可能な期間を定義します。





書込み保護

コンテンツを変更または削除できないように、ファイルまたはメディアにマークを付けること。ボリュームを書込み保護にするには、Oracle Secure Backupでボリュームを読取り専用でマウントするか、書込み保護タブを使用して物理媒体を変更します。






書込みウィンドウ

更新(通常、バックアップ・イメージを最後に追加)のためにボリューム・セットがオープンのままである期間。書込みウィンドウは、セット内の最初のボリュームに対するボリューム作成時間に開き、書込みウィンドウ期間が経過した後に閉じます。書込みウィンドウのクローズ時間後は、ボリューム・セットは、(有効期限ポリシーによる定義に従って)期限切れになるまで、あるいは再度ラベルを付けられる、再利用される、ラベル付けを解除されるまたは強制的に上書きされるまで更新できません。

書込みウィンドウはメディア・ファミリに関連付けられます。メディア・ファミリのメンバーであるボリューム・セットはすべて、同じ期間の間、更新のためにオープンのままです。






書込みウィンドウのクローズ時間

更新に対してボリューム・セットが閉じる日時。この時間は、バックアップ・イメージ・ファイルの番号1がセット内の最初のボリュームに書き込まれるときに計算されます。ボリューム・セットに書込みウィンドウのクローズ時間が設定されている場合、その情報はボリューム・ラベルのボリューム・セクションにあります。






書込みウィンドウ期間

ボリューム・セットへの書込みが可能な期間。
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